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■薬科大学・薬学部（薬学科）の正式名称と定員 

学校法人加計学園 

千葉科学大学薬学部薬学科  

  

入学定員（120）名,   収容定員（720）名 

 

■所在地 

千葉県銚子市潮見町３番地  

 

■薬学部が併設する４年制学科があるとき（複数あるときはすべて記載ください） 

学科名 ：         入学定員（    ） 

 

 

 

■医療系学部があるとき該当する学部に○をいれてください。名称が異なる場合は、

（  ）の右に正しい学部名称をいれてください。  

    医学部 （   ） 

    歯学部 （   ） 

    看護学部 （ ○ ） 

    保健医療学部  （   ） 

    その他  （ ○ ） 名称： 危機管理学部 保健医療危機管理学科 

 

 

■大学の建学の精神および教育理念 

千葉科学大学を設置している学校法人加計学園は、「ひとりひとりの若人が持つ能

力を最大限に引き出し 技術者として 社会人として  社会に貢献できる人材を養成す

る」を建学の理念としている。千葉科学大学は目標を「健康で安全・安心な社会の構

築に寄与できる人材の養成をすることを教育目標とし、それらの探究を研究の目標と

し、地域と共生する大学づくり、平和で文化的な地域づくりへ参画することを社会貢

献の目標」と定めている。そして、薬学部は「建学の理念を踏まえ、地域と連携しな

がら変動する社会的・医療的要請に対応することで、公衆衛生の向上及び増進による

生活の質を確保でき、さらに危機管理能力を有する薬の専門家の育成」を教育目的と

している。 

このように、本学では学園の建学の精神、大学の目標と薬学部の教育目的に基づい

て、入学した学生の力を最大限に引き出し、様々な分野に貢献できる薬剤師を育成し、

社会に送り出している。  

 

  



 

 

目   次 

 

１ 教育研究上の目的と三つの方針  １ 

［現状］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 

 ［教育研究上の目的と三つの方針に対する点検・評価］・・・ １０ 

 ［改善計画］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２ 

 

２ 内部質保証 １３ 

［現状］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３ 

［内部質保証に対する点検・評価］・・・・・・・・・・・・ １６ 

［改善計画］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １７ 

 

３ 薬学教育カリキュラム  １８ 

     ３－１ 教育課程の編成    １８ 

［現状］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８ 

［教育課程の編成に対する点検・評価］・・・・・・・・・・  ２３ 

［改善計画］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２４ 

３－２ 教育課程の実施  ・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２５ 

［現状］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２５ 

［教育課程の実施に対する点検・評価］・・・・・・・・・・ ４０ 

［改善計画］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４３ 

３－３ 学修成果の評価        ４４ 

［現状］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４４ 

［学修成果の評価に対する点検・評価］・・・・・・・・・・ ４６ 

［改善計画］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４７ 

 

４ 学生の受入れ ４８ 

［現状］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４８ 

［学生の受入れに対する点検・評価］・・・・・・・・・・・ ５４ 

［改善計画］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５６ 

 

５ 教員組織・職員組織 ５７ 

［現状］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５７ 

［教員組織・職員組織に対する点検・評価］・・・・・・・・ ６２ 

［改善計画］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６３ 

 

６ 学生の支援 ６４ 

［現状］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６４

［学生の支援に対する点検・評価］・・・・・・・・・・・・ ６６ 

［改善計画］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６７ 



 
 

 

７ 施設・設備 ６８ 

［現状］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６８ 

［施設・設備に対する点検・評価］・・・・・・・・・・・・ ７０

［改善計画］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７０ 

 

８ 社会連携・社会貢献 ７１ 

［現状］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７１ 

［社会連携・社会貢献に対する点検・評価] ・・・・・・・・ ７３ 

［改善計画］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７４ 

 

 

 



 

- 1 - 
 

１ 教育研究上の目的と三つの方針 

 

【基準 １-１】 

薬学教育プログラムにおける教育研究上の目的が、大学又は学部の理念及び薬剤

師養成教育として果たすべき使命を踏まえて設定され、公表されていること。  

注釈：「薬学教育プログラム」とは、６年制におけるプログラムを指す。複数学科を持

つ場合は、教育研究上の目的を学科ごとに定めること。  

 

【観点  1-1-1 】教育研究上の目的が、医療を取り巻く環境、薬剤師に対する社会のニー

ズを反映したものとなっていること。  

【観点  1-1-2 】教育研究上の目的が、学則等で規定され、教職員及び学生に周知が図ら

れるとともに、ホームページ等で公表されていること。  

 

［現状］ 

 まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （改善すべき点）学科の教育研究の目的を学則に規定する必要がある。 

2. （助言）社会に発信する資料には、建学の理念や大学、学部、学科の教育

研究上の目的を統一した表現で記述することが望まれる。 

指摘事項１および２の改善内容としては、次に記載する通り、教育研究上の目的は

「千葉科学大学学則」第１条で規定され（資料９ p１）、学生便覧、入学試験要項（資

料２ p１、資料８ p４、p99、p149、p170、p244）、大学ホームページで公表している

（資料 10、資料 11、資料 12）。なお、指摘事項１および２は、薬学教育評価機構の第

１期再評価改善報告書提出時に改善が完了している（資料 13 p２、資料 14 p55～56）。

次に、第２期の本評価のための内容を記載する。 

 千葉科学大学の目標を次のように定めている「本学は、健康で安全・安心な社会の

構築に寄与できる人材の養成をすることを教育目標とし、それらの探究を研究の目標

とし、地域と共生する大学づくり、平和で文化的な地域づくりへ参画することを社会

貢献の目標と定める。」（資料９ p１）。この目標を踏まえるとともに、薬剤師に対する

社会的ニーズを地域社会における薬剤師の役割の向上と、自然災害時における危機管

理能力を有する薬剤師の育成にあると考え、薬学部では教育研究上の目的を次のよう

に定めている「薬学部は、建学の理念を踏まえ、地域と連携しながら変動する社会的・

医療的要請に対応することで、公衆衛生の向上及び増進による生活の質を確保でき、

さらに危機管理能力を有する薬の専門家の育成を目的とする。」（資料９ p１）【観点 

1-1-1 】 

 さらに、薬学部薬学科では人材育成に関する目的を次のように定めている（資料９ 

p１）。薬学部薬学科では次に掲げる各号を教育目標とする。 

①  科学的な思考、及び医療に携わる者としての倫理と使命感を背景と

する薬学的知見に加え、医療政策や医療経済に配慮することで、社
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会の変化に対応した患者本位の医療を提案する能力の育成  

②  地域における薬の専門家の役割を理解し、患者・生活者とそれを支

える専門職との円滑な意思疎通と信頼関係の構築ができる基本的

能力の育成 

③  人に対して効果を有する化学物質（医薬品、医薬部外品及び化粧品

等）の性質並びに法規制を考慮し、人々の福祉を向上させる能力の

育成 

④  広い自然科学の知識及び高度で体系的な薬学の知識を以て社会に

貢献する能力の育成 

⑤  最新の知見を通じて課題を自ら見出し、科学的思考に基づいた解決

策を模索する能力の育成  

⑥  生涯にわたり知識と技術を磨くとともに次世代を育てる能力の育

成 

⑦  薬学的知見を背景とした危機管理能力に基づき、多職種と連携しな

がら多様な状況に対応する能力の育成  

これらの教育研究上の目的は「千葉科学大学学則」第１条で規定され（資料９ p１）、 

学生便覧、入学試験要項に掲載し（資料２ p１、資料８ p４、p99、p149、p170、p244）、

「新入生オリエンテーション」の翌日に実施する「新入生研修」において新入生に対

して学生便覧を用いて説明している。なお、「千葉科学大学学則」は学生便覧（資料２ 

p69～91）に掲載すると共に、大学ホームページ上で公表し教職員及び学生に周知して

いる（資料 10）。【観点 1-1-2 】 
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【基準 １-２】 

教育研究上の目的に基づき、三つの方針が一貫性・整合性のあるものとして策

定され、公表されていること。 

注釈：「三つの方針」とは、学校教育法施行規則第 165条の 2に規定されている「卒業

の認定に関する方針」、「教育課程の編成及び実施に関する方針」及び「入学者

の受入れに関する方針」を指す。なお、それぞれこれらの策定及び運用に関す

るガイドラインに記載されている「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロ

マ・ポリシー）、「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）及

び「入学者受入れの方針」（アドミッション・ポリシー）と同じ意味内容を指

すものである。  

 

【観点  1-2-1 】卒業の認定に関する方針では、卒業までに学生が身につけるべき資

質・能力が具体的に設定されていること。  

注釈：「卒業までに学生が身につけるべき資質・能力」は、知識・技能、思考力・判

断力・表現力等の能力、主体性を持って多様な人々と協働する態度等を指す。  

【観点  1-2-2 】教育課程の編成及び実施に関する方針では、卒業の認定に関する方針

を踏まえた教育課程編成、当該教育課程における教育内容・方法、学

修成果の評価の在り方等が具体的に設定されていること。  

【観点  1-2-3 】教育課程の編成及び実施に関する方針は、学習の質を重視し、学習・

教授方法及び成績評価のための課題が意図する成果のために想定され

た学習活動に整合するように設定されていることが望ましい。  

【観点  1-2-4 】入学者の受入れに関する方針では、卒業の認定に関する方針並びに教

育課程の編成及び実施に関する方針を踏まえ、どのような学生を求

め、多様な学生をどのように評価・選抜するか等が具体的に設定され

ていること。  

【観点  1-2-5 】三つの方針が、教職員及び学生に周知が図られるとともに、ホームペ

ージ等で公表されていること。 

 

［現状］ 

 まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （助言）カリキュラム・ポリシーを学生便覧やシラバス等へ掲載して、学

生に周知する努力が望まれる。 

2. （助言）カリキュラム・ポリシーを学科の教育研究上の目的と具体的に関

連付けることが望ましい。  

3. （助言）薬学科の教育目標との関連が明確に見えるようなディプロマ・ポ

リシーに改変することが望ましい。 

4. （助言）学生便覧へディプロマ・ポリシーを記述し、学生や教員に周知す
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ることが望まれる。 

指摘事項１～４の改善内容としては、次に記載する通り、教育研究上の目的に基づ

き策定した一貫性および整合性がある三つの方針を、学生便覧、入学試験要項、大学

ホームページに掲載し（資料２ p３～５、資料８ p６～７、p100～101、p171～172、

p245～246、資料 12）、教職員および学生・受験生に周知すると共に、「新入生オリエ

ンテーション」の翌日に実施する「新入生研修」において新入生に対して学生便覧を

用いて説明している。なお、指摘事項１および２は、薬学教育評価機構の第１期再評

価改善報告書提出時に改善が完了している（資料 14 p56～58）。次に、第２期の本評

価のための内容を記載する。 

 千葉科学大学薬学部薬学科では、教育研究上の目的に基づいて以下に示す三つの方

針を学部教授会、「千葉科学大学学務委員会」（資料 15）、「千葉科学大学大学協議会」

（資料 16）の審議・承認を得て策定し、学生便覧、入学試験要項、大学ホームページ

に掲載し（資料２ p３～５、資料８ p６～７、p100～101、p171～172、p245～246、資

料 12）、教職員および学生・受験生に周知すると共に、「新入生オリエンテーション」

の翌日に実施する「新入生研修」において新入生に対して学生便覧を用いて説明して

いる。【観点 1-2-5 】 

次に三つの方針を示す。  

 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） DP 

千葉科学大学薬学部では、薬学を修めた者の職分として以下の能力

を身につけ、且つ所定の単位を修得した者に対して学士（薬学）の学位

を授与する。【観点 1-2-1 】 

 

DP1. 最適な医療の提案 

科学的な思考、及び医療に携わる者としての倫理と使命感を背景と

する薬学的知見に加え、医療政策や医療経済に配慮することで、少子高

齢化や技術革新等の社会の変化に対応し、患者本位の医療を提案する。 

 

DP2. 地域との連携と貢献 

地域に貢献できる薬の専門家の役割を理解し、患者・生活者とそれら

を支える専門職との円滑な意思疎通と信頼関係を構築する基本的能力

を有する。 

 

DP3. 福祉向上のための支援 

人に対して効果を有する化学物質（医薬品、医薬部外品及び化粧品等）

の性質並びに法規制を考慮し、人々の福祉のためのセルフケアを提案

する。 
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DP4. 高度な専門知識の修得 

広く自然科学の知識を備え、高度な薬学の知識を体系的に身につけ

る。 

 

DP5. 知の探求 

薬学における最新の知見を通じて課題を自ら見出し、科学的思考に

基づいた解決策を模索する。 

 

DP6. 鍛錬と継承 

社会に貢献できるように、生涯にわたり知識と技術を磨き、次世代を

担う人材を育成する意欲と行動力を有する。  

 

DP7. 危 機 管 理
クライシスマネジメント

能力の活用 

薬学的知見を背景としたクライシスマネジメント能力に基づき、多

職種と連携しながら多様な状況に対応する。  

 

ディプロマ・ポリシーに関しては、卒業の認定に関する方針を踏まえた教育課程編

成、当該教育課程における教育内容・方法、学修成果の評価の在り方をルーブリック

の評価により学生が現状を把握できるように設定している。※ディプロマ・ポリシー

に示されるルーブリックの評価表は、学生便覧（資料２ p３～４）を参照のこと。 

 

力リキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施方針） CP 

千葉科学大学薬学部では、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）に掲

げる薬学を修めた者の職分としての能力を効果的に修得するために以下

のような方針でカリキュラムを編成する。【観点 1-2-2 】 

1. 薬学を修める者の職分としての基本的教養を身につけるために、人

文・社会科学、自然科学、外国語等の一般基礎科目を設定してい

る。さらに、社会薬学科目を通して医療人としての資質を醸成でき

る教育プログラムを実施する。これら設定された科目及びプログラ

ムは、筆記試験だけでなく能動的学習による成果発表やプロダクト

等により評価する。 

2. 医療に携わる者としての倫理や使命感を身につけるために、それら

の基本的な内容を理解する科目、医療を取り巻く社会環境を理解す

るための科目、及びそれら習得した知識や倫理観等に基づいた患者

本位の医療を理解するための科目を設定し、主に筆記試験やレポー

トで評価する。さらに、患者本位の医療を実際に提案する力を身に

付けるために、病院・薬局実務実習や実務実習後に開講される薬学

臨床事後実習において、患者本位の医療提案を実践し、またロール
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プレイや PBL に基づく議論のピアレビュー等により評価する。  

3. 地域に貢献できる薬の専門家の役割を理解するために、「医療専門職

連携導入」や「早期体験学習・銚子学」を設置し、主にレポートで

評価する。また、他者との円滑な意思疎通と信頼関係を構築する基

本的能力を身につけるために、基礎的なコミュニケーション能力の

涵養を目的とした「コミュニケーション」、「ヒューマニズムⅠ・

Ⅱ」等の科目と、より医療現場に則した「医療コミュニケーション

Ⅰ・Ⅱ」、「事前実務実習」等の科目を配置し、 SGD やロールプレイ

を取り入れた講義や実習を行い、プレゼンテーションやレポートで

評価する。さらに、「病院実務実習」、「薬局実務実習」において、患

者や医療従事者とのコミュニケーションを実践し、ポートフォリオ

やレポートを中心に評価する。 

4. 福祉向上を支援する力を身につけるために、人に対して効果を有す

る化学物質の基本的な知識を修得できる薬学専門科目に加えて、医

薬部外品および化粧品の知識を学修できる「化粧品概論」、「香粧品

学Ⅰ・Ⅱ」等の科目を設定し、主に筆記試験やレポートで評価す

る。さらに、セルフケアを提案する能力を育成するための実習や演

習等の能動的学習方法を取り入れ、主にプレゼンテーションやレポ

ートにより評価する。 

5. 高度な薬学の知識を身につけるために、基礎薬学、衛生・社会薬

学、医療薬学をそれぞれ体系的に学修できるプログラムを設定し、

主に筆記試験やレポートで評価する。さらに、薬学の知識を醸成す

るために、「基礎薬学演習」、「総合薬学演習」等の総合科目を設定し

ている。 

6. 問題解決に必要な科学的思考や技能を身につけるために、薬学専門

科目に加え、それらに関連する専門実習を編成し、主に筆記試験や

レポートで評価する。さらに、課題抽出や解決策を模索する力を養

うために、修得した専門知識及び技能を総合的に活用し、「臨床病態

解析学演習」、「病院実務実習」、「薬局実務実習」、「卒業研究」等を

配置し、主にプレゼンテーションや論文で評価する。  

7. 知識と技術の鍛錬および人材の育成を行う意欲と行動力を身につけ

るために、課題発表を取り入れた「薬学入門」、「実務実習事後演

習」や長期間にわたって学習する「卒業研究」等のプログラムを設

定し、主にプレゼンテーションやレポートで評価する。  

8. クライシスマネジメント能力を活用した多職種連携をする力を身に

つけるために、基本的なリスクマネジメント及びクライシスマネジメ

ントの知識を修得できる教育プログラムを設定し、主に筆記試験で評

価する。さらに、これら修得した知識を活用するための能動的学習を
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積極的に取り入れた科目を設定し、ロールプレイやレポート等を中心

に評価する。 

 

カリキュラム・ポリシーに関しては、ディプロマ・ポリシーに掲げる薬学を修めた

者の職分としての能力を効果的に修得するために、カリキュラムを８領域に分け体系

的に整理し、各領域の学習目標・教育内容を明示すると共に、当該領域を学ぶ代表的

な科目名を明記している。そして、効果的に修得するために学修目標の達成に適した

適切な学習方略・成績評価法を設定している。学習方略としては、講義形式だけでな

く、能動的な学習方法としてスモールグループディスカッション（ SGD）、ロールプレ

イなどを積極的に取り入れ、薬剤師としての倫理観の育成、コミュニケーション能力

および問題解決能力および論理的思考力の形成・深化、プレゼンテーション能力の向

上を図るなど、それぞれの到達目標の達成に適した学習方法としている。しかし本学

独自プログラムであるクライシスマネジメント能力を活用した多職種連携をする力

を身につける科目名が記載されていない。【観点 1-2-3 】 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） AP 

千葉科学大学薬学部が育成する人材 

千葉科学大学薬学部では、「一人ひとりの能力を最大限に引き出す」と

いう学園建学の理念に基づき、絶えず変動する社会の要請に対応すること

が可能な高い専門性と倫理観や使命感、そして 危 機 管 理
クライシスマネジメント

能力によっ

て、地域をはじめ広く社会に貢献する薬の専⾨家を育成します。【観点 1-

2-4 】 

 

期待する入学者像 

千葉科学大学薬学部では、以下の項目の能力を有する人の入学を求めま

す。 

1. 本学の建学の理念と、本学部の教育研究上の目的に共感を覚え、薬学

を修めたいという意欲のある人 

2. 知的好奇心が旺盛で、特に自然科学や生命科学に対し広く興味・関心

を示し、その原理を理解するための基本的能力を有する人  

3. 日本語、及び英語の基本的な読解力、得られた情報や知識の要点を他

者に的確に伝える能力、及びそれらの能力を活用することで、他者と

の良好な関係構築に努めることができる人  

4. 様々な困難に遭遇しても、それらを克服することで学業を成就させ、

薬学の専門知識を以て社会の福祉向上に貢献したいという意欲がある

人 

 

入学者選抜の方法と趣旨  
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千葉科学大学薬学部では、多様な人材を広く受け入れるために、複数の

選抜制度を採用し、筆記試験のみならず、面接や小論文、調査書の内容な

どによって総合的に入学希望者の能力や資質を評価します。一般選抜では

本学が独自に行う筆記試験、もしくは大学入学共通テストの成績により入

学後に必要な自然科学の知識や基本的な考え方、読解力や理解力が身につ

いているかを評価します。総合型選抜と学校推薦型選抜では、面接試験や

志望理由書、課題小論文の審査により、自然科学の基本的な素養に加えて、

本学の理念や教育目標への共感や継続的な学習意欲、薬の専門家として社

会に貢献したいという熱意を重視したうえで評価します。  

 

アドミッション・ポリシーに関しては、多様な人材を広く受け入れるために、複数

の選抜制度を採用し、薬学部が育成する人材、期待する入学者像、入学者選抜の方法

について明記している。【観点 1-2-4 】 
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【基準 １-３】 

教育研究上の目的及び三つの方針が定期的に検証されていること。  

注釈：「検証」は、医療を取り巻く環境や薬剤師に対する社会のニーズの変化を調査

した結果等を踏まえて行うこと。  

 

［現状］ 

まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （助言）薬学科の教育研究上の目的について、自己点検・評

価する体制を構築することが望ましい。 

指摘事項１の改善内容としては、薬学教育評価機構の第１期再評価改善報告書提出

時に「薬学部教務委員会」（資料 17）、学部教授会において検証を行うように改めたが

（資料 14 p55～56）、次に記載する通り、自己点検・評価の体制を再構築した。次に、

第２期の本評価のための内容を記載する。  

千葉科学大学薬学部が掲げる教育研究上の目的及び三つの方針は、「千葉科学大学

学則」第２条に基づき（資料９  p２）、定期的に点検し見直しを行っている。  

教育研究上の目的の検証については、医療を取り巻く環境や薬剤師に対する社会の

ニーズの変化について調査した結果、本学では薬局・ドラッグストアに就職する卒業

生が多いことから（2019（令和元）年度進路状況：資料１  p77、2020（令和２）年度

進路状況：資料 18 p２）、2015（平成 27）年 10 月 23 日に発表された、厚生労働省の

「患者のための薬局ビジョン」（資料 19）などを参考にして検討を行った。また、薬

剤師に対する社会的ニーズの変化を「患者のための薬局ビジョン」に基づいて、地域

医療における薬局および薬剤師の役割として、地域包括ケアシステムの一員として患

者の状態の継続的な把握、服薬情報等に関する処方医へのフィードバック、残薬管理

や処方変更の提案等を通じて地域の医療体制に貢献すること、さらには、近年の自然

災害の増加により「災害時における薬剤師の役割」（資料 20）が社会的ニーズになっ

ていることから、教育研究上の目的を「薬学部は、建学の理念を踏まえ、地域と連携

しながら変動する社会的・医療的要請に対応することで、公衆衛生の向上及び増進に

よる生活の質を確保でき、さらに危機管理能力を有する薬の専門家の育成を目的とす

る。」と改定し（資料２ p１）、学部教授会、「千葉科学大学学務委員会」、「千葉科学大

学大学協議会」で審議・承認された（資料 21）。また、上述した教育研究上の目的の

変更に伴って、三つの方針を検証することによっても、医療を取り巻く環境や薬剤師

に対する社会のニーズの変化に対応できていると考える。  

三つの方針の検証については、検証方法を明確にするため、2018（平成 30）年度に

「千葉科学大学学務委員会」の基に「学務委員会アセスメント・ポリシー策定小委員

会」を設置した（資料 22）。「学務委員会アセスメント・ポリシー策定小委員会」では、

学科毎のアセスメント・ポリシーを策定するためのワークショップを複数回開催して、

策定方針を決定した。薬学部では、この小委員会と「薬学部薬学自己点検評価委員会

（現薬学部アセスメント委員会）」が協力して、三つの方針を検証するためのアセスメ
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ント・ポリシー及び評価項目を策定し（資料 23）、学部教授会、「千葉科学大学学務委

員会」、「千葉科学大学大学協議会」で審議・承認され（資料 24）、大学ホームページ

においても公開している（資料 11）。アセスメント・ポリシーに基づき策定された評

価項目は３つの段階（入学生・在校生・卒業生）に分かれており、評価項目について

自己点検・評価を行うことで、アドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、

ディプロマ・ポリシーを定期的に検証できるようにした。自己点検・評価を実施する

にあたり、大学全体の方針に関わることは機関レベルとし、学部学科の教育課程に関

することは教育課程レベルとし、各科目に関することは授業科目レベルとして設定し

た。さらに、2019（令和元）年度にはそれぞれの評価項目について、いつ、誰が、ど

のような内容について、どのように評価し、評価した内容をどのように活用するかを

示した「アセスメント・ポリシーチェックリスト」（資料 25）を、「薬学部アセスメン

ト・FD 委員会（現薬学部アセスメント委員会）」（資料 26）と協力して、「学務委員会

アセスメント・ポリシー策定小委員会」において策定し、学部教授会で審議・承認さ

れた（資料 27）。「アセスメント・ポリシーチェックリスト」では、教育研究活動に対

する質的・量的な解析ができるように設定している。アセスメント・ポリシーに基づ

き、「薬学部アセスメント委員会」（資料 17）において定期的に実施している自己点検・

評価の結果（資料 28）は、学部教授会に報告し承認を得ている（資料 29）。そして、

「千葉科学大学自己評価委員会」（資料 30）は各学部の自己点検・評価の結果を取り

まとめ、外部委員を交えて大学全体においても自己点検・評価を行っている（訪問時

16「令和３年度第１回千葉科学大学自己評価委員会  議事録(2022-01-20)」、訪問時 17

「令和３年度第２回千葉科学大学自己評価委員会  議事録(2022-02-24)」）。大学全体

の評価結果は学長に報告され、学長より「千葉科学大学教学マネジメント委員会」（資

料 31）に結果の評価・検証及び問題点の抽出（改善方針の策定）が委託される。さら

に、「千葉科学大学教学マネジメント委員会」は、点検結果を学長に答申し、学長は学

部長に問題点の改善を命令する。学部長は、問題点の改善策を「薬学部教務委員会」

に依頼し、改善案を学部教授会で審議した後、実行に入るようにしている。この結果

については、再び「薬学部アセスメント委員会」により点検評価される形で、自己点

検・評価が計画的に実施できるような体制を構築している（資料 32）。2022（令和４）

年度 3 月に「千葉科学大学自己評価委員会」による自己点検・評価結果を踏まえ、「千

葉科学大学教学マネジメント委員会」が実施され、自己点検・評価結果に対する指摘

事項の内容が承認され、学長は各学部に指摘事項の改善を命令した。（訪問時 18「令

和３年度第１回千葉科学大学教学マネジメント委員会  議事録（2022-03-17）」）。 

 

 

 

 [教育研究上の目的と三つの方針に対する点検・評価］  

教育研究上の目的と三つの方針は、【観点  1-1-1 】について、薬剤師に対する社会

的ニーズを地域社会における薬剤師の役割の向上と、自然災害時における危機管理能
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力を有する薬剤師の育成にあると考えて設定されていることから、医療を取り巻く環

境、薬剤師に対する社会のニーズを反映したものとなっている。さらに【観点  1-1-

2 】について、教育研究上の目的は、学生便覧・入学試験要項・大学ホームページで

公表されていることから【基準１ -１】に適合している。【基準１-１】 

三つの方針に関しては【観点  1-2-1 】について、卒業の認定に関する方針では、ル

ーブリックの評価表を示すことで、学生自身が卒業までに身につける必要がある資

質・能力の現状を把握できるようにすると共に、どの科目を修得することによりディ

プロマ・ポリシーを達成できるかを示す「カリキュラム・チェックリスト」を学生に

説明し、大学ホームページにおいて公表している。また、【観点  1-2-2 】について、

教育課程の編成及び実施に関する方針では、【観点  1-2-1 】の卒業の認定に関する

方針を踏まえた上で、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を効果的に修得するために、

カリキュラムを８領域に分け体系的に整理し、各領域の学習目標・教育内容を明示す

ると共に、当該領域を学ぶ代表的な科目名を明記している。そして、【観点  1-2-3 】

について、薬学を修めた者の職分としての能力を効果的に修得するために学修目標の

達成に適した適切な学習方略・成績評価法を設定している。さらに、【観点  1-2-4 】

について、入学者の受け入れに関する方針では、多様な人材を広く受け入れるために、

複数の選抜制度を採用し、薬学部が育成する人材、期待する入学者像、入学者選抜の

方法について明記している。また、これらの三つの方針に関しては、【観点  1-2-5 】

について、学生便覧、入学試験要項、大学ホームページに掲載し、教職員および学生・

受験生に周知すると共に、「新入生オリエンテーション」の翌日に実施する「新入生

研修」において新入生に対して学生便覧を用いて説明している。  

このように教育研究上の目的に基づき、三つの方針が一貫性・整合性のあるものと

して策定され、公表されていることから、以上より【基準１ -２】に適合している。【基

準１-２】 

教育研究上の目的の検証に関しては、医療を取り巻く環境や薬剤師に対する社会の

ニーズの変化についての調査により、本学学生の卒業後の就職先を考慮して「患者の

ための薬局ビジョン」などを参考にするとともに、近年の自然災害の増加により社会

的ニーズが高まっている「災害時における薬剤師の役割」などを参考にして、教育研

究上の目的を「薬学部は、建学の理念を踏まえ、地域と連携しながら変動する社会的・

医療的要請に対応することで、公衆衛生の向上及び増進による生活の質を確保でき、

さらに危機管理能力を有する薬の専門家の育成を目的とする。」と改定しており、さら

にこの教育研究上の目的の変更に伴って、三つの方針を検証することによっても、医

療を取り巻く環境や薬剤師に対する社会のニーズの変化に対応できていると考える。

この三つの方針を検証するためのアセスメント・ポリシー及び評価項目を策定し、こ

の評価項目について自己点検・評価を行うことで、アドミッション・ポリシー、カリ

キュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシーを検証できるようにした。さらにアセス

メント・ポリシーに基づき、「薬学部アセスメント委員会」において定期的に実施して

いる自己点検・評価の結果は、学部教授会で承認を得た後、「千葉科学大学自己評価委
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員会」に報告し、大学全体においても自己点検・評価を行っている。大学全体の評価

結果は学長に報告され、学長より「千葉科学大学教学マネジメント委員会」に問題点

の抽出が委託される。さらに抽出された問題点は学長から学部長へ改善が命令され、

学部長は「薬学部教務委員会」に依頼し、改善案を学部教授会で審議した後、実行に

入るようにしている。この結果については、再び「薬学部アセスメント委員会」によ

り点検評価される形で、自己点検・評価が計画的に実施できるような体制を構築して

いる。 

このように、教育研究上の目的及び三つの方針が、医療を取り巻く環境や薬剤師に

対する社会のニーズの変化を調査した結果等を踏まえて定期的に検証されているこ

とから、【基準１-３】に適合している。【基準１-３】 

 

＜優れた点＞ 

ディプロマ・ポリシーについては、ルーブリックの評価表を示すことで、学生自身

が卒業までに身につける必要がある資質・能力の現状を把握できるようにすると共に、

どの科目を修得することによりディプロマ・ポリシーを達成できるかを示しているこ

とから、当該事項が優れた点と考えることができる。【基準１-２】 

 

＜改善を要する点＞ 

1. カリキュラム・ポリシーの８項目目において、本学独自プログラムであるクライシ

スマネジメント能力を活用した多職種連携をする力を身につける科目名が記載さ

れていないため、表記することが望ましいので、改善が必要である。  

 

［改善計画］  

カリキュラム・ポリシーについて本学独自プログラムであるクライシスマネジメン

ト能力を活用した多職種連携をする力を身につける科目名を記載した改定カリキュ

ラム・ポリシーを学部教授会、「千葉科学大学学務委員会」において承認し（資料 144）、

2022（令和４）年度入学生から新しい三つの方針を適応する（資料 145）。 
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２ 内部質保証 

 

【基準 ２-１】 

教育研究上の目的及び三つの方針に基づく教育研究活動について、自己点検・評

価が適切に行われていること。 

 

【観点  2-1-1 】自己点検・評価が組織的かつ計画的に行われていること。  

注釈：必要に応じて外部委員又は当該学部の６年制課程の卒業生を含むこと。また、

本機構の評価を受審する時だけでなく、計画的に実施されていること。  

【観点  2-1-2 】自己点検・評価は、教育研究活動に対する質的・量的な解析に基づいて

いること。  

注釈：「質的・量的な解析」の例示。  

・  学習ポートフォリオ等を活用した学習達成度  

・  卒業の認定に関する方針に掲げた学修成果の達成度  

・  在籍（留年・休学・退学等）及び卒業状況（入学者に対する標準修業年限内

の卒業者の割合等）の入学年次別分析等  

【観点  2-1-3 】自己点検・評価の結果がホームページ等で公表されていること。 

 

［現状］ 

 まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （改善すべき点）薬学部独自の点検項目を設定し、恒常的に自己点検・評

価を行う必要がある。 

指摘事項１の改善内容としては、次に記載する通り、薬学部の教育研究活動につい

て適切に自己点検・評価が実施できるように、 2019（令和元）年度にアセスメント・

ポリシーおよび評価項目（資料 23）、「アセスメント・ポリシーチェックリスト」（資

料 25）を策定し、定期的に自己点検・評価できる体制とした。次に、第２期の本評価

のための内容を記載する。 

千葉科学大学薬学部が掲げる教育研究上の目的及び三つの方針に基づく教育研究

活動は、「千葉科学大学学則」第２条に基づき（資料９ p２）、薬学部に設置する「薬

学部アセスメント委員会」（資料 17）が定期的に検証し見直しを行うこととしている。

実施方法としては、「千葉科学大学大学協議会」で承認されたアセスメント・ポリシー

および評価項目に基づき、「アセスメント・ポリシーチェックリスト」を利用して、教

育研究活動に関する自己点検・評価を定期的に実施している。「薬学部アセスメント委

員会」が実施した自己点検・評価の結果は、学部教授会に報告し承認を得ている（資

料 29）。そして、「千葉科学大学自己評価委員会」（資料 30）は各学部の自己点検・評

価の結果を取りまとめ、外部委員を交えて大学全体においても自己点検・評価を行っ

ている。大学全体の評価結果は学長に報告され、学長より「千葉科学大学教学マネジ

メント委員会」（資料 31）に結果の評価・検証及び問題点の抽出（改善方針の策定）
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が委託される。さらに、「千葉科学大学教学マネジメント委員会」は、点検結果を学長

に答申し、学長は各学部に問題点の改善を命令する。各学部は、問題点の改善策を学

部教授会で審議した後、実行に入るようにしている。この結果については、再び「薬

学部アセスメント委員会」により点検評価される形で、自己点検・評価が計画的に実

施できるような体制を構築している（資料 32）。2022（令和４）年度 3 月に「千葉科

学大学教学マネジメント委員会」が実施され、自己点検・評価結果に対する指摘事項

の内容が承認され、学長は各学部に指摘事項の改善を命令した。（訪問時 18「令和３

年度第１回千葉科学大学教学マネジメント委員会  議事録（2022-03-17）」）。【観点 2-

1-1 】 

 「薬学部アセスメント委員会」が実施する自己点検・評価は「アセスメント・ポリ

シーチェックリスト」を用いている（資料 25）。この「アセスメント・ポリシーチェ

ックリスト」に示されているように、自己点検・評価する際に質的・量的な解析が実

施できるように、評価項目を設定している。具体的には、各項目について「教育課程

レベル」「授業科目レベル」等の分類、「項目の名称」、「実施時期」、「実施頻度」、「評

価項目」、「評価手法」、「評価者」、「実施責任者」、「結果の活用方法」、「学科の具体的

な対応」、「現時点での達成度 (%)」に分けて記載している。ここで、いくつかの項目に

ついて項目の名称と「結果の活用方法」について例を挙げる。「プレースメントテス

ト」の項目では、結果の活用方法として「入試種別と試験成績との相関性を調査する。

改善が必要な入試種別がある場合は、実施責任者が改善案を作成し、学長会議で検討

する。」となっている。「入学前教育」の項目においては、活用方法として「カリキュ

ラムが前提としている知識を修得していない学生については、学習支援センターと情

報共有を行う。」となっている。また「 GPA（Grade Point Average）」の項目では、活

用方法として「カリキュラムの総括的なアセスメント指標とする。評価分析結果を次

年度の指導に資する。」となっている。「各科目の成績」の項目においては活用方法と

して、「各指標を学年別の推移データとして比較を行い、評価で問題が発見された場合

は、実施責任者が対策案を作成し、教授会で報告する」となっており、この他の項目

を含めて全９項目について、それぞれの項目について、学科の具体的な対応が示して

あり、それぞれの項目毎に達成度を示すことなど、自己点検・評価が量的・質的な解

析に基づいて実施することが可能となっている。さらに、ディプロマ・ポリシーに掲

げた学生が身につけるべき資質・能力を量的に評価した「学修到達度評価」を用いた

評価も行っている（資料 33）。【観点 2-1-2 】 

 薬学部が実施した自己点検・評価より改定された教育研究上の目的、三つの方針、

カリキュラムおよび卒業・進級要件は大学ホームページにより公表されている。自己

点検・評価の結果については、大学全体に係る事業計画において、薬学部の計画に対

する自己点検・評価の結果を「千葉科学大学事業報告」（資料 34）により公表してい

る（資料 35）。ただし、薬学部独自では公表していない。【観点 2-1-3 】 
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【基準 ２-２】 

教育研究活動の改善が、自己点検・評価結果等に基づいて適切に行われているこ

と。 

注釈：「自己点検・評価結果等」の「等」とは、行政機関、認証評価機関からの指摘事

項を含む。また、自己点検・評価の結果等を教育研究活動に反映する体制が整備

されていること。  

 

［現状］ 

 まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （改善すべき点）自己点検・評価の結果を教育研究活動に反映する体制と、

反映した結果を検証する体制を構築する必要がある。 

2. （助言）薬学部自己点検評価委員会が不断の自己点検・評価を促すことが

望ましい。 

指摘事項１の改善内容としては、実施された自己点検・評価の結果に基づき、教育

改革を実施できるように薬学部の教育組織体制を変更し、教育上のガバナンス強化を

行った（資料 36）。指摘事項２の改善内容としては、次に記載する通り、自己点検・

評価の結果により改定された内容について、結果をもとに検証する体制が構築されて

いる。次に、第２期の本評価のための内容を記載する。  

 【基準１-３】において記載したように、2018（平成 30）年度の薬学部の自己点検・

評価により医療を取り巻く環境や薬剤師に対する社会のニーズの変化に対応する必

要があると考え、三つの方針の改定を行った。さらにここで改定した新たなディプロ

マ・ポリシーを達成するためのカリキュラム・ポリシーに基づき、カリキュラムを再

構築した。その際に学長から退学率改善の指示（資料 37）および初年次教育の充実指

示にも対応することとした。2019（令和元）年度入学生に向けて、カリキュラムおよ

び卒業・進級要件などを以下に示すように改定した（資料 38）。 

1. 卒業に必要な単位数を 212 単位から 186 単位に変更 

2. 専攻科目の統合・廃止・新設（特に、ヒューマニズム教育・医療倫理教育を充

実）（資料 146） 

3. 「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に記載されていない大学独自の教育内

容の必修化 

4. 「進級・卒業要件」の変更 

5. １年間に履修できる単位数の上限単位数を 60 単位から 50 単位に変更 

6. １年次・２年次に対する補習教育の充実 

その後、改定したカリキュラム及び進級・卒業要件を検証するため、2019（令和元）

年度入学生が２年次の春学期を終了した時点（ 2020（令和２）年10月）において、当

該学生の成績状況を調査し、「学修到達度評価」（資料 33）も用いて自己点検・評価を

行った。学修到達度が成績評価 B（良）を基準とした標準レベル以上の学生が 54.4％と

半数程度だったため（訪問時 19「 2019年度入学生に対する学修到達度評価の解析結
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果」）、カリキュラムおよび卒業・進級要件に改定が必要であると考えられた。そこで、

下記に示すように2021（令和３）年度入学生に向けて改定した（資料 39）。 

1. 一部の専攻科目の統合・廃止・新設、必修化（資料 146） 

2. 「進級・卒業要件」の変更 

3. １年間に履修できる単位数の上限単位数を 50 単位から 55 単位に変更 

4. 従来のチューター制から少人数担任制へ変更 

5. 薬学部教育組織体制の変更  

さらに大学および薬学部の教育研究上の目的を達成するための薬学教育の改善の

ためには、教育上のガバナンス強化が必要であると考え、学部長は学長と協議を重ね

た結果、薬学部の教育組織体制を変更した（資料 36）。当該組織変更により、薬学部

の講座制制度が解体されると共に教育ユニットが設置され、学部長が提示した教育方

針に基づき教育を行う組織体制（大講座制に近い教育組織体制）となった。教育ユニ

ットには教育ユニット長を設置し、教育ユニット内に属する科目の管理監督業務を教

育ユニット長に与えた。 

 

 

 

［内部質保証に対する点検・評価］ 

千葉科学大学薬学部が掲げる教育研究上の目的及び三つの方針に基づく教育研究

活動は、「千葉科学大学学則」第２条に基づき、薬学部に設置する「薬学部アセスメン

ト委員会」が定期的に検証し見直しを行うこととしている。「薬学部アセスメント委員

会」が実施した自己点検・評価の結果は、学部教授会に報告している。そして、「千葉

科学大学自己評価委員会」は各学部の自己点検・評価の結果を取りまとめ、外部委員

を交えて大学全体においても自己点検・評価を行っている。大学全体の評価結果は学

長に報告され、学長より「千葉科学大学教学マネジメント委員会」に結果の評価・検

証及び問題点の抽出（改善方針の策定）が委託される。さらに、「千葉科学大学教学マ

ネジメント委員会」は、点検結果を学長に答申し、学長は各学部に問題点の改善を命

令する。各学部は、問題点の改善策を学部教授会で審議した後、実行に入るようにし

ている。この結果については、再び「薬学部アセスメント委員会」により点検評価さ

れる形で、自己点検・評価が計画的に実施できるような体制を構築している。【観点  

2-1-1 】 

「薬学部アセスメント委員会」が実施する自己点検・評価は「アセスメント・ポリ

シーチェックリスト」を用いている。この「アセスメント・ポリシーチェックリスト」

に示されているように、自己点検・評価する際に質的・量的な解析が実施できるよう

に、評価項目を設定している。さらに、ディプロマ・ポリシーに掲げた学生が身につ

けるべき資質・能力を量的に評価した「学修到達度評価」を用いた評価も行っている。

【観点 2-1-2 】 

自己点検・評価の結果については、大学全体に係る事業計画において、薬学部の計
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画に対する自己点検・評価の結果を「事業報告」として公表している。【観点  2-1-3 】   

以上より、【基準２-１】に適合していると考えられる。【基準２ -１】 

薬学部の自己点検・評価により医療を取り巻く環境や薬剤師に対する社会のニーズ

の変化に対応する必要があると考え、教育研究上の目的の改定及び目的の改定に伴う

三つの方針の改定を行った。さらに、ここで改定した新たなディプロマ・ポリシーを

達成するためのカリキュラム・ポリシーに基づき、カリキュラムを再構築した。改定

したカリキュラム及び進級・卒業要件を検証するため、2019（令和元）年度入学生が

２年次の春学期を終了した時点（ 2020（令和２）年 10 月）において、当該学生の成績

状況を調査し、自己点検・評価を行った。その結果に基づいてカリキュラムおよび卒

業・進級要件を 2021（令和３）年度入学生に向けて改定した。このように、教育研究

活動の改善が、自己点検・評価等に基づいて適切に行われている  

以上より、【基準２-２】に適合している。【基準２ -２】 

 

 

＜優れた点＞ 

なし 

  

＜改善を要する点＞ 

1. 自己点検・評価の結果については、大学全体に係る事業計画において薬学部の計画

に対する自己点検・評価の結果は「事業報告」として公表しているが、薬学部独自

では公表していない【基準２ -１】 

 

［改善計画］  

自己点検・評価の結果については、大学全体に係る事業計画において、薬学部の計

画に対する自己点検・評価の結果を「事業報告」として公表しているが、薬学部独自

では公表していないので、大学全体ではなく薬学部独自の自己点検・評価の結果を公

表するように、大学全体の制度の改善を実施する予定である。 
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３ 薬学教育カリキュラム 

 

（３－１）教育課程の編成  

 

【基準 ３-１-１】 

薬学教育カリキュラムが、教育課程の編成及び実施に関する方針に基づいて構築

されていること。 

 

【観点 3-1-1-1 】教育課程の編成及び実施に関する方針に基づき、薬学教育カリキュ

ラムが以下の内容を含み体系的に整理され、効果的に編成されている

こと。 

 教養教育 

 語学教育 

 人の行動と心理に関する教育  

 薬学教育モデル・コアカリキュラム平成 25 年度改定版の各項目（基本事項・

薬学と社会・薬学基礎・衛生薬学・医療薬学・薬学臨床・薬学研究）  

 大学独自の教育  

 問題発見・問題解決能力の醸成のための教育  

注釈：薬学教育カリキュラムの体系性及び科目の順次性が、カリキュラム・ツリー等

を用いて明示されていること。  

注釈：語学教育には、医療の進歩・変革に対応し、医療現場で活用できる語学力を身

につける教育を含む。  

 

【観点 3-1-1-2 】薬学教育カリキュラムが、薬学共用試験や薬剤師国家試験の合格率

の向上のみを目指した編成になっていないこと。  

【観点 3-1-1-3 】教育課程及びその内容、方法の適切性について検証され、その結果

に基づき必要に応じて改善・向上が図られていること。  

 

［現状］ 

まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する

と共に改善状況を記載するべきであるが、指摘を受けた事項が多く多岐に渡るため、

初めに指摘により改善された現在の状況について、第２期の本評価の項目に基づいて

記載する。 

現在の千葉科学大学薬学部が掲げる教育研究上の目的及び三つの方針（資料２ p１

～５）は、医療を取り巻く環境、薬剤師に対する社会のニーズを反映したものであり、

一貫性・整合性のあるものとして策定されている。そして、ディプロマ・ポリシーを

効果的に修得するためにカリキュラム・ポリシーを設け、これに従ってカリキュラム

を編成している。なお、ここで記載しているカリキュラムとは特に断りがない限り
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「2019～2020（令和元～２）年度入学生カリキュラム」としている。  

なお、この「2019～2020（令和元～２）年度入学生カリキュラム」は、2018 年度に

改定した三つの方針に基づき策定したカリキュラムである。この改定の経緯やおもな

変更点は、卒業に必要な単位数を 212 単位から 186 単位に適正化するなどであり、本

調書 15～16 ページに詳細を記載した。 

薬学部における教養教育および語学教育は、カリキュラム・ポリシーの項目１に基

づき、薬学を修める者の職分としての基本的教養を身につけるために、豊かな人間性

をはぐくむ教養教育科目として一般基礎科目を配置している。一般基礎科目について

学生の意思に基づき履修できるように原則選択科目としている。また、一般基礎科目

に関しては選択科目が偏らないようにするために系列「人間と文化」「歴史と社会」

「保体」の中からそれぞれ１単位以上を履修することとしている（資料２  p21）。さら

に、将来の薬剤師として習得する必要性から「福祉学」（資料５ p1000）を選択必修と

している。語学教育に関しては、一般基礎科目の中に語学教育を担う外国語科目が含

まれ、外国語科目の単位数を１単位にすることで、より多くの外国語科目を含む一般

基礎科目を修得できるようにしている（資料２  p21）。英語教育では科目履修を通し

て英語力を身につけることができるようにしている。ただし、上位学年において英語

教育のみを行う科目を設置しておらず、医療系・実務系授業において、専門用語を説

明する際に英語表記も添えて説明しているのみである。また、社会薬学科目にある１

年次科目「薬学入門」（資料５ p297）、「早期体験学習・銚子学」（資料５ p302）およ

び「医療専門職連携導入」（資料５ p552）を通じて、薬剤師および関連職種の業務内

容を知り、薬学を修める者の職分としての基本的教養を身につけるようにしている

（資料２ p22～23）。【観点 3-1-1-1 】 

人の行動と心理に関する教育については、カリキュラム・ポリシーの項目２に基づ

き、医療に携わる者としての倫理や使命感を身につけ、患者本位の医療提案を実践で

きるようにするために、薬学教育カリキュラムでは次の科目を用いて全学年にわたっ

て医療人教育を行っている。１年次において「薬学入門」（資料５ p297）、「ヒューマ

ニズムⅠ」（資料５ p305）、２年次において「医療倫理」（資料５ p346）、「ヒューマニ

ズムⅡ」（資料５ p317）、３年次において「医療人のあり方」（資料５ p323）、「医療コ

ミュニケーションⅠ」（資料５ p331）、４年次において「医療コミュニケーションⅡ」

（資料５ p1267）、５年次において薬学実務実習科目、６年次において「実務実習事後

実習」において実施している（資料２ p22～23）。 

学生が将来どのような分野に進んだ場合にも共通に必要となる薬剤師の基本的な

資質と能力を身につけるために作成された「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に

示される SBOs 項目を網羅するように薬学教育カリキュラムが策定され（基礎資料２）、

学部基礎科目、物理・化学系薬学科目、生命薬学科目、社会薬学科目、医療薬学科目、

キャリアアップ科目、専門実習科目、総合科目に群分けし、薬学教育モデル・コアカ

リキュラム平成 25 年度改定版の各項目（基本事項・薬学と社会・薬学基礎・衛生薬

学・医療薬学・薬学臨床・薬学研究）について体系的に専攻科目を配置している（資
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料２ p22～23）。科目が体系的に配置され、順次性があることを分かりやすくするた

めに作成した「カリキュラム・ツリー」（基礎資料１）を「新入生研修」（資料４ p36）

や１年次科目「薬学入門」（資料５ p297）において説明すると共に、大学ホームペー

ジにて公開している（資料 40）。【観点 3-1-1-1 】 

大学独自の教育については、日本最初の危機管理学部が設置された大学であるため、

その教育環境を生かし、危機管理能力を備えた薬剤師の育成のための多くの科目を開

講している。危機管理の基本的考え方とともに医薬品取り扱いおよび麻薬のリスク危

機管理、医療事故および食の安全などを学ぶことができる科目として一般基礎科目

「リスク危機管理論」（資料５ p1045）を修得することとしている（資料２ p21）。科

目の内容としては専攻科目ではあるが、危機管理学部を設置している大学として全学

部で一般基礎科目（必修）として扱っている。救急・災害現場において医療人として

知っておくべき実務的な知識・技能の習得を目指す４年次科目「救急・災害薬学」（資

料５ p1242）（旧名称「救急災害薬学」（資料５ p567））を修得することとしている（資

料２ p23）。さらに、危機管理学部の教員・学生の支援を受けて実施する「救命救助法

入門」（資料５ p565）、「救急・災害時チーム医療演習」（資料５ p1245）（旧名称「災

害時チーム医療演習」（資料５ p570））ではより実践的な内容を学ぶ（資料２ p23）。

これらの科目については、千葉大学・城西国際大学と合同で実施する『文部科学省  大

学間連携共同教育推進事業「実践社会薬学の確立と発展に資する薬剤師養成プログラ

ム」（2013（平成 25）～2016（平成 28）年度）』においても実施され、三大学学生に提

供している（資料 41）。現在も当該プログラムは継続され実施している（資料 42）。

【観点 3-1-1-1 】 

また、大学独自の教育として、専攻科目「化粧品概論」（資料５ p60）、「香粧品学

Ⅰ」（資料５ p523）、「香粧品学Ⅱ」（資料５ p526）がある（資料２ p22～23）。これら

の科目においては、病気治療の際に化粧品を用いることで、年齢を問わず QOL(生活の

質)の維持・向上につなげられることを学ぶだけでなく、医薬品だけでなく化粧品につ

いて薬学の立場を踏まえて学ぶ。また、当該領域の研究活動を行うために薬学部に化

粧品科学（コロイド科学）を研究する研究室を設置し、専門教員を配置している（資

料 36）。さらに「衛生薬学Ⅳ」（旧名称「衛生薬学Ⅲ」（資料５ p287））では、救急救

命分野で活躍する上で必要な知識である救急救命分野における中毒事故について講

義している（資料２ p22）。【観点 3-1-1-1 】 

問題発見・問題解決能力の醸成のための教育として、薬学専門科目に関連する専門

実習を編成し、さらに、課題抽出や解決策を模索する力を養うために、修得した専門

知識および技能を総合的に活用し学ぶ科目「臨床病態解析学演習」（資料５ p1274、

p707）、「病院実務実習」（資料５ p713）、「薬局実務実習」（資料５ p723）、「卒業研究」

（資料５ p899）等を配置している（資料２ p23）。「卒業研究」は薬学の知識を学んだ

後、そして、薬学実務実習後に継続して実施することで問題解決能力を養成するため

の重要な科目である。卒業研究期間は４～６年次の３年間であり、配属した研究室の

研究室指導教員の下で、それぞれ個別の研究テーマにとりくみ、卒業論文を作成する
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とともに（資料 46）、例年、６年次の８月に卒業論文発表会にて発表を行っている（資

料 47）。卒業論文発表会においては２名の審査員（研究室指導教員でない教員）が質

問をすると共に、研究成果の薬学における位置づけを問い、学部教授会（資料 47）で

承認されたルーブリックの評価表を用いて審査している（資料 48）。【観点 3-1-1-1 】 

以上のように、薬学教育カリキュラムには、人の行動と心理に関する教育や危機管

理能力をみにつけるための教育など多く含まれ、薬学共用試験や薬剤師国家試験の合

格率の向上のみを目指した編成になっていないといえる。薬学教育カリキュラムを修

めることで、ディプロマ・ポリシーに示した能力を身につけるようにしている。【観点 

3-1-1-2 】 

 

これらの教育課程およびその内容、方法の適切性については、【基準２ -１】、【基準

２-２】に記載したように、学習成績結果（単位取得率、進級率、国家試験合格率など）

や「学修到達度評価」（資料 33）を用いて自己点検・評価を行い、教育課程およびそ

の内容、方法を適時改善している。また、2021（令和３）年度には薬学部の教育組織

体制を変更し、科目間連携を考慮できるような体制とした（資料 36）。そして、卒業

するまでに教育目標やディプロマ・ポリシーに記載された項目を達成するようにと教

育方針を示した。今後も自己点検・評価を行い、薬学教育カリキュラムの改善を試み

る。【観点 3-1-1-3 】 

次に、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する

と共に改善状況を記載する。 

1. （改善すべき点）学部あるいは学科の中でカリキュラムを検証し、必要に

応じた変更を速やかに行う体制を早急に整備する必要がある。  

＞＞ カリキュラム及び進級・卒業要件の改定および改定したカリキュ

ラム及び進級・卒業要件の自己点検・評価システムが構築されている。  

2. （改善すべき点）「薬学教育モデル・コアカリキュラム」の到達目標で対

応する授業科目がないものがあるので、全てに対応したカリキュラムに改

変する必要がある。 

＞＞ 上述したように、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に示され

た到達目標を網羅した。 

3. （改善すべき点）ヒューマニズム教育・医療倫理教育は、その多くが選択

科目として開講されているので、全ての学生が受講する必修科目に変える

必要がある。 

 ＞＞ 上述したように、ヒューマニズム教育・医療倫理教育は必修科目

とし、全学年にわたって教育する薬学教育カリキュラムとした。 

4. （助言）教育目的の達成を可能とするためにカリキュラムの体系化を行い、

「カリキュラム・マップ」や「カリキュラム・ツリー」、科目相関図等と

して学生に広く示すことが望ましい。  

 ＞＞ 上述したように、「カリキュラム・ツリー」を作成し、「新入生研
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修」や１年次科目「薬学入門」（資料５ p297）において説明すると共に、

大学ホームページにて公開している。 

5. （助言）就学年限を通した英語教育や医療現場で必要とされる英語教育を

充実させることが望ましい。 

＞＞ 薬学教育評価機構の第１期再評価改善報告書（資料 14 p58～59）

では「従来の一般基礎科目として、英語教員が担当した「科学英語（ 3 年

次選択）」に代わり、2014（平成 26）年度入学生より、薬学部教員が担当

する「薬学英語（３年次秋学期選択）」を新たに開講し、薬学領域に特化

した英語教育を行うように改めたが、その後履修希望者がゼロ人となった

ため現在は上位学年において英語教育のみを行う科目を設置しておらず、

医療系・実務系授業において、専門用語を説明する際に英語表記も添えて

説明しているのみである。  

6. （助言）医療人として必要な倫理観や態度教育の科目を、学年を追って体

系的に学びを積み重ねるような配慮や工夫が望まれる。さらに、実際の生

涯学習活動へ学生が参加できるような機会を増やすなど、生涯学習に対す

る意欲を醸成するための教育を体系的に行うことが望ましい。  

 ＞＞ 上述したように、人の行動と心理に関する教育については、全学

年にわたって医療人教育を行っている。また、他の医療専門職との連携科

目「医療専門職連携導入」（資料５ p552）や危機管理能力を身につけるた

めの科目「救急・災害薬学」（資料５  p1242）（旧名称「救急災害薬学」（資

料５ p567））などを通じて、薬剤師としてできること、できないことを学

習させ、患者本位の医療提案・医療支援を実践するためには、生涯教育が

必要であることを理解させるようにしている。  

7. （助言）早期体験学習を通して学生が出会う職種を増やすことが望まれる。 

 ＞＞ １年次科目「早期体験学習・銚子学」（資料５ p302）において、

薬局・病院だけでなく、介護施設やリハリビ施設にも訪問することにして

いる。 

8. （助言）基礎系科目に関して、臨床との関連付けが見えるように工夫をす

ることが望まれる。 

＞＞ 「カリキュラム・ツリー」を用いて説明すると共に、基礎系科目

で学ぶ内容がどのように臨床現場で用いられるかを、授業において説明す

るようにしている。 

9. （助言）大学独自のカリキュラムを増やすことが望ましい。 

＞＞ 上述したように、危機管理能力を身につけるための科目や化粧品

に関する科目が設置され、大学独自の科目を増やしている。 

10. （助言）問題解決能力の醸成に向けた科目および実質的な単位数を増やし、

「特別実習」と合わせて卒業要件の 1/10 という基準を満たすことが望ま

しい。 
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 ＞＞ 資料 43 に示すように、卒業要件単位数の 16.7％が問題解決能力

の醸成に向けた科目としている。 

11. （助言）公表されているカリキュラムに関して、媒体間で不一致が見られ

ることから、確認し、訂正することが望ましい。  

 ＞＞ 公表されているカリキュラムに関して、媒体間で一致するように

情報公開することを務めている。 

 

 

 

[教育課程の編成に対する点検・評価 ] 

【観点 3-1-1-1 】について、教育課程の編成及び実施に関する方針に基づき、教

養教育、語学教育、人の行動と心理に関する教育、「薬学教育モデル・コアカリキュラ

ム」への準拠、大学独自の教育、問題発見・問題解決能力の醸成のための教育につい

ては、カリキュラム・ポリシーに基づき設定され、体系的に整理されている。この教

育課程の中には、将来の薬剤師として習得する必要性から「福祉学」を選択必修とし

ていること、外国語科目の単位数を１単位にすることで、より多くの外国語科目を含

む一般基礎科目を修得できるようにしていることなどが特徴の一つとなっている。さ

らに、科目が体系的に配置され、順次性があることを分かりやすくするために作成し

た「カリキュラム・ツリー」を「新入生研修」や１年次科目「薬学入門」において説

明すると共に、大学ホームページにて公開している。しかし、語学教育については、

医療現場で活用できるレベルとなっているとはいえないため、今後改善の余地がある

と考える。また、【観点 3-1-1-2 】について、薬学教育カリキュラムには、日本最初

の危機管理学部が設置された大学であるため、その教育環境を生かし危機管理能力を

備えた薬剤師の育成のための多くの科目を開講している。さらに、大学独自の教育と

して化粧品に関する科目が配置されており、危機管理能力を身についける教育と併せ

て、薬学共用試験や薬剤師国家試験の合格率の向上のみを目指した偏った編成にはな

っていないものと考えられる。さらに【観点 3-1-1-3 】について、「学修到達度評価」

を用いて自己点検・評価を行い、教育課程およびその内容、方法を適時改善している。

また、2021（令和３）年度には薬学部の教育組織体制を変更し、科目間連携を考慮で

きるような体制とした。そして、卒業するまでに教育目標やディプロマ・ポリシーに

記載された項目を達成可能なように教育方針を示していることから、教育課程および

その内容、方法を適切に自己点検・評価がなされていると考えられる。以上より、お

おむね【基準３-１-１】に適合している。【基準３-１-１】 

 

＜優れた点＞ 

1. 危機管理学部を併設する大学として、本学独自の救急救命、危機管理に関連した

科目（「リスク危機管理論」、「救命救助法入門」、「救急・災害薬学」、「救急・災害

時チーム医療演習」）が充実していること。今後我が国の医療においても重要な領
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域である。 

2. 大学独自の教育として、専攻科目「化粧品概論」、「香粧品学Ⅰ」、「香粧品学Ⅱ」

がある。これらの科目においては、病気治療の際に化粧品を用いることで、年齢

を問わず QOL(生活の質)の維持・向上につなげられることを学ぶだけでなく、医

薬品だけでなく化粧品について薬学の立場を踏まえて学ぶ。また、当該領域の研

究活動を行うために薬学部に化粧品科学（コロイド科学）を研究する研究室を設

置し、専門教員を配置している。 

  

＜改善を要する点＞ 

1. 語学教育の内容に関しては、上位学年で実施されていないため、現状では医療現場

で活用できるレベルとなっていない。 

 

［改善計画］  

医療現場で利用できる実践的な英語教育およびコミュニケーション能力を身につ

けるための科目を新設するなど、2023（令和５）年度入学生に向けて薬学教育カリキ

ュラムを改定する予定である。 
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（３－２）教育課程の実施  

 

【基準 ３-２-１】 

教育課程の編成及び実施に関する方針に基づいた教育が適切に行われているこ

と。 

 

【観点  3—2-1-1 】学習目標の達成に適した学習方略が用いられていること。  

注釈：例えば薬学研究では、必修単位化、十分な研究期間の設定、研究論文の作成、

研究成果の医療や薬学における位置づけの考察、研究発表会が行われているこ

と。 

【観点  3-2-1-2 】薬学臨床における実務実習が「薬学実務実習に関するガイドライン」

を踏まえて適切に行われていること。  

【観点  3-2-1-3 】学生の資質・能力の向上に資する学習・教授・評価方法を開発してい  

ることが望ましい。  

注釈：「資質・能力の向上に資する学習・教授・評価方法」には、主体的・対話的で深

い学び（アクティブラーニング）やパフォーマンス評価を含む。  

 

［現状］ 

まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する

と共に改善状況を記載するべきであるが、指摘を受けた事項が多く多岐にわたるため、

初めに指摘により改善された現在の状況について、第２期の本評価の項目に基づいて

記載する。なお、ここで記載しているカリキュラムとは特に断りがない限り「2019～

2020（令和元～２）年度入学生カリキュラム」としている。 

教育課程を構成する各科目の学習目標の達成に適した学習方略をカリキュラム・ポ

リシーに従いつつ、科目担当教員が検討し、適切な学習方略を用いている。学習方略

として講義だけでなく、能動的な学習方法としてスモールグループディスカッション

（SGD）、ロールプレイなどを取り入れ、薬剤師としての倫理観の育成、コミュニケー

ション能力および問題解決能力および論理的思考力の形成・深化、プレゼンテーショ

ン能力の向上を図るなど、それぞれの到達目標の達成に適した学習方法で教育が行わ

れている。具体的な学習方略および評価法は、シラバスに記載されている（資料５）。

記載されたシラバスの内容・記載方式が「教学支援部教務課」から指定された形式に

なっていることを「教学支援部教務課」からの指示により学科長が確認している（資

料 44）。【観点 3—2-1-1 】 

「薬学入門」（資料５ p297）、「早期体験学習・銚子学」（資料５ p302）や「事前実

務実習」（資料５ p1261）（旧名称「事前病院・薬局実務実習」（資料５ p677））などの

「態度」に対する能力向上が求められる科目ではその方略としてスモールグループデ

ィスカッション（SGD）やロールプレイを取り入れている。１年次科目「早期体験学習・

銚子学」（資料５ p302）においては、医療機関における体験的見学や SGD を通して医
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療人に必要な態度を学ぶ。さらに、高機能患者シミュレータを用いて実践的な教育を

行うと共に、大学周辺の国定公園を利用した薬草探索会（資料 45）など独自の教育を

実施している。 

「事前実務実習」（資料５ p1261）・「調剤学実習」（資料５ p1264）（旧名称「事前病

院・薬局実務実習」（資料５ p677））では医療現場における患者や他分野の医療職者へ

の理解を深めるための基本的態度を講義・実習・ロールプレイを通じて修得させてい

る。【観点 3—2-1-1 】 

「技能」に対する方略として、カリキュラムに示される 11 個の専門実習科目を用

いて教育している（計 11 単位 247 時間実施）（資料２ p23）。さらに「卒業研究」（資

料５ p899）（４～６年次）を実施している（資料２ p23）。これらの実験実習に基づく

科目は、技能、態度の修得に適しているだけでなく問題発見・問題解決能力の醸成に

寄与すると考えている。「卒業研究」（資料５  p899）は薬学の知識を学んだ後、そし

て、薬学実務実習後に継続して実施することで問題解決能力を養成するための重要な

科目であり、必修科目としている。卒業研究期間は４～６年次の３年間であり、配属

した研究室の研究室指導教員の基で実施する。研究室に配属した４年次４月頃から学

習状況・希望に応じて実施し、それぞれ個別の研究テーマにとりくみ（資料 46）、６

年次の８月の卒業論文発表会の後に終えるようにしている（資料 47）。カリキュラム

の都合上、本格的に実施できるのは４年次の１月からである。卒業研究の内容によっ

ては、薬学実務実習も卒業研究の材料となるため、卒業研究の期間は最大 20 ヶ月間

と考えている。「卒業研究」（資料５ p899）の成績評価方法については、春学期のオリ

エンテーションにて説明し（資料４ p200、p212）、卒業論文発表会と卒業論文により

評価している。卒業論文発表会（資料 47）において２名の審査員（研究室指導教員以

外の教員）が様々な質問を通してルーブリックの評価表を用いて評価すると共に、研

究成果の薬学における位置づけを問うことでも審査している。その際、学部教授会（資

料 47）で承認されたルーブリックの評価表を用いている（資料 48）。また、研究室指

導教員が、学生が作成した卒業論文をルーブリックの評価表を用いて評価している

（資料 48）。「卒業研究」（資料５ p899）の評価結果および、卒業論文、卒業論文要旨

は、「薬学部教務委員会」（資料 17）が集め、薬学部で保管することとしている（資料

47）。【観点 3—2-1-1 】 

薬学実務実習は、文部科学省が作成した「薬学実務実習に関するガイドライン」（資

料 49）を踏まえて本学では以下の通り実施している。実習の目標としては、「薬剤師

として求められる基本的な資質」の習得を目指した実践的な臨床対応能力を身につけ

る参加・体験型の学習を実施している。また、実習は知識偏重ではなく、医療人の一

員として臨床現場で個々の症例を体験することで医療や薬物治療における薬剤師の

役割を理解し、薬の専門家として医療現場で対応できる能力の養成を目指している。

また、大学-薬局-病院の間でスムーズな連携ができるようにする目的で作成した本学

独自の「薬学実務実習進捗報告表」（資料 50）を用いることで、大学-薬局実習-病院

実習間での学習進捗度がわかるようにしており、例えば代表的な８疾患の症例の実習
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状況を共通で把握することができるようにしている。原則として実習期間は、病院・

薬局の実務実習期間は連続性のある 22 週間で実施しており、実習と実習の間に振り

返り期間をおいて、特に問題がない限り薬局 -病院の順で実習を実施している。【観点 

3-2-1-2 】 

薬学実務実習は、「病院・薬局実務実習関東地区調整機構」によって定められた実習

期間に実施している（薬局実務実習・病院実務実習は共に 11 週間）。薬局実務実習に

ついては、「病院・薬局実務実習関東地区調整機構」が管轄する薬局において実施して

いる。また、病院実務実習については、「病院・薬局実務実習関東地区調整機構」が管

轄する病院において実施すると共に、本学が契約した契約病院においても実施してい

る（資料 51）。薬学実務実習の実施手順を次に示す。「病院・薬局実務実習関東地区調

整機構」を通じて学生の実習施設が確定した後、薬学部事務室が実習施設に対して「実

務実習の事前指示・注意事項等お伺い書」（資料 52）に回答していただくように依頼

している。当該情報を基に、薬学実務実習の開始前に研究室指導教員（もしくは訪問

担当教員）および学生が実習施設に対して連絡し、事前打ち合わせを行っている。（注

釈：原則、研究室指導教員が薬学実務実習に関する指導を行うことにしているが、一

つの実習施設に複数の学生がいることもあるため、研究室指導教員に代わり訪問担当

教員が担当することがある。）薬学実務実習の日誌記録、研究室指導教員（もしくは訪

問担当教員）と指導薬剤師との連絡、指導薬剤師のコメント記録、研究室指導教員の

コメント記録および実習進捗情報の把握は、「富士フイルムシステムサービス株式会

社」が提供する「実務実習指導・管理システム」（資料 53）を用いて運用している。

実習Ⅰ期開始前には、「白衣授与式」と併せて「薬学実務実習直前ガイダンス」を実施

し、①薬学実務実習の実施目的・成績評価方法・指導方法、②医療安全の理解と認識、

③医療現場での心構え・態度、④守秘義務等に関する講義、⑤実習にかかわる事務連

絡、⑥緊急連絡などについてのガイダンスを通じて指導している（資料 54）。薬学実

務実習開始後には、研究室指導教員は「実務実習指導・管理システム」を利用して、

毎週、学生が記録した日誌・週報を確認すると共に、コメントを記載することとして

いる。また、学生は毎週、「実習状況報告書」（資料 55）を研究室指導教員に対して提

出することを義務付けている。そして、11 週間の薬学実務実習の期間において、研究

室指導教員（もしくは訪問担当教員）と指導薬剤師との間で教育指導に関して３回以

上話し合うと共に、「薬学実務実習進捗報告表」（資料 50）を用いて学生の実習状況も

把握することを学部教授会で定めている（資料 56）。薬局実務実習後に、研究室指導

教員は「薬学実務実習進捗報告表」を用いて実習の進捗状況ならびに成果を確認し、

不足する実習課題については病院実務実習において実施していただくように病院実

務実習の実習施設に対して研究室指導教員から要請している。薬学実務実習において

問題が生じることが予測される場合（もしくは生じた場合）には、研究室指導教員と

共に「薬学部実務実習委員会」（資料 17）が調査・対応することになっている。なお、

薬学実務実習がⅡ期・Ⅲ期から開始する学生については、学内で実施した 4 年次科目

「事前実務実習」（資料５ p1261）・「調剤学実習」（資料５ p1264）（旧名称「事前病
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院・薬局実務実習」（資料５ p677））や薬学共用試験の実施から時間が経過しているた

め、薬局実務実習の開始直前に改めて、Ⅰ期開始前に実施した薬学実務実習直前ガイ

ダンス及び「事前実務実習」に関する演習を行うと共に薬学実務実習で必要な技能・

態度について再確認を行っている（資料 147）。薬学実務実習終了後には、「薬学実務

実習 学内成果発表会」を実施し、２名の審査員（研究室指導教員以外の教員）が様々

な質問を通して評価している（資料 56、資料 57）。その際、ルーブリックの評価表を

用いている（資料 58）。また、研究室指導教員が、学生が作成した「薬学実務実習レ

ポート」（中間報告書を含む）をルーブリック形式の評価表を用いて評価している（資

料 59）。薬学実務実習の評価結果および、「薬学実務実習レポート」は、「薬学部実務

実習委員会」が集め、薬学部で保管することとしている。【観点 3-2-1-2 】 

学生の資質・能力の向上に資する学習・教授・評価方法の開発については、学力試

験のように明確に点数で表し評価できるもの以外は、可能な限りルーブリックの評価

表を作成して評価を行っている。【観点 3-2-1-3 】 

次に、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する

と共に改善状況を記載する。 

1. （改善すべき点）ヒューマニズム教育・医療倫理教育およびコミュニケー

ション能力・自己表現能力を身につける教育等の目標達成度を評価する

ための指標を設定し、それに基づいて適切に評価する必要がある。 

 ＞＞ 上述したように、学習方略として講義だけでなく、能動的な学習

方法としてスモールグループディスカッション（ SGD）、ロールプレイなど

を取り入れ、薬剤師としての倫理観の育成、コミュニケーション能力およ

び問題解決能力および論理的思考力の形成・深化、プレゼンテーション能

力の向上を図るなど、それぞれの到達目標の達成に適した学習方法で教

育が行われている。具体的な学習方略および評価法は、シラバスに記載し

ている。 

2. （改善すべき点）ＣＢＴ対策あるいは国家試験対策と考えられる「基礎薬

学演習（４年前期４単位）」、「薬学演習Ⅰ（４年後期４単位）」合わせて 294

時間相当、「薬学演習Ⅱ（６年前期）」、「総合薬学演習（６年後期）」合わ

せて 862 時間相当と、設定単位数に必要な開講授業時間数以上に授業時間

を割り当てており、CBT 対策あるいは国家試験の合格のみを目指している

と判断されるので、このような教育姿勢を改める必要がある。 

 ＞＞ 薬剤師国家試験・薬学共用試験 CBT に向けての準備教育として、

「基礎薬学演習」（資料５ p1279）（旧名称「基礎・衛生・社会薬学演習」

（資料５ p732）、「医療薬学演習」（資料５ p743））、「薬学特別演習Ⅰ」（旧

名称「基礎・衛生・社会薬学特別講義」（資料５ p785）、「医療薬学特別講

義」（資料５ p796））、「総合薬学演習」（資料５ p863）を設定し（資料２ 

p23）、学生便覧で定められた授業回数で実施している（資料６ p13～24）。

薬剤師になるに当たって必要な知識の理解度が不足すると考えられる内
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容については補講を実施し、研究室指導教員と相談した上で、卒業研究等

に支障がない範囲で受講してもよいとしている。  

3. （改善すべき点）実務実習事前学習における目標達成度の測定に CBT 体

験受験と OSCE の結果を用いていることを止め、実務実習事前学習の目標

達成度を評価するための指標を設定し、それに基づいて適切に評価する

必要がある。 

 ＞＞ 指摘以降、「事前実務実習」（資料５ p1261）・「調剤学実習」（資料

５ p1264）（旧名称「事前病院・薬局実務実習」（資料５ p677））の成績評

価において CBT・OSCE 等の外部試験は用いず、シラバスに記載した評価基

準により成績判定を行っている。 

4. （改善すべき点）実務実習の成績評価において基準が明示されておらず、

評価も適正に行われていないので、改善が必要である。  

＞＞  実務実習の成績評価方法についてはシラバスに明記すると共に

「薬学実務実習直前ガイダンス」おいてに説明し、ルーブリックなどの評

価表を用いて成績判定を行っている。 

5. （改善すべき点）実習の成績評価を行う際に用いる「実習日誌の内容」、

「出席状況」、「指導薬剤師の評価」等の、全体の評価における割合をシラ

バスに明記する必要がある。 

＞＞  実務実習の成績評価方法についてはシラバスに明記すると共に

「薬学実務実習直前ガイダンス」おいてに説明し、ルーブリックなどの評

価表を用いて成績判定を行っている。 

6. （改善すべき点）卒業研究は４～６年次に分散して行われ、最大で 10 ヶ

月と期間が短く、研究を通して問題解決能力が醸成できる体制を築く必

要がある。 

 ＞＞ 上述したように、卒業研究は、研究室に配属した４年次４月頃か

ら学習状況・希望に応じて実施し、６年次の８月の卒業論文発表会の後に

終えるようにしている。カリキュラムの都合上、本格的に実施できるのは

４年次の１月からである。卒業研究の内容によっては、薬学実務実習も卒

業研究の材料となるため、卒業研究の期間は最大 20 ヶ月間と考えている。 

7. （改善すべき点）卒業論文が成績評価の対象となっているので、卒業論文

は学生一人ひとりが独立して作成する必要がある。 

＞＞ 上述したように、卒業論文はそれぞれ個別の研究テーマを用いて

実施している。 

8. （改善すべき点）論文審査基準や発表の審査基準も含めて、「特別実習」

の評価基準を明示する必要がある。 

＞＞ 上述したように、「卒業研究」（資料５ p899）（旧名称「特別実習」）

の成績評価方法は、卒業論文発表会、卒業論文についてルーブリックの評

価表を用いて成績判定を行うことをオリエンテーションにて説明した上
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で成績判定を行っている。  

9. （改善すべき点）問題解決能力の醸成に向けた教育において目標達成度

を評価するための指標を設定し、それに基づいて適切に評価する必要が

ある。 

 ＞＞  問題解決能力の醸成のための教育に組み込まれている科目の評

価基準を事前に明示し、学生に周知した上で、評価基準に基づき評価して

いる（例：「卒業研究」（資料５ p899）、「病院実務実習」（資料５ p713）、

「薬局実務実習」（資料５ p723））。 

10. （助言）シラバスは、授業方法（学習方略：各回の授業別に）と全ての授

業担当者名を記述することが望ましい。 

 ＞＞ 上述したように、すべての科目に適切な授業方法や授業担当者名

等を記載している。 

11. （助言）実務実習事前学習のシラバスには担当教員名と各回の授業に関

する学習方略を明記し、実務実習のシラバスをより充実させることが望

ましい。 

 ＞＞ 上述したように、シラバスには適切な内容を記載している。 

12. （助言）実務実習直前期に事前実習の到達度を再確認することが望まれる。 

 ＞＞ 上述したように、薬学実務実習がⅡ期・Ⅲ期から開始する学生に

ついては、薬局実務実習の開始直前に改めて、Ⅰ期開始前に実施した薬学

実務実習直前ガイダンス及び「事前実務実習」（資料５ p1261）・「調剤学

実習」（資料５ p1264）（旧名称「事前病院・薬局実務実習」（資料５ p677））

に関する演習を行うと共に薬学実務実習で必要な技能・態度についての再

確認を行っている（資料 147）。 

13. （助言）実習期間中は週報などを利用して、学生と指導薬剤師、大学教員

の三者間で実習内容や進捗状況に関してさらに密接に意見交換を行うこ

とが望まれる。 

 ＞＞ 上述したように、薬学実務実習期間は、研究室指導教員（もしく

は訪問担当教員）は、学生および実習施設の指導薬剤師と連絡を密に取る

ようにしている。 

14. （助言）全ての学生が参加する実習報告会を開催することが望まれる。  

 ＞＞ 上述したように、すべての学生が参加する実務実習報告会を実施

している。ただし、2021（令和３）年度は新型コロナウイルス感染症のた

め、感染予防対策のために個別に発表を行い、教員が評価している。  

15. （助言）卒業研究が実質的に研究室任せで運営されているので、成績の評

価、実施時間について、大学として責任を果たすことが望まれる。 

 ＞＞ 卒業研究については、卒業論文発表会を実施し、研究室指導教員

以外の教員が評価することで、卒業研究が適切に実施できたかを間接的

に評価している。また、卒業研究で作成した卒業論文・卒業論文要旨も薬



 

- 31 - 
 

学部で保管し、薬学部として卒業研究の実施に責任をもっている。   
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【基準 ３-２-２】 

各科目の成績評価が、公正かつ厳格に行われていること。  

 

【観点  3—2-2-1 】各科目において適切な成績評価の方法・基準が設定され、学生への周

知が図られていること。  

【観点  3-2-2-2 】各科目の成績評価が、設定された方法・基準に従って公正かつ厳格に

行われていること。  

【観点  3-2-2-3 】成績評価の結果が、必要な関連情報とともに当事者である学生に告知

されるとともに、成績評価に対しての学生からの異議申立の仕組みが

整備され、学生へ周知が図られていること。  

 

［現状］ 

 まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （改善すべき点）成績評価指標や評価基準をシラバスと学生便覧に明記

する必要がある。 

2. （改善すべき点）「ＰＢＬ評価表」のようにグループ学習時に使用される

成績評価に関しては、評価基準とともに評価項目ごとの割合等を明示し、

学生に周知する必要がある。 

指摘事項１の改善内容としては、次に記載する通り、科目の成績評価方法は必ずシ

ラバスに明記することとしている。成績評価指標は学生便覧（資料２ p18）に掲載さ

れている。指摘事項２の改善内容としては、シラバスに記載した評価基準により成績

判定を行っている。ルーブリックの評価表を用いる場合には、当該科目の最初の科目

ガイダンスにおいてルーブリックの評価表を用いて成績判定を行うことを説明して

いる。次に、第２期の本評価のための内容を記載する。 

各科目のシラバスは科目担当教員が作成している。記載されたシラバスの内容・記

載方式が「教学支援部教務課」から指定された形式になっていることを「教学支援部

教務課」からの指示により学科長が確認している（資料 44）。確認後にシラバスは大学

ホームページにて公表される。シラバスについては、「新入生オリエンテーション」に

おいて大学ホームページへのアクセス方法とシラバスの検索方法について、説明する

とともに、実際にPCやスマートフォンを用いで検索させている。さらにシラバスの見

方や内容についても、チューターや補助学生が丁寧に説明して履修する科目について

理解させるようにしている。新入生以外の在学生はシラバスの検索方法、内容につい

て理解していると考えているが、各学期のオリエンテーションでも口頭でシラバスに

ついて説明している。 

各科目における成績評価の方法・基準はシラバスに記載され（資料５）、大学ホーム

ページおよび学生が利用する「千葉科学大学ポータルサイト」において検索し閲覧す

ることができる（資料60）。また、原則、科目の１回目の授業において、シラバスの記

載内容に基づき授業概要、到達目標、成績評価と基準、履修上の注意などを説明する
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こととしており、学生への周知を図っている。また、シラバスに記載した内容に変更

があった場合には、授業中に周知すると共に「千葉科学大学ポータルサイト」の掲示

板にも掲載し、確認できるようにしている（資料 61）。学部教授会において、シラバス

に記載した成績評価方法以外で評価しないように、教員に対して繰り返し指導を行っ

ている。非常勤講師については「教学支援部教務課」から依頼している。【観点 3—2-

2-1 】 

成績評価の結果は、試験終了後、科目担当教員から「千葉科学大学ポータルサイト」

の掲示板等を用いて公表される（資料 61）。また、「千葉科学大学履修規程」第40条に

従い（資料62 p11）、科目の単位認定基準（100点満点のうち60点以上を合格とする）

に達さず、かつ、科目担当教員が再試験対象者として認めた学生には、「千葉科学大学

ポータルサイト」において再試験対象者として発表される（資料 63）。学生は当該ペー

ジを通じて再試験への受験申請を行う。薬学部専攻科目の再試験の試験結果について

は、薬学部の取り決めにより、すべての試験結果を同時に発表することとしている（資

料64）。その後、「教学支援部教務課」から認定された成績評価が「千葉科学大学ポー

タルサイト」を通じて公表される（資料 65）。この成績に疑義がある場合には、「千葉

科学大学履修規程」第34条に基づき（資料62 p10）、成績公表後1週間以内に「教学支

援部教務課」を通じて、「成績評価に関する疑義申立書」（資料 66）を用いて科目担当

教員に申し出ることができ、科目担当教員が「成績評価に関する疑義申立への回答書」

（資料66）を用いて回答することとしている。ただし、「千葉科学大学履修規程」第34

条に記載される成績通知日（公表日）は「千葉科学大学学務委員会」において、卒業

生を除き、次期のオリエンテーションの日とすると定めている（資料67）。また、学生

の保護者に対して保護者サイトを設け、シラバス・成績・授業への出欠状況の閲覧を、

いつでも閲覧できるようにしている（資料68）。【観点 3-2-2-2 】【観点 3-2-2-3 】  



 

- 34 - 
 

【基準 ３-２-３】 

進級が、公正かつ厳格に判定されていること。  

 

【観点  3-2-3-1 】進級判定基準、留年の場合の取扱い等が設定され、学生への周知が図

られていること。 

注釈：「留年の場合の取扱い」には、留年生に対する上位学年配当の授業科目の履修

を制限する制度、再履修を要する科目の範囲等を含む。  

【観点 3-2-3-2 】各学年の進級判定が、設定された基準に従って公正かつ厳格に行わ

れていること。 

  

［現状］ 

 まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （改善すべき点）学則上不明確な進級緩和措置による進級を行ったり、「総

合薬学演習」に合格した者のみに対して特別再試験を行ったりしているこ

とは、厳格に進級や卒業が判定されているとは言えない。進級判定や卒業

判定に関して基準に基づいて公平に実施する必要がある。 

指摘事項１の改善内容としては、指摘を受けて以降、次に記載する通り、「進級・卒

業要件」に基づき進級判定・卒業判定を実施し、学則上不明確な進級緩和措置は実施

していない。次に、第２期の本評価のための内容を記載する。 

「進級・卒業要件」は、「千葉科学大学履修規程に関する細則」で規定され（資料 62 

p65～82）、学生便覧（資料２ p24）および大学ホームページ（資料 40）に掲載してい

る。特に、「進級・卒業要件」および留年の場合の取扱いについては非常に重要な内容

であるため、「新入生オリエンテーション」の翌日に実施する「新入生研修」において

詳細を説明すると共に（資料４ p30～31）、各学期のオリエンテーション（資料４ p126、

p144、p164～165、p203～204、p270、p279、p287、p297）や進路指導ガイダンス等で

繰り返し周知している。また、学生との面談においても進級要件を説明するようにし

ている。 

千葉科学大学では、「千葉科学大学履修規程」第９条に従い（資料 62 p２～３）、科

目はカリキュラム表に示された履修年次でしか履修できない。また、修得できなかっ

た科目については、原則として次の学期または学年に再履修しなければならないと定

めている。留年した場合についても、この規定に従い履修することとしている。  

 進級判定は、「教学支援部教務課」が「千葉科学大学履修規程に関する細則」で規定

された「進級・卒業要件」に基づき判定した進級判定資料を、「薬学部教務委員会」に

提供し確認した後、例年３月上旬に実施される学部教授会（進級判定会議）において

承認している（2021（令和３）年度分は調書作成時に未実施のため、例示として、2021

（令和３）年９月に実施した卒業判定会議資料を添付する（資料 69））。以上のように

設定された基準に従って進級判定が公正かつ厳格に行われている。【観点 3-2-3-1 】

【観点 3-2-3-2 】  
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【基準 ３-２-４】 

卒業認定が、公正かつ厳格に行われていること。  

 

【観点  3-2-4-1 】卒業認定の判定基準が卒業の認定に関する方針に基づいて適切に設  

 定され、学生への周知が図られていること。  

【観点  3-2-4-2 】卒業に必要な単位数の修得だけではなく、卒業の認定に関する方針に

掲げた学生が身につけるべき資質・能力の評価を含むことが望ましい。 

【観点  3-2-4-3 】卒業認定が判定基準に従って適切な時期に、公正かつ厳格に行われて

いること。  

注釈：「適切な時期」とは、卒業見込者が当該年度の薬剤師国家試験を受験できる時

期を指す。  

 

［現状］ 

 まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （改善すべき点）事実上の卒業試験である「総合薬学演習」（「自己点検・

評価書」ｐ56）の単位認定試験に、国家試験合格を予測する学外業者の試

験を用い、学士課程修了認定を行っている点を改善する必要がある。  

2. （改善すべき点）「総合薬学演習」のみの単位未取得で卒業延期となる学

生が、受験者の約 45％というような事態を生じさせないように、６年次

までの進級判定を含め学力評価の実態を点検し、根本的な改善を行う必要

がある。 

3. （助言）９月期の卒業を目指す学生に対して開講される授業の詳細な事項

や該当する科目のシラバスへの記述、最終的な卒業の判定基準を示すこと

が望ましい。 

指摘事項１の改善内容としては、指摘を受けて以降、６年次科目「総合薬学演習」

（資料５ p863）の単位認定についてはシラバスに記載された通り、学外業者の試験

結果を用いず、成績評価と基準に基づき実施している。指摘事項２の改善内容として

は、薬学教育プログラムの自己点検・評価より改善を継続的に実施し（参照【基準  ２

-１】、【基準 ２-２】）、指摘された事象が起こらないように努めている。指摘事項３の

改善内容としては、春学期オリエンテーションにおいて、春学期末に卒業を希望する

場合の手続き方法を説明すると共に、卒業条件を説明している（資料４ p229～243）。

次に、第２期の本評価のための内容を記載する。 

【基準 ３-２-３】に記載した内容と同様に、「進級・卒業要件」は、「千葉科学大学

履修規程に関する細則」で規定され（資料 62 p65～82）、学生便覧（資料２ p24）、大

学ホームページ（資料 40）に掲載し、学生には繰り返し周知している（資料４ p126、

p144、p164～165、p203～204、p270、p279、p287、p297）。【観点 3-2-4-1 】 

卒業判定は、「教学支援部教務課」が「千葉科学大学履修規程に関する細則」で規定

された「進級・卒業要件」に基づき判定した卒業判定資料を、「薬学部教務委員会」に
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提供し確認した後、薬剤師国家試験実施前の例年２月上旬頃に実施される学部教授会

（卒業判定会議）において承認している（資料 29）。そして、卒業判定において卒業で

きなかった学生のリストは、厚生労働省からの指示に従い、薬剤師国家試験日後に到

着するように厚生労働省に送付している。また、春学期末に卒業を希望する場合には、

「千葉科学大学履修規程」第50条（資料62 p13）に従い、「教学支援部教務課」に「春

学期末卒業願」（資料70）を提出する必要がある。当該願を提出した学生については、

例年９月上旬に実施される学部教授会（卒業判定会議）において卒業判定を実施して

いる（資料69）。以上のように設定された基準に従って卒業判定が公正かつ厳格に行

われている。【観点 3-2-4-3 】 

ディプロマ・ポリシーに掲げた学生が身につけるべき資質・能力を卒業判定に組み

込むことが単位制で運用されている本学では実施が困難であるため、卒業予定者に当

該資質・能力が身についているかを検証した。2020（令和２）年度の卒業予定者の成

績を用いて、『ディプロマ・ポリシーに掲げた学生が身につけるべき資質・能力を量的

に評価した「学修到達度評価」』（資料33）を用いて解析したところ、「学修到達度評価」

の結果が、卒業者と卒業延期者のグループ間で統計的に有意な差が認められた（参照

【基準 ３-３-１】）。今後も検証を続け、ディプロマ・ポリシーに『ディプロマ・ポリ

シーに掲げた学生が身につけるべき資質・能力を量的に評価した「学修到達度評価」』

を入れることを検討したい。また、卒業時において、「学修成果に係る自己評価アンケ

ート（卒業生用）」（資料71）への回答を学生に求め、学生自身がディプロマ・ポリシ

ーに掲げた学生が身につけるべき資質・能力が身についているかの自己評価との結果

との比較も検討する必要がある。【観点 3-2-4-2 】 

 

 

 

  



 

- 37 - 
 

【基準 ３-２-５】 

履修指導が適切に行われていること。 

注釈：「履修指導」には、日々の履修指導のほか、入学者に対する薬学教育の全体像を

俯瞰できるような導入ガイダンス、入学までの学習歴等に応じた履修指導、「薬

学実務実習に関するガイドライン」を踏まえた実務実習ガイダンス、留年生・

卒業延期者に対する履修指導を含む。  

 

［現状］ 

履修に当たって、主として以下のような指導を実施している。  

入学前教育として、2021（令和３）年度薬学部入学予定者に対しては、「千葉科学大

学総合学習・日本語支援センター」および外部業者「株式会社ナガセ」による入学前

教育を実施している。「千葉科学大学総合学習・日本語支援センター」による入学前教

育の内容は、数学、化学、文章作成についての課題提出と添削指導である。そして、

「株式会社ナガセ」による入学前教育の内容は、「薬学化学」、「薬学生物」、「薬学物理」

の内容について映像とテキストによる自宅学習と、数回の課題提出および添削指導で

ある（資料 72）。総合型選抜・学校推薦型選抜の合格者に対しては「千葉科学大学総

合学習・日本語支援センター」および「株式会社ナガセ」による入学前教育を実施し、

上記以外の選抜方式の合格者に対しては入学までの時間的な制約により「千葉科学大

学総合学習・日本語支援センター」による入学前教育のみを実施している（資料 72）。

留学生に対しても「千葉科学大学総合学習・日本語支援センター」が対応し、日本語

力確認課題や化学と数学の課題を実施している（資料 72）。 

「新入生オリエンテーション」として、毎年４月上旬に「教学支援部教務課」が履

修に関する説明を実施している（資料４ p１～21）。そして、毎年、「新入生オリエン

テーション」の翌日に「新入生研修」として、薬学部教員が薬学教育の全体像の説明

及び履修指導を実施している（資料４ p22～62）。「新入生研修」には、学部長および

学科長、薬学科１年生チューター（資料 73）に加え、選抜された薬学科２年次以上の

在学生も参加している。これらの在学生はチューターと共に、個々の新入生に対して

時間割作成の助言を行っている。 

在学生に対するオリエンテーションとして、各学年（１～６年次）に分かれオリエ

ンテーションを春学期・秋学期の開始時に実施している（資料 74、資料４ p63～313）。

なお、「新入生オリエンテーション」、「新入生研修」および在学生に対するオリエンテ

ーションの日程は、「千葉科学大学の授業日程計画表」（資料６ p１）に記載され、大

学ホームページで公開されている（資料 75）。 

各学期オリエンテーションでは事務的な伝達事項に加え、薬学教育の目的、三つの

方針、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」で示される「薬剤師として求められる基

本的な資質」（資料 76）について説明している（資料４ p25、p132、p149、p171、p205、

p220、p235、p272、p280、p288、p298、p306）。さらに、在校生（１～４年生）に対し

ては、単位修得状況や Grade Point Average（GPA）とその順位、「進級・卒業要件」
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を確認できるように「アカデミック・アドバイザー」（資料 77）が独自に作成した「個

人カルテ（単位修得一覧表）」（資料 78）を配布している（資料４ p142、p159、p198）。

単位修得状況には、授業科目ごとの grade point や履修回数、単位取得の有無に関す

る情報が含まれる。単位取得の有無や grade point の値により色付けし、着目すべき

点を分かりやすく提示している。例えば、単位修得済み科目には緑色、履修したにも

関わらず単位未修得の科目には赤色を付している。 grade point の 2.00（成績評価：

B（良））未満の科目には橙色を付している（資料 78）。特に留年生については担当チ

ューターが必ず面談し、これまで学生自身が行ってきた勉強方法を確認すると共に、

改善点を指導するような学修指導を行うこととしている。また、前年度に卒業できな

かった６年次学生（卒業延期者）に対するオリエンテーションとしては、卒業に向け

ての心構え、学習姿勢、並びに授業計画を説明している（資料４ p229～243）。 

カリキュラム、進級・卒業要件の概要については、１年次春学期に開講される必修

専攻科目「薬学入門」（資料５ p297）において説明を行っている。１年次科目「薬学

入門」は、薬学生としての第一歩を踏み出すに当たって、将来、薬学を修めて医療・

製薬等に関わる者としての態度や思考を育むことを目標とした初年次教育科目であ

る（資料２ p22）。「薬学入門」の第１回から第５回にかけて、大学生として身につけ

るべき学修姿勢の一例について「 CIS 修学ナビ」（資料 79）等を用いて丁寧に説明し

ている。アンケートシステムを用いて学生自身の「学修行動調査」を実施し、調査結

果をまとめた「個人カルテ」の配布を行っている（資料 80）。「個人カルテ」を基に自

身の学修行動について向き合う機会（レポートによる課題）を提供している（資料 81）。

「薬学入門」の第７回では、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」と千葉科学大学薬

学部のカリキュラムとの関係性について、「薬学教育モデル・コアカリキュラム平成

25 年度改定版」（冊子体）や授業プリントを用いて説明している（資料５ p297、資料

82、資料 83）。また、三つの方針（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、

アドミッション・ポリシー）の視点でシラバスを読むこと等について説明している（資

料 83）。「薬学入門」の第８回から第 12 回にかけて、「薬学教育モデル・コアカリキュ

ラム」の各大項目について概要を説明している（資料５ p297、資料 83）。カリキュラ

ム、進級・卒業要件に対する理解度を、定期試験において確認している（資料 84）。 

各科目では、シラバスにおける「履修上の注意」という項目を設け、履修学生に対

して授業に臨む姿勢等を示している（資料５）。上位学年の授業科目（「薬物治療学Ⅰ」

（資料５ p362）、「薬物治療学Ⅲ」（資料５ p394）、「薬物治療学Ⅳ」（資料５ p402）、

「薬物治療学Ⅵ」（資料５ p420）、「薬物動態学Ⅰ」（資料５ p485））においては、当該

科目の基礎となる知識、あるいは科目名、あるいは領域名を挙げながら、履修の前提

となっている内容について示している場合もある。  

 千葉科学大学が導入している「オフィスアワー制度」以外に、薬学部独自のものと

して１、２年次の必修専攻科目に対して「共通オフィスアワー」を導入している（資

料４ p39、p131）。一般的な「オフィスアワー制度」は、学生が科目担当教員の元を訪

ねる形式をとっているのに対して、本学の「共通オフィスアワー」では、基本的に正
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規の授業が行われた直後の時限に、科目担当教員と学生が指定された教室に集合して、

直前に実施された授業内容を含めて、自由に質問できる環境を整えている。「共通オフ

ィスアワー」は補習教育の時間として薬学部が作成する時間割に表示され、学生が参

加し易い体制としている（資料 85）。ただし、「共通オフィスアワー」への参加は任意

となっており、必要に応じて参加するよう指導している。  

 科目を履修するにあたり、学生自身が「千葉科学大学ポータルサイト」を用いて履

修登録を行う必要がある。また、履修登録期間および履修訂正期間は、「千葉科学大学

の授業日程計画表」（資料６ p１）に記載され定められている。春学期に設定された履

修登録期間では、春学期および秋学期に履修する科目を登録する必要がある。学生が

登録した履修情報をチューターが確認し、「進級・卒業要件」を満たすかなどの履修情

報が適切であるかを確認すると共に、履修指導を適時行うように「千葉科学大学学務

委員会」から学部およびチューターに対して依頼がなされている（資料 36）。秋学期

に設定された履修訂正期間では、学生は必要に応じて履修科目の訂正を行うことがで

きる。特に、チューターは春学期の単位修得状況に応じて学生と面談を行い、当該学

生にとって最適な履修となるように履修指導を行っている。学生と面談した際には、

「千葉科学大学ポータルサイト」の「面談記録システム」（資料 86）に面談内容を登

録することが、「千葉科学大学学務委員会」から学部および教員に対して要請されてい

る（資料 87）。当該「面談記録システム」は、学生担当チューター、学部長・学科長、

大学事務局職員（主に「教学支援部教務課」・「教学支援部学生課」）が閲覧・記入する

ことができ、学生指導の状況把握に利用している。 

 学生の履修科目の出欠状況を把握するため、「千葉科学大学ポータルサイト」の出席

管理システムを用いている（資料 88）。チューターおよび学生は履修科目の出欠状況

を閲覧できる。欠席が続く場合には「教学支援部教務課」からチューターに対して連

絡が入り（資料 89）、チューターは学生に対して指導し、面談記録に登録することが

「千葉科学大学学務委員会」から学部および教員に対して要請されている（資料 87）。 

 ５年次で実施する薬学実務実習向けに４年次の２月頃に「白衣授与式」と併せて「薬

学実務実習直前ガイダンス」を実施し、①薬学実務実習の実施目的・成績評価方法・

指導方法、②医療安全の理解と認識、③医療現場での心構え・態度、④守秘義務等に

関する講義、⑤実習にかかわる事務連絡、⑥緊急連絡などについてのガイダンスを通

じて指導している（資料 54）。 

2021（令和３）年度実習生に関しては、2020（令和２）年 11 月 29 日に薬学共用試

験 OSCE 本試験、2020（令和２）年 12 月８、９日に薬学共用試験 CBT 本試験を実施し、

薬学実務実習を履修するにふさわしい知識・技能・態度を確認している（資料 90）。

薬学実務実習がⅡ期・Ⅲ期から開始する実習生については、学内で実施した実務実習

や薬学共用試験から時間が経過しているため、薬局実務実習の開始直前に改めてガイ

ダンス及び薬学実務実習で必要な技能・態度について再確認を行っている（資料 147）。

しかし、2021（令和３）年度については、新型コロナウイルス感染症への感染防止対

策として、実習施設を訪問し指導する訪問担当教員による事前指導のみを実施し、事
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前実習の到達度の再確認は実施を見送っている。病院実務実習開始前の指導において、

訪問担当教員は実習生が薬局実務実習において記録した「薬学実務実習進捗報告表」

（資料 50）を見ながら、薬局実務実習における進捗状況ならびに成果を確認し指導し

た後に病院実務実習に送り出している。 

 

 

 

[教育課程の実施に対する点検・評価 ] 

教育課程の編成及び実施に関する方針に基づいた教育に関しては、【観点  3—2-1-1 】

について、教育課程を構成する各科目の学習目標の達成に適した学習方略をカリキュ

ラム・ポリシーに従いつつ、科目担当教員が検討し、適切な学習方略を用いている。

学習方略として講義だけでなく、能動的な学習方法としてスモールグループディスカ

ッション（SGD）、ロールプレイなどを取り入れ、薬剤師としての倫理観の育成、コミ

ュニケーション能力および問題解決能力および論理的思考力の形成・深化、プレゼン

テーション能力の向上を図るなど、それぞれの到達目標の達成に適した学習方法で教

育が行われている。具体的な学習方略および評価法は、シラバスに記載されている。

また、問題解決能力を養成するための重要な科目である「卒業研究」や薬学実務実習

も適切に実施され、成績評価方法も明示され、ルーブリックの評価表を用いて評価し

ている。また、【観点 3-2-1-2 】について、薬学実務実習は、た「薬学実務実習に関

するガイドライン」を踏まえて実施している。実習の目標としては、「薬剤師として求

められる基本的な資質」の習得を目指した実践的な臨床対応能力を身につける参加・

体験型の学習を行い、実習は知識偏重ではなく、医療人の一員として臨床現場で個々

の症例を体験することで医療や薬物治療における薬剤師の役割を理解し、薬の専門家

として医療現場で対応できる能力の養成を目指している。また、大学 -薬局-病院の間

でスムーズな連携ができるようにする目的で作成した本学独自の「薬学実務実習進捗

報告表」を用いることで、大学 -薬局実習-病院実習間での学習進捗度がわかるように

しており、代表的な８疾患の症例の実習状況を共通で把握することができるようにし

ている。さらに【観点 3-2-1-3 】について、学生の資質・能力の向上に資する学習・

教授・評価方法の開発については、学力試験のように明確に点数で表し評価できるも

の以外は、可能な限りルーブリックの評価表を作成して評価を行っている。以上より、

【基準３-２-１】に適合している。【基準３ -２-１】 

【観点 3-2-2-1 】について、各科目における成績評価の方法・基準はシラバスに

記載され、大学ホームページおよび学生が利用する「千葉科学大学ポータルサイト」

において検索し閲覧することができる。また、原則、科目の１回目の授業において、

シラバスの記載内容に基づき授業概要、到達目標、成績評価と基準、履修上の注意な

どを説明することとしており、学生への周知を図っている。また、【観点  3-2-2-2 】

について、学部教授会において、シラバスに記載した成績評価方法以外で評価しない

ように、教員に対して繰り返し指導を行っており、非常勤講師についても「教学支援
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部教務課」から指導を行なっており、各科目の成績評価が、設定された方法・基準に

従って公正かつ厳格に行われている。さらに、【観点  3-2-2-3 】について、成績評価

の結果は、試験終了後、科目担当教員から「千葉科学大学ポータルサイト」の掲示板

等を用いて公表されており、「千葉科学大学ポータルサイト」を通じて公表された成績

評価に疑義がある場合には申し出ることができ、科目担当教員が指定様式を用いて回

答することとしている。また、学生の保護者に対して保護者サイトを設け、シラバス・

成績・授業への出欠状況をいつでも閲覧できるようにしている。以上より、【基準３ -

２-２】に適合している。【基準３ -２-２】 

学生の進級に関しては、【観点 3-2-3-1 】について、「進級・卒業要件」は、「千葉

科学大学履修規程に関する細則」で規定され、学生便覧、大学ホームページに掲載し

ている。特に、「進級・卒業要件」および留年の場合の取扱いについては非常に重要な

内容であるため、「新入生オリエンテーション」の翌日に実施する「新入生研修」にお

いて詳細を説明すると共に、各学期のオリエンテーションや進路指導ガイダンス等で

繰り返し周知している。科目はカリキュラム表に示された履修年次でしか履修できな

い。また、修得できなかった科目については、原則として次の学期または学年に再履

修しなければならないと定めている。留年した場合についても、この規定に従い履修

することとしている。さらに、【観点  3-2-3-2 】について、進級判定は、「教学支援部

教務課」が「千葉科学大学履修規程に関する細則」で規定された「進級・卒業要件」

に基づき判定した進級判定資料を利用して学部教授会（進級判定会議）において承認

している。以上より、【基準３ -２-３】に適合している。【基準３ -２-３】 

卒業認定に関しては、【観点  3-2-4-1 】について、「進級・卒業要件」は、「千葉科

学大学履修規程に関する細則」で規定され、学生便覧、大学ホームページに掲載して

いる。卒業判定は、「教学支援部教務課」が「千葉科学大学履修規程に関する細則」で

規定された「進級・卒業要件」に基づき判定した卒業判定資料を利用して学部教授会

（卒業判定会議）において承認している。また、【観点 3-2-4-2 】について、卒業予

定者に対して『ディプロマ・ポリシーに掲げた学生が身につけるべき資質・能力を量

的に評価した「学修到達度評価」』を用いて解析し、「学修到達度評価」の結果が、卒

業者と卒業延期者のグループ間で統計的に有意な差が認められたことから、卒業の認

定に関する方針にディプロマ・ポリシーに掲げた学生が身につけるべき資質・能力を

量的に評価した指標を入れることが可能であると考えられる。さらに、【観点  3-2-4-

3 】について、卒業判定は、「教学支援部教務課」が「千葉科学大学履修規程に関する

細則」で規定された「進級・卒業要件」に基づき判定した卒業判定資料を、「薬学部教

務委員会」に提供し確認した後、薬剤師国家試験実施前の例年２月上旬頃に実施され

る学部教授会（卒業判定会議）において承認している。また、春学期末に卒業を希望

する場合には、「千葉科学大学履修規程」第 50 条に従い、「教学支援部教務課」に「春

学期末卒業願」を提出し、当該願を提出した学生については、例年９月上旬に実施さ

れる学部教授会（卒業判定会議）において卒業判定を実施している。以上のように設
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定された基準に従って卒業判定が公正かつ厳格に行われている。以上より、【基準３ -

２-４】に適合している。【基準３ -２-４】 

 

履修指導に関しては、千葉科学大学薬学部では、薬学部入学予定者に対して入学前

教育、「新入生オリエンテーション」、「新入生研修」を実施している。１年次春学期必

修専攻科目の「薬学入門」では、学修行動について見識を深めさせると共に、「薬学教

育モデル・コアカリキュラム」の概要、三つの方針の相互関係について説明している。

春学期と秋学期の開始時に実施するオリエンテーションでは、薬剤師としての基本的

な資質について確認すると共に、成績評価が記載された個人カルテを配布し、学生自

身が単位修得状況を把握しやすくしている。卒業延期者に対しては、卒業に向けての

心構え、学習姿勢、並びに授業計画を説明している。  

履修登録時には、チューターは各学生の履修情報を確認し、適切な履修指導・教育

指導を行うこととなっている。また、学生との面談内容は「千葉科学大学ポータルサ

イト」に登録し、学部長・学科長、大学事務局職員らが閲覧し、学生指導の状況把握

に利用している。科目の出欠状況についても「千葉科学大学ポータルサイト」から閲

覧でき、学生指導に利用している。 

薬学実務実習前に「白衣授与式」と併せて「薬学実務実習直前ガイダンス」を実施

し、①薬学実務実習の実施目的・成績評価方法・指導方法、②医療安全の理解と認識、

③医療現場での心構え・態度、④守秘義務等に関する講義、⑤実習にかかわる事務連

絡、⑥緊急連絡などについてのガイダンスを通じて指導している。Ⅱ期及びⅢ期実習

開始者に対して、薬局実務実習開始直前に改めてガイダンスを実施しているが、2021

（令和３）年度は新型コロナウイルス感染症への感染防止対策のために薬学実務実習

で必要な技能・態度についての再確認は実施していないが、実習施設を訪問し指導す

る訪問担当教員による事前指導のみを実施している。  

このように千葉科学大学薬学部では、特に１年次生に対しての入学前後での履修指

導をきめ細やかに実施しており、以降は春学期及び秋学期開始時のオリエンテーショ

ンにおける指導を基本としている。科目レベルでは、２年次までの専攻必修科目にお

いて「共通オフィスアワー」を併設し、質問対応等をより積極的に実施しており、学

生が学習習慣を身につける一助となっている。以上より、【基準３-２-５】に適合して

いる。【基準３-２-５】 

 

＜優れた点＞ 

履修指導に関連して、各学期のオリエンテーションにおいて単位修得状況に関する

個人カルテを作成している。個人カルテは外部委託ではなく、「アカデミック・アドバ

イザー」が独自に作成しており、個々の学生に関して単位修得の有無や、成績に応じ

て色（例えば、単位修得済み科目には緑色、履修したにも関わらず単位未修得の科目

には赤色、また、grade point の 2.00（成績評価：B（良））未満の科目には橙色）を

付ける等の工夫を施し、単位取得状況が視覚的に捉えやすいように作られている。単
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位取得の有無や評点をただ伝達するだけの成績票ではなく、個人カルテを通じて学生

が自身の学習課題に気付けるようになることを意識して作成されている点が優れて

いる。また、オリエンテーションごとに、かつ学生ごとに作成している点についても、

ひとりひとりの学生と向き合う姿勢が具現化されており優れている。【基準３-２-５】 

 

＜改善を要する点＞ 

1. 卒業認定に関しては、判定基準に従って厳格に行われているが、【観点  3-2-4-3 】

の適切な時期（薬剤師国家試験を受験できる）の卒業に関しては、全員がこの時期

ではなく、一部の学生が 9 月卒業となっている。 

2. 薬学実務実習のⅡ期あるいはⅢ期から実務実習が開始となる実習生に対する事前

学習の到達度の再確認について、新型コロナウイルス感染症への感染防止対策の

ために見送っているとはいえ、代替手段による実施を検討する必要がある。【基準

３-２-５】 

 

[改善計画] 

卒業認定に関しては、判定基準に従って厳格に行われているが、【観点  3-2-4-3 】

の適切な時期に全員が卒業できていないので、卒業を厳格に行うことと矛盾しないよ

うに、学習指導の強化等を含めて学部教授会で議論していきたい。  

薬学実務実習のⅡ期あるいはⅢ期から実務実習が開始となる実習生に対する事前

学習の到達度の再確認について、新型コロナウイルス感染症の影響下においても実施

可能な方法を検討している。具体的には課題の添削や、動画による調剤及び対人コミ

ュニケーションの要点確認を検討している。  
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（３－３）学修成果の評価 

 

【基準 ３-３-１】 

学修成果の評価が、教育課程の編成及び実施に関する方針に基づいて適切に行わ

れていること。 

注釈：学修成果は、教育課程の修了時に学生が身につけるべき資質・能力を意味する。  

 

【観点  3-3-1-1 】学生が身につけるべき資質・能力が、教育課程の進行に対応して評価

されていること。  

注釈：評価に際しては、教育課程の編成及び実施に関する方針に基づいて適切に評価

計画（例えば教育課程の編成及び実施に関する方針に基づいて設定したカリキ

ュラムに則った教育の実施により、いつ、どのような方法で測定するかの計画）

が策定されていることが望ましい。  

【観点  3-3-1-2 】実務実習を履修するために必要な資質・能力が、薬学共用試験（ CBT

及び OSCE）を通じて確認されていること。  

注釈：実務実習を行うために必要な資質・能力を修得していることが、薬学共用試験

センターの提示した基準点に基づいて確認されていること。薬学共用試験（ CBT

及び OSCE）の実施時期、実施方法、合格者数及び合格基準が公表されているこ

と。 

【観点  3-3-1-3 】学修成果の評価結果が、教育課程の編成及び実施の改善・向上に活

用されていること。 

 

［現状］ 

千葉科学大学薬学部では、2018（平成 30）年度に自己点検・評価により三つの方針、

カリキュラム、卒業・進級要件などを大幅に改定し、2019（令和元）年度入学生より

新教育課程による教育を実施している（参照【基準 ２-２】）。ディプロマ・ポリシー

は７項目で構成され、それぞれでルーブリックの到達度表が作成されている（資料２ 

p３～４）。到達度表は観点と、文章表記が併記された判断基準（４、３、２、１）で

構成されているが、ディプロマ・ポリシーごとに、観点欄の最上段から観点「 A」、「B」、

「C」として扱うことで「カリキュラム・チェックリスト」（資料 91）と対応させてい

る。例えば、「カリキュラム・チェックリスト」の１行目に記載されている「基礎数学」

に対しては、表右側に「ディプロマポリシーに対する関与の程度」として、DP1「A-2」

と DP5「A-1」が記載されている。DP1「A-2」は、ディプロマ・ポリシー１の観点 A（薬

学的知見に基づいた医療の提案）の判断基準２（科学的な思考、及び医療倫理と使命

感を理解する）を、そして、DP5「A-1」はディプロマ・ポリシー５の観点 A（課題の

抽出と解決）の判断基準１（科学的思考をするための基本的能力を有する）を指し示

す（資料２ p３～４、資料 91）。学修成果をどのような方法で、いつ評価するかにつ

いてはカリキュラム・ポリシーにおいてディプロマ・ポリシーの項目ごとに定めてお
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り、実質的に、単位認定に用いる評価方法と認定時期がこれに当たる（資料 91、資料

２ p21～23）。学部課程を修了することにより、各ディプロマ・ポリシーに設けられた

到達度表のすべての観点において判断基準４（キャップストーン）に到達し、学生視

点ではディプロマ・ポリシーに掲げた学生が身につけるべき資質・能力を身に付けた

こと、大学視点では輩出する人材の質保証を行ったことになるという仕組みを構築し

ている。【観点 3-3-1-1 】 

薬学実務実習を履修するために必要な資質・能力については、薬学共用試験（ CBT 及

び OSCE）を通じて確認している。薬学共用試験の実施時期、実施方法、合格者数及び

合格基準は千葉科学大学薬学部ホームページにおいて公表している（資料 90）。【観点 

3-3-1-2】 

さらに、学修成果の評価に当たっては、『ディプロマ・ポリシーに掲げた学生が身に

つけるべき資質・能力を量的に評価した「学修到達度評価」』（資料 33）を用いること

で、学生個々及び学年全体の状況をさらに詳しく解析し、教育課程の編成及び実施の

改善・向上に活用している。以下に活用例を示す。2019（令和元）年度に薬学教育プ

ログラム（三つの方針、カリキュラム、卒業・進級要件など）を大幅に改定したため、

改定した薬学教育プログラムを検証するため、2019（令和元）年度入学生が２年次の

春学期を終了した時点（ 2020（令和２）年 10 月）において、当該学生の成績状況を調

査し、この「学修到達度評価」を用いて自己点検・評価を行った。その結果、薬学教

育プログラム（カリキュラム、卒業・進級要件）に修正が必要であることが判明した

ため（訪問時 19「2019 年度入学生に対する学修到達度評価の解析結果」）、薬学教育

プログラム（カリキュラム、卒業・進級要件、薬学部教育組織体制など）を 2021（令

和３）年度入学生に向けて改定した（参照【基準 ２-２】）。【観点 3-3-1-3 】 

また、学修成果の評価に関する量的かつ間接評価方法として、卒業予定者に対して

実施した「学修成果に係る自己評価アンケート（卒業生用）」（資料 71）の解析結果を

記載する。2021（令和３）年度卒業予定者の結果が未集計であるため、2020（令和２）

年度卒業予定者の結果（提出率 100％、85 名）を用いた。当該アンケートはディプロ

マ・ポリシーに基づく学修成果を予め用意された選択肢より選ぶ無記名アンケートで

あり、各問の有効回答数は 80～85 人であった（資料 92）。ディプロマ・ポリシーに示

された「知識」、「技能」、「態度」、「思考力」のそれぞれの到達度の平均値は 3.04、2.95、

3.11、3.01（いずれも最高点を４、最低点を１とする４段階評価）であった。「あなた

自身が学修した成果・結果に満足しているか？」という問いに対しては、3.10（最高

点を４、最低点を１とする４段階評価）となっており、４点（大変満足している）あ

るいは３点（満足している）を付けた学生で 90％（80 名の有効回答数に対して 72 名）

を占めた（資料 92）。当該アンケート結果より、学生自身の自己評価により概ねディ

プロマ・ポリシーに掲げた学生が身につけるべき資質・能力は身についていると考え

られる。【観点 3-3-1-3 】 

卒業予定者に対して実施した「学修成果に係る自己評価アンケート（卒業生用）」の

適切性を検証するため、2020（令和２）年度卒業予定者の成績を用いて、「学修到達度
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評価」の方式（資料 33）により評価した。その結果、ディプロマ・ポリシーに示され

た「知識」、「技能」、「態度」、「思考力」のそれぞれの獲得ポイントを成績評価 B（良）

を基準とした標準レベルと比べると、「知識」は 99％、「技能」は 106％、「態度」は

108％、「思考力」は 111%となった（資料 93）。2020（令和２）年度卒業予定者を、卒

業者と卒業延期者のグループに分割すると、「知識」においてのみ、統計的に有意な差

が認められ、前者においては「知識」の標準レベルに対する獲得ポイントの百分率が

100％であるのに対して、後者は 93％となった（資料 93）。このことから、「学修到達

度評価」において、獲得ポイントの標準レベルを、成績評価 B（良）としたことが適

切であることが示唆された。 

以上のように、学修成果の評価を実施し、教育課程の編成及び実施の改善・向上に

活用している。【観点 3-3-1-3 】 

 

 

 

［学修成果の評価に対する点検・評価］ 

 学修成果の評価に関しては、【観点  3-3-1-1 】について、ディプロマ・ポリシーは

７項目で構成され、それぞれでルーブリックの到達度表が作成されている。到達度表

は観点と、文章表記が併記された判断基準（４、３、２、１）で構成され、「カリキュ

ラム・チェックリスト」に示されるように専攻科目群の各科目との対応関係が示され

ている。学修成果をどのような方法で、いつ評価するかについてはカリキュラム・ポ

リシーにおいてディプロマ・ポリシーの項目ごとに定めており、実質的に、単位認定

に用いる評価方法と認定時期がこれに当たる。学部課程を修了することにより、各デ

ィプロマ・ポリシーに設けられた到達度表のすべての観点において判断基準４（キャ

ップストーン）に到達し、学生視点ではディプロマ・ポリシーに掲げた学生が身につ

けるべき資質・能力を身に付けたこと、大学視点では輩出する人材の質保証を行った

ことになるという仕組みを構築している。また、【観点  3-3-1-2 】について、薬学共

用試験(CBT、OSCE)を通じて、薬学実務実習を実施するに足る資質・能力を備えている

かどうかを確認し、実施時期、実施方法、合格者数及び合格基準を千葉科学大学薬学

部ホームページにて公表している。さらに【観点  3-3-1-3 】について、学修成果の評

価に当たっては、『ディプロマ・ポリシーに掲げた学生が身につけるべき資質・能力を

量的に評価した「学修到達度評価」』を用いることで、学生個々及び学年全体の状況を

さらに詳しく解析し、教育課程の編成及び実施の改善・向上に活用している。  

以上より、おおよそ【基準３ -３-１】に適合していると考えられる。【基準３ -３-１】 

 

＜優れた点＞ 

なし 

 

＜改善を要する点＞ 
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なし 

 

［改善計画］ 

なし 
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４ 学生の受入れ 

 

【基準 ４-１】 

入学者（編入学を含む）の資質・能力が、入学者の受入れに関する方針に基づい

て適切に評価されていること。 

 

【観点  4-1-1 】入学者の評価と受入れの決定が、責任ある体制の下で適切に行われて

いること。  

【観点  4-1-2 】学力の３要素が、多面的・総合的に評価されていること。  

注釈：「学力の３要素」とは、知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力、主体性を持っ

て多様な人々と協働して学ぶ態度を指す。  

【観点  4-1-3 】医療人を目指す者としての資質・能力を評価するための工夫がなされ

ていること。  

【観点  4-1-4 】入学を希望する者への合理的な配慮に基づく公平な入学者選抜の機会

を提供していること。  

注釈：「合理的な配慮」とは、障がいのある方が日常生活や社会生活で受けるさまざまな制限

をもたらす原因となる社会的障壁を取り除くために、障がいのある方に対し、負担に

なり過ぎない範囲で、個別の状況に応じて行われる配慮を指す。  

【観点  4-1-5 】入学者の資質・能力について検証され、その結果に基づき必要に応じ

て入学者受入れの改善・向上等が図られていること。  

注釈：学力の３要素に対応した試験方式の見直しのほか、入学後の進路変更指導等も含む。  

 

［現状］ 

 まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （改善すべき点）学則第 20 条に示されているように、入学試験の合否の判

定は、教授会による入学者の学力を判断する審議結果に基づいて決定する

必要がある。 

2. （助言）入学後の教育に求められる基礎学力を適確に評価する上で、入学

試験の成績と入学後の成績を比較・検証し、入試における学力調査の方法

を検討することが望ましい。 

指摘事項１の改善内容としては、「千葉科学大学学則」第 20 条に従い（資料９ p４）、

入学試験合格者を決定するにあたり、選抜入学試験方式ごとに入学試験結果を踏まえ

て、学部長・学科長が入試広報部と協議した上で合格基準案を作成し、学部教授会お

よび「千葉科学大学入試判定委員会」（資料 94）において審議し、その結果を学長に

報告している。学長は報告を受けて、合格者を決定している。なお、これらの指摘事

項は、薬学教育評価機構の第１期再評価改善報告書提出時に改善が完了している（資

料 13 p９、資料 14 p61）。 
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ただし、「一般選抜入試方式」以外の入試方式については、入学試験合格者の決定に

は面接内容、高等学校等の調査書、志望理由書などの受験生の詳細な個人情報が必要

であり、多くの教員が参加する学部教授会で審議することが難しいと考え、入学試験

合格者の決定に関わる審議は、学部教授会の代表として学部長・学科長が実施し、学

部教授会にはその結果を報告することにしている。指摘事項２の改善内容としては、

毎年ではないが、入学生の入学試験成績・高等学校等の調査書の評定、選抜入学試験

方式と入学後の成績（３年次まで）との相関調査を実施し検証している（訪問時 20「入

試成績と入学後成績との相関調査」）。「一般選抜入試方式」で入学する学生について

は、他の選抜入試方式より入学後の成績がやや高いものの、入学試験における成績（も

しくは高等学校等における成績）と入学後の成績推移が一致しないこともある。これ

は薬学教育カリキュラムで学ぶ学習量が質・量共に高等学校教育とは比較にならない

ほど多いため、学生の学習態度に強く依存すると考えられるため、これらの調査結果

をアドミッション・ポリシーに反映させるようにしている。次に、第２期の本評価の

ための内容を記載する。 

 千葉科学大学においては、「千葉科学大学学則」第 20 条に従い（資料９ p４）、入学

試験合格者を決定するにあたり、選抜入学試験方式ごとに入学試験結果を踏まえて、

学部長・学科長が入試広報部と協議した上で合格基準案を作成し、学部教授会および

「千葉科学大学入試判定委員会」（資料 94）において審議し、その結果を学長に報告

している。学長は報告を受けて、合格者を決定している。ただし、「一般選抜入試方式」

以外の入試方式については、入学試験合格者の決定には面接内容、高等学校等の調査

書、志望理由書などの受験生の詳細な個人情報が必要であり、多くの教員が参加する

学部教授会で審議することが難しいと考え、入学試験合格者の決定に関わる審議は、

学部教授会の代表として学部長・学科長が実施し、学部教授会にはその結果を報告す

ることにしている。【観点 4-1-1 】 

 

入学者選抜の方法と趣旨  

千葉科学大学薬学部では、アドミッション・ポリシーに示されているよ

うに、多様な人材を広く受け入れるために、複数の選抜制度を採用し、筆

記試験のみならず、面接や小論文、調査書の内容などによって総合的に入

学希望者の能力や資質を評価します。一般選抜では本学が独自に行う筆記

試験、もしくは大学入学共通テストの成績により入学後に必要な自然科学

の知識や基本的な考え方、読解力や理解力が身についているかを評価しま

す。総合型選抜と学校推薦型選抜では、面接試験や志望理由書、課題小論

文の審査により、自然科学の基本的な素養に加えて、本学の理念や教育目

標への共感や継続的な学習意欲、薬の専門家として社会に貢献したいとい

う熱意を重視したうえで評価します。【観点 4-1-2 】 
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アドミッション・ポリシーに示すように多様な人材を広く受け入れるために、本学

の入学試験制度は次のように大別できる（資料８）。1) 総合型選抜入試方式、2) 学

校推薦型選抜入試方式、3)薬学部特色選抜入試方式、4) 一般選抜入試方式、5) 社会

人入試方式、6)私費外国人留学生入試方式、7)編入学試験方式。それぞれの選抜入学

試験方式について説明する。 

 

1) 総合型選抜入試方式（資料８ p26～27） 

本学を第１志望とする公募制専願制入試で、さらに３つに細分される。 

・スタンダード型 

学科の教育理念に共感し、大学で学ぼうとする強い意志を持っている人  

・探究活動重視型  

探究学習、資格取得、委員会活動、社会活動（地域支援、まちづくり、社会奉

仕、ボランティアなど）に熱心に取り組んできた人で、大学での学びに意欲の

ある人 

・部活動重視型  

部活動（運動部、文化部）に熱心に取り組んできた人で、大学での学びに意欲

のある人 

これらの入試は面接、高等学校等の調査書、志望理由書もしくは課題レポートで評

価される。また、英語外部検定試験（実用英語技能検定、GTEC、TOEIC L&R+S&W）の結

果により加点している。 

 

2) 学校推薦型選抜入試方式 

高等学校等での成績や人物評価に基づいて高等学校長等が推薦する、本学を第１志

望とする卒業見込者を対象とする専願制入試で、さらに２つに細分される。 

・指定校推薦入試（資料８ p139～168） 

・公募制推薦入試（資料８ p30～31） 

これらの入試は、面接、高等学校等の調査書・推薦書、志望理由書で評価される。  

 また、高等学校等での成績や人物評価に基づいて高等学校長等が推薦する志願者を

対象とする併願可能な推薦入試として、次のものがある。  

・特待生推薦入試（資料８ p32～35） 

この入試は、学力試験（物理・化学・生物・英語・数学・国語から１科目選択）、高等

学校等の調査書で評価される。第１志望合格者に対しての入試特待生制度を採用して

おり、入試特待生は初年度の学費全額免除（入学金・学友会費を除く）の特典が与え

られる（最大 10 名）。特待生とならない場合にも合格ラインに達していた場合には一

般合格となる。  

 

3）薬学部特色選抜（医療振興型・後継者（薬剤師）育成型）入試方式（資料８ p36～

37） 
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薬学部特色選抜入試方式は、本学を第１志望とする専願制入試で、医療振興型は学

校長等の推薦が必要な学校推薦型の選抜区分、後継者育成型は総合型の選抜区分とな

っている。本入試で合格し、入学した場合は学納金が国立大学の学納金と同等金額と

なる。  

これらの入試は面接、高等学校等の調査書・推薦書、志望理由書で評価される。 

 

4) 一般選抜入試方式（資料８ p39～53） 

一般選抜入試は、併願可能な入試で、さらに５つに細分される。 

・一般選抜（前期）A 方式 

・一般選抜（前期）B 方式 

・一般選抜（後期）方式  

・大学入学共通テスト利用入試（前期）方式  

・大学入学共通テスト利用入試（中期・後期）方式 

一般選抜（前期）A 方式では、入試特待生制度を採用している。第１志望合格者の

中から成績順に入試特待生を選抜している。選抜方式は、学力試験のみである（物理・

化学・生物・英語・数学・国語から２科目選択）。  

一般選抜（前期）B 方式では、入試特待生制度を採用している。第１志望合格者の

中から成績順に入試特待生を選抜している。選抜方式は、学力試験のみである（化学・

生物・英語・数学・国語から１科目選択）。  

一般選抜（後期）方式では、学力試験のみである（物理・化学・生物・英語・数学・

国語から２科目を選択し、高得点１科目を採用）。 

大学入学共通テスト利用入試（前期）方式では、入試特待生制度を採用している。

選抜方式は、受験できる全科目から高得点の２科目を採用して評価している。 

大学入学共通テスト利用入試（中期・後期）方式では、受験できる全科目から高得

点の１科目を採用して評価している。 

 

5) 社会人入試方式（資料８ p54） 

社会人入試は、社会経験を積んだ方を対象に、書類審査と面接を通じて能力・適性

や意欲・目的意識等を多面的に評価する入試である。   

 

6) 私費外国人留学生入試方式（資料８ p198～317） 

次の条件を満たせる外国人留学生を対象とする入試方式である。 

①  日本国籍を有しない者（入学時までに「留学ビザ」等を取得できる者）  

②  日本の高等学校を卒業したものと同等以上の学力があると本学が認めた者  

③  日本語能力試験 N2 相当の日本語能力を有している者 

選抜方式は、面接と学力試験（化学と英語）、書類審査である。日本国外で実施される

私費外国人留学生入試（Ⅰ期）については、入試特待生制度を採用している。  

また、薬学部では留学生対象の私費外国人留学生入試方式以外に、薬剤師として将
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来の地域医療を担うことを目的とした人を対象に、「留学生支援型の私費外国人留学

生入試方式」も実施している。 

本試験合格者などの日本語を母国語としない学生については、２年次進級までに日

本語能力試験 N2 また BJT ビジネス日本語能力テスト 400 点以上、もしくは J.Test 実

用日本語検定 575 点以上を取得しなければ、２年次に進級できないこととしている。 

 

7) 編入学試験方式（資料８ p177～197） 

 編入学試験は、既に他大学等に在籍または学修の経験があり、これらの成果を本学

のカリキュラムにあてはめ、年次途中の４月から編入生として受け入れる入試である。

選抜方式は、面接と学力試験（薬学教育コアカリキュラムに準じる内容）である。  

 

これらの試験のうち、1)から 3)については、書類審査（高等学校等の調査書、志望

理由書など）と面接を行い、学力の３要素を一部ではあるが評価している。さらに、

医療人を目指す者としての資質・能力に関しても、志望理由書に記載されている内容

や面接における複数の質問及び本学独自の面接用の採点表を用いることで、可能な限

り評価している。自薦ならびに高等学校等からの推薦により入学を希望する学生であ

り、薬学を学ぶことに対する志が高く、入学後の成績も良好な学生がほとんどである

が、今後点検・評価することで、より理想的な選抜方法を考える必要がある。【観点  4-

1-2 】【観点 4-1-3 】 

4)については、学力試験のみにより選抜を行っているため、学力の３要素の総合的

な評価、医療人を目指す者としての資質・能力に対する評価は十分にできていない。 

5)の社会人入試については、これまでの社会経験から、薬学を学ぶという明確な意

志を持ち、他の選抜入試方式の入学者と差異はないと考えられるが、数年に１名程度

の入学のため検証は困難である。 

6）の留学生入試については、母国の大学を卒業もしくは中退した後に、本学への入

学を志望する学生が多く、薬学を学ぶという明確な意志を持っている。特に、日本語

を母国語としない学生であるため、面接を通して、医療人を目指す者としての資質・

能力を十分に評価することで学生を選抜している。  

以上のことから、様々な入学試験選抜方式により薬学部薬学科のアドミッション・

ポリシーの趣旨に沿った学生が入学していると考えている。  

障がい等のある方への受験上の配慮については、入試広報部に連絡していただくこ

とで個別対応を行っている（資料８  p5、99、188）。さらに入学後の修学、生活環境に

支障がないかなどの相談も行っている。【観点  4-1-4 】 

入学者の資質・能力に関しては、【観点  2-1-2 】について、千葉科学大学薬学部が

掲げる教育研究上の目的及び三つの方針に基づく教育研究活動は、「千葉科学大学学

則」第２条に基づき（資料９  p２）、薬学部に設置する「薬学部アセスメント委員会」

（資料 17）が定期的に検証し見直しを行うこととしている。実施方法としては、「千

葉科学大学大学協議会」で承認されたアセスメント・ポリシーに基づき（資料 23）、



 

- 53 - 
 

「アセスメント・ポリシーチェックリスト」（資料 25）等を利用して、教育研究活動

に関する自己点検・評価を定期的に実施している。この「アセスメント・ポリシーチ

ェックリスト」の項目の中に、教育課程レベルとして「プレースメントテスト」「入学

前教育」「GPA」「各科目の成績」など成績をチェックする項目があるが、入試形態と成

績の相関については「プレースメントテスト」の項目で自己点検・評価している。「プ

レースメントテスト」の項目では、結果の活用方法を『入試種別と試験成績との相関

性を調査する。改善が必要な入試種別がある場合は、実施責任者が改善案を作成し、

学長会議で検討する。カリキュラムが前提としている知識を修得していない学生につ

いては、学習支援センター及び各科目の担当教員と情報共有を行う。』と設定してい

る。自己点検・評価結果は『2021 年度薬学部薬学科入学者に対して、「生物・数学」

及び「物理・化学」のプレースメントテストを実施した。出題レベルは大学入学共通

テスト（旧名称：大学入試センター試験）を基本とした。受験率は「生物・数学」が

93％、「物理・化学」が 81％であった。入試種別を８つの群にグルーピングし、各科

目の正答率および総合正答率の比較を行った。科目の正答率はばらつきが多く比較は

難しかったが、総合点を比較すると「大学入学共通テスト」及び「一般選抜」は、そ

の他６つの入試種別よりも 10％程度高い正答率であった。その他６つの入試種別の総

合点はほぼ同じ値となった。正答率は高いとは言えないため、入学前教育のさらなる

充実を図ることが考えられる。ただし「英語」の評価が実施できていないので、2022

（令和４）年度の実施を検討し、より正確な入学生の学力解析を実施する必要がある。』

であり、学力の３要素の総合的な評価、医療人を目指す者としての資質・能力に対す

る評価が十分にできていない試験（学力のみで試験を実施している一般選抜入試方式）

の方が、プレースメントテストにおいては正答率が高い傾向にあった。また、学年別

在籍状況や学年別学籍異動状況や卒業状況（基礎資料３）を検証した結果、直近５年

間の各年次の進級率の変動は少ないが（基礎資料３ -２）、各年次の進級率が高くない

ために年次進行に伴いストレート在籍率が減少している（基礎資料３ -１）。その結果

が 2019（令和元）年度以降のストレート卒業率の低下を引き起こしている。（基礎資

料３-３）。2021 年度においては、これらの状態を打開するために学生に対して繰り返

し教育指導を行った結果、退学者数の全体的な減少につながり、特に２年次の進級率

が高くなった（基礎資料３ -２）。様々な入学試験選抜方式により学生は入学するが、

日々の教育指導の重要性が改めて示された。また、科目担当教員に対しては学部教授

会にて教育内容の改善指示をした（資料 148、資料 149）。【観点 4-1-5】 

入学後、薬学部のカリキュラムを理解した上で学生の望む道でないと学生自身が判

断した場合や、学生の成績・能力を精査した上で継続が難しいと判断した場合には、

転学部・転学科等を視野に入れた指導を学科長・チューターが「アカデミック・アド

バイザー」と協力して行っている。退学を希望する場合には、「退学申し出者への面談

票」（資料 95）を用いて、退学に至るまでの状況と退学後の進路まで確認した上で、

「チューター所見」（資料 96）を添えて退学手続きを行うこととしている。【観点 4-

1-5】  
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【基準 ４-２】 

入学者数が入学定員数と乖離していないこと。  

 

【観点  4-2-1 】最近６年間の入学者数が入学定員数を大きく上回っていないこと。  

【観点  4-2-2 】入学者数の適切性について検証が行われ、必要に応じて改善が図られ

ていること。  

 

［現状］ 

2015（平成 27）年度以降の年度ごとの募集定員、入学者数、定員に対する充足率を

基礎資料４に示す。全国的な薬学部志願者数の減少の影響を受け本学の受験者数も減

少傾向となっている（2017（平成 29）年度：353 名→2021（令和３）年度：202 名）。

また、東京都内およびその近郊とは異なり、大学が立地する地域は少子化の影響を強

く受け、大学受験の対象となる高校生が減少している。本学では、2016（平成 28）年

度から今年まで、入学定員を下回っている。【観点  4-2-1 】そこで入学者の質の向上

を目指して 2022（令和４）年度入学試験から入学定員を 120 名から 100 名へ変更する

こととした（資料 97）。また、2021（令和３）年度入学試験より新たな選抜入学試験

方式「薬学部特色選抜入試方式」を取り入れるなど、入学者受入れの改善・向上が図

られている（資料 98）。さらに、本学の特徴を見出すために、薬学部学生・薬学部教

員に外部業者によるヒアリング調査を実施し、それに基づいた広報活動を模索してい

る。これらの施策により受験者数・入学者数の増加を目指し、入学定員充足率の改善

に努めている。【観点 4-2-2 】 

 

 

 

［学生の受入れに対する点検・評価］ 

千葉科学大学においては、【観点  4-1-1 】について、「千葉科学大学学則」第 20 条

に従い、入学試験合格者を決定するにあたり、選抜入学試験方式ごとに入学試験結果

を踏まえて、学部長・学科長が入試広報部と協議した上で合格基準案を作成し、学部

教授会および「千葉科学大学入試判定委員会」において審議し、その結果を学長に報

告している。学長は報告を受けて、合格者を決定している。  

また、【観点 4-1-2 】【観点 4-1-3 】について、アドミッション・ポリシーに従い、

薬学部には様々な入学試験選抜方式が制度化されている。「一般選抜入試方式」を除

き、学力の３要素を出来る範囲ではあるが評価すると共に、面接や志望書等で医療人

を目指す者としての資質・能力を評価した上で入学試験を実施している。しかしなが

ら一般選抜入試については、学力試験のみにより選抜を行っているため、学力の３要

素の総合的な評価、医療人を目指す者としての資質・能力に対する評価は十分にでき

ていない。【観点 4-1-4 】について、障がい等のある方への受験上の配慮もされてい

る。【観点 4-1-5 】については、プレースメントテストを用いて、入学試験制度を８
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つの群にグルーピングし、各科目の正答率および総合正答率の比較を行った。科目の

正答率はばらつきが多く比較は難しかったが、総合点を比較すると「大学入学共通テ

スト」及び「一般選抜」で入学した学生は、その他６つの入試種別よりも 10％程度高

い正答率であった。これらの試験は学力の３要素の総合的な評価、医療人を目指す者

としての資質・能力に対する評価は十分にできていない試験であるので、今後の成績

の推移を調べる必要があるものと考えられる。また、学年別在籍状況や学年別学籍異

動状況や卒業状況を検証した結果、直近５年間の各年次の進級率の変動は少ないが、

各年次の進級率が高くないために年次進行に伴いストレート在籍率が減少し、その結

果がストレート卒業率の低下を引き起こしている。2021 年度においては、これらの状

態を打開するために学生に対して繰り返し教育指導を行った結果、退学者数の全体的

な減少につながり、特に２年次の進級率が高くなった。様々な入学試験選抜方式によ

り学生は入学するが、日々の教育指導の重要性が改めて示された。また、科目担当教

員に対しては学部教授会にて教育内容の改善指示をした。 

以上より、【基準４-１】の『入学者（編入学を含む）の資質・能力が、入学者の受

入れに関する方針に基づいて適切に評価されていること』に関しては、概ね【基準４

-１】に適合していると考えられる。【基準４ -１】 

【観点 4-2-1 】の『最近６年間の入学者数が入学定員数を大きく上回っていない

こと』に関しては、2016（平成 28）年度から今年まで、入学定員数を下回っているこ

とから、適合はしているが、【基準４ -２】の『入学者数が入学定員数と乖離していな

いこと』に関しては適合していない。また、【観点  4-2-2 】の入学定員の適切性に関

しては、実際に入学者数が入学定員を下回っている状況が６年間続いているため、客

観的に判断して入学定員が適切ではないと考え、入学者の質の向上を目指して 2022

（令和４）年度入学試験から入学定員を 120 名から 100 名へ変更することとした。ま

た、2021（令和３）年度入学試験より新たな選抜入学試験方式「薬学部特色選抜入試

方式」を取り入れるなど、入学者受入れ方法の改善・向上が図られている。さらに、

本学の特徴を見出すために外部業者による教員・学生に対するヒアリング調査を実施

し、それに基づいた広報活動を模索している。以上より、【基準４ -２】に関しては、

一部適合していると考えられるが、今後の更なる定員の適切性に関する検証が必要で

ある。【基準４-２】 

 

＜優れた点＞ 

なし 

 

＜改善を要する点＞ 

1. 一般選抜入試については、学力試験のみにより選抜を行っているため、学力の３

要素の総合的な評価、医療人を目指す者としての資質・能力に対する評価は十分

にできていない。【基準４-1】 

2. 「アセスメント・ポリシーチェックリスト」でも指摘されたように、今年度入学者
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は英語のプレースメントテストが実施されていないので、今後は実施する必要が

ある。【基準４-1】 

3. 入学者の資質・能力についてプレースメントテストを用いて検証したが、入学試

験制度ごとの成績にばらつきが大きいため、検証された結果をそのまま入学者受

入れの改善・向上等に結びつけるのが困難であった。【基準４ -1】 

4. ストレート卒業率が低い原因は、低学年での留年率、退学率が影響していること

が明らかであるので早急な改善が望まれる。【基準４ -1】 

5. 入学定員充足率が低いことから早急な改善が望まれる。【基準４ -２】 

 

［改善計画］ 

 一般選抜入試に関しては、学力試験のみにより選抜を行っているため、学力の３要

素の総合的な評価、医療人を目指す者としての資質・能力に対する評価は十分にでき

ていないため、今後特に医療人を目指す者としての資質・能力に対する評価方法を考

えていく必要がある。入学者の資質・能力についてプレースメントテストを用いて検

証したが、入学試験制度毎の成績にばらつきが大きいため、検証された結果をそのま

ま入学者受入れの改善・向上等に結びつけるのが困難であった。このばらつきの原因

の主な点は、入学志願者数の減少にあると考えられ、入学志願者数および入学者数が

増えれば、入学試験制度毎の問題点も明らかになってくるものと考えられる。そこで

大学周辺を含めた多くの中学校、高等学校へ訪問し、模擬授業や薬学紹介を通じて、

中学校、高等学校の生徒に医療あるいは薬剤師に興味を持ってもらう活動を実施して

いる。2021（令和３）年度は新型コロナウイルス感染症の中、延べ 47 校に対して直接

訪問あるいはインターネットを通じて広報活動を行った。また、生徒たちにとって魅

力的な講義となるように学部長、学科長を中心に内容の見直し、新規の出張講義の開

設準備などに着手している。また、低学年での留年率、退学率の改善のためには、学

生に対する日々の教育指導と科目担当教員の教育内容改善であると考え、学部教授会

にて教育内容改善を指示すると共に、さらなる改善策を模索しているところである。

【基準４-1】【基準４-２】 
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５ 教員組織・職員組織 

 

【基準 ５-１】 

教育研究上の目的に沿った教育研究活動の実施に必要な教員組織が整備されて

いること。 

 

【観点  5-1-1 】教育研究活動の実施に必要な教員組織の編成方針を定めていること。  

【観点  5-1-2 】専任教員数については法令に定められている数以上であること。また、

教授、准教授、講師、助教の人数比率及び年齢構成が適切であること。 

注釈：教授は大学設置基準に定める専任教員数の半数以上  

【観点  5-1-3 】１名の専任教員に対して学生数が 10名以内であることが望ましい。  

【観点  5-1-4 】専門分野について、教育上及び研究上の優れた実績を有する者、又は  

優れた知識・経験及び高度の技術・技能を有する者のいずれかに該当し、

かつ、その担当する専門分野に関する教育上の指導能力と高い見識があ

ると認められる者が、専任教員として配置されていること。  

【観点  5-1-5 】カリキュラムにおいて重要と位置付けた科目には、原則として専任の  

教授又は准教授が配置されていること。 

【観点  5-1-6 】教員の採用及び昇任が、適切な規程に基づいて行われていること。 

【観点  5-1-7 】教育研究上の目的に沿った教育研究活動を継続するために、次世代を  

担う教員の養成に努めていること。  

 

［現状］ 

 まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （改善すべき点）教員の採用・昇任に関して学則および関連規程に従って

教授会で審議する必要がある。 

2. （助言）教員１名当たり 21.4 名の学生を指導することになるので、教員を

増やし、是正に向けて努力することが望まれる。 

3. （助言）教員の職位・年齢構成を考慮し、今後の人事を行うことが望まし

い。 

4. （助言）教員によって教育負担に大きな差があるので、是正に努めること

が望ましい。 

指摘事項１の改善内容としては、次に記載する通り、教員の採用・昇任については

「学校法人加計学園大学教育職員の採用に関する規程」（資料 99）、「千葉科学大学教

員採用・昇任選考基準」（資料 100）、「千葉科学大学人事案件手続き」（資料 101）に基

づき実施している。指摘事項２の改善内容としては、在籍学生数（基礎資料３-１）か

ら計算した実際の教員１名当たりの人数は 14.4 名である。指摘事項３の改善内容と

しては、第１期の本評価の時よりも教員の年齢構成（基礎資料６）が平準化され良い

状況にある。指摘事項４の改善内容としては、次に記載する通り、医療を取り巻く環
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境、薬剤師に対する社会のニーズを反映させるために、医療系科目を充実させた薬学

教育カリキュラムへと改定した（資料 38）。改定に伴い医療系科目担当教員の負担が

増していることから、2022（令和４）年度には医療系科目担当教員増員すると共に、

基礎系科目担当教員を減員し、教育負担の差を無くすように努めている。次に、第２

期の本評価のための内容を記載する。 

大学および薬学部の教育研究上の目的を達成するための薬学教育の改善のために

は、教育上のガバナンス強化が必要であると考え、薬学部の教育組織体制を 2021（令

和３）年度から変更した（資料 36）。当該組織変更により、薬学部の講座制制度が解

体されると共に教育ユニットが設置され、薬学部長が提示した教育方針に基づき教育

を行う組織体制（大講座制に近い教育組織体制）となった。医療を取り巻く環境、薬

剤師に対する社会のニーズを反映させるために、医療系科目を充実させた薬学教育カ

リキュラムへと改定した（資料 38）。改定に伴い医療系科目担当教員の負担が増して

いることから、2022（令和４）年度には実務家教員を増員すると共に、基礎系科目担

当教員を減員する予定である（資料 150）。最適な人員配置になるように教員組織の編

成方針を定めている（資料 150）。【観点 5-1-1 】 

薬学部の専任教員の人数は、教授 15 名、准教授７名、講師４名、助教５名の合計

31 名となり、法令で定められた人数（基準数）を確保している（基礎資料５）。専任

教員の年齢構成は、30 代が８名、40 代が８名、50 代が９名、60 代以上が６名となっ

ており（基礎資料６）、バランスがよい年齢構成になっている。また、教授の人数は大

学設置基準に定める専任教員数の半数以上である。【観点 5-1-2 】 

専任教員 31 名に対して入学定員 120 名（収容人数 720 名）の学生を指導している

（基礎資料３ -１）。収容人数から計算した専任教員１人当たりの指導する学生数は

23.2 名となるが、現在在籍する学生数は 446 名であることから（基礎資料３-１）、実

際は専任教員１人当たり 14.4 名の学生を担当している。【観点 5-1-3 】 

専任教員の昇任の基準としては、「千葉科学大学教員採用・昇任選考基準」（資料 100）

および「薬学部教員の昇任に関する内規」（資料 102）に基づき、学習指導能力を有す

ると共に、教授、准教授、講師、助教についてそれぞれ論文、総説、著書等の総数が

30、15、８、３報としていることから、専門分野において研究上の優れた実績を有す

る者と考えている。ただし、一部の専任教員（３名）については、近年研究業績がな

いため（基礎資料９）、学部長から教育・研究活動を通じて学会発表や論文作成を行う

ように指導している。実務家教員は優れた知識・経験及び高度の技術・技能を有する

者であることから、これらの教員を配置している。【観点 5-1-4 】 

専任教員である教授および准教授 22 名が、カリキュラムにおいて重要と位置付け

た科目の大半を担当している（資料 151）。ただし、ヒューマニズム教育・医療倫理教

育系科目の一部の教育（10 科目中４科目）については学内に適切な教員がいないこと

から外部講師が担当している（資料 151）。2022（令和４）年度には長い実務経験を有

する実務家教員を採用し、当該科目を担当する予定である。なお、１、２年次の一部

科目については、学生の年齢に比較的近い年齢の若手教員を配置することで、学生が
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質問しやすい状況を提供している。【観点 5-1-5 】 

教員の採用については、「学校法人加計学園大学教育職員の採用に関する規程」（資

料 99）および「千葉科学大学教員採用・昇任選考基準」（資料 100）に基づき実施して

いる。教員の採用手続きは、「千葉科学大学人事案件手続き」（資料 101）に基づき、

薬学部に設置した「薬学部教員採用検討委員会」（資料 17）が学部教育に必要な教員

の採用分野や人数を審議し、その結果を「千葉科学大学学長会議（旧名称：学長打ち

合わせ会）」に報告し、検討した上で、学校法人加計学園の理事長に意見を求め、学長

が公募してよいかを決定する。公募した結果、申込みがあった人事案件については、

薬学部に設置した「薬学部教員採用・昇任審査委員会」（資料 17）が採用候補者の絞

り込みを行い、その結果を「千葉科学大学学長会議」に報告し、学長が採用の是非を

決定する。その後、「千葉科学大学大学協議会」、学部教授会に報告され、学校法人加

計学園の理事長に上申し、採用に関する事務手続きを行う。【観点 5-1-6 】 

教員の昇任については、「千葉科学大学教員採用・昇任選考基準」（資料 100）およ

び「薬学部教員の昇任に関する内規」（資料 102）に基づき実施している。教員の昇任

手続きは、「千葉科学大学人事案件手続き」（資料 101）に基づき、「薬学部教員採用・

昇任審査委員会」（資料 17）が昇任候補者を選定し、その結果を「千葉科学大学学長

会議（旧名称：学長打ち合わせ会）」に報告し、学長が昇任の是非を決定する。その後、

「千葉科学大学大学協議会」、学部教授会に報告される。【観点 5-1-6 】 

薬学部に所属する教員（実務家教員を含む）は「卒業研究」の指導を担当し、問題

発見・問題解決能力の醸成のための教育を指導する立場にある。円滑な教育および研

究指導を行うためにも学位（博士）は必須と考え、学位（博士）を有していない実務

家教員には教育・研究活動を通じて学位（博士）を取得することを学部長が勧め、次

世代を担う教員の養成に努めている。また、若手教員にも大学・薬学部が設置する委

員会に参加させ、大学が実施する教育活動を把握させるように努めている。卒業研究

時の学生配置状況に関しては、教員間で差異はあるが（基礎資料８）、これは学生の研

究室配属希望を最大限尊重したものとなっている（2021（令和３）年度に研究室配属

した薬学科 4 年次学生については、平均希望順位は 2.53 番目であった）。【観点 5-1-

7 】  
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【基準 ５-２】 

教育研究上の目的に沿った教育研究活動が、適切に行われていること。  

 

【観点  5-2-1 】教員の活動が、最近５年間における教育研究上の業績等で示され、公

表されていること。 

【観点  5-2-2 】研究活動を行うための環境が整備されていること。  

注釈：研究環境には、研究時間の確保、研究費の配分等が含まれる。  

【観点  5-2-3 】教育研究活動の向上を図るための組織的な取組みが適切に行われてい

ること。  

注釈：組織的な取組みとは、組織・体制の整備、授業評価アンケート等に基づく授業改  

善、ファカルティ・ディベロップメント等が含まれる。  

【観点  5-2-4 】薬剤師としての実務の経験を有する専任教員が、常に新しい医療に対

応するために研鑽できる体制・制度の整備に努めていること。  

【観点  5-2-5 】教育研究活動の実施に必要な職員組織（教員以外の組織）が整備され

ていること。  

 

［現状］ 

 まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （助言）ホームページで公開している専任教員の業績を定期的に最新の情

報に更新することが望ましい。 

2. （助言）ＦＤやＳＤに関して、ワークショップのような能動的な取り組み

も行うように努めることが望まれる。 

指摘事項１の改善内容としては、次に記載する通り、専任教員の教育研究に関する

活動状況（資料 103）は大学ホームページに掲載され、定期的に更新するように学部

教授会で依頼している（資料 36）。指摘事項２の改善内容としては、次に記載する通

り、「千葉科学大学学則」第２条の２及び第２条の３に従い（資料９ p２）、ファカル

ティ・ディベロップメント（ FD 活動）、スタッフ・ディベロップメント（ SD 活動）を

千葉科学大学全体（資料 104）および薬学部（資料 105）として定期的に実施してい

る。FD 活動・SD 活動は、講演だけでなく、ワークショップ形式のものもあり、教育研

究活動の改善に利用されている。次に、第２期の本評価のための内容を記載する。 

専任教員の教育研究に関する活動状況は大学ホームページにおいて、教員毎に研究

内容、学歴・職歴、学位、専門分野、主な担当科目、主な論文・著書等、所属学会な

どを公表している（資料 103）。公表内容については例年、学部教授会にて最新の活動

状況になるように修正を依頼している（資料 36）。さらに詳しく教育研究活動状況を

掲載したい場合には、当該サイトにリンクを張ることもできる（資料 106）。教員紹介

ページ（資料 103）とは別に、産学官連携を促進するための専用サイト内に（資料 107）、

研究内容から教員を検索できるサイトも用意している（資料 108）。【観点 5-2-1 】 

研究環境について説明する。本学は 2004（平成 16）年の開学当初から高性能な研究
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機器を導入し、「薬学部共同利用機器」（資料 109）として教員が自由に利用できる環

境を整備している。研究費としては、すべての専任教員に配分される教員研究費と共

に、研究室に配属する学生数に応じて配分される実験実習費がある。卒業研究を実施

するための実験実習費として学生一人あたり９万円を配分している。これらに加えて、

2021（令和３）年度においては、科学研究費助成事業が４件（資料 110）、企業からの

受託研究等が 12 件ある。そして、専任教員の「年間で平均した週当り授業時間」の平

均値は 8.2 時間であり（基礎資料７）、研究活動を実施するための時間は十分に確保

されている。【観点 5-2-2 】 

日々行う教育研究活動の向上を図るため、「千葉科学大学学則」第２条の２及び第２

条の３に従い（資料９ p2）、ファカルティ・ディベロップメント（ FD 活動）、スタッ

フ・ディベロップメント（ SD 活動）を千葉科学大学全体（資料 104）および薬学部（資

料 105）として定期的に実施している。薬学部の FD 活動は、授業内容および方法の改

善、教育指導方法の改善を図るために、薬学部に設置した「薬学部 FD 委員会」（資料

17）が担当し実施している（資料 105）。実施した内容として、①「教学支援部教務課」

が学期毎に実施する「学生授業改善アンケート」（資料 111）に基づく授業改善活動、

②担当科目の授業の自己点検報告書の作成などである。【観点 5-2-3 】 

薬剤師としての実務経験を有する実務家教員については、常に新しい医療に対応す

るために医療関連施設（病院・薬局等）において研鑽をしている（資料 112）。その際、

医療関連施設での研修業務を非常勤講師に就任することと見なし、「千葉科学大学非

常勤講師就任規程」に基づき運用している（資料 113）。将来的には、すべての薬剤師

資格を有する教員にも、医療現場での学生の指導に関われるようにしたいと考え、

2021（令和３）年度は実務家教員でない教員１名が医療関連施設で研鑽している（資

料 112）。【観点 5-2-4 】 

薬学部の教育研究活動の実施を支援するために、「学務運営部庶務課」に所属する職

員３名が薬学部事務室職員として配置されている（基礎資料５ 表４）。当該職員は、

薬学実務実習に関する連絡業務、各種研究助成金および科学研究費への対応などの薬

学部に関する事務処理を担当している。そして、薬学部の施設・設備の維持管理を行

うために、「学務運営部庶務課」に所属する職員１名が薬学部技能職員として配置され

ている（基礎資料５ 表４）。そして、薬学部付属棟内の動物実験施設（基礎資料 11、

資料 152）における実験動物の飼育および施設管理は外部業者に委託している。また、

実習の補助として、大学院生１名を利用することがある（基礎資料５  表３）。教育研

究活動の実施を支援するこれらの職員・大学院生とは別に、「教学支援部教務課」にも

薬学部を主に担当する職員も配置され、授業時間割、定期試験、教員および学生から

の成績評価等に関する問い合わせについて対応している。「教学支援部教務課」につい

ては、暴風警報等が発令された場合およびその他授業の開講に支障がある事態（新型

コロナウイルス感染症対策に緊急事態宣言発令時対応など）が発生した場合に、電子

メール・「千葉科学大学ポータルサイト」を通じての情報提供をするなどの体制が整っ

ている（資料２ p17）。また、授業への欠席が多い学生への連絡も「教学支援部教務
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課」が担当し（資料 89）、チューターと連携して対応している。【観点 5-2-5 】 

 

 

 

［教員組織・職員組織に対する点検・評価］ 

教員組織に関しては、【観点  5-1-1 】について、大学および薬学部の教育研究上の

目的を達成するための薬学教育の改善のためには、教育上のガバナンス強化が必要で

あると考え変更した。当該組織変更により、薬学部の講座制制度が解体されると共に

教育ユニットが設置され、薬学部長が提示した教育方針に基づき教育を行う組織体制

（大講座制に近い教育組織体制）となった。医療を取り巻く環境、薬剤師に対する社

会のニーズを反映させるために、医療系科目を充実させた薬学教育カリキュラムへと

改定した。また、【観点 5-1-2 】について、薬学部の専任教員の人数は、教授 15 名、

准教授７名、講師４名、助教５名の合計 31 名となり、法令で定められた人数（基準

数）を確保している。専任教員の年齢構成は、 30 代が８名、40 代が８名、50 代が９

名、60 代以上が６名となっており、バランスがよい年齢構成になっている。また、教

授の人数は大学設置基準に定める専任教員数の半数以上である。しかし【観点 5-1-

3 】に示したように、専任教員１人当たりの指導する学生数がやや多いが問題なく対

応できている（収容人数を基に計算した学生数：23.2 名、在籍数を基に計算した学生

数：14.4 名）。【観点 5-1-4 】【観点 5-1-5 】について、専任教員である教授および

准教授 22 名が、カリキュラムにおいて重要と位置付けた科目の大半を担当している。

ただし、ヒューマニズム教育・医療倫理教育系科目の一部の教育については学内に適

切な教員がいないことから外部講師が担当している。実務家教員は優れた知識・経験

及び高度の技術・技能を有する者であることから、これらの教員を配置している。【観

点 5-1-6 】について、専任教員の採用・昇任は規程に従い実施し、昇任のための基準

は薬学部の内規において定めている。【観点  5-1-7 】について、薬学部に所属する教

員（実務家教員を含む）は「卒業研究」の指導を担当し、問題発見・問題解決能力の

醸成のための教育を指導する立場にある。卒業研究時の学生配置状況に関しては、教

員間で差異はあるが、これは学生の研究室配属希望を最大限尊重したものとなってい

るが、現在のところ問題点はないものと考えている。また、円滑な教育および研究指

導を行うためにも学位（博士）は必須と考え、学位を有していない実務家教員には学

位を取得することを学部長が勧め、次世代を担う教員の養成に努めている。若手教員

にも大学・薬学部が設置する委員会に参加させ、大学が実施する教育活動を把握させ

るように努めている。以上より、おおむね【基準５ -１】に適合しているが、専任教員

１人当たりの指導する学生数が多いことが懸念される。【基準５-１】 

【観点 5-2-1 】について、専任教員の教育研究に関する活動状況は、大学ホーム

ページで公開され、定期的に更新されている。【観点  5-2-2 】について、研究活動に

ついては、自由に利用できる「薬学部共同利用機器」が整備されると共に、専任教員

に対して研究費が配分され、研究室所属学生の研究指導を通して研究活動ができるよ
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うにしている。専任教員が研究に用いることができる時間は、教員により大幅に異な

るが、研究活動を実施するための時間は十分に確保されている。【観点  5-2-3 】に示

ついて、教育研究活動の向上を図るための FD 活動は、千葉科学大学および薬学部に

おいて企画され、定期的に実施されている。【観点  5-2-4 】について、実務家教員お

よび実務家教員でない教員も医療現場での学生の指導に関われるようにしたいと考

え、医療関連施設において研鑽を積んでいる。【観点  5-2-5 】について、薬学部の教

育研究活動の実施を支援するための職員も適切に配置されている。以上より、【基準５

-２】に適合している。【基準５ -２】 

 

＜優れた点＞ 

なし 

 

＜改善を要する点＞ 

1. 専任教員１人当たりの指導する学生数が多いため、改善することが望まれる。【基

準５-１】 

 

［改善計画］ 

 専任教員の人数は大学運営に関わる重要な案件であるため、人員の増加は容易なこ

とではないが、まずは入学定員を満たすことが人員の増加につながると考え、魅力あ

る大学になるように教育研究活動の改善を図っている。【基準５-１】 
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６ 学生の支援 

 

【基準 ６-１】 

修学支援体制が適切に整備されていること。  

 

【観点  6-1-1 】学習・生活相談の体制が整備されていること。  

【観点  6-1-2 】学生が主体的に進路を選択できるよう、必要な支援体制が整備されて

いること。  

注釈：「支援体制」には、進路選択に関する支援組織や委員会の設置、就職相談会の開催

等を含む。  

【観点  6-1-3 】学生の意見を教育や学生生活に反映するための体制が整備されている

こと。 

注釈：「反映するための体制」には、学生の意見を収集するための組織や委員会の設置、

アンケート調査の実施等を含む。  

【観点  6-1-4 】学生が安全かつ安心して学習に専念するための体制が整備されている

こと。 

注釈：「学習に専念するための体制」には、実験・実習及び卒業研究等に必要な安全教育、

各種保険（傷害保険、損害賠償保険等）に関する情報の収集・管理と学生に対する

加入の指導、事故・災害の発生時や被害防止のためのマニュアルの整備と講習会の

開催、学生及び教職員への周知、健康診断、予防接種等を含む。  

 

［現状］ 

 まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （助言）学生からの意見を聞き、対応する組織や委員会を設けることが望

まれる。 

指摘事項１の改善内容としては、次に記載する通り、学生からの意見を定期的に聞

き対応する仕組みとして「学生と教職員の意見交換会」を実施している（資料 114）。

次に、第２期の本評価のための内容を記載する。 

千葉科学大学薬学部では、アドミッション・ポリシーに示されるように（資料２ p

５）、薬の専門家として社会に貢献したいという熱意をもつ多様な人材を広く受け入

れていることから、入学時における学力分布は非常に広い。幅広い学力の学生に対応

するために、初年次教育に力を入れている。その１つとして、「千葉科学大学総合学

習・日本語支援センター」を設置し（資料２ p130）、高等学校等で教鞭を取っていた

教員を配置し、入学前教育および入学初期教育への支援を科目担当教員と協力して実

施している。また、薬学部では１、２年次の必修専攻科目に対して「共通オフィスア

ワー」を導入し学生が参加し易い補習教育を実施している（資料 85）。学生４名程度

に１名のチューターを配置し（資料 115）、学修指導および生活面での相談に応じてい

る。また、全学生の成績情報を調査解析した上で学修指導を行う「アカデミック・ア
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ドバイザー」も配置し（資料 115、資料 77）、チューターと共に学生指導を行ってい

る。通学・下宿・安全防犯・奨学金などの生活面に関する相談先として「教学支援部

学生課」が担当している（資料２ p133～142）。また、学習・友人関係・生活・家庭環

境で悩む学生も多く、気軽に悩みを話せる保健師を含む職員を「教学支援部健康衛生

課」に配置している（資料２ p145）。「教学支援部健康衛生課」には公認心理師（スク

ールカウンセラー）を配置し、日々学生への対応を行っている。「教学支援部健康衛生

課」では、健康に関する相談も受け付け、学生の健康管理、新型コロナウイルス感染

症等による発熱相談も担当している。特に、新型コロナウイルス感染症（疑いを含む）

に対する医療対応については、「教学支援部健康衛生課」、「教学支援部学生課」、「危機

管理学部保健医療学科」が連携して対応している。【観点 6-1-1 】 

就職に関しては、「教学支援部キャリア支援課」が、学科に配置された「千葉科学大

学就職委員」（教員）（資料 116）と共に就職に関するガイダンス、就職相談会（集団、

個別）、面接対策、公務員試験対策講座等の支援を定期的に行っている（資料 117）。

薬局薬剤師を希望する学生については、これらの支援により概ね内定を得ている。ま

た、病院薬剤師を希望する学生については、「教学支援部キャリア支援課」からの募集

情報の他に薬学部教員宛に個別に依頼があり、メール等でそれらの情報を学生に提供

している（資料 118）。他の職種を希望する場合には、研究室指導教員もしくは「教学

支援部キャリア支援課」が個別対応を行っている。【観点 6-1-2 】 

学生の意見を教育や学生生活に反映するため、「学生と教職員の意見交換会」を年１

回行い（資料 114）、集約した意見に対して大学としての回答を付け、「千葉科学大学

ポータルサイト」や大学構内に掲示することで学生に回答し、学生の意見を反映させ

るようにしている。しかしながら、2021 年度は新型コロナウイルス感染症のため対面

での意見交換会は実施できなかったため、メール等を用いた文書による意見交換とし

た（資料 114）。学生生活に関する要望は、全学生を対象に実施する「学生生活アンケ

ート」（資料 119）を「教学支援部学生課」が取りまとめている。また、薬学部の執行

部（学部長・学科長）も独自に学生の意見・要望を集め、教育の改善に利用している

（資料 120）。【観点 6-1-3 】 

学生に対する安全教育は、千葉科学大学には危機管理学部があることから、危機意

識を身につけるためにも毎年実施している。学期開始時に実施するオリエンテーショ

ンでは、教室に掲示されている地震・津波等の発生時における避難方法を確認すると

共に、新入生には大学からの避難方法や応急手当の手法を記載した携帯型の「千葉科

学大学防災行動マニュアル」（資料 121）を配布し、名札ケースに入れるように指導し

ている。また、自動車・バイクで通学する際の注意喚起、交通安全講習会の案内（資

料２ p135）、夜間の一人歩きへの注意喚起、「教学支援部学生課」による防犯ベルの無

料貸し出しなどを実施している。近年は新型コロナウイルス感染症（疑いを含む）に

対して「教学支援部健康衛生課」、「教学支援部学生課」、「危機管理学部保健医療学科

が連携して対応している。遠隔授業を実施する可能性があるため遠隔授業の受講方法

や、新型コロナウイルス感染症への感染疑いがある場合の対応法などについて対応策
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を考え、教職員及び学生に対して説明している。2020（令和 2）年の新型コロナウイ

ルス感染症発生初期から現在に至るまで本学ではクラスター感染が起こっていない。

また、毎年避難訓練を実施し（資料 122）、地震・津波等の発生時における避難方法に

したがって、避難施設まで移動している。多数の消防車・消防士、防災ヘリコプター

が参加するものも実施している。ただし、新型コロナウイルス感染症の影響により

2020（令和２）年からは実施できていない。【観点 6-1-4 】 

学生は、年度初めに実施される定期健康診断を受診する必要があり、受診するよう

に「教学支援部健康衛生課」がオリエンテーション、ポータルサイト掲示板、張り紙

を用いて周知している（資料 123、資料２ p145）。新入生については、定期健康診断

を実施する際に学生一人ずつ面談を行い、支援を必要とする学生がいないかのスクリ

ーニングを行っている。しかし、健康診断受診率は低学年で低い傾向であった（基礎

資料 10）。また、インフルエンザの集団予防接種（任意）を毎年実施している（資料

124）。そして、講義、専門実習、実務実習、卒業研究および通学時での事故等に適用

される保険（学生教育研究災害傷害保険および学研災付帯賠償責任保険）に全員加入

し（資料２ p135）、当該保険内容を「新入生オリエンテーション」において学生便覧

を用いて説明している。【観点 6-1-4 】 

実験・実習を実施する際には、実験を安全に行うために、薬品の取り扱いや機器の

取り扱い等に対する指導の他に白衣の着用とゴーグルを装着することを、専門実習科

目の実施を通じて指導している。また、卒業研究を実施するために配属した研究室に

おいては、試薬の取り扱いに関する情報を研究室に掲示すると共に教員も指導し、注

意喚起を行い、安全教育を実施している（資料 125）。また、年数回産業医による職場

巡視を実施し、研究室の環境、試薬等の取り扱い・保管状況を確認し、安全を保てる

ように指導を受けている（資料 126）。【観点 6-1-4 】 

受動喫煙を防止するため、指定箇所（キャンパスに一か所）を除き、大学キャンパ

ス内は全面禁煙としている（資料 127）。最後に、千葉科学大学が実施する健康診断、

メンタルケア、予防接種、献血等の学生および教職員の健康管理に関する対応は、学

長を委員長とする「千葉科学大学衛生委員会」（資料 128）での決議を経て、前述のよ

うに「教学支援部健康衛生課」の職員および連携する病院の医師等で行っている。【観

点 6-1-4 】 

 

 

 

［学生の支援に対する点検・評価］ 

修学支援体制に関しては、【観点  6-1-1 】について、勉学に対する修学支援は、千

葉科学大学に設置した「千葉科学大学総合学習・日本語支援センター」およびチュー

ター、「アカデミック・アドバイザー」が、科目担当教員と協力して実施する体制を整

備している。【観点 6-1-2 】について、就職活動に対する支援は、「教学支援部キャリ

ア支援課」、「千葉科学大学就職委員」、研究室指導教員（チューター）が協力して実施
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する体制を整備している。【観点  6-1-3 】について、学生の意見を教育や学生生活に

反映するために、「学生と教員・役職者との意見交換会」を実施し、意見を聴くと共に、

集約した意見に対して大学としての回答を付け、「千葉科学大学ポータルサイト」や大

学構内に掲示している。【観点  6-1-4 】について、学生に対する安全教育は、危機意

識を身につけるためにも毎年実施している。地震・津波等の発生時における避難方法

の確認と共に避難訓練を実施している。そして、交通安全、防犯面に対する注意喚起

もオリエンテーションで実施し、近年では新型コロナウイルス感染症への感染疑いが

ある場合についても説明している。 

学生の健康管理・事故等に適応される保険への加入なども「千葉科学大学衛生委員

会」および「教学支援部健康衛生課」が行っている。しかし、健康診断受診率は低学

年で低い傾向であったため、今後の改善が必要とされる。  

実験・実習を実施する際には、実験を安全に行うために、薬品の取り扱いや機器の

取り扱い等に対する指導の他に白衣の着用とゴーグルを装着することを、専門実習科

目の実施を通じて指導している。また、卒業研究を実施するために配属した研究室に

おいて、試薬の取り扱いに関する情報を研究室に掲示すると共に教員も指導し、注意

喚起を行い、安全教育を実施している。以上より、【基準６ -１】に十分に適合してい

る。【基準６-１】 

 

＜優れた点＞ 

学生に対する安全教育は、千葉科学大学には危機管理学部があることから、危機意

識を身につけるためにも毎年丁寧に実施していることが１つの特徴である。また、  

新型コロナウイルス感染症の発生初期から現在まで本学ではクラスター感染が起こ

っていない。特に、新型コロナウイルス感染症（疑いを含む）に対する医療対応につ

いては、「教学支援部健康衛生課」、「教学支援部学生課」、「危機管理学部保健医療学

科」が連携して対応していることで、学生の心身両面に関するサポートができている

ことが本学の優れた特徴である。【基準６ -１】 

 

＜改善を要する点＞ 

1. 新入生については、定期健康診断において学生一人ずつ面談を行い、支援を必要と

する学生がいないかのスクリーニングを行う重要な機会であるが、健康診断受診

率が低いことが問題である。 

 

［改善計画］  

定期健康診断は授業と並行して行われるため、定期健康診断と重なる科目について

は休講とする措置を講じることで、定期健康を受診させる対応が必要と考えらえる。 
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７ 施設・設備 

 

【基準 ７-１】 

教育研究上の目的に沿った教育研究活動の実施に必要な施設・設備が整備されて

いること。 

注釈：施設・設備には、以下が含まれること。  

教室（講義室、実験実習室、演習室等）、動物実験施設、薬用植物園、図書室・

資料閲覧室・自習室（能動的学習が効果的に実施できる施設・設備であり、適切

な利用時間の設定を含む）、臨床準備教育のための施設（模擬薬局等）・設備、薬

学教育研究のための施設・設備、必要な図書・学習資料（電子ジャーナル等）等  

 

［現状］ 

 まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （助言）参加型学習のための少人数教育に充てる教室を整備することが望

まれる。 

指摘事項１の改善内容としては、次に記載する通り、増築した図書館にグループ学

習室（個室）を設置している。次に、第２期の本評価のための内容を記載する。 

千葉科学大学には、３つの学部（薬学部、危機管理学部、看護学部）があり、２つ

のキャンパス（本部キャンパス、マリーナキャンパス）から構成されている。２つの

キャンパスに大学施設が分かれているものの、約 500m しか離れておらず（資料 129）、

一体運営している。そのため、授業時間の合間にキャンパス間の移動が可能である。

キャンパス間の移動には、路線バスを無料で利用することができる（当路線バスは大

学から銚子駅に運行するもので、学生証の提示により無料で乗車できる）（資料２ 

p135）。 

大学の共有部分として、講義室がある１号館（管理教養棟）・２号館（講義棟）なら

びに図書館（資料閲覧室・学習室自習室を含む）、体育館などがある。また、薬学部の

施設として、３号館（薬学部棟）、薬用植物園、５号館（講義・実験棟）（危機管理学

部と共用）があり、薬学部付属棟内に動物実験施設、アイソトープ実験施設、バイオ

セイフティー実験施設がある。実験・演習の施設･設備として、３号館（薬学部棟）に

学生実習室７室、共同機器室 15 室、模擬薬局、さらに５号館（講義・実験棟）には情

報処理演習室(80 台余のコンピューターを同時利用可能)および実習室 11（OSCE 室）

を備えている（基礎資料 11、資料２ p114～118、p120、資料 152）。 

参加型学習のための少人数教育に充てる教室として、2016（平成 28）年度に完成し

た図書館増築に伴い、これまでのグループ学習室２室に加え、ラーニングコモンズ学

習室１室、プレゼン学習室１室、グループ学習室３室、印刷・リフレッシュ室１室が

増築された（資料２ p116）。これら増築された学習室は、24 時間利用可能としていた

が、やや閉鎖的な空間であったため、新型コロナウイルス感染症における感染予防対

策として利用を停止している。一方、３号館（薬学部棟）にある一部の共同ゼミ室、
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学生実習室は、学習室として８時から 22 時まで開放している（資料 130）。その他、

各研究室の実験室、厚生棟なども学習室としても活用しており、これらを含めると講

義室以外の十分な学習スペースを提供できている。一方、科目において参加型学習の

ための少人数教育を実施する際には、学生実習室を利用している。学生実習室には 12

人掛けの実験台が９台あり、１グループに付き１台の実験台を利用することで、討議

等を実施するに際に支障は生じていない（９グループ以上の場合には複数の学生実習

室を利用）。 

臨床準備教育のための施設として、３号館（薬学部棟）に模擬薬局、５号館（講義・

実験棟）に実習室 11（OSCE 室）があり（資料 152 p１～２、p４）、受付・服薬指導カ

ウンター、錠剤・水剤・各調剤台、散剤調剤台（集塵機付）、自動調剤機（錠剤および

散剤包装）、汎用卓上分包機、クリーンベンチ、薬用保冷庫および模擬病室（２台のク

ランクギャッジベッド、ベッドサイドテーブル、与薬カート）を備えている（資料 152 

p６～７）。さらに、医療薬学系実習において、さまざまな病態、薬物治療に伴うバイ

タルサインの変化を確認し、医薬品の有効性や副作用の初期症状を評価する高度臨床

技能トレーニングを行う目的で、高機能患者シミュレータ“Laerdal 社 SimMan”を２

体、フィジカルアセスメントモデル“株式会社京都科学 Physiko”を２体、呼吸音聴

診シミュレータ“株式会社京都科学ラングⅡ”を３体保有し、模擬薬局に設置してい

る（資料 152 p６）。高機能患者シミュレータは１年次教育から利用し実践的な教育に

生かしている（資料 131）。 

薬学部共同利用機器として、フーリエ変換赤外分光光度計（ FT-IR）、紫外可視分光

光度計（UV）、デジタル旋光度計、ルミノイメージアナライザー、電気泳動パターン撮

影装置、カルシウムアナライザー、核磁気共鳴分光器（NMR）、マイクロプレートリー

ダー、共焦点レーザースキャン顕微鏡、プロテインシークエンサー、 DNA シークエン

サー、セルソーター、リアルタイム PCR、FPLC、パッチクランプシステム、熱分析装

置、円二色性分散計、精密質量分析装置（ ESI-TOF-MS）、動的光散乱法測定装置、凍結

乾燥機、高分子化合物分子量分析装置（ LC/MS/MS）、キャピラリー電気泳動装置、生体

分子間相互作用・機能・構造解析装置、 X 線構造解析装置、原子間力顕微鏡、表面プ

ラズモン共鳴装置、高機能患者シミュレータがある（資料 109）。これら共同利用機器

は、研究室に隣接する共同機器室に設置され、卒業研究を実施する際に利用し易いよ

うになっている（資料 152 p２～４）。共同利用機器には管理者を設置し、管理・運用

を行っている。 

千葉科学大学図書館の閲覧座席数は 417 席であり、その収容定員に対する割合

17.7％は（基礎資料 12）、文部科学省の基準を満たしている。情報検索については、

学生全員が保有ノート型パソコンを利用して（資料 132 p11）、インターネットへの接

続が可能である。なお、図書館全体に無線 LAN または有線 LAN によるネットワーク接

続が可能である（資料 133）。 

図書館内視聴覚機器として、ブース数４基（DVD・ビデオテープ兼用、カセットテー

ププレイヤー）を有している。2021（令和３）年４月１日時点の蔵書数は 81,208 冊
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（内、薬学部に関する蔵書数は 25,777 冊である）で、また、ScienceDirect、メディ

カルオンラインなどの電子ジャーナル契約により、閲覧可能雑誌タイトル数は 2,469

になっている（基礎資料 13）。図書館の開館時間は平日が８時 20 分から 22 時、土曜

日が９時から 17 時、日曜日が 12 時から 17 時である。 

 

 

 

［施設・設備に対する点検・評価］ 

 教育研究上の目的に沿った教育研究活動の実施に必要な施設・設備は、講義室、実

験実習室その他附属施設、図書室、臨床準備教育のための施設・設備、薬学教育研究

のための施設・設備、必要な図書・学習資料等、いずれも整備されている。以上より、

【基準７-１】に適合している。【基準７-１】 

 

＜優れた点＞ 

図書館に増築された学習室は 24 時間利用可能であったため、年間を通じて利用者

があり好評であった。しかし、新型コロナウイルス感染症の感染予防対策として利用

を停止しているため、再開が望まれている。 

 

＜改善を要する点＞ 

なし 

 

［改善計画］  

なし 
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８ 社会連携・社会貢献 

 

【基準 ８-１】 

教育研究活動を通じて、社会と連携し、社会に貢献していること。 

 

【観点  8-1-1 】医療・薬学の発展及び薬剤師の資質・能力の向上に貢献していること。  

注釈：地域の薬剤師会・病院薬剤師会・医師会等の関係団体、製薬企業等の産業界及び

行政機関との連携、生涯学習プログラムの提供等を含む。  

【観点  8-1-2 】地域における保健衛生の保持・向上に貢献していること。  

注釈：地域住民に対する公開講座の開催、 健康イベントの支援活動等を含む。  

【観点  8-1-3 】医療及び薬学における国際交流の活性化に努めていること。  

注釈：英文によるホームページの作成、大学間協定、留学生の受入、教職員・学生の海

外研修等を含む。  

 

［現状］ 

 まず、薬学教育評価機構の第１期の本評価において、指摘を受けた事項を列挙する。 

1. （助言）生涯教育講座など、学科独自の地域社会との連携プログラムが

年々減少傾向にあるので、再び活性化することが望ましい。 

2. （助言）大学を挙げて国際交流に力を入れるために、英語版ホームページ

の開設が望まれる。 

3. （助言）教職員に対する海外派遣が十分に行われていないので、努力する

ことが望まれる。 

指摘事項１への回答としては、薬学部において生涯教育講座を実施したいと考え、

薬学部に生涯教育講座を担当する「薬学部生涯教育・資格委員会」を設置しているが、

新型コロナウイルス感染症により活動が制限され、生涯教育講座は実施できていない。

指摘事項２の改善内容としては、大学として英語版ホームページを開設している（資

料 153）。指摘事項３への回答としては、2021（令和３）年度については新型コロナウ

イルス感染症により海外渡航が制限され実施できていない。次に、第２期の本評価の

ための内容を記載する。 

薬剤師の資質・能力の向上への貢献として、「認定実務実習指導薬剤師養成ワークシ

ョップ」に薬学部教員を派遣し薬剤師養成に関わってきたが、新型コロナウイルス感

染症においてワークショップ開催件数が最小限に抑えられていることもあり、 2021

（令和３）年度は本学からの教員派遣は見送られている。千葉県病院薬剤師会主催

「2021 年度基礎実務研修会」（2022/1）において、薬学部教員が研修プログラム「フ

ィジカルアセスメントの基礎知識」の講師として招聘されている（資料 134）。2021（令

和３）年度については新型コロナウイルス感染症の影響もあり、地域との連携が弱く

なっている。【観点 8-1-1 】 

医療・薬学の発展への貢献として、2021（令和３）年度については岡畑興産株式会
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社、株式会社山田養蜂場などの企業や公的機関と共同研究や研究交流を行っている。

また、2010（平成 22）年度より、「千葉科学大学コスメティックサイエンスシンポジ

ウム」を 27 回開催してきた（資料 135）。千葉科学大学は地元の自治体・企業との連

携を深めるために「CIS フォーラム」（共催：銚子市や銚子商工会議所など）を毎年主

催し、大学や地元企業が最新研究成果やシーズを紹介する場を提供している（資料

136）。このフォーラムにおいては、本学部教員だけでなく、大学院生および学部学生

が研究成果を発表してきたが、新型コロナウイルス感染症により 2020（令和２）、2021

（令和３）年度は中止となっている。さらに、千葉科学大学薬学部は地元企業の「NPO

法人ちょうしがよくなるくらぶ」と協力して、地域の商品を利用した機能性表示食品

「銚子のおちょうしサバ」（届出番号  D94）を 2018（平成 30）年に開発した（資料 137）。

また、高大連携事業として、薬学の教育内容紹介や体験実験等を高校生に対して 41 回

実施している（資料 138）。【観点 8-1-1 】 

地域における保健衛生の保持・向上への貢献として、2012（平成 24）年度からは千

葉科学大学が実施する「千葉科学大学市民公開講座」において、薬学部教員が一般市

民向けに薬学に関する講演を行っている。2021（令和３）年度は新型コロナウイルス

感染症やワクチンなどに関する講演を行った（資料 139）。また、地域住民に対する啓

蒙活動の一環として、銚子市、旭市、神栖市の教育委員会より後援を得て近隣の小・

中学校、高等学校・諸団体において体験型薬物乱用防止教育を実施している（ 2021（令

和３）年度 28 回、累計 227 回）（資料 140）。そして、印旛郡市薬剤師会の会員である

薬学部教員が、成田市急病診療所の当番薬剤師ならびに成田市内の小学校、中学校、

高等学校各１校の学校薬剤師の任にあたっている。そして、2018（平成 30）年より千

葉科学大学看護学部が開催している看護の日イベント｢ヘルスチェック健康 Get｣に薬

学部教員も参加し、薬草茶の試飲や皮膚の水分測定を行ってきたが（資料 141）、新型

コロナウイルス感染症により実施できていない。【観点 8-1-2 】 

学校法人加計学園および千葉科学大学は、国際交流に力を入れており、一定数の外

国人学生が日本人学生と同一キャンパスでともに学ぶことによる学生の日常的な国

際交流推進を目指している。現在、韓国、中国、台湾、アメリカ合衆国、イギリス、

ブラジルなど世界 16 カ国 58 の教育・研究機関と交流協定を結び、国際交流プログラ

ムを推進している（資料１ p55～56）。このような取り組みの結果、留学生の受入れは

活発である。留学生の勉学から日常生活をサポートするため、外国人スタッフを配置

した「千葉科学大学総合学習・日本語支援センター」を設置している。同センターで

は、各学科に配置した「留学生チューター」（資料 115）と協力して外国人留学生への

支援や指導を行うと共に、千葉科学大学における国際交流プログラム（協定大学留学、

海外研修派遣、協定大学研修団受け入れなど）運営や海外協定大学間学術交流に関わ

る業務全般を行っている。2021（令和３）年度は新型コロナウイルス感染症により人

的交流が難しいため、学校法人加計学園が主催する「日本語弁論国際大会」などはオ

ンラインで開催している（資料 142）。【観点 8-1-3 】 

在学生の海外研修プログラムとしては、アメリカ（フィンドリー大学）、ブラジル
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（パラナ・カトリカ、パラナ連邦大学）、イギリス（サンダーランド大学）、台湾（致

理技術学院）、韓国（湖西大学）、ハワイ大学ヒロ校などにおいて 10 日間から約１ヶ

月の語学研修、ホームステイ、文化交流が実施されている（資料１ p56、資料 143、

資料 132 p21）。また、海外協定校からの研修団受け入れとして、交流協定校（アメリ

カ、ブラジル、台湾、シンガポールなど）より派遣される研修団を受け入れ、日本語

授業、文化交流、学生、地域の方との交流、ホームステイなどさまざまなプログラム

を行っている。なお、2021（令和３）年度は新型コロナウイルス感染症のために実施

されていない。通常であれば、教員の海外研修として、毎年多数の国際会議への参加・

発表を行っている。しかしながら、昨年、本年は新型コロナウイルス感染症の影響で、

実現できていない状況である。【観点  8-1-3 】【観点 8-1-3 】 

2021（令和３）年度については、社会連携・社会貢献全般に対して新型コロナウイ

ルス感染症の影響で実施できなかった項目が多いことから、ポストコロナにおいて、

十分な社会連携・社会貢献ができるように準備する必要がある。【基準 ８-１】 

 

 

 

［社会連携・社会貢献に対する点検・評価］  

教育研究活動を通じて、【観点  8-1-1 】について、薬剤師の資質・能力の向上への

貢献として、「認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ」に薬学部教員を派遣し薬

剤師養成に関わってきたが、新型コロナウイルス感染症においてワークショップ開催

件数が最小限に抑えられていることもあり、2021（令和３）年度は本学からの教員派

遣は見送られている。千葉県病院薬剤師会主催「 2021 年度基礎実務研修会」（ 2022/1）

において、薬学部教員が研修プログラム「フィジカルアセスメントの基礎知識」の講

師として招聘されている。また【観点  8-1-2 】について、地域における保健衛生の保

持・向上への貢献として、2012（平成 24）年度からは千葉科学大学が実施する「千葉

科学大学市民公開講座」において、薬学部教員が一般市民向けに薬学に関する講演を

行っている。2021（令和３）年度は新型コロナウイルス感染症やワクチンなどに関す

る講演を行った。また、地域住民に対する啓蒙活動の一環として、銚子市、旭市、神

栖市の教育委員会より後援を得て近隣の小・中学校、高等学校・諸団体において体験

型薬物乱用防止教育を実施している（ 2021（令和３）年度 28 回、累計 227 回）。そし

て、印旛郡市薬剤師会の会員である薬学部教員が、成田市急病診療所の当番薬剤師な

らびに成田市内の小学校、中学校、高等学校各１校の学校薬剤師の任にあたっている。

そして、2018（平成 30）年より千葉科学大学看護学部が開催している看護の日イベン

ト｢ヘルスチェック健康 Get｣に薬学部教員も参加し、薬草茶の試飲や皮膚の水分測定

を行ってきた。【観点 8-1-3 】について、学校法人加計学園および千葉科学大学は、

国際交流に力を入れており、一定数の外国人学生が日本人学生と同一キャンパスでと

もに学ぶことによる学生の日常的な国際交流推進を目指している。現在、韓国、中国、

台湾、アメリカ合衆国、イギリス、ブラジルなど世界 16 カ国 58 の教育・研究機関と
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交流協定を結び、国際交流プログラムを推進している。また、在学生の海外研修プロ

グラムとしては、アメリカ（フィンドリー大学）、ブラジル（パラナ・カトリカ、パラ

ナ連邦大学）、イギリス（サンダーランド大学）、台湾（致理技術学院）、韓国（湖西大

学）、ハワイ大学ヒロ校などにおいて 10 日間から約１ヶ月の語学研修、ホームステイ、

文化交流が実施されている。なお、2021（令和３）年度は新型コロナウイルス感染症

のために実施されていない。 

上記の項目の中で 2021（令和３）年度については新型コロナウイルス感染症の影響

で実施できなかった項目が多いことから、ポストコロナにおいて、十分な社会連携・

社会貢献ができるように準備する必要がある。  

以上より、新型コロナウイルス感染症である状況を加味すれば、おおむね【基準８

-１】に適合している。【基準８ -１】 

 

＜優れた点＞ 

なし 

 

＜改善を要する点＞ 

1. ポストコロナにおいて、十分な社会連携・社会貢献ができるように準備する必要が

ある。 

 

［改善計画］  

 新型コロナウイルス感染症の影響下でも社会連携を継続的に実施するためには、千

葉科学大学の周囲 50km に大学が存在しない利点を生かし、地道な連携を図る予定で

ある。 
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Ⅰ

◎
生
命
薬
学
実
習
Ⅱ

分
子
生
物
学
Ⅱ

◎
衛
生
薬
学
実
習

香
粧
品
学
Ⅱ

薬
品
分
析
学
演
習

医
薬
品
化
学

◎
衛
生
薬
学
Ⅳ

◎
衛
生
薬
学
Ⅴ

◎
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

◎
薬
物
治
療
学
Ⅵ

◎
臨
床
生
理
・
診
断
学

◎
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

救
命
救
助
法
入
門

◎
医
療
薬
学
実
習
Ⅱ

◎
製
剤
学
Ⅱ

◎
薬
物
動
態
学
Ⅱ

医
療
経
済
学

◎
臨
床
医
学
各
論

◎
薬
物
治
療
学
Ⅴ

◎
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

◎
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

◎
薬
物
動
態
学
Ⅲ

◎
応
用
放
射
化
学

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

再
生
移
植
遺
伝
子
医
療
・
薬
物
療
法

◎
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

◎
薬
物
治
療
学
Ⅶ

◎
薬
物
治
療
学
Ⅷ

◎
予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ
ア
演
習

◎
薬
事
関
係
法
規

◎
薬
局
管
理
学

◎
臨
床
病
態
解
析
学
演
習

◎
基
礎
薬
学
演
習

◎
一
般
用
医
薬
品
学
（
O
T
C
）

◎
臨
床
栄
養
学

◎
救
急
・
災
害
薬
学

救
急
・
災
害
時
チ
ー
ム
医
療
演
習

◎
個
別
化
医
療
学

◎
腫
瘍
薬
学

◎
事
前
実
務
実
習

◎
調
剤
学
実
習

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

◎
病
院
実
務
実
習

◎
薬
局
実
務
実
習

医
療
専
門
職
連
携
発
展

◎
実
務
実
習
事
後
演
習

◎
薬
学
特
別
演
習
Ⅰ

薬
学
特
別
演
習
Ⅱ
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（
基
礎
資
料
２
）
平
成
25

年
度
改
訂
版
・
薬
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

Ｓ
Ｂ

Ｏ
ｓ

を
実

施
す

る
科

目
（

20
21

（
令

和
３

）
年

度
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
）

　
　

　
２

　
同

じ
科

目
名
が
連
続
す
る
場
合
は
セ
ル
を
結
合
し
て
記
入
す
る
こ

と
も

で
き

ま
す

。

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

Ａ
　

基
本

事
項

（
１

）
薬

剤
師

の
使

命
【

①
医

療
人

と
し

て
】

　
１

）
常

に
患

者
・

生
活
者
の
視
点
に
立
ち
、
医
療
の
担
い
手
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い

態
度

で
行

動
す

る
。

（
態

度
）

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学

医
療

倫
理

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

  
２

）
患

者
・

生
活

者
の
健
康
の
回
復
と
維
持
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と

へ
の

責
任

感
を

持
つ

。
（

態
度

）
早

期
体

験
学

習
・

銚
子

学 ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療

倫
理

薬
物

治
療

学
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
３

）
チ

ー
ム

医
療

や
地
域
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
担
う
一
員
と
し
て
の
責
任

を
自

覚
し

行
動

す
る

。
（

態
度

）
早

期
体

験
学

習
・

銚
子

学
医

療
倫

理
医
療
人
の
あ
り
方

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
４

）
患

者
・

患
者

家
族
・
生
活
者
が
求
め
る
医
療
人
に
つ
い
て
、
自
ら
の
考

え
を

述
べ

る
。

（
知

識
・

態
度

）
早

期
体

験
学

習
・

銚
子

学 ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療

倫
理

医
療
人
の
あ
り
方

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
５

）
生

と
死

を
通

し
て
、
生
き
る
意
味
や
役
割
に
つ
い
て
、
自
ら
の
考
え
を

述
べ

る
。

（
知

識
・

態
度

）
早

期
体

験
学

習
・

銚
子

学
医

療
倫

理

　
６

）
一

人
の

人
間

と
し
て
、
自
分
が
生
き
て
い
る
意
味
や
役
割
を
問
い
直
し

、
自

ら
の

考
え

を
述

べ
る

。
（

知
識

・
態

度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療

倫
理

医
療
人
の
あ
り
方

　
７

）
様

々
な

死
生

観
・
価
値
観
・
信
条
等
を
受
容
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て

、
自

ら
の

言
葉

で
説

明
す

る
。

　
　

　
（

知
識

・
 態

度
）

医
療

倫
理

【
②

薬
剤

師
が

果
た

す
べ

き
役

割
】

　
１

）
患

者
・

生
活

者
の
た
め
に
薬
剤
師
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
自
覚
す
る
。

（
態

度
）

基
礎

薬
学

物
理

薬
学

入
門

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ

薬
物

治
療

学
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
２

）
薬

剤
師

の
活

動
分
野
（
医
療
機
関
、
薬
局
、
製
薬
企
業
、
衛
生
行
政
等

）
と

社
会

に
お

け
る

役
割

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。

基
礎

薬
学

物
理

薬
学

入
門

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
３

）
医

薬
品

の
適

正
使
用
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ

ィ
カ

ル
ケ

ア
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

　
４

）
医

薬
品

の
効

果
が
確
率
論
的
で
あ
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
。

薬
学

入
門

　
５

）
医

薬
品

の
創

製
（
研
究
開
発
、
生
産
等
）
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門

６
）

健
康

管
理

、
疾

病
予

防
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
及

び
公

衆
衛

生
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

薬
事
関
係
法
規

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
７

）
薬

物
乱

用
防

止
、
自
殺
防
止
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

８
）

現
代

社
会

が
抱

え
る

課
題

（
少

子
・

超
高

齢
社

会
等

）
に

対
し

て
、

薬
剤

師
が

果
た

す
べ

き
役

割
を

提
案

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

薬
学

入
門

衛
生

薬
学

Ⅰ

【
③

患
者

安
全

と
薬

害
の

防
止

】
　

１
）

医
薬

品
の

リ
ス

ク
を
認
識
し
、
患
者
を
守
る
責
任
と
義
務
を
自
覚
す
る

。
（

態
度

）
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
Ｗ

Ｈ
Ｏ

に
よ

る
患
者
安
全
の
考
え
方
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
療
人
の
あ
り
方

　
３

）
医

療
に

関
す

る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
薬
剤
師
の
責
任
と
義

務
を

説
明

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

　
４

）
医

薬
品

が
関

わ
る
代
表
的
な
医
療
過
誤
や
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
事
例
を
列

挙
し

、
そ

の
原

因
と

防
止

策
を

説
明

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

　
５

）
重

篤
な

副
作

用
の
例
に
つ
い
て
、
患
者
や
家
族
の
苦
痛
を
理
解
し
、
こ

れ
ら

を
回

避
す

る
た

め
の

手
段

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
医
療
人
の
あ
り
方

　
６

）
代

表
的

な
薬

害
の
例
（
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ス
モ
ン
、
非
加
熱
血
液
製
剤

、
ソ

リ
ブ

ジ
ン

等
）

に
つ

い
て

、
そ

の
原

因
と

社
会

的
背

景
及

び
そ

の
後

の
対
応
を
説
明
で
き
る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅳ

薬
事
関
係
法
規

　
７

）
代

表
的

な
薬

害
に
つ
い
て
、
患
者
や
家
族
の
苦
痛
を
理
解
し
、
こ
れ
ら

を
回

避
す

る
た

め
の

手
段

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ
医
療
人
の
あ
り
方

【
④

薬
学

の
歴

史
と

未
来

】
　

１
）

薬
学

の
歴

史
的

な
流
れ
と
医
療
に
お
い
て
薬
学
が
果
た
し
て
き
た
役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

　
２

）
薬

物
療

法
の

歴
史
と
、
人
類
に
与
え
て
き
た
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

薬
学

入
門

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
３

）
薬

剤
師

の
誕

生
か
ら
現
在
ま
で
の
役
割
の
変
遷
の
歴
史
（
医
薬
分
業
を

含
む

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門

[注
]　

１
　

平
成

25
年

度
改
訂
版
・
薬
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の

Ｓ
Ｂ

Ｏ
ｓ

に
該

当
す

る
内

容
の

必
修

科
目

名
を

（
シ

ラ
バ

ス
の

名
称

、
選

択
科

目
の

場
合

（
選

）
を
つ
け
る
）
実
施
学
年
の
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
４

）
将

来
の

薬
剤

師
と
薬
学
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
知
識

・
態

度
）

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

（
２

）
薬

剤
師

に
求

め
ら

れ
る

倫
理

観
【

①
生

命
倫

理
】

　
１

）
生

命
の

尊
厳

に
つ
い
て
、
自
ら
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
。
（
知
識
・
態

度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

　
２

）
生

命
倫

理
の

諸
原
則
（
自
律
尊
重
、
無
危
害
、
善
行
、
正
義
等
）
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

　
３

）
生

と
死

に
関

わ
る
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て
討
議
し
、
自
ら
の
考
え
を
述

べ
る

。
（

知
識

・
態

度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

　
４

）
科

学
技

術
の

進
歩
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
生
命
観
の
変
遷
に
つ
い

て
概

説
で

き
る

。
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ
【

②
医

療
倫

理
】

　
１

）
医

療
倫

理
に

関
す
る
規
範
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
等
）
に
つ
い
て
概
説
で

き
る

。
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ
薬
事
関
係
法
規

　
２

）
薬

剤
師

が
遵

守
す
べ
き
倫
理
規
範
（
薬
剤
師
綱
領
、
薬
剤
師
倫
理
規
定

等
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
医

療
の

進
歩

に
伴
う
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

【
③

患
者

の
権

利
】

　
１

）
患

者
の

価
値

観
、
人
間
性
に
配
慮
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
。

（
態

度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

　
２

）
患

者
の

基
本

的
権
利
の
内
容
（
リ
ス
ボ
ン
宣
言
等
）
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ
　

３
）

患
者

の
自

己
決

定
権
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
意
義
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ
　

４
）

知
り

得
た

情
報

の
守
秘
義
務
と
患
者
等
へ
の
情
報
提
供
の
重
要
性
を
理

解
し

、
適

切
な

取
扱

い
が

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
 技

能
・
態
度
）

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

薬
事
関
係
法
規

【
④

研
究

倫
理

】
　

１
）

臨
床

研
究

に
お

け
る
倫
理
規
範
（
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
等
）
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ
　

２
）

「
ヒ

ト
を

対
象

と
す
る
研
究
に
お
い
て
遵
守
す
べ
き
倫
理
指
針
」
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
正

義
性

、
社

会
性
、
誠
実
性
に
配
慮
し
、
法
規
範
を
遵
守
し
て
研
究
に

取
り

組
む

。
（

態
度

）
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ
（

３
）

信
頼

関
係

の
構

築
【

①
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】

　
１

）
意

思
、

情
報

の
伝
達
に
必
要
な
要
素
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
学

入
門

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
２

）
言

語
的

及
び

非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
薬

学
入

門
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

３
）

相
手

の
立

場
、

文
化

、
習

慣
等

に
よ

っ
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
在

り
方

が
異

な
る

こ
と

を
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
４

）
対

人
関

係
に

影
響
を
及
ぼ
す
心
理
的
要
因
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
５

）
相

手
の

心
理

状
態
と
そ
の
変
化
に
配
慮
し
、
対
応
す
る
。
（
態
度
）

薬
学

入
門

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
６

）
自

分
の

心
理

状
態
を
意
識
し
て
、
他
者
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（

態
度

）
薬

学
入

門
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
７

）
適

切
な

聴
き

方
、
質
問
を
通
じ
て
相
手
の
考
え
や
感
情
を
理
解
す
る
よ

う
に

努
め

る
。

（
技

能
・

態
度

）

薬
学

入
門

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
８

）
適

切
な

手
段

に
よ
り
自
分
の
考
え
や
感
情
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

薬
学

入
門

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
薬

学
基

礎
実

習

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
９

）
他

者
の

意
見

を
尊
重
し
、
協
力
し
て
よ
り
よ
い
解
決
法
を
見
出
す
こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）
薬

学
入

門
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
薬

学
基

礎
実

習
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

【
②

患
者

・
生

活
者

と
薬

剤
師

】

　
１

）
患

者
や

家
族

、
周
囲
の
人
々
の
心
身
に
及
ぼ
す
病
気
や
ケ
ア
の
影
響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
２

）
患

者
・

家
族

・
生
活
者
の
心
身
の
状
態
や
多
様
な
価
値
観
に
配
慮
し
て

行
動

す
る

。
（

態
度

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

（
４

）
多

職
種

連
携

協
働

と
チ

ー
ム

医
療
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
保

健
、

医
療

、
福
祉
、
介
護
に
お
け
る
多
職
種
連
携
協
働
及
び
チ
ー
ム

医
療

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医

療
専

門
職

連
携

導
入

医
療
人
の
あ
り
方

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
２

）
多

職
種

連
携

協
働
に
関
わ
る
薬
剤
師
、
各
職
種
及
び
行
政
の
役
割
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 医

療
専

門
職

連
携

導
入

医
療
人
の
あ
り
方

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
３

）
チ

ー
ム

医
療

に
関
わ
る
薬
剤
師
、
各
職
種
、
患
者
・
家
族
の
役
割
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 医

療
専

門
職

連
携

導
入

医
療
人
の
あ
り
方

　
４

）
自

己
の

能
力

の
限
界
を
認
識
し
、
状
況
に
応
じ
て
他
者
に
協
力
・
支
援

を
求

め
る

。
（

態
度

）
早

期
体

験
学

習
・

銚
子

学 医
療

専
門

職
連

携
導

入
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

５
）

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

と
情

報
共

有
の

重
要

性
を

理
解

し
、

チ
ー

ム
の

一
員

と
し

て
の

役
割

を
積

極
的

に
果

た
す

よ
う

に
努

め
る

。
（

知
識

・
態

度
）

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医

療
専

門
職

連
携

導
入

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

（
５

）
自

己
研

鑽
と

次
世

代
を

担
う

人
材

の
育

成
【

①
学

習
の

在
り

方
】

１
）

医
療

・
福

祉
・

医
薬

品
に

関
わ

る
問

題
、

社
会

的
動

向
、

科
学

の
進

歩
に

常
に

目
を

向
け

、
自

ら
課

題
を

見
出

し
、

解
決

に
向

け
て

努
力

す
る

。
（
態
度
）

薬
学

入
門

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
講

義
、

国
内

外
の
教
科
書
・
論
文
、
検
索
情
報
等
の
内
容
に
つ
い
て
、

重
要

事
項

や
問

題
点

を
抽

出
で

き
る

。
（

技
能

）
薬

学
入

門
薬

物
治

療
学

Ⅰ
　

３
）

必
要

な
情

報
を

的
確
に
収
集
し
、
信
憑
性
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
。
（

知
識

・
技

能
）

薬
物

治
療

学
Ⅰ

　
４

）
得

ら
れ

た
情

報
を
論
理
的
に
統
合
・
整
理
し
、
自
ら
の
考
え
と
と
も
に

分
か

り
や

す
く

表
現

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
学

入
門

薬
物

治
療

学
Ⅰ

５
）

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
情

報
が

持
つ

意
味

・
特

徴
を

知
り

、
情

報
倫

理
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
配

慮
し

て
活

用
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

情
報

処
理

入
門

薬
学

入
門

【
②

薬
学

教
育

の
概

要
】

　
１

）
「

薬
剤

師
と

し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資
質
」
に
つ
い
て
、
具
体
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
薬

学
が

総
合

科
学
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
薬
剤
師
の
役
割
と
学
習
内

容
を

関
連

づ
け

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬

学
入

門
薬
事
関
係
法
規

【
③

生
涯

学
習

】

　
１

）
生

涯
に

わ
た

っ
て
自
ら
学
習
す
る
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
意
義
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

薬
物

治
療

学
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
生

涯
に

わ
た

っ
て
継
続
的
に
学
習
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
収
集
で

き
る

。
（

技
能

）
薬
事
関
係
法
規

【
④

次
世

代
を

担
う

人
材

の
育

成
】

　
１

）
薬

剤
師

の
使

命
に
後
輩
等
の
育
成
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
識
し
、
ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
な

る
よ

う
に

努
め

る
。

（
態

度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
後

輩
等

へ
の

適
切
な
指
導
を
実
践
す
る
。
（
技
能
・
態
度
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

Ｂ
　

薬
学

と
社

会
（

１
）

人
と

社
会

に
関

わ
る

薬
剤

師
　

１
）

人
の

行
動

が
ど

の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
人

・
社

会
が

医
薬
品
に
対
し
て
抱
く
考
え
方
や
思
い
の
多
様
性
に
つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

薬
学

入
門

　
３

）
人

・
社

会
の

視
点
か
ら
薬
剤
師
を
取
り
巻
く
様
々
な
仕
組
み
と
規
制
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

薬
学

入
門

　
４

）
薬

剤
師

が
倫

理
規
範
や
法
令
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
討
議
す

る
。

（
態

度
）

薬
事
関
係
法
規

　
５

）
倫

理
規

範
や

法
令
に
則
し
た
行
動
を
取
る
。
（
態
度
）

医
療
人
の
あ
り
方

薬
事
関
係
法
規

（
２

）
薬

剤
師

と
医

薬
品

等
に

係
る

法
規

範
【

①
薬

剤
師

の
社

会
的

位
置

づ
け

と
責

任
に

係
る

法
規

範
】

　
１

）
薬

剤
師

に
関

わ
る
法
令
と
そ
の
構
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
薬

剤
師

免
許

に
関
す
る
薬
剤
師
法
の
規
定
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
薬

剤
師

の
任

務
や
業
務
に
関
す
る
薬
剤
師
法
の
規
定
と
そ
の
意
義
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
４

）
薬

剤
師

以
外

の
医
療
職
種
の
任
務
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
概

説
で

き
る

。
微

生
物

学
薬
事
関
係
法
規

　
５

）
医

療
の

理
念

と
医
療
の
担
い
手
の
責
務
に
関
す
る
医
療
法
の
規
定
と
そ

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

　
６

）
医

療
提

供
体

制
に
関
す
る
医
療
法
の
規
定
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
７

）
個

人
情

報
の

取
扱
い
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
８

）
薬

剤
師

の
刑

事
責
任
、
民
事
責
任
（
製
造
物
責
任
を
含
む
）
に
つ
い
て

概
説

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

【
②

医
薬

品
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
に

係
る

法
規

範
】

１
）

「
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
の

目
的

及
び

医
薬

品
等

（
医

薬
品

（
薬

局
医
薬
品

、
要
指

導
医
薬

品
、
一

般
用

医
薬

品
）

、
医

薬
部

外
品

、
化

粧
品

、
医

療
機

器
、

再
生

医
療

等
製

品
）

の
定

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
化

粧
品

概
論

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
医

薬
品

の
開

発
か
ら
承
認
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
法
規
範
に
つ
い
て
概
説

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
治

験
の

意
義

と
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
４

）
医

薬
品

等
の

製
造
販
売
及
び
製
造
に
係
る
法
規
範
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
製

造
販

売
後

調
査
制
度
及
び
製
造
販
売
後
安
全
対
策
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

　
６

）
薬

局
、

医
薬

品
販
売
業
及
び
医
療
機
器
販
売
業
に
係
る
法
規
範
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

７
）

医
薬

品
等

の
取

扱
い

に
関

す
る

「
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
の

規
定

に
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

化
粧

品
概

論
薬
事
関
係
法
規

　
８

）
日

本
薬

局
方

の
意
義
と
構
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

　
９

）
生

物
由

来
製

品
の
取
扱
い
と
血
液
供
給
体
制
に
係
る
法
規
範
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
10
）

健
康

被
害

救
済
制
度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
11
）

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
必
要
性
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

【
③

特
別

な
管

理
を

要
す

る
薬

物
等

に
係

る
法

規
範

】
　

１
）

麻
薬

、
向

精
神

薬
、
覚
醒
剤
原
料
等
の
取
扱
い
に
係
る
規
定
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
覚

醒
剤

、
大

麻
、
あ
へ
ん
、
指
定
薬
物
等
の
乱
用
防
止
規
制
に
つ
い
て

概
説

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
毒

物
劇

物
の

取
扱
い
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

（
３

）
社

会
保

障
制

度
と

医
療

経
済

【
①

医
療

、
福

祉
、

介
護

の
制

度
】

　
１

）
日

本
の

社
会

保
障
制
度
の
枠
組
み
と
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

　
２

）
医

療
保

険
制

度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

　
３

）
療

養
担

当
規

則
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
４

）
公

費
負

担
医

療
制
度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
５

）
介

護
保

険
制

度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

　
６

）
薬

価
基

準
制

度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
７

）
調

剤
報

酬
、

診
療
報
酬
及
び
介
護
報
酬
の
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

【
②

医
薬

品
と

医
療

の
経

済
性

】
　

１
）

医
薬

品
の

市
場

の
特
徴
と
流
通
の
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
国

民
医

療
費

の
動
向
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
後

発
医

薬
品

と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

　
４

）
薬

物
療

法
の

経
済
評
価
手
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

（
４

）
地

域
に

お
け

る
薬

局
と

薬
剤

師
【

①
地

域
に

お
け

る
薬

局
の

役
割

】
　

１
）

地
域

に
お

け
る

薬
局
の
機
能
と
業
務
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
医

薬
分

業
の

意
義
と
動
向
を
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
か

か
り

つ
け

薬
局
・
薬
剤
師
に
よ
る
薬
学
的
管
理
の
意
義
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

　
４

）
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
薬
局
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

　
５

）
災

害
時

の
薬

局
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

救
急
・
災
害
薬
学

　
６

）
医

療
費

の
適

正
化
に
薬
局
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

【
②

地
域

に
お

け
る

保
健

、
医

療
、

福
祉

の
連

携
体

制
と

薬
剤

師
】

　
１

）
地

域
包

括
ケ

ア
の
理
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

　
２

）
在

宅
医

療
及

び
居
宅
介
護
に
お
け
る
薬
局
と
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

　
３

）
学

校
薬

剤
師

の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
実
習

薬
事
関
係
法
規

　
４

）
地

域
の

保
健

、
医
療
、
福
祉
に
お
い
て
利
用
可
能
な
社
会
資
源
に
つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

　
５

）
地

域
か

ら
求

め
ら
れ
る
医
療
提
供
施
設
、
福
祉
施
設
及
び
行
政
と
の
連

携
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬
事
関
係
法
規

Ｃ
　

薬
学

基
礎

C
1
　

物
質

の
物

理
的

性
質

（
１

）
物

質
の

構
造

【
①

化
学

結
合

】
　

１
）

化
学

結
合

の
様

式
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

２
）

分
子

軌
道

の
基

本
概
念
お
よ
び
軌
道
の
混
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

３
）

共
役

や
共

鳴
の

概
念
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
【

②
分

子
間

相
互

作
用

】
　

１
）

フ
ァ

ン
デ

ル
ワ

ー
ル
ス
力
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
２

）
静

電
相

互
作

用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
双

極
子

間
相

互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

　
４

）
分

散
力

に
つ

い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

５
）

水
素

結
合

に
つ

い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

６
）

電
荷

移
動

相
互

作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

７
）

疎
水

性
相

互
作

用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

【
③

原
子

・
分

子
の

挙
動

】
　

１
）

電
磁

波
の

性
質

お
よ
び
物
質
と
の
相
互
作
用
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

２
）

分
子

の
振

動
、

回
転
、
電
子
遷
移
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

　
３

）
電

子
や

核
の

ス
ピ
ン
と
そ
の
磁
気
共
鳴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

　
４

）
光

の
屈

折
、

偏
光
、
お
よ
び
旋
光
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
学

基
礎

実
習

　
５

）
光

の
散

乱
お

よ
び
干
渉
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

６
）

結
晶

構
造

と
回

折
現
象
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
【

④
放

射
線

と
放

射
能

】
　

１
）

原
子

の
構

造
と

放
射
壊
変
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

放
射

化
学

　
２

）
電

離
放

射
線

の
種
類
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
性
質
お
よ
び
物
質
と
の
相

互
作

用
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
基

礎
放

射
化

学
　

３
）

代
表

的
な

放
射

性
核
種
の
物
理
的
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

放
射

化
学

応
用
放
射
化
学

　
４

）
核

反
応

お
よ

び
放
射
平
衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

放
射

化
学

　
５

）
放

射
線

測
定

の
原
理
と
利
用
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

基
礎

放
射

化
学

（
２

）
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

平
衡

【
①

気
体

の
微

視
的

状
態

と
巨

視
的

状
態

】
　

１
）

フ
ァ

ン
デ

ル
ワ

ー
ル
ス
の
状
態
方
程
式
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

２
）

気
体

の
分

子
運

動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

　
３

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
量
子
化
と
ボ
ル
ツ
マ
ン
分
布
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

【
②

エ
ネ

ル
ギ

ー
】

　
１

）
熱

力
学

に
お

け
る
系
、
外
界
、
境
界
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

　
２

）
熱

力
学

第
一

法
則
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

　
３

）
状

態
関

数
と

経
路
関
数
の
違
い
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

　
４

）
定

圧
過

程
、

定
容
過
程
、
等
温
過
程
、
断
熱
過
程
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

５
）

定
容

熱
容

量
お

よ
び
定
圧
熱
容
量
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

６
）

エ
ン

タ
ル

ピ
ー

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

７
）

化
学

変
化

に
伴

う
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
変
化
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
【

③
自

発
的

な
変

化
】

　
１

）
エ

ン
ト

ロ
ピ

ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

２
）

熱
力

学
第

二
法

則
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

３
）

熱
力

学
第

三
法

則
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

４
）

ギ
ブ

ズ
エ

ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

５
）

熱
力

学
関

数
を

使
い
、
自
発
的
な
変
化
の
方
向
と
程
度
を
予
測
で
き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

【
④

化
学

平
衡

の
原

理
】

　
１

）
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
化
学
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

２
）

ギ
ブ

ズ
エ

ネ
ル

ギ
ー
と
平
衡
定
数
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

　
３

）
平

衡
定

数
に

及
ぼ
す
圧
力
お
よ
び
温
度
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

　
４

）
共

役
反

応
の

原
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
【

⑤
相

平
衡

】
　

１
）

相
変

化
に

伴
う

熱
の
移
動
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

２
）

相
平

衡
と

相
律

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

３
）

状
態

図
に

つ
い

て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
【

⑥
溶

液
の

性
質

】
　

１
）

希
薄

溶
液

の
束

一
的
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
２

）
活

量
と

活
量

係
数
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

３
）

電
解

質
溶

液
の

電
気
伝
導
率
お
よ
び
モ
ル
伝
導
率
の
濃
度
に
よ
る
変
化

を
説

明
で

き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

  
４

）
イ

オ
ン

強
度

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
【

⑦
電

気
化

学
】

　
１

）
起

電
力

と
ギ

ブ
ズ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

２
）

電
極

電
位

（
酸

化
還
元
電
位
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
（

３
）

物
質

の
変

化
【

①
反

応
速

度
】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
反

応
次

数
と

速
度
定
数
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

２
）

微
分

型
速

度
式

を
積
分
型
速
度
式
に
変
換
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

３
）

代
表

的
な

反
応

次
数
の
決
定
法
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

４
）

代
表

的
な

(擬
)一

次
反
応
の
反
応
速
度
を
測
定
し
、
速
度
定
数
を
求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

５
）

代
表

的
な

複
合

反
応
（
可
逆
反
応
、
平
行
反
応
、
連
続
反
応
な
ど
）
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

６
）

反
応

速
度

と
温

度
と
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

７
）

代
表

的
な

触
媒

反
応
（
酸
・
塩
基
触
媒
反
応
、
酵
素
反
応
な
ど
）
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
C
2
　

化
学

物
質

の
分

析
（

１
）

分
析

の
基

礎
【

①
分

析
の

基
本

】
　

１
）

分
析

に
用

い
る

器
具
を
正
し
く
使
用
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
学

基
礎

実
習

物
理

系
薬

学
実

習
衛
生
薬
学
実
習

  
２

）
測

定
値

を
適

切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

基
礎

薬
学

物
理

薬
学

基
礎

実
習

薬
品

分
析

学
Ⅱ

物
理

系
薬

学
実

習
　

３
）

分
析

法
の

バ
リ

デ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

（
２

）
溶

液
中

の
化

学
平

衡
【

①
酸

・
塩

基
平

衡
】

　
１

）
酸

・
塩

基
平

衡
の
概
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

薬
学

基
礎

実
習

薬
品

分
析

学
Ⅱ

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

　
２

）
pH
 お

よ
び

解
離

定
数
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

基
礎

薬
学

物
理

薬
学

基
礎

実
習

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

　
３

）
溶

液
の

 p
H 
を

測
定
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
学

基
礎

実
習

物
理

系
薬

学
実

習

　
４

）
緩

衝
作

用
や

緩
衝
液
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
薬

学
理

薬
学

基
礎

実
習

【
②

各
種

の
化

学
平

衡
】

　
１

）
錯

体
・

キ
レ

ー
ト
生
成
平
衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
２

）
沈

殿
平

衡
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
３

）
酸

化
還

元
平

衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
４

）
分

配
平

衡
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
学

物
理

（
３

）
化

学
物

質
の

定
性

分
析

・
定

量
分

析
【

①
定

性
分

析
】

  
１

）
代

表
的

な
無

機
イ
オ
ン
の
定
性
反
応
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
２

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
確
認
試
験
を
列
挙
し
、
そ
の

内
容

を
説

明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅱ
化

学
系

薬
学

実
習

Ⅱ
【

②
定

量
分

析
（

容
量

分
析

・
重

量
分

析
）

】

　
１

）
中

和
滴

定
（

非
水
滴
定
を
含
む
）
の
原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を

説
明

で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
学

基
礎

実
習

薬
品

分
析

学
Ⅱ

物
理

系
薬

学
実

習

　
２

）
キ

レ
ー

ト
滴

定
の
原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

物
理

系
薬

学
実

習
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
３

）
沈

殿
滴

定
の

原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
４

）
酸

化
還

元
滴

定
の
原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
実
習

　
５

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
容
量
分
析
を
実
施
で
き
る
。

（
知

識
・

技
能

）
薬

品
分

析
学

Ⅱ
物

理
系

薬
学

実
習

　
６

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
純
度
試
験
を
列
挙
し
、
そ
の
内
容
を
説

明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅱ
  
７

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
重
量
分
析
法
の
原
理
お
よ
び
操
作
法
を
説
明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅰ
（

４
）

機
器

を
用

い
る

分
析

法
【

①
分

光
分

析
法

】

　
１

）
紫

外
可

視
吸

光
度
測
定
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
実
習

　
２

）
蛍

光
光

度
法

の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
３

）
赤

外
吸

収
（

IR
）
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明

で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

４
）

原
子

吸
光

光
度

法
、

誘
導

結
合

プ
ラ

ズ
マ

（
I
CP

）
発

光
分

光
分

析
法

お
よ

び
IC
P

質
量

分
析

法
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
５

）
旋

光
度

測
定

法
（
旋
光
分
散
）
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅰ
　

６
）

分
光

分
析

法
を

用
い
て
、
日
本
薬
局
方
収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
分

析
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

物
理

系
薬

学
実

習
【

②
核

磁
気

共
鳴

（
N
M
R
）

ス
ペ

ク
ト

ル
測

定
法

】
　

１
）

核
磁

気
共

鳴
（

NM
R
）
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例

を
説

明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅰ
【

③
質

量
分

析
法

】
  
１

）
質

量
分

析
法

の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

【
④

Ｘ
線

分
析

法
】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

  
１

）
Ｘ

線
結

晶
解

析
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
概
説
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

２
）

粉
末

Ｘ
線

回
折

測
定
法
の
原
理
と
利
用
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
【

⑤
熱

分
析

】
　

１
）

熱
重

量
測

定
法

の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

　
２

）
示

差
熱

分
析

法
お
よ
び
示
差
走
査
熱
量
測
定
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅰ
（

５
）

分
離

分
析

法
【

①
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

】

　
１

）
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ
ィ
ー
の
分
離
機
構
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

物
理

系
薬

学
実

習
　

２
）

薄
層

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ
フ
ィ
ー
の
特
徴
と
代
表
的
な
検
出
法
を
説
明
で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
３

）
液

体
ク

ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
特
徴
と
代
表
的
な
検
出
法
を
説
明
で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

物
理

系
薬

学
実

習

　
４

）
ガ

ス
ク

ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
特
徴
と
代
表
的
な
検
出
法
を
説
明
で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

物
理

系
薬

学
実

習

　
５

）
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ
ィ
ー
を
用
い
て
試
料
を
定
性
・
定
量
で
き
る
。
（
知

識
・

技
能

）
薬

品
分

析
学

Ⅱ
物

理
系

薬
学

実
習

【
②

電
気

泳
動

法
】

　
１

）
電

気
泳

動
法

の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

（
６

）
臨

床
現

場
で

用
い

る
分

析
技

術
【

①
分

析
の

準
備

】
　

１
）

分
析

目
的

に
即

し
た
試
料
の
前
処
理
法
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
２

）
臨

床
分

析
に

お
け
る
精
度
管
理
お
よ
び
標
準
物
質
の
意
義
を
説
明
で
き

る
。

基
礎

薬
学

物
理

【
②

分
析

技
術

】
　

１
）

臨
床

分
析

で
用

い
ら
れ
る
代
表
的
な
分
析
法
を
列
挙
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

応
用
放
射
化
学

　
２

）
免

疫
化

学
的

測
定
法
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

放
射

化
学

応
用
放
射
化
学

　
３

）
酵

素
を

用
い

た
代
表
的
な
分
析
法
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
応
用
放
射
化
学

　
４

）
代

表
的

な
ド

ラ
イ
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

応
用
放
射
化
学

　
５

）
代

表
的

な
画

像
診
断
技
術
（
X
線
検
査
、
M
RI

、
超
音
波
、
内
視
鏡
検
査

、
核

医
学

検
査

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
臨
床
生
理
・
診
断
学

応
用
放
射
化
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

C
3
 
 
化

学
物

質
の

性
質

と
反

応
（

１
）

化
学

物
質

の
基

本
的

性
質

【
①

基
本

事
項

】

　
１

）
代

表
的

な
化

合
物
を
 
IU

P
AC

 規
則
に
基
づ
い
て
命
名
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

　
２

）
薬

学
領

域
で

用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
化
合
物
を
慣
用
名
で
記
述
で
き
る

。
基

礎
化

学
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅳ

  
３

）
基

本
的

な
化

合
物
を
、
ル
イ
ス
構
造
式
で
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
４

）
有

機
化

合
物

の
性
質
と
共
鳴
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

　
５

）
ル

イ
ス

酸
・

塩
基
、
ブ
レ
ン
ス
テ
ッ
ド
酸
・
塩
基
を
定
義
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
６

）
基

本
的

な
有

機
反
応
（
置
換
、
付
加
、
脱
離
）
の
特
徴
を
理
解
し
、

分
類

で
き

る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
７

）
炭

素
原

子
を

含
む
反
応
中
間
体
（
カ
ル
ボ
カ
チ
オ
ン
、
カ
ル
ボ
ア
ニ

オ
ン

、
ラ

ジ
カ

ル
）

の
構

造
と

性
質

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

　
８

）
反

応
の

過
程

を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
図
を
用
い
て
説
明
で
き
る
。

有
機

化
学

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
９

）
基

本
的

な
有

機
反
応
機
構
を
、
電
子
の
動
き
を
示
す
矢
印
を
用
い
て

表
す

こ
と

が
で

き
る

。
(技

能
)

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
【

②
有

機
化

合
物

の
立

体
構

造
】

　
１

）
構

造
異

性
体

と
立
体
異
性
体
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
２

）
キ

ラ
リ

テ
ィ

ー
と
光
学
活
性
の
関
係
を
概
説
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
３

）
エ

ナ
ン

チ
オ

マ
ー
と
ジ
ア
ス
テ
レ
オ
マ
ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
４

）
ラ

セ
ミ

体
と

メ
ソ
体
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

　
５

）
絶

対
配

置
の

表
示
法
を
説
明
し
、
キ
ラ
ル
化
合
物
の
構
造
を
書
く
こ
と

が
で

き
る

。
(知

識
、

技
能

)
基

礎
化

学
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
６

）
炭

素
―

炭
素

二
重
結
合
の
立
体
異
性
（
ci

s
, 

t
ra

ns
 
な
ら
び
に
 E
,Z
 異

性
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

  
７

）
フ

ィ
ッ

シ
ャ

ー
投
影
式
と
ニ
ュ
ー
マ
ン
投
影
式
を
用
い
て
有
機
化
合

物
の

構
造

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

(技
能

)
基

礎
化

学
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

　
８

）
エ

タ
ン

、
ブ

タ
ン
の
立
体
配
座
と
そ
の
安
定
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
基

礎
化

学
有

機
化

学
Ⅰ

（
２

）
有

機
化

合
物

の
基

本
骨

格
の

構
造

と
反

応
【

①
ア

ル
カ

ン
】

　
１

）
ア

ル
カ

ン
の

基
本
的
な
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ

  
２

）
ア

ル
カ

ン
の

構
造
異
性
体
を
図
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(技

能
)

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ

  
３

）
シ

ク
ロ

ア
ル

カ
ン
の
環
の
ひ
ず
み
を
決
定
す
る
要
因
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
  
４

）
シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン
の
い
す
形
配
座
に
お
け
る
水
素
の
結
合
方
向
（
ア

キ
シ

ア
ル

、
エ

ク
ア

ト
リ

ア
ル

）
を

図
示

　
　

　
で

き
る

。
(技

能
)

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

　
５

）
置

換
シ

ク
ロ

ヘ
キ
サ
ン
の
安
定
な
立
体
配
座
を
決
定
す
る
要
因
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
基

礎
化

学
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

【
②

ア
ル

ケ
ン

・
ア

ル
キ

ン
】

　
１

）
ア

ル
ケ

ン
へ

の
代
表
的
な
付
加
反
応
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
を
説
明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
  
２

）
ア

ル
ケ

ン
の

代
表
的
な
酸
化
、
還
元
反
応
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
を

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
３

）
ア

ル
キ

ン
の

代
表
的
な
反
応
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
を
説
明
で
き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
【

③
芳

香
族

化
合

物
】

  
１

）
代

表
的

な
芳

香
族
炭
化
水
素
化
合
物
の
性
質
と
反
応
性
を
説
明
で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
２

）
芳

香
族

性
の

概
念
を
説
明
で
き
る
。

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
３

）
芳

香
族

炭
化

水
素
化
合
物
の
求
電
子
置
換
反
応
の
反
応
性
、
配
向
性

、
置

換
基

の
効

果
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
  
４

）
代

表
的

な
芳

香
族
複
素
環
化
合
物
の
性
質
を
芳
香
族
性
と
関
連
づ
け

て
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

　
５

）
代

表
的

な
芳

香
族
複
素
環
の
求
電
子
置
換
反
応
の
反
応
性
、
配
向
性
、

置
換

基
の

効
果

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
（

３
）

官
能

基
の

性
質

と
反

応
【

①
概

説
】

　
１

）
代

表
的

な
官

能
基
を
列
挙
し
、
性
質
を
説
明
で
き
る
。

有
機

化
学

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
  
２

）
官

能
基

の
性

質
を
利
用
し
た
分
離
精
製
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

有
機

化
学

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅱ

【
②

有
機

ハ
ロ

ゲ
ン

化
合

物
】

　
１

）
有

機
ハ

ロ
ゲ

ン
化
合
物
の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で

き
る

。
薬

学
基

礎
実

習
有

機
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
２

）
求

核
置

換
反

応
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

　
３

）
脱

離
反

応
の

特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

【
③

ア
ル

コ
ー

ル
･
フ

ェ
ノ

ー
ル

･
エ

ー
テ

ル
】

　
１

）
ア

ル
コ

ー
ル

、
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、

説
明

で
き

る
。

基
礎

化
学

薬
学

基
礎

実
習

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
２

）
エ

ー
テ

ル
類

の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

【
④

ア
ル

デ
ヒ

ド
・

ケ
ト

ン
・

カ
ル

ボ
ン

酸
・

カ
ル

ボ
ン

酸
誘

導
体

】

　
１

）
ア

ル
デ

ヒ
ド

類
お
よ
び
ケ
ト
ン
類
の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し

、
説

明
で

き
る

。
基

礎
化

学
有

機
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
２

）
カ

ル
ボ

ン
酸

の
基
本
的
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

　
３

）
カ

ル
ボ

ン
酸

誘
導
体
（
酸
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
、
酸
無
水
物
、
エ
ス
テ
ル
、

ア
ミ

ド
）

の
基

本
的

性
質

と
反

応
を

　
　

　
列

挙
し

、
説

明
で
き
る
。

基
礎

化
学

薬
学

基
礎

実
習

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

【
⑤

ア
ミ

ン
】

　
１

）
ア

ミ
ン

類
の

基
本
的
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

【
⑥

電
子

効
果

】
　

１
）

官
能

基
が

及
ぼ

す
電
子
効
果
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

【
⑦

酸
性

度
・

塩
基

性
度

】
　

１
）

ア
ル

コ
ー

ル
、

フ
ェ
ノ
ー
ル
、
カ
ル
ボ
ン
酸
、
炭
素
酸
な
ど
の
酸
性
度

を
比

較
し

て
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
  
２

）
含

窒
素

化
合

物
の
塩
基
性
度
を
比
較
し
て
説
明
で
き
る
。

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

（
４

）
化

学
物

質
の

構
造

決
定
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
①

核
磁

気
共

鳴
（

N
M
R
）

】

　
１

）
1 H
 お

よ
び

 1
3
C 

NM
R 

ス
ペ
ク
ト
ル
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
を
概
説
で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
学

基
礎

実
習

化
学

系
薬

学
実

習
Ⅰ

　
２

）
有

機
化

合
物

中
の
代
表
的
プ
ロ
ト
ン
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
化
学
シ

フ
ト

値
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅰ
薬

学
基

礎
実

習
化

学
系

薬
学

実
習

Ⅰ

　
３

）
1 H
 N
M
R 
の

積
分
値
の
意
味
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
学

基
礎

実
習

化
学

系
薬

学
実

習
Ⅰ

　
４

）
1 H
 N
M
R 
シ

グ
ナ
ル
が
近
接
プ
ロ
ト
ン
に
よ
り
分
裂
（
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

）
す

る
基

本
的

な
分

裂
様

式
を

説
明

で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
学

基
礎

実
習

化
学

系
薬

学
実

習
Ⅰ

　
５

）
代

表
的

な
化

合
物
の
部
分
構
造
を
 
1 H
 N

MR
 
か
ら
決
定
で
き
る
。
(技

能
)

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
学

基
礎

実
習

化
学

系
薬

学
実

習
Ⅰ

【
②

赤
外

吸
収

（
I
R
）

】
　

１
）

IR
 ス

ペ
ク

ト
ル

よ
り
得
ら
れ
る
情
報
を
概
説
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

　
２

）
IR
 ス

ペ
ク

ト
ル

上
の
基
本
的
な
官
能
基
の
特
性
吸
収
を
列
挙
し
、

帰
属

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

薬
品

分
析

学
Ⅰ

【
③

質
量

分
析

】
　

１
）

マ
ス

ス
ペ

ク
ト

ル
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
を
概
説
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
２

）
測

定
化

合
物

に
適
し
た
イ
オ
ン
化
法
を
選
択
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
３

）
ピ

ー
ク

の
種

類
（
基
準
ピ
ー
ク
、
分
子
イ
オ
ン
ピ
ー
ク
、
同
位
体
ピ
ー

ク
、

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

ピ
ー

ク
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅱ
　

４
）

代
表

的
な

化
合

物
の
マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル
を
解
析
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
品

分
析

学
Ⅱ

【
④

総
合

演
習

】
　

１
）

代
表

的
な

機
器

分
析
法
を
用
い
て
、
代
表
的
な
化
合
物
の
構
造
決
定
が

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
品

分
析

学
Ⅱ

（
５

）
無

機
化

合
物

・
錯

体
の

構
造

と
性

質
【

①
無

機
化

合
物

・
錯

体
】

　
１

）
代

表
的

な
典

型
元
素
と
遷
移
元
素
を
列
挙
で
き
る
。

基
礎

化
学

　
２

）
代

表
的

な
無

機
酸
化
物
、
オ
キ
ソ
化
合
物
の
名
称
、
構
造
、
性
質
を
列

挙
で

き
る

。
基

礎
化

学

　
３

）
活

性
酸

素
と

窒
素
酸
化
物
の
名
称
、
構
造
、
性
質
を
列
挙
で
き
る
。

基
礎

化
学

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
４

）
代

表
的

な
錯

体
の
名
称
、
構
造
、
基
本
的
な
性
質
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

　
５

）
医

薬
品

と
し

て
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
無
機
化
合
物
、
お
よ
び
錯
体
を

列
挙

で
き

る
。

基
礎

化
学

臨
床
生
理
・
診
断
学

C
4
 
 
生

体
分

子
・

医
薬

品
の

化
学

に
よ

る
理

解
（

１
）

医
薬

品
の

標
的

と
な

る
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

な
性

質
【

①
医

薬
品

の
標

的
と

な
る

生
体

高
分

子
の

化
学

構
造

】
　

１
）

代
表

的
な

生
体

高
分
子
を
構
成
す
る
小
分
子
（
ア
ミ
ノ
酸
、
糖
、
脂
質

、
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
な

ど
）

の
構

造
に

　
　

　
基

づ
く

化
学

的
性
質
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

　
２

）
医

薬
品

の
標

的
と
な
る
生
体
高
分
子
（
タ
ン
パ
ク
質
、
核
酸
な
ど
）
の

立
体

構
造

と
そ

れ
を

規
定

す
る

化
学

　
　

　
結

合
、

相
互

作
用
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
【

②
生

体
内

で
機

能
す

る
小

分
子

】
　

１
）

細
胞

膜
受

容
体

お
よ
び
細
胞
内
（
核
内
）
受
容
体
の
代
表
的
な
内
因
性

リ
ガ

ン
ド

の
構

造
と

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅱ
臨
床
生
理
・
診
断
学

　
２

）
代

表
的

な
補

酵
素
が
酵
素
反
応
で
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
有
機
反
応

機
構

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
活

性
酸

素
、

一
酸
化
窒
素
の
構
造
に
基
づ
く
生
体
内
反
応
を
化
学
的
に

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅳ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
４

）
生

体
内

に
存

在
す
る
代
表
的
な
金
属
イ
オ
ン
お
よ
び
錯
体
の
機
能
を
化

学
的

に
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅱ
（

２
）

生
体

反
応

の
化

学
に

よ
る

理
解

【
①

生
体

内
で

機
能

す
る

リ
ン

、
硫

黄
化

合
物

】
　

１
）

リ
ン

化
合

物
（

リ
ン
酸
誘
導
体
な
ど
）
お
よ
び
硫
黄
化
合
物
（
チ
オ
ー

ル
、

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

、
チ

オ
エ

ス
テ

ル
　

　
　

な
ど

）
の

構
造

と
化
学
的
性
質
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
リ

ン
化

合
物

（
リ
ン
酸
誘
導
体
な
ど
）
お
よ
び
硫
黄
化
合
物
（
チ
オ
ー

ル
、

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

、
チ

オ
エ

ス
テ

ル
　

　
　

な
ど

）
の

生
体

内
で
の
機
能
を
化
学
的
性
質
に
基
づ
き
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
②

酵
素

阻
害

剤
と

作
用

様
式

】

　
１

）
不

可
逆

的
酵

素
阻
害
薬
の
作
用
を
酵
素
の
反
応
機
構
に
基
づ
い
て
説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
２

）
基

質
ア

ナ
ロ

グ
が
競
合
阻
害
薬
と
な
る
こ
と
を
酵
素
の
反
応
機
構
に
基

づ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
３

）
遷

移
状

態
ア

ナ
ロ
グ
が
競
合
阻
害
薬
と
な
る
こ
と
を
酵
素
の
反
応
機
構

に
基

づ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

【
③

受
容

体
の

ア
ゴ

ニ
ス

ト
お

よ
び

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ス

ト
】

　
１

）
代

表
的

な
受

容
体
の
ア
ゴ
ニ
ス
ト
（
作
用
薬
、
作
動
薬
、
刺
激
薬
）
と

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ス

ト
（

拮
抗

薬
、

遮
断

薬
）

　
　

　
と

の
相

違
点

に
つ
い
て
、
内
因
性
リ
ガ
ン
ド
の
構
造
と
比
較
し
て
説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

　
２

）
低

分
子

内
因

性
リ
ガ
ン
ド
誘
導
体
が
医
薬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

理
由

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅱ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
④

生
体

内
で

起
こ

る
有

機
反

応
】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
代

表
的

な
生

体
分
子
（
脂
肪
酸
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
）
の
代
謝
反

応
を

有
機

化
学

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ
　

２
）

異
物

代
謝

の
反

応
（
発
が
ん
性
物
質
の
代
謝
的
活
性
化
な
ど
）
を
有
機

化
学

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅳ

（
３

）
医

薬
品

の
化

学
構

造
と

性
質

、
作

用
【

①
医

薬
品

と
生

体
分

子
の

相
互

作
用

】
　

１
）

医
薬

品
と

生
体

分
子
と
の
相
互
作
用
を
化
学
的
な
観
点
（
結
合
親
和
性

と
自

由
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
化

、
電

子
効

果
、

　
　

　
立

体
効

果
な

ど
）
か
ら
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

【
②

医
薬

品
の

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

】
　

１
）

医
薬

品
の

構
造

か
ら
そ
の
物
理
化
学
的
性
質
（
酸
性
、
塩
基
性
、
疎
水

性
、

親
水

性
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
２

）
プ

ロ
ド

ラ
ッ

グ
な
ど
の
薬
物
動
態
を
考
慮
し
た
医
薬
品
の
化
学
構
造
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

【
③

医
薬

品
の

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
】

　
１

）
代

表
的

な
医

薬
品
の
フ
ァ
ー
マ
コ
フ
ォ
ア
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

　
２

）
バ

イ
オ

ア
イ

ソ
ス
タ
ー
（
生
物
学
的
等
価
体
）
に
つ
い
て
、
代
表
的
な

例
を

挙
げ

て
概

説
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
　

３
）

医
薬

品
に

含
ま

れ
る
代
表
的
な
複
素
環
を
構
造
に
基
づ
い
て
分
類
し
、

医
薬

品
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

と
し

て
の

性
質

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

【
④

酵
素

に
作

用
す

る
医

薬
品

の
構

造
と

性
質

】
　

１
）

ヌ
ク

レ
オ

シ
ド

お
よ
び
核
酸
塩
基
ア
ナ
ロ
グ
を
有
す
る
代
表
的
医
薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
フ

ェ
ニ

ル
酢

酸
、
フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
構
造
な
ど
を
も
つ
代
表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

　
　

　
性

質
に

つ
い

て
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

　
３

）
ス

ル
ホ

ン
ア

ミ
ド
構
造
を
も
つ
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
４

）
キ

ノ
ロ

ン
骨

格
を
も
つ
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
５

）
β

-ラ
ク

タ
ム

構
造
を
も
つ
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
６

）
ペ

プ
チ

ド
ア

ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

【
⑤

受
容

体
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

　
１

）
カ

テ
コ

ー
ル

ア
ミ
ン
骨
格
を
有
す
る
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
　

２
）

ア
セ

チ
ル

コ
リ

ン
ア
ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
　

３
）

ス
テ

ロ
イ

ド
ア

ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
４

）
ベ

ン
ゾ

ジ
ア

ゼ
ピ
ン
骨
格
お
よ
び
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
骨
格
を
有
す
る
代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

　
　

　
基

づ
く

性
質

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

　
５

）
オ

ピ
オ

イ
ド

ア
ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

【
⑥

D
N
A
 
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

　
１

）
DN
Aと

結
合

す
る

医
薬
品
（
ア
ル
キ
ル
化
剤
、
シ
ス
プ
ラ
チ
ン
類
）

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
化

学
構

造
と

反
応

機
構

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
DN
Aに

イ
ン

タ
ー

カ
レ
ー
ト
す
る
医
薬
品
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
構

造
上

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
DN
A鎖

を
切

断
す

る
医
薬
品
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
構
造
上
の
特
徴

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
⑦

イ
オ

ン
チ

ャ
ネ

ル
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

　
１

）
イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル
に
作
用
す
る
医
薬
品
の
代
表
的
な
基
本
構
造
（
ジ
ヒ

ド
ロ

ピ
リ

ジ
ン

な
ど

）
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅱ
C
5
 
 
自

然
が

生
み

出
す

薬
物

（
１

）
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
【

①
薬

用
植

物
】

　
１

）
代

表
的

な
薬

用
植
物
の
学
名
、
薬
用
部
位
、
薬
効
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と

が
で

き
る

。
生

薬
学

　
２

）
代

表
的

な
薬

用
植
物
を
外
部
形
態
か
ら
説
明
し
、
区
別
で
き
る
。
（
知

識
、

技
能

）
生

薬
学

　
３

）
植

物
の

主
な

内
部
形
態
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
薬

学
　

４
）

法
律

に
よ

っ
て

取
り
扱
い
が
規
制
さ
れ
て
い
る
植
物
（
ケ
シ
、
ア
サ
）

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

生
薬

学
【

②
生

薬
の

基
原

】
　

１
）

日
本

薬
局

方
収

載
の
代
表
的
な
生
薬
（
植
物
、
動
物
、
藻
類
、
菌
類
由

来
）

を
列

挙
し

、
そ

の
基

原
、

薬
用

部
位

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

生
薬

学

【
③

生
薬

の
用

途
】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
生
薬
（
植
物
、
動
物
、
藻
類
、
菌
類
、

鉱
物

由
来

）
の

薬
効

、
成

分
、

用
途

な
ど

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

生
薬

学

　
２

）
副

作
用

や
使

用
上
の
注
意
が
必
要
な
代
表
的
な
生
薬
を
列
挙
し
、
説
明

で
き

る
。

生
薬

学
【

④
生

薬
の

同
定

と
品

質
評

価
】

  
１

）
生

薬
の

同
定

と
品
質
評
価
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
薬

学
化

学
系

薬
学

実
習

Ⅱ

　
２

）
日

本
薬

局
方

の
生
薬
総
則
お
よ
び
生
薬
試
験
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
生

薬
学

化
学

系
薬

学
実

習
Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
生

薬
を
鑑
別
で
き
る
。
（
技
能
）

生
薬

学
化

学
系

薬
学

実
習

Ⅱ

　
４

）
代

表
的

な
生

薬
の
確
認
試
験
を
説
明
で
き
る
。

生
薬

学
化

学
系

薬
学

実
習

Ⅱ
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デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
代

表
的

な
生

薬
の
純
度
試
験
を
説
明
で
き
る
。

生
薬

学
化

学
系

薬
学

実
習

Ⅱ
（

２
）

薬
の

宝
庫

と
し

て
の

天
然

物
【

①
生

薬
由

来
の

生
物

活
性

物
質

の
構

造
と

作
用

】
  
１

）
生

薬
由

来
の

代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を
化
学
構
造
に
基
づ
い
て
分

類
し

、
そ

れ
ら

の
生

合
成

経
路

を
概

説
で

き
る

。
生

薬
学

　
２

）
脂

質
や

糖
質

に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を

列
挙

し
、

そ
の

作
用

を
説

明
で

き
る

。
生

薬
学

　
３

）
芳

香
族

化
合

物
に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

生
薬

学
　

４
）

テ
ル

ペ
ノ

イ
ド

、
ス
テ
ロ
イ
ド
に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
生

薬
学

　
５

）
ア

ル
カ

ロ
イ

ド
に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

生
薬

学
衛
生
薬
学
Ⅳ

【
②

微
生

物
由

来
の

生
物

活
性

物
質

の
構

造
と

作
用

】
　

１
）

微
生

物
由

来
の

生
物
活
性
物
質
を
化
学
構
造
に
基
づ
い
て
分
類
で
き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

  
２

）
微

生
物

由
来

の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
作
用
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

【
③

天
然

生
物

活
性

物
質

の
取

扱
い

】

　
１

）
天

然
生

物
活

性
物
質
の
代
表
的
な
抽
出
法
、
分
離
精
製
法
を
概
説
し
、

実
施

で
き

る
。

（
知

識
、

技
能

）
生

薬
学

化
学

系
薬

学
実

習
Ⅱ

【
④

天
然

生
物

活
性

物
質

の
利

用
】

　
１

）
医

薬
品

と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
代
表
的
な
天
然
生
物
活
性
物
質
を
列
挙

し
、

そ
の

用
途

を
説

明
で

き
る

。
生

薬
学

化
学

系
薬

学
実

習
Ⅱ

　
２

）
天

然
生

物
活

性
物
質
を
基
に
化
学
修
飾
等
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
代
表
的

な
医

薬
品

を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
、

リ
ー

ド
　

　
　

化
合

物
を

説
明

で
き
る
。

生
薬

学

　
３

）
農

薬
や

香
粧

品
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
代
表
的
な
天
然
生
物
活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
を

説
明

で
き

る
。

化
粧

品
概

論
生

薬
学

C
6
 
 
生

命
現

象
の

基
礎

（
１

）
細

胞
の

構
造

と
機

能
【

①
細

胞
膜

】

　
１

）
細

胞
膜

を
構

成
す
る
代
表
的
な
生
体
成
分
を
列
挙
し
、
そ
の
機
能
を
分

子
レ

ベ
ル

で
説

明
で

き
る

。
基

礎
生

物
学

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
微

生
物

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
　

２
）

エ
ン

ド
サ

イ
ト

ー
シ
ス
と
エ
キ
ソ
サ
イ
ト
ー
シ
ス
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

基
礎

生
物

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
②

細
胞

小
器

官
】

　
１

）
細

胞
小

器
官

（
核
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
、
小
胞
体
、
リ
ソ
ソ
ー
ム
、
ゴ

ル
ジ

体
、

ペ
ル

オ
キ

シ
ソ

ー
ム

な
ど

）
や

　
　

　
リ

ボ
ソ

ー
ム

の
構
造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
微

生
物

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
【

③
細

胞
骨

格
】

　
１

）
細

胞
骨

格
の

構
造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
微

生
物

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

（
２

）
生

命
現

象
を

担
う

分
子

【
①

脂
質

】
　

１
）

代
表

的
な

脂
質

の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
衛

生
薬

学
Ⅰ

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

【
②

糖
質

】
　

１
）

代
表

的
な

単
糖

、
二
糖
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る

。
基

礎
生

物
学

衛
生

薬
学

Ⅰ
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

　
２

）
代

表
的

な
多

糖
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
衛

生
薬

学
Ⅰ

【
③

ア
ミ

ノ
酸

】
　

１
）

ア
ミ

ノ
酸

を
列

挙
し
、
そ
の
構
造
に
基
づ
い
て
性
質
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

【
④

タ
ン

パ
ク

質
】

　
１

）
タ

ン
パ

ク
質

の
構
造
（
一
次
、
二
次
、
三
次
、
四
次
構
造
）
と
性
質
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

生
物

学
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

【
⑤

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

と
核

酸
】

　
１

）
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
と
核
酸
（
DN

A、
RN

A
）
の
種
類
、
構
造
、
性
質
を
説

明
で

き
る

。
基

礎
生

物
学

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
生

化
学

Ⅱ
分

子
生

物
学

Ⅰ
【

⑥
ビ

タ
ミ

ン
】

　
１

）
代

表
的

な
ビ

タ
ミ
ン
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
【

⑦
微

量
元

素
】

　
１

）
代

表
的

な
必

須
微
量
元
素
の
種
類
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
【

⑧
生

体
分

子
の

定
性

、
定

量
】

　
１

）
脂

質
、

糖
質

、
ア
ミ
ノ
酸
、
タ
ン
パ
ク
質
、
も
し
く
は
核
酸
の
定
性
ま

た
は

定
量

試
験

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）
生

命
薬

学
実

習
Ⅰ

（
３

）
生

命
活

動
を

担
う

タ
ン

パ
ク

質
【

①
タ

ン
パ

ク
質

の
構

造
と

機
能

】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
多

彩
な

機
能

を
も
つ
タ
ン
パ
ク
質
（
酵
素
、
受
容
体
、
シ
グ
ナ
ル
分
子

、
膜

輸
送

体
、

運
搬

・
輸

送
タ

ン
パ

ク
質

、
　

　
　

貯
蔵

タ
ン

パ
ク

質
、
構
造
タ
ン
パ
ク
質
、
接
着
タ
ン
パ
ク
質
、
防
御
タ

ン
パ

ク
質

、
調

節
タ

ン
パ

ク
質

）
を

列
挙

し
　

　
　

概
説

で
き

る
。

基
礎

生
物

学
薬
物
動
態
学
Ⅰ

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

【
②

タ
ン

パ
ク

質
の

成
熟

と
分

解
】

　
１

）
タ

ン
パ

ク
質

の
翻
訳
後
の
成
熟
過
程
（
細
胞
小
器
官
間
の
輸
送
や
翻
訳

後
修

飾
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
タ

ン
パ

ク
質

の
細
胞
内
で
の
分
解
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
③

酵
素

】

  
１

）
酵

素
反

応
の

特
性
と
反
応
速
度
論
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

生
命

薬
学

実
習

Ⅰ
薬
物
動
態
学
Ⅰ

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

　
２

）
酵

素
反

応
に

お
け
る
補
酵
素
、
微
量
金
属
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

　
３

）
代

表
的

な
酵

素
活
性
調
節
機
構
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

  
４

）
酵

素
反

応
速

度
を
測
定
し
、
解
析
で
き
る
。
(
技
能
)

生
命

薬
学

実
習

Ⅰ
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

【
④

酵
素

以
外

の
タ

ン
パ

ク
質

】

　
１

）
膜

輸
送

体
の

種
類
、
構
造
、
機
能
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
２

）
血

漿
リ

ポ
タ

ン
パ
ク
質
の
種
類
、
構
造
、
機
能
を
説
明
で
き
る
。

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

（
４

）
生

命
情

報
を

担
う

遺
伝

子
【

①
概

論
】

　
１

）
遺

伝
情

報
の

保
存
と
発
現
の
流
れ
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
生

化
学

Ⅱ
分

子
生

物
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
DN
A、

遺
伝

子
、

染
色
体
、
ゲ
ノ
ム
と
は
何
か
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
生

化
学

Ⅱ
分

子
生

物
学

Ⅰ
生

命
薬

学
実

習
Ⅰ

【
②

遺
伝

情
報

を
担

う
分

子
】

  
１

）
染

色
体

の
構

造
（
ヌ
ク
レ
オ
ソ
ー
ム
、
ク
ロ
マ
チ
ン
、
セ
ン
ト
ロ
メ

ア
、

テ
ロ

メ
ア

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

生
物

学
生

化
学

Ⅱ
分

子
生

物
学

Ⅰ
生

命
薬

学
実

習
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
遺

伝
子

の
構

造
（
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
、
エ
キ
ソ
ン
、
イ

ン
ト

ロ
ン

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

　
３

）
RN
A 
の

種
類

(
hn

RN
A
、
mR

NA
、
rR

NA
、
tR

NA
 
な
ど
)
と
機
能
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

生
物

学
生

化
学

Ⅱ
分

子
生

物
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
③

遺
伝

子
の

複
製

】

　
１

）
DN
A 
の

複
製

の
過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

【
④

転
写

・
翻

訳
の

過
程

と
調

節
】

　
１

）
DN
A 
か

ら
 R
NA
 へ

の
転
写
の
過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

　
２

）
エ

ピ
ジ

ェ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
な
転
写
制
御
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
転

写
因

子
に

よ
る
転
写
制
御
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

　
４

）
RN
A 
の

プ
ロ

セ
シ
ン
グ
（
キ
ャ
ッ
プ
構
造
、
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
、
sn
RN
P、

ポ
リ

A鎖
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
５

）
RN
A 
か

ら
タ

ン
パ
ク
質
へ
の
翻
訳
の
過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

【
⑤

遺
伝

子
の

変
異

・
修

復
】

　
１

）
DN
A 
の

変
異

と
修
復
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
⑥

組
換

え
 
D
N
A
】

　
１

）
遺

伝
子

工
学

技
術
（
遺
伝
子
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
、
cD

NA
 ク

ロ
ー
ニ
ン
グ

、
PC
R、

組
換

え
タ

ン
パ

ク
質

発
現

法
な

ど
）

　
　

　
を

概
説

で
き

る
。

生
命

薬
学

実
習

Ⅰ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
遺

伝
子

改
変

生
物
（
遺
伝
子
導
入
•欠

損
動
物
、
ク
ロ
ー
ン
動
物
、
遺

伝
子

組
換

え
植

物
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

（
５

）
生

体
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
生

命
活

動
を

支
え

る
代

謝
系

【
①

 
概

論
】

　
１

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝
の
概
要
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅱ

【
②

A
T
P
 
の

産
生

と
糖

質
代

謝
】

　
１

）
解

糖
系

及
び

乳
酸
の
生
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

　
２

）
ク

エ
ン

酸
回

路
(T

C
A 

サ
イ
ク
ル
)に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

　
３

）
電

子
伝

達
系

（
酸
化
的
リ
ン
酸
化
）
と
 A

TP
 
合
成
酵
素
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅰ
　

４
）

グ
リ

コ
ー

ゲ
ン

の
代
謝
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

　
５

）
糖

新
生

に
つ

い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

【
③

脂
質

代
謝

】
　

１
）

脂
肪

酸
の

生
合

成
と
β
酸
化
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

　
２

）
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル
の
生
合
成
と
代
謝
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

【
④

飢
餓

状
態

と
飽

食
状

態
】

　
１

）
飢

餓
状

態
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
（
ケ
ト
ン
体
の
利
用
な
ど
）
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
余

剰
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
蓄
え
る
し
く
み
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

【
⑤

そ
の

他
の

代
謝

系
】

　
１

）
ア

ミ
ノ

酸
分

子
中
の
炭
素
お
よ
び
窒
素
の
代
謝
（
尿
素
回
路
な
ど
）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ
　

２
）

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

の
生
合
成
と
分
解
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

　
３

）
ペ

ン
ト

ー
ス

リ
ン
酸
回
路
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅱ

（
６

）
細

胞
間

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

細
胞

内
情

報
伝

達
【

①
 
概

論
】

　
１

）
細

胞
間

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
情
報
伝
達
様
式
を
説
明
で
き

る
。

機
能

形
態

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
②

細
胞

内
情

報
伝

達
】

　
１

）
細

胞
膜

チ
ャ

ネ
ル
内
蔵
型
受
容
体
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
臨
床
生
理
・
診
断
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
細

胞
膜

受
容

体
か
ら
 
G 

タ
ン
パ
ク
系
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物

治
療

学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
細

胞
膜

受
容

体
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
リ
ン
酸
化
を
介
す
る
細
胞
内
情
報

伝
達

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物

治
療

学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
４

）
細

胞
内

情
報

伝
達
に
お
け
る
セ
カ
ン
ド
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
臨
床
生
理
・
診
断
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
５

）
細

胞
内

（
核

内
）
受
容
体
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

機
能

形
態

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
臨
床
生
理
・
診
断
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
③

細
胞

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】
　

１
）

細
胞

間
の

接
着

構
造
、
主
な
細
胞
接
着
分
子
の
種
類
と
特
徴
を
説
明
で

き
る

。
基

礎
薬

理
学

臨
床
生
理
・
診
断
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
主

な
細

胞
外

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
分
子
の
種
類
と
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

（
７

）
細

胞
の

分
裂

と
死

【
①

細
胞

分
裂

】

　
１

）
細

胞
周

期
と

そ
の
制
御
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
体

細
胞

と
生

殖
細
胞
の
細
胞
分
裂
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

【
②

細
胞

死
】

　
１

）
細

胞
死

（
ア

ポ
ト
ー
シ
ス
と
ネ
ク
ロ
ー
シ
ス
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
生

化
学

Ⅱ
分

子
生

物
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
③

が
ん

細
胞

】
　

１
）

正
常

細
胞

と
が

ん
細
胞
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅳ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
が

ん
遺

伝
子

と
が
ん
抑
制
遺
伝
子
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅳ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

C
7
 
 
人

体
の

成
り

立
ち

と
生

体
機

能
の

調
節

（
１

）
人

体
の

成
り

立
ち

【
①

遺
伝

】

　
１

）
遺

伝
子

と
遺

伝
の
し
く
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

　
２

）
遺

伝
子

多
型

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅳ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
代

表
的

な
遺

伝
疾
患
を
概
説
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
②

発
生

】
　

１
）

個
体

発
生

に
つ

い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
分

子
生

物
学

Ⅰ

　
２

）
細

胞
の

分
化

に
お
け
る
幹
細
胞
、
前
駆
細
胞
の
役
割
に
つ
い
て
概
説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

【
③

器
官

系
概

論
】

　
１

）
人

体
を

構
成

す
る
器
官
、
器
官
系
の
名
称
、
形
態
、
体
内
で
の
位
置
お

よ
び

機
能

を
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

薬
学

基
礎

実
習

分
子

生
物

学
Ⅰ

基
礎

薬
理

学
薬
物
治
療
学
Ⅲ

　
２

）
組

織
、

器
官

を
構
成
す
る
代
表
的
な
細
胞
の
種
類
（
上
皮
、
内
皮
、
間

葉
系

な
ど

）
を

列
挙

し
、

形
態

的
お

よ
び

　
　

　
機

能
的

特
徴

を
説
明
で
き
る
。

機
能

形
態

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
生

命
薬

学
実

習
Ⅰ

　
３

）
実

験
動

物
・

人
体
模
型
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
用
い
て
各
種
臓
器

の
名

称
と

位
置

を
確

認
で

き
る

。
（

技
能

）
薬

学
基

礎
実

習
　

４
）

代
表

的
な

器
官

の
組
織
や
細
胞
を
顕
微
鏡
で
観
察
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
学

基
礎

実
習

生
命

薬
学

実
習

Ⅰ
【

④
神

経
系

】

　
１

）
中

枢
神

経
系

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

　
２

）
末

梢
（

体
性

・
自
律
）
神
経
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
⑤

骨
格

系
・

筋
肉

系
】

　
１

）
骨

、
筋

肉
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

　
２

）
代

表
的

な
骨

格
筋
お
よ
び
関
節
の
名
称
を
挙
げ
、
位
置
を
示
す
こ
と
が

で
き

る
。

機
能

形
態

学
【

⑥
皮

膚
】

　
１

）
皮

膚
に

つ
い

て
概
説
で
き
る
。

化
粧

品
概

論
生

体
機

能
調

節
学

薬
物
動
態
学
Ⅰ

【
⑦

循
環

器
系

】
　

１
）

心
臓

に
つ

い
て

概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
　

２
）

血
管

系
に

つ
い

て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
  
３

）
リ

ン
パ

管
系

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
免
疫
学

【
⑧

呼
吸

器
系

】
　

１
）

肺
、

気
管

支
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬
物
動
態
学
Ⅰ

【
⑨

消
化

器
系

】

　
１

）
胃

、
小

腸
、

大
腸
な
ど
の
消
化
管
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬
物
治
療
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
２

）
肝

臓
、

膵
臓

、
胆
囊
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬
物
治
療
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

【
⑩

泌
尿

器
系

】

　
１

）
泌

尿
器

系
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

【
⑪

生
殖

器
系

】
　

１
）

生
殖

器
系

に
つ

い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
【

⑫
内

分
泌

系
】

　
１

）
内

分
泌

系
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
【

⑬
感

覚
器

系
】

　
１

）
感

覚
器

系
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
【

⑭
血

液
・

造
血

器
系

】

　
１

）
血

液
・

造
血

器
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
免
疫
学

(
２

)
　

生
体

機
能

の
調

節
【

①
神

経
に

よ
る

調
節

機
構

】

　
１

）
神

経
細

胞
の

興
奮
と
伝
導
、
シ
ナ
プ
ス
伝
達
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ

　
２

）
代

表
的

な
神

経
伝
達
物
質
を
挙
げ
、
生
理
活
性
お
よ
び
作
用
機
構
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

  
３

）
神

経
系

、
感

覚
器
を
介
す
る
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
の
調
節
機
構
の
代
表

例
を

列
挙

し
、

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
生

体
機

能
調

節
学

基
礎

薬
理

学

　
４

）
神

経
に

よ
る

筋
収
縮
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

【
②

ホ
ル

モ
ン

・
内

分
泌

系
に

よ
る

調
節

機
構

】

　
１

）
代

表
的

な
ホ

ル
モ
ン
を
挙
げ
、
そ
の
産
生
器
官
、
生
理
活
性
お
よ
び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
生

体
機

能
調

節
学

衛
生
薬
学
Ⅳ

薬
物
治
療
学
Ⅴ

【
③

オ
ー

タ
コ

イ
ド

に
よ

る
調

節
機

構
】

　
１

）
代

表
的

な
オ

ー
タ
コ
イ
ド
を
挙
げ
、
生
理
活
性
お
よ
び
作
用
機
構
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
【

④
サ

イ
ト

カ
イ

ン
・

増
殖

因
子

に
よ

る
調

節
機

構
】

　
１

）
代

表
的

な
サ

イ
ト
カ
イ
ン
、
増
殖
因
子
を
挙
げ
、
生
理
活
性
お
よ
び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
免
疫
学

【
⑤

血
圧

の
調

節
機

構
】

　
１

）
血

圧
の

調
節

機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
臨
床
生
理
・
診
断
学

【
⑥

血
糖

の
調

節
機

構
】

　
１

）
血

糖
の

調
節

機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

【
⑦

体
液

の
調

節
】

　
１

）
体

液
の

調
節

機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
生

体
機

能
調

節
学

薬
物

治
療

学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
２

）
尿

の
生

成
機

構
、
尿
量
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
【

⑧
体

温
の

調
節

】
　

１
）

体
温

の
調

節
機

構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
生

体
機

能
調

節
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
⑨

血
液

凝
固

・
線

溶
系

】

　
１

）
血

液
凝

固
・

線
溶
系
の
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
【

⑩
性

周
期

の
調

節
】

　
１

）
性

周
期

の
調

節
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
C
8
 
 
生

体
防

御
と

微
生

物
（

１
）

身
体

を
ま

も
る

【
①

 
生

体
防

御
反

応
】

　
１

）
異

物
の

侵
入

に
対
す
る
物
理
的
、
生
理
的
、
化
学
的
バ
リ
ア
ー
、
お
よ

び
補

体
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫
学

　
２

）
免

疫
反

応
の

特
徴
（
自
己
と
非
自
己
の
識
別
、
特
異
性
、
多
様
性
、
ク

ロ
ー

ン
性

、
記

憶
、

寛
容

）
を

説
明

で
き

る
。

免
疫
学

　
３

）
自

然
免

疫
と

獲
得
免
疫
、
お
よ
び
両
者
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

免
疫
学

　
４

）
体

液
性

免
疫

と
細
胞
性
免
疫
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

免
疫
学

【
②

免
疫

を
担

当
す

る
組

織
・

細
胞

】
　

１
）

免
疫

に
関

与
す

る
組
織
を
列
挙
し
、
そ
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

免
疫
学

　
２

）
免

疫
担

当
細

胞
の
種
類
と
役
割
を
説
明
で
き
る
。

免
疫
学

　
３

）
免

疫
反

応
に

お
け
る
主
な
細
胞
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

免
疫
学

【
③

分
子

レ
ベ

ル
で

見
た

免
疫

の
し

く
み

】
　

１
）

自
然

免
疫

お
よ

び
獲
得
免
疫
に
お
け
る
異
物
の
認
識
を
比
較
し
て
説
明

で
き

る
。

免
疫
学

　
２

）
MH
C 
抗

原
の

構
造
と
機
能
お
よ
び
抗
原
提
示
で
の
役
割
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
免
疫
学

　
３

）
T 
細

胞
と

 B
 
細
胞
に
よ
る
抗
原
認
識
の
多
様
性
（
遺
伝
子
再
構
成
）

と
活

性
化

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫
学

　
４

）
抗

体
分

子
の

基
本
構
造
、
種
類
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

免
疫
学

　
５

）
免

疫
系

に
関

わ
る
主
な
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
挙
げ
、
そ
の
作
用
を
概
説
で

き
る

。
免
疫
学

（
２

）
免

疫
系

の
制

御
と

そ
の

破
綻

・
免

疫
系

の
応

用
【

①
 
免

疫
応

答
の

制
御

と
破

綻
】

　
１

）
炎

症
の

一
般

的
症
状
、
担
当
細
胞
お
よ
び
反
応
機
構
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅵ

  
２

）
ア

レ
ル

ギ
ー

を
分
類
し
、
担
当
細
胞
お
よ
び
反
応
機
構
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
３

）
自

己
免

疫
疾

患
と
免
疫
不
全
症
候
群
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
４

）
臓

器
移

植
と

免
疫
反
応
の
関
わ
り
（
拒
絶
反
応
、
免
疫
抑
制
剤
な
ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
５

）
感

染
症

と
免

疫
応
答
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
６

）
腫

瘍
排

除
に

関
与
す
る
免
疫
反
応
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
②

 
免

疫
反

応
の

利
用

】
　

１
）

ワ
ク

チ
ン

の
原

理
と
種
類
（
生
ワ
ク
チ
ン
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
、
ト
キ

ソ
イ

ド
、

混
合

ワ
ク

チ
ン

な
ど

）
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

　
２

）
モ

ノ
ク

ロ
ー

ナ
ル
抗
体
と
ポ
リ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

免
疫
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
血

清
療

法
と

抗
体
医
薬
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

免
疫
学

　
４

）
抗

原
抗

体
反

応
を
利
用
し
た
検
査
方
法
（
E
LI

S
A 

法
、
ウ
エ
ス
タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
な

ど
）

を
実

施
で

き
る

。
(技

能
）

免
疫
学

生
命
薬
学
実
習
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

（
３

）
微

生
物

の
基

本
【

①
 
総

論
】

　
１

）
原

核
生

物
、

真
核
生
物
お
よ
び
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
微

生
物

学
【

②
 
細

菌
】

　
１

）
細

菌
の

分
類

や
性
質
（
系
統
学
的
分
類
、
グ
ラ
ム
陽
性
菌
と
陰
性
菌
、

好
気

性
菌

と
嫌

気
性

菌
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
  
２

）
細

菌
の

構
造

と
増
殖
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

　
３

）
細

菌
の

異
化

作
用
（
呼
吸
と
発
酵
）
お
よ
び
同
化
作
用
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

　
４

）
細

菌
の

遺
伝

子
伝
達
（
接
合
、
形
質
導
入
、
形
質
転
換
）
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
５

）
薬

剤
耐

性
菌

お
よ
び
薬
剤
耐
性
化
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
６

）
代

表
的

な
細

菌
毒
素
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

【
③

 
ウ

イ
ル

ス
】

　
１

）
ウ

イ
ル

ス
の

構
造
、
分
類
、
お
よ
び
増
殖
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
微

生
物

学
【

④
 
真

菌
・

原
虫

・
蠕

虫
】

　
１

）
真

菌
の

性
状

を
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

  
２

）
原

虫
お

よ
び

蠕
虫
の
性
状
を
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

【
⑤

 
消

毒
と

滅
菌

】
　

１
）

滅
菌

、
消

毒
お

よ
び
殺
菌
、
静
菌
の
概
念
を
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

生
命
薬
学
実
習
Ⅱ

  
２

）
主

な
滅

菌
法

お
よ
び
消
毒
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

生
命
薬
学
実
習
Ⅱ

【
⑥

 
検

出
方

法
】

　
１

）
グ

ラ
ム

染
色

を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

生
命
薬
学
実
習
Ⅱ

  
２

）
無

菌
操

作
を

実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

生
命
薬
学
実
習
Ⅱ

  
３

）
代

表
的

な
細

菌
ま
た
は
真
菌
の
分
離
培
養
、
純
培
養
を
実
施
で
き
る

。
（

技
能

）
生
命
薬
学
実
習
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

（
４

）
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
【

①
感

染
の

成
立

と
共

生
】

　
１

）
感

染
の

成
立

（
感
染
源
、
感
染
経
路
、
侵
入
門
戸
な
ど
）
と
共
生
（
腸

内
細

菌
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

臨
床
医
学
各
論

　
２

）
日

和
見

感
染

と
院
内
感
染
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

臨
床
医
学
各
論

【
②

代
表

的
な

病
原

体
】

　
１

）
DN
A 
ウ

イ
ル

ス
（
ヒ
ト
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、

パ
ピ

ロ
ー

マ
ウ

イ
ル

ス
、

B 
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

　
　

　
な

ど
）

に
つ

い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

　
２

）
RN
A 
ウ

イ
ル

ス
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、
ポ
リ
オ
ウ
イ

ル
ス

、
コ

ク
サ

ッ
キ

ー
ウ

イ
ル

ス
、

エ
コ

ー
　

　
　

ウ
イ

ル
ス

、
ラ

イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
Ａ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
C 

型
肝
炎

ウ
イ

ル
ス

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

、
　

　
　

麻
疹

ウ
イ

ル
ス

、
風
疹
ウ
イ
ル
ス
、
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
、
狂
犬
病
ウ

イ
ル

ス
、

ム
ン

プ
ス

ウ
イ

ル
ス

、
　

　
　

HI
V、

H
TL
V 
な

ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

　
３

）
グ

ラ
ム

陽
性

球
菌
（
ブ
ド
ウ
球
菌
、
レ
ン
サ
球
菌
な
ど
）
お
よ
び
グ
ラ

ム
陽

性
桿

菌
（

破
傷

風
菌

、
ガ

ス
壊

疽
菌

、
　

　
　

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
菌

、
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
、
炭
疽
菌
、
セ
レ
ウ
ス
菌
、
デ
ィ
フ

ィ
シ

ル
菌

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
微

生
物

学

　
４

）
グ

ラ
ム

陰
性

球
菌
（
淋
菌
、
髄
膜
炎
菌
な
ど
）
お
よ
び
グ
ラ
ム
陰
性
桿

菌
（

大
腸

菌
、

赤
痢

菌
、

サ
ル

モ
ネ

ラ
属

菌
、

　
　

　
チ

フ
ス

菌
、

エ
ル
シ
ニ
ア
属
菌
、
ク
レ
ブ
シ
エ
ラ
属
菌
、
コ
レ
ラ
菌
、

百
日

咳
菌

、
腸

炎
ビ

ブ
リ

オ
、

緑
膿

菌
、

　
　

　
レ

ジ
オ

ネ
ラ

、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

　
５

）
グ

ラ
ム

陰
性

ら
せ
ん
菌
（
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
、
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ

ー
・

ジ
ェ

ジ
ュ

ニ
／

コ
リ

な
ど

）
お

よ
び

　
　

　
ス

ピ
ロ

ヘ
ー

タ
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

　
６

）
抗

酸
菌

（
結

核
菌
、
ら
い
菌
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

　
７

）
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
つ
い
て
概
説
で
き

る
。

微
生

物
学

　
８

）
真

菌
（

ア
ス

ペ
ル
ギ
ル
ス
、
ク
リ
プ
ト
コ
ッ
ク
ス
、
カ
ン
ジ
ダ
、
ム
ー

コ
ル

、
白

癬
菌

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
微

生
物

学
　

９
）

原
虫

（
マ

ラ
リ

ア
原
虫
、
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
、
腟
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
、
ク

リ
プ

ト
ス

ポ
リ

ジ
ウ

ム
、

赤
痢

ア
メ

ー
バ

　
　

　
な

ど
）

、
蠕

虫
（
回
虫
、
鞭
虫
、
ア
ニ
サ
キ
ス
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

微
生

物
学

D
　

衛
生

薬
学

D
1
　

健
康

（
１

）
社

会
・

集
団

と
健

康
【

①
健

康
と

疾
病

の
概

念
】

　
１

）
健

康
と

疾
病

の
概
念
の
変
遷
と
、
そ
の
理
由
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
【

②
保

健
統

計
】

　
１

）
集

団
の

健
康

と
疾
病
の
現
状
お
よ
び
そ
の
影
響
要
因
を
把
握
す
る
上
で

の
人

口
統

計
の

意
義

を
概

説
で

き
る

。
衛

生
薬

学
Ⅰ

　
２

）
人

口
統

計
お

よ
び
傷
病
統
計
に
関
す
る
指
標
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ

  
３

）
人

口
動

態
（

死
因
別
死
亡
率
な
ど
）
の
変
遷
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
微

生
物

学
衛

生
薬

学
Ⅰ

【
③

疫
学

】
　

１
）

疾
病

の
予

防
に

お
け
る
疫
学
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
　

２
）

疫
学

の
三

要
因

（
病
因
、
環
境
要
因
、
宿
主
要
因
）
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
衛

生
薬

学
Ⅰ

　
３

）
疫

学
の

種
類

（
記
述
疫
学
、
分
析
疫
学
な
ど
）
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
　

４
）

リ
ス

ク
要

因
の

評
価
と
し
て
、
オ
ッ
ズ
比
、
相
対
危
険
度
、
寄
与
危
険

度
お

よ
び

信
頼

区
間

に
つ

い
て

説
明

し
、

　
　

　
計

算
で

き
る

。
（
知
識
・
技
能
）

衛
生

薬
学

Ⅰ

（
２

）
疾

病
の

予
防

【
①

疾
病

の
予

防
と

は
】

　
１

）
疾

病
の

予
防

に
つ
い
て
、
一
次
、
二
次
、
三
次
予
防
と
い
う
言
葉
を
用

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
　

２
）

健
康

増
進

政
策

（
健
康
日
本
２
１
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
【

②
感

染
症

と
そ

の
予

防
】

　
１

）
現

代
に

お
け

る
感
染
症
（
日
和
見
感
染
、
院
内
感
染
、
新
興
感
染
症
、

再
興

感
染

症
な

ど
）

の
特

徴
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

　
２

）
感

染
症

法
に

お
け
る
、
感
染
症
と
そ
の
分
類
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

　
３

）
代

表
的

な
性

感
染
症
を
列
挙
し
、
そ
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

微
生

物
学

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
４

）
予

防
接

種
の

意
義
と
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

【
③

生
活

習
慣

病
と

そ
の

予
防

】
　

１
）

生
活

習
慣

病
の

種
類
と
そ
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
　

２
）

生
活

習
慣

病
の

代
表
的
な
リ
ス
ク
要
因
を
列
挙
し
、
そ
の
予
防
法
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
　

３
）

食
生

活
や

喫
煙

な
ど
の
生
活
習
慣
と
疾
病
の
関
わ
り
に
つ
い
て
討
議
す

る
。

（
態

度
）

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅴ

【
④

母
子

保
健

】
　

１
）

新
生

児
マ

ス
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
し
、
代
表
的
な

検
査

項
目

を
列

挙
で

き
る

。
衛

生
薬

学
Ⅰ

　
２

）
母

子
感

染
す

る
代
表
的
な
疾
患
を
列
挙
し
、
そ
の
予
防
対
策
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

薬
物
治
療
学
Ⅳ

【
⑤

労
働

衛
生

】
　

１
）

代
表

的
な

労
働

災
害
、
職
業
性
疾
病
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅳ

　
２

）
労

働
衛

生
管

理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅳ

（
３

）
栄

養
と

健
康
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
①

栄
養

】
　

１
）

五
大

栄
養

素
を

列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
臨
床
栄
養
学

　
２

）
各

栄
養

素
の

消
化
、
吸
収
、
代
謝
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
説
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
臨
床
栄
養
学

　
３

）
食

品
中

の
三

大
栄
養
素
の
栄
養
的
な
価
値
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛

生
薬

学
Ⅱ

臨
床
栄
養
学

　
４

）
五

大
栄

養
素

以
外
の
食
品
成
分
（
食
物
繊
維
、
抗
酸
化
物
質
な
ど
）
の

機
能

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛

生
薬

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅳ

臨
床
栄
養
学

　
５

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝
に
関
わ
る
基
礎
代
謝
量
、
呼
吸
商
、
推
定
エ
ネ
ル
ギ

ー
必

要
量

の
意

味
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
臨
床
栄
養
学

　
６

）
日

本
人

の
食

事
摂
取
基
準
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ

　
７

）
栄

養
素

の
過

不
足
に
よ
る
主
な
疾
病
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛

生
薬

学
Ⅱ

臨
床
栄
養
学

　
８

）
疾

病
治

療
に

お
け
る
栄
養
の
重
要
性
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
臨
床
栄
養
学

【
②

食
品

機
能

と
食

品
衛

生
】

　
１

）
炭

水
化

物
・

タ
ン
パ
ク
質
が
変
質
す
る
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
　

２
）

油
脂

が
変

敗
す

る
機
構
を
説
明
し
、
油
脂
の
変
質
試
験
を
実
施
で
き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
実
習

　
３

）
食

品
の

変
質

を
防
ぐ
方
法
（
保
存
法
）
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
　

４
）

食
品

成
分

由
来

の
発
が
ん
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
生
成
機
構
を
説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅳ

　
５

）
代

表
的

な
食

品
添
加
物
を
用
途
別
に
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
を
説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅳ

  
６

）
特

別
用

途
食

品
と
保
健
機
能
食
品
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
  
７

）
食

品
衛

生
に

関
す
る
法
的
規
制
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
【

③
食

中
毒

と
食

品
汚

染
】

　
１

）
代

表
的

な
細

菌
性
・
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
原
因

と
な

る
微

生
物

の
性

質
、

症
状

、
原

因
食

品
　

　
　

お
よ

び
予

防
方

法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

衛
生

薬
学

Ⅱ
　

２
）

食
中

毒
の

原
因

と
な
る
代
表
的
な
自
然
毒
を
列
挙
し
、
そ
の
原
因
物
質

、
作

用
機

構
、

症
状

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅳ

　
３

）
化

学
物

質
（

重
金
属
、
残
留
農
薬
な
ど
）
や
カ
ビ
に
よ
る
食
品
汚
染
の

具
体

例
を

挙
げ

、
ヒ

ト
の

健
康

に
及

ぼ
す

　
　

　
影

響
を

説
明

で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ

D
2
　

環
境

（
１

）
化

学
物

質
・

放
射

線
の

生
体

へ
の

影
響

【
①

化
学

物
質

の
毒

性
】

　
１

）
代

表
的

な
有

害
化
学
物
質
の
吸
収
、
分
布
、
代
謝
、
排
泄
の
基
本
的
な

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

　
２

）
肝

臓
、

腎
臓

、
神
経
な
ど
に
特
異
的
に
毒
性
を
示
す
代
表
的
な
化
学
物

質
を

列
挙

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
３

）
重

金
属

、
PC
B、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
代
表
的
な
有
害
化
学
物
質

や
農

薬
の

急
性

毒
性

、
慢

性
毒

性
の

特
徴

に
　

　
　

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅳ

救
急
・
災
害
薬
学

　
４

）
重

金
属

や
活

性
酸
素
に
よ
る
障
害
を
防
ぐ
た
め
の
生
体
防
御
因
子
に
つ

い
て

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
衛

生
薬

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
５

）
薬

物
の

乱
用

に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
し
、
討
議
す
る
。

（
知

識
・

態
度

）
衛
生
薬
学
Ⅳ

衛
生
薬
学
Ⅴ

　
６

）
代

表
的

な
中

毒
原
因
物
質
の
解
毒
処
置
法
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

救
急
・
災
害
薬
学

　
７

）
代

表
的

な
中

毒
原
因
物
質
（
乱
用
薬
物
を
含
む
）
の
試
験
法
を
列
挙
し

、
概

説
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅳ

【
②

化
学

物
質

の
安

全
性

評
価

と
適

正
使

用
】

　
１

）
個

々
の

化
学

物
質
の
使
用
目
的
に
鑑
み
、
適
正
使
用
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
　

　
　

（
態

度
）

衛
生
薬
学
Ⅴ

医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
化

学
物

質
の

毒
性
を
評
価
す
る
た
め
の
主
な
試
験
法
を
列
挙
し
、
概
説

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
３

）
毒

性
試

験
の

結
果
を
評
価
す
る
の
に
必
要
な
量
-反

応
関
係
、
閾
値
、

無
毒

性
量

（
NO
AE
L）

な
ど

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
衛

生
薬

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
４

）
化

学
物

質
の

安
全
摂
取
量
（
1
日
許
容
摂
取
量
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅳ

　
５

）
有

害
化

学
物

質
に
よ
る
人
体
影
響
を
防
ぐ
た
め
の
法
的
規
制
（
化
審
法

、
化

管
法

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ

【
③

化
学

物
質

に
よ

る
発

が
ん

】
　

１
）

発
が

ん
性

物
質

な
ど
の
代
謝
的
活
性
化
の
機
構
を
列
挙
し
、
そ
の
反
応

機
構

を
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅳ

　
２

）
遺

伝
毒

性
試

験
（
Am

es
試
験
な
ど
）
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
３

）
発

が
ん

に
至

る
過
程
（
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅳ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
④

放
射

線
の

生
体

へ
の

影
響

】
　

１
）

電
離

放
射

線
を

列
挙
し
、
生
体
へ
の
影
響
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅴ

　
２

）
代

表
的

な
放

射
性
核
種
（
天
然
、
人
工
）
と
生
体
と
の
相
互
作
用
を
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅴ

　
３

）
電

離
放

射
線

を
防
御
す
る
方
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅴ

応
用
放
射
化
学

　
４

）
非

電
離

放
射

線
（
紫
外
線
、
赤
外
線
な
ど
）
を
列
挙
し
、
生
体
へ
の
影

響
を

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅴ

（
２

）
生

活
環

境
と

健
康

【
①

地
球

環
境

と
生

態
系

】
　

１
）

地
球

規
模

の
環

境
問
題
の
成
因
、
人
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
生

態
系

の
構

成
員
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
と
相
互
関
係
を
説
明
で
き
る

。
微

生
物

学
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
３

）
化

学
物

質
の

環
境
内
動
態
（
生
物
濃
縮
な
ど
）
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
４

）
地

球
環

境
の

保
全
に
関
す
る
国
際
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
５

）
人

が
生

態
系

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
環
境
問
題
を
討
議
す
る

。
（

態
度

）
衛
生
薬
学
実
習

【
②

環
境

保
全

と
法

的
規

制
】

　
１

）
典

型
七

公
害

と
そ
の
現
状
、
お
よ
び
四
大
公
害
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
衛

生
薬

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
２

）
環

境
基

本
法

の
理
念
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
３

）
環

境
汚

染
（

大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
土
壌
汚
染
な
ど
）
を
防
止
す
る

た
め

の
法

規
制

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ

衛
生
薬
学
実
習

【
③

水
環

境
】

　
１

）
原

水
の

種
類

を
挙
げ
、
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
２

）
水

の
浄

化
法

、
塩
素
処
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
実
習

　
３

）
水

道
水

の
水

質
基
準
の
主
な
項
目
を
列
挙
し
、
測
定
で
き
る
。
（
知
識

・
技

能
）

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
実
習

　
４

）
下

水
処

理
お

よ
び
排
水
処
理
の
主
な
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
５

）
水

質
汚

濁
の

主
な
指
標
を
列
挙
し
、
測
定
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
実
習

　
６

）
富

栄
養

化
の

原
因
と
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
問
題
点
を
挙
げ
、

対
策

を
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ

【
④

大
気

環
境

】
　

１
）

主
な

大
気

汚
染

物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
推
移
と
発
生
源
、
健
康
影
響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
２

）
主

な
大

気
汚

染
物
質
を
測
定
で
き
る
。
（
技
能
）

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
実
習

  
３

）
大

気
汚

染
に

影
響
す
る
気
象
要
因
（
逆
転
層
な
ど
）
を
概
説
で
き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ

【
⑤

室
内

環
境

】

　
１

）
室

内
環

境
を

評
価
す
る
た
め
の
代
表
的
な
指
標
を
列
挙
し
、
測
定
で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
実
習

　
２

）
室

内
環

境
と

健
康
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

【
⑥

廃
棄

物
】

　
１

）
廃

棄
物

の
種

類
と
処
理
方
法
を
列
挙
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
２

）
廃

棄
物

処
理

の
問
題
点
を
列
挙
し
、
そ
の
対
策
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

  
３

）
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
制
度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

E
　

医
療

薬
学

E
1
　

薬
の

作
用

と
体

の
変

化
（

１
）

薬
の

作
用

【
①

薬
の

作
用

】
　

１
）

薬
の

用
量

と
作

用
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

　
２

）
ア

ゴ
ニ

ス
ト

（
作
用
薬
、
作
動
薬
、
刺
激
薬
）
と
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
（

拮
抗

薬
、

遮
断

薬
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅱ
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

　
３

）
薬

物
が

作
用

す
る
し
く
み
に
つ
い
て
、
受
容
体
、
酵
素
、
イ
オ
ン
チ
ャ

ネ
ル

お
よ

び
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
を

例
に

　
　

　
挙

げ
て

説
明

で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅱ
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

　
４

）
代

表
的

な
受

容
体
を
列
挙
し
、
刺
激
あ
る
い
は
遮
断
さ
れ
た
場
合
の
生

理
反

応
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅱ

　
５

）
薬

物
の

作
用

発
現
に
関
連
す
る
代
表
的
な
細
胞
内
情
報
伝
達
系
を
列
挙

し
、

活
性

化
あ

る
い

は
抑

制
さ

れ
た

場
合

　
　

　
の

生
理

反
応

を
説
明
で
き
る
。
（
C6

(6
)【

②
細
胞
内
情
報
伝
達
】
1.
～

 5
. 
参

照
）

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅱ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
６

）
薬

物
の

体
内

動
態
（
吸
収
、
分
布
、
代
謝
、
排
泄
）
と
薬
効
発
現
の
関

わ
り

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

E4
（

1）
【

②
吸
収
】
、
【
③
分
布
】
、
【
④
代
謝
】
、
【
⑤
排

泄
】

参
照

）
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
７

）
薬

物
の

選
択

（
禁
忌
を
含
む
）
、
用
法
、
用
量
の
変
更
が
必
要
と
な
る

要
因

（
年

齢
、

疾
病

、
妊

娠
等

）
に

つ
い

て
　

　
　

具
体

例
を

挙
げ

て
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

　
８

）
薬

理
作

用
に

由
来
す
る
代
表
的
な
薬
物
相
互
作
用
を
列
挙
し
、
そ
の
機

序
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

E4
（

1）
【

②
吸
収
】
5.

【
④
代
謝
】
5
.【

⑤
排
泄
】
5.

参
照
）

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅳ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
９

）
薬

物
依

存
性

、
耐
性
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅳ

【
②

動
物

実
験

】
　

１
）

動
物

実
験

に
お

け
る
倫
理
に
つ
い
て
配
慮
で
き
る
。
（
態
度
）

生
命
薬
学
実
習
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
実

験
動

物
を

適
正
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能
）

生
命
薬
学
実
習
Ⅱ

　
３

）
実

験
動

物
で

の
代
表
的
な
投
与
方
法
が
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

生
命
薬
学
実
習
Ⅱ

【
③

日
本

薬
局

方
】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
生
物
学
的
定
量
法
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

病
態
生
化
学

（
２

）
身

体
の

病
的

変
化

を
知

る
【

①
症

候
】

　
１

）
以

下
の

症
候

・
病
態
に
つ
い
て
、
生
じ
る
原
因
と
そ
れ
ら
を
伴
う
代
表

的
疾

患
を

挙
げ

、
患

者
情

報
を

も
と

に
疾

患
を

　
　

　
推

測
で

き
る

。
　

　
　

シ
ョ

ッ
ク

、
高

血
圧
、
低
血
圧
、
発
熱
、
け
い
れ
ん
、
意
識
障
害
・
失

神
、

チ
ア

ノ
ー

ゼ
、

脱
水

、
全

身
倦

怠
感

、
　

　
　

肥
満

・
や

せ
、

黄
疸
、
発
疹
、
貧
血
、
出
血
傾
向
、
リ
ン
パ
節
腫
脹
、

浮
腫

、
心

悸
亢

進
・

動
悸

、
胸

水
、

胸
痛

、
　

　
　

呼
吸

困
難

、
咳

・
痰
、
　
血
痰
・
喀
血
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
運
動
麻
痺

・
不

随
意

運
動

・
筋

力
低

下
、

腹
痛

、
　

　
　

悪
心

・
嘔

吐
、

嚥
下
困
難
・
障
害
、
食
欲
不
振
、
　
下
痢
・
便
秘
、
吐

血
・

下
血

、
腹

部
膨

満
（

腹
水

を
含

む
）

、
　

　
　

タ
ン

パ
ク

 尿
、
血
尿
、
尿
量
・
排
尿
の
異
常
、
月
経
異
常
、
関
節

痛
・

関
節

腫
脹

、
腰

背
部

痛
、

記
憶

障
害

、
　

　
　

知
覚

異
常

（
し

び
れ
を
含
む
）
・
神
経
痛
、
視
力
障
害
、
聴
力
障
害

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物

治
療

学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
医
学
各
論

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
②

病
態

・
臨

床
検

査
】

　
１

）
尿

検
査

お
よ

び
糞
便
検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見

を
説

明
で

き
る

。
病
態
生
化
学

個
別
化
医
療
学

　
２

）
血

液
検

査
、

血
液
凝
固
機
能
検
査
お
よ
び
脳
脊
髄
液
検
査
の
検
査
項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。
病
態
生
化
学

個
別
化
医
療
学

　
３

）
血

液
生

化
学

検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

病
態
生
化
学

臨
床
生
理
・
診
断
学

個
別
化
医
療
学

　
４

）
免

疫
学

的
検

査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で

き
る

。
病
態
生
化
学

臨
床
医
学
各
論

個
別
化
医
療
学

　
５

）
動

脈
血

ガ
ス

分
析
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

病
態
生
化
学

臨
床
生
理
・
診
断
学

個
別
化
医
療
学

　
６

）
代

表
的

な
生

理
機
能
検
査
（
心
機
能
、
腎
機
能
、
肝
機
能
、
呼
吸
機
能

等
）

、
病

理
組

織
検

査
お

よ
び

画
像

検
査

の
　

　
　

検
査

項
目

を
列

挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

病
態
生
化
学

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
医
学
各
論

個
別
化
医
療
学

　
７

）
代

表
的

な
微

生
物
検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

病
態
生
化
学

臨
床
医
学
各
論

個
別
化
医
療
学

　
８

）
代

表
的

な
フ

ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的

と
異

常
所

見
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
医
学
各
論

救
急
・
災
害
薬
学

（
３

）
薬

物
治

療
の

位
置

づ
け

　
１

）
代

表
的

な
疾

患
に
お
け
る
薬
物
治
療
、
食
事
療
法
、
そ
の
他
の
非
薬
物

治
療

（
外

科
手

術
な

ど
）

の
位

置
づ

け
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
医
学
各
論

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
代

表
的

な
疾

患
に
お
け
る
薬
物
治
療
の
役
割
に
つ
い
て
、
病
態
、
薬
効

薬
理

、
薬

物
動

態
に

基
づ

い
て

討
議

す
る

。
　

　
（

知
識

・
技

能
）

臨
床
生
理
・
診
断
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

（
４

）
医

薬
品

の
安

全
性

　
１

）
薬

物
の

主
作

用
と
副
作
用
、
毒
性
と
の
関
連
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
　

２
）

薬
物

の
副

作
用

と
有
害
事
象
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
　

３
）

以
下

の
障

害
を

呈
す
る
代
表
的
な
副
作
用
疾
患
に
つ
い
て
、
推
定
さ
れ

る
原

因
医

薬
品

、
身

体
所

見
、

検
査

所
見

　
　

　
お

よ
び

対
処

方
法
を
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
血

液
障

害
・

電
解
質
異
常
、
肝
障
害
、
腎
障
害
、
消
化
器
障
害
、
循
環

器
障

害
、

精
神

障
害

、
皮

膚
障

害
、

　
　

　
呼

吸
器

障
害

、
薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
（
シ
ョ
ッ
ク
を
含
む
）
、
代
謝
障
害

、
筋

障
害

薬
物
治
療
学
Ⅵ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

救
急
・
災
害
薬
学

　
４

）
代

表
的

薬
害

、
薬
物
乱
用
に
つ
い
て
、
健
康
リ
ス
ク
の
観
点
か
ら
討
議

す
る

。
（

態
度

）
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ
E
2
　

薬
理

・
病

態
・

薬
物

治
療

（
１

）
神

経
系

の
疾

患
と

薬
【

①
自

律
神

経
系

に
作

用
す

る
薬

】
　

１
）

交
感

神
経

系
に

作
用
し
、
そ
の
支
配
器
官
の
機
能
を
修
飾
す
る
代
表
的

な
薬

物
を

挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
　

　
　

副
作

用
を

説
明

で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

　
２

）
副

交
感

神
経

系
に
作
用
し
、
そ
の
支
配
器
官
の
機
能
を
修
飾
す
る
代
表

的
な

薬
物

を
挙

げ
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

を
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

　
３

）
神

経
節

に
作

用
す
る
代
表
的
な
薬
物
を
挙
げ
、
薬
理
作
用
、
機
序
、
主

な
副

作
用

を
説

明
で

き
る

。
基

礎
薬

理
学

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

  
４

）
自

律
神

経
系

に
作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
の
効
果
を
動
物
実
験
で
測

定
で

き
る

。
（

技
能

）
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

【
②

体
性

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
・

筋
の

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

知
覚

神
経

に
作

用
す
る
代
表
的
な
薬
物
（
局
所
麻
酔
薬
な
ど
）
を
挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
　

２
）

運
動

神
経

系
に

作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
を
挙
げ
、
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
　

３
）

知
覚

神
経

、
運

動
神
経
に
作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
の
効
果
を
動
物
実

験
で

測
定

で
き

る
。

（
技

能
）

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
　

　
進

行
性

筋
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

、
Gu

i
ll

a
in

-B
ar

ré
（
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー

）
症

候
群
、

重
症

筋
無

力
症
（

重
複

）
薬
物
治
療
学
Ⅵ

【
③

中
枢

神
経

系
の

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
  
１

）
全

身
麻

酔
薬

、
催
眠
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

  
２

）
麻

薬
性

鎮
痛

薬
、
非
麻
薬
性
鎮
痛
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
（

WH
O

　
　

　
三

段
階

除
痛

ラ
ダ
ー
を
含
む
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

  
３

）
中

枢
興

奮
薬

の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

  
４

）
統

合
失

調
症

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

  
５

）
う

つ
病

、
躁

う
つ
病
（
双
極
性
障
害
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
臨
床
医
学
各
論

  
６

）
不

安
神

経
症

（
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
全
般
性
不
安
障
害
）
、
心
身
症
、

不
眠

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

　
　

　
（

薬
理

作
用

、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

　
　

　
選

択
等

）
を

説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

臨
床
医
学
各
論

  
７

）
て

ん
か

ん
に

つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

  
８

）
脳

血
管

疾
患

（
脳
内
出
血
、
脳
梗
塞
（
脳
血
栓
、
脳
塞
栓
、
一
過
性

脳
虚

血
）

、
く

も
膜

下
出

血
）

に
つ

い
て

、
　

　
　

治
療

薬
の

薬
理

（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
　

　
　

（
医

薬
品

の
 選

択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物

治
療

学
Ⅱ

臨
床
医
学
各
論

救
急
・
災
害
薬
学

  
９

）
Pa
rk
in
so
n（

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
）
病
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
臨
床
病
態
解
析
学
演
習

  
10
）

認
知

症
（

Al
zh
ei

me
r
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
）
型
認
知
症
、
脳
血
管
性

認
知

症
等

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

　
　

　
（

薬
理

作
用

、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

　
　

　
等

）
を

説
明

で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ

  
11
）

片
頭

痛
に

つ
い

て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

  
12
）

中
枢

神
経

系
に

作
用
す
る
薬
物
の
効
果
を
動
物
実
験
で
測
定
で
き
る

。
（

技
能

）
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

  
13
）

中
枢

神
経

系
疾

患
の
社
会
生
活
へ
の
影
響
お
よ
び
薬
物
治
療
の
重
要

性
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

薬
物

治
療

学
Ⅰ

  
14
）

以
下

の
疾

患
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
　

　
脳

炎
・

髄
膜

炎
（
重
複
）
、
多
発
性
硬
化
症
（
重
複
）
、
筋
萎
縮
性
側

索
硬

化
症

、
Na
rc
ol
ep
sy

　
　

　
（

ナ
ル

コ
レ

プ
シ
ー
）
、
薬
物
依
存
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

薬
物

治
療

学
Ⅰ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
神

経
系

の
疾

患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
と
薬
効
（

薬
理

・
薬

物
動

態
）

の
関

連
を

概
説

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

（
２

）
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

お
よ

び
骨

・
関

節
の

疾
患

と
薬

【
①

抗
炎

症
薬

】
　

１
）

抗
炎

症
薬

（
ス

テ
ロ
イ
ド
性
お
よ
び
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
）
お
よ
び
解
熱

性
鎮

痛
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

）
お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
２

）
抗

炎
症

薬
の

作
用
機
序
に
基
づ
い
て
炎
症
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
３

）
創

傷
治

癒
の

過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

個
別
化
医
療
学

【
②

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
ア

レ
ル

ギ
ー

治
療
薬
（
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
等
）
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
　

　
　

お
よ

び
臨

床
適

用
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
２

）
免

疫
抑

制
薬

の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
３

）
以

下
の

ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

　
　

　
ア

ト
ピ

ー
性

皮
膚
炎
、
蕁
麻
疹
、
接
触
性
皮
膚
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
、

ア
レ

ル
ギ

ー
性

結
膜

炎
、

花
粉

症
、

　
　

　
消

化
管

ア
レ

ル
ギ
ー
、
気
管
支
喘
息
（
重
複
）

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
４

）
以

下
の

薬
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
原
因
薬
物
、
病
態
（
病
態
生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

対
処

法
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。
　

　
　

St
ev
en
s
-J
oh
ns

on
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
-ジ

ョ
ン
ソ
ン
）
症
候
群
、

中
毒

性
表

皮
壊

死
症

（
重

複
）

、
薬

剤
性

　
　

　
過

敏
症

症
候

群
、
薬
疹

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
５

）
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

臨
床
生
理
・
診
断
学

救
急
・
災
害
薬
学

　
６

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
尋

常
性

乾
癬

、
水
疱
症
、
光
線
過
敏
症
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
７

）
以

下
の

臓
器

特
異
的
自
己
免
疫
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

バ
セ

ド
ウ

病
（

重
複
）
、
橋
本
病
（
重
複
）
、
悪
性
貧
血
(重

複
）
、

ア
ジ

ソ
ン

病
、

1型
糖

尿
病

（
重

複
）

、
　

　
　

重
症

筋
無

力
症

、
多
発
性
硬
化
症
、
特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
、

自
己

免
疫

性
溶

血
性

貧
血

（
重

複
）

、
　

　
　

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候
群

薬
物
治
療
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅴ

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
８

）
以

下
の

全
身

性
自
己
免
疫
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
全

身
性

エ
リ

テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
多
発
筋
炎
／
皮
膚
筋
炎
、
関

節
リ

ウ
マ

チ
（

重
複

）
薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
９

）
臓

器
移

植
（

腎
臓
、
肝
臓
、
骨
髄
、
臍
帯
血
、
輸
血
）
に
つ
い
て
、
拒

絶
反

応
お

よ
び

移
植

片
対

宿
主

病
（

GV
HD
）

　
　

　
の

病
態

（
病

態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅵ

【
③

骨
・

関
節

・
カ

ル
シ

ウ
ム

代
謝

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

関
節

リ
ウ

マ
チ

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

臨
床
医
学
各
論

臨
床
病
態
解
析
学
演
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
骨

粗
鬆

症
に

つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅷ

　
３

）
変

形
性

関
節

症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅷ

　
４

）
カ

ル
シ

ウ
ム

代
謝
の
異
常
を
伴
う
疾
患
（
副
甲
状
腺
機
能
亢
進
（
低
下

）
症

、
骨

軟
化

症
（

く
る

病
を

含
む

）
、

　
　

　
悪

性
腫

瘍
に

伴
う
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

 病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

薬
物
治
療
学
Ⅷ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
免

疫
・

炎
症

・
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
　

　
　

の
関

連
を

概
説

で
き
る
。

臨
床
医
学
各
論

薬
物
治
療
学
Ⅷ

（
３

）
循

環
器

系
・

血
液

系
・

造
血

器
系

・
泌

尿
器

系
・

生
殖

器
系

の
疾

患
と

薬
【

①
循

環
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
以

下
の

不
整

脈
お
よ
び
関
連
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
不

整
脈

の
例

示
：
上
室
性
期
外
収
縮
（
PA

C）
、
心
室
性
期
外
収
縮

（
PV
C）

、
心

房
細

動
（

Af
）

、
発

作
性

上
室

　
　

　
頻

拍
（

PS
VT
)
、
WP

W症
候
群
、
心
室
頻
拍
（
VT

）
、
心
室
細
動
（
Vf
）

、
房

室
ブ

ロ
ッ

ク
、

QT
延

長
症

候
群

薬
物

治
療

学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
医
学
各
論

救
急
・
災
害
薬
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
急

性
お

よ
び

慢
性
心
不
全
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
医
学
各
論

救
急
・
災
害
薬
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
虚

血
性

心
疾

患
（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅱ
臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
医
学
各
論

救
急
・
災
害
薬
学

　
４

）
以

下
の

高
血

圧
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
　

　
　

生
理

、
症

状
等

）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る

。
 

　
　

　
本

態
性

高
血

圧
症
、
二
次
性
高
血
圧
症
（
腎
性
高
血
圧
症
、
腎
血
管
性

高
血

圧
症

を
含

む
）

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
医
学
各
論

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
　

　
閉

塞
性

動
脈

硬
化
症
（
AS

O
）
、
心
原
性
シ
ョ
ッ
ク
、
弁
膜
症
、
先

天
性

心
疾

患
薬

物
治

療
学

Ⅱ
臨
床
生
理
・
診
断
学

　
６

）
循

環
器

系
に

作
用
す
る
薬
物
の
効
果
を
動
物
実
験
で
測
定
で
き
る
。
（

技
能

）
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

【
②

血
液

・
造

血
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
止

血
薬

の
薬

理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
２

）
抗

血
栓

薬
、

抗
凝
固
薬
お
よ
び
血
栓
溶
解
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅴ

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
医
学
各
論

　
３

）
以

下
の

貧
血

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
鉄

欠
乏

性
貧

血
、
巨
赤
芽
球
性
貧
血
(悪

性
貧
血
等
）
、
再
生
不
良
性

貧
血

、
自

己
免

疫
性

溶
血

性
貧

血
（

AI
HA
）

、
　

　
　

腎
性

貧
血

、
鉄

芽
球
性
貧
血

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
４

）
播

種
性

血
管

内
凝
固
症
候
群
（
DI

C）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
血

友
病

、
血

栓
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
（
TT

P
）
、
白
血
球
減
少

症
、

血
栓

塞
栓

症
、

白
血

病
（

重
複

）
、

　
　

　
悪

性
リ

ン
パ

腫
（
重
複
）

　
　

　
（

E2
（

7）
【

⑧
悪
性
腫
瘍
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
参
照
）

薬
物
治
療
学
Ⅴ

【
③

泌
尿

器
系

、
生

殖
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
薬

物
治

療
】

　
１

）
利

尿
薬

の
薬

理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
医
学
各
論

　
２

）
急

性
お

よ
び

慢
性
腎
不
全
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅴ

個
別
化
医
療
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

症
候
群
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

　
　

　
生

理
、

症
状

等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅴ

個
別
化
医
療
学

　
４

）
過

活
動

膀
胱

お
よ
び
低
活
動
膀
胱
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
５

）
以

下
の

泌
尿

器
系
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

　
　

　
慢

性
腎

臓
病

（
CK

D
）
、
糸
球
体
腎
炎
（
重
複
）
、
糖
尿
病
性
腎
症

（
重

複
）

、
薬

剤
性

腎
症

（
重

複
）

、
腎

盂
　

　
　

腎
炎

（
重

複
）

、
膀
胱
炎
（
重
複
）
、
尿
路
感
染
症
（
重
複
）
、
尿
路

結
石

薬
物

治
療

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
６

）
以

下
の

生
殖

器
系
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

前
立

腺
肥

大
症

、
子
宮
内
膜
症
、
子
宮
筋
腫

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
７

）
妊

娠
・

分
娩

・
避
妊
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
薬
物
に
つ
い
て
、
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

薬
物

治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
８

）
以

下
の

生
殖

器
系
疾
患
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
異

常
妊

娠
、

異
常
分
娩
、
不
妊
症

薬
物
治
療
学
Ⅴ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
循

環
系

・
泌

尿
器
系
・
生
殖
器
系
疾
患
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的

な
薬

物
の

基
本

構
造

と
薬

効
　

　
　

（
薬

理
・

薬
物

動
態
）
の
関
連
を
概
説
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

（
４

）
呼

吸
器

系
・

消
化

器
系

の
疾

患
と

薬
【

①
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
気

管
支

喘
息

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
２

）
慢

性
閉

塞
性

肺
疾
患
お
よ
び
喫
煙
に
関
連
す
る
疾
患
（
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
を

含
む

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

　
　

　
薬

理
（

薬
理

作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
　

　
　

の
選

択
等

）
を

説
明
で
き
る
。

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
間

質
性

肺
炎

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
４

）
鎮

咳
薬

、
去

痰
薬
、
呼
吸
興
奮
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ

【
②

消
化

器
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

以
下

の
上

部
消

化
器
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

胃
食

道
逆

流
症

（
逆
流
性
食
道
炎
を
含
む
）
、
消
化
性
潰
瘍
、
胃
炎

薬
物
治
療
学
Ⅲ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
炎

症
性

腸
疾

患
（
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
等
）
に
つ
い
て
、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
３

）
肝

疾
患

（
肝

炎
、
肝
硬
変
（
ウ
イ
ル
ス
性
を
含
む
）
、
薬
剤
性
肝
障
害

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
　

　
　

作
用

、
機

序
、

主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
４

）
膵

炎
に

つ
い

て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
５

）
胆

道
疾

患
（

胆
石
症
、
胆
道
炎
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
６

）
機

能
性

消
化

管
障
害
（
過
敏
性
腸
症
候
群
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
　

　
　

副
作

用
）

、
お

よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

　
７

）
便

秘
・

下
痢

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

　
８

）
悪

心
・

嘔
吐

に
つ
い
て
、
治
療
薬
お
よ
び
関
連
薬
物
（
催
吐
薬
）
の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅲ

　
９

）
痔

に
つ

い
て

、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
　

　
　

薬
物

治
療

（
医

薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

【
③

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
呼

吸
器

系
・

消
化
器
系
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本

構
造

と
薬

効
（

薬
理

・
薬

物
動

態
）

　
　

　
の

関
連

を
概

説
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

（
５

）
代

謝
系

・
内

分
泌

系
の

疾
患

と
薬

【
①

代
謝

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
糖

尿
病

と
そ

の
合
併
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
医
学
各
論

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
脂

質
異

常
症

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
　

　
　

生
理

、
症

状
等

）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る

。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
医
学
各
論

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
高

尿
酸

血
症

・
痛
風
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

【
②

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

性
ホ

ル
モ

ン
関

連
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
２

）
Ba
se
do
w
（

バ
セ

ド
ウ
）
病
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅴ

薬
物
治
療
学
Ⅵ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
甲

状
腺

炎
（

慢
性
（
橋
本
病
）
、
亜
急
性
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
４

）
尿

崩
症

に
つ

い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
　

　
先

端
巨

大
症

、
高
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
血
症
、
下
垂
体
機
能
低
下
症
、
AD
H不

適
合

分
泌

症
候

群
（

SI
AD
H）

、
副

　
　

　
甲

状
腺

機
能

亢
進
症
•
低
下
症
、
Cu

sh
in

g
（
ク
ッ
シ
ン
グ
）
症
候
群
、

ア
ル

ド
ス

テ
ロ

ン
症

、
褐

色
細

胞
腫

、
　

　
　

副
腎

不
全

（
急

性
、
慢
性
）
、
子
宮
内
膜
症
（
重
複
）
、
ア
ジ
ソ
ン
病

（
重

複
）

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅵ

【
③

化
学

構
造

と
薬

効
】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
代

謝
系

・
内

分
布
系
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

　
　

　
関

連
を

概
説

で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
医
学
各
論

（
６

）
感

覚
器

・
皮

膚
の

疾
患

と
薬

【
①

眼
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
緑

内
障

に
つ

い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅷ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
白

内
障

に
つ

い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅷ

　
３

）
加

齢
性

黄
斑

変
性
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅷ

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。
 

　
　

　
結

膜
炎

（
重

複
）
、
網
膜
症
、
ぶ
ど
う
膜
炎
、
網
膜
色
素
変
性
症

薬
物
治
療
学
Ⅷ

【
②

耳
鼻

咽
喉

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

め
ま

い
（

動
揺

病
、
M
en

i
er

e（
メ
ニ
エ
ー
ル
）
病
等
）
に
つ
い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅷ

　
２

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。
 

　
　

　
ア

レ
ル

ギ
ー

性
鼻
炎
（
重
複
）
、
花
粉
症
（
重
複
）
、
副
鼻
腔
炎
（
重

複
）

、
中

耳
炎

（
重

複
）

、
口

内
炎

・
　

　
　

咽
頭

炎
・

扁
桃

腺
炎
(
重
複
)
、
喉
頭
蓋
炎

薬
物
治
療
学
Ⅵ

薬
物
治
療
学
Ⅷ

【
③

皮
膚

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

ア
ト

ピ
ー

性
皮

膚
炎
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

　
　

 
（

E2
（

2
）

【
②

免
疫
・
炎
症
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
薬
、
病
態
、
治
療
】

参
照

）
薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
２

）
皮

膚
真

菌
症

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

 
（

E2
（

7
）

【
⑤

真
菌
感
染
症
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 
参
照
）

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
３

）
褥

瘡
に

つ
い

て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

個
別
化
医
療
学

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
　

　
蕁

麻
疹

（
重

複
）
、
薬
疹
（
重
複
）
、
水
疱
症
（
重
複
）
、
乾
癬
(重

複
）

、
接

触
性

皮
膚

炎
（

重
複

）
、

光
線

　
　

　
過

敏
症

（
重

複
)

薬
物
治
療
学
Ⅵ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
感

覚
器

・
皮

膚
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

関
連

を
　

　
　

概
説

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅷ

（
７

）
病

原
微

生
物

（
感

染
症

）
・

悪
性

新
生

物
（

が
ん

）
と

薬
【

①
抗

菌
薬

】
　

１
）

以
下

の
抗

菌
薬

の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ル
、
主

な
副

作
用

、
相

互
作

用
、

組
織

移
行

性
）

　
　

　
お

よ
び

臨
床

適
用
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
β

-ラ
ク

タ
ム

系
、
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
、

ア
ミ

ノ
配

糖
体

（
ア

ミ
ノ

グ
リ

コ
シ

ド
）

系
、

　
　

　
キ

ノ
ロ

ン
系

、
グ
リ
コ
ペ
プ
チ
ド
系
、
抗
結
核
薬
、
サ
ル
フ
ァ
剤
（
ST
合

剤
を

含
む

）
、

そ
の

他
の

抗
菌

薬

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
２

）
細

菌
感

染
症

に
関
係
す
る
代
表
的
な
生
物
学
的
製
剤
（
ワ
ク
チ
ン
等
）

を
挙

げ
、

そ
の

作
用

機
序

を
説

明
　

　
　

で
き

る
。

微
生

物
学

【
②

抗
菌

薬
の

耐
性

】
　

１
）

主
要

な
抗

菌
薬

の
耐
性
獲
得
機
構
お
よ
び
耐
性
菌
出
現
へ
の
対
応
を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

【
③

細
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
以

下
の

呼
吸

器
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
、

感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

薬
物

　
　

　
治

療
（

医
薬

品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
上

気
道

炎
（

か
ぜ
症
候
群
（
大
部
分
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
を
含
む
）

、
気

管
支

炎
、

扁
桃

炎
、

細
菌

性
肺

炎
、

　
　

　
肺

結
核

、
レ

ジ
オ
ネ
ラ
感
染
症
、
百
日
咳
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
以

下
の

消
化

器
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

急
性

虫
垂

炎
、

胆
囊
炎
、
胆
管
炎
、
病
原
性
大
腸
菌
感
染
症
、
食
中
毒

、
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

感
染

症
、

　
　

　
赤

痢
、

コ
レ

ラ
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、
偽
膜
性
大
腸
炎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
３

）
以

下
の

感
覚

器
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

副
鼻

腔
炎

、
中

耳
炎
、
結
膜
炎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
４

）
以

下
の

尿
路

感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
腎

盂
腎

炎
、

膀
胱
炎
、
尿
道
炎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
５

）
以

下
の

性
感

染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
、
予
防

方
法

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

　
　

　
選

択
等

）
を

説
明
で
き
る
。

　
　

　
梅

毒
、

淋
病

、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
症
等

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
６

）
脳

炎
、

髄
膜

炎
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お
よ
び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

臨
床
医
学
各
論
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
７

）
以

下
の

皮
膚

細
菌
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

　
　

　
等

）
を

説
明

で
き
る
。

　
　

　
伝

染
性

膿
痂

疹
、
丹
毒
、
癰
、
毛
囊
炎
、
ハ
ン
セ
ン
病

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
８

）
感

染
性

心
内

膜
炎
、
胸
膜
炎
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
　

　
　

選
択

等
）

 を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
９

）
以

下
の

薬
剤

耐
性
菌
に
よ
る
院
内
感
染
に
つ
い
て
、
感
染
経
路
と
予
防

方
法

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

お
よ

び
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
MR
SA
、

VR
E、

セ
ラ
チ
ア
、
緑
膿
菌
等

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
10
）

以
下

の
全

身
性
細
菌
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状

等
）

、
感

染
経

路
と

予
防

方
法

お
よ

び
　

　
　

薬
物

治
療

（
医

薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
ジ

フ
テ

リ
ア

、
劇
症
型
A群

β
溶
血
性
連
鎖
球
菌
感
染
症
、
新
生
児
B群

連
鎖

球
菌

感
染

症
、

破
傷

風
、

敗
血

症
薬
物
治
療
学
Ⅳ

救
急
・
災
害
薬
学

【
④

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
お

よ
び

プ
リ

オ
ン

病
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
ヘ

ル
ペ

ス
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
、
水
痘
・
帯
状
疱
疹
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
　

　
　

（
薬

理
作

用
、

機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
予
防
方
法
お
よ
び
病
態
（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
　

　
　

（
医

薬
品

の
選

択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
２

）
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
３

）
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な

副
作

用
）

、
感

染
経

路
と

　
　

　
予

防
方

法
お

よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
４

）
ウ

イ
ル

ス
性

肝
炎
（
H
AV

、
HB

V、
H
CV

）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
感

染
経

路
と

予
防
方
法
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
（
急
性
肝
炎
、
慢
性

肝
炎

、
肝

硬
変

、
肝

細
胞

が
ん

）
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。
（
重

複
）

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
５

）
後

天
性

免
疫

不
全
症
候
群
（
A
ID

S）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
感

染
経

路
と

予
防
方
法
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
６

）
以

下
の

ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
プ
リ
オ
ン
病
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

　
　

　
伝

染
性

紅
斑

（
リ
ン
ゴ
病
）
、
手
足
口
病
、
伝
染
性
単
核
球
症
、
突
発

性
発

疹
、

咽
頭

結
膜

熱
、

ウ
イ

ル
ス

　
　

　
性

下
痢

症
、

麻
疹
、
風
疹
、
流
行
性
耳
下
腺
炎
、
風
邪
症
候
群
、
Cr
eu
tz
fe
ld
t-
Ja
ko
b（

ク
ロ

イ
ツ

フ
ェ

ル
ト

-
　

　
　

ヤ
コ

ブ
）

病

薬
物
治
療
学
Ⅳ

【
⑤

真
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
抗

真
菌

薬
の

薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
２

）
以

下
の

真
菌

感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

皮
膚

真
菌

症
、

カ
ン
ジ
ダ
症
、
ニ
ュ
ー
モ
シ
ス
チ
ス
肺
炎
、
肺
ア
ス
ペ

ル
ギ

ル
ス

症
、

ク
リ

プ
ト

コ
ッ

ク
ス

症
薬
物
治
療
学
Ⅳ

【
⑥

原
虫

・
寄

生
虫

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
以

下
の

原
虫

感
染
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

マ
ラ

リ
ア

、
ト

キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症
、
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
症
、
ア
メ
ー
バ
赤

痢

薬
物
治
療
学
Ⅳ

臨
床
医
学
各
論

　
２

）
以

下
の

寄
生

虫
感
染
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
回

虫
症

、
蟯

虫
症
、
ア
ニ
サ
キ
ス
症

薬
物
治
療
学
Ⅳ

【
⑦

悪
性

腫
瘍

】

　
１

）
腫

瘍
の

定
義

（
良
性
腫
瘍
と
悪
性
腫
瘍
の
違
い
）
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

臨
床
医
学
各
論

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
悪

性
腫

瘍
に

つ
い
て
、
以
下
の
項
目
を
概
説
で
き
る
。

　
　

　
組

織
型

分
類

お
よ
び
病
期
分
類
、
悪
性
腫
瘍
の
検
査
（
細
胞
診
、
組
織

診
、

画
像

診
断

、
腫

瘍
マ

ー
カ

ー
　

　
　

（
腫

瘍
関

連
の

変
異
遺
伝
子
、
遺
伝
子
産
物
を
含
む
）
）
、
悪
性
腫
瘍

の
疫

学
（

が
ん

罹
患

の
現

状
お

よ
び

　
　

　
が

ん
死

亡
の

現
状
）
、
悪
性
腫
瘍
の
リ
ス
ク
お
よ
び
予
防
要
因

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅳ

病
態
生
化
学

臨
床
医
学
各
論

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
悪

性
腫

瘍
の

治
療
に
お
け
る
薬
物
治
療
の
位
置
づ
け
を
概
説
で
き
る
。

臨
床
医
学
各
論

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
⑧

悪
性

腫
瘍

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

以
下

の
抗

悪
性

腫
瘍
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
、

相
互

作
用

、
組

織
移

行
性

）
お

よ
び

　
　

　
臨

床
適

用
を

説
明
で
き
る
。

　
　

　
ア

ル
キ

ル
化

薬
、
代
謝
拮
抗
薬
、
抗
腫
瘍
抗
生
物
質
、
微
小
管
阻
害
薬

、
ト

ポ
イ

ソ
メ

ラ
ー

ゼ
阻

害
薬

、
　

　
　

抗
腫

瘍
ホ

ル
モ

ン
関
連
薬
、
白
金
製
剤
、
分
子
標
的
治
療
薬
、
そ
の
他

の
抗

悪
性

腫
瘍

薬

臨
床
医
学
各
論

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
に
対
す
る
耐
性
獲
得
機
構
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
の
主
な
副
作
用
（
下
痢
、
悪
心
・
嘔
吐
、
白
血
球
減
少

、
皮

膚
障

害
（

手
足

症
候

群
を

含
む

）
、

　
　

　
血

小
板

減
少

等
）
の
軽
減
の
た
め
の
対
処
法
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
４

）
代

表
的

な
が

ん
化
学
療
法
の
レ
ジ
メ
ン
（
F
OL

F
OX

等
）
に
つ
い
て
、

構
成

薬
物

お
よ

び
そ

の
役

割
、

副
作

用
、

　
　

　
対

象
疾

患
を

概
説
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
５

）
以

下
の

白
血

病
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

急
性

（
慢

性
）

骨
髄
性
白
血
病
、
急
性
（
慢
性
）
リ
ン
パ
性
白
血
病
、

成
人

T細
胞

白
血

病
（

AT
L）

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
６

）
悪

性
リ

ン
パ

腫
お
よ
び
多
発
性
骨
髄
腫
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

　
　

　
の

選
択

等
）

を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
７

）
骨

肉
腫

に
つ

い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
８

）
以

下
の

消
化

器
系
の
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

　
　

　
等

）
を

説
明

で
き
る
。

　
　

　
胃

癌
、

食
道

癌
、
肝
癌
、
大
腸
癌
、
胆
囊
・
胆
管
癌
、
膵
癌

臨
床
医
学
各
論

薬
物
治
療
学
Ⅶ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
９

）
肺

癌
に

つ
い

て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅶ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
10
）

以
下

の
頭

頸
部
お
よ
び
感
覚
器
の
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
、
病
態
（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
　

　
　

（
医

薬
品

の
選

択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
脳

腫
瘍

、
網

膜
芽
細
胞
腫
、
喉
頭
、
咽
頭
、
鼻
腔
・
副
鼻
腔
、
口
腔
の

悪
性

腫
瘍

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
11
）

以
下

の
生

殖
器
の
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
前

立
腺

癌
、

子
宮
癌
、
卵
巣
癌

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
12
）

腎
・

尿
路

系
の
悪
性
腫
瘍
（
腎
癌
、
膀
胱
癌
）
に
つ
い
て
、
病
態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

　
　

　
（

医
薬

品
の

選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
13
）

乳
癌

に
つ

い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
⑨

が
ん

終
末

期
医

療
と

緩
和

ケ
ア

】
　

１
）

が
ん

終
末

期
の

病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
と
治
療
を
説
明
で
き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
が

ん
性

疼
痛

の
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
と
薬
物
治
療
（
医
薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

【
⑩

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
病

原
微

生
物

・
悪
性
新
生
物
が
関
わ
る
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

　
　

　
薬

物
動

態
）

の
関
連
を
概
説
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

（
８

）
バ

イ
オ

・
細

胞
医

薬
品

と
ゲ

ノ
ム

情
報

【
①

組
換

え
体

医
薬

品
】

　
１

）
組

換
え

体
医

薬
品
の
特
色
と
有
用
性
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
代

表
的

な
組

換
え
体
医
薬
品
を
列
挙
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

  
３

）
組

換
え

体
医

薬
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

【
②

遺
伝

子
治

療
】

　
１

）
遺

伝
子

治
療

の
原
理
、
方
法
と
手
順
、
現
状
、
お
よ
び
倫
理
的
問
題
点

を
概

説
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
③

細
胞

、
組

織
を

利
用

し
た

移
植

医
療

】
　

１
）

移
植

医
療

の
原

理
、
方
法
と
手
順
、
現
状
お
よ
び
ゲ
ノ
ム
情
報
の
取
り

扱
い

に
関

す
る

倫
理

的
問

題
点

を
概

説
　

　
　

で
き

る
。

（
知

識
・
態
度
）

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
２

）
摘

出
お

よ
び

培
養
組
織
を
用
い
た
移
植
医
療
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
３

）
臍

帯
血

、
末

梢
血
お
よ
び
骨
髄
に
由
来
す
る
血
液
幹
細
胞
を
用
い
た
移

植
医

療
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
４

）
胚

性
幹

細
胞

（
ES

細
胞
）
、
人
工
多
能
性
幹
細
胞
（
iP

S細
胞
）
を
用

い
た

細
胞

移
植

医
療

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

（
９

）
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

と
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
１

）
地

域
に

お
け

る
疾
病
予
防
、
健
康
維
持
増
進
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン

の
た

め
に

薬
剤

師
が

果
た

す
役

割
を

　
　

　
概

説
で

き
る

。
一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
２

）
要

指
導

医
薬

品
お
よ
び
一
般
用
医
薬
品
（
リ
ス
ク
の
程
度
に
応
じ
た
区

分
（

第
一

類
、

第
二

類
、

第
三

類
）

も
　

　
　

含
む

）
に

つ
い

て
説
明
し
、
各
分
類
に
含
ま
れ
る
代
表
的
な
製
剤
を
列

挙
で

き
る

。
一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
３

）
代

表
的

な
症

候
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
頻
度
の
高
い
疾
患
、
見
逃
し
て

は
い

け
な

い
疾

患
を

列
挙

で
き

る
。

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
４

）
要

指
導

医
薬

品
・
一
般
用
医
薬
品
の
選
択
、
受
診
勧
奨
の
要
否
を
判
断

す
る

た
め

に
必

要
な

患
者

情
報

を
収

集
　

　
　

で
き

る
。

（
技

能
）

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
５

）
以

下
の

疾
患

・
症
候
に
対
す
る
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
用
い
る

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
等

に
　

　
　

含
ま

れ
る

成
分

・
作
用
・
副
作
用
を
列
挙
で
き
る
。

　
　

　
発

熱
、

痛
み

、
か
ゆ
み
、
消
化
器
症
状
、
呼
吸
器
症
状
、
ア
レ
ル
ギ
ー

、
細

菌
・

真
菌

感
染

症
、

生
活

習
慣

病
　

等

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
６

）
主

な
養

生
法

（
運
動
・
食
事
療
法
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
保
健
機
能
食
品

を
含

む
）

と
そ

の
健

康
の

保
持

・
促

進
　

　
　

に
お

け
る

意
義

を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
漢
方
医
学
総
論

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
７

）
要

指
導

医
薬

品
・
一
般
用
医
薬
品
と
医
療
用
医
薬
品
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト

、
保

健
機

能
食

品
等

と
の

代
表

的
な

　
　

　
相

互
作

用
を

説
明
で
き
る
。

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
８

）
要

指
導

医
薬

品
・
一
般
用
医
薬
品
等
に
よ
る
治
療
効
果
と
副
作
用
を
判

定
す

る
た

め
の

情
報

を
収

集
し

評
価

　
　

　
で

き
る

。
（

技
能
）

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

（
1
0
）

医
療

の
中

の
漢

方
薬

【
①

漢
方

薬
の

基
礎

】
　

１
）

漢
方

の
特

徴
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

　
２

）
以

下
の

漢
方

の
基
本
用
語
を
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
陰

陽
、

虚
実

、
寒
熱
、
表
裏
、
気
血
水
、
証

漢
方
医
薬
学
総
論

  
３

）
配

合
生

薬
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
漢
方
薬
の
系
統
的
な
分
類
が
説
明

で
き

る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

　
４

）
漢

方
薬

と
西

洋
薬
、
民
間
薬
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
保
健
機
能
食
品
な
ど

と
の

相
違

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

【
②

漢
方

薬
の

応
用

】
　

１
）

漢
方

医
学

に
お

け
る
診
断
法
、
体
質
や
病
態
の
捉
え
方
、
治
療
法
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

漢
方
医
薬
学
総
論
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
日

本
薬

局
方

に
収
載
さ
れ
る
漢
方
薬
の
適
応
と
な
る
証
、
症
状
や
疾
患

に
つ

い
て

例
示

し
て

説
明

で
き

る
。

化
学

系
薬

学
実

習
Ⅱ

漢
方
医
薬
学
総
論

　
３

）
現

代
医

療
に

お
け
る
漢
方
薬
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

【
③

漢
方

薬
の

注
意

点
】

　
１

）
漢

方
薬

の
副

作
用
と
使
用
上
の
注
意
点
を
例
示
し
て
説
明
で
き
る
。

生
薬

学
化

学
系

薬
学

実
習

Ⅱ
漢
方
医
薬
学
総
論

（
1
1
）

薬
物

治
療

の
最

適
化

【
①

総
合

演
習

】
　

１
）

代
表

的
な

疾
患

の
症
例
に
つ
い
て
、
患
者
情
報
お
よ
び
医
薬
品
情
報
な

ど
の

情
報

に
基

づ
い

て
薬

物
治

療
の

　
　

　
最

適
化

を
討

議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
過

剰
量

の
医

薬
品
に
よ
る
副
作
用
へ
の
対
応
（
解
毒
薬
を
含
む
）
を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
救
急
・
災
害
薬
学

  
３

）
長

期
療

養
に

付
随
す
る
合
併
症
を
列
挙
し
、
そ
の
薬
物
治
療
に
つ
い

て
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
臨
床
病
態
解
析
学
演
習

E
3
 
薬

物
治

療
に

役
立

つ
情

報
（

１
）

医
薬

品
情

報
【

①
情

報
】

　
１

）
医

薬
品

を
使

用
し
た
り
取
り
扱
う
上
で
、
必
須
の
医
薬
品
情
報
を
列
挙

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
医

薬
品

情
報

に
関
わ
っ
て
い
る
職
種
を
列
挙
し
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て

概
説

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
医

薬
品

（
後

発
医
薬
品
等
を
含
む
）
の
開
発
過
程
で
行
わ
れ
る
試
験
（

非
臨

床
試

験
、

臨
床

試
験

、
安

定
性

　
　

　
試

験
等

）
と

得
ら
れ
る
医
薬
品
情
報
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
医

薬
品

の
市

販
後
に
行
わ
れ
る
調
査
・
試
験
と
得
ら
れ
る
医
薬
品
情
報

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
５

）
医

薬
品

情
報

に
関
係
す
る
代
表
的
な
法
律
・
制
度
（
「
医
薬
品
、
医
療

機
器

等
の

品
質

、
有

効
性

及
び

安
全

性
　

　
　

の
確

保
等

に
関

す
る
法
律
」
、
GC

P、
G
VP

、
GP

SP
、
RM

P
 な

ど
）
と

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
②

情
報

源
】

　
１

）
医

薬
品

情
報

源
の
一
次
資
料
、
二
次
資
料
、
三
次
資
料
の
分
類
に
つ
い

て
概

説
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
医

薬
品

情
報

源
と
し
て
代
表
的
な
二
次
資
料
、
三
次
資
料
を
列
挙
し
、

そ
れ

ら
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
厚

生
労

働
省

、
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
、
製
薬
企
業
な
ど
の
発
行

す
る

資
料

を
列

挙
し

、
概

説
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
医

薬
品

添
付

文
書
（
医
療
用
、
一
般
用
）
の
法
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
５

）
医

薬
品

添
付

文
書
（
医
療
用
、
一
般
用
）
の
記
載
項
目
（
警
告
、
禁
忌

、
効

能
・

効
果

、
用

法
・

用
量

、
使

用
　

　
　

上
の

注
意

な
ど

）
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
意
味
や
記
載
す
べ
き
内
容
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
６

）
医

薬
品

イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ム
の
位
置
づ
け
と
医
薬
品
添
付
文
書
と

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
③

収
集

・
評

価
・

加
工

・
提

供
・

管
理

】
　

１
）

目
的

（
効

能
効

果
、
副
作
用
、
相
互
作
用
、
薬
剤
鑑
別
、
妊
婦
へ
の
投

与
、

中
毒

な
ど

）
に

合
っ

た
適

切
な

　
　

　
情

報
源

を
選

択
し
、
必
要
な
情
報
を
検
索
、
収
集
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
物

治
療

学
Ⅰ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
ME
DL
IN
E
な

ど
の

医
学
・
薬
学
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
に
お
け
る
キ

ー
ワ

ー
ド

、
シ

ソ
ー

ラ
ス

の
重

要
性

を
　

　
　

理
解

し
、

検
索

で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
医

薬
品

情
報

の
信
頼
性
、
科
学
的
妥
当
性
な
ど
を
評
価
す
る
際
に
必
要

な
基

本
的

項
目

を
列

挙
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
臨

床
試

験
な

ど
の
原
著
論
文
お
よ
び
三
次
資
料
に
つ
い
て
医
薬
品
情
報

の
質

を
評

価
で

き
る

。
（

技
能

）
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
５

）
医

薬
品

情
報

を
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
加
工
・
提
供
し
管
理
す
る
際
の
方

法
と

注
意

点
（

知
的

所
有

権
、

守
秘

　
　

　
義

務
な

ど
）

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
④

E
B
M
（

E
v
i
d
e
n
c
e
-
b
a
s
e
d
 
M
e
d
i
c
i
n
e
）

】
  
１

）
EB
Mの

基
本

概
念
と
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

  
２

）
代

表
的

な
臨

床
研
究
法
（
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
、
コ
ホ
ー
ト
研
究

、
ケ

ー
ス

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

研
究

な
ど

）
　

　
　

の
長

所
と

短
所

を
挙
げ
、
そ
れ
ら
の
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

  
３

）
臨

床
研

究
論

文
の
批
判
的
吟
味
に
必
要
な
基
本
的
項
目
を
列
挙
し
、

内
的

妥
当

性
（

研
究

結
果

の
正

確
度

や
　

　
　

再
現

性
）

と
外

的
妥
当
性
（
研
究
結
果
の
一
般
化
の
可
能
性
）
に
つ
い

て
概

説
で

き
る

。
　

　
 
（

E3
（

1
）

【
③

収
集
・
評
価
・
加
 工

・
提
供
・
管
理
】
参
照
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

  
４

）
メ

タ
ア

ナ
リ

シ
ス
の
概
念
を
理
解
し
、
結
果
を
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
⑤

生
物

統
計

】
　

１
）

臨
床

研
究

に
お

け
る
基
本
的
な
統
計
量
（
平
均
値
、
中
央
値
、
標
準
偏

差
、

標
準

誤
差

、
信

頼
区

間
な

ど
）

　
　

　
の

意
味

と
違

い
を
説
明
で
き
る
。

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
帰

無
仮

説
の

概
念
お
よ
び
検
定
と
推
定
の
違
い
を
説
明
で
き
る
。

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
代

表
的

な
分

布
（
正
規
分
布
、
ｔ
分
布
、
二
項
分
布
、
ポ
ア
ソ
ン
分
布

、
χ

2 分
布

、
F分

布
）

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
主

な
パ

ラ
メ

ト
リ
ッ
ク
検
定
と
ノ
ン
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
検
定
を
列
挙
し

、
そ

れ
ら

の
使

い
分

け
を

説
明

で
き

る
。

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
５

）
二

群
間

の
差

の
検
定
（
ｔ
検
定
、
χ

2
検
定
な
ど
）
を
実
施
で
き
る

。
（

技
能

）
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
６

）
主

な
回

帰
分

析
（
直
線
回
帰
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
な
ど
）
と
相
関

係
数

の
検

定
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
７

）
基

本
的

な
生

存
時
間
解
析
法
（
カ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
曲
線
な
ど
）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
⑥

臨
床

研
究

デ
ザ

イ
ン

と
解

析
】

　
１

）
臨

床
研

究
（

治
験
を
含
む
）
の
代
表
的
な
手
法
（
介
入
研
究
、
観
察
研

究
）

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
特

徴
を

　
　

　
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
臨

床
研

究
に

お
け
る
バ
イ
ア
ス
・
交
絡
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
観

察
研

究
で

の
主
な
疫
学
研
究
デ
ザ
イ
ン
（
症
例
報
告
、
症
例
集
積
、

コ
ホ

ー
ト

研
究

、
ケ

ー
ス

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

　
　

　
研

究
、

ネ
ス

テ
ッ
ド
ケ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
研
究
、
ケ
ー
ス
コ
ホ
ー
ト

研
究

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
副

作
用

の
因

果
関
係
を
評
価
す
る
た
め
の
方
法
（
副
作
用
判
定
ア
ル
ゴ

リ
ズ

ム
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
５

）
優

越
性

試
験

と
非
劣
性
試
験
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
６

）
介

入
研

究
の

計
画
上
の
技
法
（
症
例
数
設
定
、
ラ
ン
ダ
ム
化
、
盲
検
化

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
７

）
統

計
解

析
時

の
注
意
点
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
８

）
介

入
研

究
の

効
果
指
標
（
真
の
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
と
代
用
の
エ
ン
ド
ポ

イ
ン

ト
、

主
要

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
と

　
　

　
副

次
的

エ
ン

ド
ポ
イ
ン
ト
）
の
違
い
を
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
９

）
臨

床
研

究
の

結
果
（
有
効
性
、
安
全
性
）
の
主
な
パ
ラ
メ
ー
タ
（
相
対

リ
ス

ク
、

相
対

リ
ス

ク
減

少
、

絶
対

　
　

　
リ

ス
ク

、
絶

対
リ
ス
ク
減
少
、
治
療
必
要
数
、
オ
ッ
ズ
比
、
発
生
率
、

発
生

割
合

）
を

説
明

し
、

計
算

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
⑦

医
薬

品
の

比
較

・
評

価
】

　
１

）
病

院
や

薬
局

に
お
い
て
医
薬
品
を
採
用
・
選
択
す
る
際
に
検
討
す
べ
き

項
目

を
列

挙
し

、
そ

の
意

義
を

説
明

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
医

薬
品

情
報

に
も
と
づ
い
て
、
代
表
的
な
同
種
同
効
薬
の
有
効
性
や
安

全
性

に
つ

い
て

比
較

・
評

価
で

き
る

。
　

　
　

（
技

能
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
医

薬
品

情
報

に
も
と
づ
い
て
、
先
発
医
薬
品
と
後
発
医
薬
品
の
品
質
、

安
全

性
、

経
済

性
な

ど
に

つ
い

て
、

　
　

　
比

較
・

評
価

で
き
る
。
（
技
能
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

（
２

）
患

者
情

報
【

①
情

報
と

情
報

源
】

　
１

）
薬

物
治

療
に

必
要
な
患
者
基
本
情
報
を
列
挙
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
患

者
情

報
源

の
種
類
を
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
②

収
集

・
評

価
・

管
理

】

　
１

）
問

題
志

向
型

シ
ス
テ
ム
（
PO

S）
を
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
SO
AP
形

式
な

ど
の
患
者
情
報
の
記
録
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
医

薬
品

の
効

果
や
副
作
用
を
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
患
者
情
報
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
４

）
患

者
情

報
の

取
扱
い
に
お
け
る
守
秘
義
務
と
管
理
の
重
要
性
を
説
明
で

き
る

。
　

　
 
（

A（
2）

【
③

患
者
の
権
利
】
参
照
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

（
３

）
個

別
化

医
療

【
①

遺
伝

的
素

因
】

　
１

）
薬

物
の

主
作

用
お
よ
び
副
作
用
に
影
響
す
る
代
表
的
な
遺
伝
的
素
因
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
個
別
化
医
療
学

　
２

）
薬

物
動

態
に

影
響
す
る
代
表
的
な
遺
伝
的
素
因
（
薬
物
代
謝
酵
素
・
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
の

遺
伝

子
変

異
な

ど
）

　
　

　
に

つ
い

て
、

例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

個
別
化
医
療
学

　
３

）
遺

伝
的

素
因

を
考
慮
し
た
薬
物
治
療
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で

き
る

。
個
別
化
医
療
学

【
②

年
齢

的
要

因
】

　
１

）
低

出
生

体
重

児
、
新
生
児
、
乳
児
、
幼
児
、
小
児
に
お
け
る
薬
物
動
態

と
、

薬
物

治
療

で
注

意
す

べ
き

点
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
２

）
高

齢
者

に
お

け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
で
注
意
す
べ
き
点
を
説
明

で
き

る
。

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

個
別
化
医
療
学

【
③

臓
器

機
能

低
下

】

　
１

）
腎

疾
患

・
腎

機
能
低
下
時
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
・
投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
臨
床
生
理
・
診
断
学

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

個
別
化
医
療
学

　
２

）
肝

疾
患

・
肝

機
能
低
下
時
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
・
投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
臨
床
生
理
・
診
断
学

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
３

）
心

臓
疾

患
を

伴
っ
た
患
者
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
・
投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
臨
床
生
理
・
診
断
学

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

【
④

そ
の

他
の

要
因

】
　

１
）

薬
物

の
効

果
に

影
響
す
る
生
理
的
要
因
（
性
差
、
閉
経
、
日
内
変
動
な

ど
）

を
列

挙
で

き
る

。
臨
床
生
理
・
診
断
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
妊

娠
・

授
乳

期
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
生
殖
・
妊
娠
・
授
乳
期
の
薬

物
治

療
で

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
個
別
化
医
療
学

　
３

）
栄

養
状

態
の

異
な
る
患
者
（
肥
満
、
低
ア
ル
ブ
ミ
ン
血
症
、
腹
水
な
ど

）
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
薬

物
治

療
で

　
　

　
注

意
す

べ
き

点
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
栄
養
学

【
⑤

個
別

化
医

療
の

計
画

・
立

案
】

　
１

）
個

別
の

患
者

情
報
（
遺
伝
的
素
因
、
年
齢
的
要
因
、
臓
器
機
能
な
ど
）

と
医

薬
品

情
報

を
も

と
に

、
薬

物
治

療
を

　
　

　
計

画
・

立
案

で
き
る
。
（
技
能
）

個
別
化
医
療
学

　
２

）
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
診
断
に
も
と
づ
く
薬
物
治
療
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て

説
明

で
き

る
。

個
別
化
医
療
学

E
4
 
薬

の
生

体
内

運
命

（
１

）
薬

物
の

体
内

動
態

【
①

生
体

膜
透

過
】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
薬

物
の

生
体

膜
透
過
に
お
け
る
単
純
拡
散
、
促
進
拡
散
お
よ
び
能
動
輸

送
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅳ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

　
２

）
薬

物
の

生
体

膜
透
過
に
関
わ
る
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
例
を
挙
げ
、
そ

の
特

徴
と

薬
物

動
態

に
お

け
る

役
割

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

【
②

吸
収

】
　

１
）

経
口

投
与

さ
れ

た
薬
物
の
吸
収
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

　
２

）
非

経
口

的
に

投
与
さ
れ
る
薬
物
の
吸
収
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

　
３

）
薬

物
の

吸
収

に
影
響
す
る
因
子
（
薬
物
の
物
性
、
生
理
学
的
要
因
な
ど

）
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
４

）
薬

物
の

吸
収

過
程
に
お
け
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
、
説
明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
５

）
初

回
通

過
効

果
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

医
療
薬
学
実
習
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

【
③

分
布

】
　

１
）

薬
物

が
結

合
す

る
代
表
的
な
血
漿
タ
ン
パ
ク
質
を
挙
げ
、
タ
ン
パ
ク
結

合
の

強
い

薬
物

を
列

挙
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
２

）
薬

物
の

組
織

移
行
性
（
分
布
容
積
）
と
血
漿
タ
ン
パ
ク
結
合
な
ら
び
に

組
織

結
合

と
の

関
係

を
、

定
量

的
　

　
　

に
説

明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
３

）
薬

物
の

タ
ン

パ
ク
結
合
お
よ
び
結
合
阻
害
の
測
定
・
解
析
方
法
を
説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
４

）
血

液
－

組
織

関
門
の
構
造
・
機
能
と
、
薬
物
の
脳
や
胎
児
等
へ
の
移
行

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
５

）
薬

物
の

リ
ン

パ
お
よ
び
乳
汁
中
へ
の
移
行
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
６

）
薬

物
の

分
布

過
程
に
お
け
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
、
説
明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

【
④

代
謝

】
　

１
）

代
表

的
な

薬
物

代
謝
酵
素
を
列
挙
し
、
そ
の
代
謝
反
応
が
起
こ
る
組
織

な
ら

び
に

細
胞

内
小

器
官

、
反

応
様

式
　

　
　

に
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
２

）
薬

物
代

謝
の

第
Ⅰ
相
反
応
（
酸
化
・
還
元
・
加
水
分
解
）
、
第
Ⅱ
相
反

応
（

抱
合

）
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
３

）
代

表
的

な
薬

物
代
謝
酵
素
（
分
子
種
）
に
よ
り
代
謝
さ
れ
る
薬
物
を
列

挙
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅰ

医
療
薬
学
実
習
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
４

）
プ

ロ
ド

ラ
ッ

グ
と
活
性
代
謝
物
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
５

）
薬

物
代

謝
酵

素
の
阻
害
お
よ
び
誘
導
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
そ
れ
ら
に
関

連
し

て
起

こ
る

相
互

作
用

に
つ

い
て

、
　

　
　

例
を

挙
げ

、
説

明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
療
薬
学
実
習
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

【
⑤

排
泄

】

　
１

）
薬

物
の

尿
中

排
泄
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
２

）
腎

ク
リ

ア
ラ

ン
ス
と
、
糸
球
体
ろ
過
、
分
泌
、
再
吸
収
の
関
係
を
定
量

的
に

説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
３

）
代

表
的

な
腎

排
泄
型
薬
物
を
列
挙
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
４

）
薬

物
の

胆
汁

中
排
泄
と
腸
肝
循
環
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
５

）
薬

物
の

排
泄

過
程
に
お
け
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
、
説
明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

（
２

）
薬

物
動

態
の

解
析

【
①

薬
物

速
度

論
】

　
１

）
線

形
コ

ン
パ

ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル
と
、
関
連
す
る
薬
物
動
態
パ
ラ
メ
ー

タ
（

全
身

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

、
分

布
容

積
、

　
　

　
消

失
半

減
期

、
生
物
学
的
利
用
能
な
ど
）
の
概
念
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

医
療
薬
学
実
習
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
２

）
線

形
１

－
コ

ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル
に
基
づ
い
た
解
析
が
で
き
る
（

急
速

静
注

・
経

口
投

与
［

単
回

お
よ

び
　

　
　

反
復

 
投

与
］

、
定
速
静
注
）
。
（
知
識
、
技
能
）

薬
物
動
態
学
Ⅱ

医
療
薬
学
実
習
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
３

）
体

内
動

態
が

非
線
形
性
を
示
す
薬
物
の
例
を
挙
げ
、
非
線
形
モ
デ
ル
に

基
づ

い
た

解
析

が
で

き
る

。
（

知
識

、
　

　
　

技
能

）
薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
４

）
モ

ー
メ

ン
ト

解
析
の
意
味
と
、
関
連
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
算
法
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
５

）
組

織
ク

リ
ア

ラ
ン
ス
（
肝
、
腎
）
お
よ
び
固
有
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
意
味

と
、

そ
れ

ら
の

関
係

に
つ

い
て

、
数

式
　

　
　

を
使

っ
て

説
明

で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

　
６

）
薬

物
動

態
学

－
薬
力
学
解
析
（
PK

-P
D
解
析
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

【
②

T
D
M
 
(
T
h
e
r
a
p
e
u
t
i
c
 
D
r
u
g
 
M
o
n
i
t
o
r
i
n
g
)
と

投
与

設
計

】
　

１
）

治
療

薬
物

モ
ニ

タ
リ
ン
グ
（
T
DM

）
の
意
義
を
説
明
し
、
TD

Mが
有
効

な
薬

物
を

列
挙

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

個
別
化
医
療
学

　
２

）
TD
Mを

行
う

際
の

採
血
ポ
イ
ン
ト
、
試
料
の
取
り
扱
い
、
測
定
法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

個
別
化
医
療
学

　
３

）
薬

物
動

態
パ

ラ
メ
ー
タ
を
用
い
て
患
者
ご
と
の
薬
物
投
与
設
計
が
で
き

る
。

（
知

識
、

技
能

）
薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

個
別
化
医
療
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
４

）
ポ

ピ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
マ
コ
キ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
概
念
と
応
用
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

個
別
化
医
療
学

E
5
 
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

（
１

）
製

剤
の

性
質

【
①

固
形

材
料

】
　

１
）

粉
体

の
性

質
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅰ

　
２

）
結

晶
（

安
定

形
お
よ
び
準
安
定
形
）
や
非
晶
質
、
無
水
物
や
水
和
物
の

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
製
剤
学
Ⅰ

　
３

）
固

形
材

料
の

溶
解
現
象
（
溶
解
度
、
溶
解
平
衡
な
ど
）
や
溶
解
し
た
物

質
の

拡
散

と
溶

解
速

度
に

つ
い

て
説

明
　

　
　

で
き

る
。

　
　

　
（

C2
（

2）
【

①
酸
・
塩
基
平
衡
】
1.

及
び
【
②
各
種
の
化
学
平
衡
】

2.
参

照
）

製
剤
学
Ⅰ

　
４

）
固

形
材

料
の

溶
解
に
影
響
を
及
ぼ
す
因
子
（
pH

や
温
度
な
ど
）
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅰ

　
５

）
固

形
材

料
の

溶
解
度
や
溶
解
速
度
を
高
め
る
代
表
的
な
製
剤
的
手
法
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅰ

【
②

半
固

形
・

液
状

材
料

】
　

１
）

流
動

と
変

形
（

レ
オ
ロ
ジ
ー
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅰ

　
２

）
高

分
子

の
構

造
と
高
分
子
溶
液
の
性
質
（
粘
度
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅰ

【
③

分
散

系
材

料
】

　
１

）
界

面
の

性
質

（
界
面
張
力
、
分
配
平
衡
、
吸
着
な
ど
）
や
代
表
的
な
界

面
活

性
剤

の
種

類
と

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。
　

　
　

（
C2
（

2）
【

②
各
種
の
化
学
平
衡
】
4.

参
照
）

化
粧

品
概

論
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

物
理

系
薬

学
実

習
製
剤
学
Ⅰ

　
２

）
代

表
的

な
分

散
系
（
分
子
集
合
体
、
コ
ロ
イ
ド
、
乳
剤
、
懸
濁
剤
な
ど

）
を

列
挙

し
、

そ
の

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。

化
粧

品
概

論
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

物
理

系
薬

学
実

習
製
剤
学
Ⅰ

　
３

）
分

散
し

た
粒

子
の
安
定
性
と
分
離
現
象
（
沈
降
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
物

理
系

薬
学

実
習

製
剤
学
Ⅰ

  
４

）
分

散
安

定
性

を
高
め
る
代
表
的
な
製
剤
的
手
法
を
列
挙
し
、
説
明
で

き
る

。
化

粧
品

概
論

製
剤
学
Ⅰ

【
④

薬
物

及
び

製
剤

材
料

の
物

性
】

　
１

）
製

剤
分

野
で

汎
用
さ
れ
る
高
分
子
の
構
造
を
理
解
し
、
そ
の
物
性
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅰ

　
２

）
薬

物
の

安
定

性
（
反
応
速
度
、
複
合
反
応
な
ど
）
や
安
定
性
に
影
響
を

及
ぼ

す
因

子
（

pH
、

温
度

な
ど

）
　

　
　

に
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

　
　

　
（

C1
（

3）
【

①
反
応
速
度
】
1
.～

7.
参
照
）

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
製
剤
学
Ⅱ

　
３

）
薬

物
の

安
定

性
を
高
め
る
代
表
的
な
製
剤
的
手
法
を
列
挙
し
、
説
明
で

き
る

。
製
剤
学
Ⅰ

（
２

）
製

剤
設

計
【

①
代

表
的

な
製

剤
】

　
１

）
製

剤
化

の
概

要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅰ

　
２

）
経

口
投

与
す

る
製
剤
の
種
類
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅰ

　
３

）
粘

膜
に

適
用

す
る
製
剤
（
点
眼
剤
、
吸
入
剤
な
ど
）
の
種
類
と
そ
の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製
剤
学
Ⅱ

　
４

）
注

射
に

よ
り

投
与
す
る
製
剤
の
種
類
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
５

）
皮

膚
に

適
用

す
る
製
剤
の
種
類
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

化
粧

品
概

論
製
剤
学
Ⅰ

　
６

）
そ

の
他

の
製

剤
（
生
薬
関
連
製
剤
、
透
析
に
用
い
る
製
剤
な
ど
）
の
種

類
と

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅰ

【
②

製
剤

化
と

製
剤

試
験

法
】

　
１

）
代

表
的

な
医

薬
品
添
加
物
の
種
類
・
用
途
・
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

製
剤
学
Ⅰ

医
療
薬
学
実
習
Ⅱ

　
２

）
製

剤
化

の
単

位
操
作
、
汎
用
さ
れ
る
製
剤
機
械
お
よ
び
代
表
的
な
製
剤

の
具

体
的

な
製

造
工

程
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅱ

医
療
薬
学
実
習
Ⅱ

　
３

）
汎

用
さ

れ
る

容
器
、
包
装
の
種
類
や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
４

）
製

剤
に

関
連

す
る
試
験
法
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

医
療
薬
学
実
習
Ⅱ

【
③

生
物

学
的

同
等

性
】

　
１

）
製

剤
の

特
性

（
適
用
部
位
、
製
剤
か
ら
の
薬
物
の
放
出
性
な
ど
）
を
理

解
し

た
上

で
、

生
物

学
的

同
等

性
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

（
３

）
D
D
S
（

D
r
u
g
 
D
e
l
i
v
e
r
y
 
S
y
s
t
e
m
：

薬
物

送
達

シ
ス

テ
ム

）
【

①
D
D
S
 
の

必
要

性
】

　
１

）
DD
Sの

概
念

と
有

用
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
DD
S技

術
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

　
　

　
（

プ
ロ

ド
ラ

ッ
グ
に
つ
い
て
は
、
E4

(1
)【

④
代
謝
】
4.

も
参
照
）

製
剤
学
Ⅱ

【
②

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ド
リ

リ
ー

ス
（

放
出

制
御

）
】

　
１

）
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ド
リ
リ
ー
ス
の
概
要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に
、
代
表
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
リ
リ
ー
ス
技
術
を
列

挙
し

、
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
　

　
　

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
３

）
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ド
リ
リ
ー
ス
技
術
を
適
用
し
た
代
表
的
な
医
薬
品
を
列

挙
で

き
る

。
製
剤
学
Ⅱ

【
③

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
（

標
的

指
向

化
）

】
　

１
）

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
の
概
要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に
、
代
表
的
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
列
挙
し
、
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製
剤
学
Ⅱ

　
３

）
タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ
技
術
を
適
用
し
た
代
表
的
な
医
薬
品
を
列
挙
で
き
る

。
製
剤
学
Ⅱ

【
④

吸
収

改
善

】
　

１
）

吸
収

改
善

の
概

要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に
、
代
表
的
な
吸
収
改
善
技
術
を
列
挙
し
、
そ
の
特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
３

）
吸

収
改

善
技

術
を
適
用
し
た
代
表
的
な
医
薬
品
を
列
挙
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

F
　

薬
学

臨
床

　
　

　
前

）
：

病
院

・
薬

局
で

の
実

務
実

習
履

修
前

に
修

得
す

べ
き

事
項

（
１

）
薬

学
臨

床
の

基
礎

【
①

早
期

臨
床

体
験

】
 
※
原
則
と
し
て
 
2年

次
修
了
ま
で
に
学
習
す
る
事
項

　
１

）
患

者
・

生
活

者
の
視
点
に
立
っ
て
、
様
々
な
薬
剤
師
の
業
務
を
見
聞
し

、
そ

の
体

験
か

ら
薬

剤
師

業
務

の
　

　
　

重
要

性
に

つ
い

て
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学

　
２

）
地

域
の

保
健

・
福
祉
を
見
聞
し
た
具
体
的
体
験
に
基
づ
き
そ
の
重
要
性

や
課

題
を

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学

　
３

）
一

次
救

命
処

置
（
心
肺
蘇
生
、
外
傷
対
応
等
）
を
説
明
し
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ

を
用

い
て

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

【
②

臨
床

に
お

け
る

心
構

え
】

〔
Ａ
（
１
）
、
（
２
）
参
照
〕

　
１

）
前

）
医

療
の

担
い
手
が
守
る
べ
き
倫
理
規
範
や
法
令
に
つ
い
て
討
議
す

る
。

（
態

度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

医
療
人
の
あ
り
方

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
前

）
患

者
・

生
活
者
中
心
の
医
療
の
視
点
か
ら
患
者
・
生
活
者
の
個
人

情
報

や
自

己
決

定
権

に
配

慮
す

べ
き

　
　

　
個

々
の

対
応

が
で
き
る
。
（
態
度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

　
３

）
前

）
患

者
・

生
活
者
の
健
康
の
回
復
と
維
持
、
生
活
の
質
の
向
上
に
薬

剤
師

が
積

極
的

に
貢

献
す

る
こ

と
の

　
　

　
重

要
性

を
討

議
す
る
。
（
態
度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

　
４

）
医

療
の

担
い

手
が
守
る
べ
き
倫
理
規
範
を
遵
守
し
、
ふ
さ
わ
し
い
態
度

で
行

動
す

る
。

（
態

度
）

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
５

）
患

者
・

生
活

者
の
基
本
的
権
利
、
自
己
決
定
権
に
つ
い
て
配
慮
す
る
。

（
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
６

）
薬

学
的

管
理

を
実
施
す
る
際
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
７

）
職

務
上

知
り

得
た
情
報
に
つ
い
て
守
秘
義
務
を
遵
守
す
る
。
（
態
度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
③

臨
床

実
習

の
基

礎
】

　
１

）
前

）
病

院
・

薬
局
に
お
け
る
薬
剤
師
業
務
全
体
の
流
れ
を
概
説
で
き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

事
前
実
務
実
習

　
２

）
前

）
病

院
・

薬
局
で
薬
剤
師
が
実
践
す
る
薬
学
的
管
理
の
重
要
性
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

　
３

）
前

）
病

院
薬

剤
部
門
を
構
成
す
る
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
業
務
を
列
挙
し
、

そ
の

内
容

と
関

連
を

概
説

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

　
４

）
前

）
病

院
に

所
属
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
職
種
名
を
列
挙
し
、
そ
の
業

務
内

容
を

相
互

に
関

連
づ

け
て

説
明

　
　

　
で

き
る

。
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

　
５

）
前

）
薬

剤
師

の
関
わ
る
社
会
保
障
制
度
（
医
療
、
福
祉
、
介
護
）
の
概

略
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
〔

Ｂ
（

３
）

①
参
照
〕

薬
事
関
係
法
規

　
６

）
病

院
に

お
け

る
薬
剤
部
門
の
位
置
づ
け
と
業
務
の
流
れ
に
つ
い
て
他
部

門
と

関
連

付
け

て
説

明
で

き
る

。
病
院
実
務
実
習

　
７

）
代

表
的

な
疾

患
の
入
院
治
療
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

病
院
実
務
実
習

　
８

）
入

院
か

ら
退

院
に
至
る
ま
で
入
院
患
者
の
医
療
に
継
続
し
て
関
わ
る
こ

と
が

で
き

る
。

（
態

度
）

病
院
実
務
実
習

　
９

）
急

性
期

医
療

（
救
急
医
療
・
集
中
治
療
・
外
傷
治
療
等
）
や
周
術
期
医

療
に

お
け

る
適

切
な

薬
学

的
管

理
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

救
急
・
災
害
薬
学

病
院
実
務
実
習

　
10
）

周
産

期
医

療
や
小
児
医
療
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

病
院
実
務
実
習

　
11
）

終
末

期
医

療
や
緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

外
来

化
学

療
法
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

保
険

評
価

要
件
を
薬
剤
師
業
務
と
関
連
付
け
て
概
説
す
る
こ
と
が
で

き
る

。
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
14
）

薬
局

に
お

け
る
薬
剤
師
業
務
の
流
れ
を
相
互
に
関
連
付
け
て
説
明
で

き
る

。
薬
局
実
務
実
習

　
15
）

来
局

者
の

調
剤
に
対
し
て
、
処
方
せ
ん
の
受
付
か
ら
薬
剤
の
交
付
に

至
る

ま
で

継
続

し
て

関
わ

る
こ

と
が

　
　

　
で

き
る

。
（

知
識
・
態
度
）

薬
局
実
務
実
習

（
２

）
処

方
せ

ん
に

基
づ

く
調

剤
【

①
法

令
・

規
則

等
の

理
解

と
遵

守
】

〔
Ｂ
（
２
）
、
（
３
）
参
照
〕

　
１

）
前

）
調

剤
業

務
に
関
わ
る
事
項
（
処
方
せ
ん
、
調
剤
録
、
疑
義
照
会
等

）
の

意
義

や
取

り
扱

い
を

法
的

根
拠

　
　

　
に

基
づ

い
て

説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

　
２

）
調

剤
業

務
に

関
わ
る
法
的
文
書
（
処
方
せ
ん
、
調
剤
録
等
）
の
適
切
な

記
載

と
保

存
・

管
理

が
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
法

的
根

拠
に

基
づ
き
、
一
連
の
調
剤
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
。
（
技

能
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
４

）
保

険
薬

局
と

し
て
必
要
な
条
件
や
設
備
等
を
具
体
的
に
関
連
付
け
て
説

明
で

き
る

。
薬
局
管
理
学

薬
局
実
務
実
習

【
②

処
方

せ
ん

と
疑

義
照

会
】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
使
用
さ
れ
る
医
薬
品
に
つ
い
て
効
能
・
効
果
、

用
法

・
用

量
、

警
告

・
禁

忌
、

副
作

用
、

　
　

　
相

互
作

用
を

列
挙
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

　
２

）
前

）
処

方
オ

ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
概

説
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

　
３

）
前

）
処

方
せ

ん
の
様
式
と
必
要
記
載
事
項
、
記
載
方
法
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

　
４

）
前

）
処

方
せ

ん
の
監
査
の
意
義
、
そ
の
必
要
性
と
注
意
点
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

　
５

）
前

）
処

方
せ

ん
を
監
査
し
、
不
適
切
な
処
方
せ
ん
に
つ
い
て
、
そ
の
理

由
が

説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

　
６

）
前

）
処

方
せ

ん
等
に
基
づ
き
疑
義
照
会
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

　
７

）
処

方
せ

ん
の

記
載
事
項
（
医
薬
品
名
、
分
量
、
用
法
・
用
量
等
）
が
適

切
で

あ
る

か
確

認
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
８

）
注

射
薬

処
方

せ
ん
の
記
載
事
項
（
医
薬
品
名
、
分
量
、
投
与
速
度
、
投

与
ル

ー
ト

等
）

が
適

切
で

あ
る

か
確

認
　

　
　

で
き

る
。

（
知

識
・
技
能
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
９

）
処

方
せ

ん
の

正
し
い
記
載
方
法
を
例
示
で
き
る
。
（
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

薬
歴

、
診

療
録
、
患
者
の
状
態
か
ら
処
方
が
妥
当
で
あ
る
か
判
断
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

薬
歴

、
診

療
録
、
患
者
の
状
態
か
ら
判
断
し
て
適
切
に
疑
義
照
会
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
③

処
方

せ
ん

に
基

づ
く

医
薬

品
の

調
製

】
　

１
）

前
）

薬
袋

、
薬

札
（
ラ
ベ
ル
）
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
適
切
に
記
入
で

き
る

。
（

技
能

）
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

　
２

）
前

）
主

な
医

薬
品
の
成
分
（
一
般
名
）
、
商
標
名
、
剤
形
、
規
格
等
を

列
挙

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

　
３

）
前

）
処

方
せ

ん
に
従
っ
て
、
計
数
・
計
量
調
剤
が
で
き
る
。
（
技
能
）

基
礎

薬
学

物
理

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

　
４

）
前

）
後

発
医

薬
品
選
択
の
手
順
を
説
明
で
き
る
。

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

　
５

）
前

）
代

表
的

な
注
射
剤
・
散
剤
・
水
剤
等
の
配
合
変
化
の
あ
る
組
合
せ

と
そ

の
理

由
を

説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
栄
養
学

　
６

）
前

）
無

菌
操

作
の
原
理
を
説
明
し
、
基
本
的
な
無
菌
操
作
を
実
施
で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

生
命
薬
学
実
習
Ⅱ

調
剤
学
実
習

　
７

）
前

）
抗

悪
性

腫
瘍
薬
な
ど
の
取
扱
い
に
お
け
る
ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ
ー
ド
回

避
の

基
本

的
手

技
を

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

技
能

）
調
剤
学
実
習

　
８

）
前

）
処

方
せ

ん
に
基
づ
き
調
剤
さ
れ
た
薬
剤
の
監
査
が
で
き
る
。
（
知

識
・

技
能

）
調
剤
学
実
習

　
９

）
主

な
医

薬
品

の
一
般
名
・
剤
形
・
規
格
か
ら
該
当
す
る
製
品
を
選
択
で

き
る

。
（

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

適
切

な
手

順
で
後
発
医
薬
品
を
選
択
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

処
方

せ
ん

に
従
っ
て
計
数
・
計
量
調
剤
が
で
き
る
。
（
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

錠
剤

の
粉

砕
、
お
よ
び
カ
プ
セ
ル
剤
の
開
封
の
可
否
を
判
断
し
、
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

一
回

量
(一

包
化

）
調
剤
の
必
要
性
を
判
断
し
、
実
施
で
き
る
。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
14
）

注
射

処
方

せ
ん
に
従
っ
て
注
射
薬
調
剤
が
で
き
る
。
（
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
15
）

注
射

剤
・

散
剤
・
水
剤
等
の
配
合
変
化
に
関
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

回
避

方
法

を
列

挙
で

き
る

。
臨
床
栄
養
学

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
16
）

注
射

剤
（

高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
等
）
の
無
菌
的
混
合
操
作
を
実
施
で
き

る
。

（
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
17
）

抗
悪

性
腫

瘍
薬
な
ど
の
取
扱
い
に
お
け
る
ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ
ー
ド
回
避

の
手

技
を

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

　
18
）

特
別

な
注

意
を
要
す
る
医
薬
品
（
劇
薬
・
毒
薬
・
麻
薬
・
向
精
神
薬

・
抗

悪
性

腫
瘍

薬
等

）
の

調
剤

と
適

切
な

　
　

　
取

扱
い

が
で

き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
19
）

調
製

さ
れ

た
薬
剤
に
対
し
て
、
監
査
が
実
施
で
き
る
。
（
知
識
・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
④

患
者

・
来

局
者

応
対

、
服

薬
指

導
、

患
者

教
育

】

  
１

）
前

）
適

切
な

態
度
で
、
患
者
・
来
局
者
と
応
対
で
き
る
。
（
態
度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

事
前
実
務
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
前

）
妊

婦
・

授
乳
婦
、
小
児
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
応
対
や
服
薬
指
導
に

お
い

て
、

配
慮

す
べ

き
事

項
を

　
　

　
具

体
的

に
列

挙
で
き
る
。

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

薬
局
管
理
学

個
別
化
医
療
学

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

事
前
実
務
実
習

　
３

）
前

）
患

者
・

来
局
者
か
ら
、
必
要
な
情
報
（
症
状
、
心
理
状
態
、
既
往

歴
、

生
活

習
慣

、
ア

レ
ル

ギ
ー

歴
、

薬
歴

、
　

　
　

副
作

用
歴

等
）

を
適
切
な
手
順
で
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識

・
態

度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

事
前
実
務
実
習

　
４

）
前

）
患

者
・

来
局
者
に
、
主
な
医
薬
品
の
効
能
・
効
果
、
用
法
・
用
量

、
警

告
・

禁
忌

、
副

作
用

、
相

互
作

用
、

　
　

　
保

管
方

法
等

に
つ
い
て
適
切
に
説
明
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

事
前
実
務
実
習

　
５

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
生
活
指
導
項
目
を
列
挙
で

き
る

。
事
前
実
務
実
習

　
６

）
前

）
患

者
・

来
局
者
に
使
用
上
の
説
明
が
必
要
な
製
剤
（
眼
軟
膏
、
坐

剤
、

吸
入

剤
、

自
己

注
射

剤
等

）
の

取
扱

い
　

　
　

方
法

を
説

明
で

き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

薬
局
管
理
学

事
前
実
務
実
習

　
７

）
前

）
薬

歴
・

診
療
録
の
基
本
的
な
記
載
事
項
と
そ
の
意
義
・
重
要
性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

事
前
実
務
実
習

　
８

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
の
症
例
に
つ
い
て
の
患
者
応
対
の
内
容
を
適
切
に

記
録

で
き

る
。

（
技

能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

事
前
実
務
実
習

　
９

）
患

者
・

来
局

者
に
合
わ
せ
て
適
切
な
応
対
が
で
き
る
。
（
態
度
）

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

患
者

・
来

局
者
か
ら
、
必
要
な
情
報
（
症
状
、
心
理
状
態
、
既
往
歴

、
生

活
習

慣
、

ア
レ

ル
ギ

ー
歴

、
薬

歴
、

　
　

　
副

作
用

歴
等

）
を
適
切
な
手
順
で
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

医
師

の
治

療
方
針
を
理
解
し
た
上
で
、
患
者
へ
の
適
切
な
服
薬
指
導

を
実

施
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

患
者

・
来

局
者
の
病
状
や
背
景
に
配
慮
し
、
医
薬
品
を
安
全
か
つ
有

効
に

使
用

す
る

た
め

の
服

薬
指

導
や

　
　

　
患

者
教

育
が

で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

妊
婦

・
授

乳
婦
、
小
児
、
高
齢
者
等
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
患
者
へ

の
服

薬
指

導
に

お
い

て
、

適
切

な
応

対
　

　
　

が
で

き
る

。
（

知
識
・
態
度
）

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
14
）

お
薬

手
帳

、
健
康
手
帳
、
患
者
向
け
説
明
書
等
を
使
用
し
た
服
薬
指

導
が

で
き

る
。

（
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
15
）

収
集

し
た

患
者
情
報
を
薬
歴
や
診
療
録
に
適
切
に
記
録
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
⑤

医
薬

品
の

供
給

と
管

理
】

　
１

）
前

）
医

薬
品

管
理
の
意
義
と
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

薬
局
管
理
学

　
２

）
前

）
医

薬
品

管
理
の
流
れ
を
概
説
で
き
る
。

薬
局
管
理
学

　
３

）
前

）
劇

薬
、

毒
薬
、
麻
薬
、
向
精
神
薬
お
よ
び
覚
醒
剤
原
料
等
の
管
理

と
取

り
扱

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

薬
局
管
理
学

　
４

）
前

）
特

定
生

物
由
来
製
品
の
管
理
と
取
り
扱
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

　
５

）
前

）
代

表
的

な
放
射
性
医
薬
品
の
種
類
と
用
途
、
保
管
管
理
方
法
を
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅴ

　
６

）
前

）
院

内
製

剤
の
意
義
、
調
製
上
の
手
続
き
、
品
質
管
理
な
ど
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
局
管
理
学

　
７

）
前

）
薬

局
製

剤
・
漢
方
製
剤
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

薬
局
管
理
学

　
８

）
前

）
医

薬
品

の
品
質
に
影
響
を
与
え
る
因
子
と
保
存
条
件
を
説
明
で
き

る
。

薬
局
管
理
学

　
９

）
医

薬
品

の
供

給
・
保
管
・
廃
棄
に
つ
い
て
適
切
に
実
施
で
き
る
。
（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

医
薬

品
の

適
切
な
在
庫
管
理
を
実
施
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

医
薬

品
の

適
正
な
採
用
と
採
用
中
止
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

劇
薬

・
毒

薬
・
麻
薬
・
向
精
神
薬
お
よ
び
覚
醒
剤
原
料
の
適
切
な
管

理
と

取
り

扱
い

が
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

特
定

生
物

由
来
製
品
の
適
切
な
管
理
と
取
り
扱
い
を
体
験
す
る
。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

【
⑥

安
全

管
理

】
　

１
）

前
）

処
方

か
ら

服
薬
（
投
薬
）
ま
で
の
過
程
で
誤
り
を
生
じ
や
す
い
事

例
を

列
挙

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
前

）
特

に
リ

ス
ク
の
高
い
代
表
的
な
医
薬
品
（
抗
悪
性
腫
瘍
薬
、
糖
尿

病
治

療
薬

、
使

用
制

限
の

あ
る

薬
等

）
　

　
　

の
特

徴
と

注
意

点
を
列
挙
で
き
る
。

医
療
人
の
あ
り
方

　
３

）
前

）
代

表
的

な
イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
）
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト

事
例

を
解

析
し

、
そ

の
原

因
、

リ
ス

ク
　

　
　

を
回

避
す

る
た

め
の
具
体
策
と
発
生
後
の
適
切
な
対
処
法
を
討
議
す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

医
療
人
の
あ
り
方

　
４

）
前

）
感

染
予

防
の
基
本
的
考
え
方
と
そ
の
方
法
が
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

調
剤
学
実
習

　
５

）
前

）
衛

生
的

な
手
洗
い
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
で

き
る

。
（

技
能

）
調
剤
学
実
習

　
６

）
前

）
代

表
的

な
消
毒
薬
の
用
途
、
使
用
濃
度
お
よ
び
調
製
時
の
注
意
点

を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

　
７

）
前

）
医

薬
品

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
を
概
説
で
き
る
。

医
療
人
の
あ
り
方
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
８

）
特

に
リ

ス
ク

の
高
い
代
表
的
な
医
薬
品
（
抗
悪
性
腫
瘍
薬
、
糖
尿
病
治

療
薬

、
使

用
制

限
の

あ
る

薬
等

）
の

　
　

　
安

全
管

理
を

体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
・
態
度
）

医
療
人
の
あ
り
方

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
９

）
調

剤
ミ

ス
を

防
止
す
る
た
め
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
事
項
を
具
体
的
に
説

明
で

き
る

。
医
療
人
の
あ
り
方

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

施
設

内
の

イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
）
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の

事
例

を
も

と
に

、
リ

ス
ク

を
回

避
す

る
　

　
　

た
め

の
具

体
策

と
発
生
後
の
適
切
な
対
処
法
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
医
療
人
の
あ
り
方

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

施
設

内
の

安
全
管
理
指
針
を
遵
守
す
る
。
（
態
度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

施
設

内
で

衛
生
的
な
手
洗
い
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施

す
る

。
（

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

臨
床

検
体

・
感
染
性
廃
棄
物
を
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
技

能
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

　
14
）

院
内

で
の

感
染
対
策
（
予
防
、
蔓
延
防
止
な
ど
）
に
つ
い
て
具
体
的

な
提

案
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

（
３

）
薬

物
療

法
の

実
践

【
①

患
者

情
報

の
把

握
】

　
１

）
前

）
基

本
的

な
医
療
用
語
、
略
語
の
意
味
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
前

）
患

者
お

よ
び
種
々
の
情
報
源
（
診
療
録
、
薬
歴
・
指
導
記
録
、
看

護
記

録
、

お
薬

手
帳

、
持

参
薬

等
）

　
　

　
か

ら
、

薬
物

療
法
に
必
要
な
情
報
を
収
集
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

　
　

　
〔

Ｅ
３

（
２

）
①
参
照
〕

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
前

）
身

体
所

見
の
観
察
・
測
定
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
の
目

的
と

得
ら

れ
た

所
見

の
薬

学
的

管
理

　
　

　
へ

の
活

用
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

救
急
・
災
害
薬
学

　
４

）
前

）
基

本
的

な
身
体
所
見
を
観
察
・
測
定
し
、
評
価
で
き
る
。
（
知
識

・
技

能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

救
急
・
災
害
薬
学

　
５

）
基

本
的

な
医

療
用
語
、
略
語
を
適
切
に
使
用
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
６

）
患

者
・

来
局

者
お
よ
び
種
々
の
情
報
源
（
診
療
録
、
薬
歴
・
指
導
記
録

、
看

護
記

録
、

お
薬

手
帳

、
持

参
薬

　
　

　
等

）
か

ら
、

薬
物
療
法
に
必
要
な
情
報
を
収
集
で
き
る
。
（
技
能
・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
７

）
患

者
の

身
体

所
見
を
薬
学
的
管
理
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能

・
態

度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
②

医
薬

品
情

報
の

収
集

と
活

用
】

〔
Ｅ
３
（
１
）
参
照
〕

　
１

）
前

）
薬

物
療

法
に
必
要
な
医
薬
品
情
報
を
収
集
・
整
理
・
加
工
で
き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
施

設
内

に
お

い
て
使
用
で
き
る
医
薬
品
の
情
報
源
を
把
握
し
、
利
用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
３

）
薬

物
療

法
に

対
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
根
拠
に
基
づ
い
た
報
告
書

を
作

成
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
４

）
医

療
ス

タ
ッ

フ
お
よ
び
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
医
薬
品
情
報
提
供
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
５

）
安

全
で

有
効

な
薬
物
療
法
に
必
要
な
医
薬
品
情
報
の
評
価
、
加
工
を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
６

）
緊

急
安

全
性

情
報
、
安
全
性
速
報
、
不
良
品
回
収
、
製
造
中
止
な
ど
の

緊
急

情
報

を
施

設
内

で
適

切
に

取
扱

う
　

　
　

こ
と

が
で

き
る

。
（
知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
③

処
方

設
計

と
薬

物
療

法
の

実
践

（
処

方
設

計
と

提
案

）
】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
対
し
て
、
疾
患
の
重
症
度
等
に
応
じ
て
科
学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
処

方
設

計
が

で
き

る
。

個
別
化
医
療
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
前

）
病

態
（

肝
・
腎
障
害
な
ど
）
や
生
理
的
特
性
（
妊
婦
・
授
乳
婦
、

小
児

、
高

齢
者

な
ど

）
等

を
考

慮
し

、
　

　
　

薬
剤

の
選

択
や

用
法
・
用
量
設
定
を
立
案
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

個
別
化
医
療
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
前

）
患

者
の

ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
の
評
価
方
法
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
が
良

く
な

い
原

因
と

そ
の

対
処

法
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。
薬
局
管
理
学

　
４

）
前

）
皮

下
注

射
、
筋
肉
内
注
射
、
静
脈
内
注
射
・
点
滴
等
の
基
本
的
な

手
技

を
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

　
５

）
前

）
代

表
的

な
輸
液
の
種
類
と
適
応
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
栄
養
学

　
６

）
前

）
患

者
の

栄
養
状
態
や
体
液
量
、
電
解
質
の
過
不
足
な
ど
が
評
価
で

き
る

。
臨
床
栄
養
学

救
急
・
災
害
薬
学

　
７

）
代

表
的

な
疾

患
の
患
者
に
つ
い
て
、
診
断
名
、
病
態
、
科
学
的
根
拠
等

か
ら

薬
物

治
療

方
針

を
確

認
で

き
る

。
個
別
化
医
療
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
８

）
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン
等
を
確
認
し
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
処
方
を

立
案

で
き

る
。

臨
床
生
理
・
診
断
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

個
別
化
医
療
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
９

）
患

者
の

状
態

（
疾
患
、
重
症
度
、
合
併
症
、
肝
・
腎
機
能
や
全
身
状
態

、
遺

伝
子

の
特

性
、

心
理

・
希

望
等

）
　

　
　

や
薬

剤
の

特
徴

（
作
用
機
序
や
製
剤
的
性
質
等
）
に
基
づ
き
、
適
切
な

処
方

を
提

案
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

臨
床
生
理
・
診
断
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

個
別
化
医
療
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

処
方

設
計

の
提
案
に
際
し
、
薬
物
投
与
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
や
ク
リ
ニ
カ

ル
パ

ス
を

活
用

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習
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３
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2
5
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改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
11
）

入
院

患
者

の
持
参
薬
に
つ
い
て
、
継
続
・
変
更
・
中
止
の
提
案
が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

　
12
）

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン
ス
向
上
の
た
め
に
、
処
方
変
更
、
調
剤
や
用
法
の
工

夫
が

提
案

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

処
方

提
案

に
際
し
て
、
医
薬
品
の
経
済
性
等
を
考
慮
し
て
、
適
切
な

後
発

医
薬

品
を

選
択

で
き

る
。

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
14
）

処
方

提
案

に
際
し
、
薬
剤
の
選
択
理
由
、
投
与
量
、
投
与
方
法
、
投

与
期

間
等

に
つ

い
て

、
医

師
や

看
護

師
　

　
　

等
に

判
り

や
す

く
説
明
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
④

処
方

設
計

と
薬

物
療

法
の

実
践

（
薬

物
療

法
に

お
け

る
効

果
と

副
作

用
の

評
価

）
】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
医
薬
品
の
効
果
、
副
作
用
に
関
し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

べ
き

症
状

と
検

査
　

　
　

所
見

等
を

具
体

的
に
説
明
で
き
る
。

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
お
け
る
薬
物
療
法
の
評
価
に
必
要
な
患
者
情
報

収
集

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
の
症
例
に
お
け
る
薬
物
治
療
上
の
問
題
点
を
列
挙

し
、

適
切

な
評

価
と

薬
学

的
管

理
の

　
　

　
立

案
を

行
い

、
SO

A
P形

式
等
で
記
録
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
４

）
医

薬
品

の
効

果
と
副
作
用
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
検
査
項
目
と

そ
の

実
施

を
提

案
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

態
度

）
臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
５

）
薬

物
血

中
濃

度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
医
薬
品
が
処
方
さ
れ
て
い
る

患
者

に
つ

い
て

、
血

中
濃

度
測

定
の

　
　

　
提

案
が

で
き

る
。
（
知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

　
６

）
薬

物
血

中
濃

度
の
推
移
か
ら
薬
物
療
法
の
効
果
お
よ
び
副
作
用
に
つ
い

て
予

測
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

　
７

）
臨

床
検

査
値

の
変
化
と
使
用
医
薬
品
の
関
連
性
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
８

）
薬

物
治

療
の

効
果
に
つ
い
て
、
患
者
の
症
状
や
検
査
所
見
な
ど
か
ら
評

価
で

き
る

。
臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
９

）
副

作
用

の
発

現
に
つ
い
て
、
患
者
の
症
状
や
検
査
所
見
な
ど
か
ら
評
価

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

薬
物

治
療

の
効
果
、
副
作
用
の
発
現
、
薬
物
血
中
濃
度
等
に
基
づ
き

、
医

師
に

対
し

、
薬

剤
の

種
類

、
投

与
量

、
　

　
　

投
与

方
法

、
投

与
期
間
等
の
変
更
を
提
案
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

　
11
）

報
告

に
必

要
な
要
素
（
5
W1

H
）
に
留
意
し
て
、
収
集
し
た
患
者
情
報

を
正

確
に

記
載

で
き

る
。

（
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

患
者

の
薬

物
治
療
上
の
問
題
点
を
列
挙
し
、
適
切
な
評
価
と
薬
学
的

管
理

の
立

案
を

行
い

、
SO
AP
形

式
等

で
　

　
　

適
切

に
記

録
す

る
。
（
知
識
・
技
能
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

医
薬

品
・

医
療
機
器
等
安
全
性
情
報
報
告
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記

載
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

（
４

）
チ

ー
ム

医
療

へ
の

参
画

 
〔
Ａ
（
４
）
参
照
〕

【
①

医
療

機
関

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
】

　
１

）
前

）
チ

ー
ム

医
療
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
重
要
性
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

医
療

専
門

職
連

携
導

入
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

　
２

）
前

）
多

様
な

医
療
チ
ー
ム
の
目
的
と
構
成
、
構
成
員
の
役
割
を
説
明
で

き
る

。
医

療
専

門
職

連
携

導
入

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

　
３

）
前

）
病

院
と

地
域
の
医
療
連
携
の
意
義
と
具
体
的
な
方
法
（
連
携
ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
、

退
院

時
共

同
指

導
、

病
院

・
　

　
　

薬
局

連
携

、
関

連
施
設
と
の
連
携
等
）
を
説
明
で
き
る
。

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
４

）
薬

物
療

法
上

の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、
他
の
薬
剤
師
お
よ
び
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
　

　
　

と
連

携
で

き
る

。
（
態
度
）

病
院
実
務
実
習

　
５

）
医

師
・

看
護

師
等
の
他
職
種
と
患
者
の
状
態
（
病
状
、
検
査
値
、
ア
レ

ル
ギ

ー
歴

、
心

理
、

生
活

環
境

等
）

、
　

　
　

治
療

 
開

始
後

の
変
化
（
治
療
効
果
、
副
作
用
、
心
理
状
態
、
QO

L等
）

の
情

報
を

共
有

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

　
６

）
医

療
チ

ー
ム

の
一
員
と
し
て
、
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と

患
者

の
治

療
目

標
と

治
療

方
針

に
　

　
　

つ
い

て
討

議
（

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
患
者
回
診
へ
の
参
加
等
）
す
る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

　
７

）
医

師
・

看
護

師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
・
協
力
し
て
、
患
者
の
最

善
の

治
療

・
ケ

ア
提

案
を

体
験

す
る

。
　

　
　

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

　
８

）
医

師
・

看
護

師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
て
退
院
後
の
治
療
・
ケ

ア
の

計
画

を
検

討
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

　
９

）
病

院
内

の
多

様
な
医
療
チ
ー
ム
（
IC

T、
NS

T
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
、

褥
瘡

チ
ー

ム
等

）
の

活
動

に
薬

剤
師

の
立

場
　

　
　

で
参

加
で

き
る

。
（
知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

【
②

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
】

　
１

）
前

）
地

域
の

保
健
、
医
療
、
福
祉
に
関
わ
る
職
種
と
そ
の
連
携
体
制
（

地
域

包
括

ケ
ア

）
お

よ
び

そ
の

意
義

に
　

　
　

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

  
２

）
前

）
地

域
に

お
け
る
医
療
機
関
と
薬
局
薬
剤
師
の
連
携
の
重
要
性
を

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

  
３

）
地

域
に

お
け

る
医
療
機
関
と
薬
局
薬
剤
師
の
連
携
を
体
験
す
る
。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

  
４

）
地

域
医

療
を

担
う
職
種
間
で
地
域
住
民
に
関
す
る
情
報
共
有
を
体
験

す
る

。
（

技
能

・
態

度
）

薬
局
実
務
実
習

（
５

）
地

域
の

保
健

・
医

療
・

福
祉

へ
の

参
画

 〔
Ｂ
（
４
）
参
照
〕

【
①

在
宅

（
訪

問
）

医
療

・
介

護
へ

の
参

画
】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
前

）
在

宅
医

療
・
介
護
の
目
的
、
仕
組
み
、
支
援
の
内
容
を
具
体
的
に

説
明

で
き

る
。

薬
局
管
理
学

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
２

）
前

）
在

宅
医

療
・
介
護
を
受
け
る
患
者
の
特
色
と
背
景
を
説
明
で
き
る

。
薬
局
管
理
学

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
３

）
前

）
在

宅
医

療
・
介
護
に
関
わ
る
薬
剤
師
の
役
割
と
そ
の
重
要
性
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
局
管
理
学

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
４

）
在

宅
医

療
・

介
護
に
関
す
る
薬
剤
師
の
管
理
業
務
（
訪
問
薬
剤
管
理
指

導
業

務
、

居
宅

療
養

管
理

指
導

業
務

）
　

　
　

を
体

験
す

る
。

（
知
識
・
態
度
）

薬
局
実
務
実
習

５
）

地
域

に
お

け
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

や
介

護
支

援
専

門
員

等
の

活
動

と
薬

剤
師

と
の

関
わ

り
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
　

　
　

　
態

度
）

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

薬
局
実
務
実
習

　
６

）
在

宅
患

者
の

病
状
（
症
状
、
疾
患
と
重
症
度
、
栄
養
状
態
等
）
と
そ
の

変
化

、
生

活
環

境
等

の
情

報
収

集
と

　
　

　
報

告
を

体
験

す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

薬
局
実
務
実
習

【
②

地
域

保
健

（
公

衆
衛

生
、

学
校

薬
剤

師
、

啓
発

活
動

）
へ

の
参

画
】

　
１

）
前

）
地

域
保

健
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
代
表
的
な
活
動
（
薬
物
乱

用
防

止
、

自
殺

防
止

、
感

染
予

防
、

　
　

　
ア

ン
チ

ド
ー

ピ
ン
グ
活
動
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
２

）
前

）
公

衆
衛

生
に
求
め
ら
れ
る
具
体
的
な
感
染
防
止
対
策
を
説
明
で
き

る
。

微
生

物
学

　
３

）
学

校
薬

剤
師

の
業
務
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
局
実
務
実
習

　
４

）
地

域
住

民
の

衛
生
管
理
（
消
毒
、
食
中
毒
の
予
防
、
日
用
品
に
含
ま
れ

る
化

学
物

質
の

誤
嚥

誤
飲

の
予

防
　

　
　

等
）

に
お

 け
る
薬
剤
師
活
動
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
局
実
務
実
習

【
③

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

実
践

】
〔
Ｅ
２

（
９

）
参

照
〕

  
１

）
前

）
現

在
の

医
療
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
、
セ
ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
重

要
性

を
討

議
　

　
　

す
る

。
（

態
度

）
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

一
般
用
医
薬
品
学

(O
TC
)

  
２

）
前

）
代

表
的

な
症
候
（
頭
痛
・
腹
痛
・
発
熱
等
）
を
示
す
来
局
者
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
収

集
と

疾
患

　
　

　
の

推
測

、
適

切
な
対
応
の
選
択
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

  
３

）
前

）
代

表
的

な
症
候
に
対
す
る
薬
局
製
剤
（
漢
方
製
剤
含
む
）
、
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

の
適

切
　

　
　

な
取

り
扱

い
と

説
明
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

  
４

）
前

）
代

表
的

な
生
活
習
慣
の
改
善
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

一
般
用
医
薬
品
学

(O
TC
)

  
５

）
薬

局
製

剤
（

漢
方
製
剤
含
む
）
、
要
指
導
医
薬
品
・
一
般
用
医
薬
品

、
健

康
食

品
、

サ
プ

リ
メ

ン
ト

、
医

療
　

　
　

機
器

等
を

リ
ス

ク
に
応
じ
適
切
に
取
り
扱
い
、
管
理
で
き
る
。
（
技
能

・
態

度
）

漢
方
医
薬
学
総
論

薬
局
実
務
実
習

  
６

）
来

局
者

か
ら

収
集
し
た
情
報
や
身
体
所
見
な
ど
に
基
づ
き
、
来
局
者

の
病

状
（

疾
患

、
重

症
度

等
）

や
体

調
　

　
　

を
推

測
で

き
る

。
（
知
識
・
態
度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

薬
局
実
務
実
習

  
７

）
来

局
者

に
対

し
て
、
病
状
に
合
わ
せ
た
適
切
な
対
応
（
医
師
へ
の
受

診
勧

奨
、

救
急

対
応

、
要

指
導

医
薬

品
・

　
　

　
一

般
用

医
薬

品
お
よ
び
検
査
薬
な
ど
の
推
奨
、
生
活
指
導
等
）
を
選
択

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬
局
実
務
実
習

  
８

）
選

択
し

た
薬

局
製
剤
（
漢
方
製
剤
含
む
）
、
要
指
導
医
薬
品
・
一
般

用
医

薬
品

、
健

康
食

品
、

サ
プ

リ
メ

ン
ト

、
　

　
　

医
療

機
器

等
の

使
用
方
法
や
注
意
点
な
ど
を
来
局
者
に
適
切
に
判
り
や

す
く

説
明

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
漢
方
医
薬
学
総
論

薬
局
実
務
実
習

  
９

）
疾

病
の

予
防

お
よ
び
健
康
管
理
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
体
験
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬
局
実
務
実
習

【
④

災
害

時
医

療
と

薬
剤

師
】

　
１

）
前

）
災

害
時

医
療
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

救
急
・
災
害
薬
学

　
２

）
災

害
時

に
お

け
る
地
域
の
医
薬
品
供
給
体
制
・
医
療
救
護
体
制
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
救
急
・
災
害
薬
学

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
３

）
災

害
時

に
お

け
る
病
院
・
薬
局
と
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
討
議
す
る

。
（

態
度

）
救
急
・
災
害
薬
学

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

G
　

薬
学

研
究

（
１

）
薬

学
に

お
け

る
研

究
の

位
置

づ
け

　
１

）
基

礎
か

ら
臨

床
に
至
る
研
究
の
目
的
と
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
療
人
の
あ
り
方

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

  
２

）
研

究
に

は
自

立
性
と
独
創
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

医
療
人
の
あ
り
方

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
３

）
現

象
を

客
観

的
に
捉
え
る
観
察
眼
を
も
ち
、
論
理
的
に
思
考
で
き
る
。

（
知

識
・

技
能

・
態

度
）

生
体

機
能

調
節

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
生

命
薬

学
実

習
Ⅱ

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
薬
学
実
習
Ⅰ

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
４

）
新

た
な

課
題

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
創
造
的
精
神
を
養
う
。
（
態
度
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

（
２

）
研

究
に

必
要

な
法

規
範

と
倫

理
  
１

）
自

ら
が

実
施

す
る
研
究
に
係
る
法
令
、
指
針
に
つ
い
て
概
説
で
き
る

。
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
２

）
研

究
の

実
施

、
患
者
情
報
の
取
扱
い
等
に
お
い
て
配
慮
す
べ
き
事
項
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

  
３

）
正

義
性

、
社

会
性
、
誠
実
性
に
配
慮
し
、
法
規
範
を
遵
守
し
て
研
究

に
取

り
組

む
。

（
態

度
）

A-
(2
)-
④

-3
再

掲
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

（
３

）
研

究
の

実
践

　
１

）
研

究
課

題
に

関
す
る
国
内
外
の
研
究
成
果
を
調
査
し
、
読
解
、
評
価
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

  
２

）
課

題
達

成
の

た
め
に
解
決
す
べ
き
問
題
点
を
抽
出
し
、
研
究
計
画
を

立
案

す
る

。
（

知
識

・
技

能
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

  
３

）
研

究
計

画
に

沿
っ
て
、
意
欲
的
に
研
究
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
・

態
度

）
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

様式4_基礎資料 の 36ページ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
４

）
研

究
の

各
プ

ロ
セ
ス
を
適
切
に
記
録
し
、
結
果
を
考
察
す
る
。
（
知
識

・
技

能
・

態
度

）
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
５

）
研

究
成

果
の

効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
適
切
な
質
疑

応
答

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
６

）
研

究
成

果
を

報
告
書
や
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
技

能
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

様式4_基礎資料 の 37ページ



（
基
礎
資
料
２
）
平
成
25

年
度
改
訂
版
・
薬
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

Ｓ
Ｂ

Ｏ
ｓ

を
実

施
す

る
科

目
（

20
19

～
20

20
（

令
和

元
～

２
）

年
度

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

）

　
　

　
２

　
同

じ
科

目
名
が
連
続
す
る
場
合
は
セ
ル
を
結
合
し
て
記
入
す
る
こ

と
も

で
き

ま
す

。

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

Ａ
　

基
本

事
項

（
１

）
薬

剤
師

の
使

命

【
①

医
療

人
と

し
て

】

　
１

）
常

に
患

者
・

生
活
者
の
視
点
に
立
ち
、
医
療
の
担
い
手
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い

態
度

で
行

動
す

る
。

（
態

度
）

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学

医
療

倫
理

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

  
２

）
患

者
・

生
活

者
の
健
康
の
回
復
と
維
持
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と

へ
の

責
任

感
を

持
つ

。
（

態
度

）
早

期
体

験
学

習
・

銚
子

学 ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療

倫
理

薬
物

治
療

学
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
３

）
チ

ー
ム

医
療

や
地
域
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
担
う
一
員
と
し
て
の
責
任

を
自

覚
し

行
動

す
る

。
（

態
度

）
早

期
体

験
学

習
・

銚
子

学
医

療
倫

理
医
療
人
の
あ
り
方

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
４

）
患

者
・

患
者

家
族
・
生
活
者
が
求
め
る
医
療
人
に
つ
い
て
、
自
ら
の
考

え
を

述
べ

る
。

（
知

識
・

態
度

）
早

期
体

験
学

習
・

銚
子

学 ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療

倫
理

医
療
人
の
あ
り
方

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
５

）
生

と
死

を
通

し
て
、
生
き
る
意
味
や
役
割
に
つ
い
て
、
自
ら
の
考
え
を

述
べ

る
。

（
知

識
・

態
度

）
早

期
体

験
学

習
・

銚
子

学
医

療
倫

理

　
６

）
一

人
の

人
間

と
し
て
、
自
分
が
生
き
て
い
る
意
味
や
役
割
を
問
い
直
し

、
自

ら
の

考
え

を
述

べ
る

。
（

知
識

・
態

度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療

倫
理

医
療
人
の
あ
り
方

　
７

）
様

々
な

死
生

観
・
価
値
観
・
信
条
等
を
受
容
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て

、
自

ら
の

言
葉

で
説

明
す

る
。

　
　

　
（

知
識

・
 態

度
）

医
療

倫
理

【
②

薬
剤

師
が

果
た

す
べ

き
役

割
】

　
１

）
患

者
・

生
活

者
の
た
め
に
薬
剤
師
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
自
覚
す
る
。

（
態

度
）

基
礎

物
理

学
薬

学
入

門
早

期
体

験
学

習
・

銚
子

学 ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

薬
物

治
療

学
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
２

）
薬

剤
師

の
活

動
分
野
（
医
療
機
関
、
薬
局
、
製
薬
企
業
、
衛
生
行
政
等

）
と

社
会

に
お

け
る

役
割

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。

基
礎

物
理

学
薬

学
入

門
早

期
体

験
学

習
・

銚
子

学

医
療
政
策
論

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
３

）
医

薬
品

の
適

正
使
用
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ

ィ
カ

ル
ケ

ア
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

　
４

）
医

薬
品

の
効

果
が
確
率
論
的
で
あ
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
。

薬
学

入
門

　
５

）
医

薬
品

の
創

製
（
研
究
開
発
、
生
産
等
）
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門

６
）

健
康

管
理

、
疾

病
予

防
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
及

び
公

衆
衛

生
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

薬
事
関
係
法
規

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
７

）
薬

物
乱

用
防

止
、
自
殺
防
止
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

８
）

現
代

社
会

が
抱

え
る

課
題

（
少

子
・

超
高

齢
社

会
等

）
に

対
し

て
、

薬
剤

師
が

果
た

す
べ

き
役

割
を

提
案

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

薬
学

入
門

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

【
③

患
者

安
全

と
薬

害
の

防
止

】

　
１

）
医

薬
品

の
リ

ス
ク
を
認
識
し
、
患
者
を
守
る
責
任
と
義
務
を
自
覚
す
る

。
（

態
度

）
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
Ｗ

Ｈ
Ｏ

に
よ

る
患
者
安
全
の
考
え
方
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
療
人
の
あ
り
方

[注
]　

１
　

平
成

25
年

度
改
訂
版
・
薬
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の

Ｓ
Ｂ

Ｏ
ｓ

に
該

当
す

る
内

容
の

必
修

科
目

名
を

（
シ

ラ
バ

ス
の

名
称

、
選

択
科

目
の

場
合

（
選

）
を
つ
け
る
）
実
施
学
年
の
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
医

療
に

関
す

る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
薬
剤
師
の
責
任
と
義

務
を

説
明

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

　
４

）
医

薬
品

が
関

わ
る
代
表
的
な
医
療
過
誤
や
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
事
例
を
列

挙
し

、
そ

の
原

因
と

防
止

策
を

説
明

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

　
５

）
重

篤
な

副
作

用
の
例
に
つ
い
て
、
患
者
や
家
族
の
苦
痛
を
理
解
し
、
こ

れ
ら

を
回

避
す

る
た

め
の

手
段

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
医
療
人
の
あ
り
方

　
６

）
代

表
的

な
薬

害
の
例
（
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ス
モ
ン
、
非
加
熱
血
液
製
剤

、
ソ

リ
ブ

ジ
ン

等
）

に
つ

い
て

、
そ

の
原

因
と

社
会

的
背

景
及

び
そ

の
後

の
対
応
を
説
明
で
き
る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅳ

薬
事
関
係
法
規

　
７

）
代

表
的

な
薬

害
に
つ
い
て
、
患
者
や
家
族
の
苦
痛
を
理
解
し
、
こ
れ
ら

を
回

避
す

る
た

め
の

手
段

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ
医
療
人
の
あ
り
方

【
④

薬
学

の
歴

史
と

未
来

】

　
１

）
薬

学
の

歴
史

的
な
流
れ
と
医
療
に
お
い
て
薬
学
が
果
た
し
て
き
た
役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

　
２

）
薬

物
療

法
の

歴
史
と
、
人
類
に
与
え
て
き
た
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

薬
学

入
門

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
３

）
薬

剤
師

の
誕

生
か
ら
現
在
ま
で
の
役
割
の
変
遷
の
歴
史
（
医
薬
分
業
を

含
む

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門

　
４

）
将

来
の

薬
剤

師
と
薬
学
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
知
識

・
態

度
）

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

（
２

）
薬

剤
師

に
求

め
ら

れ
る

倫
理

観

【
①

生
命

倫
理

】

　
１

）
生

命
の

尊
厳

に
つ
い
て
、
自
ら
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
。
（
知
識
・
態

度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

　
２

）
生

命
倫

理
の

諸
原
則
（
自
律
尊
重
、
無
危
害
、
善
行
、
正
義
等
）
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

　
３

）
生

と
死

に
関

わ
る
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て
討
議
し
、
自
ら
の
考
え
を
述

べ
る

。
（

知
識

・
態

度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

　
４

）
科

学
技

術
の

進
歩
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
生
命
観
の
変
遷
に
つ
い

て
概

説
で

き
る

。
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ

【
②

医
療

倫
理

】

　
１

）
医

療
倫

理
に

関
す
る
規
範
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
等
）
に
つ
い
て
概
説
で

き
る

。
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ
薬
事
関
係
法
規

　
２

）
薬

剤
師

が
遵

守
す
べ
き
倫
理
規
範
（
薬
剤
師
綱
領
、
薬
剤
師
倫
理
規
定

等
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
医

療
の

進
歩

に
伴
う
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

【
③

患
者

の
権

利
】

　
１

）
患

者
の

価
値

観
、
人
間
性
に
配
慮
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
。

（
態

度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

　
２

）
患

者
の

基
本

的
権
利
の
内
容
（
リ
ス
ボ
ン
宣
言
等
）
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ

　
３

）
患

者
の

自
己

決
定
権
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
意
義
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ

　
４

）
知

り
得

た
情

報
の
守
秘
義
務
と
患
者
等
へ
の
情
報
提
供
の
重
要
性
を
理

解
し

、
適

切
な

取
扱

い
が

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
 技

能
・
態
度
）

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

薬
事
関
係
法
規

【
④

研
究

倫
理

】

　
１

）
臨

床
研

究
に

お
け
る
倫
理
規
範
（
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
等
）
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ

　
２

）
「

ヒ
ト

を
対

象
と
す
る
研
究
に
お
い
て
遵
守
す
べ
き
倫
理
指
針
」
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
正

義
性

、
社

会
性
、
誠
実
性
に
配
慮
し
、
法
規
範
を
遵
守
し
て
研
究
に

取
り

組
む

。
（

態
度

）
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ

（
３

）
信

頼
関

係
の

構
築

【
①

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
】

　
１

）
意

思
、

情
報

の
伝
達
に
必
要
な
要
素
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
学

入
門

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
２

）
言

語
的

及
び

非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
薬

学
入

門
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

３
）

相
手

の
立

場
、

文
化

、
習

慣
等

に
よ

っ
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
在

り
方

が
異

な
る

こ
と

を
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
４

）
対

人
関

係
に

影
響
を
及
ぼ
す
心
理
的
要
因
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
５

）
相

手
の

心
理

状
態
と
そ
の
変
化
に
配
慮
し
、
対
応
す
る
。
（
態
度
）

薬
学

入
門

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
６

）
自

分
の

心
理

状
態
を
意
識
し
て
、
他
者
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（

態
度

）
薬

学
入

門
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
７

）
適

切
な

聴
き

方
、
質
問
を
通
じ
て
相
手
の
考
え
や
感
情
を
理
解
す
る
よ

う
に

努
め

る
。

（
技

能
・

態
度

）

薬
学

入
門

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
８

）
適

切
な

手
段

に
よ
り
自
分
の
考
え
や
感
情
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

薬
学

入
門

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
薬

学
基

礎
実

習

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
９

）
他

者
の

意
見

を
尊
重
し
、
協
力
し
て
よ
り
よ
い
解
決
法
を
見
出
す
こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）
薬

学
入

門
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
薬

学
基

礎
実

習
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

【
②

患
者

・
生

活
者

と
薬

剤
師

】

　
１

）
患

者
や

家
族

、
周
囲
の
人
々
の
心
身
に
及
ぼ
す
病
気
や
ケ
ア
の
影
響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
２

）
患

者
・

家
族

・
生
活
者
の
心
身
の
状
態
や
多
様
な
価
値
観
に
配
慮
し
て

行
動

す
る

。
（

態
度

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

（
４

）
多

職
種

連
携

協
働

と
チ

ー
ム

医
療

　
１

）
保

健
、

医
療

、
福
祉
、
介
護
に
お
け
る
多
職
種
連
携
協
働
及
び
チ
ー
ム

医
療

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医

療
専

門
職

連
携

導
入

医
療
人
の
あ
り
方

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
２

）
多

職
種

連
携

協
働
に
関
わ
る
薬
剤
師
、
各
職
種
及
び
行
政
の
役
割
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 医

療
専

門
職

連
携

導
入

医
療
人
の
あ
り
方

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
３

）
チ

ー
ム

医
療

に
関
わ
る
薬
剤
師
、
各
職
種
、
患
者
・
家
族
の
役
割
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 医

療
専

門
職

連
携

導
入

医
療
人
の
あ
り
方

　
４

）
自

己
の

能
力

の
限
界
を
認
識
し
、
状
況
に
応
じ
て
他
者
に
協
力
・
支
援

を
求

め
る

。
（

態
度

）
早

期
体

験
学

習
・

銚
子

学 医
療

専
門

職
連

携
導

入
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

５
）

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

と
情

報
共

有
の

重
要

性
を

理
解

し
、

チ
ー

ム
の

一
員

と
し

て
の

役
割

を
積

極
的

に
果

た
す

よ
う

に
努

め
る

。
（

知
識

・
態

度
）

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学 ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医

療
専

門
職

連
携

導
入

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

（
５

）
自

己
研

鑽
と

次
世

代
を

担
う

人
材

の
育

成

【
①

学
習

の
在

り
方

】

１
）

医
療

・
福

祉
・

医
薬

品
に

関
わ

る
問

題
、

社
会

的
動

向
、

科
学

の
進

歩
に

常
に

目
を

向
け

、
自

ら
課

題
を

見
出

し
、

解
決

に
向

け
て

努
力

す
る

。
（
態
度
）

薬
学

入
門

薬
事
関
係
法
規
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
講

義
、

国
内

外
の
教
科
書
・
論
文
、
検
索
情
報
等
の
内
容
に
つ
い
て
、

重
要

事
項

や
問

題
点

を
抽

出
で

き
る

。
（

技
能

）
薬

学
入

門
薬

物
治

療
学

Ⅰ

　
３

）
必

要
な

情
報

を
的
確
に
収
集
し
、
信
憑
性
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
。
（

知
識

・
技

能
）

薬
物

治
療

学
Ⅰ

　
４

）
得

ら
れ

た
情

報
を
論
理
的
に
統
合
・
整
理
し
、
自
ら
の
考
え
と
と
も
に

分
か

り
や

す
く

表
現

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
学

入
門

薬
物

治
療

学
Ⅰ

５
）

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
情

報
が

持
つ

意
味

・
特

徴
を

知
り

、
情

報
倫

理
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
配

慮
し

て
活

用
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

情
報

処
理

入
門

薬
学

入
門

【
②

薬
学

教
育

の
概

要
】

　
１

）
「

薬
剤

師
と

し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資
質
」
に
つ
い
て
、
具
体
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
薬

学
が

総
合

科
学
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
薬
剤
師
の
役
割
と
学
習
内

容
を

関
連

づ
け

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬

学
入

門
薬
事
関
係
法
規

【
③

生
涯

学
習

】

　
１

）
生

涯
に

わ
た

っ
て
自
ら
学
習
す
る
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
意
義
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

薬
物

治
療

学
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
生

涯
に

わ
た

っ
て
継
続
的
に
学
習
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
収
集
で

き
る

。
（

技
能

）
薬
事
関
係
法
規

【
④

次
世

代
を

担
う

人
材

の
育

成
】

　
１

）
薬

剤
師

の
使

命
に
後
輩
等
の
育
成
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
識
し
、
ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
な

る
よ

う
に

努
め

る
。

（
態

度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
後

輩
等

へ
の

適
切
な
指
導
を
実
践
す
る
。
（
技
能
・
態
度
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

Ｂ
　

薬
学

と
社

会

（
１

）
人

と
社

会
に

関
わ

る
薬

剤
師

　
１

）
人

の
行

動
が

ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
人

・
社

会
が

医
薬
品
に
対
し
て
抱
く
考
え
方
や
思
い
の
多
様
性
に
つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

薬
学

入
門

　
３

）
人

・
社

会
の

視
点
か
ら
薬
剤
師
を
取
り
巻
く
様
々
な
仕
組
み
と
規
制
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

薬
学

入
門

　
４

）
薬

剤
師

が
倫

理
規
範
や
法
令
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
討
議
す

る
。

（
態

度
）

薬
事
関
係
法
規

　
５

）
倫

理
規

範
や

法
令
に
則
し
た
行
動
を
取
る
。
（
態
度
）

医
療
人
の
あ
り
方

薬
事
関
係
法
規

（
２

）
薬

剤
師

と
医

薬
品

等
に

係
る

法
規

範

【
①

薬
剤

師
の

社
会

的
位

置
づ

け
と

責
任

に
係

る
法

規
範

】

　
１

）
薬

剤
師

に
関

わ
る
法
令
と
そ
の
構
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
薬

剤
師

免
許

に
関
す
る
薬
剤
師
法
の
規
定
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
薬

剤
師

の
任

務
や
業
務
に
関
す
る
薬
剤
師
法
の
規
定
と
そ
の
意
義
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
４

）
薬

剤
師

以
外

の
医
療
職
種
の
任
務
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
概

説
で

き
る

。
微

生
物

学
薬
事
関
係
法
規

　
５

）
医

療
の

理
念

と
医
療
の
担
い
手
の
責
務
に
関
す
る
医
療
法
の
規
定
と
そ

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

　
６

）
医

療
提

供
体

制
に
関
す
る
医
療
法
の
規
定
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
７

）
個

人
情

報
の

取
扱
い
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
８

）
薬

剤
師

の
刑

事
責
任
、
民
事
責
任
（
製
造
物
責
任
を
含
む
）
に
つ
い
て

概
説

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

【
②

医
薬

品
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
に

係
る

法
規

範
】

１
）

「
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
の

目
的

及
び

医
薬

品
等

（
医

薬
品

（
薬

局
医
薬
品

、
要
指

導
医
薬

品
、
一

般
用

医
薬

品
）

、
医

薬
部

外
品

、
化

粧
品

、
医

療
機

器
、

再
生

医
療

等
製

品
）

の
定

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
化

粧
品

概
論

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
医

薬
品

の
開

発
か
ら
承
認
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
法
規
範
に
つ
い
て
概
説

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
治

験
の

意
義

と
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
４

）
医

薬
品

等
の

製
造
販
売
及
び
製
造
に
係
る
法
規
範
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
製

造
販

売
後

調
査
制
度
及
び
製
造
販
売
後
安
全
対
策
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

　
６

）
薬

局
、

医
薬

品
販
売
業
及
び
医
療
機
器
販
売
業
に
係
る
法
規
範
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

７
）

医
薬

品
等

の
取

扱
い

に
関

す
る

「
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
の

規
定

に
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

化
粧

品
概

論
薬
事
関
係
法
規

　
８

）
日

本
薬

局
方

の
意
義
と
構
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学

　
９

）
生

物
由

来
製

品
の
取
扱
い
と
血
液
供
給
体
制
に
係
る
法
規
範
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
10
）

健
康

被
害

救
済
制
度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
11
）

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
必
要
性
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

【
③

特
別

な
管

理
を

要
す

る
薬

物
等

に
係

る
法

規
範

】

　
１

）
麻

薬
、

向
精

神
薬
、
覚
醒
剤
原
料
等
の
取
扱
い
に
係
る
規
定
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
覚

醒
剤

、
大

麻
、
あ
へ
ん
、
指
定
薬
物
等
の
乱
用
防
止
規
制
に
つ
い
て

概
説

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
毒

物
劇

物
の

取
扱
い
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

（
３

）
社

会
保

障
制

度
と

医
療

経
済

【
①

医
療

、
福

祉
、

介
護

の
制

度
】

　
１

）
日

本
の

社
会

保
障
制
度
の
枠
組
み
と
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
療
政
策
論

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

　
２

）
医

療
保

険
制

度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
療
政
策
論

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

　
３

）
療

養
担

当
規

則
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
療
政
策
論

薬
事
関
係
法
規

　
４

）
公

費
負

担
医

療
制
度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
療
政
策
論

薬
事
関
係
法
規

　
５

）
介

護
保

険
制

度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
療
政
策
論

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

　
６

）
薬

価
基

準
制

度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
療
政
策
論

薬
事
関
係
法
規

　
７

）
調

剤
報

酬
、

診
療
報
酬
及
び
介
護
報
酬
の
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き

る
。

医
療
政
策
論

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

【
②

医
薬

品
と

医
療

の
経

済
性

】

　
１

）
医

薬
品

の
市

場
の
特
徴
と
流
通
の
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
国

民
医

療
費

の
動
向
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
後

発
医

薬
品

と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

　
４

）
薬

物
療

法
の

経
済
評
価
手
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
療
政
策
論

薬
事
関
係
法
規

（
４

）
地

域
に

お
け

る
薬

局
と

薬
剤

師

【
①

地
域

に
お

け
る

薬
局

の
役

割
】

　
１

）
地

域
に

お
け

る
薬
局
の
機
能
と
業
務
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
医

薬
分

業
の

意
義
と
動
向
を
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
か

か
り

つ
け

薬
局
・
薬
剤
師
に
よ
る
薬
学
的
管
理
の
意
義
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

　
４

）
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
薬
局
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

　
５

）
災

害
時

の
薬

局
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

救
急
・
災
害
薬
学

　
６

）
医

療
費

の
適

正
化
に
薬
局
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

【
②

地
域

に
お

け
る

保
健

、
医

療
、

福
祉

の
連

携
体

制
と

薬
剤

師
】

　
１

）
地

域
包

括
ケ

ア
の
理
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
在

宅
医

療
及

び
居
宅
介
護
に
お
け
る
薬
局
と
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

薬
局
管
理
学

　
３

）
学

校
薬

剤
師

の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
実
習

薬
事
関
係
法
規

　
４

）
地

域
の

保
健

、
医
療
、
福
祉
に
お
い
て
利
用
可
能
な
社
会
資
源
に
つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

　
５

）
地

域
か

ら
求

め
ら
れ
る
医
療
提
供
施
設
、
福
祉
施
設
及
び
行
政
と
の
連

携
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬
事
関
係
法
規

Ｃ
　

薬
学

基
礎

C
1
　

物
質

の
物

理
的

性
質

（
１

）
物

質
の

構
造

【
①

化
学

結
合

】

　
１

）
化

学
結

合
の

様
式
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
２

）
分

子
軌

道
の

基
本
概
念
お
よ
び
軌
道
の
混
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
３

）
共

役
や

共
鳴

の
概
念
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

【
②

分
子

間
相

互
作

用
】

　
１

）
フ

ァ
ン

デ
ル

ワ
ー
ル
ス
力
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
２

）
静

電
相

互
作

用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

　
３

）
双

極
子

間
相

互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

　
４

）
分

散
力

に
つ

い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
５

）
水

素
結

合
に

つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
６

）
電

荷
移

動
相

互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
７

）
疎

水
性

相
互

作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

【
③

原
子

・
分

子
の

挙
動

】

　
１

）
電

磁
波

の
性

質
お
よ
び
物
質
と
の
相
互
作
用
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

　
２

）
分

子
の

振
動

、
回
転
、
電
子
遷
移
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

　
３

）
電

子
や

核
の

ス
ピ
ン
と
そ
の
磁
気
共
鳴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

　
４

）
光

の
屈

折
、

偏
光
、
お
よ
び
旋
光
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学
薬

品
分

析
学

Ⅰ
薬

学
基

礎
実

習

　
５

）
光

の
散

乱
お

よ
び
干
渉
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

　
６

）
結

晶
構

造
と

回
折
現
象
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

【
④

放
射

線
と

放
射

能
】

　
１

）
原

子
の

構
造

と
放
射
壊
変
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

　
２

）
電

離
放

射
線

の
種
類
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
性
質
お
よ
び
物
質
と
の
相

互
作

用
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
放

射
薬

品
化

学

　
３

）
代

表
的

な
放

射
性
核
種
の
物
理
的
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

応
用
放
射
化
学

　
４

）
核

反
応

お
よ

び
放
射
平
衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

　
５

）
放

射
線

測
定

の
原
理
と
利
用
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

（
２

）
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

平
衡

【
①

気
体

の
微

視
的

状
態

と
巨

視
的

状
態

】

　
１

）
フ

ァ
ン

デ
ル

ワ
ー
ル
ス
の
状
態
方
程
式
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
２

）
気

体
の

分
子

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学

　
３

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
量
子
化
と
ボ
ル
ツ
マ
ン
分
布
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

エ
ネ

ル
ギ

ー
】

　
１

）
熱

力
学

に
お

け
る
系
、
外
界
、
境
界
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学

　
２

）
熱

力
学

第
一

法
則
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学

　
３

）
状

態
関

数
と

経
路
関
数
の
違
い
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学

　
４

）
定

圧
過

程
、

定
容
過
程
、
等
温
過
程
、
断
熱
過
程
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
５

）
定

容
熱

容
量

お
よ
び
定
圧
熱
容
量
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
６

）
エ

ン
タ

ル
ピ

ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
７

）
化

学
変

化
に

伴
う
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
変
化
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

【
③

自
発

的
な

変
化

】

　
１

）
エ

ン
ト

ロ
ピ

ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
２

）
熱

力
学

第
二

法
則
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
３

）
熱

力
学

第
三

法
則
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
４

）
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
５

）
熱

力
学

関
数

を
使
い
、
自
発
的
な
変
化
の
方
向
と
程
度
を
予
測
で
き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

【
④

化
学

平
衡

の
原

理
】

　
１

）
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
化
学
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
２

）
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
平
衡
定
数
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

　
３

）
平

衡
定

数
に

及
ぼ
す
圧
力
お
よ
び
温
度
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

　
４

）
共

役
反

応
の

原
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

【
⑤

相
平

衡
】

　
１

）
相

変
化

に
伴

う
熱
の
移
動
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
２

）
相

平
衡

と
相

律
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
３

）
状

態
図

に
つ

い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

【
⑥

溶
液

の
性

質
】

　
１

）
希

薄
溶

液
の

束
一
的
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
２

）
活

量
と

活
量

係
数
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
３

）
電

解
質

溶
液

の
電
気
伝
導
率
お
よ
び
モ
ル
伝
導
率
の
濃
度
に
よ
る
変
化

を
説

明
で

き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

  
４

）
イ

オ
ン

強
度

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

【
⑦

電
気

化
学

】

　
１

）
起

電
力

と
ギ

ブ
ズ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

　
２

）
電

極
電

位
（

酸
化
還
元
電
位
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

（
３

）
物

質
の

変
化

【
①

反
応

速
度

】

　
１

）
反

応
次

数
と

速
度
定
数
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

　
２

）
微

分
型

速
度

式
を
積
分
型
速
度
式
に
変
換
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
反

応
次
数
の
決
定
法
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

　
４

）
代

表
的

な
(擬

)一
次
反
応
の
反
応
速
度
を
測
定
し
、
速
度
定
数
を
求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

　
５

）
代

表
的

な
複

合
反
応
（
可
逆
反
応
、
平
行
反
応
、
連
続
反
応
な
ど
）
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

　
６

）
反

応
速

度
と

温
度
と
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
７

）
代

表
的

な
触

媒
反
応
（
酸
・
塩
基
触
媒
反
応
、
酵
素
反
応
な
ど
）
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

C
2
　

化
学

物
質

の
分

析

（
１

）
分

析
の

基
礎

【
①

分
析

の
基

本
】

　
１

）
分

析
に

用
い

る
器
具
を
正
し
く
使
用
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
学

基
礎

実
習

薬
品

分
析

・
物

理
化

学
実

習
衛
生
薬
学
実
習

  
２

）
測

定
値

を
適

切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

基
礎

物
理

学
薬

学
基

礎
実

習

薬
品

分
析

学
Ⅱ

薬
品

分
析

・
物

理
化

学
実

習

　
３

）
分

析
法

の
バ

リ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学

（
２

）
溶

液
中

の
化

学
平

衡

【
①

酸
・

塩
基

平
衡

】

　
１

）
酸

・
塩

基
平

衡
の
概
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学
薬

学
基

礎
実

習
薬

品
分

析
学

Ⅱ
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

　
２

）
pH
 お

よ
び

解
離

定
数
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

基
礎

物
理

学
薬

学
基

礎
実

習
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

　
３

）
溶

液
の

 p
H 
を

測
定
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
学

基
礎

実
習

薬
品

分
析

・
物

理
化

学
実

習

　
４

）
緩

衝
作

用
や

緩
衝
液
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学
薬

学
基

礎
実

習

【
②

各
種

の
化

学
平

衡
】

　
１

）
錯

体
・

キ
レ

ー
ト
生
成
平
衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
２

）
沈

殿
平

衡
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
３

）
酸

化
還

元
平

衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
４

）
分

配
平

衡
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

物
理

学

（
３

）
化

学
物

質
の

定
性

分
析

・
定

量
分

析

【
①

定
性

分
析

】

  
１

）
代

表
的

な
無

機
イ
オ
ン
の
定
性
反
応
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
２

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
確
認
試
験
を
列
挙
し
、
そ
の

内
容

を
説

明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅱ
薬

用
資

源
学

実
習

【
②

定
量

分
析

（
容

量
分

析
・

重
量

分
析

）
】

　
１

）
中

和
滴

定
（

非
水
滴
定
を
含
む
）
の
原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を

説
明

で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
学

基
礎

実
習

薬
品

分
析

学
Ⅱ

薬
品

分
析

・
物

理
化

学
実

習

　
２

）
キ

レ
ー

ト
滴

定
の
原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

薬
品

分
析

・
物

理
化

学
実

習
衛
生
薬
学
Ⅱ

　
３

）
沈

殿
滴

定
の

原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅱ

　
４

）
酸

化
還

元
滴

定
の
原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅱ

衛
生
薬
学
実
習

　
５

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
容
量
分
析
を
実
施
で
き
る
。

（
知

識
・

技
能

）
薬

品
分

析
学

Ⅱ
薬

品
分

析
・

物
理

化
学

実
習

　
６

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
純
度
試
験
を
列
挙
し
、
そ
の
内
容
を
説

明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅱ

  
７

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
重
量
分
析
法
の
原
理
お
よ
び
操
作
法
を
説
明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅰ

（
４

）
機

器
を

用
い

る
分

析
法
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
①

分
光

分
析

法
】

　
１

）
紫

外
可

視
吸

光
度
測
定
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅱ

衛
生
薬
学
実
習

　
２

）
蛍

光
光

度
法

の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅱ

　
３

）
赤

外
吸

収
（

IR
）
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明

で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

４
）

原
子

吸
光

光
度

法
、

誘
導

結
合

プ
ラ

ズ
マ

（
I
CP

）
発

光
分

光
分

析
法

お
よ

び
IC
P

質
量

分
析

法
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅱ

　
５

）
旋

光
度

測
定

法
（
旋
光
分
散
）
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅰ

　
６

）
分

光
分

析
法

を
用
い
て
、
日
本
薬
局
方
収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
分

析
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
品

分
析

・
物

理
化

学
実

習

【
②

核
磁

気
共

鳴
（

N
M
R
）

ス
ペ

ク
ト

ル
測

定
法

】

　
１

）
核

磁
気

共
鳴

（
NM

R
）
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例

を
説

明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅰ

【
③

質
量

分
析

法
】

  
１

）
質

量
分

析
法

の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

【
④

Ｘ
線

分
析

法
】

  
１

）
Ｘ

線
結

晶
解

析
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
概
説
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

　
２

）
粉

末
Ｘ

線
回

折
測
定
法
の
原
理
と
利
用
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

【
⑤

熱
分

析
】

　
１

）
熱

重
量

測
定

法
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

　
２

）
示

差
熱

分
析

法
お
よ
び
示
差
走
査
熱
量
測
定
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅰ

（
５

）
分

離
分

析
法

【
①

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
】

　
１

）
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ
ィ
ー
の
分
離
機
構
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

薬
品

分
析

・
物

理
化

学
実

習

　
２

）
薄

層
ク

ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
特
徴
と
代
表
的
な
検
出
法
を
説
明
で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
３

）
液

体
ク

ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
特
徴
と
代
表
的
な
検
出
法
を
説
明
で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

薬
品

分
析

・
物

理
化

学
実

習

　
４

）
ガ

ス
ク

ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
特
徴
と
代
表
的
な
検
出
法
を
説
明
で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

薬
品

分
析

・
物

理
化

学
実

習

　
５

）
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ
ィ
ー
を
用
い
て
試
料
を
定
性
・
定
量
で
き
る
。
（
知

識
・

技
能

）
薬

品
分

析
学

Ⅱ
薬

品
分

析
・

物
理

化
学

実
習

【
②

電
気

泳
動

法
】

　
１

）
電

気
泳

動
法

の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

（
６

）
臨

床
現

場
で

用
い

る
分

析
技

術

【
①

分
析

の
準

備
】

　
１

）
分

析
目

的
に

即
し
た
試
料
の
前
処
理
法
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
２

）
臨

床
分

析
に

お
け
る
精
度
管
理
お
よ
び
標
準
物
質
の
意
義
を
説
明
で
き

る
。

基
礎

物
理

学

【
②

分
析

技
術

】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
臨

床
分

析
で

用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
分
析
法
を
列
挙
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

応
用
放
射
化
学

　
２

）
免

疫
化

学
的

測
定
法
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

応
用
放
射
化
学

　
３

）
酵

素
を

用
い

た
代
表
的
な
分
析
法
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
応
用
放
射
化
学

　
４

）
代

表
的

な
ド

ラ
イ
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

応
用
放
射
化
学

　
５

）
代

表
的

な
画

像
診
断
技
術
（
X
線
検
査
、
M
RI

、
超
音
波
、
内
視
鏡
検
査

、
核

医
学

検
査

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
放

射
薬

品
化

学
応
用
放
射
化
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

C
3
 
 
化

学
物

質
の

性
質

と
反

応

（
１

）
化

学
物

質
の

基
本

的
性

質

【
①

基
本

事
項

】

　
１

）
代

表
的

な
化

合
物
を
 
IU

P
AC

 規
則
に
基
づ
い
て
命
名
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

　
２

）
薬

学
領

域
で

用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
化
合
物
を
慣
用
名
で
記
述
で
き
る

。
基

礎
化

学
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ

  
３

）
基

本
的

な
化

合
物
を
、
ル
イ
ス
構
造
式
で
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
４

）
有

機
化

合
物

の
性
質
と
共
鳴
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

　
５

）
ル

イ
ス

酸
・

塩
基
、
ブ
レ
ン
ス
テ
ッ
ド
酸
・
塩
基
を
定
義
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
６

）
基

本
的

な
有

機
反
応
（
置
換
、
付
加
、
脱
離
）
の
特
徴
を
理
解
し
、

分
類

で
き

る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
７

）
炭

素
原

子
を

含
む
反
応
中
間
体
（
カ
ル
ボ
カ
チ
オ
ン
、
カ
ル
ボ
ア
ニ

オ
ン

、
ラ

ジ
カ

ル
）

の
構

造
と

性
質

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

　
８

）
反

応
の

過
程

を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
図
を
用
い
て
説
明
で
き
る
。

有
機

化
学

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
９

）
基

本
的

な
有

機
反
応
機
構
を
、
電
子
の
動
き
を
示
す
矢
印
を
用
い
て

表
す

こ
と

が
で

き
る

。
(技

能
)

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

【
②

有
機

化
合

物
の

立
体

構
造

】

　
１

）
構

造
異

性
体

と
立
体
異
性
体
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
２

）
キ

ラ
リ

テ
ィ

ー
と
光
学
活
性
の
関
係
を
概
説
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
３

）
エ

ナ
ン

チ
オ

マ
ー
と
ジ
ア
ス
テ
レ
オ
マ
ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
４

）
ラ

セ
ミ

体
と

メ
ソ
体
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

　
５

）
絶

対
配

置
の

表
示
法
を
説
明
し
、
キ
ラ
ル
化
合
物
の
構
造
を
書
く
こ
と

が
で

き
る

。
(知

識
、

技
能

)
基

礎
化

学
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
６

）
炭

素
―

炭
素

二
重
結
合
の
立
体
異
性
（
ci

s
, 

t
ra

ns
 
な
ら
び
に
 E
,Z
 異

性
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
７

）
フ

ィ
ッ

シ
ャ

ー
投
影
式
と
ニ
ュ
ー
マ
ン
投
影
式
を
用
い
て
有
機
化
合

物
の

構
造

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

(技
能

)
基

礎
化

学
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

　
８

）
エ

タ
ン

、
ブ

タ
ン
の
立
体
配
座
と
そ
の
安
定
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
基

礎
化

学
有

機
化

学
Ⅰ

（
２

）
有

機
化

合
物

の
基

本
骨

格
の

構
造

と
反

応

【
①

ア
ル

カ
ン

】

　
１

）
ア

ル
カ

ン
の

基
本
的
な
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ

  
２

）
ア

ル
カ

ン
の

構
造
異
性
体
を
図
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(技

能
)

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ

  
３

）
シ

ク
ロ

ア
ル

カ
ン
の
環
の
ひ
ず
み
を
決
定
す
る
要
因
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ

  
４

）
シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン
の
い
す
形
配
座
に
お
け
る
水
素
の
結
合
方
向
（
ア

キ
シ

ア
ル

、
エ

ク
ア

ト
リ

ア
ル

）
を

図
示

　
　

　
で

き
る

。
(技

能
)

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
置

換
シ

ク
ロ

ヘ
キ
サ
ン
の
安
定
な
立
体
配
座
を
決
定
す
る
要
因
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
基

礎
化

学
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

【
②

ア
ル

ケ
ン

・
ア

ル
キ

ン
】

　
１

）
ア

ル
ケ

ン
へ

の
代
表
的
な
付
加
反
応
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
を
説
明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
２

）
ア

ル
ケ

ン
の

代
表
的
な
酸
化
、
還
元
反
応
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
を

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
３

）
ア

ル
キ

ン
の

代
表
的
な
反
応
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
を
説
明
で
き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

【
③

芳
香

族
化

合
物

】

  
１

）
代

表
的

な
芳

香
族
炭
化
水
素
化
合
物
の
性
質
と
反
応
性
を
説
明
で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
２

）
芳

香
族

性
の

概
念
を
説
明
で
き
る
。

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
３

）
芳

香
族

炭
化

水
素
化
合
物
の
求
電
子
置
換
反
応
の
反
応
性
、
配
向
性

、
置

換
基

の
効

果
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
４

）
代

表
的

な
芳

香
族
複
素
環
化
合
物
の
性
質
を
芳
香
族
性
と
関
連
づ
け

て
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

　
５

）
代

表
的

な
芳

香
族
複
素
環
の
求
電
子
置
換
反
応
の
反
応
性
、
配
向
性
、

置
換

基
の

効
果

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ

（
３

）
官

能
基

の
性

質
と

反
応

【
①

概
説

】

　
１

）
代

表
的

な
官

能
基
を
列
挙
し
、
性
質
を
説
明
で
き
る
。

有
機

化
学

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
２

）
官

能
基

の
性

質
を
利
用
し
た
分
離
精
製
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

有
機

化
学

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅱ

【
②

有
機

ハ
ロ

ゲ
ン

化
合

物
】

　
１

）
有

機
ハ

ロ
ゲ

ン
化
合
物
の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で

き
る

。
薬

学
基

礎
実

習
有

機
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
２

）
求

核
置

換
反

応
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

　
３

）
脱

離
反

応
の

特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

【
③

ア
ル

コ
ー

ル
･
フ

ェ
ノ

ー
ル

･
エ

ー
テ

ル
】

　
１

）
ア

ル
コ

ー
ル

、
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、

説
明

で
き

る
。

基
礎

化
学

薬
学

基
礎

実
習

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
２

）
エ

ー
テ

ル
類

の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

【
④

ア
ル

デ
ヒ

ド
・

ケ
ト

ン
・

カ
ル

ボ
ン

酸
・

カ
ル

ボ
ン

酸
誘

導
体

】

　
１

）
ア

ル
デ

ヒ
ド

類
お
よ
び
ケ
ト
ン
類
の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し

、
説

明
で

き
る

。
基

礎
化

学
有

機
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
２

）
カ

ル
ボ

ン
酸

の
基
本
的
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

　
３

）
カ

ル
ボ

ン
酸

誘
導
体
（
酸
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
、
酸
無
水
物
、
エ
ス
テ
ル
、

ア
ミ

ド
）

の
基

本
的

性
質

と
反

応
を

　
　

　
列

挙
し

、
説

明
で
き
る
。

基
礎

化
学

薬
学

基
礎

実
習

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

【
⑤

ア
ミ

ン
】

　
１

）
ア

ミ
ン

類
の

基
本
的
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

有
機

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

【
⑥

電
子

効
果

】

　
１

）
官

能
基

が
及

ぼ
す
電
子
効
果
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

【
⑦

酸
性

度
・

塩
基

性
度

】

　
１

）
ア

ル
コ

ー
ル

、
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
カ
ル
ボ
ン
酸
、
炭
素
酸
な
ど
の
酸
性
度

を
比

較
し

て
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
２

）
含

窒
素

化
合

物
の
塩
基
性
度
を
比
較
し
て
説
明
で
き
る
。

有
機

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

（
４

）
化

学
物

質
の

構
造

決
定

【
①

核
磁

気
共

鳴
（

N
M
R
）

】

　
１

）
1 H
 お

よ
び

 1
3
C 

NM
R 

ス
ペ
ク
ト
ル
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
を
概
説
で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
学

基
礎

実
習

薬
品

合
成

化
学

実
習

　
２

）
有

機
化

合
物

中
の
代
表
的
プ
ロ
ト
ン
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
化
学
シ

フ
ト

値
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅰ
薬

学
基

礎
実

習
薬

品
合

成
化

学
実

習

　
３

）
1 H
 N
M
R 
の

積
分
値
の
意
味
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
学

基
礎

実
習

薬
品

合
成

化
学

実
習

　
４

）
1 H
 N
M
R 
シ

グ
ナ
ル
が
近
接
プ
ロ
ト
ン
に
よ
り
分
裂
（
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

）
す

る
基

本
的

な
分

裂
様

式
を

説
明

で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
学

基
礎

実
習

薬
品

合
成

化
学

実
習

　
５

）
代

表
的

な
化

合
物
の
部
分
構
造
を
 
1 H
 N

MR
 
か
ら
決
定
で
き
る
。
(技

能
)

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
学

基
礎

実
習

薬
品

合
成

化
学

実
習

【
②

赤
外

吸
収

（
I
R
）

】

　
１

）
IR
 ス

ペ
ク

ト
ル

よ
り
得
ら
れ
る
情
報
を
概
説
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

　
２

）
IR
 ス

ペ
ク

ト
ル

上
の
基
本
的
な
官
能
基
の
特
性
吸
収
を
列
挙
し
、

帰
属

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

薬
品

分
析

学
Ⅰ

【
③

質
量

分
析

】

　
１

）
マ

ス
ス

ペ
ク

ト
ル
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
を
概
説
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
２

）
測

定
化

合
物

に
適
し
た
イ
オ
ン
化
法
を
選
択
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
３

）
ピ

ー
ク

の
種

類
（
基
準
ピ
ー
ク
、
分
子
イ
オ
ン
ピ
ー
ク
、
同
位
体
ピ
ー

ク
、

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

ピ
ー

ク
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅱ

　
４

）
代

表
的

な
化

合
物
の
マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル
を
解
析
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
品

分
析

学
Ⅱ

【
④

総
合

演
習

】

　
１

）
代

表
的

な
機

器
分
析
法
を
用
い
て
、
代
表
的
な
化
合
物
の
構
造
決
定
が

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
品

分
析

学
Ⅱ

（
５

）
無

機
化

合
物

・
錯

体
の

構
造

と
性

質

【
①

無
機

化
合

物
・

錯
体

】

　
１

）
代

表
的

な
典

型
元
素
と
遷
移
元
素
を
列
挙
で
き
る
。

基
礎

化
学

　
２

）
代

表
的

な
無

機
酸
化
物
、
オ
キ
ソ
化
合
物
の
名
称
、
構
造
、
性
質
を
列

挙
で

き
る

。
基

礎
化

学

　
３

）
活

性
酸

素
と

窒
素
酸
化
物
の
名
称
、
構
造
、
性
質
を
列
挙
で
き
る
。

基
礎

化
学

衛
生
薬
学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
４

）
代

表
的

な
錯

体
の
名
称
、
構
造
、
基
本
的
な
性
質
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

　
５

）
医

薬
品

と
し

て
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
無
機
化
合
物
、
お
よ
び
錯
体
を

列
挙

で
き

る
。

基
礎

化
学

C
4
 
 
生

体
分

子
・

医
薬

品
の

化
学

に
よ

る
理

解

（
１

）
医

薬
品

の
標

的
と

な
る

生
体

分
子

の
構

造
と

化
学

的
な

性
質

【
①

医
薬

品
の

標
的

と
な

る
生

体
高

分
子

の
化

学
構

造
】

　
１

）
代

表
的

な
生

体
高
分
子
を
構
成
す
る
小
分
子
（
ア
ミ
ノ
酸
、
糖
、
脂
質

、
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
な

ど
）

の
構

造
に

　
　

　
基

づ
く

化
学

的
性
質
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

　
２

）
医

薬
品

の
標

的
と
な
る
生
体
高
分
子
（
タ
ン
パ
ク
質
、
核
酸
な
ど
）
の

立
体

構
造

と
そ

れ
を

規
定

す
る

化
学

　
　

　
結

合
、

相
互

作
用
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

化
学

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

【
②

生
体

内
で

機
能

す
る

小
分

子
】

　
１

）
細

胞
膜

受
容

体
お
よ
び
細
胞
内
（
核
内
）
受
容
体
の
代
表
的
な
内
因
性

リ
ガ

ン
ド

の
構

造
と

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
補

酵
素
が
酵
素
反
応
で
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
有
機
反
応

機
構

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
活

性
酸

素
、

一
酸
化
窒
素
の
構
造
に
基
づ
く
生
体
内
反
応
を
化
学
的
に

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
４

）
生

体
内

に
存

在
す
る
代
表
的
な
金
属
イ
オ
ン
お
よ
び
錯
体
の
機
能
を
化

学
的

に
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅱ

（
２

）
生

体
反

応
の

化
学

に
よ

る
理

解
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
①

生
体

内
で

機
能

す
る

リ
ン

、
硫

黄
化

合
物

】

　
１

）
リ

ン
化

合
物

（
リ
ン
酸
誘
導
体
な
ど
）
お
よ
び
硫
黄
化
合
物
（
チ
オ
ー

ル
、

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

、
チ

オ
エ

ス
テ

ル
　

　
　

な
ど

）
の

構
造

と
化
学
的
性
質
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
リ

ン
化

合
物

（
リ
ン
酸
誘
導
体
な
ど
）
お
よ
び
硫
黄
化
合
物
（
チ
オ
ー

ル
、

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

、
チ

オ
エ

ス
テ

ル
　

　
　

な
ど

）
の

生
体

内
で
の
機
能
を
化
学
的
性
質
に
基
づ
き
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
②

酵
素

阻
害

剤
と

作
用

様
式

】

　
１

）
不

可
逆

的
酵

素
阻
害
薬
の
作
用
を
酵
素
の
反
応
機
構
に
基
づ
い
て
説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
２

）
基

質
ア

ナ
ロ

グ
が
競
合
阻
害
薬
と
な
る
こ
と
を
酵
素
の
反
応
機
構
に
基

づ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
３

）
遷

移
状

態
ア

ナ
ロ
グ
が
競
合
阻
害
薬
と
な
る
こ
と
を
酵
素
の
反
応
機
構

に
基

づ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

【
③

受
容

体
の

ア
ゴ

ニ
ス

ト
お

よ
び

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ス

ト
】

　
１

）
代

表
的

な
受

容
体
の
ア
ゴ
ニ
ス
ト
（
作
用
薬
、
作
動
薬
、
刺
激
薬
）
と

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ス

ト
（

拮
抗

薬
、

遮
断

薬
）

　
　

　
と

の
相

違
点

に
つ
い
て
、
内
因
性
リ
ガ
ン
ド
の
構
造
と
比
較
し
て
説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

　
２

）
低

分
子

内
因

性
リ
ガ
ン
ド
誘
導
体
が
医
薬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

理
由

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅱ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
④

生
体

内
で

起
こ

る
有

機
反

応
】

　
１

）
代

表
的

な
生

体
分
子
（
脂
肪
酸
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
）
の
代
謝
反

応
を

有
機

化
学

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ

　
２

）
異

物
代

謝
の

反
応
（
発
が
ん
性
物
質
の
代
謝
的
活
性
化
な
ど
）
を
有
機

化
学

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ

（
３

）
医

薬
品

の
化

学
構

造
と

性
質

、
作

用

【
①

医
薬

品
と

生
体

分
子

の
相

互
作

用
】

　
１

）
医

薬
品

と
生

体
分
子
と
の
相
互
作
用
を
化
学
的
な
観
点
（
結
合
親
和
性

と
自

由
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
化

、
電

子
効

果
、

　
　

　
立

体
効

果
な

ど
）
か
ら
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

【
②

医
薬

品
の

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

】

　
１

）
医

薬
品

の
構

造
か
ら
そ
の
物
理
化
学
的
性
質
（
酸
性
、
塩
基
性
、
疎
水

性
、

親
水

性
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
２

）
プ

ロ
ド

ラ
ッ

グ
な
ど
の
薬
物
動
態
を
考
慮
し
た
医
薬
品
の
化
学
構
造
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

【
③

医
薬

品
の

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
】

　
１

）
代

表
的

な
医

薬
品
の
フ
ァ
ー
マ
コ
フ
ォ
ア
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

　
２

）
バ

イ
オ

ア
イ

ソ
ス
タ
ー
（
生
物
学
的
等
価
体
）
に
つ
い
て
、
代
表
的
な

例
を

挙
げ

て
概

説
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ

　
３

）
医

薬
品

に
含

ま
れ
る
代
表
的
な
複
素
環
を
構
造
に
基
づ
い
て
分
類
し
、

医
薬

品
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

と
し

て
の

性
質

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

【
④

酵
素

に
作

用
す

る
医

薬
品

の
構

造
と

性
質

】

　
１

）
ヌ

ク
レ

オ
シ

ド
お
よ
び
核
酸
塩
基
ア
ナ
ロ
グ
を
有
す
る
代
表
的
医
薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
フ

ェ
ニ

ル
酢

酸
、
フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
構
造
な
ど
を
も
つ
代
表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

　
　

　
性

質
に

つ
い

て
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

　
３

）
ス

ル
ホ

ン
ア

ミ
ド
構
造
を
も
つ
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
４

）
キ

ノ
ロ

ン
骨

格
を
も
つ
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
５

）
β

-ラ
ク

タ
ム

構
造
を
も
つ
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
６

）
ペ

プ
チ

ド
ア

ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

【
⑤

受
容

体
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

　
１

）
カ

テ
コ

ー
ル

ア
ミ
ン
骨
格
を
有
す
る
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学

　
２

）
ア

セ
チ

ル
コ

リ
ン
ア
ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学

　
３

）
ス

テ
ロ

イ
ド

ア
ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
４

）
ベ

ン
ゾ

ジ
ア

ゼ
ピ
ン
骨
格
お
よ
び
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
骨
格
を
有
す
る
代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

　
　

　
基

づ
く

性
質

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

　
５

）
オ

ピ
オ

イ
ド

ア
ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

【
⑥

D
N
A
 
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

　
１

）
DN
Aと

結
合

す
る

医
薬
品
（
ア
ル
キ
ル
化
剤
、
シ
ス
プ
ラ
チ
ン
類
）

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
化

学
構

造
と

反
応

機
構

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
DN
Aに

イ
ン

タ
ー

カ
レ
ー
ト
す
る
医
薬
品
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
構

造
上

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
DN
A鎖

を
切

断
す

る
医
薬
品
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
構
造
上
の
特
徴

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
⑦

イ
オ

ン
チ

ャ
ネ

ル
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

　
１

）
イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル
に
作
用
す
る
医
薬
品
の
代
表
的
な
基
本
構
造
（
ジ
ヒ

ド
ロ

ピ
リ

ジ
ン

な
ど

）
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅱ

C
5
 
 
自

然
が

生
み

出
す

薬
物

（
１

）
薬

に
な

る
動

植
鉱

物

【
①

薬
用

植
物

】

　
１

）
代

表
的

な
薬

用
植
物
の
学
名
、
薬
用
部
位
、
薬
効
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と

が
で

き
る

。
生

薬
学

Ⅰ
生

薬
学

Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
薬

用
植
物
を
外
部
形
態
か
ら
説
明
し
、
区
別
で
き
る
。
（
知

識
、

技
能

）
生

薬
学

Ⅰ
生

薬
学

Ⅱ

　
３

）
植

物
の

主
な

内
部
形
態
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
薬

学
Ⅰ

　
４

）
法

律
に

よ
っ

て
取
り
扱
い
が
規
制
さ
れ
て
い
る
植
物
（
ケ
シ
、
ア
サ
）

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

生
薬

学
Ⅰ

【
②

生
薬

の
基

原
】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
生
薬
（
植
物
、
動
物
、
藻
類
、
菌
類
由

来
）

を
列

挙
し

、
そ

の
基

原
、

薬
用

部
位

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

生
薬

学
Ⅰ

生
薬

学
Ⅱ

【
③

生
薬

の
用

途
】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
生
薬
（
植
物
、
動
物
、
藻
類
、
菌
類
、

鉱
物

由
来

）
の

薬
効

、
成

分
、

用
途

な
ど

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

生
薬

学
Ⅰ

生
薬

学
Ⅱ

　
２

）
副

作
用

や
使

用
上
の
注
意
が
必
要
な
代
表
的
な
生
薬
を
列
挙
し
、
説
明

で
き

る
。

生
薬

学
Ⅰ

生
薬

学
Ⅱ

【
④

生
薬

の
同

定
と

品
質

評
価

】

  
１

）
生

薬
の

同
定

と
品
質
評
価
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
薬

学
Ⅰ

生
薬

学
Ⅱ

薬
用

資
源

学
実

習

　
２

）
日

本
薬

局
方

の
生
薬
総
則
お
よ
び
生
薬
試
験
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
生

薬
学

Ⅰ
生

薬
学

Ⅱ
薬

用
資

源
学

実
習

　
３

）
代

表
的

な
生

薬
を
鑑
別
で
き
る
。
（
技
能
）

生
薬

学
Ⅰ

生
薬

学
Ⅱ

薬
用

資
源

学
実

習

　
４

）
代

表
的

な
生

薬
の
確
認
試
験
を
説
明
で
き
る
。

生
薬

学
Ⅰ

生
薬

学
Ⅱ

薬
用

資
源

学
実

習

　
５

）
代

表
的

な
生

薬
の
純
度
試
験
を
説
明
で
き
る
。

生
薬

学
Ⅰ

生
薬

学
Ⅱ

薬
用

資
源

学
実

習

（
２

）
薬

の
宝

庫
と

し
て

の
天

然
物

【
①

生
薬

由
来

の
生

物
活

性
物

質
の

構
造

と
作

用
】

  
１

）
生

薬
由

来
の

代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を
化
学
構
造
に
基
づ
い
て
分

類
し

、
そ

れ
ら

の
生

合
成

経
路

を
概

説
で

き
る

。
生

薬
学

Ⅰ
生

薬
学

Ⅱ

様式4_基礎資料 の 51ページ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
脂

質
や

糖
質

に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を

列
挙

し
、

そ
の

作
用

を
説

明
で

き
る

。
生

薬
学

Ⅰ
生

薬
学

Ⅱ

　
３

）
芳

香
族

化
合

物
に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

生
薬

学
Ⅰ

生
薬

学
Ⅱ

　
４

）
テ

ル
ペ

ノ
イ

ド
、
ス
テ
ロ
イ
ド
に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
生

薬
学

Ⅰ
生

薬
学

Ⅱ

　
５

）
ア

ル
カ

ロ
イ

ド
に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

生
薬

学
Ⅰ

生
薬

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

【
②

微
生

物
由

来
の

生
物

活
性

物
質

の
構

造
と

作
用

】

　
１

）
微

生
物

由
来

の
生
物
活
性
物
質
を
化
学
構
造
に
基
づ
い
て
分
類
で
き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

  
２

）
微

生
物

由
来

の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
作
用
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

【
③

天
然

生
物

活
性

物
質

の
取

扱
い

】

　
１

）
天

然
生

物
活

性
物
質
の
代
表
的
な
抽
出
法
、
分
離
精
製
法
を
概
説
し
、

実
施

で
き

る
。

（
知

識
、

技
能

）
生

薬
学

Ⅰ
薬

用
資

源
学

実
習

【
④

天
然

生
物

活
性

物
質

の
利

用
】

　
１

）
医

薬
品

と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
代
表
的
な
天
然
生
物
活
性
物
質
を
列
挙

し
、

そ
の

用
途

を
説

明
で

き
る

。
生

薬
学

Ⅰ
生

薬
学

Ⅱ
薬

用
資

源
学

実
習

　
２

）
天

然
生

物
活

性
物
質
を
基
に
化
学
修
飾
等
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
代
表
的

な
医

薬
品

を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
、

リ
ー

ド
　

　
　

化
合

物
を

説
明

で
き
る
。

生
薬

学
Ⅰ

生
薬

学
Ⅱ

　
３

）
農

薬
や

香
粧

品
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
代
表
的
な
天
然
生
物
活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
を

説
明

で
き

る
。

化
粧

品
概

論
生

薬
学

Ⅰ
生

薬
学

Ⅱ

C
6
 
 
生

命
現

象
の

基
礎

（
１

）
細

胞
の

構
造

と
機

能

【
①

細
胞

膜
】

　
１

）
細

胞
膜

を
構

成
す
る
代
表
的
な
生
体
成
分
を
列
挙
し
、
そ
の
機
能
を
分

子
レ

ベ
ル

で
説

明
で

き
る

。
基

礎
生

物
学

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
微

生
物

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ

　
２

）
エ

ン
ド

サ
イ

ト
ー
シ
ス
と
エ
キ
ソ
サ
イ
ト
ー
シ
ス
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

基
礎

生
物

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
②

細
胞

小
器

官
】

　
１

）
細

胞
小

器
官

（
核
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
、
小
胞
体
、
リ
ソ
ソ
ー
ム
、
ゴ

ル
ジ

体
、

ペ
ル

オ
キ

シ
ソ

ー
ム

な
ど

）
や

　
　

　
リ

ボ
ソ

ー
ム

の
構
造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
微

生
物

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ

【
③

細
胞

骨
格

】

　
１

）
細

胞
骨

格
の

構
造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
微

生
物

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

（
２

）
生

命
現

象
を

担
う

分
子

【
①

脂
質

】

　
１

）
代

表
的

な
脂

質
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
衛

生
薬

学
Ⅰ

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

【
②

糖
質

】

　
１

）
代

表
的

な
単

糖
、
二
糖
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る

。
基

礎
生

物
学

衛
生

薬
学

Ⅰ
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

　
２

）
代

表
的

な
多

糖
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
衛

生
薬

学
Ⅰ

【
③

ア
ミ

ノ
酸

】
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１

）
ア

ミ
ノ

酸
を

列
挙
し
、
そ
の
構
造
に
基
づ
い
て
性
質
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

【
④

タ
ン

パ
ク

質
】

　
１

）
タ

ン
パ

ク
質

の
構
造
（
一
次
、
二
次
、
三
次
、
四
次
構
造
）
と
性
質
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

生
物

学
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

【
⑤

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

と
核

酸
】

　
１

）
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
と
核
酸
（
DN

A、
RN

A
）
の
種
類
、
構
造
、
性
質
を
説

明
で

き
る

。
基

礎
生

物
学

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
生

化
学

Ⅱ
分

子
生

物
学

Ⅰ

【
⑥

ビ
タ

ミ
ン

】

　
１

）
代

表
的

な
ビ

タ
ミ
ン
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ

【
⑦

微
量

元
素

】

　
１

）
代

表
的

な
必

須
微
量
元
素
の
種
類
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ

【
⑧

生
体

分
子

の
定

性
、

定
量

】

　
１

）
脂

質
、

糖
質

、
ア
ミ
ノ
酸
、
タ
ン
パ
ク
質
、
も
し
く
は
核
酸
の
定
性
ま

た
は

定
量

試
験

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）
生

化
学

・
分

子
生

物
学

・
病

態
生

化
学

実
習

（
３

）
生

命
活

動
を

担
う

タ
ン

パ
ク

質

【
①

タ
ン

パ
ク

質
の

構
造

と
機

能
】

　
１

）
多

彩
な

機
能

を
も
つ
タ
ン
パ
ク
質
（
酵
素
、
受
容
体
、
シ
グ
ナ
ル
分
子

、
膜

輸
送

体
、

運
搬

・
輸

送
タ

ン
パ

ク
質

、
　

　
　

貯
蔵

タ
ン

パ
ク

質
、
構
造
タ
ン
パ
ク
質
、
接
着
タ
ン
パ
ク
質
、
防
御
タ

ン
パ

ク
質

、
調

節
タ

ン
パ

ク
質

）
を

列
挙

し
　

　
　

概
説

で
き

る
。

基
礎

生
物

学
薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

【
②

タ
ン

パ
ク

質
の

成
熟

と
分

解
】

　
１

）
タ

ン
パ

ク
質

の
翻
訳
後
の
成
熟
過
程
（
細
胞
小
器
官
間
の
輸
送
や
翻
訳

後
修

飾
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
タ

ン
パ

ク
質

の
細
胞
内
で
の
分
解
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
③

酵
素

】

  
１

）
酵

素
反

応
の

特
性
と
反
応
速
度
論
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

生
化

学
・

分
子

生
物

学
・

病
態

生
化

学
実

習

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

　
２

）
酵

素
反

応
に

お
け
る
補
酵
素
、
微
量
金
属
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

　
３

）
代

表
的

な
酵

素
活
性
調
節
機
構
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

  
４

）
酵

素
反

応
速

度
を
測
定
し
、
解
析
で
き
る
。
(
技
能
)

生
化

学
・

分
子

生
物

学
・

病
態

生
化

学
実

習
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

【
④

酵
素

以
外

の
タ

ン
パ

ク
質

】

　
１

）
膜

輸
送

体
の

種
類
、
構
造
、
機
能
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
血

漿
リ

ポ
タ

ン
パ
ク
質
の
種
類
、
構
造
、
機
能
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

（
４

）
生

命
情

報
を

担
う

遺
伝

子

【
①

概
論

】

　
１

）
遺

伝
情

報
の

保
存
と
発
現
の
流
れ
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
生

化
学

Ⅱ
分

子
生

物
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
DN
A、

遺
伝

子
、

染
色
体
、
ゲ
ノ
ム
と
は
何
か
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

生
化

学
・

分
子

生
物

学
・

病
態

生
化

学
実

習

【
②

遺
伝

情
報

を
担

う
分

子
】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

  
１

）
染

色
体

の
構

造
（
ヌ
ク
レ
オ
ソ
ー
ム
、
ク
ロ
マ
チ
ン
、
セ
ン
ト
ロ
メ

ア
、

テ
ロ

メ
ア

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

生
物

学

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

生
化

学
・

分
子

生
物

学
・

病
態

生
化

学
実

習

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
遺

伝
子

の
構

造
（
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
、
エ
キ
ソ
ン
、
イ

ン
ト

ロ
ン

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

　
３

）
RN
A 
の

種
類

(
hn

RN
A
、
mR

NA
、
rR

NA
、
tR

NA
 
な
ど
)
と
機
能
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

生
物

学
生

化
学

Ⅱ
分

子
生

物
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
③

遺
伝

子
の

複
製

】

　
１

）
DN
A 
の

複
製

の
過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

【
④

転
写

・
翻

訳
の

過
程

と
調

節
】

　
１

）
DN
A 
か

ら
 R
NA
 へ

の
転
写
の
過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

　
２

）
エ

ピ
ジ

ェ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
な
転
写
制
御
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
転

写
因

子
に

よ
る
転
写
制
御
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

　
４

）
RN
A 
の

プ
ロ

セ
シ
ン
グ
（
キ
ャ
ッ
プ
構
造
、
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
、
sn
RN
P、

ポ
リ

A鎖
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
５

）
RN
A 
か

ら
タ

ン
パ
ク
質
へ
の
翻
訳
の
過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

【
⑤

遺
伝

子
の

変
異

・
修

復
】

　
１

）
DN
A 
の

変
異

と
修
復
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
⑥

組
換

え
 
D
N
A
】

　
１

）
遺

伝
子

工
学

技
術
（
遺
伝
子
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
、
cD

NA
 ク

ロ
ー
ニ
ン
グ

、
PC
R、

組
換

え
タ

ン
パ

ク
質

発
現

法
な

ど
）

　
　

　
を

概
説

で
き

る
。

生
化

学
・

分
子

生
物

学
・

病
態

生
化

学
実

習
薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
遺

伝
子

改
変

生
物
（
遺
伝
子
導
入
•欠

損
動
物
、
ク
ロ
ー
ン
動
物
、
遺

伝
子

組
換

え
植

物
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

（
５

）
生

体
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
生

命
活

動
を

支
え

る
代

謝
系

【
①

 
概

論
】

　
１

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝
の
概
要
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅱ

【
②

A
T
P
 
の

産
生

と
糖

質
代

謝
】

　
１

）
解

糖
系

及
び

乳
酸
の
生
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

　
２

）
ク

エ
ン

酸
回

路
(T

C
A 

サ
イ
ク
ル
)に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

　
３

）
電

子
伝

達
系

（
酸
化
的
リ
ン
酸
化
）
と
 A

TP
 
合
成
酵
素
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅰ

　
４

）
グ

リ
コ

ー
ゲ

ン
の
代
謝
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

　
５

）
糖

新
生

に
つ

い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

【
③

脂
質

代
謝

】

　
１

）
脂

肪
酸

の
生

合
成
と
β
酸
化
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

　
２

）
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル
の
生
合
成
と
代
謝
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

【
④

飢
餓

状
態

と
飽

食
状

態
】

　
１

）
飢

餓
状

態
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
（
ケ
ト
ン
体
の
利
用
な
ど
）
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

　
２

）
余

剰
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
蓄
え
る
し
く
み
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

【
⑤

そ
の

他
の

代
謝

系
】

　
１

）
ア

ミ
ノ

酸
分

子
中
の
炭
素
お
よ
び
窒
素
の
代
謝
（
尿
素
回
路
な
ど
）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ

　
２

）
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
の
生
合
成
と
分
解
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ
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薬

学
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育
モ
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コ
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Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
ペ

ン
ト

ー
ス

リ
ン
酸
回
路
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅱ

（
６

）
細

胞
間

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

細
胞

内
情

報
伝

達

【
①

 
概

論
】

　
１

）
細

胞
間

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
情
報
伝
達
様
式
を
説
明
で
き

る
。

機
能

形
態

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
②

細
胞

内
情

報
伝

達
】

　
１

）
細

胞
膜

チ
ャ

ネ
ル
内
蔵
型
受
容
体
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
細

胞
膜

受
容

体
か
ら
 
G 

タ
ン
パ
ク
系
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物

治
療

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
細

胞
膜

受
容

体
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
リ
ン
酸
化
を
介
す
る
細
胞
内
情
報

伝
達

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物

治
療

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
４

）
細

胞
内

情
報

伝
達
に
お
け
る
セ
カ
ン
ド
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
５

）
細

胞
内

（
核

内
）
受
容
体
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

機
能

形
態

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
③

細
胞

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】

　
１

）
細

胞
間

の
接

着
構
造
、
主
な
細
胞
接
着
分
子
の
種
類
と
特
徴
を
説
明
で

き
る

。
基

礎
薬

理
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
主

な
細

胞
外

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
分
子
の
種
類
と
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

（
７

）
細

胞
の

分
裂

と
死

【
①

細
胞

分
裂

】

　
１

）
細

胞
周

期
と

そ
の
制
御
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
体

細
胞

と
生

殖
細
胞
の
細
胞
分
裂
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

【
②

細
胞

死
】

　
１

）
細

胞
死

（
ア

ポ
ト
ー
シ
ス
と
ネ
ク
ロ
ー
シ
ス
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
生

化
学

Ⅱ
分

子
生

物
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
③

が
ん

細
胞

】

　
１

）
正

常
細

胞
と

が
ん
細
胞
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
が

ん
遺

伝
子

と
が
ん
抑
制
遺
伝
子
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

C
7
 
 
人

体
の

成
り

立
ち

と
生

体
機

能
の

調
節

（
１

）
人

体
の

成
り

立
ち

【
①

遺
伝

】

　
１

）
遺

伝
子

と
遺

伝
の
し
く
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

　
２

）
遺

伝
子

多
型

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
代

表
的

な
遺

伝
疾
患
を
概
説
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
②

発
生

】

　
１

）
個

体
発

生
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
分

子
生

物
学

Ⅰ

　
２

）
細

胞
の

分
化

に
お
け
る
幹
細
胞
、
前
駆
細
胞
の
役
割
に
つ
い
て
概
説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ
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【
③

器
官

系
概

論
】

　
１

）
人

体
を

構
成

す
る
器
官
、
器
官
系
の
名
称
、
形
態
、
体
内
で
の
位
置
お

よ
び

機
能

を
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

薬
学

基
礎

実
習

分
子

生
物

学
Ⅰ

基
礎

薬
理

学
薬
物
治
療
学
Ⅲ

　
２

）
組

織
、

器
官

を
構
成
す
る
代
表
的
な
細
胞
の
種
類
（
上
皮
、
内
皮
、
間

葉
系

な
ど

）
を

列
挙

し
、

形
態

的
お

よ
び

　
　

　
機

能
的

特
徴

を
説
明
で
き
る
。

機
能

形
態

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
生

化
学

・
分

子
生

物
学

・
病

態
生

化
学

実
習

　
３

）
実

験
動

物
・

人
体
模
型
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
用
い
て
各
種
臓
器

の
名

称
と

位
置

を
確

認
で

き
る

。
（

技
能

）
薬

学
基

礎
実

習

　
４

）
代

表
的

な
器

官
の
組
織
や
細
胞
を
顕
微
鏡
で
観
察
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
学

基
礎

実
習

生
化

学
・

分
子

生
物

学
・

病
態

生
化

学
実

習

【
④

神
経

系
】

　
１

）
中

枢
神

経
系

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

　
２

）
末

梢
（

体
性

・
自
律
）
神
経
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

【
⑤

骨
格

系
・

筋
肉

系
】

　
１

）
骨

、
筋

肉
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

　
２

）
代

表
的

な
骨

格
筋
お
よ
び
関
節
の
名
称
を
挙
げ
、
位
置
を
示
す
こ
と
が

で
き

る
。

機
能

形
態

学

【
⑥

皮
膚

】

　
１

）
皮

膚
に

つ
い

て
概
説
で
き
る
。

化
粧

品
概

論
生

体
機

能
調

節
学

薬
物
動
態
学
Ⅰ

【
⑦

循
環

器
系

】

　
１

）
心

臓
に

つ
い

て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ

　
２

）
血

管
系

に
つ

い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ

  
３

）
リ

ン
パ

管
系

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
免
疫
学

【
⑧

呼
吸

器
系

】

　
１

）
肺

、
気

管
支

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬
物
動
態
学
Ⅰ

【
⑨

消
化

器
系

】

　
１

）
胃

、
小

腸
、

大
腸
な
ど
の
消
化
管
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学

薬
物
治
療
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
２

）
肝

臓
、

膵
臓

、
胆
囊
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学

薬
物
治
療
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

【
⑩

泌
尿

器
系

】

　
１

）
泌

尿
器

系
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

【
⑪

生
殖

器
系

】

　
１

）
生

殖
器

系
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学

【
⑫

内
分

泌
系

】

　
１

）
内

分
泌

系
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学

【
⑬

感
覚

器
系

】

　
１

）
感

覚
器

系
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学

【
⑭

血
液

・
造

血
器

系
】
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該
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科
　

目

　
１

）
血

液
・

造
血

器
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
免
疫
学

(
２

)
　

生
体

機
能

の
調

節

【
①

神
経

に
よ

る
調

節
機

構
】

　
１

）
神

経
細

胞
の

興
奮
と
伝
導
、
シ
ナ
プ
ス
伝
達
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ

　
２

）
代

表
的

な
神

経
伝
達
物
質
を
挙
げ
、
生
理
活
性
お
よ
び
作
用
機
構
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

  
３

）
神

経
系

、
感

覚
器
を
介
す
る
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
の
調
節
機
構
の
代
表

例
を

列
挙

し
、

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
生

体
機

能
調

節
学

基
礎

薬
理

学

　
４

）
神

経
に

よ
る

筋
収
縮
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

機
能

形
態

学
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅰ

【
②

ホ
ル

モ
ン

・
内

分
泌

系
に

よ
る

調
節

機
構

】

　
１

）
代

表
的

な
ホ

ル
モ
ン
を
挙
げ
、
そ
の
産
生
器
官
、
生
理
活
性
お
よ
び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
生

体
機

能
調

節
学

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

薬
物
治
療
学
Ⅴ

【
③

オ
ー

タ
コ

イ
ド

に
よ

る
調

節
機

構
】

　
１

）
代

表
的

な
オ

ー
タ
コ
イ
ド
を
挙
げ
、
生
理
活
性
お
よ
び
作
用
機
構
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ

【
④

サ
イ

ト
カ

イ
ン

・
増

殖
因

子
に

よ
る

調
節

機
構

】

　
１

）
代

表
的

な
サ

イ
ト
カ
イ
ン
、
増
殖
因
子
を
挙
げ
、
生
理
活
性
お
よ
び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
免
疫
学

【
⑤

血
圧

の
調

節
機

構
】

　
１

）
血

圧
の

調
節

機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ

【
⑥

血
糖

の
調

節
機

構
】

　
１

）
血

糖
の

調
節

機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

【
⑦

体
液

の
調

節
】

　
１

）
体

液
の

調
節

機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
生

体
機

能
調

節
学

薬
物

治
療

学
Ⅱ

　
２

）
尿

の
生

成
機

構
、
尿
量
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ

【
⑧

体
温

の
調

節
】

　
１

）
体

温
の

調
節

機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
生

体
機

能
調

節
学

【
⑨

血
液

凝
固

・
線

溶
系

】

　
１

）
血

液
凝

固
・

線
溶
系
の
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ

【
⑩

性
周

期
の

調
節

】

　
１

）
性

周
期

の
調

節
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
体

機
能

調
節

学

C
8
 
 
生

体
防

御
と

微
生

物

（
１

）
身

体
を

ま
も

る

【
①

 
生

体
防

御
反

応
】

　
１

）
異

物
の

侵
入

に
対
す
る
物
理
的
、
生
理
的
、
化
学
的
バ
リ
ア
ー
、
お
よ

び
補

体
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫
学

　
２

）
免

疫
反

応
の

特
徴
（
自
己
と
非
自
己
の
識
別
、
特
異
性
、
多
様
性
、
ク

ロ
ー

ン
性

、
記

憶
、

寛
容

）
を

説
明

で
き

る
。

免
疫
学

　
３

）
自

然
免

疫
と

獲
得
免
疫
、
お
よ
び
両
者
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

免
疫
学

　
４

）
体

液
性

免
疫

と
細
胞
性
免
疫
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

免
疫
学
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該
　

当
　

科
　

目

【
②

免
疫

を
担

当
す

る
組

織
・

細
胞

】

　
１

）
免

疫
に

関
与

す
る
組
織
を
列
挙
し
、
そ
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

免
疫
学

　
２

）
免

疫
担

当
細

胞
の
種
類
と
役
割
を
説
明
で
き
る
。

免
疫
学

　
３

）
免

疫
反

応
に

お
け
る
主
な
細
胞
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

免
疫
学

【
③

分
子

レ
ベ

ル
で

見
た

免
疫

の
し

く
み

】

　
１

）
自

然
免

疫
お

よ
び
獲
得
免
疫
に
お
け
る
異
物
の
認
識
を
比
較
し
て
説
明

で
き

る
。

免
疫
学

　
２

）
MH
C 
抗

原
の

構
造
と
機
能
お
よ
び
抗
原
提
示
で
の
役
割
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
免
疫
学

　
３

）
T 
細

胞
と

 B
 
細
胞
に
よ
る
抗
原
認
識
の
多
様
性
（
遺
伝
子
再
構
成
）

と
活

性
化

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫
学

　
４

）
抗

体
分

子
の

基
本
構
造
、
種
類
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

免
疫
学

　
５

）
免

疫
系

に
関

わ
る
主
な
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
挙
げ
、
そ
の
作
用
を
概
説
で

き
る

。
免
疫
学

（
２

）
免

疫
系

の
制

御
と

そ
の

破
綻

・
免

疫
系

の
応

用

【
①

 
免

疫
応

答
の

制
御

と
破

綻
】

　
１

）
炎

症
の

一
般

的
症
状
、
担
当
細
胞
お
よ
び
反
応
機
構
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅵ

  
２

）
ア

レ
ル

ギ
ー

を
分
類
し
、
担
当
細
胞
お
よ
び
反
応
機
構
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
３

）
自

己
免

疫
疾

患
と
免
疫
不
全
症
候
群
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
４

）
臓

器
移

植
と

免
疫
反
応
の
関
わ
り
（
拒
絶
反
応
、
免
疫
抑
制
剤
な
ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
５

）
感

染
症

と
免

疫
応
答
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
６

）
腫

瘍
排

除
に

関
与
す
る
免
疫
反
応
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
②

 
免

疫
反

応
の

利
用

】

　
１

）
ワ

ク
チ

ン
の

原
理
と
種
類
（
生
ワ
ク
チ
ン
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
、
ト
キ

ソ
イ

ド
、

混
合

ワ
ク

チ
ン

な
ど

）
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

　
２

）
モ

ノ
ク

ロ
ー

ナ
ル
抗
体
と
ポ
リ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

免
疫
学

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
血

清
療

法
と

抗
体
医
薬
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

免
疫
学

　
４

）
抗

原
抗

体
反

応
を
利
用
し
た
検
査
方
法
（
E
LI

S
A 

法
、
ウ
エ
ス
タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
な

ど
）

を
実

施
で

き
る

。
(技

能
）

免
疫
学

免
疫
／
微
生
物
学
実
習

薬
物
治
療
学
Ⅶ

（
３

）
微

生
物

の
基

本

【
①

 
総

論
】

　
１

）
原

核
生

物
、

真
核
生
物
お
よ
び
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

生
物

学
微

生
物

学

【
②

 
細

菌
】

　
１

）
細

菌
の

分
類

や
性
質
（
系
統
学
的
分
類
、
グ
ラ
ム
陽
性
菌
と
陰
性
菌
、

好
気

性
菌

と
嫌

気
性

菌
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学

  
２

）
細

菌
の

構
造

と
増
殖
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

　
３

）
細

菌
の

異
化

作
用
（
呼
吸
と
発
酵
）
お
よ
び
同
化
作
用
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

　
４

）
細

菌
の

遺
伝

子
伝
達
（
接
合
、
形
質
導
入
、
形
質
転
換
）
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
５

）
薬

剤
耐

性
菌

お
よ
び
薬
剤
耐
性
化
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
６

）
代

表
的

な
細

菌
毒
素
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

【
③

 
ウ

イ
ル

ス
】

　
１

）
ウ

イ
ル

ス
の

構
造
、
分
類
、
お
よ
び
増
殖
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
微

生
物

学

【
④

 
真

菌
・

原
虫

・
蠕

虫
】

　
１

）
真

菌
の

性
状

を
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

  
２

）
原

虫
お

よ
び

蠕
虫
の
性
状
を
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
⑤

 
消

毒
と

滅
菌

】

　
１

）
滅

菌
、

消
毒

お
よ
び
殺
菌
、
静
菌
の
概
念
を
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

免
疫
／
微
生
物
学
実
習

  
２

）
主

な
滅

菌
法

お
よ
び
消
毒
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

免
疫
／
微
生
物
学
実
習

【
⑥

 
検

出
方

法
】

　
１

）
グ

ラ
ム

染
色

を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

免
疫
／
微
生
物
学
実
習

  
２

）
無

菌
操

作
を

実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

免
疫
／
微
生
物
学
実
習

  
３

）
代

表
的

な
細

菌
ま
た
は
真
菌
の
分
離
培
養
、
純
培
養
を
実
施
で
き
る

。
（

技
能

）
免
疫
／
微
生
物
学
実
習

（
４

）
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物

【
①

感
染

の
成

立
と

共
生

】

　
１

）
感

染
の

成
立

（
感
染
源
、
感
染
経
路
、
侵
入
門
戸
な
ど
）
と
共
生
（
腸

内
細

菌
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

医
学
概
論

　
２

）
日

和
見

感
染

と
院
内
感
染
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

医
学
概
論

【
②

代
表

的
な

病
原

体
】

　
１

）
DN
A 
ウ

イ
ル

ス
（
ヒ
ト
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、

パ
ピ

ロ
ー

マ
ウ

イ
ル

ス
、

B 
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

　
　

　
な

ど
）

に
つ

い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

　
２

）
RN
A 
ウ

イ
ル

ス
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、
ポ
リ
オ
ウ
イ

ル
ス

、
コ

ク
サ

ッ
キ

ー
ウ

イ
ル

ス
、

エ
コ

ー
　

　
　

ウ
イ

ル
ス

、
ラ

イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
Ａ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
C 

型
肝
炎

ウ
イ

ル
ス

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

、
　

　
　

麻
疹

ウ
イ

ル
ス

、
風
疹
ウ
イ
ル
ス
、
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
、
狂
犬
病
ウ

イ
ル

ス
、

ム
ン

プ
ス

ウ
イ

ル
ス

、
　

　
　

HI
V、

H
TL
V 
な

ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

　
３

）
グ

ラ
ム

陽
性

球
菌
（
ブ
ド
ウ
球
菌
、
レ
ン
サ
球
菌
な
ど
）
お
よ
び
グ
ラ

ム
陽

性
桿

菌
（

破
傷

風
菌

、
ガ

ス
壊

疽
菌

、
　

　
　

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
菌

、
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
、
炭
疽
菌
、
セ
レ
ウ
ス
菌
、
デ
ィ
フ

ィ
シ

ル
菌

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
微

生
物

学

　
４

）
グ

ラ
ム

陰
性

球
菌
（
淋
菌
、
髄
膜
炎
菌
な
ど
）
お
よ
び
グ
ラ
ム
陰
性
桿

菌
（

大
腸

菌
、

赤
痢

菌
、

サ
ル

モ
ネ

ラ
属

菌
、

　
　

　
チ

フ
ス

菌
、

エ
ル
シ
ニ
ア
属
菌
、
ク
レ
ブ
シ
エ
ラ
属
菌
、
コ
レ
ラ
菌
、

百
日

咳
菌

、
腸

炎
ビ

ブ
リ

オ
、

緑
膿

菌
、

　
　

　
レ

ジ
オ

ネ
ラ

、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

　
５

）
グ

ラ
ム

陰
性

ら
せ
ん
菌
（
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
、
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ

ー
・

ジ
ェ

ジ
ュ

ニ
／

コ
リ

な
ど

）
お

よ
び

　
　

　
ス

ピ
ロ

ヘ
ー

タ
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

　
６

）
抗

酸
菌

（
結

核
菌
、
ら
い
菌
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

　
７

）
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
つ
い
て
概
説
で
き

る
。

微
生

物
学

　
８

）
真

菌
（

ア
ス

ペ
ル
ギ
ル
ス
、
ク
リ
プ
ト
コ
ッ
ク
ス
、
カ
ン
ジ
ダ
、
ム
ー

コ
ル

、
白

癬
菌

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
微

生
物

学

　
９

）
原

虫
（

マ
ラ

リ
ア
原
虫
、
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
、
腟
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
、
ク

リ
プ

ト
ス

ポ
リ

ジ
ウ

ム
、

赤
痢

ア
メ

ー
バ

　
　

　
な

ど
）

、
蠕

虫
（
回
虫
、
鞭
虫
、
ア
ニ
サ
キ
ス
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

微
生

物
学

D
　

衛
生

薬
学

D
1
　

健
康

（
１

）
社

会
・

集
団

と
健

康

【
①

健
康

と
疾

病
の

概
念

】

　
１

）
健

康
と

疾
病

の
概
念
の
変
遷
と
、
そ
の
理
由
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

【
②

保
健

統
計

】

　
１

）
集

団
の

健
康

と
疾
病
の
現
状
お
よ
び
そ
の
影
響
要
因
を
把
握
す
る
上
で

の
人

口
統

計
の

意
義

を
概

説
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

　
２

）
人

口
統

計
お

よ
び
傷
病
統
計
に
関
す
る
指
標
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

  
３

）
人

口
動

態
（

死
因
別
死
亡
率
な
ど
）
の
変
遷
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
微

生
物

学
衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

【
③

疫
学

】

　
１

）
疾

病
の

予
防

に
お
け
る
疫
学
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

　
２

）
疫

学
の

三
要

因
（
病
因
、
環
境
要
因
、
宿
主
要
因
）
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

　
３

）
疫

学
の

種
類

（
記
述
疫
学
、
分
析
疫
学
な
ど
）
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
４

）
リ

ス
ク

要
因

の
評
価
と
し
て
、
オ
ッ
ズ
比
、
相
対
危
険
度
、
寄
与
危
険

度
お

よ
び

信
頼

区
間

に
つ

い
て

説
明

し
、

　
　

　
計

算
で

き
る

。
（
知
識
・
技
能
）

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

（
２

）
疾

病
の

予
防

【
①

疾
病

の
予

防
と

は
】

　
１

）
疾

病
の

予
防

に
つ
い
て
、
一
次
、
二
次
、
三
次
予
防
と
い
う
言
葉
を
用

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

　
２

）
健

康
増

進
政

策
（
健
康
日
本
２
１
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

【
②

感
染

症
と

そ
の

予
防

】

　
１

）
現

代
に

お
け

る
感
染
症
（
日
和
見
感
染
、
院
内
感
染
、
新
興
感
染
症
、

再
興

感
染

症
な

ど
）

の
特

徴
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

　
２

）
感

染
症

法
に

お
け
る
、
感
染
症
と
そ
の
分
類
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

　
３

）
代

表
的

な
性

感
染
症
を
列
挙
し
、
そ
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

微
生

物
学

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
４

）
予

防
接

種
の

意
義
と
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

【
③

生
活

習
慣

病
と

そ
の

予
防

】

　
１

）
生

活
習

慣
病

の
種
類
と
そ
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

　
２

）
生

活
習

慣
病

の
代
表
的
な
リ
ス
ク
要
因
を
列
挙
し
、
そ
の
予
防
法
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

　
３

）
食

生
活

や
喫

煙
な
ど
の
生
活
習
慣
と
疾
病
の
関
わ
り
に
つ
い
て
討
議
す

る
。

（
態

度
）

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

【
④

母
子

保
健

】

　
１

）
新

生
児

マ
ス

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
し
、
代
表
的
な

検
査

項
目

を
列

挙
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

　
２

）
母

子
感

染
す

る
代
表
的
な
疾
患
を
列
挙
し
、
そ
の
予
防
対
策
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

薬
物
治
療
学
Ⅳ

【
⑤

労
働

衛
生

】

　
１

）
代

表
的

な
労

働
災
害
、
職
業
性
疾
病
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

　
２

）
労

働
衛

生
管

理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

（
３

）
栄

養
と

健
康

【
①

栄
養

】

　
１

）
五

大
栄

養
素

を
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

臨
床
栄
養
学

　
２

）
各

栄
養

素
の

消
化
、
吸
収
、
代
謝
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
説
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

臨
床
栄
養
学

　
３

）
食

品
中

の
三

大
栄
養
素
の
栄
養
的
な
価
値
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

臨
床
栄
養
学

　
４

）
五

大
栄

養
素

以
外
の
食
品
成
分
（
食
物
繊
維
、
抗
酸
化
物
質
な
ど
）
の

機
能

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

臨
床
栄
養
学

　
５

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝
に
関
わ
る
基
礎
代
謝
量
、
呼
吸
商
、
推
定
エ
ネ
ル
ギ

ー
必

要
量

の
意

味
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
臨
床
栄
養
学

　
６

）
日

本
人

の
食

事
摂
取
基
準
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ

　
７

）
栄

養
素

の
過

不
足
に
よ
る
主
な
疾
病
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

臨
床
栄
養
学

　
８

）
疾

病
治

療
に

お
け
る
栄
養
の
重
要
性
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
臨
床
栄
養
学

【
②

食
品

機
能

と
食

品
衛

生
】

　
１

）
炭

水
化

物
・

タ
ン
パ
ク
質
が
変
質
す
る
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ

　
２

）
油

脂
が

変
敗

す
る
機
構
を
説
明
し
、
油
脂
の
変
質
試
験
を
実
施
で
き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
実
習

　
３

）
食

品
の

変
質

を
防
ぐ
方
法
（
保
存
法
）
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ

　
４

）
食

品
成

分
由

来
の
発
が
ん
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
生
成
機
構
を
説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
５

）
代

表
的

な
食

品
添
加
物
を
用
途
別
に
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
を
説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

  
６

）
特

別
用

途
食

品
と
保
健
機
能
食
品
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ

  
７

）
食

品
衛

生
に

関
す
る
法
的
規
制
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ

【
③

食
中

毒
と

食
品

汚
染

】

　
１

）
代

表
的

な
細

菌
性
・
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
原
因

と
な

る
微

生
物

の
性

質
、

症
状

、
原

因
食

品
　

　
　

お
よ

び
予

防
方

法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

衛
生

薬
学

Ⅰ

　
２

）
食

中
毒

の
原

因
と
な
る
代
表
的
な
自
然
毒
を
列
挙
し
、
そ
の
原
因
物
質

、
作

用
機

構
、

症
状

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
３

）
化

学
物

質
（

重
金
属
、
残
留
農
薬
な
ど
）
や
カ
ビ
に
よ
る
食
品
汚
染
の

具
体

例
を

挙
げ

、
ヒ

ト
の

健
康

に
及

ぼ
す

　
　

　
影

響
を

説
明

で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

D
2
　

環
境

（
１

）
化

学
物

質
・

放
射

線
の

生
体

へ
の

影
響

【
①

化
学

物
質

の
毒

性
】

　
１

）
代

表
的

な
有

害
化
学
物
質
の
吸
収
、
分
布
、
代
謝
、
排
泄
の
基
本
的
な

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

　
２

）
肝

臓
、

腎
臓

、
神
経
な
ど
に
特
異
的
に
毒
性
を
示
す
代
表
的
な
化
学
物

質
を

列
挙

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
３

）
重

金
属

、
PC
B、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
代
表
的
な
有
害
化
学
物
質

や
農

薬
の

急
性

毒
性

、
慢

性
毒

性
の

特
徴

に
　

　
　

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ

救
急
・
災
害
薬
学

　
４

）
重

金
属

や
活

性
酸
素
に
よ
る
障
害
を
防
ぐ
た
め
の
生
体
防
御
因
子
に
つ

い
て

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
衛

生
薬

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
５

）
薬

物
の

乱
用

に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
し
、
討
議
す
る
。

（
知

識
・

態
度

）
衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

　
６

）
代

表
的

な
中

毒
原
因
物
質
の
解
毒
処
置
法
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

救
急
・
災
害
薬
学

　
７

）
代

表
的

な
中

毒
原
因
物
質
（
乱
用
薬
物
を
含
む
）
の
試
験
法
を
列
挙
し

、
概

説
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ

【
②

化
学

物
質

の
安

全
性

評
価

と
適

正
使

用
】

　
１

）
個

々
の

化
学

物
質
の
使
用
目
的
に
鑑
み
、
適
正
使
用
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
　

　
　

（
態

度
）

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
化

学
物

質
の

毒
性
を
評
価
す
る
た
め
の
主
な
試
験
法
を
列
挙
し
、
概
説

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
３

）
毒

性
試

験
の

結
果
を
評
価
す
る
の
に
必
要
な
量
-反

応
関
係
、
閾
値
、

無
毒

性
量

（
NO
AE
L）

な
ど

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
衛

生
薬

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
４

）
化

学
物

質
の

安
全
摂
取
量
（
1
日
許
容
摂
取
量
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
５

）
有

害
化

学
物

質
に
よ
る
人
体
影
響
を
防
ぐ
た
め
の
法
的
規
制
（
化
審
法

、
化

管
法

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

【
③

化
学

物
質

に
よ

る
発

が
ん

】

　
１

）
発

が
ん

性
物

質
な
ど
の
代
謝
的
活
性
化
の
機
構
を
列
挙
し
、
そ
の
反
応

機
構

を
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
２

）
遺

伝
毒

性
試

験
（
Am

es
試
験
な
ど
）
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
３

）
発

が
ん

に
至

る
過
程
（
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
④

放
射

線
の

生
体

へ
の

影
響

】

　
１

）
電

離
放

射
線

を
列
挙
し
、
生
体
へ
の
影
響
を
説
明
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

　
２

）
代

表
的

な
放

射
性
核
種
（
天
然
、
人
工
）
と
生
体
と
の
相
互
作
用
を
説

明
で

き
る

。
放

射
薬

品
化

学

　
３

）
電

離
放

射
線

を
防
御
す
る
方
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

応
用
放
射
化
学

　
４

）
非

電
離

放
射

線
（
紫
外
線
、
赤
外
線
な
ど
）
を
列
挙
し
、
生
体
へ
の
影

響
を

説
明

で
き

る
。

放
射

薬
品

化
学

衛
生
薬
学
Ⅱ

（
２

）
生

活
環

境
と

健
康

【
①

地
球

環
境

と
生

態
系

】

　
１

）
地

球
規

模
の

環
境
問
題
の
成
因
、
人
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅱ

　
２

）
生

態
系

の
構

成
員
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
と
相
互
関
係
を
説
明
で
き
る

。
微

生
物

学
衛
生
薬
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
化

学
物

質
の

環
境
内
動
態
（
生
物
濃
縮
な
ど
）
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅱ

　
４

）
地

球
環

境
の

保
全
に
関
す
る
国
際
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅱ

　
５

）
人

が
生

態
系

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
環
境
問
題
を
討
議
す
る

。
（

態
度

）
衛
生
薬
学
実
習

【
②

環
境

保
全

と
法

的
規

制
】

　
１

）
典

型
七

公
害

と
そ
の
現
状
、
お
よ
び
四
大
公
害
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
２

）
環

境
基

本
法

の
理
念
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅱ

　
３

）
環

境
汚

染
（

大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
土
壌
汚
染
な
ど
）
を
防
止
す
る

た
め

の
法

規
制

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
実
習

【
③

水
環

境
】

　
１

）
原

水
の

種
類

を
挙
げ
、
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅱ

　
２

）
水

の
浄

化
法

、
塩
素
処
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅱ

衛
生
薬
学
実
習

　
３

）
水

道
水

の
水

質
基
準
の
主
な
項
目
を
列
挙
し
、
測
定
で
き
る
。
（
知
識

・
技

能
）

衛
生
薬
学
Ⅱ

衛
生
薬
学
実
習

　
４

）
下

水
処

理
お

よ
び
排
水
処
理
の
主
な
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅱ

　
５

）
水

質
汚

濁
の

主
な
指
標
を
列
挙
し
、
測
定
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

衛
生
薬
学
Ⅱ

衛
生
薬
学
実
習

　
６

）
富

栄
養

化
の

原
因
と
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
問
題
点
を
挙
げ
、

対
策

を
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅱ

【
④

大
気

環
境

】

　
１

）
主

な
大

気
汚

染
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
推
移
と
発
生
源
、
健
康
影
響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅱ

　
２

）
主

な
大

気
汚

染
物
質
を
測
定
で
き
る
。
（
技
能
）

衛
生
薬
学
Ⅱ

衛
生
薬
学
実
習

  
３

）
大

気
汚

染
に

影
響
す
る
気
象
要
因
（
逆
転
層
な
ど
）
を
概
説
で
き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅱ

【
⑤

室
内

環
境

】

　
１

）
室

内
環

境
を

評
価
す
る
た
め
の
代
表
的
な
指
標
を
列
挙
し
、
測
定
で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
衛
生
薬
学
Ⅱ

衛
生
薬
学
実
習

　
２

）
室

内
環

境
と

健
康
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅱ

【
⑥

廃
棄

物
】

　
１

）
廃

棄
物

の
種

類
と
処
理
方
法
を
列
挙
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅱ

　
２

）
廃

棄
物

処
理

の
問
題
点
を
列
挙
し
、
そ
の
対
策
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅱ

  
３

）
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
制
度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅱ

E
　

医
療

薬
学

E
1
　

薬
の

作
用

と
体

の
変

化
（

１
）

薬
の

作
用

【
①

薬
の

作
用

】

　
１

）
薬

の
用

量
と

作
用
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

　
２

）
ア

ゴ
ニ

ス
ト

（
作
用
薬
、
作
動
薬
、
刺
激
薬
）
と
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
（

拮
抗

薬
、

遮
断

薬
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅱ

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

　
３

）
薬

物
が

作
用

す
る
し
く
み
に
つ
い
て
、
受
容
体
、
酵
素
、
イ
オ
ン
チ
ャ

ネ
ル

お
よ

び
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
を

例
に

　
　

　
挙

げ
て

説
明

で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅱ

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

　
４

）
代

表
的

な
受

容
体
を
列
挙
し
、
刺
激
あ
る
い
は
遮
断
さ
れ
た
場
合
の
生

理
反

応
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
薬

物
の

作
用

発
現
に
関
連
す
る
代
表
的
な
細
胞
内
情
報
伝
達
系
を
列
挙

し
、

活
性

化
あ

る
い

は
抑

制
さ

れ
た

場
合

　
　

　
の

生
理

反
応

を
説
明
で
き
る
。
（
C6

(6
)【

②
細
胞
内
情
報
伝
達
】
1.
～

 5
. 
参

照
）

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅱ
薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
６

）
薬

物
の

体
内

動
態
（
吸
収
、
分
布
、
代
謝
、
排
泄
）
と
薬
効
発
現
の
関

わ
り

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

E4
（

1）
【

②
吸
収
】
、
【
③
分
布
】
、
【
④
代
謝
】
、
【
⑤
排

泄
】

参
照

）
基

礎
薬

理
学

薬
物

治
療

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
７

）
薬

物
の

選
択

（
禁
忌
を
含
む
）
、
用
法
、
用
量
の
変
更
が
必
要
と
な
る

要
因

（
年

齢
、

疾
病

、
妊

娠
等

）
に

つ
い

て
　

　
　

具
体

例
を

挙
げ

て
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

　
８

）
薬

理
作

用
に

由
来
す
る
代
表
的
な
薬
物
相
互
作
用
を
列
挙
し
、
そ
の
機

序
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

E4
（

1）
【

②
吸
収
】
5.

【
④
代
謝
】
5
.【

⑤
排
泄
】
5.

参
照
）

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅳ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

　
９

）
薬

物
依

存
性

、
耐
性
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ

【
②

動
物

実
験

】
　

１
）

動
物

実
験

に
お

け
る
倫
理
に
つ
い
て
配
慮
で
き
る
。
（
態
度
）

免
疫
／
微
生
物
学
実
習

　
２

）
実

験
動

物
を

適
正
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能
）

免
疫
／
微
生
物
学
実
習

　
３

）
実

験
動

物
で

の
代
表
的
な
投
与
方
法
が
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

免
疫
／
微
生
物
学
実
習

【
③

日
本

薬
局

方
】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
生
物
学
的
定
量
法
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

病
態
生
化
学

（
２

）
身

体
の

病
的

変
化

を
知

る
【

①
症

候
】

　
１

）
以

下
の

症
候

・
病
態
に
つ
い
て
、
生
じ
る
原
因
と
そ
れ
ら
を
伴
う
代
表

的
疾

患
を

挙
げ

、
患

者
情

報
を

も
と

に
疾

患
を

　
　

　
推

測
で

き
る

。
　

　
　

シ
ョ

ッ
ク

、
高

血
圧
、
低
血
圧
、
発
熱
、
け
い
れ
ん
、
意
識
障
害
・
失

神
、

チ
ア

ノ
ー

ゼ
、

脱
水

、
全

身
倦

怠
感

、
　

　
　

肥
満

・
や

せ
、

黄
疸
、
発
疹
、
貧
血
、
出
血
傾
向
、
リ
ン
パ
節
腫
脹
、

浮
腫

、
心

悸
亢

進
・

動
悸

、
胸

水
、

胸
痛

、
　

　
　

呼
吸

困
難

、
咳

・
痰
、
　
血
痰
・
喀
血
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
運
動
麻
痺

・
不

随
意

運
動

・
筋

力
低

下
、

腹
痛

、
　

　
　

悪
心

・
嘔

吐
、

嚥
下
困
難
・
障
害
、
食
欲
不
振
、
　
下
痢
・
便
秘
、
吐

血
・

下
血

、
腹

部
膨

満
（

腹
水

を
含

む
）

、
　

　
　

タ
ン

パ
ク

 尿
、
血
尿
、
尿
量
・
排
尿
の
異
常
、
月
経
異
常
、
関
節

痛
・

関
節

腫
脹

、
腰

背
部

痛
、

記
憶

障
害

、
　

　
　

知
覚

異
常

（
し

び
れ
を
含
む
）
・
神
経
痛
、
視
力
障
害
、
聴
力
障
害

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物

治
療

学
Ⅱ

医
学
概
論

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
②

病
態

・
臨

床
検

査
】

　
１

）
尿

検
査

お
よ

び
糞
便
検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見

を
説

明
で

き
る

。
病
態
生
化
学

高
齢
者
薬
剤
学

　
２

）
血

液
検

査
、

血
液
凝
固
機
能
検
査
お
よ
び
脳
脊
髄
液
検
査
の
検
査
項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。
病
態
生
化
学

高
齢
者
薬
剤
学

　
３

）
血

液
生

化
学

検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

病
態
生
化
学

高
齢
者
薬
剤
学

　
４

）
免

疫
学

的
検

査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で

き
る

。
病
態
生
化
学

医
学
概
論

高
齢
者
薬
剤
学

　
５

）
動

脈
血

ガ
ス

分
析
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

病
態
生
化
学

高
齢
者
薬
剤
学

　
６

）
代

表
的

な
生

理
機
能
検
査
（
心
機
能
、
腎
機
能
、
肝
機
能
、
呼
吸
機
能

等
）

、
病

理
組

織
検

査
お

よ
び

画
像

検
査

の
　

　
　

検
査

項
目

を
列

挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

病
態
生
化
学

医
学
概
論

高
齢
者
薬
剤
学

　
７

）
代

表
的

な
微

生
物
検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

病
態
生
化
学

医
学
概
論

高
齢
者
薬
剤
学

　
８

）
代

表
的

な
フ

ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的

と
異

常
所

見
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

医
学
概
論

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト

救
急
・
災
害
薬
学

（
３

）
薬

物
治

療
の

位
置

づ
け

　
１

）
代

表
的

な
疾

患
に
お
け
る
薬
物
治
療
、
食
事
療
法
、
そ
の
他
の
非
薬
物

治
療

（
外

科
手

術
な

ど
）

の
位

置
づ

け
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
医
学
概
論

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
代

表
的

な
疾

患
に
お
け
る
薬
物
治
療
の
役
割
に
つ
い
て
、
病
態
、
薬
効

薬
理

、
薬

物
動

態
に

基
づ

い
て

討
議

す
る

。
　

　
（

知
識

・
技

能
）

薬
物
治
療
学
Ⅶ

（
４

）
医

薬
品

の
安

全
性

　
１

）
薬

物
の

主
作

用
と
副
作
用
、
毒
性
と
の
関
連
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
　

２
）

薬
物

の
副

作
用

と
有
害
事
象
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
　

３
）

以
下

の
障

害
を

呈
す
る
代
表
的
な
副
作
用
疾
患
に
つ
い
て
、
推
定
さ
れ

る
原

因
医

薬
品

、
身

体
所

見
、

検
査

所
見

　
　

　
お

よ
び

対
処

方
法
を
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
血

液
障

害
・

電
解
質
異
常
、
肝
障
害
、
腎
障
害
、
消
化
器
障
害
、
循
環

器
障

害
、

精
神

障
害

、
皮

膚
障

害
、

　
　

　
呼

吸
器

障
害

、
薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
（
シ
ョ
ッ
ク
を
含
む
）
、
代
謝
障
害

、
筋

障
害

薬
物
治
療
学
Ⅵ

薬
物
治
療
学
Ⅶ

救
急
・
災
害
薬
学

　
４

）
代

表
的

薬
害

、
薬
物
乱
用
に
つ
い
て
、
健
康
リ
ス
ク
の
観
点
か
ら
討
議

す
る

。
（

態
度

）
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅱ
E
2
　

薬
理

・
病

態
・

薬
物

治
療

（
１

）
神

経
系

の
疾

患
と

薬
【

①
自

律
神

経
系

に
作

用
す

る
薬

】
　

１
）

交
感

神
経

系
に

作
用
し
、
そ
の
支
配
器
官
の
機
能
を
修
飾
す
る
代
表
的

な
薬

物
を

挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
　

　
　

副
作

用
を

説
明

で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
副

交
感

神
経

系
に
作
用
し
、
そ
の
支
配
器
官
の
機
能
を
修
飾
す
る
代
表

的
な

薬
物

を
挙

げ
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

を
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

　
３

）
神

経
節

に
作

用
す
る
代
表
的
な
薬
物
を
挙
げ
、
薬
理
作
用
、
機
序
、
主

な
副

作
用

を
説

明
で

き
る

。
基

礎
薬

理
学

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

  
４

）
自

律
神

経
系

に
作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
の
効
果
を
動
物
実
験
で
測

定
で

き
る

。
（

技
能

）
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

【
②

体
性

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
・

筋
の

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

知
覚

神
経

に
作

用
す
る
代
表
的
な
薬
物
（
局
所
麻
酔
薬
な
ど
）
を
挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ
　

２
）

運
動

神
経

系
に

作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
を
挙
げ
、
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ

　
３

）
知

覚
神

経
、

運
動
神
経
に
作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
の
効
果
を
動
物
実

験
で

測
定

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
　

　
進

行
性

筋
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

、
Gu

i
ll

a
in

-B
ar

ré
（
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー

）
症

候
群
、

重
症

筋
無

力
症
（

重
複

）
薬
物
治
療
学
Ⅵ

【
③

中
枢

神
経

系
の

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
  
１

）
全

身
麻

酔
薬

、
催
眠
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
  
２

）
麻

薬
性

鎮
痛

薬
、
非
麻
薬
性
鎮
痛
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
（

WH
O

　
　

　
三

段
階

除
痛

ラ
ダ
ー
を
含
む
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

  
３

）
中

枢
興

奮
薬

の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

  
４

）
統

合
失

調
症

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

  
５

）
う

つ
病

、
躁

う
つ
病
（
双
極
性
障
害
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
医
学
概
論

  
６

）
不

安
神

経
症

（
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
全
般
性
不
安
障
害
）
、
心
身
症
、

不
眠

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

　
　

　
（

薬
理

作
用

、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

　
　

　
選

択
等

）
を

説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

医
学
概
論

  
７

）
て

ん
か

ん
に

つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

  
８

）
脳

血
管

疾
患

（
脳
内
出
血
、
脳
梗
塞
（
脳
血
栓
、
脳
塞
栓
、
一
過
性

脳
虚

血
）

、
く

も
膜

下
出

血
）

に
つ

い
て

、
　

　
　

治
療

薬
の

薬
理

（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
　

　
　

（
医

薬
品

の
 選

択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物

治
療

学
Ⅱ

医
学
概
論

救
急
・
災
害
薬
学

  
９

）
Pa
rk
in
so
n（

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
）
病
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

  
10
）

認
知

症
（

Al
zh
ei

me
r
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
）
型
認
知
症
、
脳
血
管
性

認
知

症
等

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

　
　

　
（

薬
理

作
用

、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

　
　

　
等

）
を

説
明

で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
治

療
学

Ⅰ

  
11
）

片
頭

痛
に

つ
い

て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

  
12
）

中
枢

神
経

系
に

作
用
す
る
薬
物
の
効
果
を
動
物
実
験
で
測
定
で
き
る

。
（

技
能

）
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

  
13
）

中
枢

神
経

系
疾

患
の
社
会
生
活
へ
の
影
響
お
よ
び
薬
物
治
療
の
重
要

性
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

薬
物

治
療

学
Ⅰ

  
14
）

以
下

の
疾

患
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
　

　
脳

炎
・

髄
膜

炎
（
重
複
）
、
多
発
性
硬
化
症
（
重
複
）
、
筋
萎
縮
性
側

索
硬

化
症

、
Na
rc
ol
ep
sy

　
　

　
（

ナ
ル

コ
レ

プ
シ
ー
）
、
薬
物
依
存
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

薬
物

治
療

学
Ⅰ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
神

経
系

の
疾

患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
と
薬
効
（

薬
理

・
薬

物
動

態
）

の
関

連
を

概
説

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

（
２

）
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

お
よ

び
骨

・
関

節
の

疾
患

と
薬

【
①

抗
炎

症
薬

】
　

１
）

抗
炎

症
薬

（
ス

テ
ロ
イ
ド
性
お
よ
び
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
）
お
よ
び
解
熱

性
鎮

痛
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

）
お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
２

）
抗

炎
症

薬
の

作
用
機
序
に
基
づ
い
て
炎
症
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
３

）
創

傷
治

癒
の

過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

高
齢
者
薬
剤
学

【
②

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
ア

レ
ル

ギ
ー

治
療
薬
（
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
等
）
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
　

　
　

お
よ

び
臨

床
適

用
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
２

）
免

疫
抑

制
薬

の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
３

）
以

下
の

ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

　
　

　
ア

ト
ピ

ー
性

皮
膚
炎
、
蕁
麻
疹
、
接
触
性
皮
膚
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
、

ア
レ

ル
ギ

ー
性

結
膜

炎
、

花
粉

症
、

　
　

　
消

化
管

ア
レ

ル
ギ
ー
、
気
管
支
喘
息
（
重
複
）

薬
物
治
療
学
Ⅵ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
４

）
以

下
の

薬
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
原
因
薬
物
、
病
態
（
病
態
生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

対
処

法
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。
　

　
　

St
ev
en
s
-J
oh
ns

on
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
-ジ

ョ
ン
ソ
ン
）
症
候
群
、

中
毒

性
表

皮
壊

死
症

（
重

複
）

、
薬

剤
性

　
　

　
過

敏
症

症
候

群
、
薬
疹

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
５

）
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

救
急
・
災
害
薬
学

　
６

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
尋

常
性

乾
癬

、
水
疱
症
、
光
線
過
敏
症
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
７

）
以

下
の

臓
器

特
異
的
自
己
免
疫
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

バ
セ

ド
ウ

病
（

重
複
）
、
橋
本
病
（
重
複
）
、
悪
性
貧
血
(重

複
）
、

ア
ジ

ソ
ン

病
、

1型
糖

尿
病

（
重

複
）

、
　

　
　

重
症

筋
無

力
症

、
多
発
性
硬
化
症
、
特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
、

自
己

免
疫

性
溶

血
性

貧
血

（
重

複
）

、
　

　
　

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候
群

薬
物
治
療
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅴ

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
８

）
以

下
の

全
身

性
自
己
免
疫
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
全

身
性

エ
リ

テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
多
発
筋
炎
／
皮
膚
筋
炎
、
関

節
リ

ウ
マ

チ
（

重
複

）
薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
９

）
臓

器
移

植
（

腎
臓
、
肝
臓
、
骨
髄
、
臍
帯
血
、
輸
血
）
に
つ
い
て
、
拒

絶
反

応
お

よ
び

移
植

片
対

宿
主

病
（

GV
HD
）

　
　

　
の

病
態

（
病

態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅵ

【
③

骨
・

関
節

・
カ

ル
シ

ウ
ム

代
謝

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

　
１

）
関

節
リ

ウ
マ

チ
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

医
学
概
論

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
骨

粗
鬆

症
に

つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅷ

　
３

）
変

形
性

関
節

症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅷ

　
４

）
カ

ル
シ

ウ
ム

代
謝
の
異
常
を
伴
う
疾
患
（
副
甲
状
腺
機
能
亢
進
（
低
下

）
症

、
骨

軟
化

症
（

く
る

病
を

含
む

）
、

　
　

　
悪

性
腫

瘍
に

伴
う
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

 病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

薬
物
治
療
学
Ⅷ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
免

疫
・

炎
症

・
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
　

　
　

の
関

連
を

概
説

で
き
る
。

医
学
概
論

薬
物
治
療
学
Ⅷ

（
３

）
循

環
器

系
・

血
液

系
・

造
血

器
系

・
泌

尿
器

系
・

生
殖

器
系

の
疾

患
と

薬
【

①
循

環
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
以

下
の

不
整

脈
お
よ
び
関
連
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
不

整
脈

の
例

示
：
上
室
性
期
外
収
縮
（
PA

C）
、
心
室
性
期
外
収
縮

（
PV
C）

、
心

房
細

動
（

Af
）

、
発

作
性

上
室

　
　

　
頻

拍
（

PS
VT
)
、
WP

W症
候
群
、
心
室
頻
拍
（
VT

）
、
心
室
細
動
（
Vf
）

、
房

室
ブ

ロ
ッ

ク
、

QT
延

長
症

候
群

薬
物

治
療

学
Ⅱ

医
学
概
論

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

救
急
・
災
害
薬
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
急

性
お

よ
び

慢
性
心
不
全
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

医
学
概
論

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

救
急
・
災
害
薬
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
虚

血
性

心
疾

患
（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅱ
医
学
概
論

救
急
・
災
害
薬
学

　
４

）
以

下
の

高
血

圧
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
　

　
　

生
理

、
症

状
等

）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る

。
 

　
　

　
本

態
性

高
血

圧
症
、
二
次
性
高
血
圧
症
（
腎
性
高
血
圧
症
、
腎
血
管
性

高
血

圧
症

を
含

む
）

医
学
概
論

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
　

　
閉

塞
性

動
脈

硬
化
症
（
AS

O
）
、
心
原
性
シ
ョ
ッ
ク
、
弁
膜
症
、
先

天
性

心
疾

患
薬

物
治

療
学

Ⅱ

　
６

）
循

環
器

系
に

作
用
す
る
薬
物
の
効
果
を
動
物
実
験
で
測
定
で
き
る
。
（

技
能

）
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

【
②

血
液

・
造

血
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
止

血
薬

の
薬

理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
２

）
抗

血
栓

薬
、

抗
凝
固
薬
お
よ
び
血
栓
溶
解
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
薬

物
治

療
学

Ⅱ
薬
物
治
療
学
Ⅴ

医
学
概
論

　
３

）
以

下
の

貧
血

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
鉄

欠
乏

性
貧

血
、
巨
赤
芽
球
性
貧
血
(悪

性
貧
血
等
）
、
再
生
不
良
性

貧
血

、
自

己
免

疫
性

溶
血

性
貧

血
（

AI
HA
）

、
　

　
　

腎
性

貧
血

、
鉄

芽
球
性
貧
血

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
４

）
播

種
性

血
管

内
凝
固
症
候
群
（
DI

C）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅴ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
血

友
病

、
血

栓
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
（
TT

P
）
、
白
血
球
減
少

症
、

血
栓

塞
栓

症
、

白
血

病
（

重
複

）
、

　
　

　
悪

性
リ

ン
パ

腫
（
重
複
）

　
　

　
（

E2
（

7）
【

⑧
悪
性
腫
瘍
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
参
照
）

薬
物
治
療
学
Ⅴ

【
③

泌
尿

器
系

、
生

殖
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
薬

物
治

療
】

　
１

）
利

尿
薬

の
薬

理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

医
学
概
論

　
２

）
急

性
お

よ
び

慢
性
腎
不
全
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅴ

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

高
齢
者
薬
剤
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

症
候
群
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

　
　

　
生

理
、

症
状

等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅴ

高
齢
者
薬
剤
学

　
４

）
過

活
動

膀
胱

お
よ
び
低
活
動
膀
胱
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
５

）
以

下
の

泌
尿

器
系
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

　
　

　
慢

性
腎

臓
病

（
CK

D
）
、
糸
球
体
腎
炎
（
重
複
）
、
糖
尿
病
性
腎
症

（
重

複
）

、
薬

剤
性

腎
症

（
重

複
）

、
腎

盂
　

　
　

腎
炎

（
重

複
）

、
膀
胱
炎
（
重
複
）
、
尿
路
感
染
症
（
重
複
）
、
尿
路

結
石

薬
物

治
療

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
６

）
以

下
の

生
殖

器
系
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

前
立

腺
肥

大
症

、
子
宮
内
膜
症
、
子
宮
筋
腫

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
７

）
妊

娠
・

分
娩

・
避
妊
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
薬
物
に
つ
い
て
、
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

薬
物

治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
８

）
以

下
の

生
殖

器
系
疾
患
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
異

常
妊

娠
、

異
常
分
娩
、
不
妊
症

薬
物
治
療
学
Ⅴ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
循

環
系

・
泌

尿
器
系
・
生
殖
器
系
疾
患
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的

な
薬

物
の

基
本

構
造

と
薬

効
　

　
　

（
薬

理
・

薬
物

動
態
）
の
関
連
を
概
説
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

（
４

）
呼

吸
器

系
・

消
化

器
系

の
疾

患
と

薬
【

①
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
気

管
支

喘
息

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
２

）
慢

性
閉

塞
性

肺
疾
患
お
よ
び
喫
煙
に
関
連
す
る
疾
患
（
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
を

含
む

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

　
　

　
薬

理
（

薬
理

作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
　

　
　

の
選

択
等

）
を

説
明
で
き
る
。

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
間

質
性

肺
炎

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
４

）
鎮

咳
薬

、
去

痰
薬
、
呼
吸
興
奮
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ

【
②

消
化

器
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

以
下

の
上

部
消

化
器
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

胃
食

道
逆

流
症

（
逆
流
性
食
道
炎
を
含
む
）
、
消
化
性
潰
瘍
、
胃
炎

薬
物
治
療
学
Ⅲ

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
炎

症
性

腸
疾

患
（
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
等
）
に
つ
い
て
、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
３

）
肝

疾
患

（
肝

炎
、
肝
硬
変
（
ウ
イ
ル
ス
性
を
含
む
）
、
薬
剤
性
肝
障
害

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
　

　
　

作
用

、
機

序
、

主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
４

）
膵

炎
に

つ
い

て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

　
５

）
胆

道
疾

患
（

胆
石
症
、
胆
道
炎
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅲ

　
６

）
機

能
性

消
化

管
障
害
（
過
敏
性
腸
症
候
群
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
　

　
　

副
作

用
）

、
お

よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

　
７

）
便

秘
・

下
痢

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

　
８

）
悪

心
・

嘔
吐

に
つ
い
て
、
治
療
薬
お
よ
び
関
連
薬
物
（
催
吐
薬
）
の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅲ

　
９

）
痔

に
つ

い
て

、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
　

　
　

薬
物

治
療

（
医

薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

【
③

化
学

構
造

と
薬

効
】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
呼

吸
器

系
・

消
化
器
系
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本

構
造

と
薬

効
（

薬
理

・
薬

物
動

態
）

　
　

　
の

関
連

を
概

説
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

（
５

）
代

謝
系

・
内

分
泌

系
の

疾
患

と
薬

【
①

代
謝

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
糖

尿
病

と
そ

の
合
併
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

医
学
概
論

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
脂

質
異

常
症

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
　

　
　

生
理

、
症

状
等

）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る

。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

医
学
概
論

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
高

尿
酸

血
症

・
痛
風
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

【
②

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

性
ホ

ル
モ

ン
関

連
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
２

）
Ba
se
do
w
（

バ
セ

ド
ウ
）
病
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅴ

薬
物
治
療
学
Ⅵ

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
甲

状
腺

炎
（

慢
性
（
橋
本
病
）
、
亜
急
性
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
４

）
尿

崩
症

に
つ

い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅴ

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
　

　
先

端
巨

大
症

、
高
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
血
症
、
下
垂
体
機
能
低
下
症
、
AD
H不

適
合

分
泌

症
候

群
（

SI
AD
H）

、
副

　
　

　
甲

状
腺

機
能

亢
進
症
•
低
下
症
、
Cu

sh
in

g
（
ク
ッ
シ
ン
グ
）
症
候
群
、

ア
ル

ド
ス

テ
ロ

ン
症

、
褐

色
細

胞
腫

、
　

　
　

副
腎

不
全

（
急

性
、
慢
性
）
、
子
宮
内
膜
症
（
重
複
）
、
ア
ジ
ソ
ン
病

（
重

複
）

薬
物

治
療

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅵ

【
③

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
代

謝
系

・
内

分
布
系
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

　
　

　
関

連
を

概
説

で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅲ

医
学
概
論

（
６

）
感

覚
器

・
皮

膚
の

疾
患

と
薬

【
①

眼
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
緑

内
障

に
つ

い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

薬
物
治
療
学
Ⅷ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
白

内
障

に
つ

い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅷ

　
３

）
加

齢
性

黄
斑

変
性
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅷ

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。
 

　
　

　
結

膜
炎

（
重

複
）
、
網
膜
症
、
ぶ
ど
う
膜
炎
、
網
膜
色
素
変
性
症

薬
物
治
療
学
Ⅷ

【
②

耳
鼻

咽
喉

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

め
ま

い
（

動
揺

病
、
M
en

i
er

e（
メ
ニ
エ
ー
ル
）
病
等
）
に
つ
い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅷ

　
２

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。
 

　
　

　
ア

レ
ル

ギ
ー

性
鼻
炎
（
重
複
）
、
花
粉
症
（
重
複
）
、
副
鼻
腔
炎
（
重

複
）

、
中

耳
炎

（
重

複
）

、
口

内
炎

・
　

　
　

咽
頭

炎
・

扁
桃

腺
炎
(
重
複
)
、
喉
頭
蓋
炎

薬
物
治
療
学
Ⅵ

薬
物
治
療
学
Ⅷ

【
③

皮
膚

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

ア
ト

ピ
ー

性
皮

膚
炎
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

　
　

 
（

E2
（

2
）

【
②

免
疫
・
炎
症
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
薬
、
病
態
、
治
療
】

参
照

）
薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
２

）
皮

膚
真

菌
症

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

 
（

E2
（

7
）

【
⑤

真
菌
感
染
症
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 
参
照
）

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
３

）
褥

瘡
に

つ
い

て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

高
齢
者
薬
剤
学

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
　

　
蕁

麻
疹

（
重

複
）
、
薬
疹
（
重
複
）
、
水
疱
症
（
重
複
）
、
乾
癬
(重

複
）

、
接

触
性

皮
膚

炎
（

重
複

）
、

光
線

　
　

　
過

敏
症

（
重

複
)

薬
物
治
療
学
Ⅵ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
感

覚
器

・
皮

膚
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

関
連

を
　

　
　

概
説

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅷ

（
７

）
病

原
微

生
物

（
感

染
症

）
・

悪
性

新
生

物
（

が
ん

）
と

薬
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
①

抗
菌

薬
】

　
１

）
以

下
の

抗
菌

薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ル
、
主

な
副

作
用

、
相

互
作

用
、

組
織

移
行

性
）

　
　

　
お

よ
び

臨
床

適
用
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
β

-ラ
ク

タ
ム

系
、
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
、

ア
ミ

ノ
配

糖
体

（
ア

ミ
ノ

グ
リ

コ
シ

ド
）

系
、

　
　

　
キ

ノ
ロ

ン
系

、
グ
リ
コ
ペ
プ
チ
ド
系
、
抗
結
核
薬
、
サ
ル
フ
ァ
剤
（
ST
合

剤
を

含
む

）
、

そ
の

他
の

抗
菌

薬

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
２

）
細

菌
感

染
症

に
関
係
す
る
代
表
的
な
生
物
学
的
製
剤
（
ワ
ク
チ
ン
等
）

を
挙

げ
、

そ
の

作
用

機
序

を
説

明
　

　
　

で
き

る
。

微
生

物
学

【
②

抗
菌

薬
の

耐
性

】
　

１
）

主
要

な
抗

菌
薬

の
耐
性
獲
得
機
構
お
よ
び
耐
性
菌
出
現
へ
の
対
応
を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

【
③

細
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
以

下
の

呼
吸

器
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
、

感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

薬
物

　
　

　
治

療
（

医
薬

品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
上

気
道

炎
（

か
ぜ
症
候
群
（
大
部
分
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
を
含
む
）

、
気

管
支

炎
、

扁
桃

炎
、

細
菌

性
肺

炎
、

　
　

　
肺

結
核

、
レ

ジ
オ
ネ
ラ
感
染
症
、
百
日
咳
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
以

下
の

消
化

器
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

急
性

虫
垂

炎
、

胆
囊
炎
、
胆
管
炎
、
病
原
性
大
腸
菌
感
染
症
、
食
中
毒

、
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

感
染

症
、

　
　

　
赤

痢
、

コ
レ

ラ
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、
偽
膜
性
大
腸
炎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
３

）
以

下
の

感
覚

器
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

副
鼻

腔
炎

、
中

耳
炎
、
結
膜
炎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
４

）
以

下
の

尿
路

感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
腎

盂
腎

炎
、

膀
胱
炎
、
尿
道
炎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
５

）
以

下
の

性
感

染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
、
予
防

方
法

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

　
　

　
選

択
等

）
を

説
明
で
き
る
。

　
　

　
梅

毒
、

淋
病

、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
症
等

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
６

）
脳

炎
、

髄
膜

炎
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お
よ
び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

医
学
概
論

　
７

）
以

下
の

皮
膚

細
菌
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

　
　

　
等

）
を

説
明

で
き
る
。

　
　

　
伝

染
性

膿
痂

疹
、
丹
毒
、
癰
、
毛
囊
炎
、
ハ
ン
セ
ン
病

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
８

）
感

染
性

心
内

膜
炎
、
胸
膜
炎
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
　

　
　

選
択

等
）

 を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
９

）
以

下
の

薬
剤

耐
性
菌
に
よ
る
院
内
感
染
に
つ
い
て
、
感
染
経
路
と
予
防

方
法

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

お
よ

び
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
MR
SA
、

VR
E、

セ
ラ
チ
ア
、
緑
膿
菌
等

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
10
）

以
下

の
全

身
性
細
菌
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状

等
）

、
感

染
経

路
と

予
防

方
法

お
よ

び
　

　
　

薬
物

治
療

（
医

薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
ジ

フ
テ

リ
ア

、
劇
症
型
A群

β
溶
血
性
連
鎖
球
菌
感
染
症
、
新
生
児
B群

連
鎖

球
菌

感
染

症
、

破
傷

風
、

敗
血

症
薬
物
治
療
学
Ⅳ

救
急
・
災
害
薬
学

【
④

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
お

よ
び

プ
リ

オ
ン

病
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
ヘ

ル
ペ

ス
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
、
水
痘
・
帯
状
疱
疹
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
　

　
　

（
薬

理
作

用
、

機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
予
防
方
法
お
よ
び
病
態
（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
　

　
　

（
医

薬
品

の
選

択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
２

）
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
３

）
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な

副
作

用
）

、
感

染
経

路
と

　
　

　
予

防
方

法
お

よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
４

）
ウ

イ
ル

ス
性

肝
炎
（
H
AV

、
HB

V、
H
CV

）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
感

染
経

路
と

予
防
方
法
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
（
急
性
肝
炎
、
慢
性

肝
炎

、
肝

硬
変

、
肝

細
胞

が
ん

）
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。
（
重

複
）

薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
５

）
後

天
性

免
疫

不
全
症
候
群
（
A
ID

S）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
感

染
経

路
と

予
防
方
法
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
６

）
以

下
の

ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
プ
リ
オ
ン
病
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

　
　

　
伝

染
性

紅
斑

（
リ
ン
ゴ
病
）
、
手
足
口
病
、
伝
染
性
単
核
球
症
、
突
発

性
発

疹
、

咽
頭

結
膜

熱
、

ウ
イ

ル
ス

　
　

　
性

下
痢

症
、

麻
疹
、
風
疹
、
流
行
性
耳
下
腺
炎
、
風
邪
症
候
群
、
Cr
eu
tz
fe
ld
t-
Ja
ko
b（

ク
ロ

イ
ツ

フ
ェ

ル
ト

-
　

　
　

ヤ
コ

ブ
）

病

薬
物
治
療
学
Ⅳ

【
⑤

真
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
抗

真
菌

薬
の

薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅳ

　
２

）
以

下
の

真
菌

感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

皮
膚

真
菌

症
、

カ
ン
ジ
ダ
症
、
ニ
ュ
ー
モ
シ
ス
チ
ス
肺
炎
、
肺
ア
ス
ペ

ル
ギ

ル
ス

症
、

ク
リ

プ
ト

コ
ッ

ク
ス

症
薬
物
治
療
学
Ⅳ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
⑥

原
虫

・
寄

生
虫

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
以

下
の

原
虫

感
染
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

マ
ラ

リ
ア

、
ト

キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症
、
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
症
、
ア
メ
ー
バ
赤

痢

薬
物
治
療
学
Ⅳ

医
学
概
論

　
２

）
以

下
の

寄
生

虫
感
染
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
回

虫
症

、
蟯

虫
症
、
ア
ニ
サ
キ
ス
症

薬
物
治
療
学
Ⅳ

【
⑦

悪
性

腫
瘍

】

　
１

）
腫

瘍
の

定
義

（
良
性
腫
瘍
と
悪
性
腫
瘍
の
違
い
）
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

医
学
概
論

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
悪

性
腫

瘍
に

つ
い
て
、
以
下
の
項
目
を
概
説
で
き
る
。

　
　

　
組

織
型

分
類

お
よ
び
病
期
分
類
、
悪
性
腫
瘍
の
検
査
（
細
胞
診
、
組
織

診
、

画
像

診
断

、
腫

瘍
マ

ー
カ

ー
　

　
　

（
腫

瘍
関

連
の

変
異
遺
伝
子
、
遺
伝
子
産
物
を
含
む
）
）
、
悪
性
腫
瘍

の
疫

学
（

が
ん

罹
患

の
現

状
お

よ
び

　
　

　
が

ん
死

亡
の

現
状
）
、
悪
性
腫
瘍
の
リ
ス
ク
お
よ
び
予
防
要
因

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ
（
選
）

病
態
生
化
学

医
学
概
論

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
悪

性
腫

瘍
の

治
療
に
お
け
る
薬
物
治
療
の
位
置
づ
け
を
概
説
で
き
る
。

医
学
概
論

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
⑧

悪
性

腫
瘍

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

以
下

の
抗

悪
性

腫
瘍
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
、

相
互

作
用

、
組

織
移

行
性

）
お

よ
び

　
　

　
臨

床
適

用
を

説
明
で
き
る
。

　
　

　
ア

ル
キ

ル
化

薬
、
代
謝
拮
抗
薬
、
抗
腫
瘍
抗
生
物
質
、
微
小
管
阻
害
薬

、
ト

ポ
イ

ソ
メ

ラ
ー

ゼ
阻

害
薬

、
　

　
　

抗
腫

瘍
ホ

ル
モ

ン
関
連
薬
、
白
金
製
剤
、
分
子
標
的
治
療
薬
、
そ
の
他

の
抗

悪
性

腫
瘍

薬

医
学
概
論

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
に
対
す
る
耐
性
獲
得
機
構
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
３

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
の
主
な
副
作
用
（
下
痢
、
悪
心
・
嘔
吐
、
白
血
球
減
少

、
皮

膚
障

害
（

手
足

症
候

群
を

含
む

）
、

　
　

　
血

小
板

減
少

等
）
の
軽
減
の
た
め
の
対
処
法
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
４

）
代

表
的

な
が

ん
化
学
療
法
の
レ
ジ
メ
ン
（
F
OL

F
OX

等
）
に
つ
い
て
、

構
成

薬
物

お
よ

び
そ

の
役

割
、

副
作

用
、

　
　

　
対

象
疾

患
を

概
説
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
５

）
以

下
の

白
血

病
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

急
性

（
慢

性
）

骨
髄
性
白
血
病
、
急
性
（
慢
性
）
リ
ン
パ
性
白
血
病
、

成
人

T細
胞

白
血

病
（

AT
L）

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
６

）
悪

性
リ

ン
パ

腫
お
よ
び
多
発
性
骨
髄
腫
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

　
　

　
の

選
択

等
）

を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
７

）
骨

肉
腫

に
つ

い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
８

）
以

下
の

消
化

器
系
の
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

　
　

　
等

）
を

説
明

で
き
る
。

　
　

　
胃

癌
、

食
道

癌
、
肝
癌
、
大
腸
癌
、
胆
囊
・
胆
管
癌
、
膵
癌

医
学
概
論

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

薬
物
治
療
学
Ⅶ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
９

）
肺

癌
に

つ
い

て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

薬
物
治
療
学
Ⅶ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
10
）

以
下

の
頭

頸
部
お
よ
び
感
覚
器
の
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
、
病
態
（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
　

　
　

（
医

薬
品

の
選

択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
脳

腫
瘍

、
網

膜
芽
細
胞
腫
、
喉
頭
、
咽
頭
、
鼻
腔
・
副
鼻
腔
、
口
腔
の

悪
性

腫
瘍

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
11
）

以
下

の
生

殖
器
の
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
前

立
腺

癌
、

子
宮
癌
、
卵
巣
癌

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
12
）

腎
・

尿
路

系
の
悪
性
腫
瘍
（
腎
癌
、
膀
胱
癌
）
に
つ
い
て
、
病
態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

　
　

　
（

医
薬

品
の

選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
13
）

乳
癌

に
つ

い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

【
⑨

が
ん

終
末

期
医

療
と

緩
和

ケ
ア

】
　

１
）

が
ん

終
末

期
の

病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
と
治
療
を
説
明
で
き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
が

ん
性

疼
痛

の
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
と
薬
物
治
療
（
医
薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

薬
物
治
療
学
Ⅶ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

【
⑩

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
病

原
微

生
物

・
悪
性
新
生
物
が
関
わ
る
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

　
　

　
薬

物
動

態
）

の
関
連
を
概
説
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

（
８

）
バ

イ
オ

・
細

胞
医

薬
品

と
ゲ

ノ
ム

情
報

【
①

組
換

え
体

医
薬

品
】

　
１

）
組

換
え

体
医

薬
品
の
特
色
と
有
用
性
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
代

表
的

な
組

換
え
体
医
薬
品
を
列
挙
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅳ

  
３

）
組

換
え

体
医

薬
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

【
②

遺
伝

子
治

療
】

　
１

）
遺

伝
子

治
療

の
原
理
、
方
法
と
手
順
、
現
状
、
お
よ
び
倫
理
的
問
題
点

を
概

説
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

薬
物
治
療
学
Ⅶ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
③

細
胞

、
組

織
を

利
用

し
た

移
植

医
療

】
　

１
）

移
植

医
療

の
原

理
、
方
法
と
手
順
、
現
状
お
よ
び
ゲ
ノ
ム
情
報
の
取
り

扱
い

に
関

す
る

倫
理

的
問

題
点

を
概

説
　

　
　

で
き

る
。

（
知

識
・
態
度
）

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
２

）
摘

出
お

よ
び

培
養
組
織
を
用
い
た
移
植
医
療
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
３

）
臍

帯
血

、
末

梢
血
お
よ
び
骨
髄
に
由
来
す
る
血
液
幹
細
胞
を
用
い
た
移

植
医

療
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅵ

　
４

）
胚

性
幹

細
胞

（
ES

細
胞
）
、
人
工
多
能
性
幹
細
胞
（
iP

S細
胞
）
を
用

い
た

細
胞

移
植

医
療

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

（
９

）
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

と
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
１

）
地

域
に

お
け

る
疾
病
予
防
、
健
康
維
持
増
進
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン

の
た

め
に

薬
剤

師
が

果
た

す
役

割
を

　
　

　
概

説
で

き
る

。
一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
２

）
要

指
導

医
薬

品
お
よ
び
一
般
用
医
薬
品
（
リ
ス
ク
の
程
度
に
応
じ
た
区

分
（

第
一

類
、

第
二

類
、

第
三

類
）

も
　

　
　

含
む

）
に

つ
い

て
説
明
し
、
各
分
類
に
含
ま
れ
る
代
表
的
な
製
剤
を
列

挙
で

き
る

。
一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
３

）
代

表
的

な
症

候
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
頻
度
の
高
い
疾
患
、
見
逃
し
て

は
い

け
な

い
疾

患
を

列
挙

で
き

る
。

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
４

）
要

指
導

医
薬

品
・
一
般
用
医
薬
品
の
選
択
、
受
診
勧
奨
の
要
否
を
判
断

す
る

た
め

に
必

要
な

患
者

情
報

を
収

集
　

　
　

で
き

る
。

（
技

能
）

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
５

）
以

下
の

疾
患

・
症
候
に
対
す
る
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
用
い
る

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
等

に
　

　
　

含
ま

れ
る

成
分

・
作
用
・
副
作
用
を
列
挙
で
き
る
。

　
　

　
発

熱
、

痛
み

、
か
ゆ
み
、
消
化
器
症
状
、
呼
吸
器
症
状
、
ア
レ
ル
ギ
ー

、
細

菌
・

真
菌

感
染

症
、

生
活

習
慣

病
　

等

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
６

）
主

な
養

生
法

（
運
動
・
食
事
療
法
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
保
健
機
能
食
品

を
含

む
）

と
そ

の
健

康
の

保
持

・
促

進
　

　
　

に
お

け
る

意
義

を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
漢
方
医
薬
学
総
論

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
７

）
要

指
導

医
薬

品
・
一
般
用
医
薬
品
と
医
療
用
医
薬
品
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト

、
保

健
機

能
食

品
等

と
の

代
表

的
な

　
　

　
相

互
作

用
を

説
明
で
き
る
。

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

　
８

）
要

指
導

医
薬

品
・
一
般
用
医
薬
品
等
に
よ
る
治
療
効
果
と
副
作
用
を
判

定
す

る
た

め
の

情
報

を
収

集
し

評
価

　
　

　
で

き
る

。
（

技
能
）

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C)

（
1
0
）

医
療

の
中

の
漢

方
薬

【
①

漢
方

薬
の

基
礎

】
　

１
）

漢
方

の
特

徴
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

　
２

）
以

下
の

漢
方

の
基
本
用
語
を
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
陰

陽
、

虚
実

、
寒
熱
、
表
裏
、
気
血
水
、
証

漢
方
医
薬
学
総
論

  
３

）
配

合
生

薬
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
漢
方
薬
の
系
統
的
な
分
類
が
説
明

で
き

る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

　
４

）
漢

方
薬

と
西

洋
薬
、
民
間
薬
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
保
健
機
能
食
品
な
ど

と
の

相
違

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

【
②

漢
方

薬
の

応
用

】
　

１
）

漢
方

医
学

に
お

け
る
診
断
法
、
体
質
や
病
態
の
捉
え
方
、
治
療
法
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

　
２

）
日

本
薬

局
方

に
収
載
さ
れ
る
漢
方
薬
の
適
応
と
な
る
証
、
症
状
や
疾
患

に
つ

い
て

例
示

し
て

説
明

で
き

る
。

薬
用

資
源

学
実

習
漢
方
医
薬
学
総
論

　
３

）
現

代
医

療
に

お
け
る
漢
方
薬
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

【
③

漢
方

薬
の

注
意

点
】

　
１

）
漢

方
薬

の
副

作
用
と
使
用
上
の
注
意
点
を
例
示
し
て
説
明
で
き
る
。

生
薬

学
Ⅰ

生
薬

学
Ⅱ

薬
用

資
源

学
実

習
漢
方
医
薬
学
総
論

（
1
1
）

薬
物

治
療

の
最

適
化

【
①

総
合

演
習

】

　
１

）
代

表
的

な
疾

患
の
症
例
に
つ
い
て
、
患
者
情
報
お
よ
び
医
薬
品
情
報
な

ど
の

情
報

に
基

づ
い

て
薬

物
治

療
の

　
　

　
最

適
化

を
討

議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
過

剰
量

の
医

薬
品
に
よ
る
副
作
用
へ
の
対
応
（
解
毒
薬
を
含
む
）
を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
救
急
・
災
害
薬
学

  
３

）
長

期
療

養
に

付
随
す
る
合
併
症
を
列
挙
し
、
そ
の
薬
物
治
療
に
つ
い

て
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

E
3
 
薬

物
治

療
に

役
立

つ
情

報
（

１
）

医
薬

品
情

報
【

①
情

報
】

　
１

）
医

薬
品

を
使

用
し
た
り
取
り
扱
う
上
で
、
必
須
の
医
薬
品
情
報
を
列
挙

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
医

薬
品

情
報

に
関
わ
っ
て
い
る
職
種
を
列
挙
し
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て

概
説

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
医

薬
品

（
後

発
医
薬
品
等
を
含
む
）
の
開
発
過
程
で
行
わ
れ
る
試
験
（

非
臨

床
試

験
、

臨
床

試
験

、
安

定
性

　
　

　
試

験
等

）
と

得
ら
れ
る
医
薬
品
情
報
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
医

薬
品

の
市

販
後
に
行
わ
れ
る
調
査
・
試
験
と
得
ら
れ
る
医
薬
品
情
報

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
５

）
医

薬
品

情
報

に
関
係
す
る
代
表
的
な
法
律
・
制
度
（
「
医
薬
品
、
医
療

機
器

等
の

品
質

、
有

効
性

及
び

安
全

性
　

　
　

の
確

保
等

に
関

す
る
法
律
」
、
GC

P、
G
VP

、
GP

SP
、
RM

P
 な

ど
）
と

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
②

情
報

源
】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
医

薬
品

情
報

源
の
一
次
資
料
、
二
次
資
料
、
三
次
資
料
の
分
類
に
つ
い

て
概

説
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
医

薬
品

情
報

源
と
し
て
代
表
的
な
二
次
資
料
、
三
次
資
料
を
列
挙
し
、

そ
れ

ら
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
厚

生
労

働
省

、
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
、
製
薬
企
業
な
ど
の
発
行

す
る

資
料

を
列

挙
し

、
概

説
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
医

薬
品

添
付

文
書
（
医
療
用
、
一
般
用
）
の
法
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
５

）
医

薬
品

添
付

文
書
（
医
療
用
、
一
般
用
）
の
記
載
項
目
（
警
告
、
禁
忌

、
効

能
・

効
果

、
用

法
・

用
量

、
使

用
　

　
　

上
の

注
意

な
ど

）
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
意
味
や
記
載
す
べ
き
内
容
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
６

）
医

薬
品

イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ム
の
位
置
づ
け
と
医
薬
品
添
付
文
書
と

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
学

Ⅰ
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
③

収
集

・
評

価
・

加
工

・
提

供
・

管
理

】
　

１
）

目
的

（
効

能
効

果
、
副
作
用
、
相
互
作
用
、
薬
剤
鑑
別
、
妊
婦
へ
の
投

与
、

中
毒

な
ど

）
に

合
っ

た
適

切
な

　
　

　
情

報
源

を
選

択
し
、
必
要
な
情
報
を
検
索
、
収
集
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
物

治
療

学
Ⅰ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
ME
DL
IN
E
な

ど
の

医
学
・
薬
学
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
に
お
け
る
キ

ー
ワ

ー
ド

、
シ

ソ
ー

ラ
ス

の
重

要
性

を
　

　
　

理
解

し
、

検
索

で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
医

薬
品

情
報

の
信
頼
性
、
科
学
的
妥
当
性
な
ど
を
評
価
す
る
際
に
必
要

な
基

本
的

項
目

を
列

挙
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
臨

床
試

験
な

ど
の
原
著
論
文
お
よ
び
三
次
資
料
に
つ
い
て
医
薬
品
情
報

の
質

を
評

価
で

き
る

。
（

技
能

）
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
５

）
医

薬
品

情
報

を
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
加
工
・
提
供
し
管
理
す
る
際
の
方

法
と

注
意

点
（

知
的

所
有

権
、

守
秘

　
　

　
義

務
な

ど
）

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
④

E
B
M
（

E
v
i
d
e
n
c
e
-
b
a
s
e
d
 
M
e
d
i
c
i
n
e
）

】
  
１

）
EB
Mの

基
本

概
念
と
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

  
２

）
代

表
的

な
臨

床
研
究
法
（
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
、
コ
ホ
ー
ト
研
究

、
ケ

ー
ス

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

研
究

な
ど

）
　

　
　

の
長

所
と

短
所

を
挙
げ
、
そ
れ
ら
の
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

  
３

）
臨

床
研

究
論

文
の
批
判
的
吟
味
に
必
要
な
基
本
的
項
目
を
列
挙
し
、

内
的

妥
当

性
（

研
究

結
果

の
正

確
度

や
　

　
　

再
現

性
）

と
外

的
妥
当
性
（
研
究
結
果
の
一
般
化
の
可
能
性
）
に
つ
い

て
概

説
で

き
る

。
　

　
 
（

E3
（

1
）

【
③

収
集
・
評
価
・
加
 工

・
提
供
・
管
理
】
参
照
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

  
４

）
メ

タ
ア

ナ
リ

シ
ス
の
概
念
を
理
解
し
、
結
果
を
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
⑤

生
物

統
計

】
　

１
）

臨
床

研
究

に
お

け
る
基
本
的
な
統
計
量
（
平
均
値
、
中
央
値
、
標
準
偏

差
、

標
準

誤
差

、
信

頼
区

間
な

ど
）

　
　

　
の

意
味

と
違

い
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
帰

無
仮

説
の

概
念
お
よ
び
検
定
と
推
定
の
違
い
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
代

表
的

な
分

布
（
正
規
分
布
、
ｔ
分
布
、
二
項
分
布
、
ポ
ア
ソ
ン
分
布

、
χ

2 分
布

、
F分

布
）

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
主

な
パ

ラ
メ

ト
リ
ッ
ク
検
定
と
ノ
ン
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
検
定
を
列
挙
し

、
そ

れ
ら

の
使

い
分

け
を

説
明

で
き

る
。

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
５

）
二

群
間

の
差

の
検
定
（
ｔ
検
定
、
χ

2
検
定
な
ど
）
を
実
施
で
き
る

。
（

技
能

）
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
６

）
主

な
回

帰
分

析
（
直
線
回
帰
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
な
ど
）
と
相
関

係
数

の
検

定
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
７

）
基

本
的

な
生

存
時
間
解
析
法
（
カ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
曲
線
な
ど
）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
⑥

臨
床

研
究

デ
ザ

イ
ン

と
解

析
】

　
１

）
臨

床
研

究
（

治
験
を
含
む
）
の
代
表
的
な
手
法
（
介
入
研
究
、
観
察
研

究
）

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
特

徴
を

　
　

　
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
臨

床
研

究
に

お
け
る
バ
イ
ア
ス
・
交
絡
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
観

察
研

究
で

の
主
な
疫
学
研
究
デ
ザ
イ
ン
（
症
例
報
告
、
症
例
集
積
、

コ
ホ

ー
ト

研
究

、
ケ

ー
ス

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

　
　

　
研

究
、

ネ
ス

テ
ッ
ド
ケ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
研
究
、
ケ
ー
ス
コ
ホ
ー
ト

研
究

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
副

作
用

の
因

果
関
係
を
評
価
す
る
た
め
の
方
法
（
副
作
用
判
定
ア
ル
ゴ

リ
ズ

ム
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
５

）
優

越
性

試
験

と
非
劣
性
試
験
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
６

）
介

入
研

究
の

計
画
上
の
技
法
（
症
例
数
設
定
、
ラ
ン
ダ
ム
化
、
盲
検
化

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
７

）
統

計
解

析
時

の
注
意
点
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
８

）
介

入
研

究
の

効
果
指
標
（
真
の
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
と
代
用
の
エ
ン
ド
ポ

イ
ン

ト
、

主
要

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
と

　
　

　
副

次
的

エ
ン

ド
ポ
イ
ン
ト
）
の
違
い
を
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
９

）
臨

床
研

究
の

結
果
（
有
効
性
、
安
全
性
）
の
主
な
パ
ラ
メ
ー
タ
（
相
対

リ
ス

ク
、

相
対

リ
ス

ク
減

少
、

絶
対

　
　

　
リ

ス
ク

、
絶

対
リ
ス
ク
減
少
、
治
療
必
要
数
、
オ
ッ
ズ
比
、
発
生
率
、

発
生

割
合

）
を

説
明

し
、

計
算

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
⑦

医
薬

品
の

比
較

・
評

価
】

　
１

）
病

院
や

薬
局

に
お
い
て
医
薬
品
を
採
用
・
選
択
す
る
際
に
検
討
す
べ
き

項
目

を
列

挙
し

、
そ

の
意

義
を

説
明

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
医

薬
品

情
報

に
も
と
づ
い
て
、
代
表
的
な
同
種
同
効
薬
の
有
効
性
や
安

全
性

に
つ

い
て

比
較

・
評

価
で

き
る

。
　

　
　

（
技

能
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
医

薬
品

情
報

に
も
と
づ
い
て
、
先
発
医
薬
品
と
後
発
医
薬
品
の
品
質
、

安
全

性
、

経
済

性
な

ど
に

つ
い

て
、

　
　

　
比

較
・

評
価

で
き
る
。
（
技
能
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

（
２

）
患

者
情

報
【

①
情

報
と

情
報

源
】

　
１

）
薬

物
治

療
に

必
要
な
患
者
基
本
情
報
を
列
挙
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
患

者
情

報
源

の
種
類
を
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
②

収
集

・
評

価
・

管
理

】

　
１

）
問

題
志

向
型

シ
ス
テ
ム
（
PO

S）
を
説
明
で
き
る
。

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
SO
AP
形

式
な

ど
の
患
者
情
報
の
記
録
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
医

薬
品

の
効

果
や
副
作
用
を
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
患
者
情
報
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
４

）
患

者
情

報
の

取
扱
い
に
お
け
る
守
秘
義
務
と
管
理
の
重
要
性
を
説
明
で

き
る

。
　

　
 
（

A（
2）

【
③

患
者
の
権
利
】
参
照
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

（
３

）
個

別
化

医
療

【
①

遺
伝

的
素

因
】

　
１

）
薬

物
の

主
作

用
お
よ
び
副
作
用
に
影
響
す
る
代
表
的
な
遺
伝
的
素
因
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
個
別
化
医
療
学

　
２

）
薬

物
動

態
に

影
響
す
る
代
表
的
な
遺
伝
的
素
因
（
薬
物
代
謝
酵
素
・
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
の

遺
伝

子
変

異
な

ど
）

　
　

　
に

つ
い

て
、

例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

個
別
化
医
療
学

　
３

）
遺

伝
的

素
因

を
考
慮
し
た
薬
物
治
療
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で

き
る

。
個
別
化
医
療
学

【
②

年
齢

的
要

因
】

　
１

）
低

出
生

体
重

児
、
新
生
児
、
乳
児
、
幼
児
、
小
児
に
お
け
る
薬
物
動
態

と
、

薬
物

治
療

で
注

意
す

べ
き

点
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
２

）
高

齢
者

に
お

け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
で
注
意
す
べ
き
点
を
説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

高
齢
者
薬
剤
学

【
③

臓
器

機
能

低
下

】

　
１

）
腎

疾
患

・
腎

機
能
低
下
時
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
・
投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

高
齢
者
薬
剤
学

　
２

）
肝

疾
患

・
肝

機
能
低
下
時
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
・
投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
３

）
心

臓
疾

患
を

伴
っ
た
患
者
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
・
投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

【
④

そ
の

他
の

要
因

】
　

１
）

薬
物

の
効

果
に

影
響
す
る
生
理
的
要
因
（
性
差
、
閉
経
、
日
内
変
動
な

ど
）

を
列

挙
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅶ

　
２

）
妊

娠
・

授
乳

期
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
生
殖
・
妊
娠
・
授
乳
期
の
薬

物
治

療
で

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
個
別
化
医
療
学

　
３

）
栄

養
状

態
の

異
な
る
患
者
（
肥
満
、
低
ア
ル
ブ
ミ
ン
血
症
、
腹
水
な
ど

）
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
薬

物
治

療
で

　
　

　
注

意
す

べ
き

点
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
栄
養
学

【
⑤

個
別

化
医

療
の

計
画

・
立

案
】

　
１

）
個

別
の

患
者

情
報
（
遺
伝
的
素
因
、
年
齢
的
要
因
、
臓
器
機
能
な
ど
）

と
医

薬
品

情
報

を
も

と
に

、
薬

物
治

療
を

　
　

　
計

画
・

立
案

で
き
る
。
（
技
能
）

個
別
化
医
療
学

　
２

）
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
診
断
に
も
と
づ
く
薬
物
治
療
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て

説
明

で
き

る
。

個
別
化
医
療
学

E
4
 
薬

の
生

体
内

運
命

（
１

）
薬

物
の

体
内

動
態

【
①

生
体

膜
透

過
】

　
１

）
薬

物
の

生
体

膜
透
過
に
お
け
る
単
純
拡
散
、
促
進
拡
散
お
よ
び
能
動
輸

送
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

　
２

）
薬

物
の

生
体

膜
透
過
に
関
わ
る
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
例
を
挙
げ
、
そ

の
特

徴
と

薬
物

動
態

に
お

け
る

役
割

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

吸
収

】
　

１
）

経
口

投
与

さ
れ

た
薬
物
の
吸
収
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

　
２

）
非

経
口

的
に

投
与
さ
れ
る
薬
物
の
吸
収
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

　
３

）
薬

物
の

吸
収

に
影
響
す
る
因
子
（
薬
物
の
物
性
、
生
理
学
的
要
因
な
ど

）
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
４

）
薬

物
の

吸
収

過
程
に
お
け
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
、
説
明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

　
５

）
初

回
通

過
効

果
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

薬
剤
学
・
化
粧
品
科
学

実
習

【
③

分
布

】

　
１

）
薬

物
が

結
合

す
る
代
表
的
な
血
漿
タ
ン
パ
ク
質
を
挙
げ
、
タ
ン
パ
ク
結

合
の

強
い

薬
物

を
列

挙
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
２

）
薬

物
の

組
織

移
行
性
（
分
布
容
積
）
と
血
漿
タ
ン
パ
ク
結
合
な
ら
び
に

組
織

結
合

と
の

関
係

を
、

定
量

的
　

　
　

に
説

明
で

き
る

。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
３

）
薬

物
の

タ
ン

パ
ク
結
合
お
よ
び
結
合
阻
害
の
測
定
・
解
析
方
法
を
説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
４

）
血

液
－

組
織

関
門
の
構
造
・
機
能
と
、
薬
物
の
脳
や
胎
児
等
へ
の
移
行

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
５

）
薬

物
の

リ
ン

パ
お
よ
び
乳
汁
中
へ
の
移
行
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
６

）
薬

物
の

分
布

過
程
に
お
け
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
、
説
明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

【
④

代
謝

】

　
１

）
代

表
的

な
薬

物
代
謝
酵
素
を
列
挙
し
、
そ
の
代
謝
反
応
が
起
こ
る
組
織

な
ら

び
に

細
胞

内
小

器
官

、
反

応
様

式
　

　
　

に
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
２

）
薬

物
代

謝
の

第
Ⅰ
相
反
応
（
酸
化
・
還
元
・
加
水
分
解
）
、
第
Ⅱ
相
反

応
（

抱
合

）
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
３

）
代

表
的

な
薬

物
代
謝
酵
素
（
分
子
種
）
に
よ
り
代
謝
さ
れ
る
薬
物
を
列

挙
で

き
る

。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

薬
剤
学
・
化
粧
品
科
学

実
習

　
４

）
プ

ロ
ド

ラ
ッ

グ
と
活
性
代
謝
物
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅰ

　
５

）
薬

物
代

謝
酵

素
の
阻
害
お
よ
び
誘
導
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
そ
れ
ら
に
関

連
し

て
起

こ
る

相
互

作
用

に
つ

い
て

、
　

　
　

例
を

挙
げ

、
説

明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

薬
剤
学
・
化
粧
品
科
学

実
習

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

【
⑤

排
泄

】

　
１

）
薬

物
の

尿
中

排
泄
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

様式4_基礎資料 の 73ページ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
腎

ク
リ

ア
ラ

ン
ス
と
、
糸
球
体
ろ
過
、
分
泌
、
再
吸
収
の
関
係
を
定
量

的
に

説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
３

）
代

表
的

な
腎

排
泄
型
薬
物
を
列
挙
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
４

）
薬

物
の

胆
汁

中
排
泄
と
腸
肝
循
環
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
５

）
薬

物
の

排
泄

過
程
に
お
け
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
、
説
明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

（
２

）
薬

物
動

態
の

解
析

【
①

薬
物

速
度

論
】

　
１

）
線

形
コ

ン
パ

ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル
と
、
関
連
す
る
薬
物
動
態
パ
ラ
メ
ー

タ
（

全
身

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

、
分

布
容

積
、

　
　

　
消

失
半

減
期

、
生
物
学
的
利
用
能
な
ど
）
の
概
念
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

薬
剤
学
・
化
粧
品
科
学

実
習

　
２

）
線

形
１

－
コ

ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル
に
基
づ
い
た
解
析
が
で
き
る
（

急
速

静
注

・
経

口
投

与
［

単
回

お
よ

び
　

　
　

反
復

 
投

与
］

、
定
速
静
注
）
。
（
知
識
、
技
能
）

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

薬
剤
学
・
化
粧
品
科
学

実
習

　
３

）
体

内
動

態
が

非
線
形
性
を
示
す
薬
物
の
例
を
挙
げ
、
非
線
形
モ
デ
ル
に

基
づ

い
た

解
析

が
で

き
る

。
（

知
識

、
　

　
　

技
能

）

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
４

）
モ

ー
メ

ン
ト

解
析
の
意
味
と
、
関
連
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
算
法
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
５

）
組

織
ク

リ
ア

ラ
ン
ス
（
肝
、
腎
）
お
よ
び
固
有
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
意
味

と
、

そ
れ

ら
の

関
係

に
つ

い
て

、
数

式
　

　
　

を
使

っ
て

説
明

で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

　
６

）
薬

物
動

態
学

－
薬
力
学
解
析
（
PK

-P
D
解
析
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
演
習

（
選
）

【
②

T
D
M
 
(
T
h
e
r
a
p
e
u
t
i
c
 
D
r
u
g
 
M
o
n
i
t
o
r
i
n
g
)
と

投
与

設
計

】

　
１

）
治

療
薬

物
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
（
T
DM

）
の
意
義
を
説
明
し
、
TD

Mが
有
効

な
薬

物
を

列
挙

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

個
別
化
医
療
学

　
２

）
TD
Mを

行
う

際
の

採
血
ポ
イ
ン
ト
、
試
料
の
取
り
扱
い
、
測
定
法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

個
別
化
医
療
学

　
３

）
薬

物
動

態
パ

ラ
メ
ー
タ
を
用
い
て
患
者
ご
と
の
薬
物
投
与
設
計
が
で
き

る
。

（
知

識
、

技
能

）
薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

個
別
化
医
療
学

　
４

）
ポ

ピ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
マ
コ
キ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
概
念
と
応
用
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

個
別
化
医
療
学

E
5
 
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

（
１

）
製

剤
の

性
質

【
①

固
形

材
料

】
　

１
）

粉
体

の
性

質
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅰ

　
２

）
結

晶
（

安
定

形
お
よ
び
準
安
定
形
）
や
非
晶
質
、
無
水
物
や
水
和
物
の

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
製
剤
学
Ⅰ

　
３

）
固

形
材

料
の

溶
解
現
象
（
溶
解
度
、
溶
解
平
衡
な
ど
）
や
溶
解
し
た
物

質
の

拡
散

と
溶

解
速

度
に

つ
い

て
説

明
　

　
　

で
き

る
。

　
　

　
（

C2
（

2）
【

①
酸
・
塩
基
平
衡
】
1.

及
び
【
②
各
種
の
化
学
平
衡
】

2.
参

照
）

製
剤
学
Ⅰ

　
４

）
固

形
材

料
の

溶
解
に
影
響
を
及
ぼ
す
因
子
（
pH

や
温
度
な
ど
）
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅰ

　
５

）
固

形
材

料
の

溶
解
度
や
溶
解
速
度
を
高
め
る
代
表
的
な
製
剤
的
手
法
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅰ

【
②

半
固

形
・

液
状

材
料

】
　

１
）

流
動

と
変

形
（

レ
オ
ロ
ジ
ー
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅰ

　
２

）
高

分
子

の
構

造
と
高
分
子
溶
液
の
性
質
（
粘
度
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅰ

【
③

分
散

系
材

料
】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
界

面
の

性
質

（
界
面
張
力
、
分
配
平
衡
、
吸
着
な
ど
）
や
代
表
的
な
界

面
活

性
剤

の
種

類
と

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。
　

　
　

（
C2
（

2）
【

②
各
種
の
化
学
平
衡
】
4.

参
照
）

化
粧

品
概

論
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

薬
品

分
析

学
・

物
理

化
学

実
習

製
剤
学
Ⅰ

　
２

）
代

表
的

な
分

散
系
（
分
子
集
合
体
、
コ
ロ
イ
ド
、
乳
剤
、
懸
濁
剤
な
ど

）
を

列
挙

し
、

そ
の

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。

化
粧

品
概

論
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

薬
品

分
析

学
・

物
理

化
学

実
習

製
剤
学
Ⅰ

　
３

）
分

散
し

た
粒

子
の
安
定
性
と
分
離
現
象
（
沈
降
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
薬

品
分

析
学

・
物

理
化

学
実

習
製
剤
学
Ⅰ

  
４

）
分

散
安

定
性

を
高
め
る
代
表
的
な
製
剤
的
手
法
を
列
挙
し
、
説
明
で

き
る

。
化

粧
品

概
論

製
剤
学
Ⅰ

【
④

薬
物

及
び

製
剤

材
料

の
物

性
】

　
１

）
製

剤
分

野
で

汎
用
さ
れ
る
高
分
子
の
構
造
を
理
解
し
、
そ
の
物
性
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅰ

　
２

）
薬

物
の

安
定

性
（
反
応
速
度
、
複
合
反
応
な
ど
）
や
安
定
性
に
影
響
を

及
ぼ

す
因

子
（

pH
、

温
度

な
ど

）
　

　
　

に
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

　
　

　
（

C1
（

3）
【

①
反
応
速
度
】
1
.～

7.
参
照
）

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
製
剤
学
Ⅱ

　
３

）
薬

物
の

安
定

性
を
高
め
る
代
表
的
な
製
剤
的
手
法
を
列
挙
し
、
説
明
で

き
る

。
製
剤
学
Ⅰ

（
２

）
製

剤
設

計
【

①
代

表
的

な
製

剤
】

　
１

）
製

剤
化

の
概

要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅰ

　
２

）
経

口
投

与
す

る
製
剤
の
種
類
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅰ

　
３

）
粘

膜
に

適
用

す
る
製
剤
（
点
眼
剤
、
吸
入
剤
な
ど
）
の
種
類
と
そ
の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製
剤
学
Ⅱ

　
４

）
注

射
に

よ
り

投
与
す
る
製
剤
の
種
類
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
５

）
皮

膚
に

適
用

す
る
製
剤
の
種
類
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

化
粧

品
概

論
製
剤
学
Ⅰ

　
６

）
そ

の
他

の
製

剤
（
生
薬
関
連
製
剤
、
透
析
に
用
い
る
製
剤
な
ど
）
の
種

類
と

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅰ

【
②

製
剤

化
と

製
剤

試
験

法
】

　
１

）
代

表
的

な
医

薬
品
添
加
物
の
種
類
・
用
途
・
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

製
剤
学
Ⅰ

薬
剤
学
・
化
粧
品
科
学

実
習

　
２

）
製

剤
化

の
単

位
操
作
、
汎
用
さ
れ
る
製
剤
機
械
お
よ
び
代
表
的
な
製
剤

の
具

体
的

な
製

造
工

程
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅱ

薬
剤
学
・
化
粧
品
科
学

実
習

　
３

）
汎

用
さ

れ
る

容
器
、
包
装
の
種
類
や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
４

）
製

剤
に

関
連

す
る
試
験
法
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

薬
剤
学
・
化
粧
品
科
学

実
習

【
③

生
物

学
的

同
等

性
】

　
１

）
製

剤
の

特
性

（
適
用
部
位
、
製
剤
か
ら
の
薬
物
の
放
出
性
な
ど
）
を
理

解
し

た
上

で
、

生
物

学
的

同
等

性
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

（
３

）
D
D
S
（

D
r
u
g
 
D
e
l
i
v
e
r
y
 
S
y
s
t
e
m
：

薬
物

送
達

シ
ス

テ
ム

）
【

①
D
D
S
 
の

必
要

性
】

　
１

）
DD
Sの

概
念

と
有

用
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
DD
S技

術
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

　
　

　
（

プ
ロ

ド
ラ

ッ
グ
に
つ
い
て
は
、
E4

(1
)【

④
代
謝
】
4.

も
参
照
）

製
剤
学
Ⅱ

【
②

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ド
リ

リ
ー

ス
（

放
出

制
御

）
】

　
１

）
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ド
リ
リ
ー
ス
の
概
要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に
、
代
表
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
リ
リ
ー
ス
技
術
を
列

挙
し

、
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
　

　
　

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
３

）
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ド
リ
リ
ー
ス
技
術
を
適
用
し
た
代
表
的
な
医
薬
品
を
列

挙
で

き
る

。
製
剤
学
Ⅱ

【
③

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
（

標
的

指
向

化
）

】
　

１
）

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
の
概
要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に
、
代
表
的
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
列
挙
し
、
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製
剤
学
Ⅱ

　
３

）
タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ
技
術
を
適
用
し
た
代
表
的
な
医
薬
品
を
列
挙
で
き
る

。
製
剤
学
Ⅱ

【
④

吸
収

改
善

】
　

１
）

吸
収

改
善

の
概

要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に
、
代
表
的
な
吸
収
改
善
技
術
を
列
挙
し
、
そ
の
特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
３

）
吸

収
改

善
技

術
を
適
用
し
た
代
表
的
な
医
薬
品
を
列
挙
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

F
　

薬
学

臨
床

　
　

　
前

）
：

病
院

・
薬

局
で

の
実

務
実

習
履

修
前

に
修

得
す

べ
き

事
項

（
１

）
薬

学
臨

床
の

基
礎
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
①

早
期

臨
床

体
験

】
 
※
原
則
と
し
て
 
2年

次
修
了
ま
で
に
学
習
す
る
事
項

　
１

）
患

者
・

生
活

者
の
視
点
に
立
っ
て
、
様
々
な
薬
剤
師
の
業
務
を
見
聞
し

、
そ

の
体

験
か

ら
薬

剤
師

業
務

の
　

　
　

重
要

性
に

つ
い

て
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学

　
２

）
地

域
の

保
健

・
福
祉
を
見
聞
し
た
具
体
的
体
験
に
基
づ
き
そ
の
重
要
性

や
課

題
を

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学

　
３

）
一

次
救

命
処

置
（
心
肺
蘇
生
、
外
傷
対
応
等
）
を
説
明
し
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ

を
用

い
て

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

【
②

臨
床

に
お

け
る

心
構

え
】

〔
Ａ
（
１
）
、
（
２
）
参
照
〕

　
１

）
前

）
医

療
の

担
い
手
が
守
る
べ
き
倫
理
規
範
や
法
令
に
つ
い
て
討
議
す

る
。

（
態

度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

医
療
人
の
あ
り
方

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
前

）
患

者
・

生
活
者
中
心
の
医
療
の
視
点
か
ら
患
者
・
生
活
者
の
個
人

情
報

や
自

己
決

定
権

に
配

慮
す

べ
き

　
　

　
個

々
の

対
応

が
で
き
る
。
（
態
度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

　
３

）
前

）
患

者
・

生
活
者
の
健
康
の
回
復
と
維
持
、
生
活
の
質
の
向
上
に
薬

剤
師

が
積

極
的

に
貢

献
す

る
こ

と
の

　
　

　
重

要
性

を
討

議
す
る
。
（
態
度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

　
４

）
医

療
の

担
い

手
が
守
る
べ
き
倫
理
規
範
を
遵
守
し
、
ふ
さ
わ
し
い
態
度

で
行

動
す

る
。

（
態

度
）

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
５

）
患

者
・

生
活

者
の
基
本
的
権
利
、
自
己
決
定
権
に
つ
い
て
配
慮
す
る
。

（
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
６

）
薬

学
的

管
理

を
実
施
す
る
際
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
７

）
職

務
上

知
り

得
た
情
報
に
つ
い
て
守
秘
義
務
を
遵
守
す
る
。
（
態
度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
③

臨
床

実
習

の
基

礎
】

　
１

）
前

）
病

院
・

薬
局
に
お
け
る
薬
剤
師
業
務
全
体
の
流
れ
を
概
説
で
き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

事
前
実
務
実
習

　
２

）
前

）
病

院
・

薬
局
で
薬
剤
師
が
実
践
す
る
薬
学
的
管
理
の
重
要
性
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

　
３

）
前

）
病

院
薬

剤
部
門
を
構
成
す
る
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
業
務
を
列
挙
し
、

そ
の

内
容

と
関

連
を

概
説

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

　
４

）
前

）
病

院
に

所
属
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
職
種
名
を
列
挙
し
、
そ
の
業

務
内

容
を

相
互

に
関

連
づ

け
て

説
明

　
　

　
で

き
る

。
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

　
５

）
前

）
薬

剤
師

の
関
わ
る
社
会
保
障
制
度
（
医
療
、
福
祉
、
介
護
）
の
概

略
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
〔

Ｂ
（

３
）

①
参
照
〕

薬
事
関
係
法
規

　
６

）
病

院
に

お
け

る
薬
剤
部
門
の
位
置
づ
け
と
業
務
の
流
れ
に
つ
い
て
他
部

門
と

関
連

付
け

て
説

明
で

き
る

。
病
院
実
務
実
習

　
７

）
代

表
的

な
疾

患
の
入
院
治
療
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

病
院
実
務
実
習

　
８

）
入

院
か

ら
退

院
に
至
る
ま
で
入
院
患
者
の
医
療
に
継
続
し
て
関
わ
る
こ

と
が

で
き

る
。

（
態

度
）

病
院
実
務
実
習

　
９

）
急

性
期

医
療

（
救
急
医
療
・
集
中
治
療
・
外
傷
治
療
等
）
や
周
術
期
医

療
に

お
け

る
適

切
な

薬
学

的
管

理
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

救
急
・
災
害
薬
学

病
院
実
務
実
習

　
10
）

周
産

期
医

療
や
小
児
医
療
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

病
院
実
務
実
習

　
11
）

終
末

期
医

療
や
緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

外
来

化
学

療
法
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

保
険

評
価

要
件
を
薬
剤
師
業
務
と
関
連
付
け
て
概
説
す
る
こ
と
が
で

き
る

。
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
14
）

薬
局

に
お

け
る
薬
剤
師
業
務
の
流
れ
を
相
互
に
関
連
付
け
て
説
明
で

き
る

。
薬
局
実
務
実
習

　
15
）

来
局

者
の

調
剤
に
対
し
て
、
処
方
せ
ん
の
受
付
か
ら
薬
剤
の
交
付
に

至
る

ま
で

継
続

し
て

関
わ

る
こ

と
が

　
　

　
で

き
る

。
（

知
識
・
態
度
）

薬
局
実
務
実
習

（
２

）
処

方
せ

ん
に

基
づ

く
調

剤
【

①
法

令
・

規
則

等
の

理
解

と
遵

守
】

〔
Ｂ
（
２
）
、
（
３
）
参
照
〕

　
１

）
前

）
調

剤
業

務
に
関
わ
る
事
項
（
処
方
せ
ん
、
調
剤
録
、
疑
義
照
会
等

）
の

意
義

や
取

り
扱

い
を

法
的

根
拠

　
　

　
に

基
づ

い
て

説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

　
２

）
調

剤
業

務
に

関
わ
る
法
的
文
書
（
処
方
せ
ん
、
調
剤
録
等
）
の
適
切
な

記
載

と
保

存
・

管
理

が
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
３

）
法

的
根

拠
に

基
づ
き
、
一
連
の
調
剤
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
。
（
技

能
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
４

）
保

険
薬

局
と

し
て
必
要
な
条
件
や
設
備
等
を
具
体
的
に
関
連
付
け
て
説

明
で

き
る

。
薬
局
管
理
学

薬
局
実
務
実
習

【
②

処
方

せ
ん

と
疑

義
照

会
】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
使
用
さ
れ
る
医
薬
品
に
つ
い
て
効
能
・
効
果
、

用
法

・
用

量
、

警
告

・
禁

忌
、

副
作

用
、

　
　

　
相

互
作

用
を

列
挙
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

　
２

）
前

）
処

方
オ

ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
概

説
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

　
３

）
前

）
処

方
せ

ん
の
様
式
と
必
要
記
載
事
項
、
記
載
方
法
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

　
４

）
前

）
処

方
せ

ん
の
監
査
の
意
義
、
そ
の
必
要
性
と
注
意
点
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

　
５

）
前

）
処

方
せ

ん
を
監
査
し
、
不
適
切
な
処
方
せ
ん
に
つ
い
て
、
そ
の
理

由
が

説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
６

）
前

）
処

方
せ

ん
等
に
基
づ
き
疑
義
照
会
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

　
７

）
処

方
せ

ん
の

記
載
事
項
（
医
薬
品
名
、
分
量
、
用
法
・
用
量
等
）
が
適

切
で

あ
る

か
確

認
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
８

）
注

射
薬

処
方

せ
ん
の
記
載
事
項
（
医
薬
品
名
、
分
量
、
投
与
速
度
、
投

与
ル

ー
ト

等
）

が
適

切
で

あ
る

か
確

認
　

　
　

で
き

る
。

（
知

識
・
技
能
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
９

）
処

方
せ

ん
の

正
し
い
記
載
方
法
を
例
示
で
き
る
。
（
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

薬
歴

、
診

療
録
、
患
者
の
状
態
か
ら
処
方
が
妥
当
で
あ
る
か
判
断
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

薬
歴

、
診

療
録
、
患
者
の
状
態
か
ら
判
断
し
て
適
切
に
疑
義
照
会
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
③

処
方

せ
ん

に
基

づ
く

医
薬

品
の

調
製

】
　

１
）

前
）

薬
袋

、
薬

札
（
ラ
ベ
ル
）
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
適
切
に
記
入
で

き
る

。
（

技
能

）
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

　
２

）
前

）
主

な
医

薬
品
の
成
分
（
一
般
名
）
、
商
標
名
、
剤
形
、
規
格
等
を

列
挙

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

　
３

）
前

）
処

方
せ

ん
に
従
っ
て
、
計
数
・
計
量
調
剤
が
で
き
る
。
（
技
能
）

基
礎

物
理

学
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

　
４

）
前

）
後

発
医

薬
品
選
択
の
手
順
を
説
明
で
き
る
。

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

調
剤
学
実
習

　
５

）
前

）
代

表
的

な
注
射
剤
・
散
剤
・
水
剤
等
の
配
合
変
化
の
あ
る
組
合
せ

と
そ

の
理

由
を

説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
栄
養
学

　
６

）
前

）
無

菌
操

作
の
原
理
を
説
明
し
、
基
本
的
な
無
菌
操
作
を
実
施
で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

免
疫
／
微
生
物
学
実
習

調
剤
学
実
習

　
７

）
前

）
抗

悪
性

腫
瘍
薬
な
ど
の
取
扱
い
に
お
け
る
ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ
ー
ド
回

避
の

基
本

的
手

技
を

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

技
能

）
調
剤
学
実
習

　
８

）
前

）
処

方
せ

ん
に
基
づ
き
調
剤
さ
れ
た
薬
剤
の
監
査
が
で
き
る
。
（
知

識
・

技
能

）
調
剤
学
実
習

　
９

）
主

な
医

薬
品

の
一
般
名
・
剤
形
・
規
格
か
ら
該
当
す
る
製
品
を
選
択
で

き
る

。
（

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

適
切

な
手

順
で
後
発
医
薬
品
を
選
択
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

処
方

せ
ん

に
従
っ
て
計
数
・
計
量
調
剤
が
で
き
る
。
（
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

錠
剤

の
粉

砕
、
お
よ
び
カ
プ
セ
ル
剤
の
開
封
の
可
否
を
判
断
し
、
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

一
回

量
(一

包
化

）
調
剤
の
必
要
性
を
判
断
し
、
実
施
で
き
る
。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
14
）

注
射

処
方

せ
ん
に
従
っ
て
注
射
薬
調
剤
が
で
き
る
。
（
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
15
）

注
射

剤
・

散
剤
・
水
剤
等
の
配
合
変
化
に
関
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

回
避

方
法

を
列

挙
で

き
る

。
臨
床
栄
養
学

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
16
）

注
射

剤
（

高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
等
）
の
無
菌
的
混
合
操
作
を
実
施
で
き

る
。

（
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
17
）

抗
悪

性
腫

瘍
薬
な
ど
の
取
扱
い
に
お
け
る
ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ
ー
ド
回
避

の
手

技
を

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

　
18
）

特
別

な
注

意
を
要
す
る
医
薬
品
（
劇
薬
・
毒
薬
・
麻
薬
・
向
精
神
薬

・
抗

悪
性

腫
瘍

薬
等

）
の

調
剤

と
適

切
な

　
　

　
取

扱
い

が
で

き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
19
）

調
製

さ
れ

た
薬
剤
に
対
し
て
、
監
査
が
実
施
で
き
る
。
（
知
識
・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
④

患
者

・
来

局
者

応
対

、
服

薬
指

導
、

患
者

教
育

】

  
１

）
前

）
適

切
な

態
度
で
、
患
者
・
来
局
者
と
応
対
で
き
る
。
（
態
度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

事
前
実
務
実
習

　
２

）
前

）
妊

婦
・

授
乳
婦
、
小
児
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
応
対
や
服
薬
指
導
に

お
い

て
、

配
慮

す
べ

き
事

項
を

　
　

　
具

体
的

に
列

挙
で
き
る
。

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

薬
局
管
理
学

個
別
化
医
療
学

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

事
前
実
務
実
習

　
３

）
前

）
患

者
・

来
局
者
か
ら
、
必
要
な
情
報
（
症
状
、
心
理
状
態
、
既
往

歴
、

生
活

習
慣

、
ア

レ
ル

ギ
ー

歴
、

薬
歴

、
　

　
　

副
作

用
歴

等
）

を
適
切
な
手
順
で
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識

・
態

度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

事
前
実
務
実
習

　
４

）
前

）
患

者
・

来
局
者
に
、
主
な
医
薬
品
の
効
能
・
効
果
、
用
法
・
用
量

、
警

告
・

禁
忌

、
副

作
用

、
相

互
作

用
、

　
　

　
保

管
方

法
等

に
つ
い
て
適
切
に
説
明
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

事
前
実
務
実
習

様式4_基礎資料 の 77ページ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
生
活
指
導
項
目
を
列
挙
で

き
る

。
事
前
実
務
実
習

　
６

）
前

）
患

者
・

来
局
者
に
使
用
上
の
説
明
が
必
要
な
製
剤
（
眼
軟
膏
、
坐

剤
、

吸
入

剤
、

自
己

注
射

剤
等

）
の

取
扱

い
　

　
　

方
法

を
説

明
で

き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

薬
局
管
理
学

事
前
実
務
実
習

　
７

）
前

）
薬

歴
・

診
療
録
の
基
本
的
な
記
載
事
項
と
そ
の
意
義
・
重
要
性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

事
前
実
務
実
習

　
８

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
の
症
例
に
つ
い
て
の
患
者
応
対
の
内
容
を
適
切
に

記
録

で
き

る
。

（
技

能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

事
前
実
務
実
習

　
９

）
患

者
・

来
局

者
に
合
わ
せ
て
適
切
な
応
対
が
で
き
る
。
（
態
度
）

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

患
者

・
来

局
者
か
ら
、
必
要
な
情
報
（
症
状
、
心
理
状
態
、
既
往
歴

、
生

活
習

慣
、

ア
レ

ル
ギ

ー
歴

、
薬

歴
、

　
　

　
副

作
用

歴
等

）
を
適
切
な
手
順
で
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

医
師

の
治

療
方
針
を
理
解
し
た
上
で
、
患
者
へ
の
適
切
な
服
薬
指
導

を
実

施
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

患
者

・
来

局
者
の
病
状
や
背
景
に
配
慮
し
、
医
薬
品
を
安
全
か
つ
有

効
に

使
用

す
る

た
め

の
服

薬
指

導
や

　
　

　
患

者
教

育
が

で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

妊
婦

・
授

乳
婦
、
小
児
、
高
齢
者
等
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
患
者
へ

の
服

薬
指

導
に

お
い

て
、

適
切

な
応

対
　

　
　

が
で

き
る

。
（

知
識
・
態
度
）

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
14
）

お
薬

手
帳

、
健
康
手
帳
、
患
者
向
け
説
明
書
等
を
使
用
し
た
服
薬
指

導
が

で
き

る
。

（
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
15
）

収
集

し
た

患
者
情
報
を
薬
歴
や
診
療
録
に
適
切
に
記
録
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
⑤

医
薬

品
の

供
給

と
管

理
】

　
１

）
前

）
医

薬
品

管
理
の
意
義
と
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

薬
局
管
理
学

　
２

）
前

）
医

薬
品

管
理
の
流
れ
を
概
説
で
き
る
。

薬
局
管
理
学

　
３

）
前

）
劇

薬
、

毒
薬
、
麻
薬
、
向
精
神
薬
お
よ
び
覚
醒
剤
原
料
等
の
管
理

と
取

り
扱

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

薬
局
管
理
学

　
４

）
前

）
特

定
生

物
由
来
製
品
の
管
理
と
取
り
扱
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

　
５

）
前

）
代

表
的

な
放
射
性
医
薬
品
の
種
類
と
用
途
、
保
管
管
理
方
法
を
説

明
で

き
る

。
放

射
薬

品
化

学
　

６
）

前
）

院
内

製
剤

の
意
義
、
調
製
上
の
手
続
き
、
品
質
管
理
な
ど
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
局
管
理
学

　
７

）
前

）
薬

局
製

剤
・
漢
方
製
剤
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

薬
局
管
理
学

　
８

）
前

）
医

薬
品

の
品
質
に
影
響
を
与
え
る
因
子
と
保
存
条
件
を
説
明
で
き

る
。

薬
局
管
理
学

　
９

）
医

薬
品

の
供

給
・
保
管
・
廃
棄
に
つ
い
て
適
切
に
実
施
で
き
る
。
（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

医
薬

品
の

適
切
な
在
庫
管
理
を
実
施
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

医
薬

品
の

適
正
な
採
用
と
採
用
中
止
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

劇
薬

・
毒

薬
・
麻
薬
・
向
精
神
薬
お
よ
び
覚
醒
剤
原
料
の
適
切
な
管

理
と

取
り

扱
い

が
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

特
定

生
物

由
来
製
品
の
適
切
な
管
理
と
取
り
扱
い
を
体
験
す
る
。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

【
⑥

安
全

管
理

】
　

１
）

前
）

処
方

か
ら

服
薬
（
投
薬
）
ま
で
の
過
程
で
誤
り
を
生
じ
や
す
い
事

例
を

列
挙

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
前

）
特

に
リ

ス
ク
の
高
い
代
表
的
な
医
薬
品
（
抗
悪
性
腫
瘍
薬
、
糖
尿

病
治

療
薬

、
使

用
制

限
の

あ
る

薬
等

）
　

　
　

の
特

徴
と

注
意

点
を
列
挙
で
き
る
。

医
療
人
の
あ
り
方

　
３

）
前

）
代

表
的

な
イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
）
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト

事
例

を
解

析
し

、
そ

の
原

因
、

リ
ス

ク
　

　
　

を
回

避
す

る
た

め
の
具
体
策
と
発
生
後
の
適
切
な
対
処
法
を
討
議
す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

医
療
人
の
あ
り
方

　
４

）
前

）
感

染
予

防
の
基
本
的
考
え
方
と
そ
の
方
法
が
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

調
剤
学
実
習

　
５

）
前

）
衛

生
的

な
手
洗
い
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
で

き
る

。
（

技
能

）
調
剤
学
実
習

　
６

）
前

）
代

表
的

な
消
毒
薬
の
用
途
、
使
用
濃
度
お
よ
び
調
製
時
の
注
意
点

を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

　
７

）
前

）
医

薬
品

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
を
概
説
で
き
る
。

医
療
人
の
あ
り
方

　
８

）
特

に
リ

ス
ク

の
高
い
代
表
的
な
医
薬
品
（
抗
悪
性
腫
瘍
薬
、
糖
尿
病
治

療
薬

、
使

用
制

限
の

あ
る

薬
等

）
の

　
　

　
安

全
管

理
を

体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
・
態
度
）

医
療
人
の
あ
り
方

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
９

）
調

剤
ミ

ス
を

防
止
す
る
た
め
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
事
項
を
具
体
的
に
説

明
で

き
る

。
医
療
人
の
あ
り
方

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

施
設

内
の

イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
）
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の

事
例

を
も

と
に

、
リ

ス
ク

を
回

避
す

る
　

　
　

た
め

の
具

体
策

と
発
生
後
の
適
切
な
対
処
法
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
医
療
人
の
あ
り
方

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

施
設

内
の

安
全
管
理
指
針
を
遵
守
す
る
。
（
態
度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
12
）

施
設

内
で

衛
生
的
な
手
洗
い
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施

す
る

。
（

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

臨
床

検
体

・
感
染
性
廃
棄
物
を
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
技

能
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

　
14
）

院
内

で
の

感
染
対
策
（
予
防
、
蔓
延
防
止
な
ど
）
に
つ
い
て
具
体
的

な
提

案
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

（
３

）
薬

物
療

法
の

実
践

【
①

患
者

情
報

の
把

握
】

　
１

）
前

）
基

本
的

な
医
療
用
語
、
略
語
の
意
味
を
説
明
で
き
る
。

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
前

）
患

者
お

よ
び
種
々
の
情
報
源
（
診
療
録
、
薬
歴
・
指
導
記
録
、
看

護
記

録
、

お
薬

手
帳

、
持

参
薬

等
）

　
　

　
か

ら
、

薬
物

療
法
に
必
要
な
情
報
を
収
集
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

　
　

　
〔

Ｅ
３

（
２

）
①
参
照
〕

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
前

）
身

体
所

見
の
観
察
・
測
定
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
の
目

的
と

得
ら

れ
た

所
見

の
薬

学
的

管
理

　
　

　
へ

の
活

用
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト

救
急
・
災
害
薬
学

　
４

）
前

）
基

本
的

な
身
体
所
見
を
観
察
・
測
定
し
、
評
価
で
き
る
。
（
知
識

・
技

能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト

救
急
・
災
害
薬
学

　
５

）
基

本
的

な
医

療
用
語
、
略
語
を
適
切
に
使
用
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
６

）
患

者
・

来
局

者
お
よ
び
種
々
の
情
報
源
（
診
療
録
、
薬
歴
・
指
導
記
録

、
看

護
記

録
、

お
薬

手
帳

、
持

参
薬

　
　

　
等

）
か

ら
、

薬
物
療
法
に
必
要
な
情
報
を
収
集
で
き
る
。
（
技
能
・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
７

）
患

者
の

身
体

所
見
を
薬
学
的
管
理
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能

・
態

度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
②

医
薬

品
情

報
の

収
集

と
活

用
】

〔
Ｅ
３
（
１
）
参
照
〕

　
１

）
前

）
薬

物
療

法
に
必
要
な
医
薬
品
情
報
を
収
集
・
整
理
・
加
工
で
き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
施

設
内

に
お

い
て
使
用
で
き
る
医
薬
品
の
情
報
源
を
把
握
し
、
利
用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
３

）
薬

物
療

法
に

対
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
根
拠
に
基
づ
い
た
報
告
書

を
作

成
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
４

）
医

療
ス

タ
ッ

フ
お
よ
び
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
医
薬
品
情
報
提
供
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
５

）
安

全
で

有
効

な
薬
物
療
法
に
必
要
な
医
薬
品
情
報
の
評
価
、
加
工
を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
６

）
緊

急
安

全
性

情
報
、
安
全
性
速
報
、
不
良
品
回
収
、
製
造
中
止
な
ど
の

緊
急

情
報

を
施

設
内

で
適

切
に

取
扱

う
　

　
　

こ
と

が
で

き
る

。
（
知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
③

処
方

設
計

と
薬

物
療

法
の

実
践

（
処

方
設

計
と

提
案

）
】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
対
し
て
、
疾
患
の
重
症
度
等
に
応
じ
て
科
学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
処

方
設

計
が

で
き

る
。

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

個
別
化
医
療
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
前

）
病

態
（

肝
・
腎
障
害
な
ど
）
や
生
理
的
特
性
（
妊
婦
・
授
乳
婦
、

小
児

、
高

齢
者

な
ど

）
等

を
考

慮
し

、
　

　
　

薬
剤

の
選

択
や

用
法
・
用
量
設
定
を
立
案
で
き
る
。

薬
物

治
療

学
Ⅱ

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

個
別
化
医
療
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
前

）
患

者
の

ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
の
評
価
方
法
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
が
良

く
な

い
原

因
と

そ
の

対
処

法
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。
薬
局
管
理
学

　
４

）
前

）
皮

下
注

射
、
筋
肉
内
注
射
、
静
脈
内
注
射
・
点
滴
等
の
基
本
的
な

手
技

を
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

　
５

）
前

）
代

表
的

な
輸
液
の
種
類
と
適
応
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
栄
養
学

　
６

）
前

）
患

者
の

栄
養
状
態
や
体
液
量
、
電
解
質
の
過
不
足
な
ど
が
評
価
で

き
る

。

臨
床
栄
養
学

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト

救
急
・
災
害
薬
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
７

）
代

表
的

な
疾

患
の
患
者
に
つ
い
て
、
診
断
名
、
病
態
、
科
学
的
根
拠
等

か
ら

薬
物

治
療

方
針

を
確

認
で

き
る

。

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

個
別
化
医
療
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
８

）
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン
等
を
確
認
し
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
処
方
を

立
案

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅶ

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

個
別
化
医
療
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
９

）
患

者
の

状
態

（
疾
患
、
重
症
度
、
合
併
症
、
肝
・
腎
機
能
や
全
身
状
態

、
遺

伝
子

の
特

性
、

心
理

・
希

望
等

）
　

　
　

や
薬

剤
の

特
徴

（
作
用
機
序
や
製
剤
的
性
質
等
）
に
基
づ
き
、
適
切
な

処
方

を
提

案
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

薬
物
治
療
学
Ⅶ

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

個
別
化
医
療
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

処
方

設
計

の
提
案
に
際
し
、
薬
物
投
与
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
や
ク
リ
ニ
カ

ル
パ

ス
を

活
用

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

入
院

患
者

の
持
参
薬
に
つ
い
て
、
継
続
・
変
更
・
中
止
の
提
案
が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

　
12
）

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン
ス
向
上
の
た
め
に
、
処
方
変
更
、
調
剤
や
用
法
の
工

夫
が

提
案

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

処
方

提
案

に
際
し
て
、
医
薬
品
の
経
済
性
等
を
考
慮
し
て
、
適
切
な

後
発

医
薬

品
を

選
択

で
き

る
。

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
14
）

処
方

提
案

に
際
し
、
薬
剤
の
選
択
理
由
、
投
与
量
、
投
与
方
法
、
投

与
期

間
等

に
つ

い
て

、
医

師
や

看
護

師
　

　
　

等
に

判
り

や
す

く
説
明
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
④

処
方

設
計

と
薬

物
療

法
の

実
践

（
薬

物
療

法
に

お
け

る
効

果
と

副
作

用
の

評
価

）
】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
医
薬
品
の
効
果
、
副
作
用
に
関
し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

べ
き

症
状

と
検

査
　

　
　

所
見

等
を

具
体

的
に
説
明
で
き
る
。

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
お
け
る
薬
物
療
法
の
評
価
に
必
要
な
患
者
情
報

収
集

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
の
症
例
に
お
け
る
薬
物
治
療
上
の
問
題
点
を
列
挙

し
、

適
切

な
評

価
と

薬
学

的
管

理
の

　
　

　
立

案
を

行
い

、
SO

A
P形

式
等
で
記
録
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
４

）
医

薬
品

の
効

果
と
副
作
用
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
検
査
項
目
と

そ
の

実
施

を
提

案
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

態
度

）

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
５

）
薬

物
血

中
濃

度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
医
薬
品
が
処
方
さ
れ
て
い
る

患
者

に
つ

い
て

、
血

中
濃

度
測

定
の

　
　

　
提

案
が

で
き

る
。
（
知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

　
６

）
薬

物
血

中
濃

度
の
推
移
か
ら
薬
物
療
法
の
効
果
お
よ
び
副
作
用
に
つ
い

て
予

測
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

　
７

）
臨

床
検

査
値

の
変
化
と
使
用
医
薬
品
の
関
連
性
を
説
明
で
き
る
。

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
８

）
薬

物
治

療
の

効
果
に
つ
い
て
、
患
者
の
症
状
や
検
査
所
見
な
ど
か
ら
評

価
で

き
る

。
実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
９

）
副

作
用

の
発

現
に
つ
い
て
、
患
者
の
症
状
や
検
査
所
見
な
ど
か
ら
評
価

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

薬
物

治
療

の
効
果
、
副
作
用
の
発
現
、
薬
物
血
中
濃
度
等
に
基
づ
き

、
医

師
に

対
し

、
薬

剤
の

種
類

、
投

与
量

、
　

　
　

投
与

方
法

、
投

与
期
間
等
の
変
更
を
提
案
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

　
11
）

報
告

に
必

要
な
要
素
（
5
W1

H
）
に
留
意
し
て
、
収
集
し
た
患
者
情
報

を
正

確
に

記
載

で
き

る
。

（
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
12
）

患
者

の
薬

物
治
療
上
の
問
題
点
を
列
挙
し
、
適
切
な
評
価
と
薬
学
的

管
理

の
立

案
を

行
い

、
SO
AP
形

式
等

で
　

　
　

適
切

に
記

録
す

る
。
（
知
識
・
技
能
）

実
践
医
療
薬
学
Ⅰ

（
選
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

医
薬

品
・

医
療
機
器
等
安
全
性
情
報
報
告
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記

載
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

（
４

）
チ

ー
ム

医
療

へ
の

参
画

 
〔
Ａ
（
４
）
参
照
〕

【
①

医
療

機
関

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
】

　
１

）
前

）
チ

ー
ム

医
療
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
重
要
性
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

医
療

専
門

職
連

携
導

入
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

　
２

）
前

）
多

様
な

医
療
チ
ー
ム
の
目
的
と
構
成
、
構
成
員
の
役
割
を
説
明
で

き
る

。
医

療
専

門
職

連
携

導
入

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

　
３

）
前

）
病

院
と

地
域
の
医
療
連
携
の
意
義
と
具
体
的
な
方
法
（
連
携
ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
、

退
院

時
共

同
指

導
、

病
院

・
　

　
　

薬
局

連
携

、
関

連
施
設
と
の
連
携
等
）
を
説
明
で
き
る
。

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
４

）
薬

物
療

法
上

の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、
他
の
薬
剤
師
お
よ
び
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
　

　
　

と
連

携
で

き
る

。
（
態
度
）

病
院
実
務
実
習

　
５

）
医

師
・

看
護

師
等
の
他
職
種
と
患
者
の
状
態
（
病
状
、
検
査
値
、
ア
レ

ル
ギ

ー
歴

、
心

理
、

生
活

環
境

等
）

、
　

　
　

治
療

 
開

始
後

の
変
化
（
治
療
効
果
、
副
作
用
、
心
理
状
態
、
QO

L等
）

の
情

報
を

共
有

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

　
６

）
医

療
チ

ー
ム

の
一
員
と
し
て
、
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と

患
者

の
治

療
目

標
と

治
療

方
針

に
　

　
　

つ
い

て
討

議
（

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
患
者
回
診
へ
の
参
加
等
）
す
る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

　
７

）
医

師
・

看
護

師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
・
協
力
し
て
、
患
者
の
最

善
の

治
療

・
ケ

ア
提

案
を

体
験

す
る

。
　

　
　

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

　
８

）
医

師
・

看
護

師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
て
退
院
後
の
治
療
・
ケ

ア
の

計
画

を
検

討
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

　
９

）
病

院
内

の
多

様
な
医
療
チ
ー
ム
（
IC

T、
NS

T
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
、

褥
瘡

チ
ー

ム
等

）
の

活
動

に
薬

剤
師

の
立

場
　

　
　

で
参

加
で

き
る

。
（
知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

【
②

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
】

　
１

）
前

）
地

域
の

保
健
、
医
療
、
福
祉
に
関
わ
る
職
種
と
そ
の
連
携
体
制
（

地
域

包
括

ケ
ア

）
お

よ
び

そ
の

意
義

に
　

　
　

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

  
２

）
前

）
地

域
に

お
け
る
医
療
機
関
と
薬
局
薬
剤
師
の
連
携
の
重
要
性
を

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

  
３

）
地

域
に

お
け

る
医
療
機
関
と
薬
局
薬
剤
師
の
連
携
を
体
験
す
る
。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

  
４

）
地

域
医

療
を

担
う
職
種
間
で
地
域
住
民
に
関
す
る
情
報
共
有
を
体
験

す
る

。
（

技
能

・
態

度
）

薬
局
実
務
実
習

（
５

）
地

域
の

保
健

・
医

療
・

福
祉

へ
の

参
画

 〔
Ｂ
（
４
）
参
照
〕

【
①

在
宅

（
訪

問
）

医
療

・
介

護
へ

の
参

画
】

　
１

）
前

）
在

宅
医

療
・
介
護
の
目
的
、
仕
組
み
、
支
援
の
内
容
を
具
体
的
に

説
明

で
き

る
。

薬
局
管
理
学

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
２

）
前

）
在

宅
医

療
・
介
護
を
受
け
る
患
者
の
特
色
と
背
景
を
説
明
で
き
る

。
薬
局
管
理
学

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
３

）
前

）
在

宅
医

療
・
介
護
に
関
わ
る
薬
剤
師
の
役
割
と
そ
の
重
要
性
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
局
管
理
学

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
４

）
在

宅
医

療
・

介
護
に
関
す
る
薬
剤
師
の
管
理
業
務
（
訪
問
薬
剤
管
理
指

導
業

務
、

居
宅

療
養

管
理

指
導

業
務

）
　

　
　

を
体

験
す

る
。

（
知
識
・
態
度
）

薬
局
実
務
実
習

５
）

地
域

に
お

け
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

や
介

護
支

援
専

門
員

等
の

活
動

と
薬

剤
師

と
の

関
わ

り
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
　

　
　

　
態

度
）

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

薬
局
実
務
実
習

　
６

）
在

宅
患

者
の

病
状
（
症
状
、
疾
患
と
重
症
度
、
栄
養
状
態
等
）
と
そ
の

変
化

、
生

活
環

境
等

の
情

報
収

集
と

　
　

　
報

告
を

体
験

す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

薬
局
実
務
実
習

【
②

地
域

保
健

（
公

衆
衛

生
、

学
校

薬
剤

師
、

啓
発

活
動

）
へ

の
参

画
】

　
１

）
前

）
地

域
保

健
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
代
表
的
な
活
動
（
薬
物
乱

用
防

止
、

自
殺

防
止

、
感

染
予

防
、

　
　

　
ア

ン
チ

ド
ー

ピ
ン
グ
活
動
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

予
防
医
学
・
セ
ル
フ
ケ

ア
演
習

　
２

）
前

）
公

衆
衛

生
に
求
め
ら
れ
る
具
体
的
な
感
染
防
止
対
策
を
説
明
で
き

る
。

微
生

物
学

　
３

）
学

校
薬

剤
師

の
業
務
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
局
実
務
実
習

　
４

）
地

域
住

民
の

衛
生
管
理
（
消
毒
、
食
中
毒
の
予
防
、
日
用
品
に
含
ま
れ

る
化

学
物

質
の

誤
嚥

誤
飲

の
予

防
　

　
　

等
）

に
お

 け
る
薬
剤
師
活
動
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
局
実
務
実
習

【
③

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

実
践

】
〔
Ｅ
２

（
９

）
参

照
〕

  
１

）
前

）
現

在
の

医
療
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
、
セ
ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
重

要
性

を
討

議
　

　
　

す
る

。
（

態
度

）
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

一
般
用
医
薬
品
学

(O
TC
)

  
２

）
前

）
代

表
的

な
症
候
（
頭
痛
・
腹
痛
・
発
熱
等
）
を
示
す
来
局
者
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
収

集
と

疾
患

　
　

　
の

推
測

、
適

切
な
対
応
の
選
択
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

  
３

）
前

）
代

表
的

な
症
候
に
対
す
る
薬
局
製
剤
（
漢
方
製
剤
含
む
）
、
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

の
適

切
　

　
　

な
取

り
扱

い
と

説
明
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

  
４

）
前

）
代

表
的

な
生
活
習
慣
の
改
善
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ

一
般
用
医
薬
品
学

(O
TC
)

  
５

）
薬

局
製

剤
（

漢
方
製
剤
含
む
）
、
要
指
導
医
薬
品
・
一
般
用
医
薬
品

、
健

康
食

品
、

サ
プ

リ
メ

ン
ト

、
医

療
　

　
　

機
器

等
を

リ
ス

ク
に
応
じ
適
切
に
取
り
扱
い
、
管
理
で
き
る
。
（
技
能

・
態

度
）

漢
方
医
薬
学
総
論

薬
局
実
務
実
習

  
６

）
来

局
者

か
ら

収
集
し
た
情
報
や
身
体
所
見
な
ど
に
基
づ
き
、
来
局
者

の
病

状
（

疾
患

、
重

症
度

等
）

や
体

調
　

　
　

を
推

測
で

き
る

。
（
知
識
・
態
度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

薬
局
実
務
実
習

  
７

）
来

局
者

に
対

し
て
、
病
状
に
合
わ
せ
た
適
切
な
対
応
（
医
師
へ
の
受

診
勧

奨
、

救
急

対
応

、
要

指
導

医
薬

品
・

　
　

　
一

般
用

医
薬

品
お
よ
び
検
査
薬
な
ど
の
推
奨
、
生
活
指
導
等
）
を
選
択

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬
局
実
務
実
習

  
８

）
選

択
し

た
薬

局
製
剤
（
漢
方
製
剤
含
む
）
、
要
指
導
医
薬
品
・
一
般

用
医

薬
品

、
健

康
食

品
、

サ
プ

リ
メ

ン
ト

、
　

　
　

医
療

機
器

等
の

使
用
方
法
や
注
意
点
な
ど
を
来
局
者
に
適
切
に
判
り
や

す
く

説
明

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
漢
方
医
薬
学
総
論

薬
局
実
務
実
習

  
９

）
疾

病
の

予
防

お
よ
び
健
康
管
理
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
体
験
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬
局
実
務
実
習

【
④

災
害

時
医

療
と

薬
剤

師
】

　
１

）
前

）
災

害
時

医
療
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

救
急
・
災
害
薬
学

　
２

）
災

害
時

に
お

け
る
地
域
の
医
薬
品
供
給
体
制
・
医
療
救
護
体
制
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
救
急
・
災
害
薬
学

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
３

）
災

害
時

に
お

け
る
病
院
・
薬
局
と
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
討
議
す
る

。
（

態
度

）
救
急
・
災
害
薬
学

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

G
　

薬
学

研
究

（
１

）
薬

学
に

お
け

る
研

究
の

位
置

づ
け

　
１

）
基

礎
か

ら
臨

床
に
至
る
研
究
の
目
的
と
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
療
人
の
あ
り
方

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

  
２

）
研

究
に

は
自

立
性
と
独
創
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

医
療
人
の
あ
り
方

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
３

）
現

象
を

客
観

的
に
捉
え
る
観
察
眼
を
も
ち
、
論
理
的
に
思
考
で
き
る
。

（
知

識
・

技
能

・
態

度
）

生
体

機
能

調
節

学
分

子
生

物
学

Ⅰ
生

化
学

・
分

子
生

物
学

・
病

態
生

化
学

実
習

医
療
人
の
あ
り
方

薬
理
学
・
薬
物
治
療
学

実
習

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
４

）
新

た
な

課
題

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
創
造
的
精
神
を
養
う
。
（
態
度
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

（
２

）
研

究
に

必
要

な
法

規
範

と
倫

理
  
１

）
自

ら
が

実
施

す
る
研
究
に
係
る
法
令
、
指
針
に
つ
い
て
概
説
で
き
る

。
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
２

）
研

究
の

実
施

、
患
者
情
報
の
取
扱
い
等
に
お
い
て
配
慮
す
べ
き
事
項
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

  
３

）
正

義
性

、
社

会
性
、
誠
実
性
に
配
慮
し
、
法
規
範
を
遵
守
し
て
研
究

に
取

り
組

む
。

（
態

度
）

A-
(2
)-
④

-3
再

掲
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

（
３

）
研

究
の

実
践

　
１

）
研

究
課

題
に

関
す
る
国
内
外
の
研
究
成
果
を
調
査
し
、
読
解
、
評
価
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

  
２

）
課

題
達

成
の

た
め
に
解
決
す
べ
き
問
題
点
を
抽
出
し
、
研
究
計
画
を

立
案

す
る

。
（

知
識

・
技

能
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

  
３

）
研

究
計

画
に

沿
っ
て
、
意
欲
的
に
研
究
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
・

態
度

）
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
４

）
研

究
の

各
プ

ロ
セ
ス
を
適
切
に
記
録
し
、
結
果
を
考
察
す
る
。
（
知
識

・
技

能
・

態
度

）
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
５

）
研

究
成

果
の

効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
適
切
な
質
疑

応
答

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
６

）
研

究
成

果
を

報
告
書
や
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
技

能
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究
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（
基
礎
資
料
２
）
平
成
25

年
度
改
訂
版
・
薬
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

Ｓ
Ｂ

Ｏ
ｓ

を
実

施
す

る
科

目
（

20
15

～
20

18
（

平
成

27
～

30
）

年
度

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

）

　
　

　
２

　
同

じ
科

目
名
が
連
続
す
る
場
合
は
セ
ル
を
結
合
し
て
記
入
す
る
こ

と
も

で
き

ま
す

。

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

Ａ
　

基
本

事
項

（
１

）
薬

剤
師

の
使

命
【

①
医

療
人

と
し

て
】

　
１

）
常

に
患

者
・

生
活
者
の
視
点
に
立
ち
、
医
療
の
担
い
手
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い

態
度

で
行

動
す

る
。

（
態

度
）

生
命

倫
理

学
早

期
体

験
学

習
医
療
倫
理

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

  
２

）
患

者
・

生
活

者
の
健
康
の
回
復
と
維
持
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と

へ
の

責
任

感
を

持
つ

。
（

態
度

）
生

命
倫

理
学

早
期

体
験

学
習

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
倫
理

薬
物
治
療
学
Ⅱ

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
３

）
チ

ー
ム

医
療

や
地
域
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
担
う
一
員
と
し
て
の
責
任

を
自

覚
し

行
動

す
る

。
（

態
度

）
生

命
倫

理
学

早
期

体
験

学
習

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
倫
理

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
４

）
患

者
・

患
者

家
族
・
生
活
者
が
求
め
る
医
療
人
に
つ
い
て
、
自
ら
の
考

え
を

述
べ

る
。

（
知

識
・

態
度

）
生

命
倫

理
学

早
期

体
験

学
習

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
倫
理

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
５

）
生

と
死

を
通

し
て
、
生
き
る
意
味
や
役
割
に
つ
い
て
、
自
ら
の
考
え
を

述
べ

る
。

（
知

識
・

態
度

）
生

命
倫

理
学

早
期

体
験

学
習

医
療
倫
理

　
６

）
一

人
の

人
間

と
し
て
、
自
分
が
生
き
て
い
る
意
味
や
役
割
を
問
い
直
し

、
自

ら
の

考
え

を
述

べ
る

。
（

知
識

・
態

度
）

生
命

倫
理

学
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
倫
理

　
７

）
様

々
な

死
生

観
・
価
値
観
・
信
条
等
を
受
容
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て

、
自

ら
の

言
葉

で
説

明
す

る
。

　
　

　
（

知
識

・
 態

度
）

生
命

倫
理

学
医
療
倫
理

【
②

薬
剤

師
が

果
た

す
べ

き
役

割
】

　
１

）
患

者
・

生
活

者
の
た
め
に
薬
剤
師
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
自
覚
す
る
。

（
態

度
）

生
命

倫
理

学
薬

学
入

門
早

期
体

験
学

習
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

医
療
倫
理

薬
物
治
療
学
Ⅱ

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
２

）
薬

剤
師

の
活

動
分
野
（
医
療
機
関
、
薬
局
、
製
薬
企
業
、
衛
生
行
政
等

）
と

社
会

に
お

け
る

役
割

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。

生
命

倫
理

学
薬

学
入

門
早

期
体

験
学

習
医
療
倫
理

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
３

）
医

薬
品

の
適

正
使
用
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ

ィ
カ

ル
ケ

ア
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

　
４

）
医

薬
品

の
効

果
が
確
率
論
的
で
あ
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
。

薬
学

入
門

統
計
学

　
５

）
医

薬
品

の
創

製
（
研
究
開
発
、
生
産
等
）
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

命
倫

理
学

薬
学

入
門

医
療
倫
理

６
）

健
康

管
理

、
疾

病
予

防
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
及

び
公

衆
衛

生
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
衛

生
薬

学
Ⅰ

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

薬
事
関
係
法
規

　
７

）
薬

物
乱

用
防

止
、
自
殺
防
止
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

８
）

現
代

社
会

が
抱

え
る

課
題

（
少

子
・

超
高

齢
社

会
等

）
に

対
し

て
、

薬
剤

師
が

果
た

す
べ

き
役

割
を

提
案

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

生
命

倫
理

学
薬

学
入

門
衛

生
薬

学
Ⅰ

医
療
倫
理

医
学
概
論

【
③

患
者

安
全

と
薬

害
の

防
止

】
　

１
）

医
薬

品
の

リ
ス

ク
を
認
識
し
、
患
者
を
守
る
責
任
と
義
務
を
自
覚
す
る

。
（

態
度

）
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

薬
物
治
療
学
Ⅱ

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
２

）
Ｗ

Ｈ
Ｏ

に
よ

る
患
者
安
全
の
考
え
方
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
３

）
医

療
に

関
す

る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
薬
剤
師
の
責
任
と
義

務
を

説
明

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

　
４

）
医

薬
品

が
関

わ
る
代
表
的
な
医
療
過
誤
や
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
事
例
を
列

挙
し

、
そ

の
原

因
と

防
止

策
を

説
明

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

　
５

）
重

篤
な

副
作

用
の
例
に
つ
い
て
、
患
者
や
家
族
の
苦
痛
を
理
解
し
、
こ

れ
ら

を
回

避
す

る
た

め
の

手
段

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
医
療
人
の
あ
り
方

　
６

）
代

表
的

な
薬

害
の
例
（
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ス
モ
ン
、
非
加
熱
血
液
製
剤

、
ソ

リ
ブ

ジ
ン

等
）

に
つ

い
て

、
そ

の
原

因
と

社
会

的
背

景
及

び
そ

の
後

の
対
応
を
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅱ
薬
事
関
係
法
規

　
７

）
代

表
的

な
薬

害
に
つ
い
て
、
患
者
や
家
族
の
苦
痛
を
理
解
し
、
こ
れ
ら

を
回

避
す

る
た

め
の

手
段

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
医
療
人
の
あ
り
方

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

【
④

薬
学

の
歴

史
と

未
来

】
　

１
）

薬
学

の
歴

史
的

な
流
れ
と
医
療
に
お
い
て
薬
学
が
果
た
し
て
き
た
役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

医
学
概
論

　
２

）
薬

物
療

法
の

歴
史
と
、
人
類
に
与
え
て
き
た
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

薬
学

入
門

微
生

物
学

Ⅰ
医
学
概
論

　
３

）
薬

剤
師

の
誕

生
か
ら
現
在
ま
で
の
役
割
の
変
遷
の
歴
史
（
医
薬
分
業
を

含
む

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
　

４
）

将
来

の
薬

剤
師

と
薬
学
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
知
識

・
態

度
）

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

（
２

）
薬

剤
師

に
求

め
ら

れ
る

倫
理

観
【

①
生

命
倫

理
】

　
１

）
生

命
の

尊
厳

に
つ
い
て
、
自
ら
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
。
（
知
識
・
態

度
）

生
命

倫
理

学
医
療
倫
理

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
２

）
生

命
倫

理
の

諸
原
則
（
自
律
尊
重
、
無
危
害
、
善
行
、
正
義
等
）
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
命

倫
理

学
医
療
倫
理

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

[注
]　

１
　

平
成

25
年

度
改
訂
版
・
薬
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の

Ｓ
Ｂ

Ｏ
ｓ

に
該

当
す

る
内

容
の

必
修

科
目

名
を

（
シ

ラ
バ

ス
の

名
称

、
選

択
科

目
の

場
合

（
選

）
を
つ
け
る
）
実
施
学
年
の
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
生

と
死

に
関

わ
る
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て
討
議
し
、
自
ら
の
考
え
を
述

べ
る

。
（

知
識

・
態

度
）

生
命

倫
理

学
医
療
倫
理

　
４

）
科

学
技

術
の

進
歩
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
生
命
観
の
変
遷
に
つ
い

て
概

説
で

き
る

。
生

命
倫

理
学

医
療
倫
理

【
②

医
療

倫
理

】

　
１

）
医

療
倫

理
に

関
す
る
規
範
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
等
）
に
つ
い
て
概
説
で

き
る

。
生

命
倫

理
学

薬
事
関
係
法
規

医
療
倫
理

医
学
概
論

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
２

）
薬

剤
師

が
遵

守
す
べ
き
倫
理
規
範
（
薬
剤
師
綱
領
、
薬
剤
師
倫
理
規
定

等
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

医
学
概
論

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
３

）
医

療
の

進
歩

に
伴
う
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
命

倫
理

学
医
療
倫
理

医
学
概
論

【
③

患
者

の
権

利
】

　
１

）
患

者
の

価
値

観
、
人
間
性
に
配
慮
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
。

（
態

度
）

生
命

倫
理

学
医
療
倫
理

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
２

）
患

者
の

基
本

的
権
利
の
内
容
（
リ
ス
ボ
ン
宣
言
等
）
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
生

命
倫

理
学

医
療
倫
理

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
３

）
患

者
の

自
己

決
定
権
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
意
義
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

命
倫

理
学

医
療
倫
理

医
学
概
論

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
４

）
知

り
得

た
情

報
の
守
秘
義
務
と
患
者
等
へ
の
情
報
提
供
の
重
要
性
を
理

解
し

、
適

切
な

取
扱

い
が

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
 技

能
・
態
度
）

生
命

倫
理

学
早

期
体

験
学

習
薬
事
関
係
法
規

医
療
倫
理

医
学
概
論

【
④

研
究

倫
理

】

　
１

）
臨

床
研

究
に

お
け
る
倫
理
規
範
（
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
等
）
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
生

命
倫

理
学

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
倫
理

医
学
概
論

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
２

）
「

ヒ
ト

を
対

象
と
す
る
研
究
に
お
い
て
遵
守
す
べ
き
倫
理
指
針
」
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

生
命

倫
理

学
薬
事
関
係
法
規

医
療
倫
理

医
学
概
論

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
正

義
性

、
社

会
性
、
誠
実
性
に
配
慮
し
、
法
規
範
を
遵
守
し
て
研
究
に

取
り

組
む

。
（

態
度

）
生

命
倫

理
学

医
療
倫
理

（
３

）
信

頼
関

係
の

構
築

【
①

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
】

　
１

）
意

思
、

情
報

の
伝
達
に
必
要
な
要
素
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
学

入
門

早
期

体
験

学
習

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン

　
２

）
言

語
的

及
び

非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
薬

学
入

門
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

３
）

相
手

の
立

場
、

文
化

、
習

慣
等

に
よ

っ
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
在

り
方

が
異

な
る

こ
と

を
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン

　
４

）
対

人
関

係
に

影
響
を
及
ぼ
す
心
理
的
要
因
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン

　
５

）
相

手
の

心
理

状
態
と
そ
の
変
化
に
配
慮
し
、
対
応
す
る
。
（
態
度
）

薬
学

入
門

早
期

体
験

学
習

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン

　
６

）
自

分
の

心
理

状
態
を
意
識
し
て
、
他
者
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（

態
度

）
薬

学
入

門
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
７

）
適

切
な

聴
き

方
、
質
問
を
通
じ
て
相
手
の
考
え
や
感
情
を
理
解
す
る
よ

う
に

努
め

る
。

（
技

能
・

態
度

）
薬

学
入

門
早

期
体

験
学

習
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン

　
８

）
適

切
な

手
段

に
よ
り
自
分
の
考
え
や
感
情
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

生
物

学
実

験
薬

学
入

門
早

期
体

験
学

習
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
９

）
他

者
の

意
見

を
尊
重
し
、
協
力
し
て
よ
り
よ
い
解
決
法
を
見
出
す
こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）
生

物
学

実
験

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

【
②

患
者

・
生

活
者

と
薬

剤
師

】

　
１

）
患

者
や

家
族

、
周
囲
の
人
々
の
心
身
に
及
ぼ
す
病
気
や
ケ
ア
の
影
響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン

　
２

）
患

者
・

家
族

・
生
活
者
の
心
身
の
状
態
や
多
様
な
価
値
観
に
配
慮
し
て

行
動

す
る

。
（

態
度

）
生

命
倫

理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン

医
療
倫
理

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

（
４

）
多

職
種

連
携

協
働

と
チ

ー
ム

医
療

　
１

）
保

健
、

医
療

、
福
祉
、
介
護
に
お
け
る
多
職
種
連
携
協
働
及
び
チ
ー
ム

医
療

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
早

期
体

験
学

習
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ズ
ム

Ⅰ
医
療
人
の
あ
り
方

医
学
概
論

　
２

）
多

職
種

連
携

協
働
に
関
わ
る
薬
剤
師
、
各
職
種
及
び
行
政
の
役
割
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

早
期

体
験

学
習

医
療
人
の
あ
り
方

　
３

）
チ

ー
ム

医
療

に
関
わ
る
薬
剤
師
、
各
職
種
、
患
者
・
家
族
の
役
割
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

早
期

体
験

学
習

医
療
人
の
あ
り
方

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
４

）
自

己
の

能
力

の
限
界
を
認
識
し
、
状
況
に
応
じ
て
他
者
に
協
力
・
支
援

を
求

め
る

。
（

態
度

）
早

期
体

験
学

習
医
療
人
の
あ
り
方

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン

５
）

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

と
情

報
共

有
の

重
要

性
を

理
解

し
、

チ
ー

ム
の

一
員

と
し

て
の

役
割

を
積

極
的

に
果

た
す

よ
う

に
努

め
る

。
（

知
識

・
態

度
）

早
期

体
験

学
習

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

（
５

）
自

己
研

鑽
と

次
世

代
を

担
う

人
材

の
育

成
【

①
学

習
の

在
り

方
】

１
）

医
療

・
福

祉
・

医
薬

品
に

関
わ

る
問

題
、

社
会

的
動

向
、

科
学

の
進

歩
に

常
に

目
を

向
け

、
自

ら
課

題
を

見
出

し
、

解
決

に
向

け
て

努
力

す
る

。
（
態
度
）

薬
学

入
門

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
講

義
、

国
内

外
の
教
科
書
・
論
文
、
検
索
情
報
等
の
内
容
に
つ
い
て
、

重
要

事
項

や
問

題
点

を
抽

出
で

き
る

。
（

技
能

）
薬

学
入

門
薬
物
治
療
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
必

要
な

情
報

を
的
確
に
収
集
し
、
信
憑
性
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
。
（

知
識

・
技

能
）

臨
床
薬
剤
学
実
習

薬
物
治
療
学
Ⅱ

　
４

）
得

ら
れ

た
情

報
を
論
理
的
に
統
合
・
整
理
し
、
自
ら
の
考
え
と
と
も
に

分
か

り
や

す
く

表
現

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
学

入
門

薬
物
治
療
学
Ⅱ

５
）

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
情

報
が

持
つ

意
味

・
特

徴
を

知
り

、
情

報
倫

理
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
配

慮
し

て
活

用
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

臨
床
薬
剤
学
実
習

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
②

薬
学

教
育

の
概

要
】

　
１

）
「

薬
剤

師
と

し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資
質
」
に
つ
い
て
、
具
体
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
２

）
薬

学
が

総
合

科
学
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
薬
剤
師
の
役
割
と
学
習
内

容
を

関
連

づ
け

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬

学
入

門
薬
事
関
係
法
規

【
③

生
涯

学
習

】

　
１

）
生

涯
に

わ
た

っ
て
自
ら
学
習
す
る
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
意
義
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

薬
事
関
係
法
規

薬
物
治
療
学
Ⅱ

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
２

）
生

涯
に

わ
た

っ
て
継
続
的
に
学
習
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
収
集
で

き
る

。
（

技
能

）
情

報
処

理
入

門
薬

学
入

門
薬
事
関
係
法
規

【
④

次
世

代
を

担
う

人
材

の
育

成
】

　
１

）
薬

剤
師

の
使

命
に
後
輩
等
の
育
成
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
識
し
、
ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
な

る
よ

う
に

努
め

る
。

（
態

度
）

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
２

）
後

輩
等

へ
の

適
切
な
指
導
を
実
践
す
る
。
（
技
能
・
態
度
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

Ｂ
　

薬
学

と
社

会
（

１
）

人
と

社
会

に
関

わ
る

薬
剤

師
　

１
）

人
の

行
動

が
ど

の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
人

・
社

会
が

医
薬
品
に
対
し
て
抱
く
考
え
方
や
思
い
の
多
様
性
に
つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
３

）
人

・
社

会
の

視
点
か
ら
薬
剤
師
を
取
り
巻
く
様
々
な
仕
組
み
と
規
制
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
４

）
薬

剤
師

が
倫

理
規
範
や
法
令
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
討
議
す

る
。

（
態

度
）

薬
事
関
係
法
規

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

　
５

）
倫

理
規

範
や

法
令
に
則
し
た
行
動
を
取
る
。
（
態
度
）

医
療
人
の
あ
り
方

薬
事
関
係
法
規

（
２

）
薬

剤
師

と
医

薬
品

等
に

係
る

法
規

範
【

①
薬

剤
師

の
社

会
的

位
置

づ
け

と
責

任
に

係
る

法
規

範
】

　
１

）
薬

剤
師

に
関

わ
る
法
令
と
そ
の
構
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
薬

剤
師

免
許

に
関
す
る
薬
剤
師
法
の
規
定
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
薬

剤
師

の
任

務
や
業
務
に
関
す
る
薬
剤
師
法
の
規
定
と
そ
の
意
義
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

　
４

）
薬

剤
師

以
外

の
医
療
職
種
の
任
務
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
概

説
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

　
５

）
医

療
の

理
念

と
医
療
の
担
い
手
の
責
務
に
関
す
る
医
療
法
の
規
定
と
そ

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

　
６

）
医

療
提

供
体

制
に
関
す
る
医
療
法
の
規
定
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
７

）
個

人
情

報
の

取
扱
い
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
８

）
薬

剤
師

の
刑

事
責
任
、
民
事
責
任
（
製
造
物
責
任
を
含
む
）
に
つ
い
て

概
説

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

【
②

医
薬

品
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
に

係
る

法
規

範
】

１
）

「
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
の

目
的

及
び

医
薬

品
等

（
医

薬
品

（
薬

局
医
薬
品

、
要
指

導
医
薬

品
、
一

般
用

医
薬

品
）

、
医

薬
部

外
品

、
化

粧
品

、
医

療
機

器
、

再
生

医
療

等
製

品
）

の
定

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

　
２

）
医

薬
品

の
開

発
か
ら
承
認
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
法
規
範
に
つ
い
て
概
説

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
治

験
の

意
義

と
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
医

薬
品

等
の

製
造
販
売
及
び
製
造
に
係
る
法
規
範
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
５

）
製

造
販

売
後

調
査
制
度
及
び
製
造
販
売
後
安
全
対
策
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
６

）
薬

局
、

医
薬

品
販
売
業
及
び
医
療
機
器
販
売
業
に
係
る
法
規
範
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

７
）

医
薬

品
等

の
取

扱
い

に
関

す
る

「
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
の

規
定

に
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
８

）
日

本
薬

局
方

の
意
義
と
構
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
９

）
生

物
由

来
製

品
の
取
扱
い
と
血
液
供
給
体
制
に
係
る
法
規
範
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
10
）

健
康

被
害

救
済
制
度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
11
）

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
必
要
性
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

【
③

特
別

な
管

理
を

要
す

る
薬

物
等

に
係

る
法

規
範

】
　

１
）

麻
薬

、
向

精
神

薬
、
覚
醒
剤
原
料
等
の
取
扱
い
に
係
る
規
定
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
覚

醒
剤

、
大

麻
、
あ
へ
ん
、
指
定
薬
物
等
の
乱
用
防
止
規
制
に
つ
い
て

概
説

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
毒

物
劇

物
の

取
扱
い
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

（
３

）
社

会
保

障
制

度
と

医
療

経
済

【
①

医
療

、
福

祉
、

介
護

の
制

度
】

　
１

）
日

本
の

社
会

保
障
制
度
の
枠
組
み
と
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
医

療
保

険
制

度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

医
学
概
論

　
３

）
療

養
担

当
規

則
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
４

）
公

費
負

担
医

療
制
度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

医
学
概
論
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
介

護
保

険
制

度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

医
学
概
論

　
６

）
薬

価
基

準
制

度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
７

）
調

剤
報

酬
、

診
療
報
酬
及
び
介
護
報
酬
の
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

【
②

医
薬

品
と

医
療

の
経

済
性

】
　

１
）

医
薬

品
の

市
場

の
特
徴
と
流
通
の
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
国

民
医

療
費

の
動
向
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
後

発
医

薬
品

と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
４

）
薬

物
療

法
の

経
済
評
価
手
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

（
４

）
地

域
に

お
け

る
薬

局
と

薬
剤

師
【

①
地

域
に

お
け

る
薬

局
の

役
割

】
　

１
）

地
域

に
お

け
る

薬
局
の
機
能
と
業
務
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
医

薬
分

業
の

意
義
と
動
向
を
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
か

か
り

つ
け

薬
局
・
薬
剤
師
に
よ
る
薬
学
的
管
理
の
意
義
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

　
４

）
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
薬
局
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

　
５

）
災

害
時

の
薬

局
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

医
学
概
論

　
６

）
医

療
費

の
適

正
化
に
薬
局
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

【
②

地
域

に
お

け
る

保
健

、
医

療
、

福
祉

の
連

携
体

制
と

薬
剤

師
】

　
１

）
地

域
包

括
ケ

ア
の
理
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
係
法
規

　
２

）
在

宅
医

療
及

び
居
宅
介
護
に
お
け
る
薬
局
と
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

薬
事
関
係
法
規

　
３

）
学

校
薬

剤
師

の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
薬
事
関
係
法

衛
生
薬
学
実
習

　
４

）
地

域
の

保
健

、
医
療
、
福
祉
に
お
い
て
利
用
可
能
な
社
会
資
源
に
つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬
事
関
係
法
規

　
５

）
地

域
か

ら
求

め
ら
れ
る
医
療
提
供
施
設
、
福
祉
施
設
及
び
行
政
と
の
連

携
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬
事
関
係
法
規

Ｃ
　

薬
学

基
礎

C
1
　

物
質

の
物

理
的

性
質

（
１

）
物

質
の

構
造

【
①

化
学

結
合

】
　

１
）

化
学

結
合

の
様

式
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

　
２

）
分

子
軌

道
の

基
本
概
念
お
よ
び
軌
道
の
混
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

　
３

）
共

役
や

共
鳴

の
概
念
を
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

【
②

分
子

間
相

互
作

用
】

　
１

）
フ

ァ
ン

デ
ル

ワ
ー
ル
ス
力
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

　
２

）
静

電
相

互
作

用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ

　
３

）
双

極
子

間
相

互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

４
）

分
散

力
に

つ
い

て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

　
５

）
水

素
結

合
に

つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

　
６

）
電

荷
移

動
相

互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

　
７

）
疎

水
性

相
互

作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
【

③
原

子
・

分
子

の
挙

動
】

　
１

）
電

磁
波

の
性

質
お
よ
び
物
質
と
の
相
互
作
用
を
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

２
）

分
子

の
振

動
、

回
転
、
電
子
遷
移
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

機
器
分
析
学

　
３

）
電

子
や

核
の

ス
ピ
ン
と
そ
の
磁
気
共
鳴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

機
器
分
析
学

　
４

）
光

の
屈

折
、

偏
光
、
お
よ
び
旋
光
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
機
器
分
析
学

　
５

）
光

の
散

乱
お

よ
び
干
渉
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

６
）

結
晶

構
造

と
回

折
現
象
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
【

④
放

射
線

と
放

射
能

】
　

１
）

原
子

の
構

造
と

放
射
壊
変
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

Ⅰ
　

２
）

電
離

放
射

線
の

種
類
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
性
質
お
よ
び
物
質
と
の
相

互
作

用
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
放

射
薬

品
化

学
Ⅰ

　
３

）
代

表
的

な
放

射
性
核
種
の
物
理
的
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

Ⅰ
放

射
薬

品
化

学
Ⅱ

　
４

）
核

反
応

お
よ

び
放
射
平
衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

Ⅰ

　
５

）
放

射
線

測
定

の
原
理
と
利
用
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

Ⅰ
薬

品
分

析
物

理
学

実
習

（
２

）
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

平
衡

【
①

気
体

の
微

視
的

状
態

と
巨

視
的

状
態

】
　

１
）

フ
ァ

ン
デ

ル
ワ

ー
ル
ス
の
状
態
方
程
式
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
気

体
の

分
子

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
基
礎
科
学
演
習

　
３

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
量
子
化
と
ボ
ル
ツ
マ
ン
分
布
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
【

②
エ

ネ
ル

ギ
ー

】
　

１
）

熱
力

学
に

お
け

る
系
、
外
界
、
境
界
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

２
）

熱
力

学
第

一
法

則
を
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

３
）

状
態

関
数

と
経

路
関
数
の
違
い
を
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

４
）

定
圧

過
程

、
定

容
過
程
、
等
温
過
程
、
断
熱
過
程
を
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

５
）

定
容

熱
容

量
お

よ
び
定
圧
熱
容
量
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

６
）

エ
ン

タ
ル

ピ
ー

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

７
）

化
学

変
化

に
伴

う
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
変
化
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
【

③
自

発
的

な
変

化
】

　
１

）
エ

ン
ト

ロ
ピ

ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

２
）

熱
力

学
第

二
法

則
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

３
）

熱
力

学
第

三
法

則
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

４
）

ギ
ブ

ズ
エ

ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

５
）

熱
力

学
関

数
を

使
い
、
自
発
的
な
変
化
の
方
向
と
程
度
を
予
測
で
き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

基
礎
科
学
演
習

【
④

化
学

平
衡

の
原

理
】

　
１

）
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
化
学
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ

　
２

）
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
平
衡
定
数
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

　
３

）
平

衡
定

数
に

及
ぼ
す
圧
力
お
よ
び
温
度
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

　
４

）
共

役
反

応
の

原
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
【

⑤
相

平
衡

】
　

１
）

相
変

化
に

伴
う

熱
の
移
動
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

２
）

相
平

衡
と

相
律

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
基
礎
科
学
演
習

　
３

）
状

態
図

に
つ

い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
【

⑥
溶

液
の

性
質

】
　

１
）

希
薄

溶
液

の
束

一
的
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
　

２
）

活
量

と
活

量
係

数
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
基
礎
科
学
演
習

　
３

）
電

解
質

溶
液

の
電
気
伝
導
率
お
よ
び
モ
ル
伝
導
率
の
濃
度
に
よ
る
変
化

を
説

明
で

き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

  
４

）
イ

オ
ン

強
度

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
基
礎
科
学
演
習

【
⑦

電
気

化
学

】
　

１
）

起
電

力
と

ギ
ブ

ズ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
基
礎
科
学
演
習

　
２

）
電

極
電

位
（

酸
化
還
元
電
位
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
基
礎
科
学
演
習

（
３

）
物

質
の

変
化

【
①

反
応

速
度

】
　

１
）

反
応

次
数

と
速

度
定
数
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
基
礎
科
学
演
習

　
２

）
微

分
型

速
度

式
を
積
分
型
速
度
式
に
変
換
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
基
礎
科
学
演
習

　
３

）
代

表
的

な
反

応
次
数
の
決
定
法
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

４
）

代
表

的
な

(擬
)一

次
反
応
の
反
応
速
度
を
測
定
し
、
速
度
定
数
を
求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
基
礎
科
学
演
習

　
５

）
代

表
的

な
複

合
反
応
（
可
逆
反
応
、
平
行
反
応
、
連
続
反
応
な
ど
）
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

６
）

反
応

速
度

と
温

度
と
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

７
）

代
表

的
な

触
媒

反
応
（
酸
・
塩
基
触
媒
反
応
、
酵
素
反
応
な
ど
）
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
基
礎
科
学
演
習

C
2
　

化
学

物
質

の
分

析
（

１
）

分
析

の
基

礎
【

①
分

析
の

基
本

】
　

１
）

分
析

に
用

い
る

器
具
を
正
し
く
使
用
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
品

分
析

物
理

学
実

習
衛
生
薬
学
実
習

  
２

）
測

定
値

を
適

切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
品

分
析

学
Ⅱ

薬
品

分
析

物
理

学
実

習
　

３
）

分
析

法
の

バ
リ

デ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

（
２

）
溶

液
中

の
化

学
平

衡
【

①
酸

・
塩

基
平

衡
】

　
１

）
酸

・
塩

基
平

衡
の
概
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
品

分
析

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
実
習

基
礎
科
学
演
習

　
２

）
pH
 お

よ
び

解
離

定
数
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
実
習

基
礎
科
学
演
習

　
３

）
溶

液
の

 p
H 
を

測
定
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
品

分
析

物
理

学
実

習
　

４
）

緩
衝

作
用

や
緩

衝
液
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

基
礎
科
学
演
習

【
②

各
種

の
化

学
平

衡
】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
錯

体
・

キ
レ

ー
ト
生
成
平
衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
２

）
沈

殿
平

衡
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
３

）
酸

化
還

元
平

衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
４

）
分

配
平

衡
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

基
礎
科
学
演
習

（
３

）
化

学
物

質
の

定
性

分
析

・
定

量
分

析
【

①
定

性
分

析
】

  
１

）
代

表
的

な
無

機
イ
オ
ン
の
定
性
反
応
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

　
２

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
確
認
試
験
を
列
挙
し
、
そ
の

内
容

を
説

明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅱ
薬

用
資

源
学

実
習

機
器
分
析
学

【
②

定
量

分
析

（
容

量
分

析
・

重
量

分
析

）
】

　
１

）
中

和
滴

定
（

非
水
滴
定
を
含
む
）
の
原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を

説
明

で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅰ

薬
品

分
析

学
Ⅱ

衛
生

薬
学

Ⅱ
薬

品
分

析
物

理
学

実
習

基
礎
科
学
演
習

　
２

）
キ

レ
ー

ト
滴

定
の
原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

薬
品

分
析

物
理

学
実

習
衛
生
薬
学
Ⅳ

基
礎
科
学
演
習

　
３

）
沈

殿
滴

定
の

原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅳ

基
礎
科
学
演
習

　
４

）
酸

化
還

元
滴

定
の
原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅳ

衛
生
薬
学
実
習

基
礎
科
学
演
習

　
５

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
容
量
分
析
を
実
施
で
き
る
。

（
知

識
・

技
能

）
薬

品
分

析
学

Ⅱ
薬

品
分

析
物

理
学

実
習

　
６

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
純
度
試
験
を
列
挙
し
、
そ
の
内
容
を
説

明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅱ
機
器
分
析
学

  
７

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
重
量
分
析
法
の
原
理
お
よ
び
操
作
法
を
説
明
で

き
る

。
薬

品
分

析
学

Ⅱ
（

４
）

機
器

を
用

い
る

分
析

法
【

①
分

光
分

析
法

】

　
１

）
紫

外
可

視
吸

光
度
測
定
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅳ

衛
生
薬
学
実
習

　
２

）
蛍

光
光

度
法

の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
３

）
赤

外
吸

収
（

IR
）
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明

で
き

る
。

機
器
分
析
学

４
）

原
子

吸
光

光
度

法
、

誘
導

結
合

プ
ラ

ズ
マ

（
I
CP

）
発

光
分

光
分

析
法

お
よ

び
IC
P

質
量

分
析

法
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
機
器
分
析
学

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
５

）
旋

光
度

測
定

法
（
旋
光
分
散
）
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る

。
機
器
分
析
学

　
６

）
分

光
分

析
法

を
用
い
て
、
日
本
薬
局
方
収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
分

析
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
品

分
析

物
理

学
実

習
【

②
核

磁
気

共
鳴

（
N
M
R
）

ス
ペ

ク
ト

ル
測

定
法

】
　

１
）

核
磁

気
共

鳴
（

NM
R
）
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例

を
説

明
で

き
る

。
物

理
学

Ⅱ
【

③
質

量
分

析
法

】
  
１

）
質

量
分

析
法

の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

機
器
分
析
学

【
④

Ｘ
線

分
析

法
】

  
１

）
Ｘ

線
結

晶
解

析
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
概
説
で
き
る
。

物
理

学
Ⅱ

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

２
）

粉
末

Ｘ
線

回
折

測
定
法
の
原
理
と
利
用
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
【

⑤
熱

分
析

】
　

１
）

熱
重

量
測

定
法

の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
　

２
）

示
差

熱
分

析
法

お
よ
び
示
差
走
査
熱
量
測
定
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

（
５

）
分

離
分

析
法

【
①

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
】

　
１

）
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ
ィ
ー
の
分
離
機
構
を
説
明
で
き
る
。

薬
品

分
析

物
理

学
実

習
機
器
分
析
学

　
２

）
薄

層
ク

ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
特
徴
と
代
表
的
な
検
出
法
を
説
明
で
き

る
。

機
器
分
析
学

　
３

）
液

体
ク

ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
特
徴
と
代
表
的
な
検
出
法
を
説
明
で
き

る
。

薬
品

分
析

物
理

学
実

習
機
器
分
析
学

　
４

）
ガ

ス
ク

ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
特
徴
と
代
表
的
な
検
出
法
を
説
明
で
き

る
。

薬
品

分
析

物
理

学
実

習
機
器
分
析
学

　
５

）
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ
ィ
ー
を
用
い
て
試
料
を
定
性
・
定
量
で
き
る
。
（
知

識
・

技
能

）
薬

品
分

析
物

理
学

実
習

機
器
分
析
学

【
②

電
気

泳
動

法
】

　
１

）
電

気
泳

動
法

の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

機
器
分
析
学

薬
物
治
療
学
実
習

（
６

）
臨

床
現

場
で

用
い

る
分

析
技

術
【

①
分

析
の

準
備

】
　

１
）

分
析

目
的

に
即

し
た
試
料
の
前
処
理
法
を
説
明
で
き
る
。

機
器
分
析
学

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
２

）
臨

床
分

析
に

お
け
る
精
度
管
理
お
よ
び
標
準
物
質
の
意
義
を
説
明
で
き

る
。

薬
品

分
析

学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

【
②

分
析

技
術

】
　

１
）

臨
床

分
析

で
用

い
ら
れ
る
代
表
的
な
分
析
法
を
列
挙
で
き
る
。

放
射
薬
品
化
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
免

疫
化

学
的

測
定
法
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

Ⅰ
放
射
薬
品
化
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
３

）
酵

素
を

用
い

た
代
表
的
な
分
析
法
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

放
射
薬
品
化
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
４

）
代

表
的

な
ド

ラ
イ
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

放
射
薬
品
化
学
Ⅱ

　
５

）
代

表
的

な
画

像
診
断
技
術
（
X
線
検
査
、
M
RI

、
超
音
波
、
内
視
鏡
検
査

、
核

医
学

検
査

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
放

射
薬

品
化

学
Ⅰ

放
射
薬
品
化
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

C
3
 
 
化

学
物

質
の

性
質

と
反

応
（

１
）

化
学

物
質

の
基

本
的

性
質

【
①

基
本

事
項

】

　
１

）
代

表
的

な
化

合
物
を
 
IU

P
AC

 規
則
に
基
づ
い
て
命
名
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

　
２

）
薬

学
領

域
で

用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
化
合
物
を
慣
用
名
で
記
述
で
き
る

。
化

学
Ⅰ

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

衛
生
薬
学
Ⅲ

  
３

）
基

本
的

な
化

合
物
を
、
ル
イ
ス
構
造
式
で
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
４

）
有

機
化

合
物

の
性
質
と
共
鳴
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

　
５

）
ル

イ
ス

酸
・

塩
基
、
ブ
レ
ン
ス
テ
ッ
ド
酸
・
塩
基
を
定
義
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

化
学

Ⅰ
化

学
Ⅱ

薬
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
６

）
基

本
的

な
有

機
反
応
（
置
換
、
付
加
、
脱
離
）
の
特
徴
を
理
解
し
、

分
類

で
き

る
。

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

  
７

）
炭

素
原

子
を

含
む
反
応
中
間
体
（
カ
ル
ボ
カ
チ
オ
ン
、
カ
ル
ボ
ア
ニ

オ
ン

、
ラ

ジ
カ

ル
）

の
構

造
と

性
質

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

　
８

）
反

応
の

過
程

を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
図
を
用
い
て
説
明
で
き
る
。

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
９

）
基

本
的

な
有

機
反
応
機
構
を
、
電
子
の
動
き
を
示
す
矢
印
を
用
い
て

表
す

こ
と

が
で

き
る

。
(技

能
)

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

【
②

有
機

化
合

物
の

立
体

構
造

】

　
１

）
構

造
異

性
体

と
立
体
異
性
体
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

化
学

Ⅱ
物

理
学

実
験

薬
化

学
Ⅰ

天
然

物
化

学
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
２

）
キ

ラ
リ

テ
ィ

ー
と
光
学
活
性
の
関
係
を
概
説
で
き
る
。

化
学

Ⅱ
物

理
学

実
験

薬
化

学
Ⅰ

天
然

物
化

学
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

  
３

）
エ

ナ
ン

チ
オ

マ
ー
と
ジ
ア
ス
テ
レ
オ
マ
ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
化

学
Ⅰ

天
然

物
化

学
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

  
４

）
ラ

セ
ミ

体
と

メ
ソ
体
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
化

学
Ⅰ

天
然

物
化

学
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

医
薬
品
化
学

　
５

）
絶

対
配

置
の

表
示
法
を
説
明
し
、
キ
ラ
ル
化
合
物
の
構
造
を
書
く
こ
と

が
で

き
る

。
(知

識
、

技
能

)
薬

化
学

Ⅰ
天

然
物

化
学

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

  
６

）
炭

素
―

炭
素

二
重
結
合
の
立
体
異
性
（
ci

s
, 

t
ra

ns
 
な
ら
び
に
 E
,Z
 異

性
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
天

然
物

化
学

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

  
７

）
フ

ィ
ッ

シ
ャ

ー
投
影
式
と
ニ
ュ
ー
マ
ン
投
影
式
を
用
い
て
有
機
化
合

物
の

構
造

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

(技
能

)
物

理
学

実
験

薬
化

学
Ⅰ

天
然

物
化

学
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

　
８

）
エ

タ
ン

、
ブ

タ
ン
の
立
体
配
座
と
そ
の
安
定
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
薬

化
学

Ⅰ
（

２
）

有
機

化
合

物
の

基
本

骨
格

の
構

造
と

反
応

【
①

ア
ル

カ
ン

】

　
１

）
ア

ル
カ

ン
の

基
本
的
な
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ

  
２

）
ア

ル
カ

ン
の

構
造
異
性
体
を
図
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(技

能
)

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ

  
３

）
シ

ク
ロ

ア
ル

カ
ン
の
環
の
ひ
ず
み
を
決
定
す
る
要
因
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
  
４

）
シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン
の
い
す
形
配
座
に
お
け
る
水
素
の
結
合
方
向
（
ア

キ
シ

ア
ル

、
エ

ク
ア

ト
リ

ア
ル

）
を

図
示

　
　

　
で

き
る

。
(技

能
)

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
天

然
物

化
学

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

　
５

）
置

換
シ

ク
ロ

ヘ
キ
サ
ン
の
安
定
な
立
体
配
座
を
決
定
す
る
要
因
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
化

学
Ⅱ

薬
化

学
Ⅰ

天
然

物
化

学
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

【
②

ア
ル

ケ
ン

・
ア

ル
キ

ン
】

　
１

）
ア

ル
ケ

ン
へ

の
代
表
的
な
付
加
反
応
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
を
説
明
で

き
る

。
化

学
Ⅱ

薬
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
２

）
ア

ル
ケ

ン
の

代
表
的
な
酸
化
、
還
元
反
応
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
を

説
明

で
き

る
。

薬
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

  
３

）
ア

ル
キ

ン
の

代
表
的
な
反
応
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
を
説
明
で
き
る

。
薬

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

【
③

芳
香

族
化

合
物

】

  
１

）
代

表
的

な
芳

香
族
炭
化
水
素
化
合
物
の
性
質
と
反
応
性
を
説
明
で
き

る
。

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

  
２

）
芳

香
族

性
の

概
念
を
説
明
で
き
る
。

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

  
３

）
芳

香
族

炭
化

水
素
化
合
物
の
求
電
子
置
換
反
応
の
反
応
性
、
配
向
性

、
置

換
基

の
効

果
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

  
４

）
代

表
的

な
芳

香
族
複
素
環
化
合
物
の
性
質
を
芳
香
族
性
と
関
連
づ
け

て
説

明
で

き
る

。
薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

　
５

）
代

表
的

な
芳

香
族
複
素
環
の
求
電
子
置
換
反
応
の
反
応
性
、
配
向
性
、

置
換

基
の

効
果

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

（
３

）
官

能
基

の
性

質
と

反
応

【
①

概
説

】

　
１

）
代

表
的

な
官

能
基
を
列
挙
し
、
性
質
を
説
明
で
き
る
。

化
学

実
験

薬
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

  
２

）
官

能
基

の
性

質
を
利
用
し
た
分
離
精
製
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

化
学

実
験

薬
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ

【
②

有
機

ハ
ロ

ゲ
ン

化
合

物
】

　
１

）
有

機
ハ

ロ
ゲ

ン
化
合
物
の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で

き
る

。
薬

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

  
２

）
求

核
置

換
反

応
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
医
薬
品
化
学

　
３

）
脱

離
反

応
の

特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
【

③
ア

ル
コ

ー
ル

･
フ

ェ
ノ

ー
ル

･
エ

ー
テ

ル
】

　
１

）
ア

ル
コ

ー
ル

、
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、

説
明

で
き

る
。

化
学

実
験

薬
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

  
２

）
エ

ー
テ

ル
類

の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

薬
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
【

④
ア

ル
デ

ヒ
ド

・
ケ

ト
ン

・
カ

ル
ボ

ン
酸

・
カ

ル
ボ

ン
酸

誘
導

体
】

　
１

）
ア

ル
デ

ヒ
ド

類
お
よ
び
ケ
ト
ン
類
の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し

、
説

明
で

き
る

。
化

学
実

験
薬

化
学

Ⅱ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

  
２

）
カ

ル
ボ

ン
酸

の
基
本
的
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

化
学

実
験

薬
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

　
３

）
カ

ル
ボ

ン
酸

誘
導
体
（
酸
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
、
酸
無
水
物
、
エ
ス
テ
ル
、

ア
ミ

ド
）

の
基

本
的

性
質

と
反

応
を

　
　

　
列

挙
し

、
説

明
で
き
る
。

化
学

実
験

薬
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

【
⑤

ア
ミ

ン
】

　
１

）
ア

ミ
ン

類
の

基
本
的
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

化
学

実
験

薬
化

学
Ⅱ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
【

⑥
電

子
効

果
】

　
１

）
官

能
基

が
及

ぼ
す
電
子
効
果
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

物
理

学
実

験
薬

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

【
⑦

酸
性

度
・

塩
基

性
度

】

　
１

）
ア

ル
コ

ー
ル

、
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
カ
ル
ボ
ン
酸
、
炭
素
酸
な
ど
の
酸
性
度

を
比

較
し

て
説

明
で

き
る

。
化

学
Ⅱ

化
学

実
験

薬
化

学
Ⅰ

薬
品

合
成

化
学

Ⅰ
薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

  
２

）
含

窒
素

化
合

物
の
塩
基
性
度
を
比
較
し
て
説
明
で
き
る
。

化
学

Ⅱ
薬

化
学

Ⅰ
薬

品
合

成
化

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

（
４

）
化

学
物

質
の

構
造

決
定

【
①

核
磁

気
共

鳴
（

N
M
R
）

】

　
１

）
1 H
 お

よ
び

 1
3
C 

NM
R 

ス
ペ
ク
ト
ル
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
を
概
説
で
き

る
。

天
然

物
化

学
薬

品
合

成
化

学
実

習
機
器
分
析

　
２

）
有

機
化

合
物

中
の
代
表
的
プ
ロ
ト
ン
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
化
学
シ

フ
ト

値
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

。
天

然
物

化
学

薬
品

合
成

化
学

実
習

機
器
分
析

　
３

）
1 H
 N
M
R 
の

積
分
値
の
意
味
を
説
明
で
き
る
。

天
然

物
化

学
薬

品
合

成
化

学
実

習
機
器
分
析

　
４

）
1 H
 N
M
R 
シ

グ
ナ
ル
が
近
接
プ
ロ
ト
ン
に
よ
り
分
裂
（
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

）
す

る
基

本
的

な
分

裂
様

式
を

説
明

で
き

る
。

天
然

物
化

学
薬

品
合

成
化

学
実

習
機
器
分
析

　
５

）
代

表
的

な
化

合
物
の
部
分
構
造
を
 
1 H
 N

MR
 
か
ら
決
定
で
き
る
。
(技

能
)

天
然

物
化

学
薬

品
合

成
化

学
実

習
機
器
分
析

【
②

赤
外

吸
収

（
I
R
）

】
　

１
）

IR
 ス

ペ
ク

ト
ル

よ
り
得
ら
れ
る
情
報
を
概
説
で
き
る
。

天
然

物
化

学
機
器
分
析
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
IR
 ス

ペ
ク

ト
ル

上
の
基
本
的
な
官
能
基
の
特
性
吸
収
を
列
挙
し
、

帰
属

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

天
然

物
化

学
機
器
分
析
学

【
③

質
量

分
析

】
　

１
）

マ
ス

ス
ペ

ク
ト

ル
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
を
概
説
で
き
る
。

天
然

物
化

学
機
器
分
析
学

　
２

）
測

定
化

合
物

に
適
し
た
イ
オ
ン
化
法
を
選
択
で
き
る
。
（
技
能
）

天
然

物
化

学
機
器
分
析
学

　
３

）
ピ

ー
ク

の
種

類
（
基
準
ピ
ー
ク
、
分
子
イ
オ
ン
ピ
ー
ク
、
同
位
体
ピ
ー

ク
、

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

ピ
ー

ク
）

を
説

明
で

き
る

。
天

然
物

化
学

機
器
分
析
学

　
４

）
代

表
的

な
化

合
物
の
マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル
を
解
析
で
き
る
。
（
技
能
）

天
然

物
化

学
機
器
分
析
学

【
④

総
合

演
習

】
　

１
）

代
表

的
な

機
器

分
析
法
を
用
い
て
、
代
表
的
な
化
合
物
の
構
造
決
定
が

で
き

る
。

（
技

能
）

天
然

物
化

学
機
器
分
析
学

（
５

）
無

機
化

合
物

・
錯

体
の

構
造

と
性

質
【

①
無

機
化

合
物

・
錯

体
】

　
１

）
代

表
的

な
典

型
元
素
と
遷
移
元
素
を
列
挙
で
き
る
。

化
学

Ⅰ
化

学
実

験
　

２
）

代
表

的
な

無
機

酸
化
物
、
オ
キ
ソ
化
合
物
の
名
称
、
構
造
、
性
質
を
列

挙
で

き
る

。
化

学
Ⅰ

　
３

）
活

性
酸

素
と

窒
素
酸
化
物
の
名
称
、
構
造
、
性
質
を
列
挙
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
４

）
代

表
的

な
錯

体
の
名
称
、
構
造
、
基
本
的
な
性
質
を
説
明
で
き
る
。

化
学

実
験

　
５

）
医

薬
品

と
し

て
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
無
機
化
合
物
、
お
よ
び
錯
体
を

列
挙

で
き

る
。

化
学

実
験

C
4
 
 
生

体
分

子
・

医
薬

品
の

化
学

に
よ

る
理

解
（

１
）

医
薬

品
の

標
的

と
な

る
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

な
性

質
【

①
医

薬
品

の
標

的
と

な
る

生
体

高
分

子
の

化
学

構
造

】
　

１
）

代
表

的
な

生
体

高
分
子
を
構
成
す
る
小
分
子
（
ア
ミ
ノ
酸
、
糖
、
脂
質

、
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
な

ど
）

の
構

造
に

　
　

　
基

づ
く

化
学

的
性
質
を
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験

　
２

）
医

薬
品

の
標

的
と
な
る
生
体
高
分
子
（
タ
ン
パ
ク
質
、
核
酸
な
ど
）
の

立
体

構
造

と
そ

れ
を

規
定

す
る

化
学

　
　

　
結

合
、

相
互

作
用
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

【
②

生
体

内
で

機
能

す
る

小
分

子
】

　
１

）
細

胞
膜

受
容

体
お
よ
び
細
胞
内
（
核
内
）
受
容
体
の
代
表
的
な
内
因
性

リ
ガ

ン
ド

の
構

造
と

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
代

表
的

な
補

酵
素
が
酵
素
反
応
で
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
有
機
反
応

機
構

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
医
薬
品
化
学

　
３

）
活

性
酸

素
、

一
酸
化
窒
素
の
構
造
に
基
づ
く
生
体
内
反
応
を
化
学
的
に

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
部
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
４

）
生

体
内

に
存

在
す
る
代
表
的
な
金
属
イ
オ
ン
お
よ
び
錯
体
の
機
能
を
化

学
的

に
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

（
２

）
生

体
反

応
の

化
学

に
よ

る
理

解
【

①
生

体
内

で
機

能
す

る
リ

ン
、

硫
黄

化
合

物
】

　
１

）
リ

ン
化

合
物

（
リ
ン
酸
誘
導
体
な
ど
）
お
よ
び
硫
黄
化
合
物
（
チ
オ
ー

ル
、

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

、
チ

オ
エ

ス
テ

ル
　

　
　

な
ど

）
の

構
造

と
化
学
的
性
質
を
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
化
学

　
２

）
リ

ン
化

合
物

（
リ
ン
酸
誘
導
体
な
ど
）
お
よ
び
硫
黄
化
合
物
（
チ
オ
ー

ル
、

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

、
チ

オ
エ

ス
テ

ル
　

　
　

な
ど

）
の

生
体

内
で
の
機
能
を
化
学
的
性
質
に
基
づ
き
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
化
学

【
②

酵
素

阻
害

剤
と

作
用

様
式

】
　

１
）

不
可

逆
的

酵
素

阻
害
薬
の
作
用
を
酵
素
の
反
応
機
構
に
基
づ
い
て
説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

　
２

）
基

質
ア

ナ
ロ

グ
が
競
合
阻
害
薬
と
な
る
こ
と
を
酵
素
の
反
応
機
構
に
基

づ
い

て
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅰ

微
生

物
学

Ⅱ
　

３
）

遷
移

状
態

ア
ナ

ロ
グ
が
競
合
阻
害
薬
と
な
る
こ
と
を
酵
素
の
反
応
機
構

に
基

づ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅰ
薬

物
動

態
学

Ⅰ
【

③
受

容
体

の
ア

ゴ
ニ

ス
ト

お
よ

び
ア

ン
タ

ゴ
ニ

ス
ト

】
　

１
）

代
表

的
な

受
容

体
の
ア
ゴ
ニ
ス
ト
（
作
用
薬
、
作
動
薬
、
刺
激
薬
）
と

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ス

ト
（

拮
抗

薬
、

遮
断

薬
）

　
　

　
と

の
相

違
点

に
つ
い
て
、
内
因
性
リ
ガ
ン
ド
の
構
造
と
比
較
し
て
説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
２

）
低

分
子

内
因

性
リ
ガ
ン
ド
誘
導
体
が
医
薬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

理
由

を
説

明
で

き
る

。
医
薬
品
化
学

薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

【
④

生
体

内
で

起
こ

る
有

機
反

応
】

　
１

）
代

表
的

な
生

体
分
子
（
脂
肪
酸
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
）
の
代
謝
反

応
を

有
機

化
学

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ
薬
物
治
療
学
Ⅰ

　
２

）
異

物
代

謝
の

反
応
（
発
が
ん
性
物
質
の
代
謝
的
活
性
化
な
ど
）
を
有
機

化
学

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ

（
３

）
医

薬
品

の
化

学
構

造
と

性
質

、
作

用
【

①
医

薬
品

と
生

体
分

子
の

相
互

作
用

】
　

１
）

医
薬

品
と

生
体

分
子
と
の
相
互
作
用
を
化
学
的
な
観
点
（
結
合
親
和
性

と
自

由
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
化

、
電

子
効

果
、

　
　

　
立

体
効

果
な

ど
）
か
ら
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

【
②

医
薬

品
の

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

】
　

１
）

医
薬

品
の

構
造

か
ら
そ
の
物
理
化
学
的
性
質
（
酸
性
、
塩
基
性
、
疎
水

性
、

親
水

性
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅰ

　
２

）
プ

ロ
ド

ラ
ッ

グ
な
ど
の
薬
物
動
態
を
考
慮
し
た
医
薬
品
の
化
学
構
造
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

【
③

医
薬

品
の

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
】

　
１

）
代

表
的

な
医

薬
品
の
フ
ァ
ー
マ
コ
フ
ォ
ア
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

　
２

）
バ

イ
オ

ア
イ

ソ
ス
タ
ー
（
生
物
学
的
等
価
体
）
に
つ
い
て
、
代
表
的
な

例
を

挙
げ

て
概

説
で

き
る

。
薬
品
合
成
化
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
医

薬
品

に
含

ま
れ
る
代
表
的
な
複
素
環
を
構
造
に
基
づ
い
て
分
類
し
、

医
薬

品
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

と
し

て
の

性
質

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

【
④

酵
素

に
作

用
す

る
医

薬
品

の
構

造
と

性
質

】
　

１
）

ヌ
ク

レ
オ

シ
ド

お
よ
び
核
酸
塩
基
ア
ナ
ロ
グ
を
有
す
る
代
表
的
医
薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅱ
薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
２

）
フ

ェ
ニ

ル
酢

酸
、
フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
構
造
な
ど
を
も
つ
代
表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

　
　

　
性

質
に

つ
い

て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学

　
３

）
ス

ル
ホ

ン
ア

ミ
ド
構
造
を
も
つ
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅰ
　

４
）

キ
ノ

ロ
ン

骨
格

を
も
つ
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅰ

医
薬
品
化
学

　
５

）
β

-ラ
ク

タ
ム

構
造
を
も
つ
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅰ
　

６
）

ペ
プ

チ
ド

ア
ナ

ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅰ

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

【
⑤

受
容

体
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

　
１

）
カ

テ
コ

ー
ル

ア
ミ
ン
骨
格
を
有
す
る
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
２

）
ア

セ
チ

ル
コ

リ
ン
ア
ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
３

）
ス

テ
ロ

イ
ド

ア
ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
品
合
成
化
学
Ⅱ

　
４

）
ベ

ン
ゾ

ジ
ア

ゼ
ピ
ン
骨
格
お
よ
び
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
骨
格
を
有
す
る
代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

　
　

　
基

づ
く

性
質

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
効

薬
理

学
Ⅰ

　
５

）
オ

ピ
オ

イ
ド

ア
ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
効

薬
理

学
Ⅰ

【
⑥

D
N
A
 
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

　
１

）
DN
Aと

結
合

す
る

医
薬
品
（
ア
ル
キ
ル
化
剤
、
シ
ス
プ
ラ
チ
ン
類
）

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
化

学
構

造
と

反
応

機
構

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
２

）
DN
Aに

イ
ン

タ
ー

カ
レ
ー
ト
す
る
医
薬
品
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
構

造
上

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
３

）
DN
A鎖

を
切

断
す

る
医
薬
品
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
構
造
上
の
特
徴

を
説

明
で

き
る

。
分
子
創
薬
・
新
薬
論

【
⑦

イ
オ

ン
チ

ャ
ネ

ル
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

　
１

）
イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル
に
作
用
す
る
医
薬
品
の
代
表
的
な
基
本
構
造
（
ジ
ヒ

ド
ロ

ピ
リ

ジ
ン

な
ど

）
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
薬
効
薬
理
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

C
5
 
 
自

然
が

生
み

出
す

薬
物

（
１

）
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
【

①
薬

用
植

物
】

　
１

）
代

表
的

な
薬

用
植
物
の
学
名
、
薬
用
部
位
、
薬
効
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と

が
で

き
る

。
生

薬
学

Ⅰ
生
薬
学
Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
薬

用
植
物
を
外
部
形
態
か
ら
説
明
し
、
区
別
で
き
る
。
（
知

識
、

技
能

）
生

薬
学

Ⅰ
生
薬
学
Ⅱ

　
３

）
植

物
の

主
な

内
部
形
態
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
薬

学
Ⅰ

　
４

）
法

律
に

よ
っ

て
取
り
扱
い
が
規
制
さ
れ
て
い
る
植
物
（
ケ
シ
、
ア
サ
）

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

生
薬

学
Ⅰ

【
②

生
薬

の
基

原
】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
生
薬
（
植
物
、
動
物
、
藻
類
、
菌
類
由

来
）

を
列

挙
し

、
そ

の
基

原
、

薬
用

部
位

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

生
薬

学
Ⅰ

生
薬
学
Ⅱ

【
③

生
薬

の
用

途
】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
代
表
的
な
生
薬
（
植
物
、
動
物
、
藻
類
、
菌
類
、

鉱
物

由
来

）
の

薬
効

、
成

分
、

用
途

な
ど

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

生
薬

学
Ⅰ

生
薬
学
Ⅱ

　
２

）
副

作
用

や
使

用
上
の
注
意
が
必
要
な
代
表
的
な
生
薬
を
列
挙
し
、
説
明

で
き

る
。

生
薬

学
Ⅰ

生
薬
学
Ⅱ

【
④

生
薬

の
同

定
と

品
質

評
価

】

  
１

）
生

薬
の

同
定

と
品
質
評
価
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
薬

学
Ⅰ

薬
用

資
源

学
実

習
生
薬
学
Ⅱ

　
２

）
日

本
薬

局
方

の
生
薬
総
則
お
よ
び
生
薬
試
験
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
生

薬
学

Ⅰ
薬

用
資

源
学

実
習

生
薬
学
Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
生

薬
を
鑑
別
で
き
る
。
（
技
能
）

生
薬

学
Ⅰ

薬
用

資
源

学
実

習
生
薬
学
Ⅱ

　
４

）
代

表
的

な
生

薬
の
確
認
試
験
を
説
明
で
き
る
。

生
薬

学
Ⅰ

薬
用

資
源

学
実

習
生
薬
学
Ⅱ

　
５

）
代

表
的

な
生

薬
の
純
度
試
験
を
説
明
で
き
る
。

生
薬

学
Ⅰ

薬
用

資
源

学
実

習
生
薬
学
Ⅱ

（
２

）
薬

の
宝

庫
と

し
て

の
天

然
物

【
①

生
薬

由
来

の
生

物
活

性
物

質
の

構
造

と
作

用
】

  
１

）
生

薬
由

来
の

代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を
化
学
構
造
に
基
づ
い
て
分

類
し

、
そ

れ
ら

の
生

合
成

経
路

を
概

説
で

き
る

。
天

然
物

化
学

生
薬

学
Ⅰ

生
薬
学
Ⅱ

　
２

）
脂

質
や

糖
質

に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を

列
挙

し
、

そ
の

作
用

を
説

明
で

き
る

。
天

然
物

化
学

生
薬

学
Ⅰ

生
薬
学
Ⅱ

　
３

）
芳

香
族

化
合

物
に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

天
然

物
化

学
生

薬
学

Ⅰ
生
薬
学
Ⅱ

　
４

）
テ

ル
ペ

ノ
イ

ド
、
ス
テ
ロ
イ
ド
に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
天

然
物

化
学

生
薬

学
Ⅰ

生
薬
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
ア

ル
カ

ロ
イ

ド
に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

天
然

物
化

学
生

薬
学

Ⅰ
衛

生
薬

学
Ⅱ

生
薬
学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

【
②

微
生

物
由

来
の

生
物

活
性

物
質

の
構

造
と

作
用

】
　

１
）

微
生

物
由

来
の

生
物
活
性
物
質
を
化
学
構
造
に
基
づ
い
て
分
類
で
き
る

。
微

生
物

学
Ⅰ

  
２

）
微

生
物

由
来

の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
作
用
を

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅰ
【

③
天

然
生

物
活

性
物

質
の

取
扱

い
】

　
１

）
天

然
生

物
活

性
物
質
の
代
表
的
な
抽
出
法
、
分
離
精
製
法
を
概
説
し
、

実
施

で
き

る
。

（
知

識
、

技
能

）
天

然
物

化
学

薬
用

資
源

学
実

習
【

④
天

然
生

物
活

性
物

質
の

利
用

】

　
１

）
医

薬
品

と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
代
表
的
な
天
然
生
物
活
性
物
質
を
列
挙

し
、

そ
の

用
途

を
説

明
で

き
る

。
天

然
物

化
学

生
薬

学
Ⅰ

薬
用

資
源

学
実

習
生
薬
学
Ⅱ

　
２

）
天

然
生

物
活

性
物
質
を
基
に
化
学
修
飾
等
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
代
表
的

な
医

薬
品

を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
、

リ
ー

ド
　

　
　

化
合

物
を

説
明

で
き
る
。

天
然

物
化

学
生

薬
学

Ⅰ
生
薬
学
Ⅱ

　
３

）
農

薬
や

香
粧

品
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
代
表
的
な
天
然
生
物
活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
を

説
明

で
き

る
。

天
然

物
化

学
C
6
 
 
生

命
現

象
の

基
礎

（
１

）
細

胞
の

構
造

と
機

能
【

①
細

胞
膜

】

　
１

）
細

胞
膜

を
構

成
す
る
代
表
的
な
生
体
成
分
を
列
挙
し
、
そ
の
機
能
を
分

子
レ

ベ
ル

で
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
生

化
学

Ⅰ
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
エ

ン
ド

サ
イ

ト
ー
シ
ス
と
エ
キ
ソ
サ
イ
ト
ー
シ
ス
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

【
②

細
胞

小
器

官
】

　
１

）
細

胞
小

器
官

（
核
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
、
小
胞
体
、
リ
ソ
ソ
ー
ム
、
ゴ

ル
ジ

体
、

ペ
ル

オ
キ

シ
ソ

ー
ム

な
ど

）
や

　
　

　
リ

ボ
ソ

ー
ム

の
構
造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

【
③

細
胞

骨
格

】
　

１
）

細
胞

骨
格

の
構

造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

（
２

）
生

命
現

象
を

担
う

分
子

【
①

脂
質

】
　

１
）

代
表

的
な

脂
質

の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

衛
生

薬
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
実
習

【
②

糖
質

】

　
１

）
代

表
的

な
単

糖
、
二
糖
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る

。
生

化
学

Ⅰ
天

然
物

化
学

衛
生

薬
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
実
習

　
２

）
代

表
的

な
多

糖
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

天
然

物
化

学
衛

生
薬

学
Ⅰ

【
③

ア
ミ

ノ
酸

】

　
１

）
ア

ミ
ノ

酸
を

列
挙
し
、
そ
の
構
造
に
基
づ
い
て
性
質
を
説
明
で
き
る
。

物
理

学
実

験
生

化
学

Ⅰ
衛

生
薬

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
実
習

【
④

タ
ン

パ
ク

質
】

　
１

）
タ

ン
パ

ク
質

の
構
造
（
一
次
、
二
次
、
三
次
、
四
次
構
造
）
と
性
質
を

説
明

で
き

る
。

物
理

学
実

験
生

化
学

Ⅰ
薬

品
物

理
化

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
実
習

【
⑤

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

と
核

酸
】

　
１

）
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
と
核
酸
（
DN

A、
RN

A
）
の
種
類
、
構
造
、
性
質
を
説

明
で

き
る

。
物

理
学

実
験

生
化

学
Ⅰ

薬
品

物
理

化
学

Ⅰ
分

子
生

物
学

Ⅰ
病

態
生

化
学

実
習

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

【
⑥

ビ
タ

ミ
ン

】
　

１
）

代
表

的
な

ビ
タ

ミ
ン
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
【

⑦
微

量
元

素
】

　
１

）
代

表
的

な
必

須
微
量
元
素
の
種
類
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
【

⑧
生

体
分

子
の

定
性

、
定

量
】

　
１

）
脂

質
、

糖
質

、
ア
ミ
ノ
酸
、
タ
ン
パ
ク
質
、
も
し
く
は
核
酸
の
定
性
ま

た
は

定
量

試
験

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）
生

物
学

実
験

病
態

生
化

学
実

習
分

子
生

物
学

実
習

（
３

）
生

命
活

動
を

担
う

タ
ン

パ
ク

質
【

①
タ

ン
パ

ク
質

の
構

造
と

機
能

】
　

１
）

多
彩

な
機

能
を

も
つ
タ
ン
パ
ク
質
（
酵
素
、
受
容
体
、
シ
グ
ナ
ル
分
子

、
膜

輸
送

体
、

運
搬

・
輸

送
タ

ン
パ

ク
質

、
　

　
　

貯
蔵

タ
ン

パ
ク

質
、
構
造
タ
ン
パ
ク
質
、
接
着
タ
ン
パ
ク
質
、
防
御
タ

ン
パ

ク
質

、
調

節
タ

ン
パ

ク
質

）
を

列
挙

し
　

　
　

概
説

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
実
習

【
②

タ
ン

パ
ク

質
の

成
熟

と
分

解
】

　
１

）
タ

ン
パ

ク
質

の
翻
訳
後
の
成
熟
過
程
（
細
胞
小
器
官
間
の
輸
送
や
翻
訳

後
修

飾
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
２

）
タ

ン
パ

ク
質

の
細
胞
内
で
の
分
解
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
③

酵
素

】
  
１

）
酵

素
反

応
の

特
性
と
反
応
速
度
論
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

薬
物

動
態

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
実
習

薬
物
治
療
学
Ⅱ

　
２

）
酵

素
反

応
に

お
け
る
補
酵
素
、
微
量
金
属
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

　
３

）
代

表
的

な
酵

素
活
性
調
節
機
構
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

  
４

）
酵

素
反

応
速

度
を
測
定
し
、
解
析
で
き
る
。
(
技
能
)

薬
物

動
態

学
Ⅰ

病
態

生
化

学
実

習
薬
物
治
療
学
実
習

薬
物
治
療
学
Ⅱ

【
④

酵
素

以
外

の
タ

ン
パ

ク
質

】

　
１

）
膜

輸
送

体
の

種
類
、
構
造
、
機
能
を
説
明
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
２

）
血

漿
リ

ポ
タ

ン
パ
ク
質
の
種
類
、
構
造
、
機
能
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
実
習

（
４

）
生

命
情

報
を

担
う

遺
伝

子
【

①
概

論
】

　
１

）
遺

伝
情

報
の

保
存
と
発
現
の
流
れ
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
２

）
DN
A、

遺
伝

子
、

染
色
体
、
ゲ
ノ
ム
と
は
何
か
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
実

習
分
子
創
薬
・
新
薬
論

【
②

遺
伝

情
報

を
担

う
分

子
】

  
１

）
染

色
体

の
構

造
（
ヌ
ク
レ
オ
ソ
ー
ム
、
ク
ロ
マ
チ
ン
、
セ
ン
ト
ロ
メ

ア
、

テ
ロ

メ
ア

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
実

習
分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
遺

伝
子

の
構

造
（
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
、
エ
キ
ソ
ン
、
イ

ン
ト

ロ
ン

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
３

）
RN
A 
の

種
類

(
hn

RN
A
、
mR

NA
、
rR

NA
、
tR

NA
 
な
ど
)
と
機
能
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
③

遺
伝

子
の

複
製

】

　
１

）
DN
A 
の

複
製

の
過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
④

転
写

・
翻

訳
の

過
程

と
調

節
】

　
１

）
DN
A 
か

ら
 R
NA
 へ

の
転
写
の
過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
エ

ピ
ジ

ェ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
な
転
写
制
御
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
３

）
転

写
因

子
に

よ
る
転
写
制
御
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
４

）
RN
A 
の

プ
ロ

セ
シ
ン
グ
（
キ
ャ
ッ
プ
構
造
、
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
、
sn
RN
P、

ポ
リ

A鎖
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
５

）
RN
A 
か

ら
タ

ン
パ
ク
質
へ
の
翻
訳
の
過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅱ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
⑤

遺
伝

子
の

変
異

・
修

復
】

　
１

）
DN
A 
の

変
異

と
修
復
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
⑥

組
換

え
 
D
N
A
】

　
１

）
遺

伝
子

工
学

技
術
（
遺
伝
子
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
、
cD

NA
 ク

ロ
ー
ニ
ン
グ

、
PC
R、

組
換

え
タ

ン
パ

ク
質

発
現

法
な

ど
）

　
　

　
を

概
説

で
き

る
。

分
子

生
物

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
実

習
再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
遺

伝
子

改
変

生
物
（
遺
伝
子
導
入
•欠

損
動
物
、
ク
ロ
ー
ン
動
物
、
遺

伝
子

組
換

え
植

物
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

分
子

生
物

学
Ⅱ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

（
５

）
生

体
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
生

命
活

動
を

支
え

る
代

謝
系

【
①

 
概

論
】

　
１

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝
の
概
要
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

【
②

A
T
P
 
の

産
生

と
糖

質
代

謝
】

　
１

）
解

糖
系

及
び

乳
酸
の
生
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

　
２

）
ク

エ
ン

酸
回

路
(T

C
A 

サ
イ
ク
ル
)に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

　
３

）
電

子
伝

達
系

（
酸
化
的
リ
ン
酸
化
）
と
 A

TP
 
合
成
酵
素
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ
　

４
）

グ
リ

コ
ー

ゲ
ン

の
代
謝
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

　
５

）
糖

新
生

に
つ

い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

【
③

脂
質

代
謝

】
　

１
）

脂
肪

酸
の

生
合

成
と
β
酸
化
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

　
２

）
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル
の
生
合
成
と
代
謝
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

【
④

飢
餓

状
態

と
飽

食
状

態
】

　
１

）
飢

餓
状

態
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
（
ケ
ト
ン
体
の
利
用
な
ど
）
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

　
２

）
余

剰
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
蓄
え
る
し
く
み
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

【
⑤

そ
の

他
の

代
謝

系
】

　
１

）
ア

ミ
ノ

酸
分

子
中
の
炭
素
お
よ
び
窒
素
の
代
謝
（
尿
素
回
路
な
ど
）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
の
生
合
成
と
分
解
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

　
３

）
ペ

ン
ト

ー
ス

リ
ン
酸
回
路
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

（
６

）
細

胞
間

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

細
胞

内
情

報
伝

達
【

①
 
概

論
】

　
１

）
細

胞
間

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
情
報
伝
達
様
式
を
説
明
で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅱ

基
礎

薬
理

学
臨
床
生
理
・
診
断
学

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
②

細
胞

内
情

報
伝

達
】

　
１

）
細

胞
膜

チ
ャ

ネ
ル
内
蔵
型
受
容
体
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
分

子
生

物
学

Ⅱ
基

礎
薬

理
学

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
２

）
細

胞
膜

受
容

体
か
ら
 
G 

タ
ン
パ
ク
系
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅱ

基
礎

薬
理

学
薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
３

）
細

胞
膜

受
容

体
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
リ
ン
酸
化
を
介
す
る
細
胞
内
情
報

伝
達

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅱ

基
礎

薬
理

学
薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
４

）
細

胞
内

情
報

伝
達
に
お
け
る
セ
カ
ン
ド
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
分

子
生

物
学

Ⅱ
基

礎
薬

理
学

薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
５

）
細

胞
内

（
核

内
）
受
容
体
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅱ

基
礎

薬
理

学
薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

【
③

細
胞

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】

　
１

）
細

胞
間

の
接

着
構
造
、
主
な
細
胞
接
着
分
子
の
種
類
と
特
徴
を
説
明
で

き
る

。
分

子
生

物
学

Ⅱ
臨
床
生
理
・
診
断
学

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
主

な
細

胞
外

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
分
子
の
種
類
と
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

（
７

）
細

胞
の

分
裂

と
死

【
①

細
胞

分
裂

】

　
１

）
細

胞
周

期
と

そ
の
制
御
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
体

細
胞

と
生

殖
細
胞
の
細
胞
分
裂
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

【
②

細
胞

死
】

　
１

）
細

胞
死

（
ア

ポ
ト
ー
シ
ス
と
ネ
ク
ロ
ー
シ
ス
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
生

化
学

Ⅱ
分

子
生

物
学

Ⅰ
分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
③

が
ん

細
胞

】

　
１

）
正

常
細

胞
と

が
ん
細
胞
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
が

ん
遺

伝
子

と
が
ん
抑
制
遺
伝
子
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

C
7
 
 
人

体
の

成
り

立
ち

と
生

体
機

能
の

調
節

（
１

）
人

体
の

成
り

立
ち

【
①

遺
伝

】

　
１

）
遺

伝
子

と
遺

伝
の
し
く
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
遺

伝
子

多
型

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
３

）
代

表
的

な
遺

伝
疾
患
を
概
説
で
き
る
。

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
②

発
生

】

　
１

）
個

体
発

生
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅱ

分
子

生
物

学
Ⅰ

　
２

）
細

胞
の

分
化

に
お
け
る
幹
細
胞
、
前
駆
細
胞
の
役
割
に
つ
い
て
概
説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
生

化
学

Ⅱ
分

子
生

物
学

Ⅰ

【
③

器
官

系
概

論
】

　
１

）
人

体
を

構
成

す
る
器
官
、
器
官
系
の
名
称
、
形
態
、
体
内
で
の
位
置
お

よ
び

機
能

を
説

明
で

き
る

。
生

物
学

実
験

機
能

形
態

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅰ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

　
２

）
組

織
、

器
官

を
構
成
す
る
代
表
的
な
細
胞
の
種
類
（
上
皮
、
内
皮
、
間

葉
系

な
ど

）
を

列
挙

し
、

形
態

的
お

よ
び

　
　

　
機

能
的

特
徴

を
説
明
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
実

習
　

３
）

実
験

動
物

・
人

体
模
型
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
用
い
て
各
種
臓
器

の
名

称
と

位
置

を
確

認
で

き
る

。
（

技
能

）
生

物
学

実
験

　
４

）
代

表
的

な
器

官
の
組
織
や
細
胞
を
顕
微
鏡
で
観
察
で
き
る
。
（
技
能
）

生
物

学
実

験
【

④
神

経
系

】
　

１
）

中
枢

神
経

系
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

基
礎

薬
理

学
薬
物
治
療
学
Ⅱ

　
２

）
末

梢
（

体
性

・
自
律
）
神
経
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

基
礎

薬
理

学
薬
理
学
実
習

【
⑤

骨
格

系
・

筋
肉

系
】

　
１

）
骨

、
筋

肉
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

様式4_基礎資料 の 95ページ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
代

表
的

な
骨

格
筋
お
よ
び
関
節
の
名
称
を
挙
げ
、
位
置
を
示
す
こ
と
が

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

【
⑥

皮
膚

】
　

１
）

皮
膚

に
つ

い
て

概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

薬
物

動
態

学
Ⅰ

【
⑦

循
環

器
系

】

　
１

）
心

臓
に

つ
い

て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
２

）
血

管
系

に
つ

い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

  
３

）
リ

ン
パ

管
系

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

免
疫

学
Ⅰ

【
⑧

呼
吸

器
系

】
　

１
）

肺
、

気
管

支
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

薬
物

動
態

学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

【
⑨

消
化

器
系

】
　

１
）

胃
、

小
腸

、
大

腸
な
ど
の
消
化
管
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

薬
物

動
態

学
Ⅰ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
２

）
肝

臓
、

膵
臓

、
胆
囊
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

薬
物

動
態

学
Ⅰ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

【
⑩

泌
尿

器
系

】
　

１
）

泌
尿

器
系

に
つ

い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

薬
物

動
態

学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

【
⑪

生
殖

器
系

】
　

１
）

生
殖

器
系

に
つ

い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

【
⑫

内
分

泌
系

】
　

１
）

内
分

泌
系

に
つ

い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

【
⑬

感
覚

器
系

】
　

１
）

感
覚

器
系

に
つ

い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

【
⑭

血
液

・
造

血
器

系
】

　
１

）
血

液
・

造
血

器
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

免
疫

学
Ⅰ

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

(
２

)
　

生
体

機
能

の
調

節
【

①
神

経
に

よ
る

調
節

機
構

】
　

１
）

神
経

細
胞

の
興

奮
と
伝
導
、
シ
ナ
プ
ス
伝
達
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
基

礎
薬

理
学

薬
物
治
療
学
Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
神

経
伝
達
物
質
を
挙
げ
、
生
理
活
性
お
よ
び
作
用
機
構
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

基
礎

薬
理

学
薬
物
治
療
学
Ⅱ

  
３

）
神

経
系

、
感

覚
器
を
介
す
る
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
の
調
節
機
構
の
代
表

例
を

列
挙

し
、

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

基
礎

薬
理

学
　

４
）

神
経

に
よ

る
筋

収
縮
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

基
礎

薬
理

学
【

②
ホ

ル
モ

ン
・

内
分

泌
系

に
よ

る
調

節
機

構
】

　
１

）
代

表
的

な
ホ

ル
モ
ン
を
挙
げ
、
そ
の
産
生
器
官
、
生
理
活
性
お
よ
び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
分

子
生

物
学

Ⅱ
衛

生
薬

学
Ⅰ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
理
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

【
③

オ
ー

タ
コ

イ
ド

に
よ

る
調

節
機

構
】

　
１

）
代

表
的

な
オ

ー
タ
コ
イ
ド
を
挙
げ
、
生
理
活
性
お
よ
び
作
用
機
構
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

分
子

生
物

学
Ⅱ

基
礎

薬
理

学
薬
物
治
療
学
Ⅱ

【
④

サ
イ

ト
カ

イ
ン

・
増

殖
因

子
に

よ
る

調
節

機
構

】

　
１

）
代

表
的

な
サ

イ
ト
カ
イ
ン
、
増
殖
因
子
を
挙
げ
、
生
理
活
性
お
よ
び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
免

疫
学

Ⅰ
臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

【
⑤

血
圧

の
調

節
機

構
】

　
１

）
血

圧
の

調
節

機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

【
⑥

血
糖

の
調

節
機

構
】

　
１

）
血

糖
の

調
節

機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
実
習

【
⑦

体
液

の
調

節
】

　
１

）
体

液
の

調
節

機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

機
能

形
態

学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

　
２

）
尿

の
生

成
機

構
、
尿
量
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

【
⑧

体
温

の
調

節
】

　
１

）
体

温
の

調
節

機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

【
⑨

血
液

凝
固

・
線

溶
系

】
　

１
）

血
液

凝
固

・
線

溶
系
の
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

【
⑩

性
周

期
の

調
節

】
　

１
）

性
周

期
の

調
節

機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

C
8
 
 
生

体
防

御
と

微
生

物
（

１
）

身
体

を
ま

も
る

【
①

 
生

体
防

御
反

応
】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
異

物
の

侵
入

に
対
す
る
物
理
的
、
生
理
的
、
化
学
的
バ
リ
ア
ー
、
お
よ

び
補

体
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅰ
免

疫
学

Ⅰ
　

２
）

免
疫

反
応

の
特

徴
（
自
己
と
非
自
己
の
識
別
、
特
異
性
、
多
様
性
、
ク

ロ
ー

ン
性

、
記

憶
、

寛
容

）
を

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
３

）
自

然
免

疫
と

獲
得
免
疫
、
お
よ
び
両
者
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

免
疫

学
Ⅰ

　
４

）
体

液
性

免
疫

と
細
胞
性
免
疫
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

免
疫

学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
②

免
疫

を
担

当
す

る
組

織
・

細
胞

】

　
１

）
免

疫
に

関
与

す
る
組
織
を
列
挙
し
、
そ
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

免
疫

学
Ⅰ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
免

疫
担

当
細

胞
の
種
類
と
役
割
を
説
明
で
き
る
。

免
疫

学
Ⅰ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
３

）
免

疫
反

応
に

お
け
る
主
な
細
胞
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

免
疫

学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
③

分
子

レ
ベ

ル
で

見
た

免
疫

の
し

く
み

】
　

１
）

自
然

免
疫

お
よ

び
獲
得
免
疫
に
お
け
る
異
物
の
認
識
を
比
較
し
て
説
明

で
き

る
。

免
疫

学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
２

）
MH
C 
抗

原
の

構
造
と
機
能
お
よ
び
抗
原
提
示
で
の
役
割
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
免

疫
学

Ⅰ
分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
３

）
T 
細

胞
と

 B
 
細
胞
に
よ
る
抗
原
認
識
の
多
様
性
（
遺
伝
子
再
構
成
）

と
活

性
化

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
４

）
抗

体
分

子
の

基
本
構
造
、
種
類
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

免
疫

学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
５

）
免

疫
系

に
関

わ
る
主
な
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
挙
げ
、
そ
の
作
用
を
概
説
で

き
る

。
免

疫
学

Ⅰ
臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

（
２

）
免

疫
系

の
制

御
と

そ
の

破
綻

・
免

疫
系

の
応

用
【

①
 
免

疫
応

答
の

制
御

と
破

綻
】

　
１

）
炎

症
の

一
般

的
症
状
、
担
当
細
胞
お
よ
び
反
応
機
構
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
免
疫
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

  
２

）
ア

レ
ル

ギ
ー

を
分
類
し
、
担
当
細
胞
お
よ
び
反
応
機
構
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
免
疫
学
Ⅱ

　
３

）
自

己
免

疫
疾

患
と
免
疫
不
全
症
候
群
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

免
疫
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
４

）
臓

器
移

植
と

免
疫
反
応
の
関
わ
り
（
拒
絶
反
応
、
免
疫
抑
制
剤
な
ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
５

）
感

染
症

と
免

疫
応
答
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅰ
免
疫
学
Ⅱ

　
６

）
腫

瘍
排

除
に

関
与
す
る
免
疫
反
応
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

免
疫
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
②

 
免

疫
反

応
の

利
用

】
　

１
）

ワ
ク

チ
ン

の
原

理
と
種
類
（
生
ワ
ク
チ
ン
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
、
ト
キ

ソ
イ

ド
、

混
合

ワ
ク

チ
ン

な
ど

）
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅰ

　
２

）
モ

ノ
ク

ロ
ー

ナ
ル
抗
体
と
ポ
リ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

免
疫

学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
３

）
血

清
療

法
と

抗
体
医
薬
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

免
疫

学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
４

）
抗

原
抗

体
反

応
を
利
用
し
た
検
査
方
法
（
E
LI

S
A 

法
、
ウ
エ
ス
タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
な

ど
）

を
実

施
で

き
る

。
(技

能
）

免
疫

学
Ⅰ

免
疫

／
微

生
物

学
実

習
再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

（
３

）
微

生
物

の
基

本
【

①
 
総

論
】

　
１

）
原

核
生

物
、

真
核
生
物
お
よ
び
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

生
化

学
Ⅰ

微
生

物
学

Ⅰ
【

②
 
細

菌
】

　
１

）
細

菌
の

分
類

や
性
質
（
系
統
学
的
分
類
、
グ
ラ
ム
陽
性
菌
と
陰
性
菌
、

好
気

性
菌

と
嫌

気
性

菌
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅰ

  
２

）
細

菌
の

構
造

と
増
殖
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅰ
　

３
）

細
菌

の
異

化
作

用
（
呼
吸
と
発
酵
）
お
よ
び
同
化
作
用
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅰ
　

４
）

細
菌

の
遺

伝
子

伝
達
（
接
合
、
形
質
導
入
、
形
質
転
換
）
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅱ

　
５

）
薬

剤
耐

性
菌

お
よ
び
薬
剤
耐
性
化
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅱ
　

６
）

代
表

的
な

細
菌

毒
素
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅱ
【

③
 
ウ

イ
ル

ス
】

　
１

）
ウ

イ
ル

ス
の

構
造
、
分
類
、
お
よ
び
増
殖
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
微

生
物

学
Ⅰ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

【
④

 
真

菌
・

原
虫

・
蠕

虫
】

　
１

）
真

菌
の

性
状

を
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅰ
  
２

）
原

虫
お

よ
び

蠕
虫
の
性
状
を
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅱ
【

⑤
 
消

毒
と

滅
菌

】

　
１

）
滅

菌
、

消
毒

お
よ
び
殺
菌
、
静
菌
の
概
念
を
説
明
で
き
る
。

免
疫

学
Ⅰ

免
疫

／
微

生
物

学
実

習

  
２

）
主

な
滅

菌
法

お
よ
び
消
毒
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

免
疫

学
Ⅰ

免
疫

／
微

生
物

学
実

習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
⑥

 
検

出
方

法
】

　
１

）
グ

ラ
ム

染
色

を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

免
疫

／
微

生
物

学
実

習
  
２

）
無

菌
操

作
を

実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

免
疫

／
微

生
物

学
実

習
  
３

）
代

表
的

な
細

菌
ま
た
は
真
菌
の
分
離
培
養
、
純
培
養
を
実
施
で
き
る

。
（

技
能

）
免

疫
／

微
生

物
学

実
習

（
４

）
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
【

①
感

染
の

成
立

と
共

生
】

　
１

）
感

染
の

成
立

（
感
染
源
、
感
染
経
路
、
侵
入
門
戸
な
ど
）
と
共
生
（
腸

内
細

菌
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅰ
　

２
）

日
和

見
感

染
と

院
内
感
染
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅰ
【

②
代

表
的

な
病

原
体

】
　

１
）

DN
A 
ウ

イ
ル

ス
（
ヒ
ト
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、

パ
ピ

ロ
ー

マ
ウ

イ
ル

ス
、

B 
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

　
　

　
な

ど
）

に
つ

い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅱ

　
２

）
RN
A 
ウ

イ
ル

ス
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、
ポ
リ
オ
ウ
イ

ル
ス

、
コ

ク
サ

ッ
キ

ー
ウ

イ
ル

ス
、

エ
コ

ー
　

　
　

ウ
イ

ル
ス

、
ラ

イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
Ａ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
C 

型
肝
炎

ウ
イ

ル
ス

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

、
　

　
　

麻
疹

ウ
イ

ル
ス

、
風
疹
ウ
イ
ル
ス
、
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
、
狂
犬
病
ウ

イ
ル

ス
、

ム
ン

プ
ス

ウ
イ

ル
ス

、
　

　
　

HI
V、

H
TL
V 
な

ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅱ
分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
３

）
グ

ラ
ム

陽
性

球
菌
（
ブ
ド
ウ
球
菌
、
レ
ン
サ
球
菌
な
ど
）
お
よ
び
グ
ラ

ム
陽

性
桿

菌
（

破
傷

風
菌

、
ガ

ス
壊

疽
菌

、
　

　
　

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
菌

、
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
、
炭
疽
菌
、
セ
レ
ウ
ス
菌
、
デ
ィ
フ

ィ
シ

ル
菌

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅱ

　
４

）
グ

ラ
ム

陰
性

球
菌
（
淋
菌
、
髄
膜
炎
菌
な
ど
）
お
よ
び
グ
ラ
ム
陰
性
桿

菌
（

大
腸

菌
、

赤
痢

菌
、

サ
ル

モ
ネ

ラ
属

菌
、

　
　

　
チ

フ
ス

菌
、

エ
ル
シ
ニ
ア
属
菌
、
ク
レ
ブ
シ
エ
ラ
属
菌
、
コ
レ
ラ
菌
、

百
日

咳
菌

、
腸

炎
ビ

ブ
リ

オ
、

緑
膿

菌
、

　
　

　
レ

ジ
オ

ネ
ラ

、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅱ

　
５

）
グ

ラ
ム

陰
性

ら
せ
ん
菌
（
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
、
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ

ー
・

ジ
ェ

ジ
ュ

ニ
／

コ
リ

な
ど

）
お

よ
び

　
　

　
ス

ピ
ロ

ヘ
ー

タ
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅱ

　
６

）
抗

酸
菌

（
結

核
菌
、
ら
い
菌
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅱ

　
７

）
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
つ
い
て
概
説
で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅰ
微

生
物

学
Ⅱ

　
８

）
真

菌
（

ア
ス

ペ
ル
ギ
ル
ス
、
ク
リ
プ
ト
コ
ッ
ク
ス
、
カ
ン
ジ
ダ
、
ム
ー

コ
ル

、
白

癬
菌

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅱ

　
９

）
原

虫
（

マ
ラ

リ
ア
原
虫
、
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
、
腟
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
、
ク

リ
プ

ト
ス

ポ
リ

ジ
ウ

ム
、

赤
痢

ア
メ

ー
バ

　
　

　
な

ど
）

、
蠕

虫
（
回
虫
、
鞭
虫
、
ア
ニ
サ
キ
ス
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅱ

D
　

衛
生

薬
学

D
1
　

健
康

（
１

）
社

会
・

集
団

と
健

康
【

①
健

康
と

疾
病

の
概

念
】

　
１

）
健

康
と

疾
病

の
概
念
の
変
遷
と
、
そ
の
理
由
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
【

②
保

健
統

計
】

　
１

）
集

団
の

健
康

と
疾
病
の
現
状
お
よ
び
そ
の
影
響
要
因
を
把
握
す
る
上
で

の
人

口
統

計
の

意
義

を
概

説
で

き
る

。
衛

生
薬

学
Ⅰ

　
２

）
人

口
統

計
お

よ
び
傷
病
統
計
に
関
す
る
指
標
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ

  
３

）
人

口
動

態
（

死
因
別
死
亡
率
な
ど
）
の
変
遷
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
微

生
物

学
Ⅰ

衛
生

薬
学

Ⅰ
【

③
疫

学
】

　
１

）
疾

病
の

予
防

に
お
け
る
疫
学
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
　

２
）

疫
学

の
三

要
因

（
病
因
、
環
境
要
因
、
宿
主
要
因
）
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
衛

生
薬

学
Ⅰ

　
３

）
疫

学
の

種
類

（
記
述
疫
学
、
分
析
疫
学
な
ど
）
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ

　
４

）
リ

ス
ク

要
因

の
評
価
と
し
て
、
オ
ッ
ズ
比
、
相
対
危
険
度
、
寄
与
危
険

度
お

よ
び

信
頼

区
間

に
つ

い
て

説
明

し
、

　
　

　
計

算
で

き
る

。
（
知
識
・
技
能
）

衛
生

薬
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

（
２

）
疾

病
の

予
防

【
①

疾
病

の
予

防
と

は
】

　
１

）
疾

病
の

予
防

に
つ
い
て
、
一
次
、
二
次
、
三
次
予
防
と
い
う
言
葉
を
用

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
　

２
）

健
康

増
進

政
策

（
健
康
日
本
２
１
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
医
学
概
論

【
②

感
染

症
と

そ
の

予
防

】
　

１
）

現
代

に
お

け
る

感
染
症
（
日
和
見
感
染
、
院
内
感
染
、
新
興
感
染
症
、

再
興

感
染

症
な

ど
）

の
特

徴
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅰ

　
２

）
感

染
症

法
に

お
け
る
、
感
染
症
と
そ
の
分
類
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅰ
　

３
）

代
表

的
な

性
感

染
症
を
列
挙
し
、
そ
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅱ

　
４

）
予

防
接

種
の

意
義
と
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅰ
微

生
物

学
Ⅱ

【
③

生
活

習
慣

病
と

そ
の

予
防

】
　

１
）

生
活

習
慣

病
の

種
類
と
そ
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ

　
２

）
生

活
習

慣
病

の
代
表
的
な
リ
ス
ク
要
因
を
列
挙
し
、
そ
の
予
防
法
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛

生
薬

学
Ⅱ

　
３

）
食

生
活

や
喫

煙
な
ど
の
生
活
習
慣
と
疾
病
の
関
わ
り
に
つ
い
て
討
議
す

る
。

（
態

度
）

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
④

母
子

保
健

】
　

１
）

新
生

児
マ

ス
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
し
、
代
表
的
な

検
査

項
目

を
列

挙
で

き
る

。
衛

生
薬

学
Ⅰ

　
２

）
母

子
感

染
す

る
代
表
的
な
疾
患
を
列
挙
し
、
そ
の
予
防
対
策
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅱ
【

⑤
労

働
衛

生
】

　
１

）
代

表
的

な
労

働
災
害
、
職
業
性
疾
病
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
　

２
）

労
働

衛
生

管
理

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
（

３
）

栄
養

と
健

康
【

①
栄

養
】

　
１

）
五

大
栄

養
素

を
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
　

２
）

各
栄

養
素

の
消

化
、
吸
収
、
代
謝
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
説
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
　

３
）

食
品

中
の

三
大

栄
養
素
の
栄
養
的
な
価
値
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
　

４
）

五
大

栄
養

素
以

外
の
食
品
成
分
（
食
物
繊
維
、
抗
酸
化
物
質
な
ど
）
の

機
能

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
５

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝
に
関
わ
る
基
礎
代
謝
量
、
呼
吸
商
、
推
定
エ
ネ
ル
ギ

ー
必

要
量

の
意

味
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
　

６
）

日
本

人
の

食
事

摂
取
基
準
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ

　
７

）
栄

養
素

の
過

不
足
に
よ
る
主
な
疾
病
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛

生
薬

学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

　
８

）
疾

病
治

療
に

お
け
る
栄
養
の
重
要
性
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

【
②

食
品

機
能

と
食

品
衛

生
】

　
１

）
炭

水
化

物
・

タ
ン
パ
ク
質
が
変
質
す
る
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
　

２
）

油
脂

が
変

敗
す

る
機
構
を
説
明
し
、
油
脂
の
変
質
試
験
を
実
施
で
き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
実
習

　
３

）
食

品
の

変
質

を
防
ぐ
方
法
（
保
存
法
）
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
　

４
）

食
品

成
分

由
来

の
発
が
ん
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
生
成
機
構
を
説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
５

）
代

表
的

な
食

品
添
加
物
を
用
途
別
に
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
を
説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅲ

  
６

）
特

別
用

途
食

品
と
保
健
機
能
食
品
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
  
７

）
食

品
衛

生
に

関
す
る
法
的
規
制
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
【

③
食

中
毒

と
食

品
汚

染
】

　
１

）
代

表
的

な
細

菌
性
・
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
原
因

と
な

る
微

生
物

の
性

質
、

症
状

、
原

因
食

品
　

　
　

お
よ

び
予

防
方

法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅱ

　
２

）
食

中
毒

の
原

因
と
な
る
代
表
的
な
自
然
毒
を
列
挙
し
、
そ
の
原
因
物
質

、
作

用
機

構
、

症
状

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
３

）
化

学
物

質
（

重
金
属
、
残
留
農
薬
な
ど
）
や
カ
ビ
に
よ
る
食
品
汚
染
の

具
体

例
を

挙
げ

、
ヒ

ト
の

健
康

に
及

ぼ
す

　
　

　
影

響
を

説
明

で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅳ

D
2
　

環
境

（
１

）
化

学
物

質
・

放
射

線
の

生
体

へ
の

影
響

【
①

化
学

物
質

の
毒

性
】

　
１

）
代

表
的

な
有

害
化
学
物
質
の
吸
収
、
分
布
、
代
謝
、
排
泄
の
基
本
的
な

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
２

）
肝

臓
、

腎
臓

、
神
経
な
ど
に
特
異
的
に
毒
性
を
示
す
代
表
的
な
化
学
物

質
を

列
挙

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
３

）
重

金
属

、
PC
B、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
代
表
的
な
有
害
化
学
物
質

や
農

薬
の

急
性

毒
性

、
慢

性
毒

性
の

特
徴

に
　

　
　

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
４

）
重

金
属

や
活

性
酸
素
に
よ
る
障
害
を
防
ぐ
た
め
の
生
体
防
御
因
子
に
つ

い
て

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
５

）
薬

物
の

乱
用

に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
し
、
討
議
す
る
。

（
知

識
・

態
度

）
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
６

）
代

表
的

な
中

毒
原
因
物
質
の
解
毒
処
置
法
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
７

）
代

表
的

な
中

毒
原
因
物
質
（
乱
用
薬
物
を
含
む
）
の
試
験
法
を
列
挙
し

、
概

説
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ

【
②

化
学

物
質

の
安

全
性

評
価

と
適

正
使

用
】

　
１

）
個

々
の

化
学

物
質
の
使
用
目
的
に
鑑
み
、
適
正
使
用
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
　

　
　

（
態

度
）

医
療
人
の
あ
り
方

　
２

）
化

学
物

質
の

毒
性
を
評
価
す
る
た
め
の
主
な
試
験
法
を
列
挙
し
、
概
説

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
３

）
毒

性
試

験
の

結
果
を
評
価
す
る
の
に
必
要
な
量
-反

応
関
係
、
閾
値
、

無
毒

性
量

（
NO
AE
L）

な
ど

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
衛

生
薬

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

　
４

）
化

学
物

質
の

安
全
摂
取
量
（
1
日
許
容
摂
取
量
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
５

）
有

害
化

学
物

質
に
よ
る
人
体
影
響
を
防
ぐ
た
め
の
法
的
規
制
（
化
審
法

、
化

管
法

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ

【
③

化
学

物
質

に
よ

る
発

が
ん

】
　

１
）

発
が

ん
性

物
質

な
ど
の
代
謝
的
活
性
化
の
機
構
を
列
挙
し
、
そ
の
反
応

機
構

を
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
２

）
遺

伝
毒

性
試

験
（
Am

es
試
験
な
ど
）
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
３

）
発

が
ん

に
至

る
過
程
（
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅲ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

【
④

放
射

線
の

生
体

へ
の

影
響

】
　

１
）

電
離

放
射

線
を

列
挙
し
、
生
体
へ
の
影
響
を
説
明
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

Ⅰ
　

２
）

代
表

的
な

放
射

性
核
種
（
天
然
、
人
工
）
と
生
体
と
の
相
互
作
用
を
説

明
で

き
る

。
放

射
薬

品
化

学
Ⅰ

　
３

）
電

離
放

射
線

を
防
御
す
る
方
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

放
射

薬
品

化
学

Ⅰ
放
射
薬
品
化
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
４

）
非

電
離

放
射

線
（
紫
外
線
、
赤
外
線
な
ど
）
を
列
挙
し
、
生
体
へ
の
影

響
を

説
明

で
き

る
。

放
射

薬
品

化
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ

（
２

）
生

活
環

境
と

健
康

【
①

地
球

環
境

と
生

態
系

】
　

１
）

地
球

規
模

の
環

境
問
題
の
成
因
、
人
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
説
明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅳ

　
２

）
生

態
系

の
構

成
員
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
と
相
互
関
係
を
説
明
で
き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅳ

　
３

）
化

学
物

質
の

環
境
内
動
態
（
生
物
濃
縮
な
ど
）
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
４

）
地

球
環

境
の

保
全
に
関
す
る
国
際
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
５

）
人

が
生

態
系

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
環
境
問
題
を
討
議
す
る

。
（

態
度

）
衛
生
薬
学
Ⅳ

【
②

環
境

保
全

と
法

的
規

制
】

　
１

）
典

型
七

公
害

と
そ
の
現
状
、
お
よ
び
四
大
公
害
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
衛

生
薬

学
Ⅱ

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
２

）
環

境
基

本
法

の
理
念
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
３

）
環

境
汚

染
（

大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
土
壌
汚
染
な
ど
）
を
防
止
す
る

た
め

の
法

規
制

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

衛
生
薬
学
Ⅳ

衛
生
薬
学
実
習

【
③

水
環

境
】

　
１

）
原

水
の

種
類

を
挙
げ
、
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
２

）
水

の
浄

化
法

、
塩
素
処
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

衛
生
薬
学
実
習

　
３

）
水

道
水

の
水

質
基
準
の
主
な
項
目
を
列
挙
し
、
測
定
で
き
る
。
（
知
識

・
技

能
）

衛
生
薬
学
Ⅳ

衛
生
薬
学
実
習

　
４

）
下

水
処

理
お

よ
び
排
水
処
理
の
主
な
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
５

）
水

質
汚

濁
の

主
な
指
標
を
列
挙
し
、
測
定
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

衛
生
薬
学
Ⅳ

衛
生
薬
学
実
習

　
６

）
富

栄
養

化
の

原
因
と
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
問
題
点
を
挙
げ
、

対
策

を
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅳ

【
④

大
気

環
境

】
　

１
）

主
な

大
気

汚
染

物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
推
移
と
発
生
源
、
健
康
影
響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅳ

　
２

）
主

な
大

気
汚

染
物
質
を
測
定
で
き
る
。
（
技
能
）

衛
生
薬
学
Ⅳ

衛
生
薬
学
実
習

  
３

）
大

気
汚

染
に

影
響
す
る
気
象
要
因
（
逆
転
層
な
ど
）
を
概
説
で
き
る

。
衛
生
薬
学
Ⅳ

【
⑤

室
内

環
境

】

　
１

）
室

内
環

境
を

評
価
す
る
た
め
の
代
表
的
な
指
標
を
列
挙
し
、
測
定
で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
衛
生
薬
学
Ⅳ

衛
生
薬
学
実
習

　
２

）
室

内
環

境
と

健
康
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

【
⑥

廃
棄

物
】

　
１

）
廃

棄
物

の
種

類
と
処
理
方
法
を
列
挙
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

　
２

）
廃

棄
物

処
理

の
問
題
点
を
列
挙
し
、
そ
の
対
策
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

  
３

）
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
制
度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅳ

E
　

医
療

薬
学

E
1
　

薬
の

作
用

と
体

の
変

化
（

１
）

薬
の

作
用

【
①

薬
の

作
用

】
　

１
）

薬
の

用
量

と
作

用
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
　

２
）

ア
ゴ

ニ
ス

ト
（

作
用
薬
、
作
動
薬
、
刺
激
薬
）
と
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
（

拮
抗

薬
、

遮
断

薬
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
臨
床
生
理
・
診
断
学

　
３

）
薬

物
が

作
用

す
る
し
く
み
に
つ
い
て
、
受
容
体
、
酵
素
、
イ
オ
ン
チ
ャ

ネ
ル

お
よ

び
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
を

例
に

　
　

　
挙

げ
て

説
明

で
き
る
。

基
礎

薬
理

学

　
４

）
代

表
的

な
受

容
体
を
列
挙
し
、
刺
激
あ
る
い
は
遮
断
さ
れ
た
場
合
の
生

理
反

応
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
５

）
薬

物
の

作
用

発
現
に
関
連
す
る
代
表
的
な
細
胞
内
情
報
伝
達
系
を
列
挙

し
、

活
性

化
あ

る
い

は
抑

制
さ

れ
た

場
合

　
　

　
の

生
理

反
応

を
説
明
で
き
る
。
（
C6

(6
)【

②
細
胞
内
情
報
伝
達
】
1.
～

 5
. 
参

照
）

基
礎

薬
理

学
薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
６

）
薬

物
の

体
内

動
態
（
吸
収
、
分
布
、
代
謝
、
排
泄
）
と
薬
効
発
現
の
関

わ
り

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

E4
（

1）
【

②
吸
収
】
、
【
③
分
布
】
、
【
④
代
謝
】
、
【
⑤
排

泄
】

参
照

）
微

生
物

学
Ⅰ

薬
物

動
態

学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

　
７

）
薬

物
の

選
択

（
禁
忌
を
含
む
）
、
用
法
、
用
量
の
変
更
が
必
要
と
な
る

要
因

（
年

齢
、

疾
病

、
妊

娠
等

）
に

つ
い

て
　

　
　

具
体

例
を

挙
げ

て
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

　
８

）
薬

理
作

用
に

由
来
す
る
代
表
的
な
薬
物
相
互
作
用
を
列
挙
し
、
そ
の
機

序
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

E4
（

1）
【

②
吸
収
】
5.

【
④
代
謝
】
5
.【

⑤
排
泄
】
5.

参
照
）

微
生

物
学

Ⅰ
薬

物
動

態
学

Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

　
９

）
薬

物
依

存
性

、
耐
性
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
衛
生
薬
学
Ⅲ

【
②

動
物

実
験

】
　

１
）

動
物

実
験

に
お

け
る
倫
理
に
つ
い
て
配
慮
で
き
る
。
（
態
度
）

免
疫

／
微

生
物

学
実

習
薬
理
学
実
習

　
２

）
実

験
動

物
を

適
正
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能
）

免
疫

／
微

生
物

学
実

習
薬
理
学
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
実

験
動

物
で

の
代
表
的
な
投
与
方
法
が
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

免
疫

／
微

生
物

学
実

習
薬
理
学
実
習

【
③

日
本

薬
局

方
】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載
の
生
物
学
的
定
量
法
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅰ
（

２
）

身
体

の
病

的
変

化
を

知
る

【
①

症
候

】
　

１
）

以
下

の
症

候
・

病
態
に
つ
い
て
、
生
じ
る
原
因
と
そ
れ
ら
を
伴
う
代
表

的
疾

患
を

挙
げ

、
患

者
情

報
を

も
と

に
疾

患
を

　
　

　
推

測
で

き
る

。
　

　
　

シ
ョ

ッ
ク

、
高

血
圧
、
低
血
圧
、
発
熱
、
け
い
れ
ん
、
意
識
障
害
・
失

神
、

チ
ア

ノ
ー

ゼ
、

脱
水

、
全

身
倦

怠
感

、
　

　
　

肥
満

・
や

せ
、

黄
疸
、
発
疹
、
貧
血
、
出
血
傾
向
、
リ
ン
パ
節
腫
脹
、

浮
腫

、
心

悸
亢

進
・

動
悸

、
胸

水
、

胸
痛

、
　

　
　

呼
吸

困
難

、
咳

・
痰
、
　
血
痰
・
喀
血
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
運
動
麻
痺

・
不

随
意

運
動

・
筋

力
低

下
、

腹
痛

、
　

　
　

悪
心

・
嘔

吐
、

嚥
下
困
難
・
障
害
、
食
欲
不
振
、
　
下
痢
・
便
秘
、
吐

血
・

下
血

、
腹

部
膨

満
（

腹
水

を
含

む
）

、
　

　
　

タ
ン

パ
ク

 尿
、
血
尿
、
尿
量
・
排
尿
の
異
常
、
月
経
異
常
、
関
節

痛
・

関
節

腫
脹

、
腰

背
部

痛
、

記
憶

障
害

、
　

　
　

知
覚

異
常

（
し

び
れ
を
含
む
）
・
神
経
痛
、
視
力
障
害
、
聴
力
障
害

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

医
学
概
論

【
②

病
態

・
臨

床
検

査
】

　
１

）
尿

検
査

お
よ

び
糞
便
検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見

を
説

明
で

き
る

。
病
態
生
化
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

　
２

）
血

液
検

査
、

血
液
凝
固
機
能
検
査
お
よ
び
脳
脊
髄
液
検
査
の
検
査
項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。
病
態
生
化
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
３

）
血

液
生

化
学

検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明

で
き

る
。

病
態
生
化
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

医
学
概
論

　
４

）
免

疫
学

的
検

査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で

き
る

。
病
態
生
化
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
５

）
動

脈
血

ガ
ス

分
析
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明

で
き

る
。

病
態
生
化
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
６

）
代

表
的

な
生

理
機
能
検
査
（
心
機
能
、
腎
機
能
、
肝
機
能
、
呼
吸
機
能

等
）

、
病

理
組

織
検

査
お

よ
び

画
像

検
査

の
　

　
　

検
査

項
目

を
列

挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で
き
る
。

病
態
生
化
学
Ⅰ

病
態
生
理
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
７

）
代

表
的

な
微

生
物
検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅱ
病
態
生
化
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
８

）
代

表
的

な
フ

ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的

と
異

常
所

見
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

医
学
概
論

（
３

）
薬

物
治

療
の

位
置

づ
け

　
１

）
代

表
的

な
疾

患
に
お
け
る
薬
物
治
療
、
食
事
療
法
、
そ
の
他
の
非
薬
物

治
療

（
外

科
手

術
な

ど
）

の
位

置
づ

け
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
臨
床
生
理
・
診
断
学

　
２

）
代

表
的

な
疾

患
に
お
け
る
薬
物
治
療
の
役
割
に
つ
い
て
、
病
態
、
薬
効

薬
理

、
薬

物
動

態
に

基
づ

い
て

討
議

す
る

。
　

　
（

知
識

・
技

能
）

臨
床
生
理
・
診
断
学

（
４

）
医

薬
品

の
安

全
性

　
１

）
薬

物
の

主
作

用
と
副
作
用
、
毒
性
と
の
関
連
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
動

態
学

Ⅰ

　
２

）
薬

物
の

副
作

用
と
有
害
事
象
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学
薬

物
動

態
学

Ⅰ
　

３
）

以
下

の
障

害
を

呈
す
る
代
表
的
な
副
作
用
疾
患
に
つ
い
て
、
推
定
さ
れ

る
原

因
医

薬
品

、
身

体
所

見
、

検
査

所
見

　
　

　
お

よ
び

対
処

方
法
を
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
血

液
障

害
・

電
解
質
異
常
、
肝
障
害
、
腎
障
害
、
消
化
器
障
害
、
循
環

器
障

害
、

精
神

障
害

、
皮

膚
障

害
、

　
　

　
呼

吸
器

障
害

、
薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
（
シ
ョ
ッ
ク
を
含
む
）
、
代
謝
障
害

、
筋

障
害

免
疫
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
４

）
代

表
的

薬
害

、
薬
物
乱
用
に
つ
い
て
、
健
康
リ
ス
ク
の
観
点
か
ら
討
議

す
る

。
（

態
度

）
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

E
2
　

薬
理

・
病

態
・

薬
物

治
療

（
１

）
神

経
系

の
疾

患
と

薬
【

①
自

律
神

経
系

に
作

用
す

る
薬

】
　

１
）

交
感

神
経

系
に

作
用
し
、
そ
の
支
配
器
官
の
機
能
を
修
飾
す
る
代
表
的

な
薬

物
を

挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
　

　
　

副
作

用
を

説
明

で
き
る
。

基
礎

薬
理

学

　
２

）
副

交
感

神
経

系
に
作
用
し
、
そ
の
支
配
器
官
の
機
能
を
修
飾
す
る
代
表

的
な

薬
物

を
挙

げ
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

を
説
明
で
き
る
。

基
礎

薬
理

学

　
３

）
神

経
節

に
作

用
す
る
代
表
的
な
薬
物
を
挙
げ
、
薬
理
作
用
、
機
序
、
主

な
副

作
用

を
説

明
で

き
る

。
基

礎
薬

理
学

  
４

）
自

律
神

経
系

に
作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
の
効
果
を
動
物
実
験
で
測

定
で

き
る

。
（

技
能

）
薬
理
学
実
習

【
②

体
性

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
・

筋
の

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

知
覚

神
経

に
作

用
す
る
代
表
的
な
薬
物
（
局
所
麻
酔
薬
な
ど
）
を
挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

薬
効

薬
理

学
Ⅰ

薬
理
学
実
習

　
２

）
運

動
神

経
系

に
作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
を
挙
げ
、
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

効
薬

理
学

Ⅰ
薬
理
学
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
知

覚
神

経
、

運
動
神
経
に
作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
の
効
果
を
動
物
実

験
で

測
定

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
理
学
実
習

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
　

　
進

行
性

筋
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

、
Gu

i
ll

a
in

-B
ar

ré
（
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー

）
症

候
群
、

重
症

筋
無

力
症
（

重
複

）
免
疫
学
Ⅱ

【
③

中
枢

神
経

系
の

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
  
１

）
全

身
麻

酔
薬

、
催
眠
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

効
薬

理
学

Ⅰ
  
２

）
麻

薬
性

鎮
痛

薬
、
非
麻
薬
性
鎮
痛
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
（

WH
O

　
　

　
三

段
階

除
痛

ラ
ダ
ー
を
含
む
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
効

薬
理

学
Ⅰ

  
３

）
中

枢
興

奮
薬

の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

効
薬

理
学

Ⅰ
  
４

）
統

合
失

調
症

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
効

薬
理

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

  
５

）
う

つ
病

、
躁

う
つ
病
（
双
極
性
障
害
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

効
薬

理
学

Ⅰ
事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

  
６

）
不

安
神

経
症

（
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
全
般
性
不
安
障
害
）
、
心
身
症
、

不
眠

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

　
　

　
（

薬
理

作
用

、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

　
　

　
選

択
等

）
を

説
明
で
き
る
。

薬
効

薬
理

学
Ⅰ

  
７

）
て

ん
か

ん
に

つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
効

薬
理

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

  
８

）
脳

血
管

疾
患

（
脳
内
出
血
、
脳
梗
塞
（
脳
血
栓
、
脳
塞
栓
、
一
過
性

脳
虚

血
）

、
く

も
膜

下
出

血
）

に
つ

い
て

、
　

　
　

治
療

薬
の

薬
理

（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
　

　
　

（
医

薬
品

の
 選

択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
効

薬
理

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

  
９

）
Pa
rk
in
so
n（

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
）
病
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

効
薬

理
学

Ⅰ
薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

  
10
）

認
知

症
（

Al
zh
ei

me
r
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
）
型
認
知
症
、
脳
血
管
性

認
知

症
等

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

　
　

　
（

薬
理

作
用

、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

　
　

　
等

）
を

説
明

で
き
る
。

薬
効

薬
理

学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

  
11
）

片
頭

痛
に

つ
い

て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
効

薬
理

学
Ⅰ

  
12
）

中
枢

神
経

系
に

作
用
す
る
薬
物
の
効
果
を
動
物
実
験
で
測
定
で
き
る

。
（

技
能

）
薬
理
学
実
習

  
13
）

中
枢

神
経

系
疾

患
の
社
会
生
活
へ
の
影
響
お
よ
び
薬
物
治
療
の
重
要

性
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

薬
効

薬
理

学
Ⅰ

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ⅱ

  
14
）

以
下

の
疾

患
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
　

　
脳

炎
・

髄
膜

炎
（
重
複
）
、
多
発
性
硬
化
症
（
重
複
）
、
筋
萎
縮
性
側

索
硬

化
症

、
Na
rc
ol
ep
sy

　
　

　
（

ナ
ル

コ
レ

プ
シ
ー
）
、
薬
物
依
存
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
神

経
系

の
疾

患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
と
薬
効
（

薬
理

・
薬

物
動

態
）

の
関

連
を

概
説

で
き

る
。

基
礎

薬
理

学
薬

効
薬

理
学

Ⅰ
（

２
）

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
お

よ
び

骨
・

関
節

の
疾

患
と

薬
【

①
抗

炎
症

薬
】

　
１

）
抗

炎
症

薬
（

ス
テ
ロ
イ
ド
性
お
よ
び
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
）
お
よ
び
解
熱

性
鎮

痛
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

）
お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

免
疫
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

　
２

）
抗

炎
症

薬
の

作
用
機
序
に
基
づ
い
て
炎
症
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

免
疫
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
３

）
創

傷
治

癒
の

過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

病
態
生
理
学
Ⅱ

【
②

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
ア

レ
ル

ギ
ー

治
療
薬
（
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
等
）
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
　

　
　

お
よ

び
臨

床
適

用
を
説
明
で
き
る
。

免
疫
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

　
２

）
免

疫
抑

制
薬

の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

免
疫
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

　
３

）
以

下
の

ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

　
　

　
ア

ト
ピ

ー
性

皮
膚
炎
、
蕁
麻
疹
、
接
触
性
皮
膚
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
、

ア
レ

ル
ギ

ー
性

結
膜

炎
、

花
粉

症
、

　
　

　
消

化
管

ア
レ

ル
ギ
ー
、
気
管
支
喘
息
（
重
複
）

免
疫
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
４

）
以

下
の

薬
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
原
因
薬
物
、
病
態
（
病
態
生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

対
処

法
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。
　

　
　

St
ev
en
s
-J
oh
ns

on
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
-ジ

ョ
ン
ソ
ン
）
症
候
群
、

中
毒

性
表

皮
壊

死
症

（
重

複
）

、
薬

剤
性

　
　

　
過

敏
症

症
候

群
、
薬
疹

免
疫
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

　
５

）
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

免
疫
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
６

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
尋

常
性

乾
癬

、
水
疱
症
、
光
線
過
敏
症
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病

免
疫
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
理
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
７

）
以

下
の

臓
器

特
異
的
自
己
免
疫
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

バ
セ

ド
ウ

病
（

重
複
）
、
橋
本
病
（
重
複
）
、
悪
性
貧
血
(重

複
）
、

ア
ジ

ソ
ン

病
、

1型
糖

尿
病

（
重

複
）

、
　

　
　

重
症

筋
無

力
症

、
多
発
性
硬
化
症
、
特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
、

自
己

免
疫

性
溶

血
性

貧
血

（
重

複
）

、
　

　
　

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候
群

免
疫
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
化
学
Ⅱ

病
態
生
理
学
Ⅰ

　
８

）
以

下
の

全
身

性
自
己
免
疫
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
全

身
性

エ
リ

テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
多
発
筋
炎
／
皮
膚
筋
炎
、
関

節
リ

ウ
マ

チ
（

重
複

）

免
疫
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
９

）
臓

器
移

植
（

腎
臓
、
肝
臓
、
骨
髄
、
臍
帯
血
、
輸
血
）
に
つ
い
て
、
拒

絶
反

応
お

よ
び

移
植

片
対

宿
主

病
（

GV
HD
）

　
　

　
の

病
態

（
病

態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）

を
説

明
で

き
る

。
免
疫
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
③

骨
・

関
節

・
カ

ル
シ

ウ
ム

代
謝

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

関
節

リ
ウ

マ
チ

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

免
疫
学
Ⅱ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
２

）
骨

粗
鬆

症
に

つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
３

）
変

形
性

関
節

症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
４

）
カ

ル
シ

ウ
ム

代
謝
の
異
常
を
伴
う
疾
患
（
副
甲
状
腺
機
能
亢
進
（
低
下

）
症

、
骨

軟
化

症
（

く
る

病
を

含
む

）
、

　
　

　
悪

性
腫

瘍
に

伴
う
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

 病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
効
薬
理
学
Ⅱ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
免

疫
・

炎
症

・
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
　

　
　

の
関

連
を

概
説

で
き
る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

（
３

）
循

環
器

系
・

血
液

系
・

造
血

器
系

・
泌

尿
器

系
・

生
殖

器
系

の
疾

患
と

薬
【

①
循

環
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
以

下
の

不
整

脈
お
よ
び
関
連
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
不

整
脈

の
例

示
：
上
室
性
期
外
収
縮
（
PA

C）
、
心
室
性
期
外
収
縮

（
PV
C）

、
心

房
細

動
（

Af
）

、
発

作
性

上
室

　
　

　
頻

拍
（

PS
VT
)
、
WP

W症
候
群
、
心
室
頻
拍
（
VT

）
、
心
室
細
動
（
Vf
）

、
房

室
ブ

ロ
ッ

ク
、

QT
延

長
症

候
群

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

病
態
生
理
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
急

性
お

よ
び

慢
性
心
不
全
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

病
態
生
理
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
３

）
虚

血
性

心
疾

患
（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

病
態
生
理
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
４

）
以

下
の

高
血

圧
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
　

　
　

生
理

、
症

状
等

）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る

。
 

　
　

　
本

態
性

高
血

圧
症
、
二
次
性
高
血
圧
症
（
腎
性
高
血
圧
症
、
腎
血
管
性

高
血

圧
症

を
含

む
）

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

病
態
生
理
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
　

　
閉

塞
性

動
脈

硬
化
症
（
AS

O
）
、
心
原
性
シ
ョ
ッ
ク
、
弁
膜
症
、
先

天
性

心
疾

患
病
態
生
理
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
６

）
循

環
器

系
に

作
用
す
る
薬
物
の
効
果
を
動
物
実
験
で
測
定
で
き
る
。
（

技
能

）
薬
理
学
実
習

臨
床
生
理
・
診
断
学

【
②

血
液

・
造

血
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
止

血
薬

の
薬

理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

　
２

）
抗

血
栓

薬
、

抗
凝
固
薬
お
よ
び
血
栓
溶
解
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

病
態
生
化
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
３

）
以

下
の

貧
血

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
鉄

欠
乏

性
貧

血
、
巨
赤
芽
球
性
貧
血
(悪

性
貧
血
等
）
、
再
生
不
良
性

貧
血

、
自

己
免

疫
性

溶
血

性
貧

血
（

AI
HA
）

、
　

　
　

腎
性

貧
血

、
鉄

芽
球
性
貧
血

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

病
態
生
化
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
４

）
播

種
性

血
管

内
凝
固
症
候
群
（
DI

C）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
効
薬
理
学
Ⅱ

病
態
生
化
学
Ⅱ

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
血

友
病

、
血

栓
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
（
TT

P
）
、
白
血
球
減
少

症
、

血
栓

塞
栓

症
、

白
血

病
（

重
複

）
、

　
　

　
悪

性
リ

ン
パ

腫
（
重
複
）

　
　

　
（

E2
（

7）
【

⑧
悪
性
腫
瘍
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
参
照
）

病
態
生
化
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
③

泌
尿

器
系

、
生

殖
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
薬

物
治

療
】

　
１

）
利

尿
薬

の
薬

理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
効

薬
理

学
Ⅰ

　
２

）
急

性
お

よ
び

慢
性
腎
不
全
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

病
態
生
化
学
Ⅱ

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
３

）
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

症
候
群
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

　
　

　
生

理
、

症
状

等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る

。
病
態
生
化
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
４

）
過

活
動

膀
胱

お
よ
び
低
活
動
膀
胱
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

薬
効

薬
理

学
Ⅰ

　
５

）
以

下
の

泌
尿

器
系
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

　
　

　
慢

性
腎

臓
病

（
CK

D
）
、
糸
球
体
腎
炎
（
重
複
）
、
糖
尿
病
性
腎
症

（
重

複
）

、
薬

剤
性

腎
症

（
重

複
）

、
腎

盂
　

　
　

腎
炎

（
重

複
）

、
膀
胱
炎
（
重
複
）
、
尿
路
感
染
症
（
重
複
）
、
尿
路

結
石

病
態
生
化
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
６

）
以

下
の

生
殖

器
系
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

前
立

腺
肥

大
症

、
子
宮
内
膜
症
、
子
宮
筋
腫

病
態
生
化
学
Ⅱ

　
７

）
妊

娠
・

分
娩

・
避
妊
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
薬
物
に
つ
い
て
、
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

薬
物

治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
８

）
以

下
の

生
殖

器
系
疾
患
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
異

常
妊

娠
、

異
常
分
娩
、
不
妊
症

病
態
生
化
学
Ⅱ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
循

環
系

・
泌

尿
器
系
・
生
殖
器
系
疾
患
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的

な
薬

物
の

基
本

構
造

と
薬

効
　

　
　

（
薬

理
・

薬
物

動
態
）
の
関
連
を
概
説
で
き
る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

（
４

）
呼

吸
器

系
・

消
化

器
系

の
疾

患
と

薬
【

①
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
気

管
支

喘
息

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

免
疫
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

病
態
生
理
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
２

）
慢

性
閉

塞
性

肺
疾
患
お
よ
び
喫
煙
に
関
連
す
る
疾
患
（
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
を

含
む

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

　
　

　
薬

理
（

薬
理

作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
　

　
　

の
選

択
等

）
を

説
明
で
き
る
。

病
態
生
理
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
３

）
間

質
性

肺
炎

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

病
態
生
理
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
４

）
鎮

咳
薬

、
去

痰
薬
、
呼
吸
興
奮
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

病
態
生
理
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

【
②

消
化

器
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

以
下

の
上

部
消

化
器
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

胃
食

道
逆

流
症

（
逆
流
性
食
道
炎
を
含
む
）
、
消
化
性
潰
瘍
、
胃
炎

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
２

）
炎

症
性

腸
疾

患
（
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
等
）
に
つ
い
て
、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

免
疫
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
３

）
肝

疾
患

（
肝

炎
、
肝
硬
変
（
ウ
イ
ル
ス
性
を
含
む
）
、
薬
剤
性
肝
障
害

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
　

　
　

作
用

、
機

序
、

主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
４

）
膵

炎
に

つ
い

て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
５

）
胆

道
疾

患
（

胆
石
症
、
胆
道
炎
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
効
薬
理
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
６

）
機

能
性

消
化

管
障
害
（
過
敏
性
腸
症
候
群
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
　

　
　

副
作

用
）

、
お

よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
７

）
便

秘
・

下
痢

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
８

）
悪

心
・

嘔
吐

に
つ
い
て
、
治
療
薬
お
よ
び
関
連
薬
物
（
催
吐
薬
）
の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
効
薬
理
学
Ⅲ

　
９

）
痔

に
つ

い
て

、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
　

　
　

薬
物

治
療

（
医

薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
生
理
・
診
断
学

【
③

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
呼

吸
器

系
・

消
化
器
系
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本

構
造

と
薬

効
（

薬
理

・
薬

物
動

態
）

　
　

　
の

関
連

を
概

説
で
き
る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

（
５

）
代

謝
系

・
内

分
泌

系
の

疾
患

と
薬

【
①

代
謝

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
糖

尿
病

と
そ

の
合
併
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
実
習

　
２

）
脂

質
異

常
症

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
　

　
　

生
理

、
症

状
等

）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る

。

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
実
習

　
３

）
高

尿
酸

血
症

・
痛
風
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

【
②

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
性

ホ
ル

モ
ン

関
連
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬
効
薬
理
学
Ⅲ

　
２

）
Ba
se
do
w
（

バ
セ

ド
ウ
）
病
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

免
疫
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
理
学
Ⅰ

　
３

）
甲

状
腺

炎
（

慢
性
（
橋
本
病
）
、
亜
急
性
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
理
学
Ⅰ

　
４

）
尿

崩
症

に
つ

い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
理
学
Ⅰ

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
　

　
先

端
巨

大
症

、
高
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
血
症
、
下
垂
体
機
能
低
下
症
、
AD
H不

適
合

分
泌

症
候

群
（

SI
AD
H）

、
副

　
　

　
甲

状
腺

機
能

亢
進
症
•
低
下
症
、
Cu

sh
in

g
（
ク
ッ
シ
ン
グ
）
症
候
群
、

ア
ル

ド
ス

テ
ロ

ン
症

、
褐

色
細

胞
腫

、
　

　
　

副
腎

不
全

（
急

性
、
慢
性
）
、
子
宮
内
膜
症
（
重
複
）
、
ア
ジ
ソ
ン
病

（
重

複
）

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
理
学
Ⅰ

【
③

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
代

謝
系

・
内

分
布
系
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

　
　

　
関

連
を

概
説

で
き
る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

（
６

）
感

覚
器

・
皮

膚
の

疾
患

と
薬

【
①

眼
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
緑

内
障

に
つ

い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
理
学
Ⅱ

　
２

）
白

内
障

に
つ

い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
理
学
Ⅱ

　
３

）
加

齢
性

黄
斑

変
性
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
理
学
Ⅱ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。
 

　
　

　
結

膜
炎

（
重

複
）
、
網
膜
症
、
ぶ
ど
う
膜
炎
、
網
膜
色
素
変
性
症

病
態
生
理
学
Ⅱ

【
②

耳
鼻

咽
喉

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

め
ま

い
（

動
揺

病
、
M
en

i
er

e（
メ
ニ
エ
ー
ル
）
病
等
）
に
つ
い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

病
態
生
理
学
Ⅱ

　
２

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。
 

　
　

　
ア

レ
ル

ギ
ー

性
鼻
炎
（
重
複
）
、
花
粉
症
（
重
複
）
、
副
鼻
腔
炎
（
重

複
）

、
中

耳
炎

（
重

複
）

、
口

内
炎

・
　

　
　

咽
頭

炎
・

扁
桃

腺
炎
(
重
複
)
、
喉
頭
蓋
炎

免
疫
学
Ⅱ

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

病
態
生
理
学
Ⅱ

【
③

皮
膚

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

ア
ト

ピ
ー

性
皮

膚
炎
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

　
　

 
（

E2
（

2
）

【
②

免
疫
・
炎
症
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
薬
、
病
態
、
治
療
】

参
照

）
免
疫
学
Ⅱ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

病
態
生
理
学
Ⅱ

　
２

）
皮

膚
真

菌
症

に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

 
（

E2
（

7
）

【
⑤

真
菌
感
染
症
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 
参
照
）

微
生

物
学

Ⅱ
病
態
生
理
学
Ⅱ

　
３

）
褥

瘡
に

つ
い

て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

病
態
生
理
学
Ⅱ

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
　

　
蕁

麻
疹

（
重

複
）
、
薬
疹
（
重
複
）
、
水
疱
症
（
重
複
）
、
乾
癬
(重

複
）

、
接

触
性

皮
膚

炎
（

重
複

）
、

光
線

　
　

　
過

敏
症

（
重

複
)

免
疫
学
Ⅱ

病
態
生
理
学
Ⅱ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
感

覚
器

・
皮

膚
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

関
連

を
　

　
　

概
説

で
き

る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
理
学
Ⅱ

（
７

）
病

原
微

生
物

（
感

染
症

）
・

悪
性

新
生

物
（

が
ん

）
と

薬
【

①
抗

菌
薬

】
　

１
）

以
下

の
抗

菌
薬

の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ル
、
主

な
副

作
用

、
相

互
作

用
、

組
織

移
行

性
）

　
　

　
お

よ
び

臨
床

適
用
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
β

-ラ
ク

タ
ム

系
、
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
、

ア
ミ

ノ
配

糖
体

（
ア

ミ
ノ

グ
リ

コ
シ

ド
）

系
、

　
　

　
キ

ノ
ロ

ン
系

、
グ
リ
コ
ペ
プ
チ
ド
系
、
抗
結
核
薬
、
サ
ル
フ
ァ
剤
（
ST
合

剤
を

含
む

）
、

そ
の

他
の

抗
菌

薬

微
生

物
学

Ⅰ
事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
細

菌
感

染
症

に
関
係
す
る
代
表
的
な
生
物
学
的
製
剤
（
ワ
ク
チ
ン
等
）

を
挙

げ
、

そ
の

作
用

機
序

を
説

明
　

　
　

で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅰ

【
②

抗
菌

薬
の

耐
性

】

　
１

）
主

要
な

抗
菌

薬
の
耐
性
獲
得
機
構
お
よ
び
耐
性
菌
出
現
へ
の
対
応
を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅱ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

【
③

細
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
以

下
の

呼
吸

器
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
、

感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

薬
物

　
　

　
治

療
（

医
薬

品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
上

気
道

炎
（

か
ぜ
症
候
群
（
大
部
分
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
を
含
む
）

、
気

管
支

炎
、

扁
桃

炎
、

細
菌

性
肺

炎
、

　
　

　
肺

結
核

、
レ

ジ
オ
ネ
ラ
感
染
症
、
百
日
咳
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

微
生

物
学

Ⅱ
病
態
生
理
学
Ⅰ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
以

下
の

消
化

器
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

急
性

虫
垂

炎
、

胆
囊
炎
、
胆
管
炎
、
病
原
性
大
腸
菌
感
染
症
、
食
中
毒

、
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

感
染

症
、

　
　

　
赤

痢
、

コ
レ

ラ
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、
偽
膜
性
大
腸
炎

微
生

物
学

Ⅱ
臨
床
生
理
・
診
断
学

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
３

）
以

下
の

感
覚

器
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

副
鼻

腔
炎

、
中

耳
炎
、
結
膜
炎

微
生

物
学

Ⅱ
病
態
生
理
学
Ⅱ

　
４

）
以

下
の

尿
路

感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
腎

盂
腎

炎
、

膀
胱
炎
、
尿
道
炎

微
生

物
学

Ⅱ

　
５

）
以

下
の

性
感

染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
、
予
防

方
法

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

　
　

　
選

択
等

）
を

説
明
で
き
る
。

　
　

　
梅

毒
、

淋
病

、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
症
等

微
生

物
学

Ⅱ

　
６

）
脳

炎
、

髄
膜

炎
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お
よ
び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅱ

　
７

）
以

下
の

皮
膚

細
菌
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

　
　

　
等

）
を

説
明

で
き
る
。

　
　

　
伝

染
性

膿
痂

疹
、
丹
毒
、
癰
、
毛
囊
炎
、
ハ
ン
セ
ン
病

微
生

物
学

Ⅱ
病
態
生
理
学
Ⅱ

　
８

）
感

染
性

心
内

膜
炎
、
胸
膜
炎
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
　

　
　

選
択

等
）

 を
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅱ
臨
床
生
理
・
診
断
学

　
９

）
以

下
の

薬
剤

耐
性
菌
に
よ
る
院
内
感
染
に
つ
い
て
、
感
染
経
路
と
予
防

方
法

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

お
よ

び
薬

物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
MR
SA
、

VR
E、

セ
ラ
チ
ア
、
緑
膿
菌
等

微
生

物
学

Ⅱ

　
10
）

以
下

の
全

身
性
細
菌
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状

等
）

、
感

染
経

路
と

予
防

方
法

お
よ

び
　

　
　

薬
物

治
療

（
医

薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
ジ

フ
テ

リ
ア

、
劇
症
型
A群

β
溶
血
性
連
鎖
球
菌
感
染
症
、
新
生
児
B群

連
鎖

球
菌

感
染

症
、

破
傷

風
、

敗
血

症
微

生
物

学
Ⅱ

【
④

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
お

よ
び

プ
リ

オ
ン

病
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
ヘ

ル
ペ

ス
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
、
水
痘
・
帯
状
疱
疹
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
　

　
　

（
薬

理
作

用
、

機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
予
防
方
法
お
よ
び
病
態
（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
　

　
　

（
医

薬
品

の
選

択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅱ

　
２

）
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅱ

　
３

）
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な

副
作

用
）

、
感

染
経

路
と

　
　

　
予

防
方

法
お

よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅱ

　
４

）
ウ

イ
ル

ス
性

肝
炎
（
H
AV

、
HB

V、
H
CV

）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
感

染
経

路
と

予
防
方
法
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
（
急
性
肝
炎
、
慢
性

肝
炎

、
肝

硬
変

、
肝

細
胞

が
ん

）
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。
（
重

複
）

微
生

物
学

Ⅱ

　
５

）
後

天
性

免
疫

不
全
症
候
群
（
A
ID

S）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
感

染
経

路
と

予
防
方
法
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅱ

　
６

）
以

下
の

ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
プ
リ
オ
ン
病
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

　
　

　
伝

染
性

紅
斑

（
リ
ン
ゴ
病
）
、
手
足
口
病
、
伝
染
性
単
核
球
症
、
突
発

性
発

疹
、

咽
頭

結
膜

熱
、

ウ
イ

ル
ス

　
　

　
性

下
痢

症
、

麻
疹
、
風
疹
、
流
行
性
耳
下
腺
炎
、
風
邪
症
候
群
、
Cr
eu
tz
fe
ld
t-
Ja
ko
b（

ク
ロ

イ
ツ

フ
ェ

ル
ト

-
　

　
　

ヤ
コ

ブ
）

病

微
生

物
学

Ⅱ

【
⑤

真
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
抗

真
菌

薬
の

薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅱ

　
２

）
以

下
の

真
菌

感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

皮
膚

真
菌

症
、

カ
ン
ジ
ダ
症
、
ニ
ュ
ー
モ
シ
ス
チ
ス
肺
炎
、
肺
ア
ス
ペ

ル
ギ

ル
ス

症
、

ク
リ

プ
ト

コ
ッ

ク
ス

症
微

生
物

学
Ⅱ

病
態
生
理
学
Ⅰ

【
⑥

原
虫

・
寄

生
虫

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
以

下
の

原
虫

感
染
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

マ
ラ

リ
ア

、
ト

キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症
、
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
症
、
ア
メ
ー
バ
赤

痢
微

生
物

学
Ⅱ

　
２

）
以

下
の

寄
生

虫
感
染
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
回

虫
症

、
蟯

虫
症
、
ア
ニ
サ
キ
ス
症

微
生

物
学

Ⅱ

【
⑦

悪
性

腫
瘍

】

　
１

）
腫

瘍
の

定
義

（
良
性
腫
瘍
と
悪
性
腫
瘍
の
違
い
）
を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ

病
態
生
化
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
２

）
悪

性
腫

瘍
に

つ
い
て
、
以
下
の
項
目
を
概
説
で
き
る
。

　
　

　
組

織
型

分
類

お
よ
び
病
期
分
類
、
悪
性
腫
瘍
の
検
査
（
細
胞
診
、
組
織

診
、

画
像

診
断

、
腫

瘍
マ

ー
カ

ー
　

　
　

（
腫

瘍
関

連
の

変
異
遺
伝
子
、
遺
伝
子
産
物
を
含
む
）
）
、
悪
性
腫
瘍

の
疫

学
（

が
ん

罹
患

の
現

状
お

よ
び

　
　

　
が

ん
死

亡
の

現
状
）
、
悪
性
腫
瘍
の
リ
ス
ク
お
よ
び
予
防
要
因

衛
生

薬
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ

病
態
生
化
学
Ⅰ

病
態
生
化
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

分
子
創
薬
・
新
薬
論
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
悪

性
腫

瘍
の

治
療
に
お
け
る
薬
物
治
療
の
位
置
づ
け
を
概
説
で
き
る
。

病
態
生
化
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

【
⑧

悪
性

腫
瘍

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
　

１
）

以
下

の
抗

悪
性

腫
瘍
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
、

相
互

作
用

、
組

織
移

行
性

）
お

よ
び

　
　

　
臨

床
適

用
を

説
明
で
き
る
。

　
　

　
ア

ル
キ

ル
化

薬
、
代
謝
拮
抗
薬
、
抗
腫
瘍
抗
生
物
質
、
微
小
管
阻
害
薬

、
ト

ポ
イ

ソ
メ

ラ
ー

ゼ
阻

害
薬

、
　

　
　

抗
腫

瘍
ホ

ル
モ

ン
関
連
薬
、
白
金
製
剤
、
分
子
標
的
治
療
薬
、
そ
の
他

の
抗

悪
性

腫
瘍

薬

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
化
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
２

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
に
対
す
る
耐
性
獲
得
機
構
を
説
明
で
き
る
。

病
態
生
化
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
３

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
の
主
な
副
作
用
（
下
痢
、
悪
心
・
嘔
吐
、
白
血
球
減
少

、
皮

膚
障

害
（

手
足

症
候

群
を

含
む

）
、

　
　

　
血

小
板

減
少

等
）
の
軽
減
の
た
め
の
対
処
法
を
説
明
で
き
る
。

病
態
生
化
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
４

）
代

表
的

な
が

ん
化
学
療
法
の
レ
ジ
メ
ン
（
F
OL

F
OX

等
）
に
つ
い
て
、

構
成

薬
物

お
よ

び
そ

の
役

割
、

副
作

用
、

　
　

　
対

象
疾

患
を

概
説
で
き
る
。

病
態
生
化
学
Ⅱ

　
５

）
以

下
の

白
血

病
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

急
性

（
慢

性
）

骨
髄
性
白
血
病
、
急
性
（
慢
性
）
リ
ン
パ
性
白
血
病
、

成
人

T細
胞

白
血

病
（

AT
L）

病
態
生
化
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
６

）
悪

性
リ

ン
パ

腫
お
よ
び
多
発
性
骨
髄
腫
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

　
　

　
の

選
択

等
）

を
説
明
で
き
る
。

病
態
生
化
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
７

）
骨

肉
腫

に
つ

い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
８

）
以

下
の

消
化

器
系
の
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

　
　

　
等

）
を

説
明

で
き
る
。

　
　

　
胃

癌
、

食
道

癌
、
肝
癌
、
大
腸
癌
、
胆
囊
・
胆
管
癌
、
膵
癌

病
態
生
化
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
９

）
肺

癌
に

つ
い

て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
病
態
生
化
学
Ⅱ

病
態
生
理
学
Ⅰ

　
10
）

以
下

の
頭

頸
部
お
よ
び
感
覚
器
の
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
、
病
態
（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
　

　
　

（
医

薬
品

の
選

択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　

　
脳

腫
瘍

、
網

膜
芽
細
胞
腫
、
喉
頭
、
咽
頭
、
鼻
腔
・
副
鼻
腔
、
口
腔
の

悪
性

腫
瘍

病
態
生
化
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
11
）

以
下

の
生

殖
器
の
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
前

立
腺

癌
、

子
宮
癌
、
卵
巣
癌

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
化
学
Ⅱ

　
12
）

腎
・

尿
路

系
の
悪
性
腫
瘍
（
腎
癌
、
膀
胱
癌
）
に
つ
い
て
、
病
態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

　
　

　
（

医
薬

品
の

選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

病
態
生
化
学
Ⅱ

　
13
）

乳
癌

に
つ

い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
効
薬
理
学
Ⅲ

病
態
生
化
学
Ⅱ

【
⑨

が
ん

終
末

期
医

療
と

緩
和

ケ
ア

】
　

１
）

が
ん

終
末

期
の

病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
と
治
療
を
説
明
で
き
る

。
病
態
生
化
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

　
２

）
が

ん
性

疼
痛

の
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
と
薬
物
治
療
（
医
薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

病
態
生
化
学
Ⅱ

分
子
創
薬
・
新
薬
論

【
⑩

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
病

原
微

生
物

・
悪
性
新
生
物
が
関
わ
る
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

　
　

　
薬

物
動

態
）

の
関
連
を
概
説
で
き
る
。

分
子
創
薬
・
新
薬
論

（
８

）
バ

イ
オ

・
細

胞
医

薬
品

と
ゲ

ノ
ム

情
報

【
①

組
換

え
体

医
薬

品
】

　
１

）
組

換
え

体
医

薬
品
の
特
色
と
有
用
性
を
説
明
で
き
る
。

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
代

表
的

な
組

換
え
体
医
薬
品
を
列
挙
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅰ
再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

  
３

）
組

換
え

体
医

薬
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
②

遺
伝

子
治

療
】

　
１

）
遺

伝
子

治
療

の
原
理
、
方
法
と
手
順
、
現
状
、
お
よ
び
倫
理
的
問
題
点

を
概

説
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

分
子
創
薬
・
新
薬
論

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
③

細
胞

、
組

織
を

利
用

し
た

移
植

医
療

】
　

１
）

移
植

医
療

の
原

理
、
方
法
と
手
順
、
現
状
お
よ
び
ゲ
ノ
ム
情
報
の
取
り

扱
い

に
関

す
る

倫
理

的
問

題
点

を
概

説
　

　
　

で
き

る
。

（
知

識
・
態
度
）

免
疫
学
Ⅱ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
摘

出
お

よ
び

培
養
組
織
を
用
い
た
移
植
医
療
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

免
疫
学
Ⅱ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
３

）
臍

帯
血

、
末

梢
血
お
よ
び
骨
髄
に
由
来
す
る
血
液
幹
細
胞
を
用
い
た
移

植
医

療
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
免
疫
学
Ⅱ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
４

）
胚

性
幹

細
胞

（
ES

細
胞
）
、
人
工
多
能
性
幹
細
胞
（
iP

S細
胞
）
を
用

い
た

細
胞

移
植

医
療

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

（
９

）
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

と
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
１

）
地

域
に

お
け

る
疾
病
予
防
、
健
康
維
持
増
進
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン

の
た

め
に

薬
剤

師
が

果
た

す
役

割
を

　
　

　
概

説
で

き
る

。
一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C）

　
２

）
要

指
導

医
薬

品
お
よ
び
一
般
用
医
薬
品
（
リ
ス
ク
の
程
度
に
応
じ
た
区

分
（

第
一

類
、

第
二

類
、

第
三

類
）

も
　

　
　

含
む

）
に

つ
い

て
説
明
し
、
各
分
類
に
含
ま
れ
る
代
表
的
な
製
剤
を
列

挙
で

き
る

。
一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C）
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
代

表
的

な
症

候
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
頻
度
の
高
い
疾
患
、
見
逃
し
て

は
い

け
な

い
疾

患
を

列
挙

で
き

る
。

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C）

　
４

）
要

指
導

医
薬

品
・
一
般
用
医
薬
品
の
選
択
、
受
診
勧
奨
の
要
否
を
判
断

す
る

た
め

に
必

要
な

患
者

情
報

を
収

集
　

　
　

で
き

る
。

（
技

能
）

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
５

）
以

下
の

疾
患

・
症
候
に
対
す
る
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
用
い
る

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
等

に
　

　
　

含
ま

れ
る

成
分

・
作
用
・
副
作
用
を
列
挙
で
き
る
。

　
　

　
発

熱
、

痛
み

、
か
ゆ
み
、
消
化
器
症
状
、
呼
吸
器
症
状
、
ア
レ
ル
ギ
ー

、
細

菌
・

真
菌

感
染

症
、

生
活

習
慣

病
　

等

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C）

　
６

）
主

な
養

生
法

（
運
動
・
食
事
療
法
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
保
健
機
能
食
品

を
含

む
）

と
そ

の
健

康
の

保
持

・
促

進
　

　
　

に
お

け
る

意
義

を
説
明
で
き
る
。

衛
生

薬
学

Ⅱ
漢
方
医
薬
学
総
論

　
７

）
要

指
導

医
薬

品
・
一
般
用
医
薬
品
と
医
療
用
医
薬
品
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト

、
保

健
機

能
食

品
等

と
の

代
表

的
な

　
　

　
相

互
作

用
を

説
明
で
き
る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

　
８

）
要

指
導

医
薬

品
・
一
般
用
医
薬
品
等
に
よ
る
治
療
効
果
と
副
作
用
を
判

定
す

る
た

め
の

情
報

を
収

集
し

評
価

　
　

　
で

き
る

。
（

技
能
）

個
別
化
医
療
学
（
選
）

（
1
0
）

医
療

の
中

の
漢

方
薬

【
①

漢
方

薬
の

基
礎

】
　

１
）

漢
方

の
特

徴
に

つ
い
て
概
説
で
き
る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

　
２

）
以

下
の

漢
方

の
基
本
用
語
を
説
明
で
き
る
。
 

　
　

　
陰

陽
、

虚
実

、
寒
熱
、
表
裏
、
気
血
水
、
証

漢
方
医
薬
学
総
論

  
３

）
配

合
生

薬
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
漢
方
薬
の
系
統
的
な
分
類
が
説
明

で
き

る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

　
４

）
漢

方
薬

と
西

洋
薬
、
民
間
薬
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
保
健
機
能
食
品
な
ど

と
の

相
違

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

【
②

漢
方

薬
の

応
用

】
　

１
）

漢
方

医
学

に
お

け
る
診
断
法
、
体
質
や
病
態
の
捉
え
方
、
治
療
法
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

　
２

）
日

本
薬

局
方

に
収
載
さ
れ
る
漢
方
薬
の
適
応
と
な
る
証
、
症
状
や
疾
患

に
つ

い
て

例
示

し
て

説
明

で
き

る
。

薬
用

資
源

学
実

習
漢
方
医
薬
学
総
論

　
３

）
現

代
医

療
に

お
け
る
漢
方
薬
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

【
③

漢
方

薬
の

注
意

点
】

　
１

）
漢

方
薬

の
副

作
用
と
使
用
上
の
注
意
点
を
例
示
し
て
説
明
で
き
る
。

生
薬

学
Ⅰ

薬
用

資
源

学
実

習
生
薬
学
Ⅱ

漢
方
医
薬
学
総
論

（
1
1
）

薬
物

治
療

の
最

適
化

【
①

総
合

演
習

】
　

１
）

代
表

的
な

疾
患

の
症
例
に
つ
い
て
、
患
者
情
報
お
よ
び
医
薬
品
情
報
な

ど
の

情
報

に
基

づ
い

て
薬

物
治

療
の

　
　

　
最

適
化

を
討

議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

　
２

）
過

剰
量

の
医

薬
品
に
よ
る
副
作
用
へ
の
対
応
（
解
毒
薬
を
含
む
）
を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
個
別
化
医
療
学
（
選
）

  
３

）
長

期
療

養
に

付
随
す
る
合
併
症
を
列
挙
し
、
そ
の
薬
物
治
療
に
つ
い

て
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

E
3
 
薬

物
治

療
に

役
立

つ
情

報
（

１
）

医
薬

品
情

報
【

①
情

報
】

　
１

）
医

薬
品

を
使

用
し
た
り
取
り
扱
う
上
で
、
必
須
の
医
薬
品
情
報
を
列
挙

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
医

薬
品

情
報

に
関
わ
っ
て
い
る
職
種
を
列
挙
し
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て

概
説

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
医

薬
品

（
後

発
医
薬
品
等
を
含
む
）
の
開
発
過
程
で
行
わ
れ
る
試
験
（

非
臨

床
試

験
、

臨
床

試
験

、
安

定
性

　
　

　
試

験
等

）
と

得
ら
れ
る
医
薬
品
情
報
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
医

薬
品

の
市

販
後
に
行
わ
れ
る
調
査
・
試
験
と
得
ら
れ
る
医
薬
品
情
報

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
５

）
医

薬
品

情
報

に
関
係
す
る
代
表
的
な
法
律
・
制
度
（
「
医
薬
品
、
医
療

機
器

等
の

品
質

、
有

効
性

及
び

安
全

性
　

　
　

の
確

保
等

に
関

す
る
法
律
」
、
GC

P、
G
VP

、
GP

SP
、
RM

P
 な

ど
）
と

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
②

情
報

源
】

　
１

）
医

薬
品

情
報

源
の
一
次
資
料
、
二
次
資
料
、
三
次
資
料
の
分
類
に
つ
い

て
概

説
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
医

薬
品

情
報

源
と
し
て
代
表
的
な
二
次
資
料
、
三
次
資
料
を
列
挙
し
、

そ
れ

ら
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
厚

生
労

働
省

、
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
、
製
薬
企
業
な
ど
の
発
行

す
る

資
料

を
列

挙
し

、
概

説
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
医

薬
品

添
付

文
書
（
医
療
用
、
一
般
用
）
の
法
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
５

）
医

薬
品

添
付

文
書
（
医
療
用
、
一
般
用
）
の
記
載
項
目
（
警
告
、
禁
忌

、
効

能
・

効
果

、
用

法
・

用
量

、
使

用
　

　
　

上
の

注
意

な
ど

）
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
意
味
や
記
載
す
べ
き
内
容
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
６

）
医

薬
品

イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ム
の
位
置
づ
け
と
医
薬
品
添
付
文
書
と

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
③

収
集

・
評

価
・

加
工

・
提

供
・

管
理

】
　

１
）

目
的

（
効

能
効

果
、
副
作
用
、
相
互
作
用
、
薬
剤
鑑
別
、
妊
婦
へ
の
投

与
、

中
毒

な
ど

）
に

合
っ

た
適

切
な

　
　

　
情

報
源

を
選

択
し
、
必
要
な
情
報
を
検
索
、
収
集
で
き
る
。
（
技
能
）

臨
床
薬
剤
学
実
習

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
ME
DL
IN
E
な

ど
の

医
学
・
薬
学
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
に
お
け
る
キ

ー
ワ

ー
ド

、
シ

ソ
ー

ラ
ス

の
重

要
性

を
　

　
　

理
解

し
、

検
索

で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

臨
床
薬
剤
学
実
習

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
医

薬
品

情
報

の
信
頼
性
、
科
学
的
妥
当
性
な
ど
を
評
価
す
る
際
に
必
要

な
基

本
的

項
目

を
列

挙
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
４

）
臨

床
試

験
な

ど
の
原
著
論
文
お
よ
び
三
次
資
料
に
つ
い
て
医
薬
品
情
報

の
質

を
評

価
で

き
る

。
（

技
能

）
医
薬
品
情
報
・
評
価
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
医

薬
品

情
報

を
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
加
工
・
提
供
し
管
理
す
る
際
の
方

法
と

注
意

点
（

知
的

所
有

権
、

守
秘

　
　

　
義

務
な

ど
）

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

【
④

E
B
M
（

E
v
i
d
e
n
c
e
-
b
a
s
e
d
 
M
e
d
i
c
i
n
e
）

】

  
１

）
EB
Mの

基
本

概
念
と
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

  
２

）
代

表
的

な
臨

床
研
究
法
（
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
、
コ
ホ
ー
ト
研
究

、
ケ

ー
ス

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

研
究

な
ど

）
　

　
　

の
長

所
と

短
所

を
挙
げ
、
そ
れ
ら
の
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
概

説
で

き
る

。

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

  
３

）
臨

床
研

究
論

文
の
批
判
的
吟
味
に
必
要
な
基
本
的
項
目
を
列
挙
し
、

内
的

妥
当

性
（

研
究

結
果

の
正

確
度

や
　

　
　

再
現

性
）

と
外

的
妥
当
性
（
研
究
結
果
の
一
般
化
の
可
能
性
）
に
つ
い

て
概

説
で

き
る

。
　

　
 
（

E3
（

1
）

【
③

収
集
・
評
価
・
加
 工

・
提
供
・
管
理
】
参
照
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

  
４

）
メ

タ
ア

ナ
リ

シ
ス
の
概
念
を
理
解
し
、
結
果
を
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

【
⑤

生
物

統
計

】

　
１

）
臨

床
研

究
に

お
け
る
基
本
的
な
統
計
量
（
平
均
値
、
中
央
値
、
標
準
偏

差
、

標
準

誤
差

、
信

頼
区

間
な

ど
）

　
　

　
の

意
味

と
違

い
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
実
習

薬
物
治
療
学
実
習

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
２

）
帰

無
仮

説
の

概
念
お
よ
び
検
定
と
推
定
の
違
い
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
実
習

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
３

）
代

表
的

な
分

布
（
正
規
分
布
、
ｔ
分
布
、
二
項
分
布
、
ポ
ア
ソ
ン
分
布

、
χ

2 分
布

、
F分

布
）

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
薬
理
学
実
習

薬
物
治
療
学
実
習

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
４

）
主

な
パ

ラ
メ

ト
リ
ッ
ク
検
定
と
ノ
ン
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
検
定
を
列
挙
し

、
そ

れ
ら

の
使

い
分

け
を

説
明

で
き

る
。

薬
物
治
療
学
実
習

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
５

）
二

群
間

の
差

の
検
定
（
ｔ
検
定
、
χ

2
検
定
な
ど
）
を
実
施
で
き
る

。
（

技
能

）
薬
理
学
実
習

薬
物
治
療
学
実
習

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
６

）
主

な
回

帰
分

析
（
直
線
回
帰
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
な
ど
）
と
相
関

係
数

の
検

定
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
実
習

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
７

）
基

本
的

な
生

存
時
間
解
析
法
（
カ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
曲
線
な
ど
）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

【
⑥

臨
床

研
究

デ
ザ

イ
ン

と
解

析
】

　
１

）
臨

床
研

究
（

治
験
を
含
む
）
の
代
表
的
な
手
法
（
介
入
研
究
、
観
察
研

究
）

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
特

徴
を

　
　

　
概

説
で

き
る

。

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
２

）
臨

床
研

究
に

お
け
る
バ
イ
ア
ス
・
交
絡
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
３

）
観

察
研

究
で

の
主
な
疫
学
研
究
デ
ザ
イ
ン
（
症
例
報
告
、
症
例
集
積
、

コ
ホ

ー
ト

研
究

、
ケ

ー
ス

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

　
　

　
研

究
、

ネ
ス

テ
ッ
ド
ケ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
研
究
、
ケ
ー
ス
コ
ホ
ー
ト

研
究

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
４

）
副

作
用

の
因

果
関
係
を
評
価
す
る
た
め
の
方
法
（
副
作
用
判
定
ア
ル
ゴ

リ
ズ

ム
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
５

）
優

越
性

試
験

と
非
劣
性
試
験
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
６

）
介

入
研

究
の

計
画
上
の
技
法
（
症
例
数
設
定
、
ラ
ン
ダ
ム
化
、
盲
検
化

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
７

）
統

計
解

析
時

の
注
意
点
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
８

）
介

入
研

究
の

効
果
指
標
（
真
の
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
と
代
用
の
エ
ン
ド
ポ

イ
ン

ト
、

主
要

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
と

　
　

　
副

次
的

エ
ン

ド
ポ
イ
ン
ト
）
の
違
い
を
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅱ

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

　
９

）
臨

床
研

究
の

結
果
（
有
効
性
、
安
全
性
）
の
主
な
パ
ラ
メ
ー
タ
（
相
対

リ
ス

ク
、

相
対

リ
ス

ク
減

少
、

絶
対

　
　

　
リ

ス
ク

、
絶

対
リ
ス
ク
減
少
、
治
療
必
要
数
、
オ
ッ
ズ
比
、
発
生
率
、

発
生

割
合

）
を

説
明

し
、

計
算

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

統
計
学

【
⑦

医
薬

品
の

比
較

・
評

価
】

　
１

）
病

院
や

薬
局

に
お
い
て
医
薬
品
を
採
用
・
選
択
す
る
際
に
検
討
す
べ
き

項
目

を
列

挙
し

、
そ

の
意

義
を

説
明

で
き

る
。

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
２

）
医

薬
品

情
報

に
も
と
づ
い
て
、
代
表
的
な
同
種
同
効
薬
の
有
効
性
や
安

全
性

に
つ

い
て

比
較

・
評

価
で

き
る

。
　

　
　

（
技

能
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

　
３

）
医

薬
品

情
報

に
も
と
づ
い
て
、
先
発
医
薬
品
と
後
発
医
薬
品
の
品
質
、

安
全

性
、

経
済

性
な

ど
に

つ
い

て
、

　
　

　
比

較
・

評
価

で
き
る
。
（
技
能
）

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

（
２

）
患

者
情

報
【

①
情

報
と

情
報

源
】

　
１

）
薬

物
治

療
に

必
要
な
患
者
基
本
情
報
を
列
挙
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
患

者
情

報
源

の
種
類
を
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

【
②

収
集

・
評

価
・

管
理

】
　

１
）

問
題

志
向

型
シ

ス
テ
ム
（
PO

S）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
SO
AP
形

式
な

ど
の
患
者
情
報
の
記
録
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
学

入
門

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
医

薬
品

の
効

果
や
副
作
用
を
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
患
者
情
報
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
４

）
患

者
情

報
の

取
扱
い
に
お
け
る
守
秘
義
務
と
管
理
の
重
要
性
を
説
明
で

き
る

。
　

　
 
（

A（
2）

【
③

患
者
の
権
利
】
参
照
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

（
３

）
個

別
化

医
療

【
①

遺
伝

的
素

因
】

　
１

）
薬

物
の

主
作

用
お
よ
び
副
作
用
に
影
響
す
る
代
表
的
な
遺
伝
的
素
因
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
２

）
薬

物
動

態
に

影
響
す
る
代
表
的
な
遺
伝
的
素
因
（
薬
物
代
謝
酵
素
・
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
の

遺
伝

子
変

異
な

ど
）

　
　

　
に

つ
い

て
、

例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
３

）
遺

伝
的

素
因

を
考
慮
し
た
薬
物
治
療
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

個
別
化
医
療
学
（
選
）

【
②

年
齢

的
要

因
】

　
１

）
低

出
生

体
重

児
、
新
生
児
、
乳
児
、
幼
児
、
小
児
に
お
け
る
薬
物
動
態

と
、

薬
物

治
療

で
注

意
す

べ
き

点
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
高

齢
者

に
お

け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
で
注
意
す
べ
き
点
を
説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

個
別
化
医
療
学
（
選
）

【
③

臓
器

機
能

低
下

】

　
１

）
腎

疾
患

・
腎

機
能
低
下
時
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
・
投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
２

）
肝

疾
患

・
肝

機
能
低
下
時
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
・
投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
３

）
心

臓
疾

患
を

伴
っ
た
患
者
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
・
投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

【
④

そ
の

他
の

要
因

】

　
１

）
薬

物
の

効
果

に
影
響
す
る
生
理
的
要
因
（
性
差
、
閉
経
、
日
内
変
動
な

ど
）

を
列

挙
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
２

）
妊

娠
・

授
乳

期
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
生
殖
・
妊
娠
・
授
乳
期
の
薬

物
治

療
で

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

再
生
移
植
医
療
・
薬
物

療
法
学
（
選
）

　
３

）
栄

養
状

態
の

異
な
る
患
者
（
肥
満
、
低
ア
ル
ブ
ミ
ン
血
症
、
腹
水
な
ど

）
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
薬

物
治

療
で

　
　

　
注

意
す

べ
き

点
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

【
⑤

個
別

化
医

療
の

計
画

・
立

案
】

　
１

）
個

別
の

患
者

情
報
（
遺
伝
的
素
因
、
年
齢
的
要
因
、
臓
器
機
能
な
ど
）

と
医

薬
品

情
報

を
も

と
に

、
薬

物
治

療
を

　
　

　
計

画
・

立
案

で
き
る
。
（
技
能
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
２

）
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
診
断
に
も
と
づ
く
薬
物
治
療
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て

説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

E
4
 
薬

の
生

体
内

運
命

（
１

）
薬

物
の

体
内

動
態

【
①

生
体

膜
透

過
】

　
１

）
薬

物
の

生
体

膜
透
過
に
お
け
る
単
純
拡
散
、
促
進
拡
散
お
よ
び
能
動
輸

送
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
学

Ⅰ
衛
生
薬
学
Ⅲ

　
２

）
薬

物
の

生
体

膜
透
過
に
関
わ
る
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
例
を
挙
げ
、
そ

の
特

徴
と

薬
物

動
態

に
お

け
る

役
割

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

【
②

吸
収

】
　

１
）

経
口

投
与

さ
れ

た
薬
物
の
吸
収
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

　
２

）
非

経
口

的
に

投
与
さ
れ
る
薬
物
の
吸
収
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

　
３

）
薬

物
の

吸
収

に
影
響
す
る
因
子
（
薬
物
の
物
性
、
生
理
学
的
要
因
な
ど

）
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

　
４

）
薬

物
の

吸
収

過
程
に
お
け
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
、
説
明
で

き
る

。
薬

物
動

態
学

Ⅰ
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

　
５

）
初

回
通

過
効

果
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

薬
剤
学
実
習

【
③

分
布

】
　

１
）

薬
物

が
結

合
す

る
代
表
的
な
血
漿
タ
ン
パ
ク
質
を
挙
げ
、
タ
ン
パ
ク
結

合
の

強
い

薬
物

を
列

挙
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
２

）
薬

物
の

組
織

移
行
性
（
分
布
容
積
）
と
血
漿
タ
ン
パ
ク
結
合
な
ら
び
に

組
織

結
合

と
の

関
係

を
、

定
量

的
　

　
　

に
説

明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
３

）
薬

物
の

タ
ン

パ
ク
結
合
お
よ
び
結
合
阻
害
の
測
定
・
解
析
方
法
を
説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
４

）
血

液
－

組
織

関
門
の
構
造
・
機
能
と
、
薬
物
の
脳
や
胎
児
等
へ
の
移
行

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
５

）
薬

物
の

リ
ン

パ
お
よ
び
乳
汁
中
へ
の
移
行
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
６

）
薬

物
の

分
布

過
程
に
お
け
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
、
説
明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

【
④

代
謝

】
　

１
）

代
表

的
な

薬
物

代
謝
酵
素
を
列
挙
し
、
そ
の
代
謝
反
応
が
起
こ
る
組
織

な
ら

び
に

細
胞

内
小

器
官

、
反

応
様

式
　

　
　

に
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
２

）
薬

物
代

謝
の

第
Ⅰ
相
反
応
（
酸
化
・
還
元
・
加
水
分
解
）
、
第
Ⅱ
相
反

応
（

抱
合

）
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
薬

物
代
謝
酵
素
（
分
子
種
）
に
よ
り
代
謝
さ
れ
る
薬
物
を
列

挙
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
剤
学
実
習

　
４

）
プ

ロ
ド

ラ
ッ

グ
と
活
性
代
謝
物
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
５

）
薬

物
代

謝
酵

素
の
阻
害
お
よ
び
誘
導
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
そ
れ
ら
に
関

連
し

て
起

こ
る

相
互

作
用

に
つ

い
て

、
　

　
　

例
を

挙
げ

、
説

明
で
き
る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

薬
剤
学
実
習

【
⑤

排
泄

】

　
１

）
薬

物
の

尿
中

排
泄
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
２

）
腎

ク
リ

ア
ラ

ン
ス
と
、
糸
球
体
ろ
過
、
分
泌
、
再
吸
収
の
関
係
を
定
量

的
に

説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
腎

排
泄
型
薬
物
を
列
挙
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
４

）
薬

物
の

胆
汁

中
排
泄
と
腸
肝
循
環
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物

動
態

学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
５

）
薬

物
の

排
泄

過
程
に
お
け
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
、
説
明
で

き
る

。
薬
物
動
態
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

（
２

）
薬

物
動

態
の

解
析

【
①

薬
物

速
度

論
】

　
１

）
線

形
コ

ン
パ

ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル
と
、
関
連
す
る
薬
物
動
態
パ
ラ
メ
ー

タ
（

全
身

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

、
分

布
容

積
、

　
　

　
消

失
半

減
期

、
生
物
学
的
利
用
能
な
ど
）
の
概
念
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

薬
物
動
態
学
Ⅲ

薬
剤
学
実
習

基
礎
科
学
演
習

　
２

）
線

形
１

－
コ

ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル
に
基
づ
い
た
解
析
が
で
き
る
（

急
速

静
注

・
経

口
投

与
［

単
回

お
よ

び
　

　
　

反
復

 
投

与
］

、
定
速
静
注
）
。
（
知
識
、
技
能
）

薬
物
動
態
学
Ⅲ

薬
剤
学
実
習

基
礎
科
学
演
習

　
３

）
体

内
動

態
が

非
線
形
性
を
示
す
薬
物
の
例
を
挙
げ
、
非
線
形
モ
デ
ル
に

基
づ

い
た

解
析

が
で

き
る

。
（

知
識

、
　

　
　

技
能

）
薬
物
動
態
学
Ⅲ

基
礎
科
学
演
習

薬
物
治
療
学
Ⅱ

　
４

）
モ

ー
メ

ン
ト

解
析
の
意
味
と
、
関
連
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
算
法
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物
動
態
学
Ⅲ

基
礎
科
学
演
習

　
５

）
組

織
ク

リ
ア

ラ
ン
ス
（
肝
、
腎
）
お
よ
び
固
有
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
意
味

と
、

そ
れ

ら
の

関
係

に
つ

い
て

、
数

式
　

　
　

を
使

っ
て

説
明

で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅲ

基
礎
科
学
演
習

　
６

）
薬

物
動

態
学

－
薬
力
学
解
析
（
PK

-P
D
解
析
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る

。
薬

物
動

態
学

Ⅰ
臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

【
②

T
D
M
 
(
T
h
e
r
a
p
e
u
t
i
c
 
D
r
u
g
 
M
o
n
i
t
o
r
i
n
g
)
と

投
与

設
計

】

　
１

）
治

療
薬

物
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
（
T
DM

）
の
意
義
を
説
明
し
、
TD

Mが
有
効

な
薬

物
を

列
挙

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
実
習

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

　
２

）
TD
Mを

行
う

際
の

採
血
ポ
イ
ン
ト
、
試
料
の
取
り
扱
い
、
測
定
法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

　
３

）
薬

物
動

態
パ

ラ
メ
ー
タ
を
用
い
て
患
者
ご
と
の
薬
物
投
与
設
計
が
で
き

る
。

（
知

識
、

技
能

）

薬
物
動
態
学
Ⅲ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
実
習

基
礎
科
学
演
習

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

　
４

）
ポ

ピ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
マ
コ
キ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
概
念
と
応
用
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
実
習

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

E
5
 
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

（
１

）
製

剤
の

性
質

【
①

固
形

材
料

】
　

１
）

粉
体

の
性

質
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤

学
Ⅰ

　
２

）
結

晶
（

安
定

形
お
よ
び
準
安
定
形
）
や
非
晶
質
、
無
水
物
や
水
和
物
の

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
製

剤
学

Ⅰ
　

３
）

固
形

材
料

の
溶

解
現
象
（
溶
解
度
、
溶
解
平
衡
な
ど
）
や
溶
解
し
た
物

質
の

拡
散

と
溶

解
速

度
に

つ
い

て
説

明
　

　
　

で
き

る
。

　
　

　
（

C2
（

2）
【

①
酸
・
塩
基
平
衡
】
1.

及
び
【
②
各
種
の
化
学
平
衡
】

2.
参

照
）

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
製

剤
学

Ⅰ

　
４

）
固

形
材

料
の

溶
解
に
影
響
を
及
ぼ
す
因
子
（
pH

や
温
度
な
ど
）
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

学
Ⅰ

　
５

）
固

形
材

料
の

溶
解
度
や
溶
解
速
度
を
高
め
る
代
表
的
な
製
剤
的
手
法
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

製
剤

学
Ⅰ

【
②

半
固

形
・

液
状

材
料

】
　

１
）

流
動

と
変

形
（

レ
オ
ロ
ジ
ー
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤

学
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
高

分
子

の
構

造
と
高
分
子
溶
液
の
性
質
（
粘
度
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
製

剤
学

Ⅰ
基
礎
科
学
演
習

【
③

分
散

系
材

料
】

　
１

）
界

面
の

性
質

（
界
面
張
力
、
分
配
平
衡
、
吸
着
な
ど
）
や
代
表
的
な
界

面
活

性
剤

の
種

類
と

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。
　

　
　

（
C2
（

2）
【

②
各
種
の
化
学
平
衡
】
4.

参
照
）

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
製

剤
学

Ⅰ
基
礎
科
学
演
習

　
２

）
代

表
的

な
分

散
系
（
分
子
集
合
体
、
コ
ロ
イ
ド
、
乳
剤
、
懸
濁
剤
な
ど

）
を

列
挙

し
、

そ
の

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。
薬

品
物

理
化

学
Ⅱ

製
剤

学
Ⅰ

　
３

）
分

散
し

た
粒

子
の
安
定
性
と
分
離
現
象
（
沈
降
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

製
剤

学
Ⅰ

  
４

）
分

散
安

定
性

を
高
め
る
代
表
的
な
製
剤
的
手
法
を
列
挙
し
、
説
明
で

き
る

。
製

剤
学

Ⅰ
【

④
薬

物
及

び
製

剤
材

料
の

物
性

】
　

１
）

製
剤

分
野

で
汎

用
さ
れ
る
高
分
子
の
構
造
を
理
解
し
、
そ
の
物
性
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

学
Ⅰ

　
２

）
薬

物
の

安
定

性
（
反
応
速
度
、
複
合
反
応
な
ど
）
や
安
定
性
に
影
響
を

及
ぼ

す
因

子
（

pH
、

温
度

な
ど

）
　

　
　

に
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

　
　

　
（

C1
（

3）
【

①
反
応
速
度
】
1
.～

7.
参
照
）

薬
品

物
理

化
学

Ⅱ
製
剤
学
Ⅱ

　
３

）
薬

物
の

安
定

性
を
高
め
る
代
表
的
な
製
剤
的
手
法
を
列
挙
し
、
説
明
で

き
る

。
製

剤
学

Ⅰ
（

２
）

製
剤

設
計

【
①

代
表

的
な

製
剤

】
　

１
）

製
剤

化
の

概
要

と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤

学
Ⅰ

　
２

）
経

口
投

与
す

る
製
剤
の
種
類
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤

学
Ⅰ

　
３

）
粘

膜
に

適
用

す
る
製
剤
（
点
眼
剤
、
吸
入
剤
な
ど
）
の
種
類
と
そ
の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製
剤
学
Ⅱ

　
４

）
注

射
に

よ
り

投
与
す
る
製
剤
の
種
類
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
５

）
皮

膚
に

適
用

す
る
製
剤
の
種
類
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤

学
Ⅰ

　
６

）
そ

の
他

の
製

剤
（
生
薬
関
連
製
剤
、
透
析
に
用
い
る
製
剤
な
ど
）
の
種

類
と

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

学
Ⅰ

【
②

製
剤

化
と

製
剤

試
験

法
】

　
１

）
代

表
的

な
医

薬
品
添
加
物
の
種
類
・
用
途
・
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

製
剤

学
Ⅰ

薬
剤
学
実
習

　
２

）
製

剤
化

の
単

位
操
作
、
汎
用
さ
れ
る
製
剤
機
械
お
よ
び
代
表
的
な
製
剤

の
具

体
的

な
製

造
工

程
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅱ

薬
剤
学
実
習

　
３

）
汎

用
さ

れ
る

容
器
、
包
装
の
種
類
や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
４

）
製

剤
に

関
連

す
る
試
験
法
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

薬
剤
学
実
習

【
③

生
物

学
的

同
等

性
】

　
１

）
製

剤
の

特
性

（
適
用
部
位
、
製
剤
か
ら
の
薬
物
の
放
出
性
な
ど
）
を
理

解
し

た
上

で
、

生
物

学
的

同
等

性
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

（
３

）
D
D
S
（

D
r
u
g
 
D
e
l
i
v
e
r
y
 
S
y
s
t
e
m
：

薬
物

送
達

シ
ス

テ
ム

）
【

①
D
D
S
 
の

必
要

性
】

　
１

）
DD
Sの

概
念

と
有

用
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
DD
S技

術
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

　
　

　
（

プ
ロ

ド
ラ

ッ
グ
に
つ
い
て
は
、
E4

(1
)【

④
代
謝
】
4.

も
参
照
）

製
剤
学
Ⅱ

【
②

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ド
リ

リ
ー

ス
（

放
出

制
御

）
】

　
１

）
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ド
リ
リ
ー
ス
の
概
要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に
、
代
表
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
リ
リ
ー
ス
技
術
を
列

挙
し

、
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
　

　
　

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
３

）
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ド
リ
リ
ー
ス
技
術
を
適
用
し
た
代
表
的
な
医
薬
品
を
列

挙
で

き
る

。
製
剤
学
Ⅱ

【
③

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
（

標
的

指
向

化
）

】
　

１
）

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
の
概
要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に
、
代
表
的
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
列
挙
し
、
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製
剤
学
Ⅱ

　
３

）
タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ
技
術
を
適
用
し
た
代
表
的
な
医
薬
品
を
列
挙
で
き
る

。
製
剤
学
Ⅱ

【
④

吸
収

改
善

】
　

１
）

吸
収

改
善

の
概

要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に
、
代
表
的
な
吸
収
改
善
技
術
を
列
挙
し
、
そ
の
特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤
学
Ⅱ

　
３

）
吸

収
改

善
技

術
を
適
用
し
た
代
表
的
な
医
薬
品
を
列
挙
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅱ

F
　

薬
学

臨
床

　
　

　
前

）
：

病
院

・
薬

局
で

の
実

務
実

習
履

修
前

に
修

得
す

べ
き

事
項

（
１

）
薬

学
臨

床
の

基
礎

【
①

早
期

臨
床

体
験

】
 
※
原
則
と
し
て
 
2年

次
修
了
ま
で
に
学
習
す
る
事
項

　
１

）
患

者
・

生
活

者
の
視
点
に
立
っ
て
、
様
々
な
薬
剤
師
の
業
務
を
見
聞
し

、
そ

の
体

験
か

ら
薬

剤
師

業
務

の
　

　
　

重
要

性
に

つ
い

て
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

早
期

体
験

学
習

　
２

）
地

域
の

保
健

・
福
祉
を
見
聞
し
た
具
体
的
体
験
に
基
づ
き
そ
の
重
要
性

や
課

題
を

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

早
期

体
験

学
習

　
３

）
一

次
救

命
処

置
（
心
肺
蘇
生
、
外
傷
対
応
等
）
を
説
明
し
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ

を
用

い
て

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

早
期

体
験

学
習

臨
床
生
理
・
診
断
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

臨
床

に
お

け
る

心
構

え
】

〔
Ａ
（
１
）
、
（
２
）
参
照
〕

　
１

）
前

）
医

療
の

担
い
手
が
守
る
べ
き
倫
理
規
範
や
法
令
に
つ
い
て
討
議
す

る
。

（
態

度
）

医
療
人
の
あ
り
方

薬
事
関
係
法
規

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
前

）
患

者
・

生
活
者
中
心
の
医
療
の
視
点
か
ら
患
者
・
生
活
者
の
個
人

情
報

や
自

己
決

定
権

に
配

慮
す

べ
き

　
　

　
個

々
の

対
応

が
で
き
る
。
（
態
度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
３

）
前

）
患

者
・

生
活
者
の
健
康
の
回
復
と
維
持
、
生
活
の
質
の
向
上
に
薬

剤
師

が
積

極
的

に
貢

献
す

る
こ

と
の

　
　

　
重

要
性

を
討

議
す
る
。
（
態
度
）

リ
ス

ク
危

機
管

理
論

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
４

）
医

療
の

担
い

手
が
守
る
べ
き
倫
理
規
範
を
遵
守
し
、
ふ
さ
わ
し
い
態
度

で
行

動
す

る
。

（
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
５

）
患

者
・

生
活

者
の
基
本
的
権
利
、
自
己
決
定
権
に
つ
い
て
配
慮
す
る
。

（
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
６

）
薬

学
的

管
理

を
実
施
す
る
際
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
７

）
職

務
上

知
り

得
た
情
報
に
つ
い
て
守
秘
義
務
を
遵
守
す
る
。
（
態
度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
③

臨
床

実
習

の
基

礎
】

　
１

）
前

）
病

院
・

薬
局
に
お
け
る
薬
剤
師
業
務
全
体
の
流
れ
を
概
説
で
き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
前

）
病

院
・

薬
局
で
薬
剤
師
が
実
践
す
る
薬
学
的
管
理
の
重
要
性
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
３

）
前

）
病

院
薬

剤
部
門
を
構
成
す
る
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
業
務
を
列
挙
し
、

そ
の

内
容

と
関

連
を

概
説

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
４

）
前

）
病

院
に

所
属
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
職
種
名
を
列
挙
し
、
そ
の
業

務
内

容
を

相
互

に
関

連
づ

け
て

説
明

　
　

　
で

き
る

。
医
療
人
の
あ
り
方

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
５

）
前

）
薬

剤
師

の
関
わ
る
社
会
保
障
制
度
（
医
療
、
福
祉
、
介
護
）
の
概

略
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
〔

Ｂ
（

３
）

①
参
照
〕

薬
事
関
係
法
規

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
６

）
病

院
に

お
け

る
薬
剤
部
門
の
位
置
づ
け
と
業
務
の
流
れ
に
つ
い
て
他
部

門
と

関
連

付
け

て
説

明
で

き
る

。
病
院
実
務
実
習

　
７

）
代

表
的

な
疾

患
の
入
院
治
療
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

病
院
実
務
実
習

　
８

）
入

院
か

ら
退

院
に
至
る
ま
で
入
院
患
者
の
医
療
に
継
続
し
て
関
わ
る
こ

と
が

で
き

る
。

（
態

度
）

病
院
実
務
実
習

　
９

）
急

性
期

医
療

（
救
急
医
療
・
集
中
治
療
・
外
傷
治
療
等
）
や
周
術
期
医

療
に

お
け

る
適

切
な

薬
学

的
管

理
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

病
院
実
務
実
習

　
10
）

周
産

期
医

療
や
小
児
医
療
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

病
院
実
務
実
習

　
11
）

終
末

期
医

療
や
緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て

説
明

で
き

る
。

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

外
来

化
学

療
法
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

保
険

評
価

要
件
を
薬
剤
師
業
務
と
関
連
付
け
て
概
説
す
る
こ
と
が
で

き
る

。
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
14
）

薬
局

に
お

け
る
薬
剤
師
業
務
の
流
れ
を
相
互
に
関
連
付
け
て
説
明
で

き
る

。
薬
局
実
務
実
習

　
15
）

来
局

者
の

調
剤
に
対
し
て
、
処
方
せ
ん
の
受
付
か
ら
薬
剤
の
交
付
に

至
る

ま
で

継
続

し
て

関
わ

る
こ

と
が

　
　

　
で

き
る

。
（

知
識
・
態
度
）

薬
局
実
務
実
習

（
２

）
処

方
せ

ん
に

基
づ

く
調

剤
【

①
法

令
・

規
則

等
の

理
解

と
遵

守
】

〔
Ｂ
（
２
）
、
（
３
）
参
照
〕

　
１

）
前

）
調

剤
業

務
に
関
わ
る
事
項
（
処
方
せ
ん
、
調
剤
録
、
疑
義
照
会
等

）
の

意
義

や
取

り
扱

い
を

法
的

根
拠

　
　

　
に

基
づ

い
て

説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
調

剤
業

務
に

関
わ
る
法
的
文
書
（
処
方
せ
ん
、
調
剤
録
等
）
の
適
切
な

記
載

と
保

存
・

管
理

が
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
３

）
法

的
根

拠
に

基
づ
き
、
一
連
の
調
剤
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
。
（
技

能
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
４

）
保

険
薬

局
と

し
て
必
要
な
条
件
や
設
備
等
を
具
体
的
に
関
連
付
け
て
説

明
で

き
る

。
薬
局
実
務
実
習

【
②

処
方

せ
ん

と
疑

義
照

会
】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
使
用
さ
れ
る
医
薬
品
に
つ
い
て
効
能
・
効
果
、

用
法

・
用

量
、

警
告

・
禁

忌
、

副
作

用
、

　
　

　
相

互
作

用
を

列
挙
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
前

）
処

方
オ

ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
概

説
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
３

）
前

）
処

方
せ

ん
の
様
式
と
必
要
記
載
事
項
、
記
載
方
法
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
４

）
前

）
処

方
せ

ん
の
監
査
の
意
義
、
そ
の
必
要
性
と
注
意
点
に
つ
い
て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
実
習

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
５

）
前

）
処

方
せ

ん
を
監
査
し
、
不
適
切
な
処
方
せ
ん
に
つ
い
て
、
そ
の
理

由
が

説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
実
習

　
６

）
前

）
処

方
せ

ん
等
に
基
づ
き
疑
義
照
会
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
実
習

　
７

）
処

方
せ

ん
の

記
載
事
項
（
医
薬
品
名
、
分
量
、
用
法
・
用
量
等
）
が
適

切
で

あ
る

か
確

認
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）
臨
床
薬
剤
学
実
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
８

）
注

射
薬

処
方

せ
ん
の
記
載
事
項
（
医
薬
品
名
、
分
量
、
投
与
速
度
、
投

与
ル

ー
ト

等
）

が
適

切
で

あ
る

か
確

認
　

　
　

で
き

る
。

（
知

識
・
技
能
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
９

）
処

方
せ

ん
の

正
し
い
記
載
方
法
を
例
示
で
き
る
。
（
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

薬
歴

、
診

療
録
、
患
者
の
状
態
か
ら
処
方
が
妥
当
で
あ
る
か
判
断
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

臨
床
薬
剤
学
実
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

薬
歴

、
診

療
録
、
患
者
の
状
態
か
ら
判
断
し
て
適
切
に
疑
義
照
会
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
③

処
方

せ
ん

に
基

づ
く

医
薬

品
の

調
製

】

　
１

）
前

）
薬

袋
、

薬
札
（
ラ
ベ
ル
）
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
適
切
に
記
入
で

き
る

。
（

技
能

）
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
実
習

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
前

）
主

な
医

薬
品
の
成
分
（
一
般
名
）
、
商
標
名
、
剤
形
、
規
格
等
を

列
挙

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
３

）
前

）
処

方
せ

ん
に
従
っ
て
、
計
数
・
計
量
調
剤
が
で
き
る
。
（
技
能
）

臨
床
薬
剤
学
実
習

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
４

）
前

）
後

発
医

薬
品
選
択
の
手
順
を
説
明
で
き
る
。

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
５

）
前

）
代

表
的

な
注
射
剤
・
散
剤
・
水
剤
等
の
配
合
変
化
の
あ
る
組
合
せ

と
そ

の
理

由
を

説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
６

）
前

）
無

菌
操

作
の
原
理
を
説
明
し
、
基
本
的
な
無
菌
操
作
を
実
施
で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
免

疫
／

微
生

物
学

実
習

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
７

）
前

）
抗

悪
性

腫
瘍
薬
な
ど
の
取
扱
い
に
お
け
る
ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ
ー
ド
回

避
の

基
本

的
手

技
を

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

技
能

）
事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
８

）
前

）
処

方
せ

ん
に
基
づ
き
調
剤
さ
れ
た
薬
剤
の
監
査
が
で
き
る
。
（
知

識
・

技
能

）
事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
９

）
主

な
医

薬
品

の
一
般
名
・
剤
形
・
規
格
か
ら
該
当
す
る
製
品
を
選
択
で

き
る

。
（

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

適
切

な
手

順
で
後
発
医
薬
品
を
選
択
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

処
方

せ
ん

に
従
っ
て
計
数
・
計
量
調
剤
が
で
き
る
。
（
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

錠
剤

の
粉

砕
、
お
よ
び
カ
プ
セ
ル
剤
の
開
封
の
可
否
を
判
断
し
、
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

一
回

量
(一

包
化

）
調
剤
の
必
要
性
を
判
断
し
、
実
施
で
き
る
。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
14
）

注
射

処
方

せ
ん
に
従
っ
て
注
射
薬
調
剤
が
で
き
る
。
（
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
15
）

注
射

剤
・

散
剤
・
水
剤
等
の
配
合
変
化
に
関
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

回
避

方
法

を
列

挙
で

き
る

。
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
16
）

注
射

剤
（

高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
等
）
の
無
菌
的
混
合
操
作
を
実
施
で
き

る
。

（
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
17
）

抗
悪

性
腫

瘍
薬
な
ど
の
取
扱
い
に
お
け
る
ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ
ー
ド
回
避

の
手

技
を

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

免
疫

／
微

生
物

学
実

習
病
院
実
務
実
習

　
18
）

特
別

な
注

意
を
要
す
る
医
薬
品
（
劇
薬
・
毒
薬
・
麻
薬
・
向
精
神
薬

・
抗

悪
性

腫
瘍

薬
等

）
の

調
剤

と
適

切
な

　
　

　
取

扱
い

が
で

き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
19
）

調
製

さ
れ

た
薬
剤
に
対
し
て
、
監
査
が
実
施
で
き
る
。
（
知
識
・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
④

患
者

・
来

局
者

応
対

、
服

薬
指

導
、

患
者

教
育

】

  
１

）
前

）
適

切
な

態
度
で
、
患
者
・
来
局
者
と
応
対
で
き
る
。
（
態
度
）

臨
床
薬
剤
学
実
習

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
前

）
妊

婦
・

授
乳
婦
、
小
児
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
応
対
や
服
薬
指
導
に

お
い

て
、

配
慮

す
べ

き
事

項
を

　
　

　
具

体
的

に
列

挙
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
前

）
患

者
・

来
局
者
か
ら
、
必
要
な
情
報
（
症
状
、
心
理
状
態
、
既
往

歴
、

生
活

習
慣

、
ア

レ
ル

ギ
ー

歴
、

薬
歴

、
　

　
　

副
作

用
歴

等
）

を
適
切
な
手
順
で
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識

・
態

度
）

臨
床
薬
剤
学
実
習

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
４

）
前

）
患

者
・

来
局
者
に
、
主
な
医
薬
品
の
効
能
・
効
果
、
用
法
・
用
量

、
警

告
・

禁
忌

、
副

作
用

、
相

互
作

用
、

　
　

　
保

管
方

法
等

に
つ
い
て
適
切
に
説
明
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

臨
床
薬
剤
学
実
習

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
５

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
生
活
指
導
項
目
を
列
挙
で

き
る

。
事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
６

）
前

）
患

者
・

来
局
者
に
使
用
上
の
説
明
が
必
要
な
製
剤
（
眼
軟
膏
、
坐

剤
、

吸
入

剤
、

自
己

注
射

剤
等

）
の

取
扱

い
　

　
　

方
法

を
説

明
で

き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

臨
床
薬
剤
学
実
習

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
７

）
前

）
薬

歴
・

診
療
録
の
基
本
的
な
記
載
事
項
と
そ
の
意
義
・
重
要
性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
８

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
の
症
例
に
つ
い
て
の
患
者
応
対
の
内
容
を
適
切
に

記
録

で
き

る
。

（
技

能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
９

）
患

者
・

来
局

者
に
合
わ
せ
て
適
切
な
応
対
が
で
き
る
。
（
態
度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

患
者

・
来

局
者
か
ら
、
必
要
な
情
報
（
症
状
、
心
理
状
態
、
既
往
歴

、
生

活
習

慣
、

ア
レ

ル
ギ

ー
歴

、
薬

歴
、

　
　

　
副

作
用

歴
等

）
を
適
切
な
手
順
で
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

医
師

の
治

療
方
針
を
理
解
し
た
上
で
、
患
者
へ
の
適
切
な
服
薬
指
導

を
実

施
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

患
者

・
来

局
者
の
病
状
や
背
景
に
配
慮
し
、
医
薬
品
を
安
全
か
つ
有

効
に

使
用

す
る

た
め

の
服

薬
指

導
や

　
　

　
患

者
教

育
が

で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

妊
婦

・
授

乳
婦
、
小
児
、
高
齢
者
等
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
患
者
へ

の
服

薬
指

導
に

お
い

て
、

適
切

な
応

対
　

　
　

が
で

き
る

。
（

知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
14
）

お
薬

手
帳

、
健
康
手
帳
、
患
者
向
け
説
明
書
等
を
使
用
し
た
服
薬
指

導
が

で
き

る
。

（
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
15
）

収
集

し
た

患
者
情
報
を
薬
歴
や
診
療
録
に
適
切
に
記
録
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
⑤

医
薬

品
の

供
給

と
管

理
】

　
１

）
前

）
医

薬
品

管
理
の
意
義
と
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
前

）
医

薬
品

管
理
の
流
れ
を
概
説
で
き
る
。

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
３

）
前

）
劇

薬
、

毒
薬
、
麻
薬
、
向
精
神
薬
お
よ
び
覚
醒
剤
原
料
等
の
管
理

と
取

り
扱

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
４

）
前

）
特

定
生

物
由
来
製
品
の
管
理
と
取
り
扱
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
５

）
前

）
代

表
的

な
放
射
性
医
薬
品
の
種
類
と
用
途
、
保
管
管
理
方
法
を
説

明
で

き
る

。
放

射
薬

品
化

学
Ⅰ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
６

）
前

）
院

内
製

剤
の
意
義
、
調
製
上
の
手
続
き
、
品
質
管
理
な
ど
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
７

）
前

）
薬

局
製

剤
・
漢
方
製
剤
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

漢
方
医
薬
学
総
論

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
８

）
前

）
医

薬
品

の
品
質
に
影
響
を
与
え
る
因
子
と
保
存
条
件
を
説
明
で
き

る
。

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
９

）
医

薬
品

の
供

給
・
保
管
・
廃
棄
に
つ
い
て
適
切
に
実
施
で
き
る
。
（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

医
薬

品
の

適
切
な
在
庫
管
理
を
実
施
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

医
薬

品
の

適
正
な
採
用
と
採
用
中
止
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

。
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

劇
薬

・
毒

薬
・
麻
薬
・
向
精
神
薬
お
よ
び
覚
醒
剤
原
料
の
適
切
な
管

理
と

取
り

扱
い

が
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

特
定

生
物

由
来
製
品
の
適
切
な
管
理
と
取
り
扱
い
を
体
験
す
る
。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

【
⑥

安
全

管
理

】

　
１

）
前

）
処

方
か

ら
服
薬
（
投
薬
）
ま
で
の
過
程
で
誤
り
を
生
じ
や
す
い
事

例
を

列
挙

で
き

る
。

リ
ス

ク
危

機
管

理
論

医
療
人
の
あ
り
方

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
前

）
特

に
リ

ス
ク
の
高
い
代
表
的
な
医
薬
品
（
抗
悪
性
腫
瘍
薬
、
糖
尿

病
治

療
薬

、
使

用
制

限
の

あ
る

薬
等

）
　

　
　

の
特

徴
と

注
意

点
を
列
挙
で
き
る
。

リ
ス

ク
危

機
管

理
論

医
療
人
の
あ
り
方

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
前

）
代

表
的

な
イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
）
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト

事
例

を
解

析
し

、
そ

の
原

因
、

リ
ス

ク
　

　
　

を
回

避
す

る
た

め
の
具
体
策
と
発
生
後
の
適
切
な
対
処
法
を
討
議
す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

リ
ス

ク
危

機
管

理
論

医
療
人
の
あ
り
方

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
４

）
前

）
感

染
予

防
の
基
本
的
考
え
方
と
そ
の
方
法
が
説
明
で
き
る
。

微
生

物
学

Ⅰ
事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
５

）
前

）
衛

生
的

な
手
洗
い
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
で

き
る

。
（

技
能

）
事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
６

）
前

）
代

表
的

な
消
毒
薬
の
用
途
、
使
用
濃
度
お
よ
び
調
製
時
の
注
意
点

を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
Ⅰ

臨
床
薬
剤
学
Ⅱ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
７

）
前

）
医

薬
品

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
を
概
説
で
き
る
。

リ
ス

ク
危

機
管

理
論

医
療
人
の
あ
り
方

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
８

）
特

に
リ

ス
ク

の
高
い
代
表
的
な
医
薬
品
（
抗
悪
性
腫
瘍
薬
、
糖
尿
病
治

療
薬

、
使

用
制

限
の

あ
る

薬
等

）
の

　
　

　
安

全
管

理
を

体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
・
態
度
）

医
療
人
の
あ
り
方

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
９

）
調

剤
ミ

ス
を

防
止
す
る
た
め
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
事
項
を
具
体
的
に
説

明
で

き
る

。
医
療
人
の
あ
り
方

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
10
）

施
設

内
の

イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
）
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の

事
例

を
も

と
に

、
リ

ス
ク

を
回

避
す

る
　

　
　

た
め

の
具

体
策

と
発
生
後
の
適
切
な
対
処
法
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
医
療
人
の
あ
り
方

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

施
設

内
の

安
全
管
理
指
針
を
遵
守
す
る
。
（
態
度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

施
設

内
で

衛
生
的
な
手
洗
い
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施

す
る

。
（

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

臨
床

検
体

・
感
染
性
廃
棄
物
を
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
技

能
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

　
14
）

院
内

で
の

感
染
対
策
（
予
防
、
蔓
延
防
止
な
ど
）
に
つ
い
て
具
体
的

な
提

案
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

（
３

）
薬

物
療

法
の

実
践

【
①

患
者

情
報

の
把

握
】

　
１

）
前

）
基

本
的

な
医
療
用
語
、
略
語
の
意
味
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
前

）
患

者
お

よ
び
種
々
の
情
報
源
（
診
療
録
、
薬
歴
・
指
導
記
録
、
看

護
記

録
、

お
薬

手
帳

、
持

参
薬

等
）

　
　

　
か

ら
、

薬
物

療
法
に
必
要
な
情
報
を
収
集
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

　
　

　
〔

Ｅ
３

（
２

）
①
参
照
〕

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
前

）
身

体
所

見
の
観
察
・
測
定
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
の
目

的
と

得
ら

れ
た

所
見

の
薬

学
的

管
理

　
　

　
へ

の
活

用
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
４

）
前

）
基

本
的

な
身
体
所
見
を
観
察
・
測
定
し
、
評
価
で
き
る
。
（
知
識

・
技

能
）

臨
床
薬
剤
学
実
習

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
５

）
基

本
的

な
医

療
用
語
、
略
語
を
適
切
に
使
用
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度

）
薬
物
治
療
学
Ⅱ

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
６

）
患

者
・

来
局

者
お
よ
び
種
々
の
情
報
源
（
診
療
録
、
薬
歴
・
指
導
記
録

、
看

護
記

録
、

お
薬

手
帳

、
持

参
薬

　
　

　
等

）
か

ら
、

薬
物
療
法
に
必
要
な
情
報
を
収
集
で
き
る
。
（
技
能
・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
７

）
患

者
の

身
体

所
見
を
薬
学
的
管
理
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
②

医
薬

品
情

報
の

収
集

と
活

用
】

〔
Ｅ
３
（
１
）
参
照
〕

　
１

）
前

）
薬

物
療

法
に
必
要
な
医
薬
品
情
報
を
収
集
・
整
理
・
加
工
で
き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

医
薬
品
情
報
・
評
価
学

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
施

設
内

に
お

い
て
使
用
で
き
る
医
薬
品
の
情
報
源
を
把
握
し
、
利
用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
３

）
薬

物
療

法
に

対
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
根
拠
に
基
づ
い
た
報
告
書

を
作

成
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
４

）
医

療
ス

タ
ッ

フ
お
よ
び
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
医
薬
品
情
報
提
供
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
５

）
安

全
で

有
効

な
薬
物
療
法
に
必
要
な
医
薬
品
情
報
の
評
価
、
加
工
を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
６

）
緊

急
安

全
性

情
報
、
安
全
性
速
報
、
不
良
品
回
収
、
製
造
中
止
な
ど
の

緊
急

情
報

を
施

設
内

で
適

切
に

取
扱

う
　

　
　

こ
と

が
で

き
る

。
（
知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
③

処
方

設
計

と
薬

物
療

法
の

実
践

（
処

方
設

計
と

提
案

）
】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
対
し
て
、
疾
患
の
重
症
度
等
に
応
じ
て
科
学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
処

方
設

計
が

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

個
別
化
医
療
学
（
選
）
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
前

）
病

態
（

肝
・
腎
障
害
な
ど
）
や
生
理
的
特
性
（
妊
婦
・
授
乳
婦
、

小
児

、
高

齢
者

な
ど

）
等

を
考

慮
し

、
　

　
　

薬
剤

の
選

択
や

用
法
・
用
量
設
定
を
立
案
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
３

）
前

）
患

者
の

ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
の
評
価
方
法
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
が
良

く
な

い
原

因
と

そ
の

対
処

法
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。
事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
４

）
前

）
皮

下
注

射
、
筋
肉
内
注
射
、
静
脈
内
注
射
・
点
滴
等
の
基
本
的
な

手
技

を
説

明
で

き
る

。
リ

ス
ク

危
機

管
理

論
臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
５

）
前

）
代

表
的

な
輸
液
の
種
類
と
適
応
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅰ

臨
床
生
理
・
診
断
学

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
６

）
前

）
患

者
の

栄
養
状
態
や
体
液
量
、
電
解
質
の
過
不
足
な
ど
が
評
価
で

き
る

。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

臨
床
生
理
・
診
断
学

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
７

）
代

表
的

な
疾

患
の
患
者
に
つ
い
て
、
診
断
名
、
病
態
、
科
学
的
根
拠
等

か
ら

薬
物

治
療

方
針

を
確

認
で

き
る

。
臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
８

）
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン
等
を
確
認
し
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
処
方
を

立
案

で
き

る
。

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
９

）
患

者
の

状
態

（
疾
患
、
重
症
度
、
合
併
症
、
肝
・
腎
機
能
や
全
身
状
態

、
遺

伝
子

の
特

性
、

心
理

・
希

望
等

）
　

　
　

や
薬

剤
の

特
徴

（
作
用
機
序
や
製
剤
的
性
質
等
）
に
基
づ
き
、
適
切
な

処
方

を
提

案
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

個
別
化
医
療
学
（
選
）

　
10
）

処
方

設
計

の
提
案
に
際
し
、
薬
物
投
与
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
や
ク
リ
ニ
カ

ル
パ

ス
を

活
用

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
11
）

入
院

患
者

の
持
参
薬
に
つ
い
て
、
継
続
・
変
更
・
中
止
の
提
案
が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

　
12
）

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン
ス
向
上
の
た
め
に
、
処
方
変
更
、
調
剤
や
用
法
の
工

夫
が

提
案

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

処
方

提
案

に
際
し
て
、
医
薬
品
の
経
済
性
等
を
考
慮
し
て
、
適
切
な

後
発

医
薬

品
を

選
択

で
き

る
。

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
14
）

処
方

提
案

に
際
し
、
薬
剤
の
選
択
理
由
、
投
与
量
、
投
与
方
法
、
投

与
期

間
等

に
つ

い
て

、
医

師
や

看
護

師
　

　
　

等
に

判
り

や
す

く
説
明
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

【
④

処
方

設
計

と
薬

物
療

法
の

実
践

（
薬

物
療

法
に

お
け

る
効

果
と

副
作

用
の

評
価

）
】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
医
薬
品
の
効
果
、
副
作
用
に
関
し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

べ
き

症
状

と
検

査
　

　
　

所
見

等
を

具
体

的
に
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
２

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
に
お
け
る
薬
物
療
法
の
評
価
に
必
要
な
患
者
情
報

収
集

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
３

）
前

）
代

表
的

な
疾
患
の
症
例
に
お
け
る
薬
物
治
療
上
の
問
題
点
を
列
挙

し
、

適
切

な
評

価
と

薬
学

的
管

理
の

　
　

　
立

案
を

行
い

、
SO

A
P形

式
等
で
記
録
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

　
４

）
医

薬
品

の
効

果
と
副
作
用
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
検
査
項
目
と

そ
の

実
施

を
提

案
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

態
度

）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
５

）
薬

物
血

中
濃

度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
医
薬
品
が
処
方
さ
れ
て
い
る

患
者

に
つ

い
て

、
血

中
濃

度
測

定
の

　
　

　
提

案
が

で
き

る
。
（
知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

　
６

）
薬

物
血

中
濃

度
の
推
移
か
ら
薬
物
療
法
の
効
果
お
よ
び
副
作
用
に
つ
い

て
予

測
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

薬
物
治
療
学
Ⅱ

病
院
実
務
実
習

　
７

）
臨

床
検

査
値

の
変
化
と
使
用
医
薬
品
の
関
連
性
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
８

）
薬

物
治

療
の

効
果
に
つ
い
て
、
患
者
の
症
状
や
検
査
所
見
な
ど
か
ら
評

価
で

き
る

。
臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
９

）
副

作
用

の
発

現
に
つ
い
て
、
患
者
の
症
状
や
検
査
所
見
な
ど
か
ら
評
価

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

臨
床
生
理
・
診
断
学

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
10
）

薬
物

治
療

の
効
果
、
副
作
用
の
発
現
、
薬
物
血
中
濃
度
等
に
基
づ
き

、
医

師
に

対
し

、
薬

剤
の

種
類

、
投

与
量

、
　

　
　

投
与

方
法

、
投

与
期
間
等
の
変
更
を
提
案
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

　
11
）

報
告

に
必

要
な
要
素
（
5
W1

H
）
に
留
意
し
て
、
収
集
し
た
患
者
情
報

を
正

確
に

記
載

で
き

る
。

（
技

能
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
12
）

患
者

の
薬

物
治
療
上
の
問
題
点
を
列
挙
し
、
適
切
な
評
価
と
薬
学
的

管
理

の
立

案
を

行
い

、
SO
AP
形

式
等

で
　

　
　

適
切

に
記

録
す

る
。
（
知
識
・
技
能
）

臨
床
病
態
解
析
学
演
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
13
）

医
薬

品
・

医
療
機
器
等
安
全
性
情
報
報
告
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記

載
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院
実
務
実
習

（
４

）
チ

ー
ム

医
療

へ
の

参
画

 
〔
Ａ
（
４
）
参
照
〕

【
①

医
療

機
関

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
】

　
１

）
前

）
チ

ー
ム

医
療
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
重
要
性
に
つ
い
て
説
明

で
き

る
。

医
療
人
の
あ
り
方

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
前

）
多

様
な

医
療
チ
ー
ム
の
目
的
と
構
成
、
構
成
員
の
役
割
を
説
明
で

き
る

。
医
療
人
の
あ
り
方

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
３

）
前

）
病

院
と

地
域
の
医
療
連
携
の
意
義
と
具
体
的
な
方
法
（
連
携
ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
、

退
院

時
共

同
指

導
、

病
院

・
　

　
　

薬
局

連
携

、
関

連
施
設
と
の
連
携
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
４

）
薬

物
療

法
上

の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、
他
の
薬
剤
師
お
よ
び
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
　

　
　

と
連

携
で

き
る

。
（
態
度
）

病
院
実
務
実
習

　
５

）
医

師
・

看
護

師
等
の
他
職
種
と
患
者
の
状
態
（
病
状
、
検
査
値
、
ア
レ

ル
ギ

ー
歴

、
心

理
、

生
活

環
境

等
）

、
　

　
　

治
療

 
開

始
後

の
変
化
（
治
療
効
果
、
副
作
用
、
心
理
状
態
、
QO

L等
）

の
情

報
を

共
有

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

　
６

）
医

療
チ

ー
ム

の
一
員
と
し
て
、
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と

患
者

の
治

療
目

標
と

治
療

方
針

に
　

　
　

つ
い

て
討

議
（

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
患
者
回
診
へ
の
参
加
等
）
す
る
。

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

　
７

）
医

師
・

看
護

師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
・
協
力
し
て
、
患
者
の
最

善
の

治
療

・
ケ

ア
提

案
を

体
験

す
る

。
　

　
　

（
知

識
・

態
度

）
病
院
実
務
実
習

　
８

）
医

師
・

看
護

師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
て
退
院
後
の
治
療
・
ケ

ア
の

計
画

を
検

討
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

　
９

）
病

院
内

の
多

様
な
医
療
チ
ー
ム
（
IC

T、
NS

T
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
、

褥
瘡

チ
ー

ム
等

）
の

活
動

に
薬

剤
師

の
立

場
　

　
　

で
参

加
で

き
る

。
（
知
識
・
態
度
）

病
院
実
務
実
習

【
②

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
】

　
１

）
前

）
地

域
の

保
健
、
医
療
、
福
祉
に
関
わ
る
職
種
と
そ
の
連
携
体
制
（

地
域

包
括

ケ
ア

）
お

よ
び

そ
の

意
義

に
　

　
　

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

リ
ス

ク
危

機
管

理
論

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

  
２

）
前

）
地

域
に

お
け
る
医
療
機
関
と
薬
局
薬
剤
師
の
連
携
の
重
要
性
を

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

  
３

）
地

域
に

お
け

る
医
療
機
関
と
薬
局
薬
剤
師
の
連
携
を
体
験
す
る
。
（

知
識

・
態

度
）

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

  
４

）
地

域
医

療
を

担
う
職
種
間
で
地
域
住
民
に
関
す
る
情
報
共
有
を
体
験

す
る

。
（

技
能

・
態

度
）

薬
局
実
務
実
習

（
５

）
地

域
の

保
健

・
医

療
・

福
祉

へ
の

参
画

 〔
Ｂ
（
４
）
参
照
〕

【
①

在
宅

（
訪

問
）

医
療

・
介

護
へ

の
参

画
】

　
１

）
前

）
在

宅
医

療
・
介
護
の
目
的
、
仕
組
み
、
支
援
の
内
容
を
具
体
的
に

説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
前

）
在

宅
医

療
・
介
護
を
受
け
る
患
者
の
特
色
と
背
景
を
説
明
で
き
る

。
臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
３

）
前

）
在

宅
医

療
・
介
護
に
関
わ
る
薬
剤
師
の
役
割
と
そ
の
重
要
性
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
４

）
在

宅
医

療
・

介
護
に
関
す
る
薬
剤
師
の
管
理
業
務
（
訪
問
薬
剤
管
理
指

導
業

務
、

居
宅

療
養

管
理

指
導

業
務

）
　

　
　

を
体

験
す

る
。

（
知
識
・
態
度
）

薬
局
実
務
実
習

５
）

地
域

に
お

け
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

や
介

護
支

援
専

門
員

等
の

活
動

と
薬

剤
師

と
の

関
わ

り
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
　

　
　

　
態

度
）

薬
局
実
務
実
習

　
６

）
在

宅
患

者
の

病
状
（
症
状
、
疾
患
と
重
症
度
、
栄
養
状
態
等
）
と
そ
の

変
化

、
生

活
環

境
等

の
情

報
収

集
と

　
　

　
報

告
を

体
験

す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

薬
局
実
務
実
習

【
②

地
域

保
健

（
公

衆
衛

生
、

学
校

薬
剤

師
、

啓
発

活
動

）
へ

の
参

画
】

　
１

）
前

）
地

域
保

健
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
代
表
的
な
活
動
（
薬
物
乱

用
防

止
、

自
殺

防
止

、
感

染
予

防
、

　
　

　
ア

ン
チ

ド
ー

ピ
ン
グ
活
動
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

リ
ス

ク
危

機
管

理
論

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
前

）
公

衆
衛

生
に
求
め
ら
れ
る
具
体
的
な
感
染
防
止
対
策
を
説
明
で
き

る
。

微
生

物
学

Ⅰ
事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
３

）
学

校
薬

剤
師

の
業
務
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
局
実
務
実
習

　
４

）
地

域
住

民
の

衛
生
管
理
（
消
毒
、
食
中
毒
の
予
防
、
日
用
品
に
含
ま
れ

る
化

学
物

質
の

誤
嚥

誤
飲

の
予

防
　

　
　

等
）

に
お

 け
る
薬
剤
師
活
動
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
局
実
務
実
習

【
③

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

実
践

】
〔
Ｅ
２

（
９

）
参

照
〕
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

  
１

）
前

）
現

在
の

医
療
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
、
セ
ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
重

要
性

を
討

議
　

　
　

す
る

。
（

態
度

）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

  
２

）
前

）
代

表
的

な
症
候
（
頭
痛
・
腹
痛
・
発
熱
等
）
を
示
す
来
局
者
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
収

集
と

疾
患

　
　

　
の

推
測

、
適

切
な
対
応
の
選
択
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C）

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

  
３

）
前

）
代

表
的

な
症
候
に
対
す
る
薬
局
製
剤
（
漢
方
製
剤
含
む
）
、
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

の
適

切
　

　
　

な
取

り
扱

い
と

説
明
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C）

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

  
４

）
前

）
代

表
的

な
生
活
習
慣
の
改
善
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C）

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

  
５

）
薬

局
製

剤
（

漢
方
製
剤
含
む
）
、
要
指
導
医
薬
品
・
一
般
用
医
薬
品

、
健

康
食

品
、

サ
プ

リ
メ

ン
ト

、
医

療
　

　
　

機
器

等
を

リ
ス

ク
に
応
じ
適
切
に
取
り
扱
い
、
管
理
で
き
る
。
（
技
能

・
態

度
）

漢
方
医
薬
学
総
論

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C）

薬
局
実
務
実
習

  
６

）
来

局
者

か
ら

収
集
し
た
情
報
や
身
体
所
見
な
ど
に
基
づ
き
、
来
局
者

の
病

状
（

疾
患

、
重

症
度

等
）

や
体

調
　

　
　

を
推

測
で

き
る

。
（
知
識
・
態
度
）

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C）

薬
局
実
務
実
習

  
７

）
来

局
者

に
対

し
て
、
病
状
に
合
わ
せ
た
適
切
な
対
応
（
医
師
へ
の
受

診
勧

奨
、

救
急

対
応

、
要

指
導

医
薬

品
・

　
　

　
一

般
用

医
薬

品
お
よ
び
検
査
薬
な
ど
の
推
奨
、
生
活
指
導
等
）
を
選
択

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C）

薬
局
実
務
実
習

  
８

）
選

択
し

た
薬

局
製
剤
（
漢
方
製
剤
含
む
）
、
要
指
導
医
薬
品
・
一
般

用
医

薬
品

、
健

康
食

品
、

サ
プ

リ
メ

ン
ト

、
　

　
　

医
療

機
器

等
の

使
用
方
法
や
注
意
点
な
ど
を
来
局
者
に
適
切
に
判
り
や

す
く

説
明

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
漢
方
医
薬
学
総
論

一
般
用
医
薬
品
学

（
OT
C）

薬
局
実
務
実
習

  
９

）
疾

病
の

予
防

お
よ
び
健
康
管
理
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
体
験
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬
局
実
務
実
習

【
④

災
害

時
医

療
と

薬
剤

師
】

　
１

）
前

）
災

害
時

医
療
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

臨
床
薬
剤
学
Ⅲ

事
前
病
院
・
薬
局
実
務

実
習

　
２

）
災

害
時

に
お

け
る
地
域
の
医
薬
品
供
給
体
制
・
医
療
救
護
体
制
に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
医
学
概
論

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

　
３

）
災

害
時

に
お

け
る
病
院
・
薬
局
と
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
討
議
す
る

。
（

態
度

）
病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

G
　

薬
学

研
究

（
１

）
薬

学
に

お
け

る
研

究
の

位
置

づ
け

　
１

）
基

礎
か

ら
臨

床
に
至
る
研
究
の
目
的
と
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
療
人
の
あ
り
方

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

  
２

）
研

究
に

は
自

立
性
と
独
創
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

医
療
人
の
あ
り
方

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
３

）
現

象
を

客
観

的
に
捉
え
る
観
察
眼
を
も
ち
、
論
理
的
に
思
考
で
き
る
。

（
知

識
・

技
能

・
態

度
）

分
子

生
物

学
Ⅰ

分
子

生
物

学
実

習
医
療
人
の
あ
り
方

薬
物
治
療
学
実
習

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
４

）
新

た
な

課
題

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
創
造
的
精
神
を
養
う
。
（
態
度
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

（
２

）
研

究
に

必
要

な
法

規
範

と
倫

理
  
１

）
自

ら
が

実
施

す
る
研
究
に
係
る
法
令
、
指
針
に
つ
い
て
概
説
で
き
る

。
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
２

）
研

究
の

実
施

、
患
者
情
報
の
取
扱
い
等
に
お
い
て
配
慮
す
べ
き
事
項
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

  
３

）
正

義
性

、
社

会
性
、
誠
実
性
に
配
慮
し
、
法
規
範
を
遵
守
し
て
研
究

に
取

り
組

む
。

（
態

度
）

A-
(2
)-
④

-3
再

掲
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

（
３

）
研

究
の

実
践

　
１

）
研

究
課

題
に

関
す
る
国
内
外
の
研
究
成
果
を
調
査
し
、
読
解
、
評
価
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

  
２

）
課

題
達

成
の

た
め
に
解
決
す
べ
き
問
題
点
を
抽
出
し
、
研
究
計
画
を

立
案

す
る

。
（

知
識

・
技

能
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

  
３

）
研

究
計

画
に

沿
っ
て
、
意
欲
的
に
研
究
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
・

態
度

）
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
４

）
研

究
の

各
プ

ロ
セ
ス
を
適
切
に
記
録
し
、
結
果
を
考
察
す
る
。
（
知
識

・
技

能
・

態
度

）
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
５

）
研

究
成

果
の

効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
適
切
な
質
疑

応
答

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）
卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

　
６

）
研

究
成

果
を

報
告
書
や
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
技

能
）

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究
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1年
2年

3年
4
年

5
年

6
年

12
0

12
0

12
0

1
2
0

1
2
0

1
2
0

A
76

59
61

7
6

1
0
4

1
0
2

B
81

75
80

6
4

6
3

8
3

留
年

に
よ

る
者

C
3

17
37

3
2

2
0

5
0

休
学

に
よ

る
者

D
2

1
1

1
0

0

E
0

3
0

0
0

0

F
76

54
42

3
1

4
3

3
3

F
/A

1.
00

0.
92

0.
69

0
.4

1
0
.4

1
0
.3

2

0.
06

0.
24

0.
48

0
.5

2
0
.3

2
0
.6

0

6）
（ス

ト
レ

ー
ト

在
籍

者
数

）/
（入

学
時

の
学

生
数

）の
値

を
小

数
点

以
下

第
２

位
ま

で
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
（
％

表
示

で
な

く
、

1
.0

0
の

よ
う

に
記

載
く
だ

さ
い

）

3）
評

価
実

施
年

度
の

５
月

１
日

現
在

に
お

け
る

各
学

年
の

在
籍

学
生

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

4）
過

年
度

在
籍

者
数

を
「留

年
に

よ
る

者
」と

「休
学

に
よ

る
者

」に
分

け
て

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
休

学
と

留
年

が
重

複
す

る
学

生
は

留
年

者
に

算
入

し
て

く
だ

さ
い

。

5）
（在

籍
学

生
数

）－
｛（

過
年

度
在

籍
者

数
）＋

（編
入

学
な

ど
に

よ
る

在
籍

者
数

）｝
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
ス

ト
レ

ー
ト

在
籍

者
数

　
{B

-(
C

+D
+E

)｝

7）
（過

年
度

在
籍

者
数

）/
（在

籍
学

生
数

）の
値

を
小

数
点

以
下

第
２

位
ま

で
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
（％

表
示

で
な

く
、

1
.0

0
の

よ
う

に
記

載
く
だ

さ
い

）

ス
ト

レ
ー

ト
在

籍
率

 6
）

過
年

度
在

籍
率

 7
）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 （
C

+D
）/

B

1）
各

学
年

が
入

学
し

た
年

度
の

入
学

者
選

抜
で

設
定

さ
れ

て
い

た
入

学
定

員
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

2）
当

該
学

年
が

入
学

し
た

時
点

で
の

実
入

学
者

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

過
年

度
在

籍
者

数
 4

）

編
入

学
な

ど
に

よ
る

在
籍

者
数

ス
ト

レ
ー

ト
在

籍
者

数
 5

）

在
籍

学
生

数
 3

）

（基
礎

資
料

３
－

１
）　

評
価

実
施

年
度

に
お

け
る

学
年

別
在

籍
状

況

入
学

年
度

の
入

学
定

員
 1

)

入
学

時
の

学
生

数
 2

）学
年
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（基礎資料３－２） 　評価実施年度の直近５年間における６年制学科の学年別学籍異動状況
 

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

在籍者数 
1) 123 89 69 63 81

休学者数 2) 4 2 3 2 5

退学者数 
2) 18 23 8 3 4

留年者数 
2) 8 6 1 3 12

進級率 
3) 0.76 0.65 0.83 0.87 0.74

在籍者数 1) 139 129 92 82 75

休学者数 
2) 8 7 5 3 1

退学者数 
2) 20 16 9 8 1

留年者数 2) 26 27 20 14 8

進級率 
3) 0.61 0.61 0.63 0.70 0.87

在籍者数 1) 121 109 107 87 80

休学者数 2) 0 0 2 2 5

退学者数 2) 10 12 11 7 1

留年者数 2) 24 28 27 21 22

進級率 3) 0.72 0.63 0.63 0.66 0.65

在籍者数 1) 93 90 71 73 64

休学者数 2) 0 1 2 2 3

退学者数 2) 2 4 7 5 0

留年者数 2) 3 1 4 5 4

進級率 3) 0.95 0.93 0.82 0.84 0.89

在籍者数 1) 74 89 86 59 63

休学者数 2) 1 1 1 1 2

退学者数 2) 0 0 0 1 0

留年者数 2) 0 1 0 1 2

進級率 3) 0.99 0.98 0.99 0.95 0.94

5年次

1年次

2年次

3年次

4年次
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　　　（基礎資料４）　学生受入れ状況 (入学試験種類別)

学科名 入試の種類
2017年度入試

（2016年度実施）
2018年度入試

（2017年度実施）
2019年度入試

（2018年度実施）
2020年度入試

（2019年度実施）
2021年度入試

（2020年度実施）
2022年度入試

（2021年度実施）

募集定員数に対す
る入学者数の比率
（６年間の平均）

受験者数 176 146 127 113 68 79

合格者数 160 136 123 104 66 77

入学者数(A) 44 40 29 17 17 9

募集定員数(B) 49 49 42 42 42 30

A/B*100(%) 90% 82% 69% 40% 40% 30%

受験者数 119 85 116 86 81 93

合格者数 100 65 114 82 81 89

入学者数(A) 14 5 9 10 9 8

募集定員数(B) 19 19 18 18 18 14

A/B*100(%) 74% 26% 50% 56% 50% 57%

受験者数 22 10 9 15 10 3

○ 合格者数 17 7 9 12 10 3

入学者数(A) 16 6 8 11 8 3

募集定員数(B) 24 24 26 26 26 26

A/B*100(%) 67% 25% 31% 42% 31% 12%

受験者数 16 15 5 8 12 14

薬 合格者数 16 15 5 8 12 14

入学者数(A) 16 13 5 7 12 14

募集定員数(B) 20 20 24 24 24 22

A/B*100(%) 80% 65% 21% 29% 50% 64%

受験者数 12 3 5 12 1 7

学 学 合格者数 8 2 5 11 1 7

入学者数(A) 5 2 4 2 0 3

募集定員数(B) 8 8 10 10 10 8

A/B*100(%) 63% 25% 40% 20% 0% 38%

受験者数 - - - - 3 3

合格者数 - - - - 3 3

入学者数(A) - - - - 3 2

募集定員数(B) - - - - 若干名 若干名

A/B*100(%) - - - - - -

受験者数 0 1 1 0 0 1

科 合格者数 0 1 1 0 0 1

入学者数(A) 0 1 0 0 0 1

募集定員数(B) 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

部 A/B*100(%) - - - - - -

受験者数 8 9 6 14 27 10

合格者数 8 9 6 14 27 10

入学者数(A) 8 9 6 12 27 10

募集定員数(B) 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

A/B*100(%) - - - - - -

受験者数 353 269 269 248 202 210

合格者数 309 235 263 231 200 204

入学者数(A) 103 76 61 59 76 50

募集定員数(B) 120 120 120 120 120 100

A/B*100(%) 86% 63% 51% 49% 63% 50%

受験者数 2 0 1 1 4 7

合格者数 2 0 0 0 4 6

入学者数(A) 2 0 0 0 3 6

募集定員数(B) 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

A/B*100(%) - - - - - -

[注]

　

一般入試

大学入学共通テス
ト利用入試

総合型選抜 
（ＡＯ入試）

指定校推薦入試
公募制推薦入試
（専願制推薦）

特待生推薦入試
（併願制推薦）

社会人入試

薬学部特色選抜
（後継者育成）
（地域医療振興）

７　薬科学科との一括入試の場合は、欄外に「（備考）○年次に・・・・・を基に学科を決定する。なお、薬学科の定員は△△△名」と注を記入してください。

留学生入試

学　科　計 60.5%

編（転）入試験

６　６年制が複数学科で構成されている場合は、「学部合計」欄を設けて記入してください。

１　入学者数は、実施した入試により５月１日（評価対象年度に実施した入試のデータは調書提出時）に新入学者となっている学生数を記入してください。

２　実施している全種類の入試が網羅されるように「入試の種類」の名称を記入し、適宜欄を設けて記入してください。なお、該当しない入試方法の欄は削除してください。

３　入試の種類ごとに「募集定員数(B)に対する入学者数(A)」の割合［A/B*100(%)］を算出してください。

４　「留学生入試」に交換留学生は含めないでください。

５　各入学（募集）定員が若干名の場合は「若干名」と記入してください。
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教授 准教授 専任講師 助教 合計 基準数 
1）

１５名 ７名 ４名 ５名 ３１名 ３０名

教授 准教授 専任講師 助教 合計 必要数 
2）

１名 １名 １名 ２名 ５名 ５名

助手 
1）

兼担教員 
2）

０名 ０名

TA SA その他 1） 合計

名 名 １名 １名

事務職員
 1)

技能職員 
2）

その他
 3） 合計

３名 １名 ０名 ４名

表２．薬学科（６年制）の教育研究に携わっている表１．以外の薬学部教員

（基礎資料５）教員・職員の数

表１．大学設置基準（別表第１）の対象となる薬学科（６年制）の専任教員

　上記における臨床実務経験を有する者の内数

1）大学設置基準第13条別表第１のイ（表１）及び備考４に基づく数／別表２の教員は含まない

2）上記基準数の６分の１（大学設置基準第13条別表第１のイ備考10）に相当する数

2） 薬用植物園や実験動物の管理、電気施設など保守管理に携わる職員

3） 司書、保健・看護職員など

1）学校教育法第92条⑨による教員として大学設置基準第10条２の教育業務及び研究に携わる常勤者

2）４年制学科を併設する薬学部で、薬学科の専門教育を担当する４年制学科の専任教員

表３．演習、実習、実験などの補助に当たる教員以外の者

1）実習などの補助を担当する臨時、契約職員など（無給は除く）

表４．薬学部専任の職員

  1） 薬学部の業務を専門に行う職員（非常勤を含む。ただし非常勤者数は（　）に内数で
　　　記入。複数学部の兼任は含まないこと。)

  自己点検・評価を実施した年度の実績を記入
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教授 准教授 専任講師 助教 合計 比率

７０代 １名 ０名 名 名 １名 ３.２％

６０代 ４名 １名 名 名 ５名 １６.１％

５０代 ８名 １名 名 名 ９名 ２９.０％

４０代 ２名 ４名 ２名 名 ８名 ２５.８％

３０代 名 １名 ２名 ５名 ８名 ２５.８％

２０代 名 名 名 名 ０名 ０.０％

合計 １５名 ７名 ４名 ５名 ３１名 １００．０ ％

教授 准教授 専任講師 助教 合計 比率

男性 １４名 ７名 ４名 ３名 ２８名 ９０.３％

女性 １名 ０名 ０名 ２名 ３名 ９.７％

（基礎資料６）　専任教員（基礎資料５の表１）の年齢構成

専任教員の定年年齢：（　　６５　歳　（注））　（注）就任時期によっては68歳定年

（参考資料）　専任教員（基礎資料５の表１）の男女構成
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7
.
5
0

0
.
2
5

薬
物

治
療

学
Ⅴ

9
.
0
0

0
.
3
0

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

2
2
1
.
2
5

7
.
3
8

医
薬

品
情

報
・

評
価

学
2
2
.
5
0

0
.
7
5

医
療

薬
学

演
習

6
.
0
0

0
.
2
0

医
療

薬
学

特
別

講
義

6
.
0
0

0
.
2
0

個
別

化
医

療
学

5
.
6
3

0
.
1
9

事
前

病
院

･
薬

局
実

務
実

習
◎

1
0
7
.
8
0

3
.
5
9

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院

実
務

実
習

◎
3
3
.
7
5

1
.
1
3

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
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2
0
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局
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務
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習

◎
3
3
.
7
5
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1
3
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析

学
演
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1
1
.
2
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3
8

臨
床
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Ⅲ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

臨
床
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剤

学
実

習
◎

2
4
.
7
5

0
.
8
3

2
8
4
.
4
2

9
.
4
8
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の

ち
と
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活

Ⅳ
（

薬
と

危
機

管
理

）
1
1
.
2
5

0
.
3
8

医
療

専
門

職
連

携
導

入
1
1
.
2
5

0
.
3
8

医
療

薬
学

演
習

6
.
0
0

0
.
2
0

医
療

薬
学

特
別

講
義

6
.
0
0

0
.
2
0

基
礎

科
学

演
習

1
.
4
1

0
.
0
5

健
康

の
回

復
促

進
Ⅱ

（
薬

理
学

）
2
2
.
5
0

0
.
7
5

個
別

化
医

療
学

5
.
6
3

0
.
1
9

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

薬
学
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授
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計
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3
)

病
院

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
局

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
剤

学
・

化
粧

品
科

学
実

習
◎

2
7
.
0
0

0
.
9
0

薬
剤

学
実

習
◎

2
7
.
0
0

0
.
9
0

薬
物

動
態

学
Ⅰ

4
5
.
0
0

1
.
5
0

薬
物

動
態

学
Ⅱ

4
5
.
0
0

1
.
5
0

薬
物

動
態

学
Ⅲ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

医
療

薬
学

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅰ

院
6
0
.
0
0

2
.
0
0

薬
学

特
論

院
4
.
5
0

0
.
1
5

薬
物

治
療

学
・

薬
剤

学
演

習
B

院
4
5
.
0
0

1
.
5
0

薬
物

治
療

学
・

薬
剤

学
特

論
院

2
2
.
5
0

0
.
7
5

4
0
6
.
7
8

1
3
.
5
6

医
療

薬
学

演
習

6
.
0
0

0
.
2
0

医
療

薬
学

特
別

講
義

6
.
0
0

0
.
2
0

事
前

病
院

･
薬

局
実

務
実

習
◎

8
3
.
6
2

2
.
7
9

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
局

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

臨
床

薬
剤

学
Ⅰ

6
7
.
5
0

2
.
2
5

臨
床

薬
剤

学
Ⅱ

4
5
.
0
0

1
.
5
0

臨
床

薬
剤

学
実

習
◎

2
0
.
2
5

0
.
6
8

医
療

薬
学

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅰ

院
6
0
.
0
0

2
.
0
0

薬
学

特
論

1
.
5
0

0
.
0
5

薬
物

治
療

学
・

薬
剤

学
特

論
2
2
.
5
0

0
.
7
5

授
業

担
当

時
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合

計
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学
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教

授

薬
学

科
教

授
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表
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表
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3
)

3
5
6
.
6
2

1
1
.
8
9

医
療

薬
学

演
習

6
.
0
0

0
.
2
0

医
療

薬
学

特
別

講
義

6
.
0
0

0
.
2
0

再
生

移
植

医
療

・
薬

物
療

法
学

2
1
.
0
0

0
.
7
0

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

分
子

創
薬

・
新

薬
論

4
5
.
0
0

1
.
5
0

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
局

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
物

治
療

学
Ⅰ

4
5
.
0
0

1
.
5
0

薬
物

治
療

学
Ⅱ

1
9
.
5
0

0
.
6
5

薬
物

治
療

学
実

習
◎

2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
理

学
・

薬
物

治
療

学
実

習
◎

2
2
.
5
0

0
.
7
5

臨
床

生
理

・
診

断
学

4
5
.
0
0

1
.
5
0

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

育
成

分
野

看
護

学
特

論
Ⅴ

（
小
児
看
護
学
特
論
Ⅴ
）

院
1
.
5
0

0
.
0
5

薬
学

特
論

院
1
.
5
0

0
.
0
5

薬
物

治
療

学
・

薬
剤

学
特

論
院

2
2
.
5
0

0
.
7
5

3
0
2
.
2
5

1
0
.
0
8

基
礎

・
衛

生
・

社
会

薬
学

演
習

4
.
4
0

0
.
1
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会
薬
学
特
別
講
義

5
.
8
7

0
.
2
0

機
能

形
態

学
Ⅱ

2
1
.
0
0

0
.
7
0

生
化

学
・

分
子

生
物

学
・
病
態
生
化
学
実
習

◎
1
5
.
7
5

0
.
5
3

生
体

機
能

調
節

学
2
2
.
5
0

0
.
7
5

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

分
子

生
物

学
Ⅰ

4
5
.
0
0

1
.
5
0

分
子

生
物

学
実

習
◎

3
3
.
7
5

1
.
1
3

論
文

作
成

1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
学

科
教

授

授
業

担
当

時
間

の
合

計

薬
学

科
教

授

授
業

担
当

時
間

の
合

計

薬
学

科
教

授
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目

 
3
)

生
化

学
・

分
子

生
物

学
特

論
院

6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学

特
論

院
3
.
0
0

0
.
1
0

1
7
3
.
0
2

5
.
7
7

医
療

経
済

学
1
.
4
1

0
.
0
5

医
療

特
別

講
義

4
.
2
2

0
.
1
4

医
療

薬
学

演
習

6
.
0
0

0
.
2
0

医
療

薬
学

特
別

講
義

6
.
0
0

0
.
2
0

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学

基
礎

実
習

◎
7
.
5
0

0
.
2
5

薬
局

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
効

薬
理

学
Ⅱ

4
5
.
0
0

1
.
5
0

薬
効

薬
理

学
Ⅲ

4
5
.
0
0

1
.
5
0

薬
物

治
療

学
Ⅲ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
理

学
・

薬
物

治
療

学
実

習
◎

9
.
0
0

0
.
3
0

薬
理

学
実

習
◎

2
4
.
7
5

0
.
8
3

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

2
1
5
.
6
3

7
.
1
9

い
の

ち
の

し
く

み
Ⅰ

（
生

化
学

）
1
1
.
2
5

0
.
3
8

遺
伝

子
工

学
1
1
.
2
5

0
.
3
8

基
礎

・
衛

生
・

社
会

薬
学

演
習

4
.
4
0

0
.
1
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会
薬
学
特
別
講
義

4
.
4
0

0
.
1
5

生
化

学
・

分
子

生
物

学
・
病
態
生
化
学
実
習

◎
1
8
.
0
0

0
.
6
0

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学

基
礎

実
習

◎
7
.
5
0

0
.
2
5

薬
学
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教

授

授
業
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当

時
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の
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業
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時
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時
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目

 
3
)

薬
局

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

生
化

学
・

分
子

生
物

学
特

論
院

4
.
5
0

0
.
1
5

1
0
5
.
5
5

3
.
5
2

医
療

薬
学

演
習

6
.
0
0

0
.
2
0

医
療

薬
学

特
別

講
義

6
.
0
0

0
.
2
0

事
前

病
院

･
薬

局
実

務
実

習
◎

1
1
5
.
5
2

3
.
8
5

総
合

薬
学

演
習

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院

実
務

実
習

◎
3
3
.
7
5

1
.
1
3

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
局

実
務

実
習

◎
3
3
.
7
5

1
.
1
3

臨
床

薬
剤

学
実

習
◎

2
7
.
0
0

0
.
9
0

2
3
4
.
0
2

7
.
8
0

医
薬

品
開

発
4
.
5
0

0
.
1
5

医
療

薬
学

演
習

1
.
5
0

0
.
0
5

医
療

薬
学

特
別

講
義

1
.
5
0

0
.
0
5

衛
生

薬
学

実
習

◎
6
6
.
0
0

2
.
2
0

基
礎

・
衛

生
・

社
会

薬
学

演
習

4
.
4
0

0
.
1
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会
薬
学
特
別
講
義

4
.
4
0

0
.
1
5

早
期

体
験

学
習

・
銚

子
学

1
1
.
2
5

0
.
3
8

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

日
本

薬
局

方
、

薬
事

関
係

法
規

1
9
.
5
0

0
.
6
5

病
院

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学

基
礎

実
習

◎
1
0
.
0
0

0
.
3
3

薬
局

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
事

関
係

法
規

2
2
.
5
0

0
.
7
5

1
7
8
.
5
5

5
.
9
5

薬
学

科
准

教
授

授
業

担
当

時
間

の
合

計

薬
学

科
准
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授

（
実

務
）
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当
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間
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計
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学
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計
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3
)

化
学

Ⅰ
2
2
.
5
0

0
.
7
5

化
学

入
門

2
2
.
5
0

0
.
7
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会

薬
学

演
習

4
.
4
0

0
.
1
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会
薬
学
特
別
講
義

4
.
4
0

0
.
1
5

基
礎

化
学

2
2
.
5
0

0
.
7
5

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学

基
礎

実
習

◎
7
.
5
0

0
.
2
5

薬
品

合
成

化
学

実
習

◎
6
7
.
5
0

2
.
2
5

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
学

特
論

1
.
5
0

0
.
0
5

有
機

化
学

・
薬

用
資

源
学

特
論

7
.
5
0

0
.
2
5

1
8
2
.
0
5

6
.
0
7

医
療

薬
学

演
習

1
.
5
0

0
.
0
5

医
療

薬
学

特
別

講
義

1
.
5
0

0
.
0
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会

薬
学

演
習

4
.
4
0

0
.
1
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会
薬
学
特
別
講
義

4
.
4
0

0
.
1
5

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

微
生

物
学

2
2
.
5
0

0
.
7
5

微
生

物
学

Ⅰ
4
5
.
0
0

1
.
5
0

免
疫

／
微

生
物

学
実

習
◎

3
3
.
7
5

1
.
1
3

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

衛
生

化
学

・
免

疫
微

生
物

学
特

論
院

6
.
0
0

0
.
2
0

1
4
0
.
8
0

4
.
6
9

医
薬

品
開

発
3
.
0
0

0
.
1
0

化
粧

品
と

皮
膚

生
理

9
.
0
0

0
.
3
0

化
粧

品
概

論
2
3
.
4
4

0
.
7
8

薬
学

科
准

教
授

薬
学

科
准

教
授

薬
学

科
准

教
授

授
業

担
当

時
間

の
合

計

授
業

担
当

時
間

の
合

計
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)

表
１
．
薬
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表
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す
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授
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目
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担
当
時
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授
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担
当

科
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3
)

化
粧

品
製

剤
学

Ⅰ
2
2
.
5
0

0
.
7
5

化
粧

品
製

剤
学

Ⅱ
2
2
.
5
0

0
.
7
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会

薬
学

演
習

4
.
4
0

0
.
1
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会
薬
学
特
別
講
義

4
.
4
0

0
.
1
5

機
能

性
化

粧
品

1
0
.
5
0

0
.
3
5

香
粧

品
学

Ⅰ
9
.
0
0

0
.
3
0

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

特
別

演
習

1
1
.
2
5

0
.
3
8

病
院

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
局

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
剤

学
・

化
粧

品
科

学
実

習
◎

6
.
7
5

0
.
2
3

薬
剤

学
実

習
◎

6
.
7
5

0
.
2
3

薬
品

分
析

・
物

理
化

学
実

習
◎

6
.
7
5

0
.
2
3

薬
品

分
析

物
理

学
実

習
◎

6
.
7
5

0
.
2
3

薬
用

化
粧

品
1
0
.
5
0

0
.
3
5

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

2
0
1
.
7
4

6
.
7
2

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

4
.
5
0

0
.
1
5

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
5
.
6
3

0
.
1
9

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

5
.
6
3

0
.
1
9

医
療

人
の

あ
り

方
2
1
.
0
0

0
.
7
0

医
療

薬
学

演
習

6
.
0
0

0
.
2
0

医
療

薬
学

特
別

講
義

6
.
0
0

0
.
2
0

事
前

病
院

･
薬

局
実

務
実

習
◎

9
2
.
6
9

3
.
0
9

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院

実
務

実
習

◎
3
3
.
7
5

1
.
1
3

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学

科
准

教
授

授
業

担
当

時
間

の
合

計

薬
学

科
講

師
（

実
務

）
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表
１
．
薬
学
科
（
６
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表
１
）
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す
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目
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当
時
間

授
業

担
当

科
目

 
3
)

薬
局

実
務

実
習

◎
3
3
.
7
5

1
.
1
3

薬
用

資
源

学
実

習
◎

6
7
.
5
0

2
.
2
5

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

臨
床

薬
剤

学
実

習
◎

2
0
.
2
5

0
.
6
8

3
1
8
.
4
4

1
0
.
6
1

医
療

薬
学

演
習

6
.
0
0

0
.
2
0

医
療

薬
学

特
別

講
義

6
.
0
0

0
.
2
0

機
能

形
態

学
1
.
5
0

0
.
0
5

機
能

形
態

学
Ⅰ

1
.
5
0

0
.
0
5

機
能

形
態

学
Ⅱ

1
.
5
0

0
.
0
5

再
生

移
植

医
療

・
薬

物
療

法
学

1
5
.
0
0

0
.
5
0

生
体

機
能

調
節

学
1
.
5
0

0
.
0
5

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学

入
門

2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
局

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
物

治
療

学
Ⅰ

1
5
.
0
0

0
.
5
0

薬
物

治
療

学
Ⅱ

4
5
.
0
0

1
.
5
0

薬
物

治
療

学
実

習
◎

2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
理

学
・

薬
物

治
療

学
実

習
◎

2
2
.
5
0

0
.
7
5

臨
床

生
理

・
診

断
学

1
5
.
0
0

0
.
5
0

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

2
1
9
.
7
5

7
.
3
3

基
礎

・
衛

生
・

社
会

薬
学

演
習

4
.
4
0

0
.
1
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会
薬
学
特
別
講
義

4
.
4
0

0
.
1
5

基
礎

生
物

学
7
.
5
0

0
.
2
5

情
報

処
理

入
門

3
.
0
0

0
.
1
0

薬
学

科
講

師
（

実
務

）

授
業

担
当

時
間

の
合

計

薬
学

科
講

師

薬
学

科
講

師

授
業

担
当

時
間

の
合

計
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業
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表
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薬
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科
（
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年
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料
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の
表
１
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す
る
授
業
科
目
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担
当
時
間

授
業

担
当

科
目

 
3
)

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学

基
礎

実
習

◎
7
.
5
0

0
.
2
5

薬
局

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
理

学
2
2
.
5
0

0
.
7
5

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

9
3
.
5
5

3
.
1
2

衛
生

薬
学

Ⅰ
5
8
.
5
0

1
.
9
5

衛
生

薬
学

Ⅱ
4
5
.
0
0

1
.
5
0

衛
生

薬
学

Ⅳ
1
8
.
0
0

0
.
6
0

衛
生

薬
学

実
習

◎
6
7
.
5
0

2
.
2
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会

薬
学

演
習

4
.
4
0

0
.
1
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会
薬
学
特
別
講
義

4
.
4
0

0
.
1
5

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

2
1
9
.
5
5

7
.
3
2

科
学

実
験

体
験

1
1
.
2
5

0
.
3
8

基
礎

・
衛

生
・

社
会

薬
学

演
習

4
.
4
0

0
.
1
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会
薬
学
特
別
講
義

4
.
4
0

0
.
1
5

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
化

学
Ⅰ

4
5
.
0
0

1
.
5
0

薬
化

学
Ⅱ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学

基
礎

実
習

◎
7
.
5
0

0
.
2
5

薬
局

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
学

科
講

師

薬
学

科
講

師

授
業

担
当

時
間

の
合

計

薬
学

科
助

教

授
業
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時
間
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表
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（
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１
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担
当
す
る
授
業
科
目
と
担
当
時
間

授
業

担
当

科
目

 
3
)

薬
品

合
成

化
学

実
習

◎
6
7
.
5
0

2
.
2
5

有
機

化
学

Ⅰ
2
2
.
5
0

0
.
7
5

有
機

化
学

Ⅱ
2
2
.
5
0

0
.
7
5

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

2
5
1
.
8
0

8
.
3
9

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅰ

4
5
.
0
0

1
.
5
0

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
Ⅱ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

リ
ス

ク
危

機
管

理
論

1
2
.
0
0

0
.
4
0

医
学

概
論

1
0
.
5
0

0
.
3
5

医
療

薬
学

演
習

6
.
0
0

0
.
2
0

医
療

薬
学

特
別

講
義

6
.
0
0

0
.
2
0

事
前

病
院

･
薬

局
実

務
実

習
◎

8
6
.
6
4

2
.
8
9

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院

実
務

実
習

◎
3
3
.
7
5

1
.
1
3

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
局

実
務

実
習

◎
3
3
.
7
5

1
.
1
3

臨
床

病
態

解
析

学
演

習
1
1
.
2
5

0
.
3
8

臨
床

薬
剤

学
実

習
◎

2
0
.
2
5

0
.
6
8

2
9
8
.
1
4

9
.
9
4

基
礎

・
衛

生
・

社
会

薬
学

演
習

4
.
4
0

0
.
1
5

基
礎

・
衛

生
・

社
会
薬
学
特
別
講
義

4
.
4
0

0
.
1
5

基
礎

生
物

学
1
5
.
0
0

0
.
5
0

生
化

学
・

分
子

生
物

学
・
病
態
生
化
学
実
習

◎
1
8
.
0
0

0
.
6
0

生
化

学
Ⅰ

4
5
.
0
0

1
.
5
0

生
化

学
Ⅱ

1
0
.
5
0

0
.
3
5

総
合

薬
学

演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

特
別

演
習

1
1
.
2
5

0
.
3
8

病
院

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
学

科
助

教

授
業

担
当

時
間

の
合

計

薬
学

科
助

教

薬
学
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助

教
（

実
務

）
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業
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当
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間
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合

計
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目

 
3
)

病
態

生
化

学
Ⅱ

4
.
5
0

0
.
1
5

病
態

生
化

学
実

習
◎

3
3
.
7
5

1
.
1
3

病
態

生
理

学
Ⅱ

1
1
.
2
5

0
.
3
8

薬
学

演
習

Ⅱ
6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学

基
礎

実
習

◎
7
.
5
0

0
.
2
5

薬
局

実
務

実
習

◎
1
1
.
2
5

0
.
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科

 
1
)

職
名

 
2
)
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名

年
齢

性
別

学
位

称
号

現
職

就
任

年
 
月

 
日

授
業

時
間

 
4
)

年
間

で
平

均
し

た

週
当

り
授

業
時

間
 
5
)

表
１
．
薬
学
科
（
６
年
制
）専

任
教
員
（
基
礎
資
料
５
の
表
１
）
が
担
当
す
る
授
業
科
目
と
担
当
時
間

授
業

担
当

科
目

 
3
)

病
院
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習
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3
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.
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5
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.
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Ⅱ
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演
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.
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学
実

習
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2
0
.
2
5

0
.
6
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2
5
5
.
4
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8
.
5
1

薬
学

科
助

教
（

実
務

）

授
業

担
当

時
間

の
合

計

1）
薬
学
科
（
６
年
制
）
専

任
教

員
の

み
が

対
象

で
す

が
、

２
学

科
制

薬
学

部
で

４
年

制
学

科
の

兼
担

教
員

と
な

っ
て

い
る

場
合

は
（

兼
担
学

科
名

）
を

付
記

し
て

く
だ

さ
い

。

2）
臨
床
に
お
け
る
実
務
経

験
を

有
す

る
専

任
教

員
に

は
、

職
名

に
（

実
務

）
と

付
記

し
て

く
だ

さ
い

。

3)
「

授
業
担
当
科
目
」

に
は

、
「

卒
業

研
究

」
の

指
導

を
除

く
全

て
の

授
業

担
当

科
目

（
兼

担
学

科
・

兼
任

学
科

の
科

目
、

大
学

院
の

授
業

科
目

も
含

む
）

を
記

入
し

、
実

習
科

目
は

科
目

名
の

右
欄

に
◎

を
、

　
　
大
学
院
科
目
は
「

院
」

の
字

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

4)
「

授
業
時
間
」
に
は

、
当

該
教

員
が

そ
の

科
目

で
行

う
延

べ
授

業
時

間
を

時
間

数
を

、
以

下
に

従
っ

て
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
　

 ※
講
義
科
目
は
時
間

割
か

ら
計

算
さ

れ
る

実
際

の
時

間
数

（
１

コ
マ

90
分

の
授

業
15

回
担

当
す

れ
ば

、
90

×
15

÷
60

＝
22

.5
時

間
）

を
記

入
し

ま
す

。
  
 ※

複
数
教
員
で
分
担
し

て
い

る
場

合
は

授
業

回
数

を
分

担
回

数
と

し
、

履
修

者
が

多
い

た
め

同
一

科
目

を
反

復
開

講
し

て
い

る
場

合
は
授

業
時

間
数

に
反

復
回

数
を

乗
じ

ま
す

。
  
 ※

実
習
科
目
で
は
、
同

一
科

目
を

複
数

教
員

（
例

え
ば

、
教

授
１

名
と

助
教

、
助

手
２

名
）

が
担

当
し

て
い

て
も

、
常

時
共

同
で

指
導
し

て
い

る
場

合
は

分
担

担
当

と
し

ま
せ

ん
。

5)
「

年
間
で
平
均
し
た

週
当

り
授

業
時

間
」

に
は

、
総

授
業

時
間

を
「

30
」

（
授

業
が

実
施

さ
れ

る
1年

間
の

基
準

週
数

）
で

除
し

た
値

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
 開

講
す
る
週
数
が
30

週
で

は
な

い
大

学
で

も
、

大
学

間
の

比
較

が
で

き
る

よ
う

「
30

」
で

除
し

て
く

だ
さ

い
。
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[
注

]
　

担
当

時
間

数
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ど
の

記
入

に
つ

い
て

は
（

基
礎

資
料

７
）

の
表

１
の

脚
注

に
倣

っ
て

く
だ

さ
い

。
 
兼

担
教

員
に

つ
い

て
は

、
「

授
業

担
当

時
間

の
合

計
」

の
算

出
は

不
要

で
す

。

[
注

]
　

担
当

時
間

数
な

ど
の

記
入

に
つ

い
て

は
（

基
礎

資
料

７
）

の
表

１
の

脚
注
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倣

っ
て

く
だ

さ
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。
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つ
い
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、
「

授
業

担
当

時
間

の
合

計
」

の
算

出
は

不
要

で
す

。

表
３

．
兼

担
教

員
（基

礎
資

料
５

の
表

２
）が

担
当

す
る

薬
学

科
（６

年
制

）の
専

門
科

目
と

担
当

時
間

授
業

担
当

科
目

薬
学

科
無

し

（
基
礎

資
料

７
）

　
教
員
の
教
育
担
当
状
況
（
続
）

表
２

．
助

手
（基

礎
資

料
５

の
表

２
）の

教
育

担
当

状
況

授
業

担
当

科
目

薬
学

科
助

手
無

し
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４年生の在籍学生数 64 名

５年生の在籍学生数 63 名

６年生の在籍学生数 83 名

４年生 ５年生 ６年生

配属学生数 配属学生数 配属学生数

1 化学系薬学領域・髙﨑研究室 1名 4名 5名 4名 13名

2 臨床薬学領域・北島研究室 1名 4名 3名 7名

3 医療薬学領域・安東研究室 1名 4名 1名 5名 10名

4 医療薬学領域・川田研究室 1名 3名 1名 4名

5 医療薬学領域・森研究室 1名 3名 5名 3名 11名

6 医療薬学領域・高橋真研究室 1名 4名 5名 2名 11名

7 医療薬学領域・細川研究室 1名 3名 5名 9名 17名

8 医療薬学領域・高橋正研究室 1名 4名 5名 9名

9 臨床薬学領域・桝渕研究室 1名 1名 6名 7名

10 臨床薬学領域・生城山研究室 1名 4名 3名 1名 8名

11 臨床薬学領域・大徳研究室 1名

12 臨床薬学領域・仁藤研究室 1名

13 臨床薬学領域・小長谷研究室 1名 1名 1名

14 臨床薬学領域・根岸研究室 1名 3名 1名 4名

15 衛生薬学領域・足立研究室 1名 2名 7名 9名

16 衛生薬学領域・柳澤研究室 1名 0名

17 生命薬学領域・伊藤研究室 1名 2名 2名

18 生命薬学領域・小林研究室 1名 2名 1名 1名 4名

19 生命薬学領域・松岡研究室 1名 3名 8名 11名 158.9

20 生命薬学領域・岡本研究室 1名 3名 1名 9名 13名

21 生命薬学領域・福井研究室 1名 0名

22 医療薬学領域・照井研究室 1名 4名 1名 5名 10名

23 生命薬学領域・坂本研究室 1名 3名 1名 2名 6名

24 化学系薬学領域・今井研究室 1名 1名 9名 10名

25 化学系薬学領域・野口研究室 1名 1名 2名 3名

26 化学系薬学領域・川島研究室 1名 5名 5名 10名

27 物理系薬学領域・澁川研究室 1名 2名 2名 5名 9名

28 物理系薬学領域・杉本研究室 1名 1名 1名 2名

29 物理系薬学領域・大高研究室 1名 5名 4名 2名 11名

30 物理系薬学領域・山下研究室 1名 1名 1名 2名 136.8

31 生命薬学領域・三森研究室 1名 1名 2名 3名 6名 120.0

30名 64名 63名 83名 210名

[注]

　２　指導教員数には担当する教員（助手を含む）の数を記入してください。

　４　隣接する複数の講座などで共有して使用する実験室などは、基礎資料11-２に記載してください。

162.3

134.5

158.9

158.9

234.3

160.8

158.9

卒業研究を実施す
る研究室の面積

（m
2
）

160.8

158.9

158.9

134.5

合　計

　１　卒業研究を実施している学年にあわせ、欄を増減して作成してください。

　３　講座制をとっていない大学は、配属講座名を適宜変更して作成してください。

（基礎資料８）　卒業研究の学生配属状況および研究室の広さ

配属講座など 指導教員数 合計

新任教員のため、配属しない

雇用延長のため、配属しない
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 衛生薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　学生ポータルサイトの活用
2017年4月以前
～現在

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　講義資料、演習問題等の作成

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項 薬剤師免許（第242521号、昭和62年9月4日）

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2017年3月
日本テンペ研究会誌（13
巻）

共著 2019年3月
Univ. Bull. Chiba Inst. 
Sci. vol.12

　 共著 2019年4月
Toxicological Sciences, 
vol.170

共著 2021年3月 千葉科学大学紀要（14巻）

発表年・月 学会名

2021年9月
フォーラム2021：衛生薬
学・環境トキシコロジー

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

　2017年4月以前～現在 薬学教育協議会・衛生薬学教科担当教員会議委員

　2017年4月以前～現在 日本私立薬科大学協会・薬剤師国家試験問題検討委員会（衛生部会）委員

　2017年4月以前～現在 日本薬学会会員、日本生化学会会員、グリア研究会会員、日本神経化学会会員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

氏名　足立　達美

2017年4月以前
～現在

第１種放射線取扱主任者（第14609号、平成3年7
月22日）

担当している講義、実習では、毎回の授業内容
の予習、復習に活用できるように、授業内容に
沿った資料やまとめ用の資料などの教材を作成
して学内の「学生ポータルサイト」にアップ
ロードしている。また、毎回の授業内容の理解
度の向上を図るために、自習（復習）用の問題
を作成して、学内の「学生ポータルサイト」に
アップロードしており、必要に応じて解説を
行っている。

担当している講義、実習の授業内容に沿った資
料やまとめ用の資料などの教材並びに自習（復
習）用の問題

（論文）ナットウキナーゼとメナキノン－７の構造
研究

（論文）Region-dependent differences in 
morphological changes induced by mercury 
compounds and lysophosphatidic acid in 
cultured rat astrocytes

（論文）Intracellular demethylation of 
methylmercury to inorganic mercury by 
organomercurial lyase (MerB) strengthens 
cytotoxicity

（論文）モクズガニ中腸腺における水銀含有量の分
析

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

（演題名）有機水銀リアーゼ (MerB) によるメチル水銀の脱メチル
化を介した微量無機水銀によるオートファジー応答の解析

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。
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　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 医療薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　基礎薬理学 2019年4月

　　　　病態内科学 2019年9月

　　　　薬理学実習 2020年8月

　　　　薬物治療学 2020年10月

　　　　薬理学導入 2021年4月

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　エース薬理学 南山堂 2020年8月

　　　　トキシコロジー 朝倉書店 2018年3月

2018年3月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

        薬学部 学部長 2021年

2021年7月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2018年
J Toxicol Sci., 43(8), 
507-512.

共著 2018年
J Pharmacol Sci., 
138(3), 198-202

　 共著 2019年
J Pharmacol Sci., 
139(3), 180-185.

共著 2020年
Cardiovascular 
toxicology 20(1) 58-70

共著 2020年
Scientific reports　 
volume 10, Article 
number: 738

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2006年4月～現在 日本薬理学会　学術評議委員

薬学部長として、学生に対する教育・研究指導
に従事した。および組織運営を行った。

        「他大学の状況を踏まえた本学の今後」
        〜全国薬科大学長・薬学部長会議報告

全国薬科大学長・薬学部長会議の報告を行うと
ともに本学の今後について議論した

教育および研究活動の業績一覧

氏名　安東　賢太郎

教育実践上の主な業績 概　　　要

図表を多用し、初学者が視覚的に理解しやすい
ように講義資料を作成

複数の医師を招き、医師の治療の考え方や処方
の考え方を紹介

実験の様子をプロジェクターで投影すること
で、実験動物数を削減するとともに、学生間の
理解の差を解消

薬理学だけでなく、生物学や生理学、薬物動態
学などを統合的に講義

初学者が薬理学を理解できるように基礎的な内
容を講義

　　　　コメディカルのための薬理学　第3版
        朝倉書店

１．著書・論文等の名称

（論文）Precise safety pharmacology studies of 
lapatinib for onco-cardiology assessed using 
in vivo canine models.

（論文）Dasatinib can Impair Left Ventricular 
Mechanical Function But May Lack Proarrhythmic 
Effect: A Proposal of Non-clinical Guidance 
for Predicting Clinical Cardiovascular Adverse 
Events of Tyrosine Kinase Inhibitors.

（論文）Electropharmacological effects of 
intracellular Ca2+ handling modulator caldaret 
on the heart assessed in the halothane-
anesthetized dogs.

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　なし

（論文）Electro-pharmacological 
characterization of microminipigs as a 
laboratory animal using anti-influenza virus 
drug oseltamivir

（論文）Use of microminipigs for unveiling 
unknown mechanisms of azithromycin-induced 
cardiovascular death
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2015年5月～現在 中国薬理学会　安全性薬理学専門委員会委員

2017年7月～現在 日本毒性学会　評議委員

2019年3月～現在 日本安全性薬理学会　副会長

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 生命薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　代謝異常学 2017年4月～

　　　　創薬科学 2021年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　代謝異常学 2017年4月

　　　　創薬科学 2017年4月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

　　　　なし

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

教育および研究活動の業績一覧

氏名　伊藤　正樹

教育実践上の主な業績 概　　　要

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

先天性代謝異常症を「例」に、代謝酵素反応お
よび代謝系路の生体内での意義を知ってもらう
授業内容とした。生化学で学ぶ代謝が、薬学教
育における医療薬学と実務に関連することが分
かる進め方とした。

薬学教育モデル・コアカリキュラムのうち、
C4(生体分子・医薬品の化学により理解）の内容
を、医療薬学の観点からみた内容が必要と考え
新設した。

上記の目的に適当な教科書がないため、生化学
系と病態系教科書を基に独自に授業用資料を作
成した。

医薬品の構造とその医薬品が効果を発現するこ
との関係を、創薬科学者対象ではなく医療関係
者に分かるように書かれた本を教科書とし、そ
の要点を授業用資料として作成した。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　なし

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

１．著書・論文等の名称

　　　　なし
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 化学系薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　薬品合成化学実習 2021年9月

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　すべての講義 2010年～現在

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　Ⅰ方式ＴＢＬ（今井式チーム基盤型学習） 2020年3月

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　すべての講義 2021年4月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2019年10月
Synthesis, Vol.51, 
No.19.

共著 2017年12月
Tetrahedron: Asymmetry, 
Vol.28, No.12.

共著 同  年6月
Bull. Chem. Soc. Japan, 
Vol.90, No.6.

共著 同  年2月
Tetrahedron: Asymmetry, 
Vol.28, No.2.

共著 同  年1月
Tetrahedron: Asymmetry, 
Vol.28, No.1.

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

すべての講義について、教材、定期試験の過去
問題および模範解答をポータルサイトにアップ
ロードしているので、いつでもダウンロードし
て予習、復習ができるようになっている。

１．著書・論文等の名称

（論文）Synthesis of acetaminophen analogues 
containing α-amino acids and fatty acids for 
inhibiting hepatotoxicity.

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　なし

「Ⅰ方式ＴＢＬ（今井式チーム基盤型学習）を
利用する参加型授業」というタイトルで千葉科
学大学紀要(p131-135)に掲載された。スマホの
メールを利用する簡便な小テストのやり方につ
いて紹介した。

すべての講義においてスマホを利用する出席確
認をしているので、講義および質問対応に時間
をかけることができる。また、各種の課題をス
マホを利用して提出させてきたことで、学生の
勉強に関する問題点が把握できてきた。

（論文）Amidation of carboxylic acids via the 
mixed carbonic carboxylic anhydrides and its 
application to synthesis of antidepressant 
(1S,2R)-tranylcypromine.

2021年10月～現在 有機化学系教員会議（薬学）幹事

（論文）Ecological base-conditioned 
preparation of dipeptides using unprotected α
-amino acids containing hydrophilic side 
chains.

（論文）Convenient synthesis of memantine 
analogues containing a chiral cyclopropane 
skeleton as a sigma-1 receptor agonist.

（論文）Convenient green preparation of 
dipeptides using unprotected α-amino acids.

2021年10月～現在 江戸川学園取手高校アフタースクール（高大連携）

教育および研究活動の業績一覧

氏名　今井　信行

教育実践上の主な業績 概　　　要

コロナ禍に対応するため、課題毎YouTubeに５分
程度の動画を掲載することで、学生が予習、復
習しやすいようにした。実習中にもスマホにて
実習の手順が確認できる。また、昨年度からは
実習テキストをポータルサイトにアップロード
したので、いつでも学生がダウンロードして復
習ができるようにした。
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　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 物理系薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　薬品分析学Ⅰ、薬品物理化学Ⅱ
2021年3月
2021年9月

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　教科書の作成 2017年3月

　　　　教科書の作成 2017年5月

　　　　教材の作成
2005年4月
～現在

　　　　教科書の作成 2022年3月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　大学全体の遠隔授業の立案・運営 2021年3月

　　　　千葉県薬物乱用防止指導員への指導 2019年5月

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　体験型薬物乱用防止教育の実施 2017年度

　　　　大学全体の教学支援 2018年度

　　　　体験型薬物乱用防止教育の実施 2018年度 薬物乱用防止教育の実施（小～高校生）41回

　　　　大学全体の教学支援 2019年度

　　　　体験型薬物乱用防止教育の実施 2019年度 薬物乱用防止教育の実施（小～社会人）51回

　　　　大学全体の教学支援 2020年度

　　　　体験型薬物乱用防止教育の実施 2020年度 薬物乱用防止教育の実施（小～中学生）14回

　　　　薬学部学科長・大学全体の教学支援 2021年度

　　　　薬学部FD講演 2021年度

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

学務部次長として、大学全体の遠隔授業実施の
立案・運営・統括、出席管理システムの運営、
および教育・学生支援を行う

薬物乱用防止教育の実施（小～高校生）37回

「薬学分析化学」第3版 廣川書店（部分担当）

「薬学分析化学」第2版 廣川書店（部分担当）

「銚子学 －銚子の自然・産業・生活・歴史文化
－」千葉科学大学COC地方創成推進協議会 銚子
学教科書ワーキンググループ（部分担当）

「薬品物理化学Ⅰ・Ⅱ」授業資料（薬学部1～2
年次）

「薬品分析学Ⅰ・Ⅱ」授業資料（薬学部1～2年
次）

「基礎薬学物理」授業資料（薬学部1年次）

「薬品分析学演習」授業資料（薬学部3年次）

「機器分析学」授業資料（薬学部3年次）

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）発生に
伴う大学対応として実施した遠隔授業の実施記
録をまとめたものである。（論文として発表）

千葉県薬物乱用防止指導員に対する小学生・中
学生に対する薬物乱用防教育の実践方法の指導

学務部次長として、出席管理システムの運営、
および教育・学生支援を行う

学務部次長として、出席管理システムの運営、
および教育・学生支援を行う

１．著書・論文等の名称

薬学科長、大学院薬学研究科薬科学専攻長、学
務部次長

薬学部FD講演会にて、所属教員に対して授業に
おける取り組みを発表した。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　大高　泰靖

教育実践上の主な業績 概　　　要

担当する科目の講義資料には、基本的な事項か
ら発展的な内容までを図等を用いてわかりやす
く記載し、理解するために必要な章末問題を添
付した。2020年秋学期「薬品分析学Ⅰ」総合満
足度 3.43（偏差値57）、2021年春学期「薬品物
理化学Ⅱ」総合満足度3.56（偏差値58）とよい
評価をいただいている。
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共著 2017年5月 J. Phys. Chem. A Vol 119

共著 2019年2月 千葉科学大学紀要 Vol 10

（著書）「薬学分析化学」 第2版 共著 2019年3月 廣川書店

共著 2020年10月 Int. J. Mol. Sci. Vol 21

共著 2021年3月 千葉科学大学紀要 Vol 14

発表年・月 学会名

令和3年10月 第57回熱測定討論会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2006年12月～ 日本薬学会 会員

2013年4月～ 日本熱測定学会 会員

2016年1月～ 論文雑誌「Thermochimica Acta」 論文審査員

2017年度～2021年度 体験型薬物乱用防止教育の実施（小学生～社会人対象）171回

2021年10月～ 日本熱測定学会 委員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

（論文）Effect of Vesicle Size on the 
Cytolysis of Cell-Penetrating Peptides (CPPs)

（論文）千葉科学大学の遠隔授業実施記録

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）高血圧治療薬オルメサルタンの血漿タンパク結合へのプ
ロドラック型の影響

（論文）Diffusion-Facilitated Direct 
Determination of Intrinsic Parameters for 
Rapid Photoinduced Bimolecular Electron-
Transfer Reactions in Nonpolar Solvents

（論文）ヒト血清アルブミンへの薬物結合に及ぼす
測定条件の影響－高感度型等温滴定型熱量計VP-ITC
を用いた検討－
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 生命薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　免疫微生物学実習 2006年4月～

2006年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　なし

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

発表年・月 学会名

2021年9月
第5回日本ワンヘルスサイ
エンス学会年次学術集会

2022年3月（予定） 日本薬学会第142年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

1994年4月～ 日本薬学会　一般会員

2006年2月～ NPO法人　床ずれ研究会 顧問

2008年4月～ 日本免疫学会　一般会員

2010年4月～ 日本食品免疫学会　一般会員

2018年7月～ 消費者庁セカンドオピニオン事業　健康食品文献査読

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

米国の臨床医学教育において、その高い教育効
果が認められているPBL方式による新しい教育手
法を授業に取り入れる試みとその研究に取り組
んできた。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　岡本　能弘

教育実践上の主な業績 概　　　要

千葉科学大学薬学部においての学生実習では特
に、免疫学、微生物学領域の実験手技を指導し
た。

　　　　Problem Based Learning（PBL）の薬学教
育
        への導入

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

１．著書・論文等の名称

　　　　なし

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）免疫力を保ち老化を防ぐ

（演題名）葉酸過剰摂取の制御性Ｔ細胞分化への影響について
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 物理系薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2006年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　「薬学分析化学」第2版 2017年3月

　　　　「薬学分析化学」第2版 2022年3月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　薬学部生命薬科学科 学科長 2014年4月～

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2017年2月
千葉科学大学紀要
Vol 10、69-75頁

共著 2017年3月 廣川書店（東京）

　 共著 2019年2月
千葉科学大学紀要
Vol 12、39-46頁

共著 2020年2月
千葉科学大学紀要
Vol 13、31-39頁

共著 2021年2月
千葉科学大学紀要
Vol 14、64-69頁

発表年・月 学会名

令和3年10月 第57回熱測定討論会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2000年4月～ クロマトグラフィー科学会会員評議員

2013年4月～ 日本分析化学会電気泳動分析研究懇談会委員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

教育および研究活動の業績一覧

氏名　澁川　明正

教育実践上の主な業績 概　　　要

開校以来、担当する薬品分析学Ⅰ、薬品分析学
Ⅱ、機器分析学などの講義において、多くの問
題と解説を載せた教材を作成し、学生の講義内
容の理解が深まるように努力した。

薬学部の分析化学講義向け教科書を執筆・改訂
した。廣川書店（東京）

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　　薬品分析学Ⅰ、薬品分析学Ⅱ、機器分析学

薬学部の分析化学講義向け教科書を執筆・改訂
した。廣川書店（東京）

生命薬科学科学科長として、4年制課程の学生に
対する教育・研究指導に従事した。

（著書）「薬学分析化学」 第2版

（論文）二面偏波式干渉計の血漿タンパク結合への
適応

（論文）二面偏波式干渉計の高感度化と微量タンパ
ク質結合解析

（論文）高性能先端分析法（High-performance 
Frontal Analysis）を用いた薬物－血漿タンパク結
合解析における試料中血漿タンパク濃度の影響

１．著書・論文等の名称

（論文）ヒト血清アルブミンへの薬物結合に及ぼす
測定条件の影響－高感度型等温滴定型熱量計VP-ITC
を用いた検討－

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）高血圧治療薬オルメサルタンの血漿タンパク結合へのプ
ロドラック型の影響

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 物理系薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

毎講義時作成

新カリキュラ
ム第7回目講義
（2019年～）

　２　作成した教科書、教材、参考書

毎講義時作成
毎年随時改訂

毎講義時作成
毎年随時改訂

　　　　新　放射化学・放射性医薬品学（第5版） 2021年9月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　PCルーム関連管理 ～現在

　　　　課題解決型学習

特に文章を書くという作業をしない最近の学生
の傾向に対し、書かせるための方策として、毎
講義時に一部文章筆記を含む課題を課し、回
収、評価している。

指定教科書はあるが、内容がやや受講学生に対
し、また薬剤師国家試験要求レベルに対し高度
すぎる面もあるため、よりかみ砕いた表現の教
科書ガイド的なオリジナルプリントを作成し
た。取り組みやすさを強調する意味で、意図的
に手書きのプリントとしてみた。加えて、上述
もしているが、毎回解答付きの問題集も添付
し、学習効果の向上を目指した

放射薬品化学Ⅰに引き続き、Ⅱも同じ形態を継
続した。本講義内容では、前任施設での臨床検
査内容と深く関わりを持たせられるため、具体
的な講義ができるようできる限り現場経験での
話題提供にも努めた。新カリキュラムにおいて
は講義時間数の合理化に併せ単位数削減を行っ
たため、内容を精査選別し、新たにプリントを
再構成した。

　　　　放射薬品科学I講義プリント（旧カリキュ
　　　　ラム）
　　　　放射薬品化学講義プリント（新カリキュラ
　　　　ム、2021年〜）

　　　　放射薬品科学Ⅱ講義プリント（旧カリキュ
　　　　ラム）
　　　　応用放射化学講義プリント（新カリキュラ
　　　　ム、2020年〜）

6年制薬学共用試験において義務付けられるネッ
トワーク試験「Computer Based Testing
（CBT）」のためのPCルームの設置＆運営にあた
り、初期の設備設置案検討に参画。当初案の図
書館併設から5号館への変更に伴い、機器の搬
入・設置時の監督、設置後の部屋および装置
（本体＆OS）の維持管理責任者を行っている。
なお、薬学共用試験以外のPCルーム使用希望者
に対して（留学生別科含む）の使用管理も行っ
ている。

開学以来、担当講義で指定教科書として採用し
ていたものについて、その一部（第３章）の執
筆依頼を受けたため、編者の要請に応えつつ、
講義で使用してきた経験を元によりわかりやす
く見やすい文章・図表構成を心がけた。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　杉本　幹治

教育実践上の主な業績 概　　　要

　　　　SGDとPBLによる気付きの促し
　　　　放射薬品化学（2年次）、
　　　　応用放射化学（3年次）

前半の講義内容をベースに、深い学習と理解の
定着のため「わかる」から「できる」への道し
るべとして、Small Group Discussion（SGD）と
Problem-based Learning（PBL）を利用して学生
間で討論をさせた。課題は解説まで含めた「前
半講義内容での記述問題の作成」。討論終了後
グループ毎にプロダクトを回収、必要であれば
添削修正をして、翌週全員に返却した。目的は
「真の意味では理解ができていない部分がある
こと」及び「そのような問題についてどう対処
すればいいかを実感すること」であり、身近な
事でも「なぜだろう？」と疑問を持つことの大
事さを訴えた。まだやり始めの試みであり、今
後も手法を精査改善していく予定である。
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　　　　薬学共用試験CBT関連システム管理 2020年度まで

　　　　6年制薬学部対象自習システム管理 2021年度まで

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2017年2月
千葉科学大学紀要
Vol 10、69-75頁

　 共著 2019年2月
千葉科学大学紀要
Vol 12、39-46頁

共著 2020年2月
千葉科学大学紀要
Vol 13、31-39頁

（著書）新　放射化学・放射性医薬品学（第5版） 共著 2021年9月 南江堂

共著 2021年2月
千葉科学大学紀要
Vol 14、64-69頁

発表年・月 学会名

令和3年10月 第57回熱測定討論会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

1995年4月～ 日本薬学会会員

1998年10月～ 日本核医学会会員

2005年3月～ 千葉科学大学RI管理区域選任放射線取扱主任者

2010年2月～ 日本質量分析学会会員

2017年3月～ 放射薬学教科担当教員会議放射薬学関連国家試験問題検討ＷＧ委員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）高血圧治療薬オルメサルタンの血漿タンパク結合へのプ
ロドラック型の影響

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

１．著書・論文等の名称

（論文）二面偏波式干渉計の血漿タンパク結合への
適応

（論文）高性能先端分析法（High-performance 
Frontal Analysis）を用いた薬物－血漿タンパク結
合解析における試料中血漿タンパク濃度の影響

6年制薬学共用試験において義務付けられるネッ
トワーク試験「Computer Based Testing
（CBT）」の本試験システム両システム管理担当
を担い、学生の薬学学習を支援していた。な
お、CBTシステム管理担当者として、毎年行われ
る薬学共用試験CBT実施説明会に参加していた。

学生の自学自習と教員の試験作成のために導入
したSATT社薬学教育支援システム（PESS）のシ
ステム管理担当を担い、学生の薬学学習を支援
している。

（論文）二面偏波式干渉計の高感度化と微量タンパ
ク質結合解析

（論文）ヒト血清アルブミンへの薬物結合に及ぼす
測定条件の影響－高感度型等温滴定型熱量計VP-ITC
を用いた検討－
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 化学系薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2005年～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2018年2月

2021年12月

　　　　薬用資源学実習書

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　教員免許状更新講習講師
2009年～2019
年

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2018年12月～2020年11月 科学研究費委員会専門委員

2018年4月～2022年3月 銚子市いじめ問題専門委員

2019年3月～現在 日本生薬学会代議員

2021年12月 千葉科学大学市民公開講座講師

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

教育および研究活動の業績一覧

氏名　髙﨑　みどり

教育実践上の主な業績 概　　　要

　　　　生薬学Ⅰ、生薬学Ⅱ、漢方医薬学総論の講
義
　　　　において使用するプリントの作成、植物・
生
　　　　薬スライドの作成、生薬標本の回覧

教材プリントを毎回配布し、植物、生薬の写真
スライドを見せたり、生薬標本を回覧して五感
から生薬をより身近に感じられるように意識し
て講義を行っている。

2年次秋学期に実施する薬用資源学実習に使用す
る教材として作成

「薬と人間」の講座の中で漢方薬、健康食品に
関する講義を担当した。

１．著書・論文等の名称

　　　　なし

　　　　薬草園の管理・整備、生薬標本の管理
生薬を理解するために役立つよう基原植物の栽
培、標本の管理を行っている。また、オープン
キャンパス、見学会の際にも活用している。

　　　　新訂生薬学改訂第8版増補　南江堂　共著 第17改正日本薬局方第1追補に準拠した増補版

　　　　新訂生薬学改訂第9版　　  南江堂  共著
第18改正日本薬局方に準拠した薬学部学生向け
の生薬学の教科書

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　なし

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 医療薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2011年～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2011年～ 病態生理学Iプリント（薬学部・3年次）

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　薬学部FD講演 2021年8月

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2018年4月
～2019年3月

        薬学部薬学科 学科長
2019年4月
～2021年3月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2018年6月

The International 
Journal of Biochemistry 
& Cell Biology, vol.99, 
147-153

共著 2018年7月
Stroke, vol.49, 1727-
1733

共著 2020年3月
International Journal of 
Molecular Science, 
vol.21, 2406

共著 2020年6月
 Journal of Biological 
Chemistry, vol.95, 8736-
8745

共著 2021年1月
International Journal of 
Molecular Science, 
vol.22, 1307

発表年・月 学会名

2021年11月 第94回 日本生化学会大会

2021年11月 第94回 日本生化学会大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2017年1月～ 日本ポリアミン学会企画運営委員会

2019年3月～ 株式会社アミンファーマ研究所監査役

2021年1月～ 日本薬学会関東支部幹事

2021年4月～ 日本私立薬科学協会・薬剤師国家試験問題検討委員会委員（病態・薬物治療）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

        教材作成

薬物治療Vプリント（薬学部・3年次）

教育および研究活動の業績一覧

氏名　照井　祐介

教育実践上の主な業績 概　　　要

　　　　病態生理学I、薬物治療V、病態生化学、
　　　　生化学I、II、薬学基礎実習

講義において、図の多いスライド、プリントを
作成することで理解を促している。

生化学IIプリント（薬学部・2年次）

薬学科副学科長として、学生に対する教育・研
究指導に従事した。

１．著書・論文等の名称

（論文）Polyamines protect nucleic acids 
against depurination.

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（論文）Protective effects of brain infarction 
by N-acetylcysteine derivatives.

演題：学生授業改善アンケートで総合満足度の
高かった科目の講義方法紹介

薬学科学科長として、学生に対する教育・研究
指導に従事した。

        薬学部薬学科 副学科長

（論文）Translational Regulation of Clock 
Genes BMAL1 and REV-ERBα by Polyamines.

（論文）Polyamines regulate gene expression by 
stimulating translation of histone 
acetyltransferase mRNAs.

（論文）Polyamines functions through 
translational repression of specific proteins 
encoded by polyamine modulon.

（演題名）ポリアミンによる翻訳促進に基づく遺伝子発現調節

（演題名）神秘の生命物質ポリアミンから探る生命現象と健康への
応用（シンポジウムオーガナイザー、総合討論）
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　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 臨床薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2011年～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2018年5月

2019年8月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2017年8月

2019年3月

2019年8月

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2013年～

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

単著 2017年2月
千葉科学大学紀要 10, 
143-151, 2017.

共著 2019年2月
千葉科学大学紀要 12, 
199-205, 2019.

共著 2020年8月
千葉県薬剤師会雑誌 
Vol.66, No.8, 460-467, 
2020.

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

本書は、薬学生および現役薬剤師向けのフィジ
カルアセスメントの教科書として企画されたも
のである（著者：鈴木孝）。フィジカルアセス
メントの法的側面について解説した。

        ワークショップにおけるフィジカルアセス
        メントに対する意識調査と教育効果に関す
        る検討

        3大学連携による救急・災害時医療に対応
        した薬学教育への取組み

        千葉県病院薬剤師会・生涯研修委員会によ
        る基礎実務研修会における教育効果と受講
        者ニーズについて

千葉県病院薬剤師会・生涯研修委員会による薬
剤師卒後教育活動についてアンケート調査を実
施した。日本病院薬剤師会関東ブロック第47回
学術大会（群馬）にて発表。

3大学連携による救急・災害薬学教育の内容につ
いてまとめた。第24回日本災害医学会（米子）
にて発表。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　なし

１．著書・論文等の名称

（論文）薬剤師に求められるフィジカルアセスメン
ト～その法的解釈と概要～

（論文）救急・災害時医療活動への対応を志向した
薬学教育の実践

（論文）千葉県病院薬剤師会 生涯研修委員会によ
る若手薬剤師に対する基礎実務研修会の教育効果と
ニーズについて

        病態で考える薬学的フィジカルアセスメン
ト
        （羊土社）

        ２ページで理解する標準薬物治療ファイル
        改訂3版
        （南山堂）

本書は、薬剤管理指導業務において必要となる
情報を疾患別にSOAP形式で整理したものであ
る。主に病院薬剤師を対象に作成したものであ
るが、薬学生が疾患別薬物治療について学習す
る際にも使いやすいように配慮されている（編
集：日本アプライドセラピューティクス学
会）。 潰瘍性大腸炎，急性膵炎，慢性膵炎，C
型慢性肝炎，慢性腎臓病 CKD，ネフローゼ症候
群，2型糖尿病，肺結核の部分を担当した。

千葉県病院薬剤師会・生涯研修委員会による新
人薬剤師を対象とした基礎実務研修会において
アンケート調査を実施した。日本病院薬剤師会
関東ブロック第49回学術大会（甲府）にて発
表。

        文部科学省・平成24年度 大学間連携共同
        教育推進事業「実践社会薬学の確立と発展
        に資する薬剤師養成プログラム」における
        救急・災害医療教育の実践

千葉大学、城西国際大学、千葉科学大学の3大学
連携共同教育事業において、千葉科学大学が担
当する救急・災害医療教育科目の担当責任者と
して、教育プログラムを構築し、教育を実施し
ている。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　生城山　勝巳

教育実践上の主な業績 概　　　要

　　　　患者シミュレータを活用したフィジカル
　　　　アセスメント教育の実践

フィジカルアセスメントに関する学部教育なら
びに薬剤師卒後教育において、患者シミュレー
タを活用した教育を実践している。

様式4_基礎資料 の 163ページ



2017年4月～ 一般社団法人　日本在宅薬学会　認定委員会委員

2018年4月～2019年3月 第104回薬剤師試験委員（厚生労働省）

2019年4月～2020年3月 第105回薬剤師試験委員（厚生労働省）

2020年4月～2021年3月 第106回薬剤師試験委員（厚生労働省）

2021年4月～2022年3月 第107回薬剤師試験委員（厚生労働省）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 医療薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　薬物動態学I 2017年～

　　　　薬物動態学II 2017年～

　　　　薬物動態学III 2017年～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2018年

2018年

2021年

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2017年

2017年

2018年

2019年

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2018年11月

        薬学部FDで教育上の実践方法の発表 2021年8月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2020年
CRC Press NW, pp253-267, 
2020.

        薬学実務実習実施状況の確認方法に関する
        試行－病院･薬局で重複する目標および代
        表的疾患の体験の進捗について－．第50   
         回日本薬剤師会学術大会プログラム集，
        東京

薬学部FDにおいて、「薬物動態学III」の授業で
特に数式を使う問題をわかりやすく教える方法
に付いてパワーポイントを用いて説明した。

        信州大学臨床研究支援センタ－臨床研究
        研修

信州大学医学部の薬剤部と病院の関係者に対し
て「プロドラッグを含めた医薬品の薬効・安全
性の個人差」といいう演題で講演を行った。

病院･薬局で重複する目標および代表的疾患の体
験の進捗について本学で用いている方法につい
て発表した。

１．著書・論文等の名称

（著書）Recent Advancement in Prodrugs (eds 
Kamal Shah, Durgesh Nandini Chauhan, Nagendra 
Singh Chauhan, Pradeep Mishra), Chapter11 
Prodrug Approach using Carboxylesterase: 
Different Substrate Specificities of Human 
Carboxylesterase Isozymes.

        症例対照研究の手法を用いた薬学科１～3
        年生の進級に対するリスク要因の調査－
        学業成就のリスク要因は、過去・現在・
        未来のいずれに存在するか？－．第3回
        日本薬学教育学会大会講演要旨集，東京

症例対照研究の手法を用いた薬学科１～3年生の
進級に対するリスク要因の調査結果について発
表した。

        薬学科2年次カリキュラムを見据えた初
        年次教育の注力点．千葉科学大学紀要，
        12，153-161，2019．

本学薬学科2年次カリキュラムを見据えた初年次
教育の注力点について調べたものである。

        実習生の自己評価による薬学実務実習の現
        況確認と大学･実習施設間連携の課題－病
        院･薬局の重複目標と代表的な疾患に関し
        て－．医療薬学フォーラム2017／第25回
        クリニカルファーマシーシンポジウム要
        旨集，鹿児島

実習生の自己評価による薬学実務実習の現況確
認と大学･実習施設間連携の課題について発表し
たものである。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　細川　正清

教育実践上の主な業績 概　　　要

薬学部の専門科目である「薬物動態学I」「薬物
動態学II」「薬物動態学III」のいずれにおいて
も授業評価で高い評価を受けている。2021年春
学期の「薬物動態学II」では、授業満足度が4.0
と満点であった。

        コンパス生物薬剤学　改訂第３版　第2版
        南江堂

薬物動態学の教科書として使われているもの
で、この中のADMEの「代謝」の部分について、
わかりやすく記載した。

        「異物代謝に影響を及ぼす因子」衛生薬学　
        第6版  丸善出版

衛生薬学の教科書として使われているもので、
この中の異物代謝酵素の環境化学物質等による
阻害や酵素誘導についてわかりやすく記述し
た。

        「カルボキシルエステラーゼ」医療薬物代 
         謝学　第2版  テコム出版

薬物動態学の教科書として使われているもの
で、代謝酵素の変えう戊己シルエステラーゼに
ついてわかりやすく記述した。
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共著 2021年3月
Drug Metabolism and 
Pharamacokinetics, 38, 
100391, 2021

共著 2020年7月
European Journal of 
Pharmaceutical Sciences, 
152, 105455, 2020

共著 2020年3月
Xenobiotica, 50(3) 261-
269, 2020.

共著 2020年1月
Chirality. 32(1):73-80. 
2020.

発表年・月 学会名

2021年11月 日本薬物動態学会

2022年4月 日本薬学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2007年11月～ 日本薬物動態学会評議員

2016年～2020 総合危機管理学会理事

2021年4月～ 加計学園評議員

2017年～ 茨城県立麻生高等学校学校評議員

1995年4月～2018年3月 日本薬理学会学術評議員

2002年8月～2018年3月 日本未病学会評議員

2021年4月～2021年3月 銚子市教育委員会の点検評価に係る外部委員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

（論文）Design, synthesis and biological 
evaluation of water-soluble phenytoin prodrugs 
considering the substrate recognition ability 
of human carboxylesterase 1,

（論文）Effects of steric hindrance and 
electron density of ester prodrugs on 
controlling the metabolic activation by human 
carboxylesterase

（論文）Structure-activity relationship of 
atorvastatin derivatives for metabolic 
activation by hydrolases,

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

（論文）Investigation of the chiral 
recognition ability of human carboxylesterase 
1 using indomethacin esters

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）ヒトカルボキシルエステラーゼによる代謝活性化におけ
るエステルプロドラッグの立体障害、電子密度および立体化学の影
響

（演題名）Effects of steric hindrance, electron density and 
stereochemistry of ester prodrugs on the metabolic activation 
by human carboxylesterase
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 臨床薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　臨床薬剤学Ⅰ、臨床薬剤学Ⅱ 2008年～

　　　　臨床薬剤学実習 2009年～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2009年～

2020年4月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2008年～

        薬学部FDで教育上の実践方法の発表 2019年～

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

（著書）コンパス調剤学 改訂第３版 共著 2020年2月 南江堂

発表年・月 学会名

令和3年11月
日本薬物動態学会第36回年
会

令和4年3月 日本薬学会第142年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2005年4月～ 関東地区調整機構指導薬剤師養成ワークショップ小委員会委員

2011年1月～ 日本薬物動態学会誌 Drug Metabolism and Pharmacokinetics 編集委員

2011年4月～ 私立薬科大学協会 薬剤師国家試験問題検討委員会（実務部会）委員

2012年11月～ 日本薬物動態学会評議員

2013年4月～

2018年4月～ 公私立大学実験動物施設協議会代議員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　桝渕　泰宏

教育実践上の主な業績 概　　　要

        臨床薬剤学実習
上記の臨床薬剤学実習に対応した実習書を作成
している（学内用）。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

講義において授業アンケートを実施し、結果を
以後の講義にフィードバックしている。

血中濃度データと母集団パラメータを用いたベ
イジアン解析と至適投与量の計算を取り入れた
TDM実習を実施している。

大学間連携共同教育推進事業「実践社会薬学の確立と発展に資する薬剤師養成プ
ログラム」成績評価委員会委員

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）Time-dependent inhibition of cytochrome P450 
enzymes by duloxetine through metabolic intermediate complex 
formation

（演題名）アトモキセチンによる時間依存的CYP阻害とmetabolic 
intermediate complex形成

        病院・薬局実務実習に関する支援
薬学部実務実習委員として、事前実習および共
用試験業務を分担するとともに、病院・薬局実
務実習に関して実習施設の支援を行っている。

動物実験委員会委員長として、動物実験を行う
学生および教職員に対して、動物実験教育訓練
を実施している。

１．著書・論文等の名称

        教科書の作成
臨床薬剤学Ⅰ、臨床薬剤学Ⅱの講義に用いる教
科書（コンパス調剤学）を作成した。
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　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 医療薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2005年～

2012年～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2009年～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2012年～

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2008年～

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

（著書）薬物治療学　第２版　 共著 2020年 朝倉書店

共著 2020年2月
Sci. Rep. 2020 Feb 
17;10(1):2794

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

1990年11月～ 日本薬学会会員

1999年6月～ IAS, International Atherosclerotic Society 会員

2000年12月～ ASCB,  American Society for Cell Biology 会員

2014年4月～ 日本情報教育学会サイバー研究員

2018年6月～

高機能患者シミュレーターを用いた症例演習を
取り入れた問題解決型講義の実施

教育および研究活動の業績一覧

氏名　森　雅博

教育実践上の主な業績 概　　　要

心理学的技巧を利用した教育効果の向上を試み
た参加型プレゼン講義の実施

　　　　薬物治療学、臨床生理診断学、
　　　　分子創薬新薬論、再生移植医療薬物療法学

　　　　薬物治療学、臨床生理診断学、　
　　　　分子創薬新薬論、薬物治療学実習、
　　　　早期体験実習

        薬物治療学　第２版　朝倉書店
執筆箇所  １   心臓血管系  P1〜P66、
　　　　  ３　　消化器系　　P112〜159
          ５　　アレルギー疾患　P456〜493

        高機能患者シミュレーターを利用した
        薬剤師教育

調剤チェー−ンのクオール薬局HD と共同で、在
宅服薬指導用の教育プログラムを本学で作成
し、患者シミュレーターを用いた講習を産学連
携の試みとして実施、現在も継続課題で検討を
続けている。

薬学部に導入された高機能患者シミュレーター
（SimMan 3G)を活用し、上記講義で、人形を用
いた患者の薬物治療シミュレーションを実施し
ている。誤った治療で死に至る過程、また、救
命に至る過程を再現し、プログラムも自作で組
み込んでいる。新たな試みは、有志学生を集
め、この人形を活用するサークルを運営し、学
生に一般市民、受験生対象のデモンストレー
ションやプログラム作りを行っている。他大学
とも症例やプログラムの交換を試みて交流して
いる。講義、実習に導入している他、オープン
キャンパスや、外来訪問者へのイベント等にも
教育的局面から積極的に導入している。

        高機能患者シミュレーターを活用した授業

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　なし

日本薬学教育学会会員

（論文）Real-time cholesterol sorting in 
Plasmodium falciparum-erythrocytes as revealed 
by 3D label-free imaging.
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2006年9月～

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

高校への出張訪問、公開実験などで、薬学の紹介をするだけでなく、医療などの
様々なテーマの講演、実験を行い薬学領域の関心を高める試みを続けている（出
張講義、実験）2022年３月現在９７件（海外、韓国含む）
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 生命薬学領域 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　担当科目 2017年～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2018年

2020年

2020年

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

（著書）認知症と機能性食品最新動向とその可能性 共著 2018年7月 フジメディカル出版

（著書）運動機能・認知機能改善食品の開発 共著 2020年12月 シーエムシー出版

共著 2020年12月 Functional Food (14, 4)

共著 2021年3月
Univ Bull Chiba Inst Sci
（14）

共著 2021年3月
Univ Bull Chiba Inst Sci
（14）

発表年・月 学会名

2021年3月 日本薬学会141年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

現在 日本薬学会会員、米国細胞生物学会会員

2018年10月、2019年2月 市民向け講義

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

        教材作成 認知症と機能性食品最新動向とその可能性

機能性表示食品のUpdate 脳機能系（記憶）

教育および研究活動の業績一覧

氏名　松岡　耕二

教育実践上の主な業績 概　　　要

授業後に整理用の課題を与えて提出してもら
う。解説を渡して、復習を促している。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

運動機能・認知機能改善食品の開発

（論文）機能性表示食品のUpdate 脳機能系（記
憶）

（論文）Suppression of Senescent Phenotypes in 
Normal Human Diploid Cells by Nicotinamide and 
phosphoinositide 3-kinase inhibitors

（論文）Preventive Enhancement of Hepatic 
Phase I and Phase II Enzyme in the 
Carcinogenesis Prevention by an 
Antiinflammatory Sesquiterpene α-Humulene

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）イチョウ葉エキス成分のヒト神経様細胞に対する分化誘
導および細胞保護作用
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 医療薬学領域 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　ミニテストの実施
2013年4月
～2019年3月

　　　　LMS
2020年4月
～2021年3月

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　なし

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

        学会発表 2005年4月～

　      カリキュラム改革委員
2018年12月
～2019年3月

 　     教務委員長
2019年4月
～2020年12月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2018年1月
Neurochem Res. 43, 138-
143.

共著 2018年10月
Neurochem Int. 119, 115-
119.

共著 2019年10月
Biochem Biophys Res 
Commun. 517, 623-628.

共著 2020年1月 Molecules. 25, 347.

共著 2021年1月
Curr Mol Pharmacol. 14, 
170-174.

発表年・月 学会名

2022年3月 日本薬学会142年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

講義開始時に予習内容のミニテストを行い、事
前学習の確認および自主学習の習慣を身につけ
る。

80回以上の学会発表を通して、教育面に重要な
プレゼンテーション能力を培った。

新規カリキュラムの作成に携わった。

教育改革に従事し、共通オフィスアワー、薬学
部オープン試験等の新規方策を実行した。

（論文）Implication of Endoplasmic Reticulum 
Stress in Autism Spectrum Disorder.

（論文）Involvement of endoplasmic reticulum 
stress and neurite outgrowth in the model mice 
of autism spectrum disorder.

2005年1月～ 日本薬学会会員、日本薬理学会会員（令和元年〜評議員）

2006年1月～

（論文）Possibility that the Onset of Autism 
Spectrum Disorder is Induced by Failure of the 
Glutamine-Glutamate Cycle

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）IPA誘導体の合成と小胞体ストレス誘導性の神経細胞死に
対する影響

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

日本神経精神薬理学会会員、日本神経化学会会員、日本神経科学会会員

2012年1月～ Member of International Society of Neurochemistry

2020年4月～ 予防薬理研究所評議員

１．著書・論文等の名称

（論文）Indole-3-propionic acid has chemical 
chaperone activity and suppresses endoplasmic 
reticulum stress-induced neuronal cell death

（論文）Selective Upregulation by Theanine of 
Slc38a1 Expression in Neural Stem Cell for 
Brain Wellness

教育および研究活動の業績一覧

氏名　川田　浩一

教育実践上の主な業績 概　　　要

6年次総合科目においてLMSを活用できるように
問題集の作成、LMSの構築を行った。
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　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 生命薬学領域 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　Moodle の利用
2016年4月
～2021年3月

        Microsoft Formes の利用 2021年9月～

　　　　Zoom の利用 2020年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

        遺伝子工学資料 2020年4月～

        生化学・分子・病態生化学実習　実習書 2020年4月～

　　　　基礎薬学実習　実習書 2020年4月～ 「マウスの解剖」について担当した。

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

        非常勤講師 2016年～

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2019年2月
University Bulletin of 
Chiba Institute of 
Science, (12)

共著 2020年2月 千葉科学大学紀要,(13)

共著 2020年2月 千葉科学大学紀要,(13)

共著 2020年2月 千葉科学大学紀要,(13)

共著 2021年3月 千葉科学大学紀要,(14)

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

（論文）Isolation and characterization of 
oligotrophic marine bacteria

（論文）「熟成塩タレ」の熟成過程における細菌叢
解析

教育および研究活動の業績一覧

氏名　小林　照幸

教育実践上の主な業績 概　　　要

eラーニングシステムである Moodleを導入・利
用することで復習の機会を設けて内容の理解を
促した。また、同システムで独自のアンケーを
行い、自己評価および授業の改善をおこなっ
た。

大学で提供されているシステムでは（PC、カメ
ラなど）実験実習の際の手元などの詳細が分か
りにくいため、独自で機器を用意して実習の 
Zoom 配信を行なった。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

Moodle のシステム自体（使用方法）を理解でき
ない学生がいるとの報告があった為、Microsoft 
Formes を導入・利用し、復習の機会を設けて内
容の理解を促した。また、同システムで独自の
アンケーを行い、自己評価および授業の改善を
おこなった。

講義の際に使用する資料を作成した。

「マイクロピペットの使用方法」について担当
した。

　　　　なし

（論文）海水から単離した低栄養性細菌の同定

（論文）好適環境水利用時の細菌叢の経時変化

（論文）好適環境水と各飼育水における細菌叢変化
の比較

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　なし

国保小見川総合病院付属看護専門学校　生化学 
非常勤

１．著書・論文等の名称
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　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

様式4_基礎資料 の 175ページ



（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 臨床薬学領域 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2021年10月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　なし

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2004年4月～ 成田市立成田小学校　学校薬剤師（年間４日）

2004年4月～ 成田市立成田中学校　学校薬剤師（年間４日）

2006年4月～ 成田市急病診療所 当番薬剤師（年間8日程度）

2006年4月～ 千葉県立成田国際高等学校　学校薬剤師（年間２日程度）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

１．著書・論文等の名称

　　　　なし

教育および研究活動の業績一覧

氏名　大徳　秀幸

教育実践上の主な業績 概　　　要

「効率の良い勉強法とは」講義中に説明。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　なし
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 臨床薬学領域 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　薬事関係法規 2021年9月～

　　　　早期体験学習・銚子学 2021年10月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　薬事関係法規講義資料 2021年9月 A4版92頁

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2021年3月 廣川書店

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

　　　　なし

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

教育および研究活動の業績一覧

氏名　仁藤　慎一

教育実践上の主な業績 概　　　要

見学の困難な病院・薬局を動画により紹介し
た。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

2項の資料を用いて理解しやすい講義を行った。

（著書）わかりやすい薬事関係法規・制度　第５版

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　なし

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

１．著書・論文等の名称
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 化学系薬学領域 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　moodle導入 2020年4月～

　　　　LINEｵｰﾌﾟﾝﾁｬｯﾄ導入 2020年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　化学入門 2019年4月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　薬学部FD講演 2021年12月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

単著 2017年1月
Tetrahedron Asymmetry 
28(2)266-281

単著 2017年6月
Bulletin of the Chemical 
Society of Japan 
90(6):689-696

共著 2017年11月
Tetrahedron Asymmetry 
28(12),1690-1699

共著 2019年7月
Synthesis 51(19), 3683-
3696

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2018年4月～2019年3月 銚子市上野町町内会会長

2019年4月～2020年3月 銚子市立春日小学校PTA副会長

2019年4月～2020年3月 銚子市上野町町内会相談役

2020年4月～2022年3月 銚子市立春日小学校PTA会長

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

今年度春学期の授業アンケートで学生の総合満
足度の高かった科目の先生による講義法等の紹
介

（論文）Synthesis of Acetaminophen Analogues 
Containing α-Amino Acids and Fatty Acids for 
Inhibiting Hepatotoxicity

（論文）Amidation of carboxylic acids via the 
mixed carbonic carboxylic anhydrides and its 
application to synthesis of antidepressant (1 
S ,2 R )-tranylcypromine

（論文）Ecological Base-Conditioned 
Preparation of Dipeptides Using Unprotected α
-Amino Acids Containing Hydrophilic Side 
Chains

１．著書・論文等の名称

（論文）Convenient synthesis of memantine 
analogues containing a chiral cyclopropane 
skeleton as a sigma-1 receptor agonist

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　なし

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

基礎化学・化学入門

教育および研究活動の業績一覧

氏名　野口　拓也

教育実践上の主な業績 概　　　要

基礎化学・化学入門　各200問以上
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　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 生命薬学領域 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2021年4～6月

　２　作成した教科書、教材、参考書

2021年4～6月

　　　　免疫微生物学実習書 2021年5月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2018年3月 廣川書店

共著 2018年4月
Vector Borne and 
Zoonotic Diseases . Vol. 
18 (3):144 150

共著 2021年3月 千葉科学大学紀要　第14号

共著 2020年3月 千葉科学大学紀要　第13号

単著 2018年1月
ファルマシア　第54巻 第1
号

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2015年4月～ 花活布プロジェクト(http://hanacup.info/)メンバー

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　　微生物学　視聴覚教材、及び e-learning
　　　　教材作成

留年生向けに繰り返し復習できるような教材と
演習を作成した。未入国の留学生にも配慮する
ため全てweb上で対応できるようにした。

実習内容の変更に伴い今までのものを大幅に改定
した。

（その他）病原性レプトスピラは感染初期に脂肪組
織に定着する

２．学会発表（評価対象年度のみ）

１．著書・論文等の名称

（著書）薬学領域の病原微生物学・感染症学・化学
療法学

（論文）Molecular Epidemiological Survey of 
Leptospira Infection of Wild Rodents in the 
Urban Settlement of Cambodia

（紀要）好適環境水と各飼育水における細菌叢変化
の比較

（紀要）「熟成塩タレ」の熟成過程における細菌叢
解析

　　　　なし

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　福井　貴史

教育実践上の主な業績 概　　　要

留年生向けに繰り返し復習できるような教材と
演習を作成した。未入国の留学生にも配慮する
ため全てweb上で対応できるようにした。

　　　　微生物学　視聴覚教材、及び e-learning
　　　　教材作成
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 物理系薬学領域 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2019年3月

2020年

2020年2月

2021年6月

2021年10月
2021年11月

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　実習（担当実習科目全般）

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　薬学部FD講演 2021年12月

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2017年3月

Elsevier, Chapters 
24(pp.389-414), 
28(pp.489-506), 
38(pp.635-655)

共著 2018年4月
IntechOpen, Chapter 12, 
pp.243-261

共著 2019年1月
Sensors
Vol.19, 267

共著 2020年10月
International Journal of 
 Molecular Science
Vol.21, 7405

　　　　学園内での交換講義
岡山理科大学の安藤秀哉教授と交換講義を実施
した。双方の専門領域について講義を行い、学
生の知識深耕を図った。

　　　　出張講義（東海大学付属浦安高等学校・
　　　　中等部）

同校のサイエンスクラスにて、「化粧品の科
学」講義を実施。化粧品の感性（匂い）に関す
る内容で講義を行い、実験とグループディス
カッションを組み込んだ方法で、学生の理解度
を深めた。

　　　　修士論文研究　審査（千葉科学大学）

主査として修士論文2件を審査した。2019年4月1
日から修士論文研究指導を行っており、定期的
にディスカッション、研究経過報告（プレゼン
テーション）、論文作成を実施した。1年に1回
以上学会発表を行い、学生の総合的な研究力を
高めた。

　　　　講義「化粧品概論」（千葉科学大学）

（論文）Self-Assembled Fullerene Crystal as an 
Excellent Aromatic Vapor Sensor

（論文）Effect of Vesicle Particle Size on the 
Cytolysis of Cell-Penetrating Peptide (CPP)

　　　　講義（担当科目全般）
講義指定の教科書を補う情報（論文、雑誌等）
を取り入れたスライドを作成し、適宜必要なス
ライドをプリントで配布している。

実習内容に則したプリントを作成し、配布している。
説明用の資料はパワーポイントのスライドを使用し
ている。

１．著書・論文等の名称

（著書）Cosmetic Science and Technology: 
Theoretical Principles and Applications

（著書）Liquid Crystals: Recent Advancements 
in Fundamental and Device Technologies

講義「化粧品概論」（学部2年生、必修科目）に
ついて、講義方法を紹介した。

Zoomを使用したオンライン講義を実施。講義資
料は事前に配布し、予習レポートを課した。講
義後は毎回小テストを行い、学生の理解度を確
認した。小テストはスライド上に問題を提示
し、所定時間内にメールで回答する方法とし
た。最終回の講義ではオンライン上でSGDを行
い、講義内容のキーワードをグループ内で討論
させた。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　山下　裕司

教育実践上の主な業績 概　　　要

　　　　第26回千葉科学大学コスメティックサイエ
　　　　ンスシンポジウム開催

テーマ「皮膚イメージング最前線」について講
演会を催した、5名の講演者から最新の化粧品科
学研究を講演して頂いた。学生のほか、企業関
係者、一般人にも公開した。アンケートを実施
し、聴講者の満足度や今後のシンポジウム内容
を調査した。
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共著 2021年8月
IFSCC Magazine, 
Vol.24(2), pp.47-54

発表年・月 学会名

2021年12月 材料技術研究協会討論会

2021年9月 日本油化学会第60回年会

2021年8月
材料技術研究協会
International Student 
Symposium 2021

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2011年10月～

2013年4月～

2014年4月～

2016年4月～

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

（論文）Less is More for the Water-based 
Makeup Cleansing Lotion

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

（演題名）ウルトラファインバブル水を用いた新規サーファクタン
トフリーエマルションの探究とそのメカニズムの解明

（演題名）アミドアルコール誘導体を利用した界面活性剤フリー乳
化製剤の乳化メカニズム

皮膚に対する酸素ウルトラファインバブル水の浸透メカニズム

千葉科学大学コスメティックサイエンスシンポジウムおよび国際ワークショップ　
企画・運営・講演　（シンポジウム計19回、ワークショップ計7回）

日本油化学会　オレオサイエンス編集委員

日本化学会　コロイドおよび界面化学部会　事業企画委員

材料技術研究協会　理事

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 臨床薬学領域 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2020年11月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2021年9月～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　医療機関での週1回研修 2019年5月～ 臨床現場での研修を講義、実習に還元している

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

　　　　なし

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本薬学会会員

日本病院薬剤師会会員

2021年4月～ 千葉県薬剤師会　薬学生受入委員会委員

2021年7月～ 日病薬病院薬学認定薬剤師　認定

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　なし

１．著書・論文等の名称

　　　　事前病院・薬局実務実習　コミュニケー
　　　　ション系実習テキスト

教育および研究活動の業績一覧

氏名　北島　直希

教育実践上の主な業績 概　　　要

　　　　薬学実務実習における、病院・薬局・大学
　　　　の連携を図る

進捗報告書を用いて、主に薬局と病院間の連携
強化の一助を目的として行っている
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 医療薬学領域 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　薬学入門 2010年度～

　　　　早期体験学習 2015年度～

　　　　AB解析 2016年度～

　　　　薬剤師国家試験に向けたガイダンス 2017年度～

　　　　内科学 2017年度

　　　　臨床生理・診断学 2018年度～

　　　　薬物治療学Ⅱ 2019年度～

　　　　Googleフォームによる情報収集 2020年度～

　　　　ChemSketchによる化学構造の描画 2020年度～

2021年度～
　　　　カリキュラム外で実施する模擬試験問題の
　　　　実施

担当者：安東賢太郎、高橋真樹、髙崎みどり
担当部分：シラバス作成、講義（分担）、SGD、
出題・採点

担当者：仁藤慎一、細川正清、森雅博、髙橋真
樹
担当部分：患者シミュレーター体験（呼吸音、
心音、腸音の聴診、対光反射）、血圧測定、コ

AB解析は、演習・試験ごとに各設問の正答率と
点双列相関係数を計算し、その和（設問評価指
数）の偏差値によりA問題とB問題に分類し、そ
れら設問群の正答率によって学力把握並びに学
力評価を行う方法である。先行研究を経て、エ
ビデンスに基づいた学習指導の方法、フィード
バック方法として確立させた。

前任者より引き継ぐ形で実施。これまでの6年制
国家試験受験者の6年次の成績（模擬試験など）
に対してAB解析を実施し、得られた疫学的パラ
メーターなどの知見を通じて、国家試験に合格
するためのロードマップを示したり、現在6年生
である学生の学年全体の進捗状況・現状を説明
する等している。

担当者：柏木敬子、照井祐介、高橋真樹、森雅
博、岡本能弘、増澤俊幸、大熊康修、川田浩
一、細川正清
担当部分：糖尿病、SGD（分担）、プレゼンテー

担当者：森雅博、髙橋真樹
担当部分：シラバス作成（分担）、バイタルサ
イン（分担）

担当者：髙橋真樹
担当部分：シラバス作成、脳梗塞、パーキンソ
ン病、認知症、統合失調症、てんかん、医療統
計、慢性腎臓病、臨床検査、症例基盤型講義、
出題、採点、個人成績票作成

講義等で扱う資料に、色付けしたり、レイアウ
トなどを調整した構造を挿入するために活用
（ChemDrawはあまりに高価なため導入が困難で
あったが、構造描画が可能な無料ソフトをイン
ストールした。）

担当者：森雅博、髙橋真樹、川島裕也
担当部分：問題作成（分担）、採点（分担）、
個人成績票の作成
第97～106回薬剤師国家試験の本学受験生データ
及びAB解析の手法を活用し、理解を深めてほし
い問題を選別し、それを定期的に行う模擬試験
問題として採用している。「比較」することで
現役の学生に対して目標となる水準とのギャッ
プをフィードバックすることができ、学生が目
標設定するのに一役買っている。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　高橋　真樹

教育実践上の主な業績 概　　　要

各種アンケート、確認・演習問題の解答データ
収集、出席確認のために活用している。特に、
課した演習問題等の解答データはフィードバッ
クすることを前提に収集しており、学生が理解
に苦慮している点や勘違いしている点などをあ
ぶり出すのに重宝している。
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　　　　薬理学・薬物治療学実習 2021年度～

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　薬学入門・講義資料 2010年度～

　　　　個人成績票 2013年度～

　　　　早期体験学習・実習書 2015年度～

2017年3月

　　　　内科学・講義資料 2017年度

2017年度

　　　　薬物治療学Ⅱ・講義資料 2019年度～

2020年10月

2021年度～

　　　　薬理学・薬物治療学実習・実習書 2021年度～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　薬学アカデミックアドバイザー 2017年度～

単著
AB解析に基づいた国家試験指導体制について、
仕組みの説明や個人カルテの見方についての説
明、受験勉強の心得などをまとめている。

単著
脳梗塞、パーキンソン病、認知症、統合失調
症、てんかん、医療統計、慢性腎臓病、臨床検
査、症例基盤型講義

共著：小佐野博史、森雅博、飯島亮介、枝川義
邦、三部篤、嶋田修治、髙橋真樹、高柳理早、
手塚優、早勢伸正、油井聡、吉澤一巳
担当部分：耳鼻咽喉

共著：森雅博、高橋真樹
第97～106回薬剤師国家試験の本学受験生データ
及びAB解析の手法を活用し、理解を深めてほし
い問題を選別し、それを定期的に行う模擬試験
問題として採用している。「比較」することで
現役の学生に対して目標となる水準とのギャッ
プをフィードバックすることができ、学生が目
標設定するのに一役買っている。
共著：森雅博、安東賢太郎、川田浩一、髙橋真
樹
担当部分：バイタルサイン（部分担当）

　　　　CIS修学ナビ
　　　　2017年3月第1版
　　　　2018年3月改訂第2版

　　　　CIS国試ナビ
　　　　2017年12月第1版

　　　　薬学テキストシリーズ　薬物治療学第2版
　　　　（朝倉書店）

　　　　カリキュラム外で実施する模擬試験問題
　　　　の作成

共著：安東賢太郎、髙橋真樹
担当部分：基本的にすべて執筆

試験後のフィードバックのために、
MicrosoftExcelを用いて個人カルテの作成を
行っている。既存のソフトを用いるのではな
く、学習者側及び指導者側の視点に立って有用
な情報を適切なレイアウトで独自に作成し続け
ている。学生から意見聴取し、学習に役立つ情
報の選別や洗練など最適化のためにPDCAサイク
ルを回している。

共著者：仁藤慎一、細川正清、森雅博、髙橋真
樹
担当部分：患者シミュレーター体験（分担）
千葉科学大学入学生向けに配布する修学ナビ
共著者：木内幸子、田井中幸司、髙橋真樹、冨
樫千秋、縫村崇行、増澤俊幸、横山悟、吉野由
美子
担当部分：３．勉強の仕方、５．学修行動に関
するセルフチェック

共著者：柏木敬子、照井祐介、高橋真樹、森雅
博、岡本能弘、増澤俊幸、大熊康修、川田浩
一、細川正清
担当部分：糖尿病

薬学科１～６年次の成績管理・解析（教学
IR）、個人カルテの作成、オリエンテーション
やガイダンスにおける指導、個別面談、チュー
ターとの連携、教授会等における教員への情報
提供、日本薬学教育学会等での学会活動などを
行う。
年間の個人カルテの発行枚数は、1,000枚以上に
のぼる（全てMicrosoftExcelで作成）。

担当者：森雅博、安東賢太郎、川田浩一、髙橋
真樹
担当部分：準備・手技指導（分担）、実習書作
成（分担）、採点（分担）
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　　　　千葉科学大学学長賞 2017年4月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2018年2月 千葉科学大学紀要　11号

共著 2019年2月 千葉科学大学紀要　12号

共著 2020年2月 千葉科学大学紀要　13号

共著 2020年10月 朝倉書店

単著 2021年2月 千葉科学大学紀要　14号

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2010年2月～現在 日本薬学会会員

2016年8月～現在 日本薬学教育学会会員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

（論文）学習の自己管理を主眼とした
MicrosoftExcelによる薬剤師国家試験自己学習ツー
ルの開発

（著書）薬学テキストシリーズ　薬物治療学第2版

（論文）薬剤師国家試験を志向した全学年共通の薬
学部オープン試験（第1回）の実施報告

（論文）薬学部新入生の学力・学修行動の実態把握
調査から導いた初年次教育の注力点

（論文）薬学科2年次カリキュラムを見据えた初年
次教育の注力点

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　なし

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

千葉科学大学教職員表彰規程に基づく表彰
「貴殿は本学に着任以来、研究に熱心に取り組
まれ、また学生指導にも心血を注ぎ周囲から高
く評価されています。教育面においても分かり
やすい教え方を工夫され学生が理解しやすい講
義を行うなど創意工夫をされています。あなた
の職務に対する高い意識や行動は他の教職員の
模範となるものであります。よって千葉科学大
学教職員表彰規程に基づいて表彰しその栄誉功
績をたたえます。　千葉科学大学学長　木曽
功」
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 生命薬学領域 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　担当科目 2017年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　担当科目 2017年4月～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2019年10月
Biochem Biophys Res 
Commun. 1;517(4)

共著 2020年9月
Ann Gen Psychiatry
22;19:53.

共著 2020年10月
Global Health & Medicine 
2(3):178-183.

共著 2021年1月 Curr Mol Pharmacol.14(2)

単著 2021年6月
Science Impact Ltd, 
www.impact.pub

発表年・月 学会名

2022年3月 日本薬学会142年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2006年4月～ 日本薬学会会員（医薬化学部会を含む）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

（論文）A cross-sectional study on metabolic 
similarities and differences between 
inpatients with schizophrenia and those with 
mood disorders

（論文）Indole-3-propionic acid has chemical 
chaperone activity and suppresses endoplasmic 
reticulum stress-induced neuronal cell death.

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）IPA誘導体の合成と小胞体ストレス誘導性の神経細胞死に
対する影響

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

１．著書・論文等の名称

（論文）Site determination and 
application of LTBP-1

（論文）Possibility that the Onset of Autism 
Spectrum Disorder is Induced by Failure of the 
Glutamine-Glutamate Cycle.

（論文）Metabolic changes of Japanese 
schizophrenic patients transferred from 
hospitalization to outpatients

講義用資料、課題プリントの作成

教育および研究活動の業績一覧

氏名　三森　盛亮

教育実践上の主な業績 概　　　要

講義時に課題プリントの配布。（自宅学習の推
進）
練習問題の配布。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 衛生薬学領域 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　　　　担当科目 2017年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　担当科目 2017年4月～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2017年3月
テンペ研究会誌13(2016) 
7-13

共著 2018年12月
JOURNAL OF FOOD 
BIOCHEMISTRY 42(6)

共著 2019年1月
放射線生物研究 53(4) 
280-290

共著 2019年11月 日本維持新法No.4918

共著 2021年1月
New Food Industry 63(1) 
29-34

発表年・月 学会名

共著 2021年7月

XXIX Congress of the 

International Society on 

Thrombosis and Haemostasis　

Virtual

共著 2022年3月 薬学会142年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2017年以前～ 日本薬学会会員

2017年以前～ 日本食品衛生学会会員

2017年以前～ 日本農芸化学会会員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

（演題名）液体培養に用いる水の硬度がナットウキ
ナーゼ生産性に及ぼす影響

（演題名）Thrombolytic Activity of Pearl-like 
Tempeh

１．著書・論文等の名称

（著書）ナットウキナーゼによる動脈硬化症予防

（論文）生物物理学的手法を用いた納豆菌の研究-
納豆菌が生産する生理活性物質と納豆菌の放射線耐
性

（論文）納豆菌(Bacillus subtilis natto)の機能
性　　　　性および経口投与効果

（論文）ナットウキナーゼとメナキノン－７の構造
研究

（論文）
urificationandstructuralcharacterization of 
water-soluble menaquinone-7 produced by 
Bacillus subtilis natto

講義では教科書の内容を予習・復習するための
プリントを作成し、演習科目では法律が変更に
なった所の補足プリントや問題と解説を作成し
た。実習では、許可書の補足プリントを作成し
た。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　柳澤　泰任

教育実践上の主な業績 概　　　要

講義の初めもしくは最後にに5問程度の確認問題
を学生に解かせて解説を行い、学生の反応を見
ながら講義を進め理解を深めるようにした。演
習科目ではできるだけ多くの問題を触れさせる
ことに力を注いだ。実習では国試との関係を意
識させながら進めた。
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　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 化学系薬学領域 職名　助教

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

        Ｉ方式ＴＢＬを利用する参加型授業 2019年9月

        コロナ禍における少人数制学生実習 2020年11月

　　　　担当科目 2021年9月

　２　作成した教科書、教材、参考書

　　　　担当科目 2018年4月

2019年4月 薬品合成化学実習テキスト（第１５改訂）

2021年4月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

       （論文）Ⅰ方式ＴＢＬを利用する参加型授業 2020年2月

        コロナ禍における少人数制学生実習 2020年12月

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2017年1月
Tetrahedron: 
Asymmetry, 28, 266-281.

共著 2017年5月
Bull. 
Chem. Soc. Jpn, 90, 689-
696.

共著 2017年11月
Tetrahedron: 
Asymmetry, 28, 1690-
1699.

共著 2019年7月 Synthesis, 51, 3683-3696.

共著 2020年2月
千葉科学大学紀要，13, 
131-135.

発表年・月 学会名

　　　　なし

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2009年4月～ 日本薬学会会員

2012年4月～ 有機合成化学協会会員

2015年5月～ 千葉科学大学同窓会役員（書記，2015年5月）

2019年11月3日 第１回千葉科学大学薬学部同窓会（主催，発起人）

2021年4月～ 薬剤師業務（（有）木内薬局イオンタウン成田富里店 年30回程度）

2021年10月～2021年2月 アフタースクール講師（江戸川学園取手高等学校 年4回）

教育および研究活動の業績一覧

氏名　川島　裕也

教育実践上の主な業績 概　　　要

講義後課題・フィードバック

１．著書・論文等の名称

（論文）: Ⅰ方式ＴＢＬ（今井式チーム基盤
型学習）を利用する参加型授業

（論文）Amidation of carboxylic acids via the 
mixed carbonic carboxylic anhydrides and its 
application to synthesis of antidepressant 
(1S,2R)-tranylcypromine

（論文）: Synthesis of acetaminophen analogues 
containing α-amino acids and fatty acids for 
inhibiting hepatotoxicity

（論文）Ecological base conditioned 
preparation of dipeptides using unprotected α
-amino acids containing hydrophilic side 
chains

２．学会発表（評価対象年度のみ）

化学Ⅰテキスト（第２改訂），化学Ⅱテキスト
（第２改訂）

有機化学Ⅰテキスト（第２改訂），有機化学Ⅱ
テキスト（初版）

コロナ禍における少人数制学生実習
～オンライン実習の実現に向けて～

（論文）Convenient synthesis 
of memantin analogues containing a chiral 
cyclopropane skeleton as a sigma-1 receptor 
agonist
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[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 臨床薬学領域 職名　助教

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2021年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2021年4月～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　認定薬剤師（日本薬剤師研修センター） 2018年8月 認定登録第15-35509号

　　　　認定実務実習指導薬剤師 2019年2月 実習指導第122220291号

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

　　　　なし

発表年・月 学会名

　　　　なし

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

　　　　なし

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

教育および研究活動の業績一覧

氏名　小長谷　恵

教育実践上の主な業績 概　　　要

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

講義時に課題プリントの配布。
　　　　リスク危機管理論、ヒューマニズムⅠ
　　　　予防医学・セルフケア演習

　　　　リスク危機管理論、ヒューマニズムⅠ
　　　　予防医学・セルフケア演習

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

１．著書・論文等の名称
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 生命薬学領域 職名　助教

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2017年4月
～2019年3月

2017年4月～

2017年4月～

2019年4月～

2020年4月～

2021年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2021年11月

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2016年4月
～2020年3月

2019年4月
～2021年3月

2021年4月～

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2020年3月
International Journal of 
Molecular Sciences vol. 
21, 2406

共著 2020年6月
Journal of Biological 
Chemistry vol. 296, 
8736-8745.

　 共著 2020年8月
Medical Sciences vol.  
8, 33

　　　　病態生理学Ⅱ（6年次）

感覚器疾患を中心に生理学あるいは生化学観点
より考察し、各疫病における身体的変化・特徴
を講義した。各疫病が発症した際に起こる生体
成分の変化や、その検査法について講義した。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　坂本　明彦

教育実践上の主な業績 概　　　要

　　　　基礎生物学（1年次）
細胞の構造、アミノ酸、核酸（DNA、RNA）など
細胞内に含まれる物質の構造、性質、特徴、機
能などについて講義した。

　　　　生物学（1年次）
生物分類、遺伝子、細胞に含まれる物質、遺伝
子発現、発生、代謝などの概念やしくみを説明
出来るように講義した。

　　　　卒業研究（4-6年次）
実験指導及び卒業論文作成指導を行った。

　　　　病態生化学実習（2年次）
　　　　生化学・分子生物学・病態生化学実習
　　　　（2年次）

臨床検査測定項目の血漿酵素の活性測定を行
い、酵素反応速度論について理解を深めさせ
た。アルコール反応試験を行い、アルコール感
受性を測定させ、急性アルコール中毒について
の危険性を講義した。

　　　　上記科目
上記科目において、教科書の抜粋、補足する図
を挿入し、講義内容を記述できるような講義ス
ライドとプリントを作成した。

１．著書・論文等の名称

　　　　薬学部初年次教育委員
副委員長に就任し、初年次教育対策（リメディ
アル教育や共通オフィスアワー）を計画し、運
営を行った。

　　　　生化学Ⅰ（1年次）
酵素反応の特性と反応様式、糖質の代謝につい
て講義した。

　　　　市民公開講座
新型コロナウイルス感染症の流行に際し、感染
予防にかかわる用語について、わかりやすく説
明し、消毒における注意点等を解説した。

　　　　薬学教育情報解析チーム（IRT）

｢薬学部学生の成績等に関する情報の収集・分
析」を行い、薬学教育の計画立案等の意思決定
に必要な情報を提供し、学習成果、教育成果の
向上を目的とする活動を行っている。

　　　　薬学部教務委員
薬学部における教務（総合科目の評価、カリ
キュラム編成等）にかかわる立案、運営を行っ
た。

（論文）Cytotoxic Mechanism of Excess 
Polyamines Functions through Translational 
Repression of Specific Proteins Encoded by 
Polyamine Modulon

（論文）Polyamines regulate gene expression by 
stimulating translation of histone 
acetyltransferase mRNAs

（論文）Development of an ELISA for 
Measurement of Urinary 3-Hydroxypropyl 
Mercapturic Acid (3-HPMA), the Marker of 
Stroke
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共著 2020年10月
Cytoskeleton (Hoboken) 
vol. 77, 414-421頁

共著 2021年1月
International Journal of 
Molecular Sciences vol. 
22. 1307

発表年・月 学会名

2021年11月 第94回 日本生化学会大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2009年4月～ 日本ポリアミン学会会員

2010年4月～ 日本生化学会会員

2011年4月～ 日本薬学会会員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

（演題名）ポリアミンによる翻訳促進に基づく遺伝子発現調節

（論文）Structural change and degradation of 
cytoskeleton due to the acrolein conjugation 
with vimentin and actin during brain 
infarction

（論文）Translational Regulation of Clock 
Genes BMAL1 and REV-ERBalpha by Polyamines.
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 医療薬学領域 職名　助教

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2019年4月

2021年12月

　２　作成した教科書、教材、参考書

        有機化学Ⅰ 2019年4月 授業プリント(薬学部1年次)

2021年12月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2021年12月

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2017年
～2018年

2017年
～2019年

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

共著 2020年1月
Chirality,vol.32,73-
80,2020.

　 共著 2020年3月 CRC Press

共著 2020年3月
Xenobiotica,vol.50,261-
269,2020.

共著 2020年9月
European Journal of 
Pharmaceutical Sciences, 
vol.152, 105455, 2020.

共著 2021年3月
Drug Metabolism and 
Pharmacokinetics, 
vol.38, 100391, 2021.

発表年・月 学会名

2021年11月 日本薬物動態学会年会

2022年3月 日本薬学会年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2017年8月～2018年8月 教員免許更新講習「講座名：薬と人間」講師 年1回(計2回)

2017年4月～現在 日本薬学会, 日本薬物動態学会, 総合危機管理学会に加入

2019年9月 CISフォーラム運営委員 年1回 (計1回)

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　　製剤学Ⅰ、製剤学Ⅱ 授業プリント(薬学部3年次)

　　　　科目の授業満足度が高い 科目の授業満足度が高いと認定(FD委員より)

教育および研究活動の業績一覧

氏名　高橋　正人

教育実践上の主な業績 概　　　要

　　　　e-ラーニング用問題集(Moodle)の作成と実践
生物分類、遺伝子、細胞に含まれる物質、遺伝
子発現、発生、代謝などの概念やしくみを説明
出来るように講義した。

薬学部FD講演会にて製剤学Ⅰの授業方法を紹介

　　　　波崎高校デュアルシステム運営委員

　　　　薬学教育情報解析(IRT)委員

１．著書・論文等の名称

（論文）Effects of steric hindrance and 
electron density of ester prodrugs on 
controlling the metabolic activation by human 
carboxylesterase

（論文）Design, synthesis and biological 
evaluation of water-soluble phenytoin prodrugs 
considering the substrate recognition ability 
of human carboxylesterase 1

（著書）Recent Advancement in Prodrugs

　　　　薬学部FD講演

（論文）Investigation of the chiral 
recognition ability of human carboxylesterase 
1 using indomethacin esters

（演題名）Effects of steric hindrance, electron density and 
stereochemistry of ester prodrugs on the metabolic activation 
by human carboxylesterase

（論文）Structure-activity relationship of 
atorvastatin derivatives for metabolic 
activation by hydrolases

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）ヒトカルボキシルエステラーゼによる代謝活性化におけ
るエステルプロドラッグの立体障害、電子密度および立体化学の影
響
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　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　千葉科学大学 講座名 臨床薬学領域 職名　助教

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2021年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2021年4月～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

　　　　研修認定薬剤師 2019年11月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    
（巻・号数）等の名称

　　　　なし

発表年・月 学会名

　　　　なし

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

　　　　なし

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

教育および研究活動の業績一覧

氏名　根岸　麻美

教育実践上の主な業績 概　　　要

　　　　薬局管理学、一般用医薬品学（OTC）
　　　　予防医学・セルフケア演習、
　　　　コミュニケーション

講義時に課題プリントの配布。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　　薬局管理学、一般用医薬品学（OTC）
　　　　予防医学・セルフケア演習、
　　　　コミュニケーション

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。
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（基礎資料10）　　学生の健康管理

表１．　評価対象年度の定期健康診断受診率

学年 在学者数 受診者数

１年 81 57

２年 75 59

３年 80 61

４年 64 61

５年 63 48

６年 83 73

31

88.0%

表２．　評価対象年度の５年生の実務実習前の抗体検査の実施状況

抗体価が十分高かった　　
学生数

抗体価が不十分なためワ

クチン接種をした学生数
１)

受診率（％）

70.4%

78.7%

76.2%

95.3%

76.3%

[注]　1)　４年次12月末までに、ワクチン接種した学生数（確認できた人数）を記入してくださ
い。
          確認できない場合は、左欄のみ記入してください。
　　
　　

　ムンプス

　B型肝炎

検査対象抗体

　風疹

　麻疹

　水痘 58

26

44

10

6

9

6

33

57
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育
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況
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習
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①
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③
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※
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④
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範
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。
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、
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独
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。
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・
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・
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」
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・
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・
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。
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．
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。
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、
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シ
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Ｌ
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・
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Ｃ
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Ｒ
Ｏ
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「自己点検・評価書」・「基礎資料」正誤表 

大学名：千葉科学大学 

 

■自己点検・評価書 

 

■基礎資料 

修正事項なし 

 

 

 

 頁 行 誤 正 

1 1 6 入学試験要項（資料２ p１、資料

８ p４、p99、p149、p170、p244） 

入学試験要項（資料２ p１、資料

８ p４、p99、p141、p179、p274） 

2 14 5 2022（令和４）年度３月 2022（令和４）年３月 

3 15 29 標準レベル以上の学生が 54.4％と 標準レベル相当以上の学生が

53.2％と 

4 16 6 4. 従来のチューター制から少人数

担任制へ変更 

4. チューター担当学生数の低減 

5 19 30 「実務実習事後実習」 「実務実習事後演習」 

6 26 19 卒業研究の期間は最大 20ヶ月間 卒業研究の期間は最大 21ヶ月間 

7 29 29 卒業研究の期間は最大 20ヶ月間 卒業研究の期間は最大 21ヶ月間 

8 40 16 薬学実務実習は、た「薬学実務実

習 

薬学実務実習は、「薬学実務実習 

9 51 28 資料８ p198～317） 資料８ p198～317、訪問時 10-２） 

10 51 33 書類審査である。日本国外 書類審査である。また、日本語能

力を重視した面接と書類審査で選

抜する入試方式もある。日本国外 

11 61 14 ①「教学支援部教務課」 ①「千葉科学大学 FD・SD委員会」

の「FD部会」 



 

（様式 16） 

 

 

 

 

 

薬学教育評価 

 

評価報告書 

 

 

 

 

受審大学名   千葉科学大学薬学部 

（本評価実施年度）2022 年度 

（作成日）2023 年３月１日 

 

 

 

 

 

一般社団法人 薬学教育評価機構 
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Ⅰ．総合判定の結果 

千葉科学大学薬学部薬学科（６年制薬学教育プログラム）は、薬学教育評価機構が定め

る「薬学教育評価 評価基準」に適合していると認定する。 

認定の期間は2030年３月31日までとする。 

 

 

Ⅱ．総 評  

千葉科学大学薬学部薬学科では、学則にある教育目標を学科の教育研究上の目的とし

ている。これは 2019 年度に改定され、医療を取り巻く環境や薬剤師に対する社会のニー

ズを反映している。教育研究上の目的に基づき三つの方針が策定されている。ディプロ

マ・ポリシーでは、卒業までに学生が身につけるべき７項目の資質・能力が設定され、項

目ごとに観点及び４段階の判断基準を示したルーブリック形式の「到達度表」が作成され

ていることは評価できる。この「到達度表」を用いた「学修到達度評価」は、個々の学生

や学年全体の学修成果の評価への利用が試みられている。カリキュラム・ポリシーでは、

カリキュラムをディプロマ・ポリシー７項目に基礎的教養を加えた８領域に分け体系的に

整理し、学習目標や教育方法を明示すると共に、学修成果（修得度）の評価方法を定めて

いる。しかし、より具体的な学修成果の評価方法の記載が期待される。アドミッション・

ポリシーに示された多様な人材を受け入れるため複数の入試方式がとられている。さらに、

入学者数の適切性の検証と改善に向けた努力もなされているが、入学者数が入学定員数を

大幅に下回る状況が続いており、入学者数の増加につながる入試方式等の改善が期待され

る。 

 2018 年度にはアセスメント・ポリシー及び 11 の評価項目を策定している。評価項目は

入学生・在校生・卒業生の３段階に分かれており、各評価項目を自己点検・評価すること

で三つの方針を検証できる。2019 年度には評価項目ごとに「アセスメント・ポリシーチ

ェックリスト」が策定され、これを用いた検証が 2021 年度に行われている。このように、

自己点検・評価を計画的に実施し、三つの方針の定期的な検証を行う体制は整備されてい

るが、アセスメント・ポリシーの評価項目の検証が期待される。 

 教員組織については、直近５年間の研究活動実績や博士の学位がない専任教員が複数名

おり、十分な研究成果をあげるための支援体制のさらなる整備が期待される。また、カリ

キュラムにおいて重要と位置づけられた科目を教授または准教授が担当するように改善す

ることも期待される。他方では、チューター及びアカデミック・アドバイザーの教員を選
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任し、学生の学修指導や生活面での相談に十分に対応していることは評価できる。 

 現在の体制による自己点検・評価は緒についたばかりであるが、評価の結果が教育課程

の編成及び実施の改善・向上に活用されることを期待したい。 

 

 

Ⅲ．『項目』ごとの概評 

１ 教育研究上の目的と三つの方針 

本項目は、おおむね適合水準に達しているが、カリキュラム・ポリシーの記載項目に

おいて懸念される点が認められる。  

「千葉科学大学学則」の第１条において、千葉科学大学は「健康で安全・安心な社会の

構築に寄与できる人材の養成をすることを教育目標とし、それらの探究を研究の目標とし、

地域と共生する大学づくり、平和で文化的な地域づくりへ参画することを社会貢献の目標

と定める。」としており、薬学部の教育研究上の目的は「建学の理念を踏まえ、地域と連

携しながら変動する社会的・医療的要請に対応することで、公衆衛生の向上及び増進によ

る生活の質を確保でき、さらに危機管理能力を有する薬の専門家の育成を目的とする。」

と規定されている。 

 さらに薬学部薬学科では、学科の人材育成に関する目的として、学則に定められた教育

目標を学科の教育研究上の目的としている。 

 

 薬学部薬学科では次に掲げる各号を教育目標とする。 

① 科学的な思考、及び医療に携わる者としての倫理と使命感を背景とする薬学的知

見に加え、医療政策や医療経済に配慮することで、社会の変化に対応した患者本

位の医療を提案する能力の育成 

② 地域における薬の専門家の役割を理解し、患者・生活者とそれを支える専門職と

の円滑な意思疎通と信頼関係の構築ができる基本的能力の育成 

③ 人に対して効果を有する化学物質（医薬品、医薬部外品及び化粧品等）の性質並

びに法規制を考慮し、人々の福祉を向上させる能力の育成 

④ 広い自然科学の知識及び高度で体系的な薬学の知識を以て社会に貢献する能力の

育成 

⑤ 最新の知見を通じて課題を自ら見出し、科学的思考に基づいた解決策を模索する

能力の育成 
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⑥ 生涯にわたり知識と技術を磨くとともに次世代を育てる能力の育成 

⑦ 薬学的知見を背景とした危機管理能力に基づき、多職種と連携しながら多様な状

況に対応する能力の育成 

 

 これらの教育目標/教育研究上の目的は、医療を取り巻く環境や薬剤師に対する社会の

ニーズを反映したものとなっている。ただし、７つ目の教育目標である「薬学的知見を背

景とした危機管理能力に基づき、多職種と連携しながら多様な状況に対応する能力の育成」

という文言は、薬学部の学生には目的がわかりにくい。 

 また教育研究上の目的は、学生便覧に掲載されると共に、大学ホームページ上で公表さ

れている。さらに、新入生研修や在校生オリエンテーションにおいても説明が行われてお

り、学生には周知が図られている。一方、新任の教職員に対しては、各年度初めの研修会

において、周知のための説明が行われている。 

 千葉科学大学薬学部薬学科では、教育研究上の目的に基づいて三つの方針を策定し、学

生便覧及び大学ホームページに掲載している。また学生に対しては、新入生研修や在校生

オリエンテーションにおいて三つの方針の説明が行われており、周知が図られている。 

 ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）においては、卒業までに学生が身につけるべき具体的な

資質及び能力として、次の７つの項目を設定している。また、各項目について、観点及び

４段階（ベンチマーク（基準１）からキャップストーン（基準４）まで）の判断基準が具

体的に示されており、学生にとってわかりやすいものになっている。しかし、教育目標の

場合と同様にＤＰ７の「危機管理能力の活用」という表現は学生にわかりにくい。わかり

やすい表現への変更が望まれる。 

 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）ＤＰ 

 千葉科学大学薬学部では、薬学を修めた者の職分として以下の能力を身につけ、且つ所

定の単位を修得した者に対して学士（薬学）の学位を授与する。 

ＤＰ１. 最適な医療の提案 

科学的な思考、及び医療に携わる者としての倫理と使命感を背景とする薬学的知見に

加え、医療政策や医療経済に配慮することで、少子高齢化や技術革新等の社会の変化

に対応し、患者本位の医療を提案する。 

ＤＰ２. 地域との連携と貢献 

地域に貢献できる薬の専門家の役割を理解し、患者・生活者とそれらを支える専門職
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との円滑な意思疎通と信頼関係を構築する基本的能力を有する。 

ＤＰ３. 福祉向上のための支援 

人に対して効果を有する化学物質（医薬品、医薬部外品及び化粧品等）の性質並びに

法規制を考慮し、人々の福祉のためのセルフケアを提案する。 

ＤＰ４. 高度な専門知識の修得 

広く自然科学の知識を備え、高度な薬学の知識を体系的に身につける。 

ＤＰ５. 知の探求 

薬学における最新の知見を通じて課題を自ら見出し、科学的思考に基づいた解決策を

模索する。 

ＤＰ６. 鍛錬と継承 

社会に貢献できるように、生涯にわたり知識と技術を磨き、次世代を担う人材を育成

する意欲と行動力を有する。 

ＤＰ７. 危 機 管 理
クライシスマネジメント

能力の活用 

薬学的知見を背景としたクライシスマネジメント能力に基づき、多職種と連携しなが

ら多様な状況に対応する。 

 

 カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）においては、カリキュラムをディプロマ・ポリシーに

掲げる７項目に基礎的教養を加えた８領域に分け、体系的に整理している。そして、８領

域の全てにおいて、学習目標や教育方法が明示されると共に、学修成果の評価方法の在り

方が定められている。 

 

カリキュラム・ポリシー(教育課程編成・実施方針）ＣＰ 

 千葉科学大学薬学部では、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）に掲げる薬学を修め

た者の職分としての能力を効果的に修得するために以下のような方針でカリキュラムを編

成する。 

１.薬学を修める者の職分としての基本的教養を身につけるために、人文・社会科学、自

然科学、外国語等の一般基礎科目を設定している。さらに、社会薬学科目を通して医

療人としての資質を醸成できる教育プログラムを実施する。これら設定された科目及

びプログラムは、筆記試験だけでなく能動的学習による成果発表やプロダクト等によ

り評価する。 

２.医療に携わる者としての倫理や使命感を身につけるために、それらの基本的な内容を
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理解する科目、医療を取り巻く社会環境を理解するための科目、及びそれら習得した

知識や倫理観等に基づいた患者本位の医療を理解するための科目を設定し、主に筆記

試験やレポートで評価する。さらに、患者本位の医療を実際に提案する力を身に付け

るために、病院・薬局実務実習や実務実習後に開講される薬学臨床事後実習において、

患者本位の医療提案を実践し、またロールプレイやＰＢＬに基づく議論のピアレビュ

ー等により評価する。 

３.地域に貢献できる薬の専門家の役割を理解するために、「医療専門職連携導入」や

「早期体験学習・銚子学」を設置し、主にレポートで評価する。また、他者との円滑

な意思疎通と信頼関係を構築する基本的能力を身につけるために、基礎的なコミュニ

ケーション能力の涵養を目的とした「コミュニケーション」、「ヒューマニズムⅠ・Ⅱ」

等の科目と、より医療現場に則した「医療コミュニケーションⅠ・Ⅱ」、「事前実務実

習」等の科目を配置し、ＳＧＤやロールプレイを取り入れた講義や実習を行い、プレ

ゼンテーションやレポートで評価する。さらに、「病院実務実習」、「薬局実務実習」

において、患者や医療従事者とのコミュニケーションを実践し、ポートフォリオやレ

ポートを中心に評価する。 

４.福祉向上を支援する力を身につけるために、人に対して効果を有する化学物質の基本

的な知識を修得できる薬学専門科目に加えて、医薬部外品及び化粧品の知識を学修で

きる「化粧品概論」、「香粧品学Ⅰ・Ⅱ」等の科目を設定し、主に筆記試験やレポート

で評価する。さらに、セルフケアを提案する能力を育成するための実習や演習等の能

動的学習方法を取り入れ、主にプレゼンテーションやレポートにより評価する。 

５.高度な薬学の知識を身につけるために、基礎薬学、衛生・社会薬学、医療薬学をそれ

ぞれ体系的に学修できるプログラムを設定し、主に筆記試験やレポートで評価する。

さらに、薬学の知識を醸成するために、「基礎薬学演習」、「総合薬学演習」等の総合

科目を設定している。 

６.問題解決に必要な科学的思考や技能を身につけるために、薬学専門科目に加え、それ

らに関連する専門実習を編成し、主に筆記試験やレポートで評価する。さらに、課題

抽出や解決策を模索する力を養うために、修得した専門知識及び技能を総合的に活用

し、「臨床病態解析学演習」、「病院実務実習」、「薬局実務実習」、「卒業研究」等を配

置し、主にプレゼンテーションや論文で評価する。 

７.知識と技術の鍛錬および人材の育成を行う意欲と行動力を身につけるために、課題発

表を取り入れた「薬学入門」、「実務実習事後演習」や長期間にわたって学習する「卒
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業研究」等のプログラムを設定し、主にプレゼンテーションやレポートで評価する。 

８.クライシスマネジメント能力を活用した多職種連携をする力を身につけるために、基

本的なリスクマネジメント及びクライシスマネジメントの知識を修得できる教育プロ

グラムを設定し、主に筆記試験で評価する。さらに、これら修得した知識を活用する

ための能動的学習を積極的に取り入れた科目を設定し、ロールプレイやレポート等を

中心に評価する。 

 

 以上のように、能動的学習方法を採用し、多彩な評価方法を取り入れていることは評価

できる。また、各カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）と該当する科目や評価方法等との整合

性もおおむねとれているが、これらに加えて、すでに実施されている危機管理学部や看護

学部の学生を交えた学習方略をさらに拡充することが望まれる。しかし、カリキュラム・

ポリシーにはディプロマ・ポリシーに示された資質・能力の学修成果（修得度）の評価方

法が十分に記載されていないので、より具体的に記載する必要がある。 

 アドミッション・ポリシーにおいては、以下のように、どのような学生を求めるのか、

どのような評価・選抜方法によって多様な学生を受け入れるのかということが示されてい

る。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）ＡＰ 

千葉科学大学薬学部が育成する人材 

 千葉科学大学薬学部では、「一人ひとりの能力を最大限に引き出す」という学園建学の

理念に基づき、絶えず変動する社会の要請に対応することが可能な高い専門性と倫理観や

使命感、そして危 機 管 理
クライシスマネジメント

能力によって、地域をはじめ広く社会に貢献する薬の専⾨家

を育成します。 

 

期待する入学者像 

 千葉科学大学薬学部では、以下の項目の能力を有する人の入学を求めます。 

１.本学の建学の理念と、本学部の教育研究上の目的に共感を覚え、薬学を修めたいとい

う意欲のある人 

２.知的好奇心が旺盛で、特に自然科学や生命科学に対し広く興味・関心を示し、その原

理を理解するための基本的能力を有する人 

３.日本語、及び英語の基本的な読解力、得られた情報や知識の要点を他者に的確に伝え
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る能力、及びそれらの能力を活用することで、他者との良好な関係構築に努めること

ができる人 

４.様々な困難に遭遇しても、それらを克服することで学業を成就させ、薬学の専門知識

を以て社会の福祉向上に貢献したいという意欲がある人 

 

入学者選抜の方法と趣旨 

 千葉科学大学薬学部では、多様な人材を広く受け入れるために、複数の選抜制度を採用

し、筆記試験のみならず、面接や小論文、調査書の内容等によって総合的に入学希望者の

能力や資質を評価します。一般選抜では本学が独自に行う筆記試験、もしくは大学入学共

通テストの成績により入学後に必要な自然科学の知識や基本的な考え方、読解力や理解力

が身についているかを評価します。総合型選抜と学校推薦型選抜では、面接試験や志望理

由書、課題小論文の審査により、自然科学の基本的な素養に加えて、本学の理念や教育目

標への共感や継続的な学習意欲、薬の専門家として社会に貢献したいという熱意を重視し

たうえで評価します。 

 

 千葉科学大学薬学部では、『現在の教育研究上の目的及び三つの方針が、医療を取り巻

く環境、薬剤師に対する社会のニーズを反映したものであり、一貫性・整合性のあるもの

として策定されている。』と自己点検・評価しているが、一貫性・整合性をより高めるた

めに、さらなる検討が進められている。 

 教育研究上の目的及び三つの方針は、「千葉科学大学学則」第２条に基づき、比較的短

い間隔で点検され見直しが行われている。 

 教育研究上の目的は、社会のニーズを反映させるため2015年に発表された厚生労働省

の「患者のための薬局ビジョン」、及び2012年の「薬剤師のための災害対策マニュアル」

に示された災害時における薬剤師の役割を参考にして、当初は教育カリキュラムの改定に

合わせて2018年度に改定する予定であったが、学則の変更を伴うため１年後の2019年度

に改定されている。なお、教育目標７及びＤＰ７の文言は、大学が目指す『自然災害の増

加による災害時における薬剤師の役割に対する社会ニーズに対応し、さらに危機管理能力

を有する薬の専門家の育成』を必ずしも反映していない。 

 2018年度に設置された千葉科学大学学務委員会アセスメント・ポリシー策定小委員会

が中心となり、アセスメント・ポリシー及び評価項目が策定されている。これらの評価項

目は３つの段階（入学生・在校生・卒業生）に分かれており、各評価項目に関して自己点
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検・評価を行うことで、三つの方針を検証できる。また、2019年度には、それぞれの評

価項目について、いつ、誰が、どのような内容について、どのように評価し、さらに評価

した内容をどのように活用するかを示した「アセスメント・ポリシーチェックリスト」が

策定され、2021年度には、これを用いた検証が行われている。しかしながら、現在の自

己点検・評価体制が2018年度に構築されたものであるため、三つの方針の検証が適切で

あるかを判断する時期には至っていない。 

 アセスメント・ポリシーチェックリストに基づき薬学部で実施された自己点検・評価の

結果は、他学部の結果と共に千葉科学大学自己評価委員会が取りまとめ、外部有識者に大

学全体の自己点検・評価についての意見を求めている。大学全体の評価結果は学長に報告

され、学長より千葉科学大学教学マネジメント委員会に結果の評価・検証及び問題点の抽

出（改善方針の策定）が委託される。さらに、同委員会は、点検結果を学長に答申し、学

長より学部長に問題点の改善が命令されることになっている。 

 このように、千葉科学大学薬学部薬学科では、自己点検・評価が計画的に実施され、三

つの方針の定期的な見直しができる体制が構築されている。 

 

２ 内部質保証  

本項目は、おおむね適合水準に達しているが、自己点検・評価のための教育研究活動

に対する質的・量的な解析において懸念される点が認められる。 

千葉科学大学薬学部では、教育研究上の目的及び三つの方針に基づく教育研究活動は、

「千葉科学大学学則」第２条に基づき、薬学部アセスメント委員会が定期的に検証し見直

しを行うことになっている。 

薬学部アセスメント委員会は、薬学教育評価機構による第１期の薬学教育評価を受け

て、アセスメント・ポリシー及び評価項目に基づき、薬学部独自の「アセスメント・ポリ

シーチェックリスト」を作成して、教育研究活動に関する自己点検・評価を開始している。

評価の結果は千葉科学大学自己評価委員会が取りまとめ、外部有識者に大学全体の自己点

検・評価についての意見を求めている。大学全体の評価結果は学長に報告され、学長より

千葉科学大学教学マネジメント委員会に結果の評価・検証及び問題点の抽出が委託される。

同委員会は点検結果を学長に答申し、学長から各学部に対して問題点の改善が命令され、

それを受けて、各学部は問題点の改善案を策定し実行している。 

以上のように、大学全体としては、自己点検・評価を計画的に実施できる体制が構築

されている。ただし、千葉科学大学教学マネジメント委員会の初回の開催が2022年３月
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であり、構築された体制を評価する時期には至っていない。 

千葉科学大学自己評価委員会規程では、審議した自己点検・評価結果に関する客観的

な意見を求めるため、外部有識者から意見聴取を行うことになっている。しかし、委員会

の構成員には外部委員は含まれていない。外部委員または６年制課程の卒業生を当該委員

会に含め、審議の段階から参加してもらうことが望ましい。 

 自己点検・評価は「アセスメント・ポリシーチェックリスト」を用いて行われている。

このチェックリストには、質的・量的な解析が可能となる11の評価項目が設定されてい

る。具体的には、新入生を対象とするプレースメントテストと入学前教育、在校生を対象

とするＧＰＡ（Grade Point Average）や各科目の成績等、11の評価項目のそれぞれにつ

いて、教育課程レベルや授業科目レベル等の分類、項目の名称、実施時期、実施頻度、評

価項目、評価手法、評価者、実施責任者、結果の活用方法が示されている。さらに、評価

の実施後は、学科の具体的な対応及び現時点での達成度(％)を示すことになっている。

ディプロマ・ポリシーに関する評価項目は、卒業生を対象とする「卒業後アンケート調査」

と「進路先への調査」の２項目であるが、2021年度の調査では、「卒業後アンケート調査」

は対象者101名に対して回答者14名と回答率が低く、「進路先への調査」は10社以上との

規定にもかかわらず、調査に参加したのは５社にとどまっている。さらに、実施頻度も４

年に１回であり、評価が質的・量的な解析に基づいているとは言い難い。ディプロマ・ポ

リシーへのフィードバックが十分ではない可能性があるため、アンケート調査の実施方法

の根本的な改善が望まれる。他方では、ディプロマ・ポリシーに掲げた学生が身につける

べき資質・能力を量的に評価した「学修到達度評価」を用いた評価も行われているので 

（参照（項目３−３））、この評価方法の有効性が明らかになった時点で、これを評価項目

に加えることが望ましい。 

 千葉科学大学薬学部の「アセスメント・ポリシーチェックリスト」及び「学修到達度評

価」を用いた評価では量的評価が中心であり、自己点検・評価で求められている質的・量

的な解析としては不十分である。質的評価法の導入や在籍（留年・休学・退学等）及び卒

業状況（入学者に対する標準修業年限内の卒業者の割合等）の入学年次別分析を含め、ア

セスメント・ポリシーの評価項目についての再検討が必要である。 

 自己点検・評価の結果は、「千葉科学大学事業報告」により公表されている。しかし、

当該資料は他学部からの報告も含めた総論的な報告書となっており、薬学部の自己点検・

評価の結果を適切に公表しているとは言えない。自己点検・評価の結果について、薬学部

ホームページ等で独自に公表することが望ましい。 
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 千葉科学大学薬学部では、自己点検・評価により、医療を取り巻く環境や薬剤師に対す

る社会のニーズの変化に対応する必要があると考え、2018年度に三つの方針の改定と共

に、改定カリキュラム・ポリシーに基づいたカリキュラムの再構築を行い、2019年度入

学生から適用している。その際、退学率改善及び初年次教育の充実に関する学長からの指

示に対応するため、進級・卒業要件等も改定している。2020年10月には、「学修到達度評

価」等を用いて、改定したカリキュラム及び進級・卒業要件を検証している。その結果、

複数の専攻科目の理解度が低下していることが判明したため、2021年度入学生用に再度

カリキュラム及び進級・卒業要件を改定している。さらに、教育上のガバナンス強化の必

要性から、薬学部の教育組織体制を変更し、講座を解体して教育ユニットを設置している。

教育ユニットには教育ユニット長が設置され、ユニット内の科目教育の管理監督業務を行

っている。 

 「自己点検・評価書」には『自己点検・評価等に基づいた教育研究活動の改善がなされ

ている。』と記述されている。確かに千葉科学大学薬学部では、継続的に自己点検・評価

が行われているが、「アセスメント・ポリシーチェックリスト」での評価結果の教育研究

活動の改善へのフィードバックは十分ではない。自己点検・評価結果の教育研究活動への

さらなる反映が望まれる。 

 

３ 薬学教育カリキュラム 

（３-１）教育課程の編成 

本項目は、適合水準に達している。 

ディプロマ・ポリシーを効果的に達成するためにカリキュラム・ポリシーが設定され、

これに従って薬学教育カリキュラムが編成されている。千葉科学大学薬学部では、現在、

2018年度以前入学生カリキュラム、2019～2020年度入学生カリキュラム、2021年度入学

生カリキュラムに従って教育が行われている。  

 千葉科学大学薬学部では、カリキュラム・ポリシーの項目１に基づき、豊かな人間性を

はぐくむ教養教育科目として一般基礎科目が配置されている。一般基礎科目は学生の意思

に基づいて履修ができるように原則選択科目としているが、選択科目が偏らないようにす

るために、３系列（人間と文化、歴史と社会、保体）のそれぞれから１単位以上を履修す

ることとしている。さらに、将来の薬剤師として習得しておく必要性が高いことから「福

祉学」を事実上の必修としている。また、１年次の社会薬学科目である「薬学入門」、「早

期体験学習・銚子学」及び「医療専門職連携導入」では、薬剤師及び関連職種の業務内容
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を講義し、薬学を修める者の職分としての基本的教養を身につけさせている。 

 語学教育に関しては、一般基礎科目の中に外国語科目が含まれており、「外国語Ⅰ～Ⅳ」

の区分から各１科目（１単位）以上、計４単位以上を修得することとなっているが、留学

生を除き、全ての学生が英語科目を履修している。また、TOEICの得点による単位認定も

行われている。ところが、これらの科目は２年次までの配置となっている。すなわち、上

位学年には英語教育を行う科目が設置されていないため、英語教育としては十分であると

は言えない。医療現場で活用できる英語力を身につけるための科目を上位学年に設置する

ことが望ましい。 

 人の行動と心理に関する教育は、カリキュラム・ポリシーの項目２に基づき、医療に携

わる者としての倫理や使命感を身につけ、患者本位の医療提案を実践できるように１年次

「薬学入門」、「ヒューマニズムⅠ」、２年次「医療倫理」、「ヒューマニズムⅡ」、３年次

「医療人のあり方」、「医療コミュニケーションⅠ」、４年次「医療コミュニケーションⅡ」、

５年次「薬局薬学実務実習」、「病院実務実習」、６年次「実務実習事後演習」と全学年に

わたって行われている。 

 薬学部薬学科では、「薬学教育モデル・コアカリキュラム平成25年度改訂版」に示され

ているＳＢＯｓ（Specific Behavioral Objectives）項目を網羅するように薬学教育カリ

キュラムが策定されている（基礎資料２）。そして、授業科目が順次性をもって体系的に

配置されていることを明示するためにカリキュラム・ツリー（基礎資料１）が作成されて

おり、新入生研修や１年次「薬学入門」において説明されている。また、カリキュラム・

ツリーは大学ホームページでも公開されている。カリキュラムは、学部基礎科目、物理・

化学系薬学科目、生命薬学科目、社会薬学科目、医療薬学科目、キャリアアップ科目、専

門実習科目、総合科目に群分けされ、「薬学教育モデル・コアカリキュラム平成25年度改

訂版」の各項目（基本事項・薬学と社会・薬学基礎・衛生薬学・医療薬学・薬学臨床・薬

学研究）について体系的に専攻科目が配置されている（基礎資料１）。 

 大学独自の教育については、危機管理学部が設置されているという教育環境を生かし、

ＤＰ７に対応する危機管理能力を備えた薬剤師を育成するための科目が数多く開講されて

いる。一般基礎科目としては「リスク危機管理論」、専攻科目としては「救急・災害薬学」

を必修科目とし、その他に選択科目として「救命救助法入門」、「救急・災害時チーム医療

演習」が開講されている。これらの科目は、千葉大学・城西国際大学と合同で実施した文

部科学省大学間連携共同教育推進事業「実践社会薬学の確立と発展に資する薬剤師養成プ

ログラム」（2013～2016年度）にも提供され、人数は多くないが千葉科学大学の学生も参



- 12 - 
 

加していた。なお、当該教育プログラムは現在も継続して実施されている。また、薬学の

立場を踏まえて化粧品について学ぶために、必修科目の「化粧品概論」、選択科目の「香

粧品学Ⅰ」及び「香粧品学Ⅱ」を専攻科目として開講している。このように、大学独自の

教育に関しては、ユニークな取組が多く、優れたカリキュラムであると評価できる。しか

し、危機管理や化粧品に関する選択科目の履修者数が少ないので、増やす工夫が望まれる。 

 問題発見・問題解決能力の醸成のための教育としては、「臨床病態解析学演習」、「病院

実務実習」、「薬局実務実習」及び「卒業研究」等が配置されている。卒業研究の実施期間

は４～６年次の３年間であり、配属研究室の指導教員の下、それぞれ個別の研究テーマに

とりくみ、卒業論文を作成すると共に、６年次の８月には卒業論文発表会を行っている。

卒業論文発表会では２名の審査員（研究室指導教員でない教員）が研究成果の薬学におけ

る位置づけを含めた質問を行い、ルーブリックを用いて審査している。 

 以上のように、カリキュラムはカリキュラム・ポリシーに基づき体系的に整理され、バ

ランスよく編成されている。また、人の行動と心理に関する教育も行われている。なお、

カリキュラムは２回（2019年度と2021年度）改定されている。 

 「自己点検・評価書」は、2019年度以降の入学生に適用されているカリキュラムに基

づいて記述されているが、2021年度の４年次生及び６年次生には、2018年度以前入学生

カリキュラムが適用されている。薬学共用試験及び薬剤師国家試験への対策科目に関して

は、2018年度以前入学生は２科目（７単位）及び４科目（13単位）であったが、2019年

度入学生からは１科目（１単位）及び２科目（４単位）となっている。したがって、薬学

教育カリキュラムは薬学共用試験や薬剤師国家試験の合格率の向上のみを目指した編成に

はなっていない。 

 教育課程及びその内容や方法の適切性については、『学習成績結果（単位取得率、進級

率、国家試験合格率等）や「学修到達度評価」を用いて自己点検・評価を行い、その結果

に基づき改善できる体制となっている。また2021年度には、科目間連携を考慮できるよ

うに、薬学部の教育組織体制を教育ユニットに変更している。』と自己点検・評価してい

るが、訪問調査でもこれらを確認した。 

 

（３-２）教育課程の実施 

本項目は、おおむね適合水準に達しているが、シラバスの作成において懸念される点

が認められる。 

学習目標の達成のために態度教育を必要とする科目では、能動的な方略を取り入れてい
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る。具体的には、「薬学入門」、「早期体験学習・銚子学」、「事前実務実習」等の態度に対

する能力向上が求められる科目ではＳＧＤ（Small Group Discussion）やロールプレイを

取り入れている。また、「事前実務実習」及び「調剤学実習」では、基本的態度を講義・

実習・ロールプレイを通じて修得させている。しかし、シラバスの「学習の方略」の欄に

ＳＧＤやロールプレイ等の記載がないため、学習方略の詳細が不明な科目がある。この

「学習の方略」については、シラバスチェックにも記載の指示がない。現在記載項目の追

加が検討されているが（訪問時確認）、学生にわかりやすいように、「学習の方略」につい

て、より具体的に記載することが望ましい。一方、技能に対する方略としては、専門実習

科目11科目（47時間）及び「卒業研究」が実施されている（基礎資料２）。「卒業研究」

は必修科目であり、薬学の知識を学んだ後の４年次から薬学実務実習後の６年次まで実施

されており、問題解決能力を醸成する重要な科目となっている。学生は、研究室に配属さ

れた４年次４月頃から個別の研究テーマにとりくみ、６年次８月に卒業論文発表会を行い、

９月に卒業論文を提出している。しかし、本格的な研究実施は４年次１月からであり、卒

業研究のための時間を十分に確保するためには、６年次の時間割を調整し、連続して研究

できる時間を確保することが望まれる。「卒業研究」の成績は卒業論文発表会と卒業論文

で評価されている。卒業論文発表会は２名の審査員（研究室指導教員ではない教員）、卒

業論文は研究室指導教員が、それぞれルーブリックを用いて評価している。「卒業研究」

の評価結果、卒業論文、卒業論文要旨は、薬学部教務委員会が集め、学部で保管している。 

 薬学実務実習は、「薬学実務実習に関するガイドライン」を踏まえて、薬局-病院の順

に連続性のある22週間で実施されており適切である。また、大学-薬局-病院のスムーズ

な連携のために、「薬学実務実習進捗報告表」を作成し利用している。これはチェックポ

イントとしての情報把握には優れた取り組みであるが、関係者への負担は大きい。薬局実

務実習は病院・薬局実務実習関東地区調整機構が管轄する薬局で実施し、病院実務実習は

同調整機構が管轄する病院、及び大学が契約した病院で実施している。薬学実務実習の開

始前には、「実務実習の事前指示・注意事項等お伺い書」への回答を実習施設に依頼し、

その情報に基づき、研究室指導教員等の教員、及び学生が実習施設と事前打ち合わせを行

っている。Ⅰ期の実習前には、白衣授与式と併せて薬学実務実習直前ガイダンスを実施し

ている。また、薬学実務実習をⅡ期・Ⅲ期から開始する学生については、「薬局実務実習」

の開始直前に改めて薬学実務実習直前ガイダンス及び「事前実務実習」に関する演習を行

うと共に、薬学実務実習に必要な技能・態度の再確認を行っている。 

 薬学実務実習の日誌記録、研究室指導教員等の教員と指導薬剤師との連絡、指導薬剤師
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のコメント記録、研究室指導教員のコメント記録及び実習進捗情報の把握には「実務実習

指導・管理システム」が用いられている。実務実習期間中は、毎週、研究室指導教員は学

生が記録した日誌・週報を確認してコメントを記載し、学生は「実習状況報告書」を研究

室指導教員に提出している。また、薬局実務実習後は、研究室指導教員が「薬学実務実習

進捗報告表」によって、実習の進捗状況ならびに成果を確認し、不足している実習課題に

ついては病院実務実習での実施を病院に要請している。薬学実務実習において問題が生じ

ることが予測される場合、もしくは生じた場合には、研究室指導教員と共に薬学部実務実

習委員会が調査・対応している。 

 薬学実務実習終了後には、薬学実務実習学内成果発表会を実施し、２名の審査員（研究

室指導教員ではない教員）がルーブリックを用いて評価している。また、研究室指導教員

は、学生が作成した薬学実務実習レポートをルーブリックで評価している。薬学実務実習

の評価結果及び薬学実務実習レポートは、薬学部実務実習委員会が集め、学部で保管して

いる。 

 以上のように、千葉科学大学薬学部では、学習目標の達成に適した学習方略が用いられ

ている。また、学生の資質・能力の向上に資する学習評価については、可能な限りルーブ

リックを用いている。学生の資質をさまざまな角度から評価し、能力の向上につなげるた

めには、現在行っている多様な学習・教授・評価方法の開発を今後も継続すると共に、そ

れらの実施をさらに進めることが望まれる。 

 各科目のシラバスは、科目担当教員が作成し学科長が確認した後、大学ホームページで

公表されている。また、シラバスに関する説明は、新入生には新入生オリエンテーション、

在学生には学期毎のオリエンテーションでなされている。各科目の成績評価の方法・基準

はシラバスに記載されており、大学ホームページ及び千葉科学大学ポータルサイトで検

索・閲覧できる。また、１回目の授業の際には、シラバスの記載内容に基づき授業概要、

到達目標、成績評価と基準、履修上の注意等が説明されており、学生への周知が図られて

いる。さらに、シラバスの記載内容に変更が生じた場合には、授業中に周知すると共に、

変更が確認できるように大学ポータルサイトの掲示板に掲載している。しかし、多項目で

成績を評価する科目については、一部の科目において、各評価項目の寄与率がシラバスに

記載されていない。寄与率のシラバスへの記載が望ましい。 

 成績評価の結果は、試験終了後、科目担当教員が大学ポータルサイトの掲示板等を用い

て公表している。なお、単位認定基準（60点）に達していない学生のうち、科目担当教

員が再試験対象者として認めた学生は、大学ポータルサイトに発表される。薬学部専攻科
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目の再試験の試験結果は、全ての結果が同時に発表されている。 

 成績評価に疑義がある場合には、「千葉科学大学履修規程」第34条に基づき、成績公表

後１週間以内に教学支援部教務課を通じて、「成績評価に関する疑義申立書」により、科

目担当教員に申し出ることができる。そして、科目担当教員は「成績評価に関する疑義申

立への回答書」により学生に回答することになっている。また、保護者に対しては、専用

のサイトを設けており、シラバス・成績・授業への出欠状況が、いつでも閲覧可能となっ

ている。 

 以上のように、各科目の成績評価は公正かつ厳格に行われており適切である。 

 進級・卒業要件は、「千葉科学大学履修規程に関する細則」で規定され、学生便覧及び

大学ホームページに掲載されている。また、新入生研修で詳細を説明すると共に、学期毎

のオリエンテーションや進路指導ガイダンス等でも繰り返し周知している。千葉科学大学

では、「千葉科学大学履修規程」第９条に従い、授業科目はカリキュラム表に示された履

修年次でしか履修することができない。そして、修得できなかった科目は、原則として次

の学期または学年での再履修となる。留年の場合も同規定に従った履修となる。進級判定

については、教学支援部教務課が「千葉科学大学履修規程に関する細則」で規定された進

級・卒業要件に基づいて判定し、その結果を薬学部教務委員会が確認した後、３月上旬の

学部教授会（進級判定会議）で承認している。 

 卒業判定についても、教学支援部教務課が「千葉科学大学履修規程に関する細則」で規

定された進級・卒業要件に基づいて判定し、その結果を薬学部教務委員会が確認した後、

薬剤師国家試験前の２月上旬頃の学部教授会（卒業判定会議）で承認している。そして、

２月の卒業判定において卒業できなかった学生が、春学期の科目を履修して単位を修得し、

春学期末の卒業を希望した場合には、「千葉科学大学履修規程」第50条に従い、教学支援

部教務課に「春学期末卒業願」を提出させ、９月上旬の学部教授会（卒業判定会議）で卒

業判定を行っている。 

 以上のように、進級判定及び卒業判定は、設定された基準に従って公正かつ厳格に行わ

れている。 

 千葉科学大学薬学部では、卒業基準が単位制で運用されている現状では、ディプロマ・

ポリシーの前文に掲げたように学生が身につけるべき資質・能力の達成度を卒業判定に組

み込むことは困難であるが、学生が身につけるべき資質・能力を学年ごとに量的に評価す

るために「学修到達度評価」を作成し、卒業予定者がディプロマ・ポリシーに掲げた資

質・能力を身につけているかを解析している。その結果、卒業者と卒業延期者のグループ
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間で評価値に統計的に有意な差があることを認めている（参照【基準 ３-３-１】）。大学

は、今後も検証を続け、ディプロマ・ポリシーの前文に『ディプロマ・ポリシーに掲げた

学生が身につけるべき資質・能力を量的に評価した「学修到達度評価」』による達成度確

認を入れることを検討したいとしている。 

 履修指導に関しては、入学前教育として、千葉科学大学総合学習・日本語支援センター

及び外部業者によって、数学、化学、文章作成についての課題提出と添削指導、等が行わ

れている。入学後には、４月上旬の新入生オリエンテーションで履修に関する説明、翌日

の新入生研修で薬学教育の全体像の説明及び履修指導を行っている。さらに、新入生には

チューターや補助学生による時間割作成の助言も行われている。 

 在学生に対しては、各学期の開始時に、学年毎にオリエンテーションを実施して、薬学

教育の目的、三つの方針、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に示された薬剤師とし

て求められる基本的な資質について説明している。さらに、単位修得状況の把握が煩雑な

１～４年次生には、単位修得状況、ＧＰＡとその順位、進級・卒業要件が確認できるよう

に、個人カルテとなる「単位修得一覧表」を配布している。この一覧表では、単位修得済

み科目、履修したにも関わらず単位が未修得の科目、ＧＰ2.00未満の科目を色分けし、

着目点を分かりやすくしている。また、留年生に対しては、担当チューターが面談をして、

勉強方法の確認及び学修指導を行い、卒業延期者に対しては、卒業に向けての心構え、学

習姿勢、及び授業計画を説明している。 

 １年次春学期の必修専攻科目「薬学入門」では、カリキュラムや進級・卒業要件の概要

説明、さらには、大学生として身につけるべき学修姿勢の説明、学生自身の学修行動の調

査結果をまとめた個人カルテの配布、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」の概要とカ

リキュラムとの関係性や三つの方針の視点でシラバスを読むこと等の説明を行っている。 

 千葉科学大学薬学部では、１、２年次の必修専攻科目に対して、独自の共通オフィスア

ワーが導入されており、学生は授業終了直後に指定された教室に集合し、直前の授業内容

を含めて、科目担当教員に自由に質問することができる。この共通オフィスアワーは、時

間割には補習教育の時間として表示されており、学生が参加しやすい体制となっている。 

 履修登録は千葉科学大学ポータルサイトを用いて学生自身が行っているが、登録された

情報については、チューターが適切であるかを確認している。特に秋学期においては、春

学期の単位修得状況に応じて学生と面談を行い、当該学生にとって最適な履修となるよう

に指導を行っている。学生と面談した際には、大学ポータルサイトの面談記録システムに

面談内容が登録され、チューターの他、学部長・学科長、大学事務局職員が学生指導の状
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況把握に利用している。学生の出欠状況の把握には、大学ポータルサイトの出席管理シス

テムが用いられている。欠席が続く場合には、教学支援部教務課からチューターに連絡が

入り、チューターが当該学生に指導を行い、面談記録システムに登録する体制となってい

る。 

 千葉科学大学薬学部では、チューターが中心となり、１年次は入学前後に細やかな履修

指導を行い、２年次以降は各学期の開始時に履修指導を行っている。なお、2021年度入

学生からは、チューターが担当する１学年の学生数を25名程度から４名程度に減らして

いる。成績不振学生や他分野への進学希望がある学生に対する転学部等も視野に入れた指

導は、学科長・チューターがアカデミック・アドバイザーと協力して行っている。また、

退学を希望する学生には、「退学申し出者への面談票」によって退学までの状況及び退学

後の進路を確認し、「チューター所見」を添えて退学手続きを行っている。  

 

（３-３）学修成果の評価 

本項目は、おおむね適合水準に達しているが、学修成果の評価結果の教育課程の編成及

び実施の改善・向上への活用において懸念される点が認められる。  

千葉科学大学薬学部では、2018年度に三つの方針、カリキュラム、卒業・進級要件等

を大幅に改定し、2019年度入学生から適用している。この時に策定されたディプロマ・

ポリシーについては、７項目のそれぞれに対して、観点と判断基準（１〜４の４段階）か

ら構成されるルーブリック形式の「到達度表」が作成されている。さらに、各科目におけ

る「到達度表」の該当の観点と判断基準を一覧にしたカリキュラム・チェックリストを作

成し、これに基づいた「学修到達度評価」により学修成果の評価を行っている。この試み

は評価できるが、将来の適切な時期にカリキュラム・チェックリストにおける科目ごとの

観点と判断基準の妥当性を見直すことが望ましい。 

 学修成果の評価方法は、ディプロマ・ポリシーの各項目に対応しているカリキュラム・

ポリシーに定められている。したがって、実質的には、単位認定に用いられる評価方法及

び認定時期が、学修成果の評価方法及び評価時期となる。そして、「自己点検・評価書」

では『学部課程の修了時には、「到達度表」に示された観点の全てが判断基準４（キャッ

プストーン）となることから、学生はディプロマ・ポリシーに掲げられた資質・能力を身

に付けたこととなる。』としている。しかし、ディプロマ・ポリシーの前文に述べられて

いる『薬学を修めた者の職分として以下の能力を身につけ、且つ所定の単位を修得した者

に対して学士（薬学）の学位を授与する。』ことに適用するためには、「到達度表」の各観
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点について、卒業を認める基準値を明確にすることが望ましい。 

 薬学実務実習を履修するために必要な資質・能力は、薬学共用試験を通じて確認されて

いる。また、薬学共用試験の実施時期、実施方法、合格者数及び合格基準は、千葉科学大

学薬学部ホームページで公表されている。 

個々の学生及び学年全体の学修成果は、ディプロマ・ポリシーを量的に評価した「学修

到達度評価」を用いて詳しく解析・評価されている。この「学修到達度評価」では、科目

ごとに関与する観点を定め、それぞれの観点にディプロマ・ポリシーに対する関与の程度

に基づいて判断基準１～４のポイントを与え、さらに学生の当該科目のＧＰＡに対応して

獲得ポイントを増減させている。そのため、学生の成績によって評価点が異なることにな

る。また、「自己点検・評価書」によれば、『2020年度に「学修到達度評価」を用いて卒

業者と卒業延期者のグループ間で比較解析を行った結果、両グループ間の獲得ポイントに

統計学的な有意差が認められた。』とのことである。しかし、卒業者と卒業延期者のグル

ープ間に差があることが重要ではなく、資質・能力が基準に到達しているかどうかを評価

することが重要である。したがって、この観点からすれば、学生が身につけるべき資質・

能力は、必ずしも十分には評価されていないと判断できる。また、この方法による評価は

緒についたばかりであり、学修の進捗度評価には使用されているが、学生個人へのフィー

ドバックや教育課程の編成及び実施の改善・向上に活用するには至っていない（訪問時確

認）。「学修到達度評価」の評価結果を教育課程の編成及び実施の改善・向上に活用する必

要がある。 

さらに、学修成果の間接的な評価として、卒業予定者に対して「学修成果に係る自己評

価アンケート（卒業生用）」を実施している。しかし、大学全体で実施されているアンケ

ートであるため、項目の設定が大まかであり、薬学部のディプロマ・ポリシーの内容を正

確に反映していない。それゆえ、学修到達度を正確に評価できていない可能性があるので、

アンケート項目の設定に工夫が望まれる。 

  

４ 学生の受入れ 

本項目は、おおむね適合水準に達しているが、入学者数と入学定員数との乖離におい

て懸念される点が認められる。 

千葉科学大学薬学部では、「千葉科学大学学則」第20条に従い、入学試験合格者の決定

については、『入学試験結果を踏まえて学部長・学科長が入試広報部と協議した上で合格

基準案を作成し、学部教授会、及び千葉科学大学入試判定委員会において審議し、その結
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果を学長に報告している。学長は報告を受けて、合格者を決定している。』と「自己点

検・評価書」には記述されているが、一般選抜以外の入試方式では、教授会の代表として

学部長・学科長が入学試験合格者決定に関わる審議を行い、教授会には審議結果の報告し

かなされていない。したがって、学部教授会の関与が少なく、合格者の決定が責任ある体

制の下で適切に行われているとは言い難い状態であった。ただし、2022年10月の教授会

において、2023年度入試（2022年度実施）からは、一般選抜以外の入試方式についても

教授会により審議されることになった（訪問時確認）。 

 アドミッション・ポリシーに示された多様な人材を広く受け入れるために、入学試験は

１)総合型選抜入試、２)学校推薦型選抜入試、３)薬学部特色選抜入試、４)一般選抜入

試、５)社会人入試、６)私費外国人留学生入試、７)編入学試験の７つの方式で実施され

ている。 

 総合型選抜入試は、千葉科学大学薬学部を第１志望とする公募制専願制入試であり、ス

タンダード型、探究活動重視型、部活動重視型に細分されている。学力は面接、高等学校

等の調査書、志望理由書もしくは課題レポートで評価されている。また、英語外部検定試

験の結果も加点されている。 

 学校推薦型選抜入試は、高等学校長等から推薦された千葉科学大学を第１志望とする卒

業見込者の専願制入試であり、指定校推薦入試と公募制推薦入試に細分されている。学力

は面接、高等学校等の調査書・推薦書、志望理由書で評価されている。また、併願が可能

な推薦入試として特待生推薦入試も実施されており、学力試験（１科目を選択）と高等学

校等の調査書で学力が評価されている。 

 薬学部特色選抜（医療振興型・後継者（薬剤師）育成型）入試も専願制入試であるが、

医療振興型は学校長等の推薦を必要とする学校推薦型選抜入試であり、後継者育成型は総

合型選抜入試である。学力は面接、高等学校等の調査書・推薦書、志望理由書で評価され

ている。 

 一般選抜入試は併願が可能な入試方式であり、一般選抜（前期）Ａ、一般選抜（前期）

Ｂ、一般選抜（後期）、大学入学共通テスト利用入試（前期）、大学入学共通テスト利用入

試（中期・後期）の５つに細分されている。このうち、前期に実施される３つの入試方式

では、入試特待生制度を採用している。入試は学力試験のみであり、一般選抜（前期）Ａ

は２科目選択、一般選抜（前期）Ｂは１科目選択、一般選抜（後期）は選択２科目のうち

高得点１科目を採用、大学入学共通テスト利用入試（前期）は全受験科目のうち高得点２

科目を採用、大学入学共通テスト利用入試（中期・後期）は全受験科目のうち高得点１科
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目を採用としている。 

 社会人入試では、社会経験を積んだ者を対象として、書類審査と面接を通じて能力・適

性や意欲・目的意識等を多面的に評価し、私費外国人留学生入試では、定められた条件を

満たす外国人留学生を対象として、面接、学力試験（化学と英語）、書類審査によって学

力を評価している。また、編入学試験では、面接と学力試験によって学力を評価している。 

 このように多様な入試方式を実施しているが、いずれの方式においても「学力の３要素

（知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力、主体性を持って多様な人々と協働して

学ぶ態度）」の多面的かつ総合的な評価は不十分であり、より理想的な選抜方式への改善

が望まれる。 

 障がい等のある受験生への配慮については、入試広報部を介して、適切な個別対応が行

われている。さらには入学後の修学、生活環境に支障がないか等の相談も実施されている。 

 千葉科学大学薬学部ではアセスメント・ポリシーに基づき、「アセスメント・ポリシー

チェックリスト」等を利用して、教育研究活動の自己点検・評価を定期的に実施している。

そして、入学者の資質・能力の検証に関しては、「アセスメント・ポリシーチェックリス

ト」にあるプレースメントテストの項目で入試方式と成績との相関の自己点検・評価を行

い、『総合点については、一般選抜入試の学生の方が高い正答率であったが、科目の正答

率については、ばらつきが大きく比較が困難であった。』と結論づけている。また、学年

別在籍状況、学年別学籍異動状況、及び卒業状況（基礎資料３）の検証も行われており、

2021年度には、学生に繰り返して教育指導を行ったことにより、全体的に退学者数が減

少し、２年次進級率が上昇したとしている。しかし、各年次の留年率が依然として高いた

め、その原因を解析し、留年率を下げる工夫が望まれる。一方、入学生の入学試験成績・

高等学校等の調査書の評定、選抜入学試験方式と入学後の成績との相関についての薬学部

独自の調査と検証も行われている。以上のように、入学者の資質・能力について検証する

体制は、おおむね整備されている。 

 千葉科学大学薬学部では、2022年度入学試験からは、入学者の質の向上を目指して入

学定員を120名から100名へ変更し、また2021年度入学試験からは、薬学部特色選抜入試

を新たに開始している。このように、大学は入学者数の適切性の検証と改善に向けて努力

はしている。しかし、受験者数の減少傾向が続き、入学者数が入学定員数を大幅に下回る

状況が続いている（基礎資料４）。早急に入学者数の増加につながる入試方式等の改善が

必要である。 
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５ 教員組織・職員組織 

本項目は、教育研究上の目的に沿った教育研究活動の実施に必要な教員組織の整備に

重大な問題があり、適合水準に達していない。 

千葉科学大学薬学部では、教育方針を「学生第一」と定め、また「学生の満足度の高い

講義、指導を！」と「質問しやすい雰囲気作りを！」の指針を定めたことにより、2021

年度には教育組織体制が変更され、講座に代わって教育ユニットが設置された。しかし、

研究室の配置や研究環境は従来どおりに維持されている。また、同時に薬学教育カリキュ

ラムを改定して医療系科目を充実させたことから、2022年度には複数の領域で教員数の

増減を行うことを予定していた。しかし、実際には、医療薬学領域及び臨床薬学領域の教

員が増えていない上に基礎系領域の教員が減っており、全体として教員数が１名減となっ

ている。なお、教員組織の再編に関する中長期的な方針は示されていない。 

 薬学部の専任教員数は、教授15名、准教授７名、講師４名、助教５名の合計31名であ

り、大学設置基準が定める専任教員数（30名、うち教授15名以上）を確保している（基

礎資料５）。しかし、専任教員31名のうち、助教が５名（16.1％）と少ないため、助教の

割合を増やすことが望ましい。専任教員の年齢は、30代８名、40代８名、50代９名、60

代以上６名であり（基礎資料６）、偏りのない年齢構成となっている。しかし、女性教員

数が少なく、わずかに３名（9.7％）のみである。専任教員のうち、実務家教員は５名で

あるが、教授を除く４名は博士の学位を有していない（基礎資料７）。また、専任教員の

うち６名は、直近５年間において研究活動（論文発表、学会発表）の実績がない（基礎資

料９）。博士の学位を有していない教員に対しては、学部長・学科長が面接を行い、学位

取得支援を伝えると共に、学位取得を支援する担当教授を任命する等の対策が講じられて

はいるが、十分な研究成果をあげ、学位が取得できるための支援体制をさらに整備する必

要がある。 

 入学定員が120名（収容人数が720名）であることから、専任教員１名あたりの学生数

は23.2名となる。しかし、現在の在籍学生数が446名であることから（基礎資料３-１）、

実際の学生数は14.4名となる。しかしながら、いずれにしても教員当たりの学生数は10

名以内とすることが望ましい。 

 カリキュラムにおいて重要と位置付けた科目63科目のうち、43科目は専任教員の教授

及び准教授が担当している。しかし、ヒューマニズム教育・医療倫理教育系の４科目を含

む７科目は外部非常勤講師、１、２年次の科目を中心とする13科目は講師もしくは助教

が担当している。しかも、シラバスによれば、少なくとも「有機化学Ⅰ」、「ヒューマニズ
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ムⅠ」、「製剤学Ⅰ」及び「製剤学Ⅱ」の４つの必修科目については、助教のみが担当して

いる。よって、カリキュラムにおいて重要と位置付けられた科目は、教授または准教授が

担当するよう改善する必要がある。 

 教員の採用は「学校法人加計学園大学教育職員の採用に関する規程」及び「千葉科学大

学教員採用・昇任選考基準」、教員の採用手続きは「千葉科学大学人事案件手続き」に従

っている。一方、教員の昇任は「千葉科学大学教員採用・昇任選考基準」及び「薬学部教

員の昇任に関する内規」、教員の昇任手続きは「千葉科学大学人事案件手続き」に従って

いる。このように、教員の採用及び昇任は、適切な規程に基づいて行われている。 

 次世代を担う教員の養成に関しては、大学や薬学部が設置する委員会に若手教員を参加

させ、大学が実施する教育活動を把握させるように努めている。しかし、次世代の教員養

成に関する具体的な方針や計画は策定されていない。次世代の教員養成に関する具体的な

方針や計画を策定し、全ての教員が共有することが望ましい。 

 専任教員の教育研究に関する活動状況（研究内容、学歴・職歴、学位、専門分野、主な

担当科目、主な論文・著書等、所属学会等）は大学ホームページで公表されている。また、

産学官連携を促進するための専用サイトでは、研究内容から教員を検索することが可能と

なっている。 

 研究環境に関しては、開学当初から高性能な研究機器を共同利用機器として導入し、教

員が自由に利用できる環境を整備している。研究費に関しては、全ての専任教員について

教員研究費が配分されると共に、実験実習費が研究室配属の学生数に応じて配分されてい

る。これらに加えて、2021年度には薬学部教員が科学研究費補助金を４件、企業からの

受託研究費等を12件獲得している。専任教員の週当り授業時間は週平均8.2時間であり

（基礎資料７）、研究活動のための時間は十分に確保されている。よって、研究活動を行

うための環境は、適切に整備されている。 

 教育ユニットの設置に伴い、全ての教員が研究室を運営し、卒業研究の学生を担当する

ことになったが（基礎資料８）、助教や博士の学位をもたない教員の研究室については、

博士の学位を有する教授あるいは准教授が、卒業研究の指導や単位認定を補助している

（訪問時確認）。 

 「自己点検・評価書」には記載されていなかったが、質問に対する大学からの回答によ

れば、学生授業改善アンケートは、千葉科学大学ＦＤ・ＳＤ委員会（ＦＤ:Faculty 

Development ＳＤ:Staff Development）のＦＤ部会の指示により、学期毎に開講した全て

の科目に対して実施されている。当該アンケートは、千葉科学大学ポータルサイトのアン
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ケートシステムを通じて実施・回収されているが、2021年度の平均回収率は春学期が

54％、秋学期が39％と高くはなく、授業の実情を把握するためには回収率の向上が望ま

れる。 

 教育研究活動の向上を図るための組織的な取組みとして、ＦＤ活動、ＳＤ活動が、千葉

科学大学及び薬学部の主催で定期的に行われている。薬学部のＦＤ活動は薬学部ＦＤ委員

会が担当しており、学生授業改善アンケートに基づく授業改善活動、担当科目の授業の自

己点検報告書の作成等を行っている。 

 常に新しい医療に対応するために、実務家教員５名のうち２名は非常勤講師の名目で、

医療関連施設（病院・薬局等）において研鑽をしている。薬剤師を取り巻く目まぐるしい

環境変化に対応するために、また臨床での薬剤師経験を学生にフィードバックできるよう

に、全ての実務家教員が研鑽の機会を持てるように努めることが望ましい。また、千葉科

学大学薬学部では、実務家教員でない教員にも医療関連施設で研鑽する機会が与えられて

いる。しかし、研鑽のための制度が整備されていないので、その整備が望まれる。 

 薬学部の教育研究活動を支援するために、学務運営部庶務課の職員３名が薬学部事務室

に配置され（基礎資料５）、薬学実務実習に関する連絡業務、各種研究助成金及び科学研

究費への対応等の事務処理業務を担当している。また、薬学部の施設・設備の維持管理の

ために、学務運営部庶務課の技能職員１名が薬学部に配置されている（基礎資料５）。一

方、動物実験施設（基礎資料11）の管理及び実験動物の飼育は外部に委託している。教

学支援部教務課にも薬学部を主担当とする職員が配置されている。なお同課は、暴風警報

等の発令等、授業の開講に支障がある事態が発生した場合には、電子メール・千葉科学大

学ポータルサイトを通じて情報を提供している。さらに、欠席が多い学生への連絡も担当

している。以上のように、千葉科学大学薬学部では、教育研究活動の実施に必要な職員組

織は整備されている。 

 

６ 学生の支援 

本項目は、適合水準に達している。 

千葉科学大学薬学部では、薬の専門家として社会に貢献したいという熱意をもつ多様な

人材を広く受け入れていることから、入学時の学力分布が非常に広い。そのため、千葉科

学大学総合学習・日本語支援センターを設置して、初年次教育に力を入れている。また１、

２年次には、必修専攻科目について共通オフィスアワーを設定し、補習教育を実施してい

る。 
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 学生の学修指導や生活面での相談に応じるため、学生４名程度に１名のチューターが配

置されている。また、チューターと共に学修指導を行うアカデミック・アドバイザーも選

任されていることは評価できる。通学・下宿・安全防犯・奨学金等の生活面に関する相談

は、教学支援部学生課が担当している。健康に関する相談、学習・友人関係・生活・家庭

環境での悩みには、教学支援部健康衛生課の保健師や職員、及び公認心理師（スクールカ

ウンセラー）が対応している。新型コロナウイルス感染症に対する医療対応は、教学支援

部健康衛生課、教学支援部学生課、危機管理学部保健医療学科が連携して行っている。千

葉科学大学薬学部には数多くの留学生が在籍しているが、留学生チューターが配置されて

おり、また「千葉科学大学総合学習・日本語支援センター」の外国人スタッフによる支援

もあり、十分に対応できている（訪問時確認）。 

 就職に関しては、教学支援部キャリア支援課が、千葉科学大学就職委員（教員）と共に

就職に関するガイダンス、就職相談会（集団、個別）、面接対策、公務員試験対策等の支

援を定期的に行っている。また、病院薬剤師を希望する学生には、薬学部教員宛の個別依

頼の情報をメール等で提供している。しかし、学生が主体的に進路を選択できるように、

教学支援部キャリア支援課を中心として、情報の収集・発信の一元化を図ることが望まし

い。 

 学生の意見を教育や学生生活に反映するために、「学生と教職員の意見交換会」が年１

回開催されている。集約した意見については、大学の回答を付け、千葉科学大学ポータル

サイトや大学構内に掲示されている。また、全学生を対象とする「学生生活アンケート」

も実施されており、その結果は教学支援部学生課が取りまとめている。さらに、薬学部で

は学部長・学科長が独自に学生の意見・要望を収集し、教育の改善に利用している。学生

の意見を教育や学生生活に反映する組織は職員が中心であり、教員から構成される組織や

委員会は設置されていないが、学生数が多くないため、十分に対応できている（訪問時確

認）。 

 以上のように、学生の学習・生活相談に対応するための体制、学生の主体的な進路選択

を支援するための体制、学生の意見を教育や学生生活に反映するための体制は、おおよそ

整備されていると判断できる。 

 学生に対する安全教育として、新入生には避難方法や応急手当の手法を記載した携帯型

の「千葉科学大学防災行動マニュアル」が配布されている。また、学期開始時のオリエン

テーションでは、教室に掲示されている地震・津波等の発生時における避難方法を確認さ

せている。さらに、自動車・バイクで通学する際の注意喚起、交通安全講習会の案内、夜
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間の一人歩きへの注意喚起、防犯ベルの無料貸し出し等も行われている。新型コロナウイ

ルス感染症に関しては、教学支援部健康衛生課、教学支援部学生課、危機管理学部保健医

療学科が連携し、遠隔授業の受講方法、新型コロナウイルス感染症の疑いがある場合の対

応法等を教職員及び学生に説明している。避難訓練も毎年実施されており、多数の消防

車・消防士、防災ヘリコプターも参加している。 

 学生の定期健康診断は毎年年度初めに実施されている。学生には教学支援部健康衛生課

から周知を行っているが、複数の学年で80％を下回っている（基礎資料10）。受診率を

100％に近づけるための改善策を策定し、実行することが望ましい。また「自己点検・評

価書」には記載されていなかったが、質問に対する大学からの回答によれば、風疹、麻疹、

水痘、ムンプス、Ｂ型肝炎の実務実習前抗体検査は、４年次定期健康診断の際に実施して

いる。そして、抗体検査の結果を受けて、６月中旬に抗体検査結果の解釈とワクチンの追

加接種に関する指導がなされ、薬学実務実習開始までには、学生が各自で必要なワクチン

を追加接種している（基礎資料10）。ワクチンの接種は、学生が提出した接種証明書で確

認している。学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険については、大学が

保険料を負担し、大学が加入手続きを行っている。 

 実験・実習を実施する際には、試薬や機器の取り扱いに関する指導、白衣の着用やゴー

グルの装着等に関する指導を行っている。また、配属された研究室では、試薬の取り扱い

に関する情報を研究室に掲示し、注意喚起を図っている。さらに、該当する学生には、動

物実験や組換えＤＮＡ実験を行うための教育訓練が実施されている。産業医による職場巡

視は年に数回実施され、研究室の環境、及び試薬等の取り扱いや保管状況の確認等、安全

を保つための指導がなされている。喫煙については、受動喫煙を防止するために、指定さ

れた箇所を除き、大学キャンパスを全面禁煙としている。 

 以上のように、千葉科学大学薬学部では、学生が安全かつ安心して学習に専念するため

の体制の整備は適切である。 

 

７ 施設・設備 

本項目は、適合水準に達している。  

千葉科学大学は３学部、２キャンパスで構成されているが、キャンパス間の距離は約

500mであり、授業時間の合間での移動が可能である。 

 大学共有施設は１号館（管理教養棟）、２号館（講義棟）、図書館（資料閲覧室・学習室

自習室を含む）、体育館等であり、薬学部の施設は３号館（薬学部棟）、薬用植物園、５号
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館（講義・実験棟）、薬学部付属棟（動物実験施設、アイソトープ実験施設、バイオセイ

フティー実験施設）である。実験・演習の施設･設備としては、３号館に学生実習室７室、

共同機器室15室、模擬薬局、５号館に情報処理演習室(80台余のコンピューターを同時利

用可)及び実習室11（ＯＳＣＥ室）が整備されている（基礎資料11）。また、参加型学習

（少人数教育）のための場所としては、2016年度の図書館の増築時に、従来のグループ

学習室２室に加え、ラーニングコモンズ学習室１室、プレゼン学習室１室、グループ学習

室３室が整備されている。これらの部屋は24時間利用可能となっている。 

 ３号館の共同ゼミ室や学生実習室の一部が学習室として８時から22時まで開放され、

各研究室の実験室や厚生棟等も学習室として活用されている。また、学生実習室は学生実

習以外の科目で参加型学習にも利用されている。よって、講義室以外の学習スペースは十

分に提供されている。 

 臨床準備教育の施設としては、３号館に模擬薬局、５号館に実習室11があり、受付・

服薬指導カウンター、錠剤・水剤・各調剤台、散剤調剤台（集塵機付）、自動調剤機（錠

剤および散剤包装）、汎用卓上分包機、クリーンベンチ、薬用保冷庫及び模擬病室を備え

ている。さらに、実践的教育や医療薬学系実習での高度臨床技能トレーニングのために、

高機能患者シミュレータ２体、フィジカルアセスメントモデル２体、呼吸音聴診シミュレ

ータ３体が模擬薬局に設置されている。共同利用機器は、研究室に隣接する共同機器室に

設置されており、機器ごとに適切な管理者が配置され、管理・運用を行っている。 

 千葉科学大学図書館の閲覧座席数は417席であり、その収容定員に対する割合は17.7％

であり（基礎資料12）、文部科学省の基準を満たしている。情報検索については、学生全

員がノート型パソコンを利用して、無線または有線ＬＡＮによってインターネットへ接続

することが可能となっている。図書館内視聴覚機器としては、ブース４基（ＤＶＤ・ビデ

オテープ兼用、カセットテーププレイヤー）を有している。2021年４月１日時点の蔵書

数は81,208冊であり、ScienceDirectやメディカルオンライン等の電子ジャーナル契約に

よる閲覧可能雑誌タイトル数は2,469である（基礎資料13）。図書館の開館時間は、平日

が８時20分から22時、土曜日が９時から17時、日曜日が12時から17時である。また、夏

季及び冬季の休み期間中も原則９時から17時まで開館されている。 

 以上のように、千葉科学大学薬学部では、教育研究活動の実施に必要な施設・設備は整

備されている。 
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８ 社会連携・社会貢献 

本項目は、適合水準に達している。 

千葉科学大学薬学部では、薬剤師の資質・能力の向上のために、「認定実務実習指導薬

剤師養成ワークショップ」に教員を派遣している。また、千葉県病院薬剤師会主催

「2021年度基礎実務研修会」（2022年1月）の研修プログラム「フィジカルアセスメント

の基礎知識」には、薬学部教員が講師として招聘されている。 

 医療・薬学の発展のために、複数の企業や公的機関と共同研究や研究交流を行うと共に、

2010年度からは「千葉科学大学コスメティックサイエンスシンポジウム」を開催してい

る。また、2018年には、地元ＮＰＯ法人と協力して、地域の商品を利用した機能性表示

食品「銚子のおちょうしサバ」を開発している。千葉科学大学は、地元の自治体・企業と

の連携を深めるために、大学や地元企業が最新の研究成果やシーズを紹介する「ＣＩＳフ

ォーラム」を毎年主催している。薬学部の教員や大学院生・学部学生も同フォーラムで研

究成果を発表している。さらには、高大連携事業として、高校生に対する薬学の教育内容

の紹介や体験実験等を行っている。この他、卒業生等に対する生涯教育を目的として薬学

部生涯教育・資格委員会が設置されているが、新型コロナウイル感染症の影響もあり、生

涯教育講座はまだ実施されていない。 

 地域における保健衛生の保持・向上のために、2012年度から「千葉科学大学市民公開

講座」において、薬学部教員が一般市民向けに薬学に関する講演を行っている。また、地

域住民に対する啓蒙活動の一環として、銚子市、旭市、神栖市の教育委員会の後援により、

近隣の小・中学校、高等学校、諸団体において体験型薬物乱用防止教育を実施している。

さらには、薬学部教員１名が成田市急病診療所の当番薬剤師、及び成田市内の小学校、中

学校、高等学校各１校の学校薬剤師の任にあたっている。2018年からは、看護学部が開

催する看護の日イベント｢ヘルスチェック健康Ｇｅｔ｣に薬学部教員も参加して、薬草茶

の試飲や皮膚の水分測定を行っている。 

 以上のように、千葉科学大学薬学部は、医療・薬学の発展、薬剤師の資質・能力の向上、

及び地域における保健衛生の保持・向上に対して多方面から貢献している。 

 千葉科学大学は国際交流に力を入れており、日常的な国際交流の推進に努めている。英

語の他、中国語や韓国語のホームページも作成されている。現在、韓国、中国、台湾、ア

メリカ合衆国、イギリス、ブラジル等、16カ国58の教育・研究機関と交流協定を結び、

国際交流プログラムを実施している。薬学部も独自の国際交流活動として、韓国・翰林大

学との間に薬学分野の教育研究に関する協定を結んでいる。千葉科学大学には、千葉科学
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大学総合学習・日本語支援センターが設置されており、留学生チューターと協力して、留

学生の支援や指導を行うと共に、国際交流プログラム（協定大学留学、海外研修派遣、協

定大学研修団受け入れ等）の運営、海外協定大学間学術交流に関わる業務を行っている。

海外研修プログラムとしては、アメリカ合衆国（フィンドリー大学）、ブラジル（パラ

ナ・カトリカ、パラナ連邦大学）、イギリス（サンダーランド大学）、台湾（致理技術学

院）、韓国（湖西大学）、ハワイ大学ヒロ校等において10日間から１か月程度の語学研修、

ホームステイ、文化交流を実施している。海外協定校からの研修団の受け入れプログラム

では、日本語授業、文化交流、学生・地域との交流、ホームステイ等を行っている。 

 以上のように、千葉科学大学薬学部は活発な国際交流に努めている。 

 

 

Ⅳ．大学への提言 

１）長所 

1. 学修成果の評価のために、ディプロマ・ポリシーの各項目に対して、観点と４段階の

判断基準から構成されるルーブリック形式の到達度表が作成され、さらに各科目の観

点と判断基準を一覧にしたカリキュラム・チェックリストを作成し、これに基づいた

学修到達度評価により学修成果の評価を行っていることは高く評価できる。（３．薬

学教育カリキュラム ３－３学修成果の評価） 

2. 学生の修学支援として、チューターと共に学修指導を行うアカデミック・アドバイザ

ーが選任されていることは評価できる。（６．学生の支援） 

 

２）助言 

1. ＤＰ７の「危機管理能力の活用」という表現は、薬学部の学生にはわかりにくい。わ

かりやすい表現への変更が望まれる。（１．教育研究上の目的と三つの方針） 

2. 千葉科学大学自己評価委員会の構成員には外部委員が含まれていない。外部委員また

は６年制課程の卒業生を当該委員会に含め、審議の段階から参加してもらうことが望

ましい。（２．内部質保証） 

3. 「アセスメント・ポリシーチェックリスト」においては、ディプロマ・ポリシーに関

する評価項目が「卒業後アンケート調査」と「進路先への調査」の２項目であり、評

価項目としては不十分である。また、これらのアンケート調査への回答率が低く、実

施頻度も４年に１回である。これらのことから、ディプロマ・ポリシーへのフィード
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バックが十分ではない可能性があるため、アンケート調査の実施方法の根本的な改善

が望まれる。（２．内部質保証） 

4. 自己点検・評価の結果は、「千葉科学大学事業報告」で公表されているが、薬学部独

自には公表をしていない。薬学部ホームページ等で公表することが望ましい。（２．

内部質保証） 

5. 継続的に自己点検・評価が行われているが、「アセスメント・ポリシーチェックリス

ト」での評価結果の教育研究活動の改善へのフィードバックは十分ではない。自己点

検・評価結果の教育研究活動へのさらなる反映が望まれる。（２．内部質保証） 

6. 英語教育に関しては、上位学年には科目が設置されていないため、十分であるとは言

えない。医療現場で活用できる英語力を身につけるための科目を上位学年に設置する

ことが望ましい。（３．薬学教育カリキュラム ３－１教育課程の編成） 

7. シラバスの「学習の方略」の欄に関して、ＳＧＤやロールプレイ等の記載がないため、

学習方略の詳細が不明な科目がある。学生にわかりやすいように、「学習の方略」に

ついて、より具体的に記載することが望ましい。（３．薬学教育カリキュラム ３－

２教育課程の実施） 

8. 多項目で成績を評価する科目については、一部の科目において、各評価項目の寄与率

がシラバスに記載されていない。寄与率のシラバスへの記載が望ましい。（３．薬学

教育カリキュラム ３－２教育課程の実施） 

9. 「到達度表」をディプロマ・ポリシーの前文に述べられている『薬学を修めた者の職

分として以下の能力を身につけ、且つ所定の単位を修得した者に対して学士（薬学）

の学位を授与する。』ことに適用するためには、「到達度表」の各観点について、卒業

を認める基準値を明確にすることが望ましい。（３．薬学教育カリキュラム ３－３

学修成果の評価） 

10. 多様な入試方式を実施しているが、いずれの方式においても「学力の３要素（知識・

技能、思考力・判断力・表現力等の能力、主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度）」の多面的かつ総合的な評価は不十分であり、より理想的な選抜方式への改善

が望まれる。（４．学生の受入れ） 

11. 各年次の留年率が依然として高いため、その原因を解析し、留年率を下げる工夫が望

まれる。（４．学生の受入れ） 

12. 薬学部の専任教員31名のうち、助教が５名（16.1％）と少ないため、助教の割合を

増やすことが望ましい。（５．教員組織・職員組織） 
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13. 次世代の教員養成に関する具体的な方針や計画を策定し、全ての教員が共有すること

が望ましい。（５．教員組織・職員組織） 

14. 薬学部の教員が医療関連施設で研鑽できる体制は整っているが、研鑽のための制度が

整備されていないので、その整備が望まれる。（５．教員組織・職員組織） 

15. 就職支援に関して、学生が主体的に進路を選択できるように、教学支援部キャリア支

援課を中心として、情報の収集・発信の一元化を図ることが望ましい。（６．学生の

支援） 

16. 学生の定期健康診断の受診率は、周知がなされているにも係らず、複数の学年で80％

を下回っている。受診率を100％に近づけるための改善策を策定し、実行することが

望ましい。（６．学生の支援） 

 

３）改善すべき点 

1. カリキュラム・ポリシーにはディプロマ・ポリシーに示された資質・能力の学修成果

（修得度）の評価方法が十分に記載されていないので、より具体的に記載する必要が

ある。（１．教育研究上の目的と三つの方針） 

2. 「アセスメント・ポリシーチェックリスト」及び「学修到達度評価」を用いた評価で

は量的評価が中心であり、自己点検・評価で求められている質的・量的な解析として

は不十分である。質的評価法の導入や在籍（留年・休学・退学等）及び卒業状況（入

学者に対する標準修業年限内の卒業者の割合等）の入学年次別分析を含め、アセスメ

ント・ポリシーの評価項目についての再検討が必要である。（２．内部質保証） 

3. 「学修到達度評価」は学修の進捗度評価には使用されているが、学生個人へのフィー

ドバックや教育課程の編成及び実施の改善・向上に活用するには至っていない。「学

修到達度評価」の評価結果を教育課程の編成及び実施の改善・向上に活用する必要が

ある。（３．薬学教育カリキュラム ３－３学修成果の評価） 

4. 受験者数の減少傾向が続き、入学者数が入学定員数を大幅に下回る状況が続いている。

早急に入学者数の増加につながる入試方式等の改善が必要である。（４．学生の受入

れ） 

5. 薬学部の専任教員のうち、実務家教員は５名であるが、教授を除く４名は博士の学位

を有していない。また、専任教員のうち６名は、直近５年間において研究活動（論文

発表、学会発表）の実績がない。十分な研究成果をあげ、学位が取得できるための支

援体制をさらに整備する必要がある。（５．教員組織・職員組織） 
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6. カリキュラムにおいて重要と位置付けた科目のうち、７科目は外部の非常勤講師、13

科目は講師もしくは助教が担当している。カリキュラムにおいて重要と位置付けられ

た科目は教授または准教授が担当するよう改善する必要がある。（５．教員組織・職員

組織） 
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Ⅴ．認定評価の結果について 

千葉科学大学薬学部薬学科（以下、貴学）は、2021年度に本機構の、「薬学教育評価 評

価基準」（以下、「評価基準」）に基づく６年制薬学教育プログラムの自己点検・評価を

実施し、「薬学教育評価申請書」を本機構に提出しました。 

Ⅰ～Ⅳに記載した内容は、貴学が自己点検・評価の結果により作成し本機構に提出した

「調書」（「自己点検・評価書」及び「基礎資料」）と添付資料に基づいて行った本評価

の結果をまとめたものです。 

 

１）評価の経過 

本評価は、本機構が実施する研修を修了した４名の評価実施員（薬学部の教員３名、現

職の薬剤師１名）で構成される評価チームによるピア・レビューを基本にして行いました。 

 まず、書面調査として、個々の評価実施員が「調書」に基づいて「評価基準」の達成状

況を検証して所見を作成し、それらを評価チーム会議で検討して評価チームの所見をとり

まとめました。評価チームは、書面調査の所見を整理した結果に貴学への質問事項などを

加えた「評価チーム報告書案」を作成し、これを貴学に送付して、質問への回答と「評価

チーム報告書案」に対する貴学の意見（第１回目のフィードバック）を求めました。 

 評価チームは、貴学からの回答と追加された資料、並びに「評価チーム報告書案」に対

する意見を検討して「評価チーム報告書案」の所見を修正し、その結果を踏まえて、書面

調査では十分に評価できなかった点を含めて貴学の６年制薬学教育プログラムの状況を確

認するための訪問調査を実施する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に 

鑑み、オンラインでの訪問調査を実施することとなりました。「訪問時閲覧資料」のうち、

可能なものは事前に電子媒体としてご提供いただいて閲覧し、大学関係者・若手教員との

意見交換、並びに学生との面談をオンラインで行いました。また、「訪問時閲覧資料」の

うち、電子媒体でお送りいただく事が困難であった資料の閲覧のために、評価実施員１名

が貴学を直接訪問して追加の訪問調査を行いました。訪問調査を終えた評価チームは、訪

問調査で得た情報と書面調査の所見を総合的に検討し、「評価チーム報告書」を作成して

評価委員会に提出しました。 

「評価チーム報告書」の提出を受けた評価委員会は、評価チームの主査を含めた拡大

評価委員会を開いて、評価チームの判断を尊重しつつ、「評価結果」に大学間での偏りが

生じないことに留意して「評価チーム報告書」の内容を検討し、「評価報告書（評価委員

会案）」を作成しました。次いで、評価委員会は「評価報告書（評価委員会案）」を貴学に
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送付し、事実誤認あるいは誤解を生じる可能性がある表現などに対する「意見申立て」

（第２回目のフィードバック）を受けました。 

 評価委員会は、申立てられた意見を検討して「評価報告書（評価委員会案）」を修正す

るための拡大評価委員会を開催し、「評価報告書原案」を確定しました。 

本機構は、外部有識者を含む評価の最高意思決定機関である総合評価評議会において

「評価報告書原案」を慎重に審議し、「評価報告書」を確定しました。 

本機構は、「評価報告書」を貴学に送付するとともに社会に公表し、文部科学省及び厚

生労働省に報告します。 

 なお、評価の具体的な経過は「３）評価のスケジュール」に示します。 

 

２）「評価結果」の構成 

「評価結果」は、「Ⅰ．総合判定の結果」、「Ⅱ．総評」、「Ⅲ．『項目』ごとの概評」、「Ⅳ．

大学への提言」で構成されており、それらの意味は以下の通りとなっています。 

「Ⅰ．総合判定の結果」には、貴学の薬学教育プログラムが総合的に本機構の「評価基

準」に適合しているか否かを記しています。 

「Ⅱ．総評」には、本機構の「評価基準」に対する貴学の達成状況を簡潔に記しています。 

「Ⅲ．『項目』ごとの概評」には、「評価基準」を構成する項目１、２、３－１、３－２、

３－３、４、５、６、７、８について、【基準】に対する達成状況の概要を記しています。 

「Ⅳ．大学への提言」は、「評価結果」に関する本機構からの特記事項で、「１）長所」、

「２）助言」、「３) 改善すべき点」に分かれています。 

「１) 長所」は、貴学の特色となる優れた取り組みと評価されたものを記載しています。 

「２）助言」は、「評価基準」を達成する最低要件は充たしているが、目標を達成するた

めには改善が望まれることを示すものです。「助言」の内容に対する改善の実施は貴学の判

断に委ねますが、個々の「助言」への対応状況についての報告書の提出が必要です。 

「３）改善すべき点」は、「評価基準」が求める最低要件を充たしていないと判断された

問題点で、貴学に対して「評価基準」を達成するための改善を義務づけるものです。「改善

すべき点」については、早急に改善に取り組み、「評価基準」を達成したことを示す成果を

「提言に対する改善報告書」として所定の期限内に本機構に提出することが必要です。 

なお、本「評価結果」は、貴学の「自己点検・評価書」及び「基礎資料」に記載された

2021年度における薬学教育プログラムを対象にして、書面調査ならびに訪問調査において

確認した状況に基づいて作成したものであるため、現時点ではすでに改善されている点が
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提言の指摘対象となっている場合があります。また、別途提出されている「調書」の誤字、

脱字、数値の誤記などに関する「正誤表」は、本「評価報告書」及び「調書」を本機構の

ホームページに公表する際に、合わせて公表します。 

 

３）評価のスケジュール 

貴学の薬学教育プログラム評価を以下のとおり実施しました。 

  

2020年１月30日  本評価説明会を実施  

2022年３月８日 貴学より調書の草案の提出。機構事務局は内容を確認 

３月30日 

４月４日 

機構事務局より貴学へ草案の確認終了を通知 

貴学より「薬学教育評価申請書」の提出 

４月27日 貴学より評価資料（調書および添付資料）の提出 

評価実施員は評価所見の作成開始  

～６月29日  主査は各実施員の評価所見を基に「評価チーム報告書案」の原案を作成  

７月５日  評価チーム会議を開催し、主査の原案を基に「評価チーム報告書案」を

作成  

  ７月26日  評価チームは「評価チーム報告書案」を機構事務局へ提出 

機構事務局より貴学へ「評価チーム報告書案」を送付  

   ８月18日  貴学より「評価チーム報告書案に対する確認および質問事項への回答」

の提出 

９月１日  評価チーム会議を開催し、貴学からの「評価チーム報告書案に対する確

認および質問事項への回答」を検討し、訪問時の調査項目を確認  

11月１日・２日 

11月４日  

貴学とのオンライン面談を実施 

主査１名による貴学への訪問調査実施 

11月６日  評価チーム会議を開催し、「評価チーム報告書」を作成  

11月18日 「評価チーム報告書」を評価委員会へ提出 

12月２日・６日  評価委員会（拡大）を開催し、「評価チーム報告書」を検討   

12月26日  評価委員会（拡大）を開催し、「評価報告書（評価委員会案）」を作成 

2023年１月５日 機構事務局より貴学へ「評価報告書（評価委員会案）」を送付  

１月19日 貴学より「意見申立書」の提出  

２月２日  評価委員会（拡大）を開催し、意見申立てに対する「回答書」および

「評価報告書原案」を作成 

２月９日 機構事務局より貴学へ意見申立てに対する「回答書」を送付 

２月15日  「評価報告書原案」を総合評価評議会へ提出 

３月１日  総合評価評議会を開催し、「評価報告書」を決定  

３月14日  機構事務局より貴学へ「評価報告書」を送付  
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＊本評価説明会、評価チーム会議、評価委員会、総合評価評議会は全てオンラインで実施

しました。 

 

４）提出資料一覧 

（調書） 

   自己点検・評価書 

   薬学教育評価 基礎資料 

（根拠資料） 

提出資料一覧（様式2-1、 2-2）を以下に転載 

追加資料一覧 を以下に転載 

 

 



薬学教育評価 提出資料一覧 

大学名  千葉科学大学  

資料 
No. 

必ず提出する添付資料 
自由記入欄 

(当該項目の控など) 

資料 1 千葉科学大学ガイドブック 2022（冊子体、別添） 

資料 2 学生便覧・別冊統合版 

資料 3 （資料 2に収載） 

資料 4 新入生オリエンテーション、新入生研修、在校生オリエンテーショ

ン配布資料
目次付き 

資料 5 シラバス（別添） 目次付き 

資料 6 時間割表（全学年、1年分） 

資料 7 実務実習（薬局・病院）の概略評価表 

資料 8 入学志望者に配布した学生募集要項 目次付き 

資料 

No. 
根拠となる資料・データ等 

自由記入欄 

 (当該項目の控など) 

資料 9 千葉科学大学学則 

資料 10 大学ホームページ（建学の理念、学則掲載ページ） 

http://www.cis.ac.jp/information/ideology/index.html 

資料 11 大学ホームページ（教育研究上の目標、アセスメント・ポリシー掲

載ページ） 

http://www.cis.ac.jp/information/destination/index.html 

資料 12 大学ホームページ（三つの方針掲載ページ） 

http://www.cis.ac.jp/pharmacy/goal.html 

資料 13 薬学教育評価機構の第１期再評価時の改善報告について審議結果

（2019-02-28） 

資料 14 薬学教育評価機構の第１期再評価改善報告書（2018-06-29） 

資料 15 千葉科学大学学務委員会規程 

資料 16 千葉科学大学大学協議会規程 

資料 17 2021年度薬学部設置委員会・委員会規程 

資料 18 2020年度薬学科進路状況 

資料 19 厚生労働省「患者のための薬局ビジョン ～「門前」から「かかりつ

け」、そして「地域」へ～」（2015-10-23） 

（様式２－１）



資料 

No. 
根拠となる資料・データ等 

自由記入欄 

 (当該項目の控など) 

資料 20 平成 23 年度厚生労働科学研究報告書「薬剤師のための災害対策マ

ニュアル」

資料 21 令和元年度第 10 回千葉科学大学協議会 議事録（2020-02-06） 教育目的・三つの方針

の改定 

資料 22 平成 30 年度第 2回千葉科学大学学務委員会 議事録（2018-05-31） アセスメント・ポリシ

ー策定小委員会の設置 

資料 23 アセスメント・ポリシー及び薬学科評価項目

資料 24 令和元年度第 3回千葉科学大学協議会 議事録（2019-06-06） アセスメント・ポリシ

ー 承認 

資料 25 薬学科アセスメント・ポリシーチェックリスト 

資料 26 平成 31 年度第 1回薬学部教授会 議事録（2019-04-25） 2019 年度薬学部設置委

員会 

資料 27 令和元年度第 2回薬学部教授会 議事録（2019-05-23） アセスメント・ポリシ

ーチェックリスト 承認 

資料 28 薬学科アセスメント・ポリシーチェックリストによる自己点検・評

価結果 

資料 29 令和 3年度第 17 回薬学部教授会 議事録（2022-02-17） 薬学部自己評価報告、

秋学期卒業判定 

資料 30 千葉科学大学自己評価委員会規程 

資料 31 千葉科学大学教学マネジメント委員会規程 

資料 32 全学的な自己評価、教学マネジメント体制 

資料 33 「学修到達度評価」の方法 

資料 34 令和 2年度千葉科学大学事業報告 

資料 35 学園ホームページ（令和 2年度千葉科学大学事業報告） 

https://www.kake.ac.jp/information/project.html 

資料 36 令和 3年度第 1回薬学部教授会 議事録（2021-04-22） 薬学部組織体制の変

更、履修指導の依頼、

教員業績欄の更新依頼 

資料 37 平成 30 年度第 2回千葉科学大学大学協議会 議事録（2018-05-10） 退学率の改善 

資料 38 2019年度学生便覧抜粋（教育研究上の目的、三つの方針、カリキュ

ラム、進級・卒業要件）

2019 年度薬学教育プロ

グラム 



資料 

No. 
根拠となる資料・データ等 

自由記入欄 

 (当該項目の控など) 

資料 39 令和 2年度第 18 回薬学部教授会 議事録（2021-01-21） 2021 年度カリキュラム

変更 

資料 40 大学ホームページ（カリキュラム関係掲載ページ） 

http://www.cis.ac.jp/~kyoumu/handbook/index.html 

資料 41 文部科学省 大学間連携共同教育推進事業「実践社会薬学の確立と発

展に資する薬剤師養成プログラム」 

資料 42 大学間連携共同教育事業「実践社会薬学の確立と発展に資する薬剤

師養成プログラム」 

資料 43 問題解決能力に関する科目リストと単位数割合 

資料 44 教学支援部教務課からのシラバス内容チェック依頼、シラバスチェ

ック項目表 

資料 45 「早期体験学習・銚子学」の一環として実施した「薬草探索会」 

資料 46 2021年度卒業研究／特別実習発表会 卒業論文タイトル一覧 

資料 47 令和 3年度第 3回薬学部教授会 議事録（2022-06-10） 2021 年度薬学部設置委

員会、委員会規程、卒業

論文評価日程・評価方法 

資料 48 令和 3年度 卒業研究／特別実習に関する評価表 

資料 49 文部科学省「薬学実務実習に関するガイドライン」 

資料 50 薬学実務実習進捗報告表 

資料 51 2021年度 薬学実務実習 実習施設一覧 

資料 52 実務実習の事前指示・注意事項等お伺い書 

資料 53 富士フイルムシステムサービス株式会社が提供する「実務実習指導・

管理システム」 

資料 54 2022年度薬学実務実習直前ガイダンス資料 

資料 55 実習状況報告書（学生報告書） 

資料 56 令和 3年度第 11 回薬学部教授会 議事録（2021-10-14） 実務実習教育指導 

資料 57 薬学実務実習 学内成果発表会 

資料 58 薬学実務実習 学内成果発表 評価表 

資料 59 薬学実務実習レポートの提出と評価表 

資料 60 大学ホームページ（シラバス閲覧） 

http://www.cis.ac.jp/student/index.html 

資料 61 千葉科学大学ポータルサイト（掲示板） 例示 成績評価方法の変更な

どの重要事項の通知例 



資料 

No. 
根拠となる資料・データ等 

自由記入欄 

 (当該項目の控など) 

資料 62 千葉科学大学履修規程 

資料 63 千葉科学大学ポータルサイト（再試験発表） 

資料 64 薬学部再試験結果発表形式 

資料 65 千葉科学大学ポータルサイト（成績一覧表閲覧） 

資料 66 成績評価に関する疑義申立 

資料 67 令和元年度第 7回学務委員会議事録（2019-11-28） 成績評価に関する疑義

申立方法の確立 

資料 68 千葉科学大学保護者サイト 

資料 69 令和 3年度第 9回薬学部教授会 議事録（2021-09-09） 春学期卒業判定 

資料 70 春学期末卒業願 

資料 71 学生成果に係る自己評価アンケート（卒業生用） 

資料 72 令和 3年度入学前教育実施計画 

資料 73 千葉科学大学チューター制度規程 

資料 74 オリエンテーション日程（春学期・秋学期）

資料 75 大学ホームページ（授業日程計画表掲載ページ） 

http://www.cis.ac.jp/information/learning/event/index.html 

資料 76 薬剤師として求められる基本的な資質 

資料 77 アカデミック・アドバイザー制度

資料 78 単位修得一覧個人カルテ 例示 

資料 79 2021年度 CIS修学ナビ 

資料 80 学修行動調査個人カルテ 例示 

資料 81 薬学入門レポート No.1 例示 

資料 82 薬学教育モデル・コアカリキュラム 平成 25 年度改訂版（冊子体、

別添） 

資料 83 「薬学入門」授業プリント p43～66 

資料 84 「薬学入門」ユニット 2 試験問題 

資料 85 共通オフィスアワーの実施時限 

資料 86 千葉科学大学ポータルサイトの面談記録 例示 

資料 87 令和 3年度第 5回学務委員会 議事録（2021-09-30） 面談記録の登録依頼 

資料 88 千葉科学大学ポータルサイトの出席管理システム 例示 

資料 89 教学支援部教務課からの欠席連絡 

資料 90 令和 2年度千葉科学大学薬学共用試験結果掲載ページ 

http://www.cis.ac.jp/pharmacy/phcat.html 



資料 

No. 
根拠となる資料・データ等 

自由記入欄 

 (当該項目の控など) 

資料 91 2021年度カリキュラム・チェックリスト 

資料 92 学生成果に係る自己評価アンケート（卒業生用） 薬学部結果 

資料 93 2020年度卒業予定者の学修到達度評価 

資料 94 千葉科学大学入試判定委員会規程 

資料 95 退学申し出者への面談票 

資料 96 チューター面談票

資料 97 2022年度薬学科募集人数 100名への変更 

資料 98 2021年度薬学部特色選抜入試方式の追加 

資料 99 学校法人加計学園大学教育職員の採用に関する規程 

資料 100 千葉科学大学教員採用・昇任選考基準 

資料 101 千葉科学大学人事案件手続き 

資料 102 薬学部教員の昇任に関する内規 

資料 103 大学ホームページ（教員研究業績欄） 

https://www.cis.ac.jp/teacher/detail/2 

資料 104 千葉科学大学 FD・SD 活動リスト 

資料 105 薬学部 FD活動リスト 

資料 106 教員の個人ホームページ 

http://www.cis.ac.jp/~ohtaka/ 

資料 107 大学ホームページ（産学連携掲載ページ） 

https://www.cis.ac.jp/research/liaison/index.html 

資料 108 大学ホームページ（産学連携・教員検索掲載ページ「CIS 研究者ナ

ビゲーター」） 

https://www.cis.ac.jp/research/liaison/teacher/pharmacy/ 

資料 109 薬学部共同利用機器一覧 

資料 110 科学研究費助成事業 受託リスト 

資料 111 学生授業改善アンケート 

資料 112 専任教員の医療現場での研鑽状況 

資料 113 千葉科学大学非常勤講師就任規程 

資料 114 学生と教職員の意見交換会（意見・要望のまとめ） 

資料 115 2021年度チューター、アカデミック・アドバイザー一覧表 

資料 116 千葉科学大学就職委員会 

資料 117 大学ホームページ（就職支援プログラム・スケジュール掲載ページ） 

https://www.cis.ac.jp/~career/shien/ 



資料 

No. 
根拠となる資料・データ等 

自由記入欄 

 (当該項目の控など) 

資料 118 病院薬剤師求人案内メール 例示 

資料 119 学生生活アンケートのアンケート項目 

資料 120 薬学教育を改善するための調査 

資料 121 千葉科学大学防災行動マニュアル（携帯版） 

資料 122 地震・津波避難訓練、総合防災避難訓練実施 

資料 123 学生定期健康診断と呼び出し 

資料 124 インフルエンザ予防接種

資料 125 研究室での試薬の取り扱いに関する注意喚起 

資料 126 令和 3年度第 9回衛生委員会 議事録 産業医の職場巡視 

資料 127 受動喫煙の防止 

資料 128 千葉科学大学衛生委員会 

資料 129 千葉科学大学キャンパス（航空写真地図） 

資料 130 令和 3年度第 2回薬学部教授会 議事録（2021-05-20） 薬学部棟自習室の利用

方針 

資料 131 高機能患者シミュレータを活用した実践的な教育 

資料 132 千葉科学大学入学ガイド 2021 入学時の PC 購入 

資料 133 図書館・講義棟の Wi-Fiマップ 

資料 134 千葉県病院薬剤師会主催「2021 年度基礎実務研修会」 

資料 135 千葉科学大学コスメティックサイエンスシンポジウム 

資料 136 CISフォーラム 2019 

資料 137 機能性表示食品「銚子のおちょうしサバ」の開発 

資料 138 高大連携の取り組み 

資料 139 千葉科学大学市民公開講座 2021 

資料 140 薬物乱用防止教室の実施 

資料 141 ヘルスチェック健康 Get

資料 142 加計学園杯日本語弁論国際大会 

資料 143 大学ホームページ（国際交流プログラム掲載ページ） 

http://www.cis.ac.jp/information/exchange/index.html 

資料 144 令和 3年度第 10 回千葉科学大学学務委員会 議事録（2022-02-25） 2022 年度改定三つの方

針の承認 

資料 145 2022年度改定三つの方針 

資料 146 カリキュラム改定に伴う科目の変遷過程

資料 147 第 2・3期薬局実務実習開始学生向け直前実技復習課題 



資料 

No. 
根拠となる資料・データ等 

自由記入欄 

 (当該項目の控など) 

資料 148 令和 3年度第 12 回薬学部教授会 議事録（2021-11-18） 教育内容改善指示 

資料 149 令和 3年度第 21 回薬学部教授会 議事録（2022-03-17） 教育内容改善指示 

資料 150 専任教員の専門領域別の人数推移と教員組織の編成方針 

資料 151 2019 年度カリキュラムにおける重要と位置付けられた科目および

外部講師が担当する科目 

資料 152 3号館（薬学部棟）・模擬薬局・OSCE 室の見取り図 

資料 153 英語版の大学ホームページ 



薬学教育評価 訪問時閲覧資料一覧 

大学名   千葉科学大学 

訪問時 

閲覧資料 

No. 
訪問時に閲覧を求める資料・データ等 

備考 

(主な基準・観点） 

訪問時 16 令和３年度第１回千葉科学大学自己評価委員会 議事録(2022-01-20) 【基準 １-３】 

訪問時 17 
令和３年度第２回千葉科学大学自己評価委員会 議事録(2022-02-

24)」
【基準 １-３】 

訪問時 18 
令和３年度第１回千葉科学大学教学マネジメント委員会 議事録

（2022-03-17） 

【基準 １-３】 

【基準 ２-１】 

訪問時 

閲覧資料 

No. 
訪問時に閲覧を求める資料・データ等（全大学共通 必須） 

備考 

(主な基準・観点） 

訪問時１ 評価対象年度の教授会・各種主要委員会議事録 （各【基準】） 

訪問時２ 成績判定に使用した評価点数の分布表（ヒストグラム） 【基準 ３-２-２】 

訪問時３ 授業で配付した資料（レジュメ）・教材（指定科目のみ）  【基準 ３-２-１】 

訪問時４ 追・再試験を含む定期試験問題、答案（指定科目のみ） 【基準 ３-２-２】 

訪問時５ 成績評価の根拠となる項目別採点結果表（指定科目のみ） 【基準 ３-２-２】 

訪問時６ 評価対象年度のすべての学生の卒業論文 【基準 ３-２-１】 

訪問時７ 実務実習の実施に関わる資料 【基準 ３-２-１】 

訪問時８ 薬学臨床教育の成績評価資料 【基準 ３-３-１】 

訪問時９ 学士課程修了認定（卒業判定）資料 【基準 ３-２-４】 

訪問時 10 入試問題（評価対象年度の翌年度の入学生を対象とする入試） 【基準 ４-１】 

訪問時 11 入試面接実施要綱 【基準 ４-１】 

訪問時 12 
入学者を対象とする入試結果一覧表（合否判定資料で、受験者個人

の試験科目の成績を含む） 

【基準 ４-１】 

訪問時 13 学生授業評価アンケートの集計結果 【基準 ５-２】 

訪問時 14 教員による担当科目の授業の自己点検報告書 【基準 ５-２】 

訪問時 15 教職員の研修（FD・SD）の実施記録･資料（添付不可の時） 【基準 ５-２】 

（様式２－２）



訪問時 

閲覧資料 

No. 
訪問時に閲覧を求める資料・データ等 

備考 

(主な基準・観点） 

訪問時 19 2019 年度入学生に対する学修到達度評価の解析結果 
【基準 ２-２】 

【基準 ３-３-１】 

訪問時 20 入試成績と入学後成績との相関調査 【基準 ４-１】 

訪問時 21 2022 年度入試の面接票 【基準 ４-１】 

訪問時 22 
入試種別による留年率・退学率・転学科率・ストレート卒業率への

影響 

【基準 ４-１】 

訪問時 23 専門実習科目（化学実験、生物学実験、物理学実験、分子生物学実

習、病態生化学実習等）の実習レポートの評価に使用する評価表 

【基準 ３-２】 

訪問時 24 薬学部独自の共通オフィスアワーの利活用の実態を示す資料 【基準 ３-２】 

訪問時 25 チューターと学生との面談を記録する面談記録システムの画面 【基準 ３-２】 

訪問時 26 薬学実務実習における実習状況報告書 【基準 ３-２】 

訪問時 27 薬学実務実習における薬学実務実習進捗報告表 【基準 ３-２】 

訪問時 28 ディプロマ・ポリシーに掲げた学生が身につけるべき資質・能力を

量的に評価した「学修到達度評価」（資料 33）の結果

【基準 ３-３】 

訪問時 29 「アセスメント・ポリシーチェックリスト」（資料 28）の「プレー

スメントテスト」の項目で使われた「入試種別と試験成績との相関

性」のデータ 

【基準 ４】 

訪問時 30 専任教員を選考する際の最新の募集要項（教授、准教授、講師、助

教、実務家教員のもの） 

【基準 ５】 

訪問時 31 公認心理師（スクールカウンセラー）への相談件数を示す資料（直

近５年間） 

【基準 ６】 

訪問時 32 実験・実習を実施する際の『試薬や機器の取り扱いに関する指導、

白衣の着用やゴーグルの装着等に関する指導』において使用されて

いる資料 

【基準 ６】 

訪問時 33 産業医の巡視記録（指摘事項、対応策を含む） 【基準 ６】 

訪問時 34 添付資料 37 にある「資料８」のカラー版（PP、PS、PA、PL の略

号の説明付） 

【基準 ２-１】 

訪問時 35 2015～2021 年度カリキュラムの科目表 【基準 ３-１】 

訪問時 36 2021 年度卒業論文発表会の実施方法 【基準 ３-１】 

訪問時 37 2021 年度卒業論文要旨一覧 【基準 ３-１】 

訪問時 38 単位習得状況一覧（追加資料 19）について、カラーで印刷した資料 【基準 ３-２】 

訪問時 39 2021 年度のチューター担当表（資料 115）に各教員の担当学生数を

加えたもの 

【基準 ３-２】 



訪問時 

閲覧資料 

No. 
訪問時に閲覧を求める資料・データ等 

備考 

(主な基準・観点） 

訪問時 40 2015～2021 年度入学生のディプロマ・ポリシー 【基準 ３-３】 

訪問時 41 教育ユニット構成員（資料 36、２ページ）の 2022 年度の資料 【基準 ５】 



（様式２-２別紙） 

訪問時閲覧資料の詳細 （様式２－２ 別紙） 

大学名    千葉科学大学 

訪問時閲覧資料 No. 訪問時に閲覧を求める資料・データ等 
備考 

(主な基準・観点） 

訪問時３－１ 
授業で配付した資料（レジュメ）・教材（生化学

Ⅱ） 
【基準 ３-２-１】 

訪問時３－２ 
授業で配付した資料（レジュメ）・教材（薬物治

療学Ⅴ） 
【基準 ３-２-１】 

訪問時４－１ 
追・再試験を含む定期試験問題、答案（生化学

Ⅱ） 
【基準 ３-２-１】 

訪問時４－２ 
追・再試験を含む定期試験問題、答案（薬物治療

学Ⅴ） 
【基準 ３-２-１】 

訪問時５－１ 
成績評価の根拠となる項目別採点結果表（生化学

Ⅱ） 
【基準 ３-２-１】 

訪問時５－２ 
成績評価の根拠となる項目別採点結果表（薬物治

療学Ⅴ） 
【基準 ３-２-１】 

訪問時７－１ 学部学生の薬局実習（病院実習）に関する契約書 【基準 ３-２-１】 

訪問時７－２ 
薬局実務実習（病院実務実習）の実習教育費金額

回答書 
【基準 ３-２-１】 

訪問時７－３ 実習施設として使用することの承諾書 【基準 ３-２-１】 

訪問時７－４ 2022 年度指定病院宛実務実習予定人数依頼状 【基準 ３-２-１】 

訪問時７－５ 
実習施設が回答した実務実習の事前指示・注意事

項等お伺い書 
【基準 ３-２-１】 

訪問時７－６ 

富士フィルムシステムサービス（株）（旧富士ゼ

ロックス）実務実習指導・管理システムのご利用

について 

【基準 ３-２-１】 

訪問時７－７ 令和 4 年度第○期実習生履歴書 【基準 ３-２-１】 

訪問時７－８ 自己紹介記録 【基準 ３-２-１】 

訪問時７－９ 

千葉科学大学薬学部病院・薬局等における研修等

の誠実な履行、個人情報の保護、病院・薬局等の

法人機密情報の保護に関する誓約書 

【基準 ３-２-１】 



訪問時閲覧資料 No. 訪問時に閲覧を求める資料・データ等 
備考 

(主な基準・観点） 

訪問時７－10 実習施設への抗体価やワクチン接種記録の提示 【基準 ３-２-１】 

訪問時７－11 
薬学実務実習 学内成果発表会に関する資料（発

表スライド・発表要旨） 
【基準 ３-２-１】 

訪問時７－12 薬学実務実習レポート 【基準 ３-２-１】 

訪問時７－13 コロナ禍における実習生の健康管理 【基準 ３-２-１】 

訪問時 10－１ 
入試問題（評価対象年度の翌年度の入学生を対象

とする入試） 
【基準 ４-１】 

訪問時 10－２ 
『資料 8 入学志望者に配布した学生募集要項』へ

の追加分 
【基準 ４-１】 



薬学教育評価 追加提出資料一覧 

大学名  千葉科学大学  

資料 

No. 
根拠となる資料・データ等 

自由記入欄 

 (当該項目の控など) 

追加 1 薬学部実施新任教員研修（2022-03-09）
追加 2 学校法人・大学実施新採用・中途採用者職員研修（2022-04-01）
追加 3 カリキュラム・ポリシーと科目の対応表

追加 4 
訪問時 16

令和３年度第１回千葉科学大学自己評価委員会 議事録(2022-01-
20)    

自己点検・評価の依頼 

追加 5 
訪問時 17

令和３年度第２回千葉科学大学自己評価委員会 議事録(2022-02-
24)

大学全体の自己点検・評

価結果の承認 

追加 6 令和３年度各学部自己点検・評価に対する評価結果 

追加 7 
訪問時 18

令和３年度第１回千葉科学大学教学マネジメント委員会 議事録

（2022-03-17）
自己点検・評価に対する

指摘事項承認 

追加 8 令和３年度各学部自己点検・評価に対する指摘事項 

追加 9 令和３年度指摘事項に対する改善案作成依頼 

追加 10 令和４年度薬学部アセスメント委員会 議事録（2022-04-25、2022-
07-05、2022-07-26、2022-08-04）

追加 11 平成 29 年度第２回自己評価委員会 資料（抜粋）（2017-09-14） 薬学部の自己点検・評価 

追加 12 平成 29 年度第２回自己評価委員会 議事録（2017-09-14） 薬学部の自己点検・評価 

追加 13 千葉科学大学薬学教育自己評価委員会規程 

追加 14 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法

律等の一部を改正する法律（令和元年法律第 63 号）の概要

追加 15 内閣府規制改革推進会議答申（案）「医療人材の不足を踏まえたタス

クシフト／タスクシェアの推進」（2022-05-27）
追加 16 平成 30 年度第 14 回薬学部教授会 議事録（2019-01-17） 薬学部カリキュラム委

員会の設置 

追加 17 平成 30 年度第 15 回薬学部教授会 議事録（2019-01-25） カリキュラム・CP・AP

の改定 

（様式２－１）



資料 

No. 
根拠となる資料・データ等 

自由記入欄 

 (当該項目の控など) 

追加 18 2019 年度「実践社会薬学の確立と発展に資する薬剤師養成プログラ

ム」の実施内容

追加 19 単位修得一覧表（４年生） 

追加 20 学習管理のための個人カルテ 

追加 21 令和４年度第２回薬学部教授会 議事録（2022-05-19） シラバスに記載する学

習方略 

追加 22 2017-2021 年度学会等参加・発表リスト

追加 23 病院実務実習 評価表（成長度） 

追加 24 成績評価に用いているルーブリックの評価表 

追加 25 学習・教授・評価方法の開発（例示１） 

追加 26 学習・教授・評価方法の開発（例示２） 

追加 27 学習・教授・評価方法の開発（例示３） 

追加 28 学習・教授・評価方法の開発（例示４） 

追加 29 「薬剤師国家試験のあり方に関する基本方針」（医道審議会薬剤師分

科会）（2016-02-04）
追加 30 学習・教授・評価方法の開発（例示５） 

追加 31 成績入力方法（教学支援部教務課作成） 

追加 32 2017 年度カリキュラム・チェックリスト

追加 33 2020 年度卒業予定者の学修到達度評価（ポイント数明示）

追加 34 2020 年度卒業予定者の学修到達度評価の ROC 曲線解析

追加 35 ６年次科目「実務実習事後演習」シラバス（案） アセスメント・ポリシー

の改定 

追加 36 令和元年度第 23 回薬学部教授会 議事録（2020-01-16） アセスメント・ポリシー

の改定 

追加 37 令和元年度第９回千葉科学大学学務委員会 議事録（2020-01-24） アセスメント・ポリシー

の改定 

追加 38 次年度に備えた薬学部教員連絡会議（2021-03-18）
追加 39 学校法人加計学園海外出張旅費支給要綱 

追加 40 海外旅費規程 

追加 41 2021 年度カリキュラムにおける重要と位置付けられた科目および

外部講師が担当する科目 

追加 42 教職員の研修（FD・SD）の実施記録･資料

追加 43 千葉科学大学 FD・SD 委員会規程



資料 

No. 
根拠となる資料・データ等 

自由記入欄 

 (当該項目の控など) 

追加 44 令和３年度第１回 FD 部会 議事録（2021-05-13） 学生授業改善アンケー

ト内容承認

追加 45 2021 年度「学生授業改善アンケート」回収率

追加 46 学生授業改善アンケート集計結果の教員への公開 

追加 47 千葉科学大学学生授業改善アンケート評価 

追加 48 令和 3 年度第 17 回薬学部教授会 議事録（2022-02-17）その２ 担当科目の授業の自己

点検報告書の作成依頼 

追加 49 担当科目の授業の自己点検報告書 

追加 50 千葉科学大学事務組織規程 

追加 51 千葉科学大学紀要 14 号『千葉科学大学の遠隔授業実施記録』

追加 52 2019 年度学生と教職員の意見交換会（意見・要望のまとめ）

追加 53 千葉科学大学動物実験規程 

追加 54 2021 年度千葉科学大学動物実験教育・訓練 出席表

追加 55 2021 年度動物実験施設実地訓練項目チェックリスト

追加 56 千葉科学大学遺伝子組換え実験安全管理規程 

追加 57 遺伝子組み換え実験安全講習受講者名簿 

追加 58 令和３年度第 5 回薬学部教授会 議事録（2021-07-08） 薬学部修理予算の執行 

追加 59 韓国・翰林大学との薬学分野の教育研究に関する協定書 

追加 60 本学教員の当番薬剤師・学校薬剤師任命を示す資料 

追加 61 2017-2021 年度 海外研修・研修団の受け入れプログラム

追加 62 千葉科学大学災害ボランティア派遣活動 
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